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上
梓
に
あ
た
り

　平
成
十
八
年
七
月
、
市
は
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
内
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
勝
五
郎
再
生
話
」
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、
資
料
・
情
報
を
収
集
・
整
理

す
る
こ
と
、
ま
た
、
伝
承
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ
る
た
め
の
普
及
活
動
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
参
加
の
調
査
団
を
結
成
す
る
こ
と
を
計
画
し
ま
し

た
。
私
ど
も
は
こ
れ
に
応
じ
て
「
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
探
求
調
査
団
」
を
結
成
し
、
日
野
市
郷
土
資
料
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
以
来

十
年
、
調
査
団
で
は
、
地
元
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
各
地
を
訪
ね
、
資
料
・
情
報
の
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　今
年
、
勝
五
郎
生
誕
二
百
年
、
調
査
団
結
成
十
年
を
記
念
し
て
調
査
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
団
員
の
熱
意
と
和
の
結
晶
で
あ
り
、
十
年
間
倦

ま
ず
弛
ま
ず
地
道
に
史
実
を
追
い
求
め
、
精
進
を
続
け
た
こ
と
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。
結
成
時
に
は
三
十
二
人
で
あ
っ
た
団
員
も
、
現
在
は
六
十
人
余
と
な
り
、
活

況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　資
料
収
集
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
縁
が
縁
を
呼
ぶ
と
言
い
ま
す
か
、
時
に
情
報
の
提
供
等
が
あ
り
、
喜
び
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

『
ほ
ど
く
ぼ
小
僧
　
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
調
査
報
告
書
』
と
し
て
上
梓
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
ご
教
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
方
々

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
　平
成
二
十
七
年
九
月

　
　
　

　
　
　
　
　
　勝
五
郎
生
ま
れ
変
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り
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探
求
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査
団

　代
表

　朝
倉

　海
玄

　

（
改
訂
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
）

　平
成
二
十
七
年
に
刊
行
し
た
報
告
書
は
大
変
好
評
で
、
完
売
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
数
年
前
か
ら
改
訂
版
の
刊
行
が
検
討
さ

れ
て
来
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
「
勝
五
郎
が
生
ま
れ
変
わ
り
を
語
っ
て
二
百
年
・
露
姫
没
後
二
百
年
」
記
念
事
業
と
し
て
実
現

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
調
査
報
告
・
論
考
を
加
え
て
、
増
頁
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
利
用
と
情
報
発
信
の
便
宜
の
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
配
信
も
行
な
い
ま
す
。
「
勝
五
郎
生
ま
れ

変
わ
り
物
語
」
が
、
今
後
も
ま
す
ま
す
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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年
十
二
月
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[

凡
例]

１

　本
書
は
、
日
野
市
郷
土
資
料
館
に
委
託
さ
れ
た
「
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
探
求
調
査
団
」

の
、
平
成
十
八
〜
二
十
七
年
に
至
る
調
査
報
告
書
（
以
下
報
告
書
（
初
版
）
）
に
、
令
和
四
年

十
二
月
ま
で
の
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

２

　調
査
団
有
志
の
報
告
書
編
集
委
員
会
が
全
体
の
構
成
・
編
集
を
行
な
い
、
団
員
が
執
筆
・
資

料
解
読
を
行
な
っ
た
。
編
集
作
業
は
、
郷
土
資
料
館
の
北
村
澄
江
・
矢
口
祥
有
里
が
行
な
っ

た
。

３

　再
録
編
に
は
、
今
日
で
は
差
別
的
な
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
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一
「
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
」
に
つ
い
て

　
程
久
保
村
の
藤と

う

蔵ぞ
う

と
中
野
村
の
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
は
、
東
京
都
日
野
市
程
久

保
と
隣
接
す
る
八
王
子
市
東
中
野
を
舞
台
に
、
江
戸
時
代
の
後
半
の
文
化
文
政
期
（
一
八
〇

四
─
一
八
三
〇
）
に
起
こ
っ
た
。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
は
、
主
人
公
勝
五
郎
の
生

誕
二
百
年
に
あ
た
る
。

　
人
が
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
伝
承
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
内
容
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
、
昔
話
や
世
間
話
と
い
う
形
で
語
り
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

　
「
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
」
は
、
当
事
者
が
実
在
し
、
生
没
年
や
住
ん
で
い
た
場
所
、

墓
所
な
ど
も
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
他
の
生
ま
れ
変
わ
り
伝
承
と
は
一
線

を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
勝
五
郎
が
語
っ
た
内
容
を
、
当
時
の
文
人
・
役
人
・
学

者
な
ど
が
、
同
時
期
に
記
録
し
、
そ
の
記
録
が
ず
っ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
点
に
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
記
録
は
、
明
治
に
な
る
と
小
泉
八
雲
の
手
で
、
海
外
に
紹
介
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

◆ 

勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
の
概
要

一
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
一
月
、
中
野
村
に
住
む
八
歳
の
勝
五
郎
（
小
谷
田
姓
）

が
、
兄
と
姉
に
、
自
分
の
前
世
は
、
程
久
保
村
の
藤
蔵
（
須
崎
姓
）
で
、
六
歳
の
時
に
疱
瘡

（
天
然
痘
）
で
亡
く
な
っ
た
と
語
っ
た
。

二
、
勝
五
郎
の
話
は
、
や
が
て
父
や
母
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
二
月
、
勝
五
郎
は
生
ま

れ
変
わ
り
の
顛
末
を
以
下
の
よ
う
に
、
父
母
た
ち
に
詳
し
く
語
っ
た
。

　
藤
蔵
が
死
ん
だ
時
、
魂
が
身
体
か
ら
抜
け
だ
し
て
家
に
帰
っ
た
が
、
誰
も
気
づ
か
な
か
っ

た
。
→
白
い
髭ひ

げ

に
黒
い
着
物
を
着
た
お
じ
い
さ
ん
に
導
か
れ
、
あ
の
世
に
行
っ
た
。
→
三
年

た
っ
た
か
ら
生
ま
れ
変
わ
る
の
だ
と
言
わ
れ
て
中
野
村
の
柿
の
木
の
あ
る
家
に
連
れ
て
行
か

れ
た
。
→
竈

か
ま
ど

の
陰
に
隠
れ
て
い
る
と
、
父
母
が
相
談
を
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
家
計
を
助
け

る
た
め
に
母
が
江
戸
へ
奉
公
に
行
く
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
→
藤
蔵
の
魂
は
母
の
胎
内
に
入

り
、
文
化
十
二
年
十
月
十
日
に
勝
五
郎
と
し
て
生
ま
れ
た
。
（
柿
の
木
は
、
あ
の
世
と
こ
の

世
の
境
に
あ
る
木
だ
と
い
う
説
が
あ
る
）

三
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
は
、
両
親
に
と
っ
て
は
信
じ
が
た
い
も
の
だ
っ
た
が
、

母
が
江
戸
に
奉
公
に
行
く
相
談
を
し
て
い
た
と
い
う
話
は
、
両
親
以
外
の
人
は
知
ら
な
い
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
勝
五
郎
の
語
る
こ
と
は
本
当
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
程
久
保
村
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
に
聞
い
て
み
る
と
、
藤
蔵
の
家
は
実
在
し
、
疱
瘡
で

亡
く
な
っ
た
子
ど
も
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
噂
が
広
ま

り
、
「
ほ
ど
く
ぼ
小
僧
」
と
い
う
あ
だ
名
が
つ
い
て
、
見
物
に
来
る
人
が
出
て
き
た
。

　
文
政
六
年
一
月
二
十
日
、
勝
五
郎
と
祖
母
つ
や
は
程
久
保
村
の
藤
蔵
の
家
を
訪
ね
る
こ
と

に
し
た
。
勝
五
郎
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
は
ず
の
程
久
保
村
の
事
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
祖

母
を
藤
蔵
の
家
に
案
内
し
た
。

四
、
藤
蔵
の
家
で
は
、
母
し
づ
と
義
父
の
半
四
郎
が
い
て
、
勝
五
郎
が
藤
蔵
に
よ
く
似
て
い

る
と
い
っ
て
喜
ん
だ
。
勝
五
郎
は
、
初
め
て
来
た
は
ず
の
家
の
中
の
事
も
よ
く
知
っ
て
い

て
、
向
か
い
の
「
た
ば
こ
や
」
（
屋
号
）
の
木
は
以
前
は
な
か
っ
た
な
ど
と
い
っ
て
、
皆
を

驚
か
せ
た
（
屋
敷
は
、
今
も
同
じ
場
所
に
あ
る
）
。
藤
蔵
と
勝
五
郎
の
家
は
、
親
類
の
よ
う

に
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
勝
五
郎
は
実
父
久
兵
衛
の
墓
参
り
も
し
た
。

五
、
二
月
の
あ
る
日
、
江
戸
か
ら
池
田
冠か

ん

山ざ
ん

と
い
う
大
名
（
鳥
取
藩
の
支
藩
の
藩
主
、
当
時

は
隠
居
）
が
、
勝
五
郎
の
家
を
訪
ね
て
来
て
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
を
聞
き
た
い
と
求
め

た
。
勝
五
郎
は
気
お
く
れ
し
て
話
す
こ
と
が
出
来
ず
、
祖
母
が
代
わ
り
に
話
し
た
。

　
三
月
、
冠
山
は
聞
い
た
話
を
『
勝
五
郎
再
生
前
生
話
』
と
し
て
ま
と
め
、
松
浦
静
山
や
泉

岳
寺
の
貞
鈞
大
和
尚
な
ど
の
、
文
人
仲
間
に
見
せ
た
。
冠
山
の
著
作
は
次
第
に
多
く
の
人
の

目
に
触
れ
る
こ
と
と
な
り
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
噂
は
江
戸
中
に
広
ま
っ
た
。
冠
山

が
、
中
野
村
ま
で
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
を
聞
き
に
行
っ
た
背
景
に
は
、
文
政
五
年
十
一
月

に
、
藤
蔵
と
同
じ
六
歳
で
疱
瘡
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
末
娘
「
露
姫
」
の
存
在
が
あ
っ
た
。

（
解
説
編
二
参
照
）

六
、
四
月
、
中
野
村
の
領
主
で
旗
本
の
多お

門か
ど

傳で
ん

八ぱ
ち

郎ろ
う

が
、
源
蔵
・
勝
五
郎
親
子
を
江
戸
へ
召

喚
し
た
。
知
行
所
で
の
騒
ぎ
が
大
き
く
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
に
は
し
て
お
く
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
多
門
は
、
四
月
十
九
日
に
源
蔵
親
子
か
ら
話
を
聞
き
、
こ
れ
を
ま
と

め
て
、
上
司
で
あ
る
御
書
院
番
頭
佐
藤
美
濃
守
に
「
届
書
」
と
し
て
提
出
し
た
。

七
、
多
門
傳
八
郎
の
届
書
の
写
し
は
、
す
ぐ
に
多
く
の
文
人
た
ち
が
入
手
す
る
こ
と
と
な

り
、
平
田
篤あ

つ

胤た
ね

の
と
こ
ろ
へ
も
届
け
ら
れ
た
。
篤
胤
は
、
友
人
の
屋
代
弘
賢
の
勧
め
も
あ
っ

解
説
編
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て
、
多
門
の
用
人
谷
孫
兵
衛
に
、
勝
五
郎
へ
の
面
会
を
申
し
入
れ
た
。
四
月
二
十
二
日
に
、

源
蔵
と
共
に
篤
胤
の
学
舎
、
気い

ぶ
き
の
や

吹
舎
へ
来
た
勝
五
郎
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
。
勝
五
郎
は
、

生
ま
れ
変
わ
り
の
顛
末
を
語
る
こ
と
を
い
や
が
っ
た
の
で
、
篤
胤
、
友
人
の
伴
信
友
、
当
時

気
吹
舎
に
い
た
天
狗
小
僧
寅
吉
（
嘉
津
間
）
な
ど
が
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、
な
だ
め

す
か
し
て
話
を
聞
い
た
。
こ
れ
を
、
伴
信
友
が
整
理
を
し
て
ま
と
め
た
。
篤
胤
が
、
勝
五
郎

の
話
を
聞
い
た
の
は
、
四
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
二
十
五
日
の
三
日
間
で
あ
る
。
七
月

九
日
に
源
蔵
が
勝
五
郎
と
そ
の
兄
、
姉
を
伴
っ
て
訪
ね
て
き
た
時
は
、
越
谷
（
埼
玉
県
越
谷

市
）
に
行
っ
て
い
て
不
在
だ
っ
た
の
で
、
弟
子
た
ち
が
話
を
聞
い
た
。
源
蔵
た
ち
は
三
日
間

滞
在
し
た
。

八
、
六
月
、
篤
胤
は
、
勝
五
郎
の
話
に
自
身
の
考
察
を
加
え
て
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
を
ま

と
め
、
七
月
二
十
二
日
か
ら
の
上
洛
に
持
参
、
光
格
上
皇
と
皇
太
后
へ
上
覧
し
た
。
御
所
で

は
、
女
房
た
ち
の
間
で
大
評
判
と
な
り
、
五
十
日
も
本
が
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

九
、
文
政
八
年
八
月
二
十
六
日
、
勝
五
郎
は
気
吹
舎
の
門
人
に
な
り
、
お
よ
そ
一
年
ほ
ど
気

吹
舎
に
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

十
、
勝
五
郎
は
、
中
野
村
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
普
通
の
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
し
、

農
業
の
傍
ら
家
業
で
あ
る
目め

籠か
ご

の
仲
買
を
行
な
い
、
裕
福
な
生
活
を
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
二
月
四
日
、
五
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

十
一
、
明
治
三
十
年
に
、
小
泉
八
雲
が
、
随
想
集
『
仏
の
畠
の
落
穂
』
の
な
か
に
、
「
勝
五

郎
の
転
生
」
を
書
い
た
の
で
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
は
、
海
外
の
人
に
も
認
知
さ
れ
る

事
例
と
な
っ
た
。

◆
記
録
さ
れ
た
生
ま
れ
変
わ
り
物
語

　
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
は
、
当
時
の
一
流
の
文
人
・
学
者
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ

た
。
文
人
大
名
と
し
て
名
高
い
池
田
冠
山
は
、
最
も
早
く
、
勝
五
郎
の
家
を
訪
ね
て
話
を
聞

い
た
が
、
勝
五
郎
で
は
な
く
祖
母
の
つ
や
が
話
し
た
こ
と
を
、
話
し
言
葉
の
ま
ま
書
き
留
め

て
い
る
。
（
資
料
１
）

　
中
野
村
領
主
の
多
門
傳
八
郎
は
、
職
務
上
の
取
調
べ
を
行
な
っ
て
、
調
書
を
上
司
に
提
出

し
て
い
る
。
調
書
な
の
で
、
聞
い
た
こ
と
を
正
確
に
書
き
取
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
勝

五
郎
本
人
と
い
う
よ
り
は
、
父
源
蔵
が
語
っ
た
内
容
と
思
わ
れ
る
。
調
書
の
写
し
は
、
す
ぐ

に
関
係
者
の
手
に
渡
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
原
本
の
所
在
は
不
明
で
、
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』

に
写
さ
れ
た
も
の
で
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
（
図
１
）
。
た
だ
し
、
冠
山
の
『
勝
五
郎

再
生
前
生
話
』
の
写
本
に
も
、
多
門
傳
八
郎
の
調
書
の
写
し
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
や
、
日
野
市
内
の
個
人
所
蔵
本
（
秋
田
藩
佐
竹
家
に
伝
来
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
な
ど
で
、
小
泉
八
雲
が
底
本
と
し
た
『
珎
説
集
記
』
の
内
容
か
ら
、

冠
山
と
親
し
か
っ
た
泉
岳
寺
の
貞
鈞
大
和
尚
も
、
冠
山
と
は
別
の
知
人
か
ら
多
門
の
調
書
を

入
手
し
て
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
多
門
の
調
書
に
よ
る
と
、
藤
蔵
の
義
父
半

四
郎
は
、
勝
五
郎
が
程
久
保
村
を
訪
ね
る
よ
り
も
前
に
、
中
野
村
の
源
蔵
宅
を
訪
れ
て
い
る
。

　
平
田
篤
胤
の
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
は
、
主
に
勝
五
郎
本
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
記
録
し

て
い
る
。
し
か
し
、
篤
胤
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
勝
五
郎
が
語
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
記

し
た
の
で
は
な
く
、
た
ど
た
ど
し
く
語
っ
た
こ
と
を
、
伴
信
友
や
篤
胤
が
、
整
理
を
し
て
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
再
生
記
聞
」
は
産う

ぶ
す
な
が
み

土
神
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
池
田
冠
山
・
多
門
傳
八

郎
・
平
田
篤
胤
の
三
つ
の
記
録
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
違
い
に
よ
る
見
解
の
相
違
は

あ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
事
実
関
係
は
矛
盾
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
、
勝
五
郎
が
生
ま
れ
変

わ
り
を
語
っ
て
か
ら
、
三
〜
五
か
月
後
の
記
録
で
あ
る
。

　
な
お
、『
藤
岡
屋
日
記
』
の
記
述
は
、
藤
岡
屋

由
蔵
が
、
中
野
村
の
源
蔵
宅
を
訪
問
し
、
源
蔵

か
ら
聞
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
受
け

取
れ
る
が
、
藤
蔵
が
埋
め
ら
れ
た
墓
の
場
所
は
、

半
四
郎
宅
の
裏
山
と
な
っ
て
い
て
、
他
の
記
録

に
は
な
い
内
容
が
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
（
資

料
10
）。
こ
の
他
に
も
、
地
元
の
風
聞
を
記
し
た

も
の
な
ど
も
あ
る
が
、
詳
細
は
資
料
編
を
参
照

さ
れ
た
い
。

図1 「多門傳八郎届書写」
（国立歴史民俗博物館所蔵『勝五郎再生記聞』−文政仙洞叡覧本−より）
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二
　
池
田
冠
山
・
露
姫
と
勝
五
郎
—
始
ま
り
は
露
姫
の
夭
折
か
ら
—

◆
池
田
冠
山
と
地
誌
の
編
さ
ん
　
池
田
冠
山
（
松
平
縫
殿
頭
定
常
）
は
、
明
和
四
年
（
一
七

六
七
）
十
月
三
日
に
、
旗
本
池
田
半
蔵
政
勝
の
次
男
と
し
て
、
江
戸
麹
町
番
町
（
千
代
田

区
）
で
生
ま
れ
た
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
遠
縁
の
鳥
取
藩
宗
家
の
分
家
西
館
池
田
家

の
養
子
と
な
り
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
二
万
石
の
家
督
を
襲
封
し
た
（
享
和
元
年

│

一
八
〇
一

│

三
十
五
歳
で
隠
居
）
。
そ
の
領
地
は
因
幡
若わ

か

桜さ

（
鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
）
に

あ
っ
た
。
冠
山
は
学
問
を
好
み
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
七
月
に
没
す
る
ま
で
、
特
に
地

誌
類
の
著
作
や
編
さ
ん
事
業
に
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い
る
。

　
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
、
大
学
頭
林
述
斎
は
、
幕
府
が
収
集
し
た
書
籍
の
解
題
目
録
の

作
成
を
冠
山
に
依
頼
し
た
。
こ
れ
は
、
冠
山
が
優
れ
た
地
誌
の
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
が
、
個
人
の
仕
事
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
膨
大
な
た
め
、
間ま

宮み
や

士こ
と

信の
ぶ

を
総
裁
と

す
る
幕
臣
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、「
編
修
地
誌
備
用
典
籍
解
題
」
が
編
さ
ん
さ
れ
た
。

し
か
し
、
二
千
部
に
も
及
ぶ
書
籍
の
解
題
の
半
数
以
上
は
、
冠
山
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
幕
府
は
、
こ
の
成
果
を
も
と
に
諸
国
風
土
記
の
編
さ
ん
事
業
を
進
め
て
い
く
が
、
『
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
編
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
な
か
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

冠
山
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
は
『
武
蔵
名
所
考
』
を
刊
行
し
た
。
古
歌
に
詠
ぜ
ら

れ
た
武
蔵
野
の
名
所
を
考
証
し
た
も
の
で
、
江
戸
や
そ
の
近
郊
に
実
際
に
足
を
運
ん
で
編
さ

ん
し
た
も
の
で
あ
る
。

◆
冠
山
、
中
野
村
へ
　
文
政
六
年
二
月
、
冠
山
は
突
然
中
野
村
の
勝
五
郎
の
家
を
訪
ね
、
生

ま
れ
変
わ
り
の
話
を
聞
い
た
。

　
『
武
蔵
名
所
考
』
の
編
さ
ん
な
ど
の
た
め
、
何
度
も
多
摩
の
地
を
訪
れ
て
い
た
冠
山
が
、

そ
の
関
係
の
人
々
と
の
繋
が
り
の
中
で
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
情
報
を
得
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
十
分
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
り
の
土
地
勘
が
あ
っ
た
上
で
の
中
野

村
訪
問
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
隠
居
と
は
い
え
元
大
名
が
直
接
農
民
の
家

を
訪
れ
る
の
は
、
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
勝
五
郎
は
気
後
れ
し
て
し
ま
っ
て
何
も
話
す
こ
と
が
出
来
ず
、
冠
山
は
祖
母
つ
や
か
ら
話

を
聞
い
た
。
冠
山
は
、
江
戸
へ
戻
っ
て
か
ら
、
聞
い
た
話
を
『
勝
五
郎
再
生
前
生
話
』
（
図

１
）
と
し
て
ま
と
め
、
友
人
た
ち
に
見
せ
た
。
文
人
大
名
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
冠
山
の
著

作
は
、
江
戸
の
文
人
・
学
者
の
間
で
大
評
判
と
な
り
、
中
野
村
領
主
多お

門か
ど

傳で
ん

八ぱ
ち

郎ろ
う

の
勝
五
郎

親
子
の
江
戸
召
喚
、
平
田
篤
胤
の
聞
き
取
り
に
と
発
展
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

◆
愛
娘
露
姫
の
夭
折
　
冠
山
の
中
野
村
行
き
に
は
、
露
姫
の
突
然
の
死
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
冠
山
に
は
正
室
は
な
く
、
側
室
と
の
間
に
八
男
一
六
女
と
い
う
多
く
の
子
ど
も
に
恵
ま

れ
た
（
こ
の
う
ち
一
八
人
は
、
成
人
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
）
。
露
姫
は
、
冠
山
五
十
一
歳

の
時
、
最
も
愛
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
側
室
お
た
え
の
方
と
の
間
に
生
ま
れ
た
末
娘
で
あ
っ

た
。
利
発
で
信
仰
心
が
厚
く
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
た
露
姫
は
、
文
政
五
年
十
一
月
二

十
七
日
、
疱
瘡
の
た
め
数
え
年
六
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
深
い
悲
し
み
の
な
か
に
あ

っ
た
冠
山
に
と
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
六
歳
の
時
に
疱
瘡
で
亡
く
な
っ
た
藤
蔵
の
生
ま
れ
変
わ

り
で
あ
る
と
語
る
勝
五
郎
の
存
在
は
、
露
姫
の
再
生
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
わ
が
子
露
姫
の
再
生
を
願
っ
て
、
中
野
村
へ
の
道
を
急
い
だ
冠
山
の
心
情
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

◆
露
姫
の
追
悼
物
語
　
露
姫
は
、
多
く
の
人
に
追
悼
を
寄
せ
ら
れ
た
お
姫
様
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。
露
姫
の
事
跡
は
、
池
田
家
の
家
臣
服
部
脩
蔵
が
著
し
た
『
玉
露
童
女
行
状
』

（
刊
行
本
『
玉
露
童
女
追
悼
集
』
一
に
収
録
、
玉
露
童
女
は
露
姫
の
法
号
の
略
称
）
に
詳
し

く
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
露
姫
没
後
一
か
月
ほ
ど
た
っ
た
頃
、
遺
品
の
中
か
ら

露
姫
の
書
付
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
は
世
話
に
な
っ
た
侍
女
や
母
、
兄
弟
な
ど
へ
の
、
感
謝

の
気
持
ち
や
惜
別
の
思
い
を
詩
歌
に
込
め
て
綴
っ
た
も
の
で
、
特
に
父
冠
山
へ
の
飲
酒
を
諌

め
る
手
紙
は
、
人
々
の
感
動
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
（
図
３
）
（
資
料
２
）

　
冠
山
は
、
露
姫
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
遺
墨
四
通
と
戒
名
を
、
刷
物
と
し
て
全
国
の
寺

院
や
友
人
・
知
人
に
送
り
、
追
悼
文
や
詩
歌
を
求
め
た
。
鳥
取
市
の
雲
龍
寺
に
残
さ
れ
て
い

る
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
一
緒
に
「
覚
書
」
「
露
姫
の
戒
名
を
記
し
た
紙
片
」
「
補
足
の
説

明
書
き
」
な
ど
が
添
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
資
料
５
）

　
露
姫
の
親
兄
弟
を
思
う
心
情
は
、
多
く
の
人
々
の
共
感
と
感
動
を
呼
び
、
老
中
だ
っ
た

松
平
定
信
（
楽
翁
）
か
ら
、
市
井
の
人
々
ま
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
千
六
百
余
点
の
追

悼
が
寄
せ
ら
れ
た
。
冠
山
は
、
こ
れ
ら
を
三
十
巻
の
巻
子
に
仕
立
て
て
淺
草
寺
に
納
め
た

（
図
５
）
。
現
在
も
淺
草
寺
に
は
二
十
九
巻
の
追
悼
集
と
、
露
姫
の
木
彫
像
が
残
さ
れ
て
い
る

（
図
４
）
。
文
政
七
年
、
露
姫
の
墨
蹟
は
『
応
化
菩
薩
辞
世
帖
』
と
し
て
板
行
さ
れ
、
露
姫
の

事
跡
は
一
層
人
々
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
応
化
菩
薩
と
は
、
露
姫
の
こ
と
で
、
親
孝

行
で
信
心
深
い
お
姫
様
は
、
つ
い
に
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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　『
玉
露
童
女
追
悼
集
』
は
、
淺
草
寺
伝
法
院
の
宝
蔵
に
永
い
間
秘
せ
ら
れ
て
い
た
。
小
谷
惠

造
『
池
田
冠
山
傳
』
に
、
森
鷗
外
が
「
玉
露
童
女
追
悼
集
儼
存
イ
タ
シ
居
候
由
、
之
ニ
関
ス

ル
詩
文
諸
家
ノ
集
ニ
散
見
候
へ
ド
モ
、
如
此
モ
ノ
完
存
セ
ム
ト
ハ
不
存
寄
」
と
感
嘆
し
た
と

紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
全
容
を
知
る
人
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
淺
草
寺
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
観
音
堂
落
慶
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、 

『
玉
露
童
女
追
悼
集
全
三
十
巻
』
の
公
刊
に
着
手
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
十
二
月

か
ら
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
三
月
を
経
て
、
全
五
巻
を
発
行
し
た
。（
平
成
三
十
一
年
三
月
、

露
姫
木
像
と
共
に
台
東
区
有
形
文
化
財
に
指
定
）

　
現
世
で
は
関
わ
り
よ
う
の
な
か
っ
た
村
の
少
年
、
藤
蔵
・
勝
五
郎
と
大
名
の
お
姫
様
露
姫

は
、
父
池
田
冠
山
の
追
悼
の
な
か
で
、
深
く
結
び
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
露
姫
の
夭
折
が
な

け
れ
ば
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
が
、
現
在
の
よ
う
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
は
、
露
姫
の
夭
折
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

図3 「露姫遺墨」（日野市郷土資料館所蔵　小谷惠造氏寄贈）

　
お
い
と
た
か

　
ら
こ
し
ゅ
あ
︵
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︶
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十
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ち
か
つ
御
き
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て
か
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︵
蝶
図
︶
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︵
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︶
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は
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か
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く
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︵
雨
図
︶
あ
め
つ
ち
の
お
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は
わ
す
れ
し
ち
ち
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は
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つ
つ
ゆ

　
ま
て
し
は
し
な

　
き
よ
の
な
か
の

　
い
と
ま
こ
い
む
と

　
せ
の
ゆ
め
の
な
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り
お
し
さ
に

　
　
　
お
た
へ
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
つ
ゆ

　
ゑ
ん
あ

　
り
て
た
つ

　
と
き
わ

　
れ
に
つ
か

　
わ
れ
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と
し
へ
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も
わ
す

　
れ
た
も
ふ
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六
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ま
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図6 『玉露童女追悼集』
第29巻収載の平田篤胤の追悼歌

（淺草寺所蔵）
図5 『玉露童女追悼集』全30巻の内16〜30巻

（淺草寺所蔵）

図1 池田冠山『勝五郎再生前生話』（写）
（早稲田大学図書館所蔵）

図4 露姫木彫像（淺草寺所蔵）高さ約16.5cm
文政11年2月8日、淺草寺本堂に安置、11月27日七回忌が
行われた。（『淺草寺日記』17）

図2 露姫肖像
（『玉露童女行状』より　鳥取県立図書館所蔵）

﹁
今
や
し
る
古
く
そ
と
ひ
し
鷲
の
山

　
か
ヽ
る
雲
井
の
法
の
し
る
し
を 

篤
胤
﹂
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（
調
査
報
告
①
）

　
鳥
取
調
査
に
於
け
る
露
姫
の
位
牌
と
遺
墨
の
発
見

小
宮

　
豊

　

　
鳥
取
市
鹿
野
の
雲
龍
寺
に
露
姫
に
関
す
る
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は

偶
然
の
事
で
あ
っ
た
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
一
月
、
勝
五
郎
調
査
団
で
鳥
取
へ
池

田
冠
山
関
連
の
調
査
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
鳥
取
県
立
図
書
館
で
服
部
脩
蔵
著
書

の
『
玉
露
童
女
行
状
』
を
閲
覧
し
、
池
田
家
墓
所
を
参
拝
し
た
と
こ
ろ
、
墓
所
を
案
内
し
て

頂
い
た
沖
廣
俊
氏
か
ら
、
雲
龍
寺
に
露
姫
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

　
雲
龍
寺
は
こ
の
時
の
調
査
旅
行
の
行
程
に
は
な
か
っ
た
が
、
雲
龍
寺
の
住
職
は
我
々
の
突

然
の
訪
問
に
も
拘
わ
ら
ず
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。
本
堂
で
露
姫
の
位
牌
を
お
参
り
し
、

広
間
へ
通
さ
れ
た
。
広
間
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
た
く
さ
ん
の
資
料
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
す

べ
て
露
姫
の
遺
墨
に
関
す
る
資
料
で
あ
っ
た
。
（
図
７
〜
10
）

　　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
こ
こ
で
初
め
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
た
覚
書
（
図
８
）
（
資
料
５
）
に
よ
り
、
池
田
冠

山
が
露
姫
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
遺
墨
の
他
に
覚
書
・
法
名
の
刷
り
物
・
補
足
説
明
書
な
ど

を
添
え
て
、
江
戸
だ
け
で
は
な
く
全
国
の
関
係
者
に
配
布
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
藤
蔵
の
子
孫
で
あ
る
小
宮
家
に
は
、
露
姫
の
位
牌
が
ず
っ
と
祀
ら
れ
て
き
た
が
、
位
牌
に

記
さ
れ
た
文
字
は
一
字
一
句
紙
片
に
書
か
れ
た
文
字
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
現
在
当
家
に
は
こ

れ
等
の
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
同
様
の
経
緯
で
、
勝
五
郎
の
家
族
を
通
じ
て
当
家
に
も

露
姫
の
法
名
の
刷
物
が
届
け
ら
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
長
い
間
謎
で
あ
っ
た
当
家
に
露

姫
位
牌
の
存
在
す
る
意
味
が
、
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
な
お
、
鳥
取
池
田
家
の
菩
提
寺
は
興
禅
寺
で
あ
る
が
、
雲
龍
寺
も
池
田
冠
山
と
深
い
関
わ

り
の
あ
る
寺
院
で
あ
る
。

　
池
田
冠
山
の
祖
先
で
あ
る
池
田
輝
澄
は
、
池
田
輝
政
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
母
は
、
徳

川
家
康
の
次
女
・
督
姫
で
あ
る
。
輝
澄
は
、
播
磨
山
崎
藩
六
万
八
千
石
の
大
名
で
あ
っ
た

が
、
お
家
騒
動
の
た
め
、
改
易
さ
れ
、
甥
に
当
た
る
鳥
取
藩
主
・
池
田
光
仲
預
か
り
と
な
っ

た
。
輝
澄
は
、
家
康
の
外
孫
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
鳥
取
藩
内
鹿
野
に
一
万
石
を
与
え

ら
れ
た
。

　
輝
澄
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
、
弟
政
綱
（
「
雲
龍
院
殿
梵
良
秀
音
大
居
士
」
）
の

位
牌
を
鳥
取
鹿
野
の
松
月
寺
に
納
め
た
。
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
松
月
寺
の
僧
侶
・
洛
翁
嫩

京
が
同
じ
鹿
野
の
千
手
寺
の
第
五
世
住
職
に
な
っ
た
時
に
、
「
雲
龍
院
殿
」
の
位
牌
を
千
手

寺
に
移
し
、
菩
提
寺
と
し
て
寺
号
も
「
雲
龍
寺
」
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
雲
龍
寺
に
は
今
も
、
池
田
輝
澄
・
政
綱
兄
弟
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
（
図
11
・
12
）

図7 露姫の位牌と遺墨に関する資料
（雲龍寺所蔵）

図8 覚書（同）

図10 遺墨の補足説明書き（同）

図9 露姫の法名を記した刷物（同）

図11 雲龍寺（鳥取市鹿野）

図12 池田政綱（中央）と輝澄（右）の位牌
（雲龍寺所蔵）
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（
調
査
報
告
②
）
　

　
池
田
冠
山
と
松
連
寺
八
世
住
職
魯
庵
如
道
の
関
係
に
つ
い
て

西
村

　
勉

　

 

日
野
市
百
草
の
地
に
あ
っ
た
黄
檗
宗
慈
岳
山
松
連
寺
は
、
江
戸
時
代
に
は
風
光
明
媚
な
名

刹
と
し
て
知
ら
れ
、
大
田
南
畝
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く
の
文
人
墨
客
が
訪
れ
、
紀
行
文
を

遺
し
て
い
る
。
現
在
は
、
「
京
王
百
草
園
」
と
し
て
一
般
に
開
放
さ
れ
、
梅
の
名
所
と
な
っ

て
い
る
。

　
松
連
寺
の
八
世
住
職
魯
庵
如
道
は
、
文
人
と
し
て
も
活
躍
し
、
池
田
冠
山
と
も
交
流
の
あ

っ
た
人
物
で
あ
る
。
冠
山
と
魯
庵
、
二
人
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

◆
池
田
冠
山
と
『
江
戸
黄
檗
禅
刹
記
』
　
池
田
冠
山
は
、
地
誌
、
仏
典
等
の
和
漢
に
通
じ
て

お
り
、
佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
、
仁
正
寺
藩
主
市
橋
長
昭
と
共
に
篤
学
の
三
大
名
の
一
人
と
称

さ
れ
た
。

　
『
武
蔵
名
所
考
』
他
六
十
余
も
の
多
く
の
書
物
を
遺
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し

て
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
一
月
の
『
江
戸
黄
檗
禅
刹
記
』
が
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、

池
田
冠
山
が
、
自
ら
各
寺
を
回
っ
て
、
碑
文
や
文
書
を
調
査
し
、
見
聞
き
し
た
こ
と
を
著
録

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
回
っ
た
寺
二
十
二
寺
、
六
庵
一
堂
、
一
寮
で
あ
り
、
お
そ
ら
く

六
歳
に
し
て
夭
折
し
た
娘
の
追
悼
冥
福
を
祈
っ
て
、
黄
檗
宗
の
寺
を
回
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　『
江
戸
黄
檗
禅
刹
記
』
巻
六
の
中
に
涼
月
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
元
禄
十
六
癸
未
年
、
開
祖
之
像
を
武
之
百
草
村
松
連
寺
に
移
住
し
本
庵
を
光
鑑
禅
師
に

譲
る
、
相
い
続
て
官
庁
に
出
づ
、
鑑
禅
師
本
庵
之
地
の
過
半
を
地
主
に
報
ず
、
他
に
譲
る

に
今
三
百
坪
余
為
り
、
正
徳
元
辛
卯
年
、
孝
禅
師
再
び
本
庵
に
返
り
之
を
受
く
」

　
萬
福
寺
（
京
都
府
宇
治
市
）
文
華
殿
の
田
中
和
尚
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
涼
月
寺
は
一
度

桝
井
山
松
連
寺
に
合
併
さ
れ
た
が
、
後
に
復
活
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
涼
月
寺
（
旧

禅
海
庵
）
の
開
山
は
天
柱
元
磉
で
あ
り
、
開
基
は
松
平
仲
澄
夫
人
で
あ
る
。
松
平
（
池
田
）

仲
澄
は
、
池
田
冠
山
の
祖
池
田
清
貞
（
西
館
）
の
兄
（
東
館
）
に
な
る
人
物
で
、
冠
山
に
と

っ
て
涼
月
寺
は
、
池
田
家
先
祖
縁
の
寺
院
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
記
述
中
に
あ
る
光
鑑
禅
師
は
、
松
連
寺
に
隣
接
す
る
百
草
八
幡
神
社
に
伝
わ
る

「
武
州
多
麻
郡
百
草
村
枡
井
山
正
八
幡
宮
傳
紀
」
を
記
述
し
た
臨
済
正
宗
三
十
五
世
亀
光
鑑

の
こ
と
で
あ
る
。
亀
光
鑑
に
と
っ
て
天
柱
元
磉
は
兄
弟
子
で
も
あ
っ
た
。

　
桝
井
山
松
連
寺
が
廃
れ
た
後
に
再
興
さ
れ
た
慈
岳
山
松
連
寺
の
歴
代
住
職
の
墓
地
の
近
く

に
、
三
基
の
墓
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
基
が
、『
江
戸
黄
檗
禅
刹
記
』
の
涼
月
寺
の
項
に

記
さ
れ
て
い
る
人
物
の
入
寂
年
月
日
と
一
致
し
、
天
柱
元
磉
と
仲
澄
夫
人
の
侍
女
で
天
柱
元

磉
に
帰
依
し
た
「
海
眼
院
江
月
浄
輪
大
禅
尼
」
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
天

柱
元
磉
の
墓
碑
銘
か
ら
、
天
柱
元
磉
が
桝
井
山
松
連
寺
の
中
興
開
山
で
あ
る
こ
と
も
判
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
松
連
寺
は
、
涼
月
寺
と
の
関
係
か
ら
、
池
田
家
の
先
祖
縁
の

寺
院
と
も
い
え
る
こ
と
に
な
り
、
冠
山
に
と
っ
て
、
文
人
の
訪
れ
る
風
光
明
媚
な
寺
院
と
い

う
以
上
に
、
先
祖
と
の
関
係
を
意
識
さ
せ
る
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

◆
魯
庵
如
道
に
つ
い
て
　
露
姫
が
夭
折
し
、
冠
山
が
そ
の
追
悼
を
人
々
に
求
め
て
い
た
頃
、

魯
庵
は
江
戸
白
金
の
瑞
聖
寺
（
現
港
区
白
金
台
、
松
連
寺
は
末
寺
に
あ
た
る
）
に
い
た
。
魯

庵
は
、
「
魯
庵
道
人
」
の
名
で
、
次
の
よ
う
な
追
悼
を
寄
せ
て
い
る
。
（
図
13
）

　
瑞
聖
寺
（
読
み
下
し
）

　
　
玉
露
如
泡
大
童
女
を
追
悼
し
奉
る

　
六
歳
に
し
て
粧
成
る
　
玉
露
の
顔

　
飜
然
と
し
て
俄
か
に
入
る
　
法
蓮
の
間

　
訃
音
報
後
　
遺
墨
に
驚
く

　
愛
霧
　
情
雲
　
招
け
ど
も
還
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯
庵
道
人
敬
草

　
魯
庵
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
百
草
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に

建
立
さ
れ
た
「
松
連
禅
寺
之
碑
」
と
同
裏
山
に
あ
る
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
「
松
連
寺

詩
碑
」
（
図
14
）
、
年
未
詳
「
松
連
寺
由
緒
言
上
ニ
付
」
（
東
京
都
多
摩
市
杉
田
家
文
書
）
な

ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
松
連
禅
寺
之
碑
」
は
、
歴
代
住
職
の
名
前
や
歴
史
、
松
連
寺
を
復
活
さ
せ
た
中
興
開
士

と
し
て
の
魯
庵
の
功
績
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
松
連
寺
詩
碑
」
は
、
菊
池
五
山

の
詩
、
市
河
米
庵
の
書
と
い
う
当
代
一
流
の
文
人
の
手
に
な
る
も
の
で
、
魯
庵
が
建
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
魯
庵
は
、
松
連
寺
を
復
興
す
る
た
め
に
、
新
た
に
寺
内
に
十
八
景
を
作
っ
た

り
し
て
江
戸
の
文
人
た
ち
の
興
味
を
呼
び
、
江
戸
か
ら
一
日
の
行
程
の
風
光
明
媚
な
名
刹
と

し
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

図13 『玉露童女追悼集』
第21巻収載の魯庵道人の追悼詩

（淺草寺所蔵）
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今
回
、
池
田
冠
山
・
露
姫
と
魯
庵
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
中
で
、
魯
庵
が
江
戸
の
瑞
聖

寺
か
ら
や
っ
て
き
た
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
松
連
寺
住
職
に
な
る
以
前
か
ら
、
池
田

冠
山
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
の
文
人
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
魯
庵
が
、

松
連
寺
の
振
興
に
格
別
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
の
理
由
の
一
端
が
わ
か
り
興
味
深
い
。

　
な
お
、
真
偽
の
ほ
ど
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
杉
田
家
文
書
「
松
連
寺
由
緒
言
上
ニ
付
」
に

は
、
魯
庵
が
竹
木
を
伐
採
し
た
り
、
寺
の
重
宝
で
あ
る
寿
昌
院
の
長
刀
を
売
却
し
た
り
と
、

芳
し
く
な
い
評
判
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
魯
庵
の
墓
は
、
百
草
園
の
正
門
か
ら
二
百
㍍
ほ
ど
の
七
生
丘
陵
散
策
路
の
ほ
と
り
に
あ

り
、
精
巧
な
造
り
の
立
派
な
も
の
で
あ
る
（
図
15
）
。
墓
は
寿
塔
で
あ
る
た
め
、
入
寂
年
月

日
等
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
七
代
住
職
の
祖
門
衍
活
が
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
六
月
に

入
寂
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
、
露
姫
追
悼
を
寄
せ
て
後
間
も
な
く
住
職
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

◆
池
田
冠
山
と
魯
庵
　
冠
山
と
魯
庵
の
交
流
が
、
い
つ
か
ら
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
江
戸
の
文
人
た
ち
と
の
繋
が
り
か
ら
、
お
互
い
に
知
己
を
得
て
い
た
こ
と
は
確

か
と
思
わ
れ
る
。
資
料
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
池
田
家
に
縁
の
あ
る
松
連
寺
を
、
以
前
か

ら
冠
山
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
と
す
れ
ば
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り

の
噂
も
、
案
外
そ
の
よ
う
な
人
の
繋
が
り
の
中
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
ず
、
自
ら

勝
五
郎
の
家
を
訪
れ
る
と
い
う
異
例
の
行
動
に
も
、
納
得
が
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

（
調
査
報
告
③
）

　
菊
沖
藤
兵
衛
と
露
姫
遺
墨

市
川

　
三
千
代
　

　
宮
内
庁
書
陵
部
に
て
不
軽
居
士
（
池
田
冠
山
）
著
『
護
法
漫
筆
』
を
閲
覧
し
た
時
に
、
最
後

の
頁
に
「
活
版
所
桃
葉
軒
菊
沖
藤
兵
衛
」
の
名
と
印
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。

　
藤
兵
衛
は
、
『
玉
露
童
女
追
悼
集
』
巻
二
に
追
悼
を
寄
せ
て
い
る
が
、
冠
山
か
ら
露
姫
遺

墨
の
木
版
刷
り
を
依
頼
さ
れ
た
板
摺
師
で
あ
る
。

　
「
哀
な
る
硯
の
海
の
菊
沖
も
　
は
ん
す
る
た
び
に
涙
な
が
る
ゝ
　
板
摺
師
　
菊
沖
藤
兵
衛
」

　
菊
沖
藤
兵
衛
に
つ
い
て
東
京
都
府
中
市
中
央
図
書
館
・
中
央
区
京
橋
図
書
館
資
料
室
よ
り

情
報
を
得
、
国
立
国
会
図
書
館
で
調
査
を
し
た
。

『
日
本
書
誌
学
大
系
』
七
十
六
　
近
世
書
林
版
元
総
覧
（
井
上
隆
明
著
　
一
九
九
八
年
版
）

に
は
、

　
　
菊
沖
藤
兵
衛
　
江
戸
日
本
橋
通
り
四
丁
目

　
　
三
社
託
宣
一
毛
抄
　
釈
亮
盛
　
安
永
四
　
序
　
一
七
七
五
年

　
　
大
黒
宝
嚢
記
　
釈
亮
盛
　
寛
政
五

　
　
堂
号
本
姓
雅
号
一
覧
に
桃
葉
軒
　
菊
沖
藤
兵
衛
　

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
会
図
書
館
所
蔵
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
七
夕
草
露
集
」
（
不
可
得
上
生
菴

誌
・
天
明
六
丙
午
年
六
月
）
に
は
「
日
本
橋
通
り
四
丁
目
　
菊
沖
藤
兵
衛
」
と
あ
る
。

　
活
版
所
が
あ
っ
た
江
戸
日
本
橋
通
り
四
丁
目
は
、
現
在
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
に
あ
た

り
、
八
重
洲
通
り
と
中
央
通
り
が
交
差
す
る
丸
善
本
店
付
近
で
あ
る
。
池
田
冠
山
の
屋
敷
が

あ
っ
た
鉄
砲
洲
（
中
央
区
明
石
町
）
に
近
く
、
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
書
物
問
屋
が
並
ん
で

い
た
場
所
で
あ
る
。

　
藤
兵
衛
は
、
冠
山
の
出
版
を
数
々
引
き
受
け
て
い
た
信
頼
で
き
る
板
摺
師
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
冠
山
は
大
切
な
遺
墨
を
依
頼
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の
書
物
の
出
版
を
手
掛

け
て
い
た
冠
山
に
と
っ
て
、
露
姫
遺
墨
を
刷
物
に
す
る
こ
と
は
、
違
和
感
の
な
い
行
動
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

図14 松連寺詩碑
（日野市百草　百草八幡神社本殿裏山）

天保12年（1841）9月建立、総高約400cm

図15 魯庵の墓石
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（
調
査
報
告
④
）

　
向
島
の
弘
福
寺
と
鳥
取
の
池
田
家
墓
所

小
宮

　
豊

　

　
江
戸
向
島
に
あ
る
牛
頭
山
弘
福
寺
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
黄
檗
宗
の
僧
鉄
牛
道
機

の
開
山
、
稲
葉
正
則
の
開
基
に
よ
り
香
積
山
弘
福
寺
を
現
在
地
に
移
し
て
建
て
ら
れ
た
寺
院

で
あ
る
。
弘
福
寺
は
、
江
戸
時
代
に
は
鳥
取
藩
池
田
氏
の
菩
提
寺
で
、
冠
山
の
時
代
の
弘
福

寺
住
職
は
第
二
十
三
世
鶴
峰
と
い
い
、
池
田
冠
山
と
深
い
親
交
が
あ
っ
た
。

　
冠
山
と
露
姫
は
弘
福
寺
に
埋
葬
さ
れ
、
弘
福
寺
に
は
乱
積
み
の
石
の
上
に
亀
趺
を
台
座
と

し
た
池
田
冠
山
の
墓
碑
が
存
在
す
る
（
図
16
）
。
そ
の
墓
碑
の
左
右
と
裏
の
三
面
に
は
、
冠

山
と
交
流
の
深
か
っ
た
佐
藤
一
斎
が
撰
文
、
松
崎
慊
堂
の
銘
、
市
河
米
庵
の
書
に
よ
る
、
冠

山
の
事
績
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
露
姫
の
墓
碑
は
な
い
。
関
東
大
震
災
の
折
に
弘
福

寺
に
あ
っ
た
墓
碑
は
大
変
な
被
害
を
蒙
り
、
昭
和
五
年
に
池
田
家
の
正
室
な
ど
大
き
な
墓
石

を
鳥
取
・
奥
谷
に
あ
る
池
田
家
墓
所
に
改
葬
し
た
そ
う
で
あ
る
が
、
鳥
取
の
池
田
家
墓
所
に

も
露
姫
の
墓
碑
は
存
在
し
な
い
。
お
そ
ら
く
露
姫
の
よ
う
な
小
さ
な
墓
は
こ
の
時
に
合
葬
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
鳥
取
の
池
田
家
墓
所
は
鳥
取
市
国
府
町
奥
谷
に
あ
り
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
初
代

藩
主
池
田
光
仲
を
埋
葬
し
て
以
来
池
田
家
の
廟
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　
墓
所
内
に
は
光
仲
以
後
の
七
十
八
基
の
墓
碑
が
立
ち
並
び
、
周
囲
に
は
二
百
六
十
基
を
超

え
る
灯
籠
が
家
臣
等
に
よ
り
供
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
も
池
田
冠
山
の
墓
石
が

あ
り
、
冠
山
の
六
男
第
七
代
藩
主
定
保
が
墓
碑
を
建
立

し
て
い
る
。
冠
山
の
墓
石
の
背
面
に
刻
ま
れ
た
文
字
は
、

　
　
　
故
從
五
位
下
縫
殿
頭
入
道
源
朝
臣

　
　
　
定
常
天
保
四
年
歳
在
癸
巳
秋
七
月

　
　
　
九
日
丁
丑
考
終
於
江
戸
銃
洲
賜
邸

　
　
　
孝
子
長
門
守
定
保
建 

河
三
亥
書

と
、
読
め
る
。
書
は
「
河
三
亥
」
と
あ
る
の
で
、
市
河

米
庵
で
あ
る
。

　
鳥
取
藩
宗
家
の
藩
主
は
、
鳥
取
以
外
の
場
所
で
逝
去

し
た
場
合
も
、
必
ず
鳥
取
奥
谷
に
あ
る
池
田
家
墓
所
に

葬
ら
れ
た
が
、
歴
代
藩
主
夫
人
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六

二
）
ま
で
は
お
国
入
り
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
江
戸

弘
福
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
後
昭
和

五
年
に
墓
石
を
鳥
取
奥
谷
に
あ
る
池
田
家
墓
所
の
主
の

側
に
改
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（
図
17
）

　
し
か
し
次
の
四
名
の
藩
主
夫
人
は
、
実
家
の
宗
派
の

関
係
も
あ
っ
て
か
他
へ
埋
葬
さ
れ
た
。

◎
　
初
代
光
仲
夫
人
「
芳
心
院
」
（
紀
州
徳
川
頼
宣
長

女 

茶
々
姫
）
池
上
本
門
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。「
万

両
塚
」
と
呼
ば
れ
る
立
派
な
墓
碑
が
池
上
本
門

寺
境
内
の
「
永
寿
院
」
に
あ
る
。

◎
　
二
代
綱
清
夫
人
「
長
源
院
」
（
盛
岡
南
部
重
信
長
女
　
式
姫
）
池
上
本
門
寺
に
埋
葬

さ
れ
た
。
墓
碑
は
「
千
両
塚
」
と
呼
ば
れ
、
娘
の
「
慶
春
院
」
の
墓
と
並
ん
で
建
立

さ
れ
て
い
る
。

◎
　
四
代
宗
泰
夫
人
「
桂
香
院
」
（
紀
州
徳
川
宗
直
二
女
　
久
姫
）
千
駄
ヶ
谷
仙
寿
院
に

埋
葬
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
九
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
拡
張
工
事
に
伴
い
、
墓
石

は
処
分
さ
れ
、
遺
骨
の
み
上
野
寛
永
寺
第
一
霊
園
五
八
八
番
の
徳
川
家
の
墓
に
合
祀

さ
れ
た
。

◎
　
九
代
斉
訓
夫
人
「
泰
明
院
」
（
将
軍
徳
川
家
斉
五
十
一
女 

泰
姫
）
芝
増
上
寺
に
埋
葬

さ
れ
た
。
昭
和
三
十
三
年
に
徳
川
家
霊
廟
へ
合
祀
塔
と
し
て
改
葬
さ
れ
た
。

図16 弘福寺（墨田区向島5-3-2）にある
池田冠山墓碑（上）と弘福寺本堂（下）

図17 池田家墓所（鳥取市）にある池田冠山墓碑（左側）と墓所内
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（
調
査
報
告
⑤
）

　
勝
五
郎
が
出
会
っ
た
多お

門か
ど

傳で
ん

八ぱ
ち

郎ろ
う

は
誰
か
？

矢
口

　
祥
有
里
　

　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
四
月
、
小
谷
田
勝
五
郎
と
父
源
蔵
は
、
多
摩
郡
中
野
村
（
八
王

子
市
東
中
野
）
の
領
主
で
あ
っ
た
旗
本
多
門
傳
八
郎
の
屋
敷
へ
呼
び
出
さ
れ
、
か
ね
て
噂
に

な
っ
て
い
た
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
に
つ
い
て
聴
取
を
受
け
た
。
多
門
は
そ
の
内
容
を
「
届

書
」
と
し
て
、
四
月
十
九
日
付
で
御
書
院
番
頭
の
佐
藤
美
濃
守
に
提
出
し
た
。
勝
五
郎
父
子

は
多
門
傳
八
郎
か
ら
衣
類
や
菓
子
、
金
な
ど
を
与
え
ら
れ
て
帰
宅
し
た
。

　
多
門
傳
八
郎
と
い
え
ば
、
歴
史
上
最
も
有
名
な
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
忠
臣
蔵
」
に
登
場
す

る
多
門
家
六
代
の
傳
八
郎
重
共
で
あ
ろ
う
。
重
共
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月
十
四

日
、
浅
野
内
匠
頭
が
吉
良
上
野
介
に
切
り
付
け
た
刃
傷
事
件
の
際
に
、
目
付
と
し
て
取
調
べ

と
浅
野
の
切
腹
に
立
ち
会
っ
た
。
浅
野
の
処
分
を
め
ぐ
っ
て
老
中
ら
と
対
立
し
た
顛
末
を
記

し
た
「
多
門
傳
八
郎
覚
書
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
重
共
の
代
の
宝
永
三
年
（
一
七
〇

六
）
に
、
多
門
家
は
多
摩
郡
中
野
村
の
領
主
と
な
り
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま
で
続
い
た
。

　
本
稿
で
は
、
勝
五
郎
父
子
が
会
っ
た
多
門
傳
八
郎
が
、
多
門
家
の
何
代
目
当
主
に
あ
た
る

の
か
を
調
査
し
て
、
判
明
し
た
事
柄
や
多
門
家
の
系
譜
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

多
門
家
の
系
譜

　
ま
ず
、
旗
本
家
の
系
譜
を
調
べ
る
際
に
基
本
資
料
と
な
る
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
以
下

『
寛
政
譜
』
）
を
確
認
す
る
。
『
寛
政
譜
』
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
徳
川
幕
府

が
編
纂
を
始
め
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
完
成
し
た
。
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
（
寛
永
十

八
年
（
一
六
四
一
）
～
同
二
十
年
完
成
）
以
降
の
系
譜
を
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
「
貞
享

書
上
（
譜
牒
余
録
）
」
、
「
干
城
録
」
、
「
略
譜
」
、
「
諸
家
系
譜
」
な
ど
新
資
料
の
提
出
に
よ
っ

て
書
き
改
め
ら
れ
た
部
分
も
多
い
。
特
に
、
寛
政
十
一
年
、
九
代
多
門
縫ぬ

い

殿の

助す
け

信
雅
の
代

に
提
出
さ
れ
た
「
諸
家
系
譜
」
は
、
『
寛
政
譜
』
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
柄
が
多
く
含

ま
れ
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
明
治
維
新
ま
で
の
約
七
十
年
は
新
た
な
家

譜
の
編
纂
は
な
く
、
幕
末
期
に
提
出
さ
れ
た
「
明
細
短
冊
」
に
よ
っ
て
空
白
を
補
っ
た
。
な

お
、
上
記
資
料
は
い
ず
れ
も
国
立
公
文
書
館
所
蔵
で
あ
る
。

　

　
『
寛
政
譜
』
に
載
せ
ら
れ
た
多
門
氏
は
、
次
の
Ⅰ
～
Ⅴ
ま
で
の
五
家
で
あ
る
。
す
べ
て
三

河
安
祥
（
安
城
）
御
譜
代
の
多
門
縫
殿
助
重
則
か
ら
始
ま
る
系
譜
に
連
な
る
。
系
譜
に
よ

れ
ば
、
多
門
氏
の
先
祖
は
三
河
国
額
田
郡
大
門
村
（
愛
知
県
岡
崎
市
大
門
。
現
在
の
読
み
は

「
だ
い
も
ん
」
）
に
住
み
、
大
門
氏
と
称
し
、
後
に
多
門
に
改
め
た
と
い
う
。
家
紋
は
剣
鳩

酸
草
（
け
ん
か
た
ば
み
）
で
あ
る
。
Ⅰ
～
Ⅴ
ま
で
の
五
家
は
い
ず
れ
も
明
治
維
新
ま
で
続
い

た
。
【
　
】
内
は
「
明
細
短
冊
」
の
提
出
年
と
提
出
者
で
、
『
寛
政
譜
』
以
降
は
…
（
点
線
）

以
下
が
「
明
細
短
冊
」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
人
名
で
あ
る
。
な
お
、
Ⅰ
嫡
家
に
つ
い
て
は
、

墓
碑
他
か
ら
の
情
報
も
追
加
し
て
い
る
。

Ⅰ 

嫡
家
　
（
別
表
参
照
）
　
武
蔵
・
相
模
　
高
七
〇
〇
石

初
代
　
縫
殿
助
重
則

二
代
　
縫
殿
助
重
利

三
代
　
縫
殿
助
重
信

四
代
　
縫
殿
助
信
清

五
代
　
傳
八
郎
信
利

六
代
　
傳
八
郎
重
共

七
代
　
傳
八
郎
信
良

八
代
　
傳
八
郎
信
照

九
代
　
縫
殿
助
信
雅

…
一
〇
代
　
傳
八
郎

一
一
代
　
縫
殿
助
重
孝

一
二
代
　
松
之
助
【
慶
応
二
年 

甲
府
勤
番 

多
門
松
之
助
】
の
ち
傳
八
郎
重
明

一
三
代
　
傳
八
郎
貞
吉

一
四
代
　
縫
殿
助
　
　
（
一
五
代
以
下
略
）

Ⅱ 

成
正
別
家
　
　
武
蔵
　
高
六
五
〇
石
　
　
品
川
妙
国
寺

Ⅰ
家
三
代
重
信
の
三
男
平
次
郎
（
平
左
衛
門
）
成
正
を
祖
と
す
る
。

成
正
―
正
勝
―
正
景
―
正
忠
―
律
信
―
成
美
―
一
次
郎
成
之

…
銓
之
丞
―
鉄
之
丞
―
平
次
郎
【
慶
応
三
年 

陸
軍
奉
行
並
支
配 

多
門
平
次
郎
】

　Ⅲ 

正
友
別
家

　
　
　
高
二
〇
〇
俵

　
　
牛
込
法
正
寺

Ⅱ
家
初
代
成
正
の
二
男
甚
右
衛
門
正
友
を
祖
と
す
る
。
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正
友
―
正
輝
―
正
泰
―
正
方
―
孫
右
衛
門
正
芳
―
正
珉

…
孫
左
衛
門
―
甚
右
衛
門
―
松
之
助
【
慶
応
元
年 

小
普
請
組
重
立
肝
煎 

多
門
松
之
助
】

Ⅳ 

正
永
別
家
　
　
武
蔵
　
高
四
〇
〇
石
　
　
品
川
妙
国
寺
→
小
石
川
慈
照
院

Ⅱ
家
初
代
成
正
の
三
男
権
左
衛
門
正
永
を
祖
と
す
る
。

正
永
―
正
吉
―
親
乗
―
親
房
―
正
延
―
正
肥
―
金
次
郎
正
英

…
金
次
郎
―
忠
左
衛
門
―
鎗
次
郎
【
文
久
二
年 

田
安
家
奥
詰 

多
門
鎗
次
郎
】

Ⅴ 

信
正
別
家
　
　
高
二
〇
〇
俵
　
　
市
谷
長
龍
寺

Ⅰ
家
三
代
重
信
の
四
男
平
兵
衛
信
正
を
祖
と
す
る
。

信
正
―
正
吉
―
正
明
―
正
豊
―
豊
通
―
正
岑
―
正
包
―
平
兵
衛
正
長
―
正
清

…
平
兵
衛
―
平
兵
衛
―
鎌
之
助
【
慶
応
元
年 
小
普
請 

多
門
鎌
之
助
】

法
正
寺
の
調
査

　
『
寛
政
譜
』
に
よ
れ
ば
、
初
代
重
則
と
二
代
重
利
は
信
光
明
寺
（
愛
知
県
岡
崎
市
）
、
三
代

重
信
と
四
代
信
清
は
蓮
馨
寺
（
埼
玉
県
川
越
市
）
、
五
代
信
利
か
ら
は
牛
込
法
正
寺
を
葬
地

と
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
一
月
九
日
、
新
宿

区
岩
戸
八
番
地
に
あ
る
浄
土
宗
法
正
寺
を
、
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
探
求
調
査
団
（
以

下
、
調
査
団
）
で
訪
問
し
た
。

　
久
野
真
人
住
職
の
ご
厚
意
で
過
去
帳
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
「
（
弘
化
四
年
）
八

月
十
日
　
憲
了
院
殿
則
順
達
懿
居
士
　
多
門
傳
八
良
ト
ノ
事
、
甲
府
教
安
寺
ニ
葬
」
と
あ

っ
た
。
年
代
的
に
、
勝
五
郎
に
会
っ
た
可
能
性
の
最
も
高
い
多
門
傳
八
郎
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
別
の
過
去
帳
に
は
、
「
永
録
（
禄
）
十
卯
年
九
月
廿
六
日
没
ス
　
芋
芳
浄
甫
　

俗
名
多
門
縫
殿
助
事
重
利
云
　
施
主
多
門
傳
八
先
祖
　
文
化
十
四
丑
年
九
月
廿
六
日
二
百
五

拾
回
吊
依
写
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
二
代
重
利
の
二
五
〇
回

忌
を
し
た
と
の
記
事
で
あ
る
が
、
施
主
は
前
述
の
傳
八
郎
と
同
一
人
と
考
え
ら
れ
た
。

　
法
正
寺
の
墓
地
に
は
、
八
代
傳
八
郎
信
照
の
円
頂
方
柱
墓
一
基
と
、
そ
の
向
か
っ
て
左
隣

に
「
多
門
家
累
代
墓
」
と
書
か
れ
た
円
頂
方
柱
墓
一
基
が
現
存
し
て
い
る
。
八
代
信
照
の
墓

は
、
正
面
に
信
照
の
法
名
「
義
仙
院
殿
定
誉
勇
哲
大
居
士
」
、
向
か
っ
て
右
側
面
に
「
寛
政

六
甲
寅
年
四
月
八
日

　
俗
名
多
門
傳
八
郎
源
信
照
」
、
左
側
面
に
「
施
主

　
多
門
縫
殿
助
信

雅
」
の
文
字
が
あ
る
。
（
な
お
、
「
諸
家
系
譜
」
で
は
信
照
は
四
月
二
十
一
日
没
と
あ
る
。
）

「
多
門
家
累
代
墓
」
は
、
向
か
っ
て
左
側
面
に
「
多
門
傳
八
郎
源
信
照
妻
」
と
あ
り
、
右
側

面
に
は
信
照
妻
の
没
年
月
日
「
天
明
五
乙
巳
年
九
月
三
十
日
」
と
「
大
正
十
一
年
十
月
改

修
」
の
文
字
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
左
隣
に
も
「
多
門
家
之
墓
」
と
書
か
れ
た
比
較
的
新

し
い
一
基
が
あ
っ
た
が
、
関
連
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
（
図
18
）

教
安
寺
の
調
査

 

法
正
寺
で
の
調
査
を
元
に
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
一
月
十
四
日
、
調
査
団
で
山

梨
県
甲
府
市
城
東
二
―
八
―
四
に
あ
る
浄
土
宗
教
安
寺
を
訪
問
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
、『
寛

政
譜
』
以
降
の
、
九
代
信
雅
か
ら
一
五
代
ま
で
の
法
名
や
没
年
月
日
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
（
図
19
）

 
多
門
家
の
墓
域
に
は
、
中
央
正
面
に
「
多
門
家
歴
代
之
墓
」
と
書
か
れ
た
突
頂
方
柱
墓
が

あ
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
一
四
代
多
門
縫
殿
助
（
一
三
代
傳
八
郎
貞
吉
の
長

男
）
が
建
立
し
た
も
の
で
、
側
面
に
一
三
代
傳
八
郎
貞
吉
と
一
二
代
重
明
の
後
妻
久
子
が
亡

く
な
っ
た
大
正
十
一
年
以
降
、
一
五
代
ま
で
の
計
八
人
の
名
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
左
隣
に
は
、
一
三
代
傳
八
郎
貞
吉
が
建
立
し
た
建
立
年
未
詳
の
「
先
祖
累
代
」
と
書 図18 多門家の墓（上）法正寺　図19 （下）教安寺
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か
れ
た
円
頂
方
形
の
墓
碑
が
あ
る
。
表
面
に
初
代
重
則
か
ら
九
代
信
雅
夫
妻
、
一
三
代
貞
吉

の
先
妻
ま
で
の
一
八
人
の
法
名
、
裏
面
に
没
年
月
日
が
あ
り
、
さ
ら
に
向
か
っ
て
右
側
面
に

三
方
ヶ
原
で
戦
死
し
た
多
門
越
中
源
重
倍ま

す

（
重
利
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
）
の
名
を
入
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
場
所
に
葬
ら
れ
て
い
た
先
祖
の
名
を
一
つ
の
碑
に
ま
と
め

列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
手
前
、
墓
域
の
左
側
に
は
、
尖
頂
方
柱
墓
が
二
基
並
ん
で
い
る
。
一
つ
は
正
面
に
法

名
「
瑞
雲
院
花
月
妙
祥
大
姉
」
と
あ
り
、
向
か
っ
て
左
側
面
に
「
甲
府
勤
番
夏
目
金
十
郎
長

女
　
山
梨
県
士
族
多
門
傳
八
郎
妻
墓
　
俗
名
ち
か
　
三
十
年
三
ヶ
月
」
、
右
側
面
に
「
明
治

九
年
一
月
二
十
四
日
卒
　
多
門
貞
吉
郎
建
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
甲
府
勤
番
夏
目
金
十
郎

（
二
百
俵
）
の
長
女
で
、
一
二
代
傳
八
郎
重
明
（
松
之
助
）
の
先
妻
だ
っ
た
「
ち
か
」
享
年

三
〇
の
墓
で
あ
る
。
一
三
代
傳
八
郎
貞
吉
が
建
て
た
と
あ
る
が
、
貞
吉
は
明
治
二
年
（
一
八

六
九
）
生
ま
れ
で
、
ち
か
が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
亡
く
な
っ
て
す
ぐ
に
墓
を
建
て
る

に
は
幼
す
ぎ
る
た
め
、
後
年
に
な
っ
て
か
ら
建
て
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
人
物
が
貞
吉

の
名
で
建
て
た
も
の
か
。

　
そ
の
左
隣
に
は
、
「
恭
楽
院
殿
楢
誉
守
道
居
士
」
「
誓
信
院
殿
弘
誉
重
明
耀
旃
居
士
」
「
洲

含
智
瓊
童
子
」
の
三
人
を
合
葬
し
た
墓
が
あ
る
。
向
か
っ
て
左
側
面
に
「
恭
　
十
一
代
多
門

縫
殿
助
重
孝
　
万
延
二
年
六
月
十
五
日
没
」
「
誓
　
十
二
代
多
門
傳
八
郎
重
明
　
明
治
十
五

年
五
月
卅
日
没
」
と
あ
り
、
一
一
代
縫
殿
助
重
孝
と
一
二
代
傳
八
郎
重
明
の
墓
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
他
に
は
情
報
が
な
く
、
童
子
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　
一
方
、
墓
域
の
右
側
に
は
、
「
憲
了
院
殿
天
誉
則
順
道
懿
居
士
」
と
書
か
れ
た
笠
付
方
柱

墓
一
基
が
あ
る
。
向
か
っ
て
左
側
面
に
「
弘
化
四
年
丁
未
八
月
九
日
」
「
辞
世
　
我
灰
ハ
枕

の
元
や
手
向
酒
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
俗
名
は
な
く
、
没
時
の
年
齢
に
つ
い
て
も
わ
か
ら

な
い
。
し
か
し
、
法
正
寺
の
過
去
帳
に
あ
っ
た
法
名
と
没
年
月
に
一
致
す
る
部
分
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
笠
付
方
柱
墓
こ
そ
が
、
他
に
は
一
切
名
前
の
出
て
こ
な
い
一
〇
代
傳
八
郎
の

墓
と
推
測
さ
れ
た
。
（
図
20
）
　
　

　
な
お
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
三
月
発
行
の
『
山
梨
人
事
興
信
録
』
（
甲
府
興
信
所
／

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
、
一
三
代
多
門
傳
八
郎
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
は
一
〇
代
傳
八
郎
の
こ
と
を
「
十
代
則
順
」
、
ま
た
一
一
代
重
孝
を
「
重

昌
」
と
伝
え
て
い
る
。

 

　

一
〇
代
多
門
傳
八
郎
に
つ
い
て

　
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
の
「
諸
家
系
譜
」
提
出
時
に
は
、
九
代
多
門
縫
殿
助
信
雅
は

四
〇
歳
、
小
普
請
組
仙
石
弥
兵
衛
支
配
と
あ
る
。
そ
し
て
教
安
寺
の
墓
碑
に
よ
れ
ば
、
信
雅

は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
十
月
二
十
六
日
、
七
三
歳
で
没
し
た
。
つ
ま
り
、
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
に
九
代
信
雅
は
六
四
歳
で
健
在
で
あ
り
、
勝
五
郎
に
会
う
こ
と
も
可
能
だ
っ

た
。
し
か
し
信
雅
の
通
称
は
縫
殿
助
で
、
傳
八
郎
が
使
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
文
化

十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
二
代
重
利
の
二
五
〇
回
忌
の
施
主
を
傳
八
郎
が
つ
と
め
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
信
雅
は
こ
の
と
き
す
で
に
隠
居
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
諸
家
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
信
雅
に
は
惣
領
（
嫡
男
）
の
正
太
郎
信
松
、
二
男
金
蔵
、
三

男
鍬
之
助
（
『
寛
政
譜
』
で
は
鉄
之
助
）
が
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
信
松
は
、
寛
政
十
年

五
月
十
四
日
に
信
雅
が
剣
術
上
覧
を
勤
め
た
際
に
打
太
刀
と
し
て
出
た
が
、
寛
政
十
一
年
の

時
点
で
ま
だ
お
目
見
え
し
て
い
な
い
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
松
平
助
十
郎
乗の

り

郡く
に

の
娘

と
縁
組
し
た
が
、
寛
政
十
一
年
八
月
に
病
身
を
理
由
に
離
縁
し
た
。
な
お
、
信
雅
の
妻
は
乗

郡
の
妹
で
あ
り
、
信
松
は
い
と
こ
と
婚
姻
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
さ
ら
に
い
う
と
、

信
雅
の
弟
（
信
照
の
二
男
）
乗
之
は
乗
郡
の
養
子
に
入
っ
て
い
る
。
）

　
順
当
に
い
け
ば
、
信
松
が
一
〇
代
傳
八
郎
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
〇
代
傳
八
郎

は
諱
、
生
年
、
没
年
齢
、
家
督
相
続
し
た
時
期
な
ど
が
不
明
で
あ
り
、
信
松
の
弟
が
跡
を
継

図20 10代傳八郎の墓
辞世の句は、「我灰ハ枕の元や手向酒」

（わがはいは　まくらのもとや　たむけざけ）と
読める。
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い
だ
可
能
性
や
、
他
家
か
ら
養
子
を
と
っ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
代
傳
八
郎
と

信
松
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
の
確
証
が
な
か
な
か
得
ら
れ
ず
に
い
た
。
し
か
し
、
多
門
傳
八

郎
が
勝
五
郎
に
つ
い
て
の
届
書
を
、
「
御
書
院
番
頭
佐
藤
美
濃
守
」
へ
出
し
て
い
る
こ
と
、

い
く
つ
か
の
資
料
が
多
門
傳
八
郎
を
「
西
丸
書
院
番
士
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
を
手
掛
か
り

に
『
文
政
武
鑑
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
当
時
、
佐
藤
美
濃
守
（
信
顕
）
が
西
丸
御
書
院
番

一
番
組
の
頭
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
「
御
番
士
代
々
記
」
（
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）
の
「
西
丸
御
書
院
番
一
番
名
前
目
録
」
で
「
多
門
傳
八
郎
信
松
」
の
名
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
多
門
傳
八
郎
信
松
は
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一

五
）
四
月
七
日
に
、
小
普
請
組
近
藤
左
京
支
配
か
ら
西
丸
御
書
院
番
一
番
組
と
な
っ
た
と

あ
る
。
よ
っ
て
、
勝
五
郎
を
屋
敷
へ
呼
ん
だ
の
は
、
多
門
家
の
一
〇
代
傳
八
郎
（
信
松
、
則

順
）
で
間
違
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
改
め
て
読
む
と
、
『
睡
余
操
觚
』
（
資
料
11
）
に
、
佐
藤
美
濃
守
と
一
番
組
組
頭
の
森
勘
右

衛
門
も
勝
五
郎
を
見
た
い
と
い
う
の
で
、
近
々
会
わ
せ
る
と
い
う
文
言
も
あ
っ
た
。
た
だ
、

勝
五
郎
が
多
門
家
の
用
人
谷
孫
兵
衛
に
連
れ
ら
れ
て
平
田
篤
胤
の
元
を
訪
れ
た
四
月
二
十
二

日
に
は
、
西
丸
で
書
院
番
士
（
三
番
組
）
の
松
平
外
記
に
よ
る
刃
傷
事
件
が
起
き
た
た
め
、

実
際
に
勝
五
郎
と
会
え
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
一
〇
代
傳
八
郎
だ
が
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
改
　
甲
府
魚
町
四
丁
目
　

村
田
屋
孝
太
郎
板
「
甲
官
便
覧
」
（
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
幸
田
文
庫
デ
ジ
タ
ル
）
に
、
山

手
組
の
勝
手
小
普
請
と
し
て
「
七
百
石
　
多
門
傳
八
郎
」
の
名
が
あ
る
。

　
『
山
梨
県
史
　
通
史
編
３ 

近
世
』
（
山
梨
県
編
集 

山
梨
日
日
新
聞
社 

二
〇
〇
六
年
）
や

『
甲
府
市
史
　
通
史
編 

第
２
巻 

近
世
』
（
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集 

甲
府
市 
一
九

九
二
年
）
に
よ
る
と
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
新
設
さ
れ
た
「
甲
府
勝
手
小
普
請
」
と

は
、
不
良
旗
本
・
御
家
人
へ
の
懲
罰
処
分
の
一
種
で
、
甲
府
城
下
の
守
衛
に
当
た
る
と
い
っ

た
任
務
が
あ
る
甲
府
勤
番
と
は
異
な
り
、
普
段
は
小
普
請
金
を
納
め
る
だ
け
で
、
明
確
な
職

務
（
役
）
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
。

　
甲
府
勤
番
多
門
松
之
助
（
一
二
代
傳
八
郎
重
明
）
が
慶
応
二
寅
年
（
一
八
六
六
）
に
提
出

し
た
「
明
細
短
冊
」
に
は
、

「
多
門
松
之
助

　
寅
歳
二
十
七

高
七
百
石
武
蔵
・
相
模

　
本
国
三
河

　
生
国
武
蔵

祖
父 

多
門
傳
八
郎 

死
　
甲
府
勝
手
小
普
請

父 

　
多
門
縫
殿
助 

死
　
甲
府
勤
番
相
勤
申
候

安
政
三
辰
年
三
月
二
十
七
日
父
縫
殿
助
願
之
通
隠
居
被
仰
付
、
家
督
無
相
違
被
下
置
、
如

父
時
勤
番
被
申
渡
候
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
松
之
助
の
祖
父
に
あ
た
る
一
〇
代
傳
八
郎
は
甲
府
勝
手
小
普
請
の
ま
ま

甲
府
の
地
で
没
し
、
一
一
代
縫
殿
助
（
松
之
助
の
父
）
の
代
か
ら
甲
府
勤
番
を
勤
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
父
の
隠
居
願
い
に
よ
っ
て
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
三
月
二
十
七
日

に
一
七
歳
の
松
之
助
に
家
督
が
譲
ら
れ
、
父
と
同
じ
く
甲
府
勤
番
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
（
な
お
、
『
山
梨
人
事
興
信
録
』
に
は
、
多
門
家
が
甲
府
勤
番
と
な
っ
て
甲
府
に
赴
任
し

た
の
は
九
代
信
雅
か
ら
、
と
あ
る
が
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
）

明
治
維
新
後
の
多
門
家

　
多
門
家
は
一
二
代
松
之
助
（
傳
八
郎
重
明
）
の
と
き
明
治
維
新
を
迎
え
た
。
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
六
月
十
四
日
、
甲
府
勤
番
士
の
う
ち
朝
臣
を
希
望
す
る
者
は
、
そ
の
ま
ま
甲

府
に
居
住
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
護
衛
隊
に
入
り
山
梨
県
士
族
と
な
っ
た
。
多
門
家
が
朝

臣
と
な
り
甲
府
に
残
っ
た
こ
と
は
、
一
二
代
重
明
の
先
妻
ち
か
の
墓
に
「
山
梨
県
士
族
　
多

門
傳
八
郎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
門
家
は
早
々
に
新
政
府
に

仕
え
る
こ
と
を
や
め
て
、
当
時
と
し
て
は
ま
だ
珍
し
い
牛
肉
割
烹
料
理
店
「
吹
寄
（
ふ
き
よ

せ
）
」
を
甲
府
に
開
店
し
た
。
吹
寄
は
、
甲
府
市
桜
町
三
十
八
番
地
（
現
・
甲
府
市
中
央
四

―
三
付
近
）
に
あ
っ
て
、
大
変
に
繁
盛
し
た
人
気
店
だ
っ
た
と
い
う
。
松
之
助
（
一
二
代
重

明
）
は
明
治
十
五
年
に
四
三
歳
で
没
し
た
。

　
『
山
梨
人
事
興
信
録
』
に
は
、
松
之
助
の
長
男
で
あ
る
一
三
代
多
門
傳
八
郎
貞
吉
の
履
歴

や
家
族
に
つ
い
て
詳
し
く
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
甲
府
市
料
理
組
合
の
取
締
役
を
つ
と
め
る
な

ど
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
に
は
、
三
代
重
信
が
拝
領
し
た
家
康
の
朱
印
状
や

船
印
な
ど
が
多
門
家
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
甲
府
市
桜
町
の
一

帯
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
六
日
の
空
襲
で
ほ
ぼ
焼
失
し
た
と
い
い
、
多
門
家

は
県
外
へ
移
住
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

多
門
家
の
知
行
に
つ
い
て

　
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
（
明
治
初
期
）
に
よ
れ
ば
、
一
二
代
多
門
松
之
助
の
知
行
地
は
、
武

蔵
国
多
摩
郡
中
野
村
（
八
王
子
市
東
中
野
）
に
三
五
四
石
九
斗
と
、
相
模
国
大
住
郡
下
大
槻
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村
（
神
奈
川
県
秦
野
市
下
大
槻
）
に
三
九
五
石
四
斗
九
升
八
合
あ
っ
た
。

　
四
代
信
清
の
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
五
月
十
七
日
、
そ
れ
ま
で
駿
河
、
遠
江
、
三
河

な
ど
に
あ
っ
た
知
行
地
に
代
わ
り
、
武
蔵
国
川
越
、
高
麗
郡
鶴
間
村
（
埼
玉
県
富
士
見
市
）

に
四
〇
〇
石
を
拝
領
し
た
。
五
代
信
利
の
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
六
月
に
、
そ
れ
ま
で
の

川
越
と
高
麗
郡
鶴
間
村
に
代
わ
り
、
相
模
国
大
住
郡
下
大
槻
村
に
四
〇
〇
石
を
拝
領
し
た
。

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
十
一
月
（
「
諸
家
系
譜
」
で
は
寛
永
十
九
年
四
月
）
に
蔵
米
三
〇

〇
俵
が
加
増
さ
れ
、
高
七
〇
〇
石
と
な
る
。

　
六
代
重
共
は
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
七
月
、
蔵
米
三
〇
〇
俵
分
を
、
武
蔵
国
埼
玉
郡

の
う
ち
に
新
知
三
〇
〇
石
と
し
て
拝
領
し
た
。
八
月
に
埼
玉
郡
の
う
ち
羽
生
領
本
川
股
村

（
埼
玉
県
羽
生
市
本
川
俣
）
物
成
造
込
高
二
〇
八
石
七
斗
余
と
、
同
郡
騎
西
領
辻
村
（
埼
玉

県
加
須
市
北
辻
）
物
成
造
込
高
一
〇
五
石
三
斗
六
升
九
合
一
勺
を
そ
れ
ぞ
れ
代
官
か
ら
受
け

取
っ
て
い
る
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
十
月
、
本
川
股
村
御
用
に
つ
き
代
官
伊
奈
半
左
衛

門
に
引
き
渡
し
、
翌
宝
永
三
年
正
月
二
十
三
日
、
武
州
多
摩
郡
の
う
ち
柚
木
領
中
野
村
物
成

造
込
高
三
五
〇
石
九
斗
を
代
官
町
野
惣
右
衛
門
か
ら
受
け
取
っ
た
。

　
『
寛
政
譜
』
で
は
、
重
共
が
宝
永
元
年
八
月
二
日
、
「
其
務
に
応
ぜ
ざ
る
に
よ
り
、
小
普
請

に
貶
さ
れ
」
、
埼
玉
郡
の
采
地
（
領
地
・
知
行
所
）
を
多
摩
郡
へ
う
つ
さ
れ
た
、
と
書
か
れ

て
お
り
、
懲
罰
的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
だ
が
、
同
時
期
に
洪
水
で
利
根
川
の
水
が
江
戸

へ
押
し
寄
せ
た
こ
と
も
あ
り
、
治
水
工
事
な
ど
の
「
御
用
」
の
た
め
に
知
行
地
を
替
え
ら
れ

た
と
考
え
れ
ば
、
多
摩
郡
中
野
村
へ
の
采
地
替
え
は
そ
こ
ま
で
ひ
ど
い
懲
罰
的
な
内
容
で
あ

っ
た
の
か
、
今
後
検
討
を
要
す
る
。

　
以
後
、
幕
末
ま
で
、
多
門
家
は
相
模
国
大
住
郡
下
大
槻
村
と
武
蔵
国
多
摩
郡
中
野
村
を
合

わ
せ
た
約
七
〇
〇
石
を
知
行
し
た
。
多
門
家
が
甲
府
へ
移
住
し
た
後
も
、
地
頭
所
の
用
人
ら

に
よ
っ
て
両
村
の
支
配
は
滞
り
な
く
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

屋
敷
に
つ
い
て

　
三
河
安
城
譜
代
だ
っ
た
多
門
家
は
、
三
代
重
信
が
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八
月
一
日

の
徳
川
氏
の
関
東
入
府
に
御
供
し
、
翌
十
九
年
武
蔵
国
高
麗
郡
鶴
間
村
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
。
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
没
の
四
代
信
清
は
川
越
の
蓮
馨
寺
に
葬
ら
れ
た
が
、
寛
永
十

八
年
に
没
し
た
信
清
の
妻
は
法
正
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
江
戸
に
屋
敷

が
与
え
ら
れ
て
住
む
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
六
代
重
共
が
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月
の
浅
野
内
匠
頭
の
刃
傷
事
件
に
つ
い
て

記
し
た
と
さ
れ
る
「
多
門
傳
八
郎
覚
書
」
に
は
、
「
傳
八
郎
屋
敷
四
番
町
通
り
に
候
」
と
あ

る
。
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊
行
の
吉
文
字
屋
版
「
番
町
絵
図
」
（
東
京
都
立
図
書
館
蔵
）

に
は
、
表
四
番
町
通
り
に
多
門
傳
八
郎
と
多
門
多
宮
（
Ⅱ
成
正
別
家
）
の
屋
敷
が
並
ん
で
い

る
の
が
確
認
で
き
る
。
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
の
「
諸
家
系
譜
」
に
も
、
拝
領
時
期
は

不
明
と
し
つ
つ
、
表
四
番
町
に
拝
領
屋
敷
が
あ
り
、
寛
政
九
年
に
四
方
相
対
替
を
行
な
っ
た

と
書
か
れ
て
い
る
。
表
四
番
町
は
現
在
の
千
代
田
区
九
段
北
の
辺
り
で
あ
る
。

　
九
代
信
雅
に
つ
い
て
は
、
「
諸
家
系
譜
」
に
「
居
屋
敷
　
本
所
二
ツ
目
通
御
竹
蔵
後
、
屋

敷
　
麻
布
新
町
」
と
あ
る
。
本
所
二
つ
目
通
り
は
現
在
の
清
澄
通
り
、
御
竹
蔵
（
本
所
御

蔵
）
は
現
在
の
墨
田
区
、
江
戸
東
京
博
物
館
の
北
側
一
帯
を
さ
す
。
麻
布
新
町
の
屋
敷
は
、

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
七
月
の
火
災
に
よ
り
類
焼
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
方
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
記
し
た
植
田
孟
縉
「
武
蔵
名
勝
図
会
」
、
宮
崎
成
身

「
視
聴
草
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
、
著
者
未
詳
「
珎
説
集
記
」（
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
）
は
、

多
門
傳
八
郎
の
屋
敷
を
「
根
津
七
軒
町
」
（
現
在
の
台
東
区
池
之
端
の
辺
り
）
と
書
く
。
し

か
し
こ
の
後
に
、
多
門
家
は
甲
府
へ
移
住
し
た
ま
ま
、
江
戸
へ
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
以
上
、
中
野
村
領
主
の
多
門
傳
八
郎
家
に
つ
い
て
述
べ
た
。
別
家
も
含
め
て
、
多
門
家
に

は
ま
だ
ま
だ
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
紙
面
の
都
合
上
紹
介
で
き
ず
残
念
で
あ
る
が
、

今
後
も
新
た
な
発
見
が
得
ら
れ
る
よ
う
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
い

つ
、
い
か
な
る
理
由
で
、
一
〇
代
傳
八
郎
は
甲
府
勝
手
小
普
請
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

一
〇
代
傳
八
郎
に
よ
る
勝
五
郎
の
取
調
べ
は
、
単
に
職
務
上
の
必
要
か
ら
だ
け
と
は
思
え
な

い
好
奇
心
と
熱
心
さ
が
う
か
が
え
、
あ
の
立
派
な
墓
と
辞
世
の
句
か
ら
も
、
あ
る
い
は
当
時

の
文
人
ら
と
交
流
が
あ
る
よ
う
な
人
物
像
を
感
じ
さ
せ
る
。
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三
　
平
田
篤
胤
と
勝
五
郎

◆
平
田
篤
胤
と
幽
冥
界
研
究
　
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
─
一
八
四
三
）
（
図
１
）
は
、
出
羽

国
秋
田
郡
久
保
田
（
秋
田
市
）
の
出
身
で
、
二
十
歳
の
頃
江
戸
へ
出
て
、
独
学
で
国
学
を
学

ん
だ
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
独
立
し
て
「
真ま

菅す
げ

之の

屋や

」
と
号
し
、
十
三
年
天あ

め
の
い
わ
ふ
え

磐
笛
発
見

に
因
ん
で
「
気い

吹ぶ
き

乃の

屋や

（
気
吹
舎
）
」
と
改
め
た
。
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
評
判
に
な

っ
た
文
化
文
政
期
に
は
、
篤
胤
は
幽
冥
界
に
興
味
を
持
ち
研
究
に
励
ん
で
い
た
。
文
化
三
年

に
は
、
備
後
国
三み

次よ
し

（
広
島
県
三
次
市
）
の
住
人
稲い

の

う生
平
太
郎
が
、
三
十
日
間
妖
怪
と
格
闘

し
た
記
録
、
『
稲い

の
う
も
の
の
け
ろ
く

生
物
怪
録
』
を
弟
子
に
校
訂
さ
せ
た
。
文
化
十
年
、
代
表
作
『
霊た

ま
の
み
は
し
ら

能
真
柱
』

を
刊
行
し
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
一
月
に
は
、
天
狗
に
伴
わ
れ
て
八
年
間
異
界
を

旅
し
た
と
い
う
天
狗
小
僧
寅
吉
（
十
五
歳
）
に
出
会
い
、
彼
の
話
を
詳
細
に
聞
き
取
っ
て

『
仙
境
異
聞
』
を
ま
と
め
た
。

◆
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
を
著
す
　
異
界
と
交
渉
を
持
っ
た
人
物
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
篤

胤
に
と
っ
て
、
あ
の
世
か
ら
戻
っ
て
き
た
（
生
ま
れ
変
わ
っ
た
）
と
語
る
勝
五
郎
の
話
は
ど

う
し
て
も
聞
い
て
お
き
た
い
も
の
だ
っ
た
。
文
政
六
年
四
月
、
勝
五
郎
が
江
戸
に
来
て
い
る

こ
と
を
友
人
の
屋
代
弘
賢
か
ら
聞
い
た
篤
胤
は
、
中
野
村
領
主
で
あ
る
旗
本
多お

門か
ど

傳
八
郎
宅

を
訪
ね
た
が
不
在
。
二
十
二
日
に
、
多
門
の
用
人
谷
孫
兵
衛
の
計
ら
い
で
湯
島
男
坂
下
（
東

京
都
文
京
区
）
に
あ
っ
た
気
吹
舎
に
や
っ
て
き
た
勝
五
郎
は
、
は
じ
め
は
話
を
す
る
こ
と
を

嫌
が
っ
た
が
、
妻
や
娘
が
菓
子
を
与
え
た
り
、
気
ま
ま
に
遊
ば
せ
た
り
と
な
だ
め
す
か
し

て
、
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
五
日
と
少
し
ず
つ
話
を
聞
い
た
。
特
に
、
も
う
多
摩
へ
戻
る

か
ら
と
暇
乞
い
に
来
た
二
十
五
日
は
、
誰
も
聞
い
て
い
な
い
所
で
な
ら
話
す
と
い
っ
た
の
で

庭
の
片
隅
で
話
を
聞
い
た
。
篤
胤
は
物
陰
か
ら
そ
っ
と
話
を
聞
き
、
そ
の
場
に
は
門
人
と
な

っ
て
い
た
天
狗
小
僧
寅
吉
（
嘉
津
間
）
や
、
友
人
の
国
学
者
伴
信
友
な
ど
が
い
た
。
た
ど
た

ど
し
く
幼
児
の
言
葉
で
語
る
勝
五
郎
の
話
を
、
伴
信
友
は
苦
労
し
て
ま
と
め
、
六
月
、
篤
胤

は
そ
れ
を
も
と
に
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
を
著
し
た
（
資
料
６
）
。
七
月
九
日
に
は
、
源
蔵

が
勝
五
郎
の
ほ
か
兄
・
姉
も
伴
っ
て
気
吹
舎
を
訪
れ
三
日
間
滞
在
し
た
が
、
篤
胤
は
留
守
だ

っ
た
の
で
門
人
た
ち
が
話
を
聞
い
た
。
篤
胤
が
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
の
中
で
特

に
注
目
し
た
の
は
、
彼
を
あ
の
世
へ
誘
っ
た
黒
衣
の
老
人
、
す
な
わ
ち
産う

ぶ
す
な
が
み

土
神
の
存
在
だ
っ

た
。

◆
篤
胤
上
洛
す
る

　
文
政
六
年
七
月
、
篤
胤
は
多
く
の
著
作
を
携
え
念
願
の
上
洛
を
果
た
し

た
。
本
居
派
の
国
学
者
か
ら
は
冷
遇
さ
れ
た
が
、
詩
歌
を
司
る
公
家
、
冨
小
路
治
部
卿
貞
直

の
尽
力
で
、
仁
孝
天
皇
・
光
格
上
皇
に
著
書
を
献
上
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
と
き
篤
胤

は
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
を
見
せ
、
上
皇
を
は
じ
め
大
宮
御
所
の
女
房
た
ち
が
た
い
へ
ん
な

興
味
を
示
し
た
と
い
う
。
上
覧
に
供
し
た
本
は
、
十
月
に
な
っ
て
漸
く
戻
っ
て
き
た
が
（
当

初
の
予
定
に
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
、
献
上
は
し
な
か
っ
た
）
、
篤
胤
は
こ
れ
を
名
誉
と
し
、

上
皇
が
読
ん
で
折
り
曲
げ
た
箇
所
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
朱
で
線
を
引
い
て
記
録
に
残
し
て
い
る

ほ
ど
で
あ
る
（
図
４
）
。
こ
う
し
て
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
は
、
都
の
人
々
に
も
知
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。「
再
生
記
聞
」
は
、
篤
胤
の
死
後
清
書
本
が
門
人
に
頒
布
さ
れ
た
の
で
、

多
く
の
写
本
が
存
在
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
読
み
継
が
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
（
図
３
・
４
）

◆
勝
五
郎
篤
胤
の
門
人
と
な
る
　
文
政
八
年
八
月
二
十
六
日
、
勝
五
郎
は
気
吹
舎
の
門
人
と

な
っ
た
。
門
人
帳
に
は
「
武
州
多
摩
郡
中
野
村
源
蔵
忰
　
小
谷
田
勝
五
郎
　
十
一
才
」
と
記

さ
れ
て
い
る
（
図
５
）
。
『
気
吹
舎
日
記
』
の
同
日
の
項
に
も
「
源
蔵
、
勝
五
郎
を
連
て
来
」

と
あ
る
。
勝
五
郎
は
、
一
年
ほ
ど
気
吹
舎
に
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
気
吹
舎
で
何
を
学
ん

だ
の
か
、
同
じ
く
門
人
だ
っ
た
天
狗
小
僧
寅
吉
に
ど
ん
な
話
を
聞
い
た
の
か
、
興
味
は
尽
き

な
い
が
、
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
生
ま
れ
変
わ
り
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
勝
五
郎
は
稀
代
の
国
学
者
に
出
会
い
、
学
ぶ
機
会

に
恵
ま
れ
、
一
般
の
農
民
の
子
ど
も
に
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

◆
そ
の
後
の
勝
五
郎
と
平
田
篤
胤
　
生
ま
れ
変
わ
り
騒
動
が
収
ま
っ
て
か
ら
の
勝
五
郎
の
消

息
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
る
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
。
地
元
で
は
、
農
業
の
傍

ら
父
源
蔵
の
稼
業
で
あ
っ
た
目
籠
の
仲
買
い
を
引
き
継
ぎ
、
普
通
の
人
と
し
て
生
涯
を
終
え

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
二
月
四
日
、
五
十
五
歳
で
亡
く
な
っ

た
。
墓
は
、
生
家
近
く
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
十
年
頃
に
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に

と
も
な
っ
て
、
八
王
子
市
下
柚
木
の
永
林
寺
に
移
転
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
一
方
、
平

田
篤
胤
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
幕
府
に
よ
り
著
述
を
差
し
止
め
ら
れ
、
国
許
秋
田

へ
の
帰
還
を
命
じ
ら
れ
、
十
四
年
閏
九
月
十
一
日
、
失
意
の
ま
ま
六
十
八
歳
の
生
涯
を
終
え

た
。
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図2 『勝五郎再生記聞』草稿（国立歴史民俗博物館所蔵）
平田篤胤自筆の草稿。推敲の跡が見られる。
草稿は、『平田篤胤関係資料』のなかに、4点存在する。

図3 日野市域にある『勝五郎再生記聞』の写本の一部
（図右から）『再生記聞　全』（弘化4年写　日野市郷土資料館寄託）、『勝五郎再生記聞　評論條々』（同館所蔵　故下田九一氏寄贈）、

『再生記聞　全』（同館所蔵　故立川愛雄氏寄贈）、『再生記聞』（安政2年写　同館所蔵　故清水庫之祐氏寄贈）、
『再生記聞　全』（高幡山金剛寺所蔵）

図4 『勝五郎再生記聞』ー文政仙洞叡覧本ー
（国立歴史民俗博物館所蔵）
表紙（右）と光格上皇が付けた折筋（朱線を引いて示す）（左）

図5 『誓詞帳』ー表紙と勝五郎入門の頁ー（国立歴史民俗博物館所蔵）
気吹舎に入門した人の名前が、年代順に記されている。勝五郎の11歳で入門とい
うのは異例のことと思われるが、紹介者の名前がないので平田篤胤の勧めで入門
したと考えられる。

図1 平田篤胤肖像
（国立歴史民俗博物館所蔵）
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（
調
査
報
告
⑥
）

　
平
田
篤
胤
『
上
京
日
記
』
に
つ
い
て

鈴
木

　
淳
世

　

　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
七
月
、
平
田
篤
胤
（
四
十
八
歳
）
は
、
か
ね
て
か
ら
念
願
で
あ

っ
た
上
京
を
果
た
す
た
め
、
江
戸
を
後
に
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
自
作
の
著
書
『
古
史
成

文
』
『
古
史
徴
』
『
開
題
記
』
『
神
代
御
系
図
』
『
霊
能
真
柱
』
『
古
史
伝
』
の
抄
写
本
を
朝
廷

に
献
上
す
る
こ
と
、
本
居
宣
長
亡
き
後
の
鈴
屋
を
訪
問
し
、
宣
長
の
墓
に
詣
で
る
こ
と
な

ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
中
に
記
し
た
『
上
京
日
記
』
は
、
上
・
下
二
巻
、
江
戸
出
発
の
七
月

二
十
二
日
か
ら
始
ま
り
、
京
を
後
に
し
て
伊
勢
路
に
向
う
直
前
の
十
月
五
日
で
終
わ
っ
て
い

る
。
（
図
６
・
資
料
７
）

　
七
月
二
十
二
日
篤
胤
は
、
門
人
太
田
豊
太
郎
朝
恭
と
下
僕
又
兵
衛
（
又
平
）
を
伴
い
江
戸

を
出
立
、
東
海
道
を
上
り
八
月
六
日
京
都
に
入
っ
た
。
翌
七
日
室
町
に
あ
る
ヌ
テ
ノ
ヤ
（
鐸ぬ

で

舎の
や

　
城
戸
千
楯
が
経
営
し
て
い
る
本
居
学
の
学
舎
）
を
訪
れ
る
が
、
城
戸
千
楯
に
拒
ま
れ
寄

宿
出
来
ず
、
以
後
篤
胤
は
、
京
都
に
お
け
る
活
動
を
こ
の
城
戸
を
中
心
と
し
た
鈴
屋
の
一
派

に
妨
害
さ
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
篤
胤
に
協
力
し
た
の
は
、
服
部
中な

か

庸つ
ね

（
箕
田
水
月
）
と
六む

人と

部べ

節と
き

香か

・

是よ
し

香か

父
子
、
そ
れ
に
京
都
を
中
心
と
し
た
気
吹
之
舎
の
門
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
尽
力

に
よ
り
、
九
月
一
日
献
上
本
を
冨
小
路
貞
直
の
屋
敷
に
届
け
、
貞
直
か
ら
仙
洞
御
所
（
光
格

上
皇
）
と
禁
裏
御
所
（
仁
孝
天
皇
）
へ
献
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
光
格
上
皇

は
、
か
つ
て
の
尊
号
事
件
以
来
幕
府
と
対
立
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
九
月
一
日
の
項
に
は
、

「
さ
れ
ど
余
り
世
に
ひ
ろ
く
し
れ
ぬ
様
、
か
つ
関
東
の
察
を
恐
れ
給
ふ
よ
し
、
返
々
返
々
御

し
ん
し
ゃ
く
也
」
と
幕
府
と
の
緊
張
し
た
関
係
が
読
み
取
れ
る
。

　
な
お
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
は
献
上
本
で
は
な
い
が
、
「
仙
洞
御
所
・
女
房
衆
ま
で
差
出

置
た
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仙
洞
御
所
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
日
戻
っ
て

き
た
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
表
紙
に
は
「
文
政
仙
洞
叡
覧
本
」
と
朱
書
さ
れ
、
そ
の
顛
末

も
篤
胤
に
よ
っ
て
朱
書
で
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
（
図
７
）
。
こ
の
『
上
京
日
記
』
に
は
、

京
都
に
お
け
る
篤
胤
の
門
人
や
鈴
屋
の
門
人
、
冨
小
路
貞
直
を
始
め
と
す
る
宮
中
の
人
々
等

多
く
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
主
な
人
々
を
左
に
記
し
て
お
く
。

＊
湯
浅
定
憲

　
号
恒
山
。
後
に
大
和
と
改
め
る
。
国
学
者
、
京
都
の
人
。
平
田
篤
胤
に
入

門
。

＊
城
戸
千
楯

　
宣
長
の
門
人
、
書
林
恵
比
寿
屋
の
主
人
、
鐸
屋
を
開
き
京
都
に
お
け
る
鈴
屋

の
拠
点
と
し
て
い
た
。
上
京
し
た
篤
胤
の
行
動
を
種
々
妨
害
す
る
。

＊
服
部
中
庸
（
箕
田
水
月
）
宣
長
の
古
参
の
門
人
、
上
京
以
前
か
ら
篤
胤
と
交
渉
が
あ
っ
た

が
、
八
月
七
日
鐸
舎
で
初
め
て
篤
胤
と
対
面
、
篤
胤
の
人
物
に
傾
倒
し
、
宣
長
の
門
人
で

は
あ
る
が
、
献
上
本
な
ど
に
つ
い
て
種
々
相
談
に
乗
り
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

＊
六
人
部
右
衛
門
節
香
　
山
城
国
乙
訓
郡
向
日
神
社
神
主
。

＊
六
人
部
縫
殿
是
香
　
節
香
の
養
子
。
節
香
・
是
香
親
子
は
上
京
し
た
篤
胤
に
心
腹
し
、
篤

胤
著
書
の
禁
中
へ
の
献
上
に
多
大
の
協
力
を
行
な
っ
た
。
是
香
は
九
月
二
十
一
日
に
篤
胤

の
門
人
と
な
る
。
是
香
の
母
は
円
乗
院
と
呼
ば
れ
、
仙
洞
院
皇
后
付
の
人
で
あ
る
。

＊
冨
小
路
貞
直
　
公
卿
、
歌
人
貞
直
は
か
つ
て
本
居
宣
長
が
上
京
し
た
折
、
宣
長
の
講
釈
を

聴
講
し
て
お
り
宣
長
の
古
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
篤
胤
と
も
上
京
以
前
か
ら
何
ら
か

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
篤
胤
の
著
書
献
上
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

＊
小
侍
従
　
冨
小
路
貞
直
の
娘
明
子
の
こ
と
で
、
光
格
院
の
侍
姫
。
篤
胤
の
献
上
本
は
、
貞

直
か
ら
小
侍
従
の
手
を
経
て
仙
洞
御
所
へ
届
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
江
戸
丹
後
為
之
・
紅
屋
吉
兵
衛
（
紅
吉
）
・
業
合
（
相
）
大
枝
（
備
前
国
八
幡
宮

神
主
）
等
は
、
気
吹
之
舎
の
門
人
で
あ
る
。

図6 『上京日記』上・下　表紙（右）と8月13日の項（左）
（国立歴史民俗博物館所蔵）

図7 『勝五郎再生記聞』ー文政仙洞叡覧本ー
（国立歴史民俗博物館所蔵）
光格上皇の上覧に供したときの顛末が、篤胤の自筆で
朱書されている。
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（
調
査
報
告
⑦
）

　
『
気い

ぶ
き
の
や

吹
舎
日
記
』
に
見
え
る
勝
五
郎

北
村

　
澄
江

　

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
平
田
篤
胤
関
係
資
料
』
中
の
『
気
吹
舎
日
記
』
か
ら
、
平

田
篤
胤
の
学
舎
に
お
け
る
勝
五
郎
の
動
向
が
わ
か
る
部
分
を
紹
介
す
る
。

　
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
に
よ
れ
ば
、
勝
五
郎
が
初
め
て
気
吹
舎
に
来
た
の
は
、
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
四
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
『
気
吹
舎
日
記
』
（
表
題
な
し
　
平
田
篤
胤

関
係
資
料
一
─
二
　
図
８
）
に
は

　
○
勝
五
郎
親
子
初
て
来
る
　
谷
孫
兵
衛
同
道
　
同
廿
三
日

と
あ
る
。
谷
孫
兵
衛
は
、
中
野
村
の
領
主
多
門
傳
八
郎
の
用
人
で
あ
る
。
二
十
三
日
も
谷
孫

兵
衛
に
連
れ
ら
れ
て
気
吹
舎
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
、
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
記
述
と
一

致
す
る
。
『
気
吹
舎
日
記
　
書
抜
』
（
同
一
─
一
　
図
９
）
に
も
、
文
政
六
癸
未
年
四
月
の
項

に　
○
廿
二
日
　
勝
五
郎
此
頃
よ
り
此
方
ニ
居

と
あ
る
。
な
お
、
一
─
一
は
娘
婿
銕か

ね

胤た
ね

が
、
篤
胤
の
文
政
七
年
以
前
の
日
記
を
整
理
し
た
も

の
、
一
─
二
は
篤
胤
自
筆
の
日
記
で
あ
る
。

（
日
記
に
は
記
載
が
な
い
が
、
『
再
生
記
聞
』
に
は
七
月
九
日
に
源
蔵
は
、
勝
五
郎
兄
姉
三
人

を
連
れ
て
気
吹
舎
を
訪
問
し
、
三
日
間
逗
留
し
た
と
あ
る
）

　
『
誓
詞
帳
』
に
よ
れ
ば
、
勝
五
郎
は
、
文
政
八
年
八
月
二
十
六
日
に
入
門
し
た
こ
と
が
わ

か
る
が
、
銕
胤
の
日
記
（
表
題
「
日
記
第
一
　
篤
真
」
同
一
─
五
　
図
10
）
の
同
日
の
記
事

に
も
、

　
廿
六
日
　
源
蔵
勝
五
郎
を
連
て
来

と
あ
り
、
入
門
の
日
に
、
勝
五
郎
が
気
吹
舎
に
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
同
日
記
文
政
九
年
三
月
（
図
11
）
に
は
、

　
廿
五
日
　
曇
　
越
谷
を
ち
様
御
帰
り
、
内
蔵
助
、
勝
五
郎
・
勇
太
郎
を
連
越
ヶ
谷
へ
行

　
廿
六
日
　
雨
　
父
君
越
ヶ
谷
へ
御
出

　
廿
八
日
　
天
気
　
父
君
御
初
我
等
越
ヶ
谷
よ
り
帰
ル

と
あ
る
。
内
蔵
助
は
銕
胤
の
こ
と
。
越
谷
（
埼
玉
県
越
谷
市
）
に
は
、
有
力
門
人
山
崎
篤
利

が
お
り
、
妻
織
瀬
の
出
身
地
で
も
あ
る
。
篤
胤
は
し
ば
し
ば
門
人
の
指
導
に
越
谷
へ
赴
い
て

お
り
、
久
伊
豆
神
社
の
境
内
に
は
、
篤
胤
が
逗
留
し

た
建
物
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
勝
五
郎
は
、
篤

胤
・
銕
胤
に
同
道
し
て
越
谷
へ
出
か
け
て
い
る
の
で

あ
り
、
こ
の
頃
は
気
吹
舎
で
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
同
文
政
十
年
七
月
の
項
（
図
12
）
に
は
、

　
廿
一
日
　
勝
五
郎
来
ル

　
廿
二
日
　
今
朝
よ
り
勝
五
郎
来

と
あ
る
。
二
十
二
日
の
項
は
、
二
十
一
日
に
む
け
て

線
が
引
か
れ
、
勝
五
郎
の
記
述
が
二
十
一
日
の
事
で

あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
七
月
二
十
一
日
朝
か

ら
勝
五
郎
が
気
吹
舎
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
朝
、
湯
島
の
気
吹
舎
に
来
た
と
い
う
こ
と

は
、
勝
五
郎
は
す
で
に
江
戸
に
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
目
籠
の
仲
買
を
し
て
い
た
父
源
蔵
の
定
宿
は
、

馬
喰
町
（
東
京
都
中
央
区
）
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
父
と
共
に
江
戸
に
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
気
吹
舎
日

記
に
は
、
勝
五
郎
の
名
前
は
見
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
　

図8

図9

図10

図12 図11
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（
調
査
報
告
⑧
）

　
勝
五
郎
が
訪
れ
た
西
教
寺

小
宮

　
豊

　

　
勝
五
郎
親
子
が
領
主
の
旗
本
多
門
傳
八
郎
に
呼
び
出
さ
れ
て
江
戸
に
来
て
い
る
時
に
、
西

教
寺
を
訪
れ
た
こ
と
を
、
平
田
篤
胤
は
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

「
右
異
童
の
こ
と
、
或
人
の
筆
記
を
見
た
り
し
後
に
、
地
頭
へ
呼
出
さ
れ
吟
味
あ
り
て
、

支
配
頭
へ
届
ケ
書
出
た
る
よ
し
、
其
ノ
写
を
も
見
た
り
け
る
に
、
屋
代
輪
池
翁
の
な
ほ
己

に
ゆ
き
て
尋
ね
よ
と
云
る
ゝ
に
よ
り
て
、
四
月
二
十
一
日
の
日
に
多
門
主
の
用
人
谷
孫
兵

衛
と
い
ふ
人
を
訪
ひ
て
問
き
ゝ
け
る
に
、
其
日
ハ
勝
五
郎
、
父
源
蔵
と
駒
込
の
西
教
寺
と

い
ふ
寺
へ
、
或
人
の
計
ら
ひ
に
て
行
た
る
由
に
て
居
合
さ
ず
、
谷
氏
に
あ
ら
ま
し
を
問
ひ

て
帰
れ
る
が
、
同
人
の
計
ら
ひ
に
て
、
翌
二
十
二
日
に
源
蔵
、
勝
五
郎
を
連
来
り
し
か

バ
、
屋
代
翁
へ
も
知
ら
せ
た
る
に
翁
も
来
ら
る
」

　
平
田
篤
胤
は
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
中
で
再
三
「
或
人
」
と
い
う
言
葉
を
つ
か
っ
て
い

る
が
、
文
中
の
「
或
人
の
筆
記
」
と
は
、
池
田
冠
山
の
著
『
勝
五
郎
再
生
前
生
話
』
を
指
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
或
人
は
、
池
田
冠
山
で
あ
る
と
推
量
で
き
る
。

　
西
教
寺
は
、
東
京
大
学
農
学
部
の
道
路
を
挟
ん
だ
西
側
、
文
京
区
向
丘
に
あ
る
浄
土
真
宗

の
寺
院
で
あ
る
。
平
成
二
十
三
年
三
月
に
「
勝
五
郎
調
査
団
」
で
は
西
教
寺
を
訪
問
し
た
。

勝
五
郎
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
西
教
寺
を
訪
問
し
た
の
か
を
調
査
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
生
憎
、
村
松
賢
英
住
職
は
ご
不
在
だ
っ
た
が
、
住
職
夫
人
に
応
対
し
て
い
た
だ
い
た
。
西

教
寺
に
は
勝
五
郎
の
こ
と
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
池
田
冠
山
に
関
す
る
資
料
は
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
池
田
冠
山
に
関
す
る
も
の
を
中
心
に
資
料
を
拝
見
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

出
来
た
。

　
勝
五
郎
が
西
教
寺
に
招
か
れ
た
時
の
住
職
は
、
第
八
世
の
慧え

海か
い

潮
音
上
人
で
あ
る
。
慧
海

上
人
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
江
戸
四
谷
の
酒
屋
に
生
ま
れ
、
西
教
寺
の
養
子
に

な
り
、
後
に
住
職
と
な
っ
た
。
儒
学
・
神
道
も
学
び
、
そ
の
た
め
か
、
仏
教
関
係
者
だ
け
で

な
く
、
儒
学
者
や
国
学
者
な
ど
多
く
の
知
識
人
た
ち
と
交
流
が
あ
っ
た
が
、
中
で
も
池
田
冠

山
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
西
教
寺
で
は
現
存
す
る
資
料
を
調
査
中
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
資
料
が
最
も
多
い
の
は
池
田
冠
山
に
関
す
る
資
料
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
小
谷
惠
造
氏
も
『
池
田
冠
山
傳
』
の
中
で
冠
山
と
交
流
が
深
か
っ
た
人
で
忘
れ
て
な
ら

な
い
人
物
が
潮
音
上
人
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
西
教
寺
境
内
の
墓
地
の
一
画
に
慧
海
潮
音

上
人
の
墓
石
が
あ
っ
た
。
（
図
13
）

 

　
西
教
寺
を
訪
問
し
、
池
田
冠
山
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
勝
五
郎
が
池

田
冠
山
の
は
か
ら
い
で
西
教
寺
を
訪
問
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
慧
海

上
人
は
、
勝
五
郎
が
江
戸
に
来
て
い
る
こ
と
を
冠
山
か
ら
聞
い
て
、
会
っ
て
み
た
い
と
言
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
慧
海
潮
音
上
人
も
露
姫
に
追
悼
の
書
を
寄
せ
て
い
る
。

　
西
教
寺
・
根
津
七
軒
町
（
台
東
区
池
之
端
）
の
多
門
傳
八
郎
の
屋
敷
・
気
吹
舎
の
あ
る
湯

島
天
神
男
坂
下
（
文
京
区
湯
島
）
は
、
不
忍
池
の
周
辺
で
、
そ
う
遠
く
な
い
距
離
に
あ
る
。

近
く
ま
で
来
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
訪
問
の
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

勝
五
郎
は
、
慧
海
上
人
と
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
再
生
記
聞
』
に
は
、
二
十
一
日
に
行
っ
た
寺
（
お
そ
ら
く
西
教
寺
）
で
、
茶
菓
を
出
し

て
も
て
な
し
て
く
れ
た
の
に
、
僧
は
嫌
い
だ
と
言
っ
て
手
を
付
け
よ
う
と
せ
ず
、
父
源
蔵
が

申
し
訳
な
く
思
っ
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

　
慧
海
潮
音
上
人
は
、
各
地
に
出
向
い
て
見
聞
を
広
め
た
り
、
漢
詩
や
仏
教
の
勉
強
を
し
て

い
た
が
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
五
十
二
歳
の
時
に
、
奈
良
の
吉
野
な
ど
西
国
の
あ
ち
こ

ち
を
旅
行
し
た
。
年
老
い
た
慧
海
上
人
に
と
っ
て
一
世
一
代
の
大
旅
行
だ
っ
た
よ
う
で
、
出

発
に
際
し
当
時
の
多
く
の
文
人
た
ち
が
慧
海
上
人
に
漢
詩
文
な
ど
を
贈
っ
た
。
こ
れ
等
を
巻

物
に
仕
立
て
た
の
が
同
寺
に
あ
る
「
西
国
見
聞
録
」
で
あ
る
。
「
送
別
」
の
文
頭
に
は
池
田

冠
山
の
漢
詩
文
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
冠
山
と
上
人
の
深
い
関
係
が
伺
え
る
資
料
で
あ
る
。

図13 慧海潮音上人の墓石
（西教寺境内墓地）
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（
調
査
報
告
⑨
）

　
『
小
谷
田
異
童
傳
』
の
発
見

北
村

　
澄
江

　

　
平
成
二
十
七
年
四
月
、
東
京
都
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
に
お
い
て
、『
小
谷
田
異
童
傳
』

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
館
に
寄
贈
さ
れ
た
府
中
市
小
野
宮
の
内
藤
治
右
衛
門
家
文
書

中
の
一
冊
（
資
料
番
号
Ｕ
─
９
─
25
）
で
、
同
館
学
芸
員
の
花
木
知
子
氏
か
ら
、
内
藤
家
文
書

の
中
に
勝
五
郎
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
同
書
の
内
容
は
、
平
田
篤
胤
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
写
し
で
あ
っ
た
が
、
奥
書
に
大
変

興
味
深
い
記
述
が
あ
っ
た
。
左
に
全
文
を
掲
載
す
る
。

　
　
此
書
伊
吹
廼
舎
平
田
大
人
の
書
つ
め
て

　
　
小
谷
田
勝
五
郎
が
も
と
へ
お
く
り
た
ま
へ
る

　
　
を
こ
と
し
や
よ
ひ
ば
か
り
勝
五
郎
が
妹
な
る

　
　
も
の
ふ
と
は
な
し
出
せ
し
か
ば
し
ば
し

　
　
か
り
て
見
ま
く
と
い
ひ
や
り
け
る
に
勝
五
郎
が

　
　
と
く
お
こ
せ
し
か
ば
燈
の
本
に
て
写
し
お
は
り
ぬ

　
　
原
本
題
名
な
し
以
か
り
に
小
谷
田
奇
（
異
）
童
傳

　
　
と
記
し
て
家
蔵
の
一
と
な
す
ハ
嘉
永
七
年

　
　
甲
寅
の
卯
月
望
の
日
に
な
ん
　
　
　
　
懐
安

　
こ
の
奥
書
に
よ
る
と

①
　
こ
の
本
の
原
本
は
平
田
篤
胤
本
人
が
書
い
た
も
の
で
、
勝
五
郎
に
贈
っ
た
も
の
。

②
　
勝
五
郎
の
妹
か
ら
こ
の
話
を
聞
き
、
勝
五
郎
に
借
用
を
依
頼
し
書
写
し
た
。

③
　
原
本
に
は
題
名
が
な
く
、
仮
に
「
小
谷
田
異
（
奇
→
異
に
訂
正
）
童
傳
」
と
記
し
た
。

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
四
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
内
藤
治
右
衛
門
家
は
府
中
市
小
野
宮
の
旧
家
で
、
代
々
の
当
主
は
学
問
を
好
み
、
詩
歌
に

長
じ
て
い
る
人
が
多
い
、
ま
た
、
多
く
の
史
料
に
詳
細
な
奥
書
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
、
特
長
で
あ
る
と
い
う
。
（
同
文
書
目
録
解
説
に
よ
る
）

　
嘉
永
七
年
に
は
、
勝
五
郎
は
三
十
九
歳
で
あ
り
、
平
田
篤
胤
か
ら
贈
ら
れ
た
『
勝
五
郎
再

生
記
聞
』
の
写
本
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
妹
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二

三
）
当
時
四
歳
で
あ
っ
た
「
つ
ね
」
と
考
え
ら
れ
る
。
「
つ
ね
」
は
、
越
後
出
身
の
杜と

う

氏じ

山

岸
萬
吉
に
嫁
ぎ
、
萬
吉
は
四
谷
（
府
中
市
）
で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
。
勝
五
郎
の
没
後
、

記
念
碑
を
建
立
し
よ
う
と
し
て
奔
走
し
た
人
で
も
あ
る
。
（
資
料
18
参
照
）

　
書
写
し
た
懐
安
は
、
内
藤
家
六
代
目
当
主
重
鎮
の
こ
と
で
あ
り
、
近
所
に
住
む
「
つ
ね
」

と
は
、
知
り
合
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
の
発
見
に
よ
り
、
勝
五
郎
が
平
田
篤
胤
本

人
か
ら
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
写
し
を
も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
事
実
が
判
明
し
た
。
そ
れ
が
、
い
つ
の
こ
と
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
勝
五

郎
は
大
切
に
保
管
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
（
同
本
の
所
在
は
現
在
不
明
）
。
気
吹
舎
か

ら
中
野
村
に
戻
っ
た
後
の
消
息
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
勝
五
郎
の
動
向
を
知
る
情
報

と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

　
平
田
篤
胤
自
筆
の
『
文
政
仙
洞
叡
覧
本
　
勝
五
郎
再
生
記
聞
評
論
條
々
』
（
上
覧
本
）
と

内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
読
点
や
仮
名
使
い
な
ど
の
相
違
と
い
っ
た
程
度
で
、
内
容
は
ほ

ぼ
同
一
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
が
、
注
目
さ
れ
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
題
名
が
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
篤
胤
は
、
上
覧
本

の
冒
頭
に
「
表
紙
も
付
け
な
い
ま
ま
上
洛
し
、
戻
っ
て
き
て
か
ら
表
紙
を
付
け
た
」
と
記
し

て
い
る
。
勝
五
郎
が
題
名
を
付
け
ら
れ
て
い
な
い
再
生
記
聞
を
も
ら
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ

は
上
京
前
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
題
名
は
後
に
失
わ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ず
、
上
京
前
に
写

し
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
点
、
文
政
六
年
四
月
十

九
日
付
多
門
傳
八
郎
の
届
出
書
写
に
お
け
る
藤
蔵
の
葬
地
が
、
平
田
本
で
は
三
沢
村
「
禅
宗

医
王
寺
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
異
童
傳
で
は
「
真
言
宗
医
王
寺
」
と
正
記
さ
れ

て
い
る
点
が
、
注
目
さ
れ
る
。
医
王
寺
は
、
真
言
宗
高
幡
山
金
剛
寺
の
末
寺
で
、
明
治
に
な

っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
平
田
門
人
の
写
本
で
は
、
禅
宗
と
い
う
誤
記
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ

て
い
る
。
禅
宗
→
真
言
宗
の
訂
正
は
、
こ
れ
を
写
し
た
内
藤
重
鎮
が
行
な
っ
た
の
か
、
勝
五

郎
自
身
が
行
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
地
元
の
人
で
な
け
れ
ば
気
づ
か
な
い
こ
と
で

あ
る
。
異
童
傳
の
ほ
か
、
勝
五
郎
家
の
本
家
を
継
承
す
る
小
谷
田
忠
一
良
氏
所
蔵
『
小
谷
田

勝
五
郎
再
生
記
』
と
高
幡
不
動
尊
所
蔵
『（
再
誕
奇
童
）
實
聞
記
』
な
ど
、「
再
生
記
聞
」
の

題
名
を
持
た
な
い
写
本
が
同
様
に
「
真
言
宗
医
王
寺
」
と
正
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
多
摩
地
域
で
は
、
平
田
門
人
と
は
別
系
統
の
写
本
が
流
布
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
勝
五
郎
母
せ
い
の
父
は
、
平
田
本
で
は
「
村
田
吉
太
郎
、
文
政
四
年
四
月
廿

七
日
七
十
五
歳
に
て
死
去
」
と
あ
る
が
、
異
童
傳
で
は
「
村
田
太
郎
右
衛
門
、
文
化
年
中
九

月
廿
二
日
五
十
六
歳
に
て
死
去
」
と
あ
り
、
高
幡
不
動
本
は
同
じ
、
小
谷
田
家
本
は
、「
文

化
四
年
中

　
同
」
で
名
前
は
両
方
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。（
上
覧
本
と
の
比
較
は
髙
橋
國
夫
が
行
な
っ
た
）

図14 『小谷田異童傳』表紙（右）と奥書（左）
（府中市郷土の森博物館所蔵）
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（
論
考
１
）

　
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
諸
本

中
川

　
和
明

　

　
平
田
篤
胤
の
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
に
は
様
々
な
写
本
が
あ
っ
て
、
全
国
に
多
数
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
を
調
査
す
る
と
、
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
が
い
か
に
流
布
し
読
ま

れ
て
い
た
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
平
田
篤
胤
関
係
資
料
八
―
五
―
三
―
一
）
に
は
、
文
政

六
年
（
一
八
二
三
）
に
篤
胤
が
上
京
し
た
際
、
冨
小
路
治
部
卿
（
貞
直
）
を
通
し
て
仙
洞
御

所
に
上
覧
に
供
し
、
大
宮
御
所
（
女
院
御
所
）
で
も
回
覧
さ
れ
、
後
に
篤
胤
の
も
と
に
返
却

さ
れ
た
原
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
右
の
原
本
の
見
返
し
に
は
貼
り
紙
が
あ
り
、
『
北
窓
瑣

談
』
が
引
用
す
る
『
菽
園
雑
記
』
の
一
節
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
ま
が
身
体
を
離
れ
る
一
証

と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
貼
り
紙
は
、
三
河
国
の
羽
田
野
敬
雄
（
文
政
一
〇
年
七
月

二
一
日
入
門
）
が
書
い
て
張
り
つ
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
後
述
す
る
羽
田
八
幡
宮
文
庫
本

『
再
生
記
聞
』
の
本
文
の
頭
注
に
「
タ
カ
ヲ
云
」
と
し
て
右
の
貼
り
紙
と
同
じ
内
容
が
書
か

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
原
本
巻
頭
に
、
文
政
六
年
十
二
月
十
六
日
付
の
篤
胤
自
筆
（
朱
筆
）
の
序
文
に
相
当

す
る
文
章
が
綴
じ
ら
れ
て
い
て
叡
覧
と
返
却
ま
で
の
経
緯
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
原
本

の
本
論
部
分
は
、
①
文
政
六
年
四
月
十
九
日
付
の
御
書
院
番
頭
佐
藤
美
濃
守
宛
多
門
傳
八
郎

届
書
、
②
関
係
者
の
調
書
、
③
文
政
六
年
四
月
二
十
九
日
付
立
入
事
負
記
、
④
文
政
六
年
五

月
八
日
付
伊
吹
廼
屋
あ
る
じ
記
、
⑤
文
政
六
年
六
月
七
日
付
伊
吹
舎
主
又
記
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
を
篤
胤
が
ま
と
め
た
の
で
あ
り
、
篤
胤

自
身
が
書
い
た
の
は
、
こ
の
う
ち
④
・
⑤
で
あ
る
。
①
は
旗
本
多
門
傳
八
郎
が
源
蔵
と
勝
五

郎
の
取
り
調
べ
を
行
な
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
は
藤
蔵
と
そ
の
家
族
の
調
書
、
さ

ら
に
勝
五
郎
と
そ
の
家
族
の
調
書
か
ら
な
っ
て
い
る
。
③
は
立
入
事
負
（
伴
信
友
）
が
勝
五

郎
の
再
生
譚
に
つ
い
て
整
理
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
④
は
伊
吹
廼
屋
あ
る
じ
記
、
す
な

わ
ち
篤
胤
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。
ま
ず
、
同
年
四
月
二
十
一
日
に
、
篤
胤
は
多
門
の
用
人
谷

孫
兵
衛
を
訪
問
し
て
、
一
件
の
あ
ら
ま
し
を
聞
い
た
。
同
年
四
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、

二
十
五
日
、
平
田
塾
で
勝
五
郎
と
会
見
し
て
そ
の
様
子
を
記
録
し
て
い
る
。
篤
胤
は
再
生
譚

を
記
し
た
う
え
で
、
生
ま
れ
変
わ
り
は
産
土
神
の
取
り
計
ら
い
に
よ
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に

産
土
神
と
中
国
の
城
隍
神
と
が
同
一
で
あ
る
と
い
っ
た
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
⑤
は
伊
吹

舎
主
又
記
、
す
な
わ
ち
篤
胤
に
よ
る
追
記
で
、
多
四
郎
一
件
な
ど
産
土
神
に
関
す
る
事
例
が

記
さ
れ
て
い
る
。
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
問
題
が
、
産
土
神
の
問
題
に
移
行
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
漢
籍
か
ら
の
引
用
も
多
い
。
こ
の
原
本
の
裏
表
紙
見
返
し
の
部
分
に
、
羽
田
野
敬
雄
に

よ
る
貼
り
紙
が
あ
り
、
神
隠
し
の
事
例
（
三
河
国
松
平
村
の
神
隠
し
一
件
）
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
産
土
神
六
所
明
神
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
異
人
に
神
隠
し
に
あ
っ
た
小
僧
が
無
事
に

戻
っ
て
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
僧
は
二
度
も
神
隠
し
に
あ
っ
て
い
る
。
羽
田
野

は
十
三
、
四
年
前
に
知
り
合
い
の
僧
侶
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
と
い
う
。
な
お
、
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
に
は
、
篤
胤
自
筆
の
「
勝
五
郎
再
生
記
聞
草
稿
」
（
平
田
篤
胤
関
係
資
料
八
―

四
―
二
六
―
四
）
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
多
和
文
庫
本
は
、
篤
胤
自
筆
草
稿
『
再
生
記
聞
』
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
文
庫
は
讃
岐
国

平
田
門
人
（
慶
応
元
年
五
月
朔
日
入
門
）
の
松
岡
調
が
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
神
社

の
境
内
に
設
立
し
た
香か

き

の

や

木
舎
文
庫
に
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
る
。
「
多
和
文
庫
目
録
　
上
・
下
」

（『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
七
十
九
号
・
八
十
一
号
、
東
京
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
）
を
み

る
と
、
同
文
庫
に
は
平
田
国
学
関
係
の
書
籍
が
二
十
五
部
ほ
ど
確
認
で
き
る
。
平
田
塾
で
は

門
人
の
求
め
に
応
じ
て
、
篤
胤
自
筆
の
も
の
を
贈
与
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
こ
の
自
筆
草

稿
『
再
生
記
聞
』
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
国
立
博
物
館
本
は
、
幕
臣
堤
朝
風
に
よ
る
転
写
本
で
あ
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二

四
）
の
書
写
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
成
立
後
の
比
較
的
早
い
段
階

で
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
堤
と
篤
胤
は
懇
意
で
あ
っ
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
『
再
生

記
聞
』
は
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
堤
は
篤
胤
の
『
霊
能
真
柱
』
に
序
文
を
寄
せ
る

な
ど
平
田
国
学
に
は
た
い
へ
ん
重
要
な
人
物
で
あ
り
、『
再
生
記
聞
』
の
中
に
も
登
場
す
る
。

昭
和
期
に
東
京
国
立
博
物
館
に
同
書
を
寄
贈
し
た
徳
川
宗
敬
は
、
水
戸
徳
川
家
の
出
身
で
あ

っ
た
が
一
橋
家
徳
川
達
道
の
養
子
と
な
り
、
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

　
羽
田
八
幡
宮
文
庫
本
は
、
篤
胤
生
前
に
お
け
る
『
再
生
記
聞
』
の
流
布
を
考
察
す
る
う
え

で
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
文
政
十
一
年
十
二
月
七
日
付
書
簡
で
平
田
篤
真
（
銕
胤
）
が
鈴

木
陸
奥
守
（
重
野
）
・
羽
田
野
常
陸
（
敬
雄
）
・
岩
崎
典
膳
に
対
し
、
「
再
生
紀
聞
ハ
被
成
御

一
覧
候
哉
如
何
」
（
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
二
〇
近
世
６
学
芸
、
五
〇
四
頁
）
と
尋
ね
て
い
る

が
、
読
む
よ
う
に
勧
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
文
政
十
三
年
二
月
十
五
日
付
の
羽
田
野
宛
平

田
銕
胤
書
簡
に
よ
れ
ば
、
「
再
生
紀
聞
差
上
申
候
、
此
本
ハ
大
悪
本
ニ
而
写
し
甚
不
冝
誤
字

も
有
之
候
間
、
其
思
召
ニ
而
可
被
下
候
」
（
田
崎
哲
郎
「
平
田
家
か
ら
羽
田
野
敬
雄
の
書
簡
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を
め
ぐ
っ
て
」
、
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
『
総
合
郷
土
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
二
輯
、

一
八
三
～
二
〇
三
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
平
田
塾
か
ら
羽
田
野
に
送
ら
れ
た
写
本
は

写
し
方
の
よ
く
な
い
「
大
悪
本
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
豊
橋
市
図
書
館
羽
田
八
幡
宮

文
庫
に
は
羽
田
野
が
文
政
十
三
年
三
月
二
十
七
日
に
筆
写
し
た
『
再
生
記
聞
』
が
残
っ
て
い

る
。
奥
書
か
ら
岩
崎
も
『
再
生
記
聞
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
岩
崎
に
よ
れ
ば
、

『
再
生
記
聞
』
は
平
田
塾
で
は
「
門
外
不
出
と
さ
だ
め
て
い
ま
だ
他
見
は
ゆ
る
し
給
ハ
ぬ
書
」

と
さ
れ
て
い
て
、
容
易
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
羽
田
野
が
所
蔵

す
る
こ
と
で
さ
ら
に
そ
れ
を
転
写
し
た
も
の
が
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

新
城
市
教
育
委
員
会
本
や
神
宮
文
庫
本
（
三
本
の
う
ち
二
本
）
は
、
羽
田
野
所
蔵
本
が
転
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
神
宮
文
庫
本
（
三
門
４
５
６
１
号
）
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

正
月
前
川
吉
興
が
「
灯
火
之
夜
」
に
「
旅
宿
」
に
お
い
て
羽
田
八
幡
宮
文
庫
本
を
筆
写
し
、

さ
ら
に
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
二
月
二
十
五
日
に
前
川
本
を
伊
勢
神
宮
（
外
宮
）
の
神
職

で
あ
る
御み

か
な
ぎ巫

清き
よ

直な
お

が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
神
宮
文
庫
本
（
十
一
門
２
０
４
５
号
）

は
、
御
巫
清
直
の
筆
写
し
た
写
本
を
借
り
た
屋
満
久
智
起お

き
な
り業

（
山
口
起
業
）
が
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
十
二
月
十
五
日
に
筆
写
し
た
写
本
で
あ
る
。
近
年
、
木
越
俊
介
「
国
文
学
研

究
資
料
館
蔵
　
平
田
篤
胤
『
再
生
聞
問
』
生
ま
れ
変
わ
り
の
少
年
は
何
を
語
っ
た
の
か
？
」

（
『
広
報
た
ま
ち
い
き
』
令
和
四
年
七
月
号
）
が
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
五
月
十
八
日
に

山
口
起
業
の
写
本
に
よ
っ
て
度
会
某
が
筆
写
し
た
写
本
が
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
の
山
口
起
業
（
皇
大
神
宮
主
典
兼
権
大
講
義
）
撰
の
『
神
判

記
實
』
（
明
治
七
年
刊
）
に
は
、
勝
五
郎
の
再
生
譚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
後
の
山
口
起
業

原
撰
『
口
語
神
判
記
實
』
（
昭
和
十
四
年
一
月
刊
、
神
道
天
行
居
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
は
、
口
語
訳
し
た
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
東
京
大
学
図
書
館
本
は
、
三
河
国
平
田
門
人
竹
尾
高た

か

鞆と
も

（
正
寛
、
文
政
十
年
入
門
）
が
天

保
五
年
（
一
八
三
四
）
七
月
二
日
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
場
所
な
ど
筆
写
の
経
緯
は
明

確
で
は
な
い
が
、
高
鞆
の
父
竹
尾
正ま

さ

鞆と
も

が
三
河
国
か
ら
江
戸
に
出
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と

が
、
『
気
吹
舎
日
記
』
か
ら
わ
か
る
。
高
鞆
が
筆
写
し
た
写
本
か
ら
転
写
本
が
多
数
作
成
さ

れ
て
い
る
。
東
京
大
学
図
書
館
本
→
岩
瀬
文
庫
本
（
同
年
九
月
二
十
二
日
在
慈
堂
写
）
→
刈

谷
市
立
図
書
館
本
（
同
年
一
二
月
四
日
蓬
慮
写
）
の
順
に
転
写
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
岩
瀬

文
庫
本
に
は
、
三
河
の
国
学
者
渡
辺
政
香
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
刈
谷
市
立
図
書
館
本
は
刈

谷
藩
の
国
学
者
村
上
忠た

だ

順ま
さ

の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
蓬
慮
は
忠
順
の
号
で
あ
る
。

　
東
洋
大
学
図
書
館
本
の
う
ち
の
一
本
に
は
、
天
保
六
年
六
月
写
の
奥
書
が
あ
り
、
篤
胤
生

前
に
筆
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
大
の
『
再
生
記
聞
』
は
い
ず
れ
も
哲
学
者
井
上
円
了

の
旧
蔵
書
で
あ
る
。

　
京
都
大
学
図
書
館
本
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
八
月
に
伊
勢
国
桑
名
の
在
住
者
が
転

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
閏
九
月
に
国
許
秋
田
で
篤
胤
が
病
没
し

た
た
め
、
こ
の
京
大
本
は
篤
胤
晩
年
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
篤
胤
生

前
に
は
『
再
生
記
聞
』
の
流
布
は
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
京
大
本
は
、
元
は
明
和

年
間
に
開
業
し
た
名
古
屋
長
島
町
の
貸
本
屋
（
大
野
屋
惣
八
）
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
大
規
模

な
貸
本
屋
で
あ
り
、
『
再
生
記
聞
』
も
広
く
読
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
日
野
市
郷
土
資
料
館
に
は
、
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
三
月
四
日
に
平
田
銕
胤
か

ら
借
り
て
「
稲
之
屋
主
」
が
筆
写
し
た
写

本
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
篤
胤
没
後
の
比

較
的
早
い
段
階
に
筆
写
さ
れ
た
写
本
で
あ

る
。
こ
の
写
本
に
は
巻
末
に
、
中
野
村
と

程
窪
村
を
描
い
た
絵
図
が
追
加
さ
れ
て
い

て
興
味
深
い
。
（
図
15
）

　
同
館
に
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

に
甲
斐
国
巨
摩
郡
の
金
丸
山
大
神
の
神
官

内
藤
青
丘
が
、
友
人
田
中
年
胤
（
平
田
門

人
、
天
保
十
二
年
正
月
十
日
入
門
）
の
所

蔵
本
を
借
り
て
筆
写
し
た
転
写
本
も
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
田
中
は
、
篤
胤
晩
年
の
門
人
で
あ
り
甲
斐
国
の
平
田
門
人
グ
ル
ー
プ
の
中
心

的
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
甲
斐
国
の
入
門
者
の
う
ち
十
人
ほ
ど
を
紹
介
す
る
役
割
を
果
た
し

た
。
篤
胤
著
『
玉
襷
』
巻
八
の
校
合
者
三
人
の
う
ち
の
一
人
で
も
あ
る
。
田
中
は
「
平
田
篤

胤
大
人
著
御
国
学
書
類
取
次
所
」
（
安
政
三
年
九
月
二
十
三
日
付
平
田
銕
胤
宛
田
中
年
胤
書

簡
、
平
田
篤
胤
関
係
資
料
三
―
一
六
―
九
三
―
一
二
）
の
設
置
を
願
い
出
る
な
ど
、
平
田
塾

の
書
籍
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
さ
ら
に
、
「
誠
語
れ
ハ
聞
人
の
な
き
世
の
中
な

か
ら
我
嚆
矢
と
相
成
候
積
り
ニ
御
座
候
」
（
安
政
五
年
七
月
十
六
日
付
平
田
銕
胤
宛
田
中
年

胤
書
簡
、
平
田
篤
胤
関
係
資
料
三
―
一
九
―
二
―
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
田
中
は

図15 『再生記聞』全（弘化4年 日野市郷土資料館寄託）に
添付された絵図

「稲之屋主」が、「武蔵國輿地全図」「東都近郊全図」を参考に
作成した。
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平
田
国
学
の
拡
大
に
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
（
24
頁
表
参
照
）

　
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
本
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
四
月
の
写
本
で
あ
る
。
奥
書

に
よ
れ
ば
、
篤
胤
か
ら
小
谷
田
勝
五
郎
の
と
こ
ろ
に
贈
っ
た
写
本
を
、
勝
五
郎
の
妹
か
ら
借

り
て
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
題
が
な
か
っ
た
た
め
、
『
小
谷
田
異
童
伝
』
と
い
う
書
名

を
付
け
た
と
い
う
。
勝
五
郎
の
と
こ
ろ
に
『
再
生
記
聞
』
が
送
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、

こ
の
写
本
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
調
査
報
告
⑨
）

　
静
嘉
堂
文
庫
本
の
一
本
は
、
色
川
三
中
旧
蔵
の
『
再
生
記
聞
』
で
あ
る
。
平
田
塾
が
正
式

に
つ
く
っ
て
有
料
で
頒
布
し
た
清
書
本
の
原
物
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
貴

重
な
一
本
と
い
え
る
。
土
浦
の
色
川
三
中
は
平
田
門
人
で
は
な
い
が
、
『
再
生
記
聞
』
を
入

手
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
入
手
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
静
嘉
堂
文
庫
の
も
う
一
本

は
、
田
中
頼
庸
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
田
中
は
薩
摩
藩
出
身
の
国
学
者
で
あ
る
。
神
祇
省
に
入

り
、
大
教
正
・
伊
勢
神
宮
大
宮
司
・
神
道
神
宮
教
管
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
青
森
県
立
図
書
館
本
は
、
津
軽
平
田
門
人
（
安
政
四
年
六
月
十
一
日
入
門
）
で
富
商
の
今

村
真
胤
（
大
津
屋
要
太
郎
）
が
平
田
銕
胤
か
ら
送
ら
れ
た
『
再
生
記
聞
』
を
安
政
四
年
（
一

八
五
七
）
五
月
二
日
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
銕
胤
か
ら
送
ら
れ
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
い
う
。

　
無
窮
会
専
門
図
書
館
本
は
、
平
田
門
人
（
文
久
元
年
十
二
月
十
七
日
入
門
）
で
あ
っ
た
井

上
頼
国
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
本
は
、
印
記
か
ら
「
福
山
国
史
寮
」
の
旧
蔵

書
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
写
本
は
多
数
あ
り
、

同
書
が
か
な
り
広
範
囲
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
人
々
の
関
心
の
高

さ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
今
後
も
新
た
な
写
本
が
発
見
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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四
　
江
戸
の
文
人
た
ち
と
勝
五
郎

　
文
化
文
政
期
は
、
文
人
た
ち
が
不
思
議
な
話
や
珍
し
い
事
物
、
怪
奇
現
象
な
ど
に
こ
ぞ
っ

て
興
味
を
示
し
た
時
代
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
世
の
中
に
あ
っ
て
、
池
田
冠
山
の
『
勝
五
郎

再
生
前
生
話
』
、
平
田
篤
胤
の
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
は
多
く
の
文
人
た
ち
の
耳
目
を
集
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
文
人
た
ち
の
多
く
の
書
物
に
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
が
記
録
さ

れ
、
冠
山
・
篤
胤
が
ま
と
め
た
も
の
以
外
の
情
報
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介

す
る
。

◆
　
『
甲か

っ

子し

夜や

話わ

』
巻
二
七
（
文
政
六
年
四
月
十
二
日
）
　
冠
山
の
友
人
で
も
あ
っ
た
肥
前
平

戸
藩
元
藩
主
で
文
人
と
し
て
も
有
名
な
松ま

つ

浦ら

静
山
の
随
筆
集
。
多
門
傳
八
郎
の
届
書
な
ど
の

ほ
か
冠
山
の
『
勝
五
郎
再
生
前
生
話
』
も
収
録
し
て
い
る
。
静
山
は
、
勝
五
郎
に
つ
い
て
、

百
姓
の
倅
に
似
合
わ
ず
行
儀
が
良
い
、
手
先
が
器
用
で
籠
細
工
が
上
手
、
少
食
で
魚
類
を
食

べ
な
い
と
記
し
、
隣
人
の
荻
野
梅ば

い

塢う

宅
に
や
っ
て
き
た
勝
五
郎
の
風
貌
を
家
人
に
見
さ
せ
、

「
髪
は
け
し
坊
主
に
て
、
毛
赤
く
、
面
長
く
、
痩
せ
た
る
方
に
て
、
色
黒
く
之
れ
有
り
候
得

共
、
容
儀
も
見
苦
し
か
ら
ず
、
伶
俐
の
小
児
と
見
請
け
申
し
候
（
以
下
略
）
」
と
記
し
て
い

る
。
（
資
料
８
）
（
論
考
２
）

◆
　
『
睡す

い

余よ

操そ
う

觚こ

』
　
調
査
報
告
⑩
参
照
（
資
料
11
）

◆
　
『
桑そ

う

都と

日に
っ

記き

』
続
編
巻
七
　
八
王
子
千
人
同
心
組
頭
塩
野
適
斎
の
著
作
。
「
文
政
五
年
壬

午
の
冬
十
一
月
、
柚
木
領
中
野
村
の
百
姓
源
蔵
の
子
、
勝
五
郎
、
九
歳
に
し
て
前
生
の
事

を
語
る
（
略
）
」
と
あ
り
、
程
久
保
へ
行
っ
た
の
は
両
親
と
勝
五
郎
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
同
様
の
中
国
の
例
を
引
き
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
偽
り
と
思
わ
な
い
ほ
う
が
良

い
と
し
て
い
る
。
（
資
料
14
）

◆
　
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
多
摩
郡
之
部
巻
六
柚
木
領
　
八
王
子
千
人
同
心
組
頭
植う

え

田だ

孟も
う

縉し
ん

が

著
わ
し
た
地
誌
。
序
文
は
冠
山
が
書
い
て
い
る
。
「
前
生
覚
知
の
小
童
」
と
題
し
て
記
述
、

程
久
保
村
へ
行
っ
た
の
は
高
幡
不
動
参
詣
途
中
の
母
と
一
緒
と
さ
れ
て
い
る
。
勝
五
郎
の
生

ま
れ
変
わ
り
の
話
が
近
隣
だ
け
で
な
く
江
戸
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
『
桑

都
日
記
』
と
あ
わ
せ
て
、
地
元
で
聞
い
た
噂
を
記
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
点
が
貴
重
で

あ
る
。
（
資
料
13
）

◆
　
『
藤
岡
屋
日
記
』
（
文
政
七
年
七
月
二
十
八
日
）

　
神
田
御
成
道
（
千
代
田
区

　
秋
葉
原

付
近
）
で
露
天
の
古
本
業
を
営
み
な
が
ら
、
様
々
な
情
報
の
売
買
を
以
っ
て
稼
業
と
し
て
い

た
須
藤
（
藤
岡
屋
）
由
蔵
の
日
記
。
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
要
約
を
記
し
な
が
ら
、
両
親

兄
弟
の
い
る
と
こ
ろ
で
父
源
蔵
か
ら
聞
い
た
話
を
掲
載
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
自
身
で
中
野

村
の
源
蔵
宅
を
訪
ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
は
、
情
報
屋
の
藤

岡
屋
が
現
地
調
査
を
す
る
に
足
る
値
打
ち
の
情
報
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
日
記
に

よ
れ
ば
、
藤
蔵
の
墓
は
、
道
も
遠
く
途
中
に
荒
れ
た
畑
山
も
あ
る
の
で
、
父
親
の
埋
め
ら
れ

た
墓
で
は
な
く
、
家
の
裏
山
に
新
た
に
墓
所
を
掘
っ
て
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
、
他
に
は
ど
こ

に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
藤
岡
屋
が
、
本
当
に
源
蔵
宅
で
聞
き
取
り

調
査
を
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
か
な
り
信
憑
性
の
高
い
情
報
と
な
る
が
、
真
偽
は
確
か
め

よ
う
が
な
い
。
藤
蔵
宅
の
裏
山
は
現
存
し
て
い
る
が
、
高
幡
不
動
尊
に
移
転
す
る
前
の
藤
蔵

の
墓
石
は
、
父
親
と
同
じ
、
同
家
の
畑
の
あ
る
向
か
い
の
山
の
墓
地
に
あ
っ
た
。
（
資
料
10
）

◆ 

『
山
海
里
』
　
京
都
の
大
行
寺
（
浄
土
真
宗
　
京
都
市
下
京
区
）
の
僧
信
曉
の
著
わ
し
た

仏
教
説
話
集
。
文
政
五
年
か
ら
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
勝
五

郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
は
文
政
八
年
の
項
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
露
姫
の
『
応
化
菩
薩
辞
世
之

事
』
も
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
だ
け
で
な
く
都
に
お
い
て
も
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
話

題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
資
料
12
）

◆
　
『
視み

聴き
き

草ぐ
さ

』
二
集
七
　
江
戸
末
期
の
旗
本
宮
崎
成
身
が
、
文
政
十
三
年
よ
り
三
十
年
以

上
に
わ
た
っ
て
手
元
に
あ
る
資
料
を
自
ら
の
著
述
と
と
も
に
編
さ
ん
し
た
雑
録
。
「
幼
女
遺

筆
」
と
し
て
露
姫
の
遺
墨
の
刷
り
物
が
綴
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
「
小
児
前
生
話
」
と
し
て
、

冠
山
の
『
勝
五
郎
再
生
前
生
話
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
資
料
９
）

◆
　
『
神
判
記
實
』
皇
大
神
宮
主
典
兼
権
大
講
義
の
山
口
起
業
撰
の
神
意
霊
験
実
話
集
。
明

治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
出
版
さ
れ
た
。
五
巻
之
上
に
、
「
武
蔵
国
多
摩
郡
な
る
藤
蔵
が
再

生
し
て
六
と
せ
幽
冥
に
あ
り
た
る
よ
し
を
語
れ
る
話
」
が
あ
る
。
（
資
料
16
）

◆
　
『
藁

わ
ら
く
ぐ
つ裹

』
時
宗
の
僧
侶
で
あ
り
国
学
者
で
あ
っ
た
春
登
上
人
の
随
筆
集
（
写
本
六
冊
武

蔵
総
社
文
庫
蔵
）
。
こ
の
中
に
「
児
、
前
世
を
知
る
」
と
し
て
、
勝
五
郎
の
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
（
猿
渡
盛
厚
『
武
蔵
府
中
物
語
』
下
）
。
春
登
上
人
は
、
当
時
武
州
関
戸
（
多
摩
市
）

延
命
寺
の
住
職
だ
っ
た
。
『
小
谷
田
異
童
傳
』
（
調
査
報
告
⑨
）
に
は
、
「
春
登
筆
記
」
と
の

異
同
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
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（
調
査
報
告
⑩
）

　
斎
藤
月げ

っ

岑し
ん

（
幸
成
）
と
池
田
冠
山
と
の
交
流

大
河
内

　
祥
行

　

　
斎
藤
月
岑
（
一
八
〇
四
─
一
八
七
八
）
は
江
戸
時
代
後
期
、
江
戸
神
田
雉
子
町
（
東
京
都

千
代
田
区
）
に
住
ん
で
い
た
草
創
名
主
で
あ
る
。

　
父
の
没
後
、
十
五
歳
で
町
名
主
職
を
世
襲
、
元
服
し
て
幸
成
と
名
乗
っ
た
。
銀
町
の
日
尾

荊
山
の
私
塾
至
誠
堂
に
入
門
し
て
漢
学
を
修
め
、
上
田
八
蔵
（
兼
憲
）
に
国
学
を
、
谷
口
月

窓
に
絵
を
学
ん
だ
。

　
彼
は
日
常
の
公
務
を
遂
行
し
た
ほ
か
に
、
祖
父
幸
雄
以
来
の
事
業
で
あ
っ
た
『
江
戸
名
所

図
会
』
の
稿
本
を
補
正
し
、
全
二
十
巻
を
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
と
同
七
年
に
刊
行
し

た
。
ま
た
、
こ
の
書
に
関
連
し
た
『
東
都
歳
事
記
』
五
巻
も
天
保
九
年
に
刊
行
。
こ
の
ほ
か

『
武
江
年
表
正
編
』
十
巻
・
続
編
四
巻
、
『
正
曲
類
纂
』
六
巻
、
『
百
戯
述
略
』
十
巻
、
『
恐
惶

記
事
』
五
十
巻
、
『
睡す

い

余よ

操そ
う

觚こ

』
二
十
四
巻
、
『
松
濤
軒
雑
纂
』
四
巻
、
『
翟
巣
漫
筆
』
七
十

五
巻
、
『
類
聚
撰
要
』
八
十
五
巻
な
ど
、
今
日
も
な
お
有
益
な
名
著
を
残
し
た
。
さ
ら
に
月

岑
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
ま
で
の
詳
細
な
日
記
を
残

し
て
い
る
。

　
池
田
冠
山
は
武
士
で
あ
り
、
年
齢
も
月
岑
よ
り
三
十
七
歳
年
長
で
あ
っ
た
が
、
互
い
に
尊

敬
し
、
親
し
く
交
際
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
月
岑
の
日
記
に
見
え
る
最
晩
年
の
冠

山
と
の
交
流
を
紹
介
す
る
。

○
　
天
保
元
年
十
二
月
二
十
七
日
　
「
（
鉄
砲
洲
）
十
軒
町
松
平
縫
殿
助
（
頭
）
様
御
長

屋
出
火
、
少
々
」

　
（
冠
山
と
の
交
流
を
示
す
最
初
の
記
事
）

　
さ
ら
に
日
記
を
読
み
進
め
る
と
、
天
保
四
年
か
ら
交
際
が
頻
繁
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
○
　
天
保
四
年
一
月
二
十
七
日
冠
山
邸
へ
年
始
に
行
き
、
菓
子
折
を
差
し
上
げ
る
。

○
　
二
月
三
十
日
　
冠
山
様
が
御
家
来
衆
二
人
を
連
れ
お
出
で
に
な
っ
た
。

○
　
三
月
十
七
日
朝
、
淺
草
寺
三
社
権
現
祭
礼
を
見
に
行
き
、
境
内
の
梅
園
院
に
て
冠

山
様
に
お
目
に
掛
か
っ
た
。
待
乳
山
（
聖
天
宮
）
も
参
詣
し
た
。

○
　
四
月
十
五
日

　
羅
漢
堂
か
ら
観
音
像
を
三
市
（
サ
ザ
イ
）
堂
へ
移
し
入
仏
供
養
を

す
る
の
で
、
お
参
り
す
る
た
め
羅
漢
寺
に
行
き
、
冠
山
様
に
お
会
い
し
た
。

○
　
四
月
十
七
日
淺
草
寺
に
行
き
、
三
社
御
相
殿
を
拝
み
、
梅
園
院
に
て
冠
山
様
に
お

会
い
し
た
。
待
乳
山
（
聖
天
宮
）
に
も
参
詣
。

○
　
五
月
四
日
　
小
奈
木
川
（
小
名
木
川
）
の
因
幡
若
桜
藩
下
屋
敷
に
冠
山
様
を
訪

ね
、
大
工
平
次
郎
よ
り
到
来
し
た
肴
を
持
参
し
た
。

○
　
五
月
十
七
日
　
淺
草
観
音
参
詣
。
梅
園
院
へ
寄
る
と
冠
山
様
が
お
出
で
に
な
っ

た
。
後
、
真
土
山
（
待
乳
山
聖
天
宮
）
へ
参
っ
た
。

○
　
六
月
二
日
　
小
名
木
川
の
若
桜
藩
下
屋
敷
に
冠
山
様
を
訪
ね
た
。
そ
こ
で
蜷
川
越

中
侯
に
お
目
に
掛
か
っ
た
。

○
　
七
月
十
九
日
　
小
名
木
川
の
冠
山
様
下
屋
敷
へ
お
悔
や
み
に
行
っ
た
。
冠
山
様
七

月
九
日
ご
逝
去
の
由
。
お
部
屋
付
き
の
お
さ
よ
様
に
逢
い
お
話
を
伺
っ
た
。

○
　
七
月
二
十
七
日
　
松
平
冠
山
様
御
葬
式
。

○
　
七
月
二
十
九
日
　
今
日
か
ら
三
夜
の
間
、
本
所
牛
島
の
弘
福
寺
に
て
松
平
冠
山
様

の
御
法
事
が
執
り
行
わ
れ
る
由
。

○
　
七
月
三
十
日
　
弘
福
寺
松
平
長
門
守
様
御
隠
居
冠
山
様
御
廟
を
お
参
り
し
た
。

　
冠
山
邸
に
参
上
し
た
り
、
淺
草
寺
で
談
笑
し
た
り
と
、
冠
山
逝
去
前
の
約
半
年
の
交
遊
で

あ
っ
た
。

　
月
岑
日
記
を
見
る
と
、
町
名
主
と
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
時
々
南
北
い
ず
れ
か
の
奉

行
所
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
出
か
け
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
入
手
し
た
と

思
わ
れ
る
奉
行
所
の
取
り
調
べ
記
録
を
、
『
睡
余
操
觚
』
（
十
五
）
に
、
文
政
六
年
（
一
八
二

三
）
四
月
の
記
事
と
し
て
書
き
留
め
た
。
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
。
（
資
料
11
）

　
そ
こ
に
は
、
多
門
傳
八
郎
の
届
書
き
の
他
、
月
岑
が
聞
い
た
風
聞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
、
『
甲
子
夜
話
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
勝
五
郎
が
あ
の
世
で
あ
っ
た
の
は
、
老
人

と
地
蔵
と
あ
り
、
冠
山
が
勝
五
郎
の
こ
と
を
様
付
け
で
呼
び
、
自
宅
へ
も
駕
籠
で
送
迎
し
た

と
あ
る
。
勝
五
郎
親
子
は
、
江
戸
で
冠
山
の
屋
敷
へ
も
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
月
岑
自
身

は
、
冠
山
の
こ
の
様
子
を
、
「
何
故
に
候
や
未
だ
分
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。

　
冠
山
と
月
岑
の
交
流
が
い
つ
か
ら
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
勝
五
郎
の
一
件
が
き

っ
か
け
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
淺
草
寺
は
、
露
姫
が
繁
く
参
詣
し
た
寺
院
で
あ
り
、
玉

露
童
女
追
悼
集
全
三
十
巻
（
う
ち
一
巻
行
方
不
明
）
と
玉
露
童
女
の
木
像
が
奉
納
さ
れ
て
い

る
。
冠
山
に
淺
草
寺
で
度
々
逢
っ
て
い
た
月
岑
は
、
冠
山
か
ら
直
接
露
姫
の
こ
と
や
勝
五
郎

の
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
な
ど
を
聞
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
論
考
２
）

　
勝
五
郎
の
転
生
譚
と
江
戸
の
知
識
人

　
─
前
世
語
り
か
ら
転
生
譚
へ
─

今
井

　
秀
和

　

一
　
勝
五
郎
の
前
世
語
り

　
前
世
の
記
憶
を
持
つ
と
い
う
少
年
、
小
谷
田
勝
五
郎
の
噂
は
、
発
生
源
で
あ
る
武
蔵
国
を

飛
び
越
え
て
、
江
戸
に
集
ま
る
知
識
人
た
ち
の
間
で
も
話
題
に
な
っ
た
。

　
「
勝
五
郎
の
転
生
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
勝
五
郎
の
前
世
語
り
に
一
応
の
信
を
置
く

こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
勝
五
郎
の
前
世
語
り
を
周
囲
全
て
が
虚

言
と
判
断
し
て
い
た
な
ら
ば
、
転
生
と
い
う
話
題
は
生
じ
得
な
い
。
実
際
、
勝
五
郎
の
姉
は

彼
の
話
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
勝
五
郎
を
可
愛
が
っ
て
い
た
祖
母
の
介
在
に
よ

っ
て
、
「
勝
五
郎
の
前
世
語
り
」
は
「
勝
五
郎
の
転
生
」
譚
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
き

っ
か
け
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
民
俗
学
に
お
け
る
説
話
の
分
類
方
法
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
勝
五
郎
の
前
世
語
り
や
、
彼

を
と
り
ま
く
人
々
が
交
わ
し
て
い
た
転
生
譚
は
、
「
世
間
話
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
に
入
る
。

特
定
の
土
地
の
遠
い
過
去
を
語
る
「
伝
説
」
と
も
違
い
、
ま
た
、
現
実
の
時
空
間
と
は
異
な

る
場
で
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
物
語
で
あ
る
「
昔
話
」
と
も
違
い
、
「
世
間
話
」
は
、
こ
れ

を
語
る
人
々
の
身
近
な
時
空
間
で
、
一
応
は
実
際
に
起
き
た
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
勝
五
郎
の
前
世
語
り
お
よ
び
、
そ
れ
に
基
い
て
人
々
が
仲
介
し
て
い
た
噂

話
は
、
民
俗
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
世
間
話
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
江
戸
期
に
は
、
一
応
の
事
実
と
し
て
、
仏
教
説
話
に
由
来
す
る
転
生
譚
が
広
く
語
ら
れ
、

あ
る
程
度
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
な
ど
の
芝
居
、
草
紙
類
や
読
本
な

ど
の
文
芸
作
品
と
い
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
、
転
生
は
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
転
生
は
、
虚
実
の
あ
わ
い
を
漂
う
話
題
と
し
て
、
広

く
巷
間
に
知
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
勝
五
郎
の
語
っ
た
前
世
の
話
は
、
江
戸
の
当
時
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
情

報
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
世
間
話
は
、
嘘
と
し
て
処
理
さ
れ
た
の

か
、
真
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
虚
実
入
り
混
じ
っ
た
風
説
と
し
て
こ

そ
、
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
結
論
か
ら
述
べ
て
し
ま
え
ば
、
人
に
よ
っ
て
、
勝
五
郎
を
め
ぐ
る
世
間
話
の
受
け
取
り
方

は
様
々
で
あ
っ
た
。
現
在
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
は
、
勝
五
郎
と
直
接
・
間
接
に
関
わ
っ
た

個
々
の
知
識
人
に
よ
っ
て
、
勝
五
郎
に
よ
る
前
世
語
り
の
受
け
取
り
方
が
大
い
に
異
な
っ
て

い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
広
く
日
本
人
の
「
死
と
再
生
」
へ
の
視
線
を
踏
ま

え
た
上
で
、
江
戸
期
の
知
識
人
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
五
郎
の
前
世
語
り
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
た
の
か
、
そ
の
差
異
を
確
認
し
て
い
き
た
い
一

。

　
ま
た
、
現
代
を
生
き
る
我
々
は
、
江
戸
期
の
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
生
じ
た
勝
五
郎

の
転
生
譚
に
な
ぜ
興
味
を
ひ
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
古
今
東
西
の
転
生
譚
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

二
　
江
戸
の
怪
異
怪
談

　
本
論
に
入
る
前
に
、
筆
者
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
筆
者
の
専
門
と
す
る
研
究
領

域
は
江
戸
期
か
ら
近
現
代
に
か
け
て
の
怪
異
・
妖
怪
文
化
で
あ
る
。
当
然
、
研
究
対
象
に
は

霊
魂
や
転
生
と
い
っ
た
、
死
後
の
人
間
を
め
ぐ
る
問
題
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
個
人

と
し
て
は
、
霊
魂
の
存
在
に
信
を
置
い
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
転
生
も
現
実
的
に
は
有

り
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
人
間
の
死
後
、
そ
の
意
識
が
存
続
す
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
霊
魂
の
存
在
を
信
じ
て
い
な
い
筆
者
の
よ
う
な
者
で
も
、
身
近
な
人
間
が
死

ね
ば
供
養
を
行
な
い
、
法
要
ご
と
に
故
人
を
想
い
、
あ
る
意
味
で
死
者
と
の
対
話
を
繰
り
返

し
な
が
ら
生
を
送
っ
て
い
る
。
霊
魂
の
存
在
を
信
じ
て
い
な
い
の
に
、
す
で
に
存
在
し
な
い

死
者
と
の
対
話
を
繰
り
返
し
つ
つ
生
き
て
い
る
と
い
う
の
は
、
厳
密
に
考
え
れ
ば
二
律
背
反

の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
個
人
と
し
て
は
こ
の
矛
盾
を
否
定
的
に
捉
え
る
こ
と
な
く
生
活
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
実
在
し
な
い
（
あ
る
い
は
仮
に
実
在
し
た
と
し
て
も
到
底
、
証
明
不
可

能
な
）
死
後
の
意
識
の
行
方
に
対
し
て
、
時
代
ご
と
、
個
人
ご
と
に
筆
者
自
身
を
含
む
日
本

人
が
い
か
な
る
態
度
を
も
っ
て
関
わ
っ
て
来
た
の
か
、
と
い
う
点
が
興
味
の
中
核
に
あ
る
。

本
稿
も
、
そ
う
し
た
立
場
か
ら
記
す
も
の
で
あ
る
。

　
ご
く
大
雑
把
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
江
戸
期
は
、
そ
れ
ま
で
の
時
代
に
比
べ
て
比
較
的
、

政
情
の
安
定
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
は
、
日
々
の
生
活
を
「
憂
き
世
」

転
じ
て
「
浮
世
」
と
捉
え
る
、
あ
る
意
味
で
刹
那
主
義
的
な
、
あ
る
意
味
で
享
楽
的
な
人
々

を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
裏
を
返
せ
ば
そ
れ
は
、
い
つ
パ
ッ
ク
リ
と
開
く
や
と
も

知
れ
ぬ
、
足
元
に
あ
る
「
地
獄
の
釜
の
蓋
」
を
意
識
し
て
の
ド
ラ
イ
な
現
実
認
識
で
も
あ
っ
た
。
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世
情
が
安
定
し
て
い
る
時
こ
そ
、
人
は
様
々
な
不
安
に
よ
く
気
が
付
き
、
そ
れ
ら
を
抱
え

込
ん
で
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
時
勢
と
も
関
係
し
て
か
、
日
本
に
お
い
て
怪
談
が

隆
盛
を
迎
え
た
の
は
江
戸
期
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
百
物
語
な
ど
、
実
際
に
怪
談
を
語
る
会

も
た
び
た
び
催
さ
れ
て
い
た
。
百
本
の
燈
心
に
火
を
つ
け
、
ひ
と
つ
怪
談
を
語
る
ご
と
に

一
本
ず
つ
火
を
消
し
て
い
く
。
最
後
の
火
が
消
さ
れ
た
時
、
そ
の
場
に
本
当
の
怪
異
が
訪
れ

る
…
…
と
い
う
の
が
、
百
物
語
で
あ
る
。
本
来
は
、
西
洋
の
降
霊
術
に
も
似
た
「
怪
異
の
招

来
」
と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
遊
戯
的
な
側
面
を
強
め
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
百
物
語
は
出
版
メ
デ
ィ
ア
へ
と
そ
の
舞
台
を
移
し
、
読
み

物
と
し
て
の
怪
談
集
が
人
気
を
博
す
よ
う
に
な
る
。

　
国
文
学
者
の
太た

刀ち

川か
わ

清
は
、
近
世
（
江
戸
期
）
の
怪
異
小
説
を
、
百
物
語
系
と
伽
婢
子
系

に
大
別
し
た
。
前
者
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
流
れ
で
出
版
さ
れ
た
、
数
多
く
の
百
物
語
本

を
指
す
。
後
者
は
、
僧
の
浅
井
了
意
に
よ
る
怪
談
集
『
伽お

と
ぎ
ぼ
う
こ

婢
子
』
に
端
を
発
す
る
怪
談
集
の

系
譜
で
あ
る
。

　
了
意
は
、
怪
談
を
多
く
含
む
仏
教
説
話
集
『
因
果
物
語
』
の
平
仮
名
本
の
編
者
だ
と
も
考

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
『
因
果
物
語
』
は
、
別
の
僧
、
鈴
木
正し

ょ
う
さ
ん三

が
巷
間
で

聞
き
集
め
た
世
間
話
を
集
積
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
正
三
の
没
後
、
遺
稿
に
か
な
り
の
手
が

加
え
ら
れ
た
上
、
無
断
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
た
正
三
の
弟
子
た
ち
は
、
師
の
遺

志
を
汲
ん
だ
片
仮
名
本
の
『
因
果
物
語
』
を
刊
行
し
た
。

　
ま
た
、
仏
教
唱
導
の
現
場
に
お
い
て
は
、
祐
天
上
人
に
よ
る
、
怨
霊
「
累

か
さ
ね

」
の
済
度
な

ど
、
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
と
し
て
の
高
僧
譚
が
語
ら
れ
て
も
い
た
。
日
本
に
お
け
る
怪
談

は
、
僧
の
介
在
に
よ
っ
て
広
く
流
通
し
た
側
面
を
持
つ
の
で
あ
る
。
僧
は
、
葬
儀
や
法
要
の

執
行
者
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
死
を
め
ぐ
る
説
話
の
管
理
者
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
た

だ
し
、
江
戸
後
期
の
怪
談
は
次
第
に
僧
の
手
を
離
れ
て
、
広
く
巷
間
に
放
た
れ
て
い
く
こ
と

に
も
な
る
。

三
　「
死
と
再
生
」
の
想
像
力

　
個
人
の
死
後
、
そ
の
意
識
は
ど
う
な
る
の
か
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
現

代
人
に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
。
己
の
自
我
は
死
と
と
も
に
雲
散
霧
消
し
て
し
ま

う
の
か
、
死
ん
だ
人
に
は
も
う
二
度
と
会
え
な
い
の
か
…
…
。
こ
う
い
っ
た
問
い
は
、
普
遍

的
な
も
の
と
し
て
我
々
人
間
の
心
の
一
定
部
分
を
占
め
て
い
る
。
死
に
よ
っ
て
個
人
の
意
識

は
消
滅
す
る
、
と
い
う
最
も
シ
ン
プ
ル
か
つ
合
理
的
な
解
釈
が
存
在
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
く
の
人
間
は
そ
う
で
は
な
い
可
能
性
を
求
め
続
け
、
様
々
な
か
た
ち
で
想
像
力
を
働
か
せ

て
き
た
。

　
た
と
え
ば
、
地
獄
や
極
楽
と
い
う
「
あ
の
世
」
は
、
僧
に
よ
る
仏
教
唱
導
と
も
あ
い
ま
っ

て
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
想
像
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
民
間
信
仰
に
お

い
て
は
、
死
者
の
霊
魂
は
必
ず
し
も
あ
の
世
へ
行
く
わ
け
で
は
な
く
、
現
世
に
留
ま
る
こ
と

も
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
死
者
の
霊
魂
が
あ
の
世
か
ら
現
世
へ
彷
徨
い
出
て
く
る
、
ま
た

は
、
そ
れ
を
呼
び
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
考
え
も
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
死
者
の
蘇
生
や
、
妖
怪
な
ど
に
よ
る
死
体
の
乗
っ
取
り
も
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
死
体
の
上

に
刃
物
を
置
く
な
ど
、
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
の
呪
的
な
行
為
も
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

土
地
に
よ
り
、
今
で
も
こ
う
し
た
風
習
は
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
近
代
か
ら
続
く

日
本
人
の
信
仰
を
全
体
的
に
眺
め
て
み
る
と
、
霊
魂
は
実
に
様
々
な
場
所
に
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
国
学
者
の
平
田
篤
胤
が
勝
五
郎
や
仙
童
寅
吉
と
い
っ
た
少

年
た
ち
へ
の
取
材
を
通
し
て
追
い
求
め
て
い
た
幽
冥
界
も
、
「
あ
の
世
」
の
ひ
と
つ
の
か
た

ち
で
は
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
、
死
を
め
ぐ
る
様
々
な
想
像
力
の
発
露
の
中
に
、
転
生
が
あ
る
。
日
本
の
民
間

信
仰
に
お
け
る
転
生
譚
は
、
大
陸
渡
来
の
仏
教
に
お
け
る
「
輪り

ん

廻ね

転て
ん
し
ょ
う生

」
思
想
の
影
響
下
に

あ
る
。
た
だ
し
、
転
生
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
味
は
広
い
。
以
下
、
簡
単
に
そ
の
側
面
を
整

理
し
て
お
こ
う
。
勝
五
郎
の
前
世
語
り
は
、
単
体
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
前

後
の
文
化
的
背
景
を
も
含
め
た
上
で
分
析
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
大
陸
渡
来
の
仏
教
経
典
に
は
仏
陀
の
前
生
譚
（
ジ
ャ
ー
タ
カ
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま

た
、
女
性
と
し
て
こ
の
世
に
生
を
う
け
た
人
物
が
男
性
に
転
生
す
る
、
あ
る
い
は
生
き
な
が

ら
に
し
て
変
化
す
る
説
話
（
変

へ
ん
じ
ょ
う成

男な
ん

子し

）
も
多
く
収
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
仏
教
説
話
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
日
本
の
古
典
文
芸
に
お
い
て
も
転
生
を
め

ぐ
る
話
題
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
た
だ
し
、
ひ
と
く
ち
に
転
生
譚
と
言
っ
て
も
、
実
に

様
々
な
側
面
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
貴
な
人
物
が
艱
難
辛
苦
の
流
浪
の
果
て
に
神
仏
へ
転

生
を
遂
げ
る
（
貴
種
流
離
譚
）
と
い
っ
た
、
寺
社
縁
起
な
ど
に
お
け
る
本ほ

ん

地じ

物も
の

の
類
も
あ
れ

ば
、
仏
教
説
話
集
に
お
け
る
動
物
か
ら
人
へ
の
転
生
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
な
ど
も
あ
る
。
江

戸
期
に
絞
っ
て
言
え
ば
、
犬
が
飼
い
主
の
夢
枕
に
立
っ
て
、
前
世
に
人
で
あ
っ
た
時
の
罪
業

を
語
る
、
と
い
う
か
た
ち
の
説
話
が
非
常
に
広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
二

。
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こ
う
し
た
、
一
応
の
「
事
実
」
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
説
話
と
、
お
そ
ら
く
は
相
互
影

響
す
る
か
た
ち
で
、
国
内
外
の
文
芸
で
も
多
く
の
転
生
譚
が
作
ら
れ
て
き
た
。
中
国
の
小
説

で
例
を
あ
げ
れ
ば
、
清
代
の
曹
雪
芹
『
紅
楼
夢
』
の
前
半
部
で
は
、
天
上
界
の
番
人
や
花
の

精
、
仙
女
た
ち
が
下
界
に
下
っ
て
人
間
に
転
生
す
る
と
こ
ろ
か
ら
話
が
展
開
す
る
。
同
じ
く

清
代
の
李
汝
珍
『
鏡
花
縁
』
も
、
百
名
の
花
の
精
（
仙
女
）
た
ち
が
人
間
の
女
性
に
転
生
し

て
世
界
を
巡
る
と
い
う
構
図
を
持
っ
た
物
語
で
あ
る
。

　
前
近
代
に
お
け
る
転
生
譚
は
、
神
か
ら
人
へ
（
あ
る
い
は
そ
の
逆
）
、
動
物
か
ら
人
へ

（
あ
る
い
は
そ
の
逆
）
、
人
か
ら
人
へ
、
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
に
大
別
で
き
る
。
ひ
と
く
ち
に

転
生
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
色
々
な
か
た
ち
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
　
近
代
以
降
の
転
生
譚

　
イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
の
大
陸
渡
り
の
仏
典
や
説
話
集
、
文
芸
な
ど
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、

前
近
代
の
日
本
の
転
生
譚
は
育
ま
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
西
洋
で
発
展
し
た
哲
学
・
科
学
・

文
学
の
洗
礼
を
受
け
た
近
代
以
降
の
日
本
の
小
説
で
も
、
た
び
た
び
転
生
が
題
材
と
な
っ
て

き
た
。

　
た
と
え
ば
短
編
小
説
で
は
、
人
間
の
夫
婦
が
動
物
に
転
生
す
る
悲
喜
劇
を
描
い
た
志
賀
直

哉
の
「
転
生
」
が
あ
る
。
長
編
で
は
、
平
安
期
の
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
輪
廻
転

生
を
踏
ま
え
た
上
で
書
か
れ
た
三
島
由
紀
夫
『
豊
饒
の
海
』
が
有
名
で
あ
り
、
同
作
で
は
登

場
人
物
の
転
生
が
大
き
な
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
勝
五
郎
の
転
生
」
を
書
い
た
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
に
は
、

同
じ
く
転
生
を
扱
っ
た
「
伊
藤
則
資
の
は
な
し
」
や
「
お
貞
の
は
な
し
」
も
あ
り
、
八
雲
が

示
し
て
い
た
転
生
へ
の
興
味
が
窺
え
よ
う
。
近
代
以
降
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
転
生
を
め
ぐ

る
伝
承
、
創
作
物
は
実
に
多
い
。
勝
五
郎
の
転
生
譚
を
含
む
「
転
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
た

び
た
び
一
般
の
人
々
の
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
転
生
に
強
い
関
心
を
持

つ
作
家
た
ち
の
影
響
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
代
に
お
い
て
は
、
と
く
に
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
作
品

に
お
い
て
、
転
生
と
い
う
テ
ー
マ
が
積
極
的
に
扱
わ
れ
続
け
て
い
る
。
現
在
も
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
領
域
に
強
い
影
響
を
与
え
続
け
る
作
家
、
山
田
風
太
郎
の
『
魔ま

界か
い

転て
ん
し
ょ
う生

』
は
、
剣
豪

た
ち
が
忍
法
に
よ
っ
て
転
生
を
遂
げ
、
時
代
を
越
え
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
あ
っ
た
（
一
九
六
四
―
六
五
年
、
「
お
ぼ
ろ
忍
法
帖
」
の
題
で
「
大
坂
新
聞
」
に
連

載
。
一
九
八
一
年
の
映
画
化
に
伴
い
『
魔
界
転
生
』
に
改
題
）
。

　
一
九
八
七
年
に
連
載
の
始
ま
っ
た
日
渡
早
紀
に
よ
る
少
女
マ
ン
ガ
『
ぼ
く
の
地
球
を
守
っ

て
』
は
、
前
世
の
記
憶
を
持
っ
た
主
人
公
た
ち
を
描
く
。
同
作
は
、
読
者
の
少
女
た
ち
に
よ

る
「
前
世
の
仲
間
探
し
」
ブ
ー
ム
と
い
う
社
会
現
象
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
一
九
八
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
（
若
年
層
向
け
イ
ラ
ス
ト
付
き
小

説
）
、
作

：

西
谷
史
・
絵

：

北
爪
宏
幸
『
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ビ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
　
女め

神が
み

転て
ん

生せ
い

』

で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
「
降
魔
術
」
で
悪
魔
を
現
世
に
出
現
さ
せ
る
こ
と
を
「
転

生
」
と
表
現
し
て
お
り
、
ま
た
、
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
少
女
は
、
日
本
神
話
の
女
神
イ

ザ
ナ
ミ
の
転
生
し
た
姿
と
い
う
設
定
を
持
つ
。
そ
の
後
、『
女
神
転
生
』（
略
称
『
メ
ガ
テ
ン
』
）

は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
作
品
に
姿
を
変
え
、
現
在
も
続
く
一
大
コ
ン
テ
ン
ツ

と
な
っ
た
。

　
『
女
神
転
生
』
シ
リ
ー
ズ
は
人
間
か
ら
人
間
へ
の
転
生
を
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

点
で
同
時
代
的
な
サ
ブ
カ
ル
作
品
『
ぼ
く
の
地
球
を
守
っ
て
』
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
す

る
。
し
か
し
、
タ
イ
ト
ル
に
「
転
生
」
を
含
み
、
そ
の
用
語
の
一
般
化
に
資
し
た
と
い
う
意

味
で
は
、
山
田
風
太
郎
『
魔
界
転
生
』
と
並
ぶ
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

五
　
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
と
前
世
、
転
生

　
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
以
外
の
分
野
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
末
頃
か
ら
新
宗
教
な
ど

で
前
世
や
転
生
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
が
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八
〇
年
代
に
は
学
研
『
ム

ー
』
な
ど
の
オ
カ
ル
ト
雑
誌
の
読
者
投
稿
欄
を
通
し
て
、
前
世
で
と
も
に
過
ご
し
て
い
た
仲

間
を
求
め
る
少
女
た
ち
の
文
通
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
九
年
に
は
「
前
世
仲

間
」
の
女
子
中
学
生
た
ち
が
自
殺
未
遂
を
起
こ
す
事
件
も
発
生
し
て
い
る
三

。

　
そ
の
前
後
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
「
前
世
」
、
「
臨
死
体
験
」
、
「
幽
体
離
脱
」
な
ど
の
、

死
に
ま
つ
わ
る
オ
カ
ル
ト
言
説
が
一
応
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
無
責

任
な
扱
わ
れ
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
信
じ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
オ
カ

ル
ト
言
説
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
隆
盛
を
迎
え
た
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
の
前
後
期
間
を
経
て
、

誰
も
が
知
る
知
識
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
近
代
以
降
の
欧
米
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
義
へ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
神
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智
学
な
ど
の
オ
カ
ル
テ
ィ
ッ
ク
な
活
動
に
お
い
て
、
転
生
へ
の
興
味
が
湧
い
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
西
洋
社
会
に
お
け
る
東
洋
思
想
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
関
係
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
心
霊
治
療
家
の
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
に
よ
る
患
者
の
前
世
の
「
霊

視
」
が
民
衆
の
耳
目
を
集
め
た
四

。

　
前
世
や
死
後
の
体
験
を
め
ぐ
る
情
報
は
、
必
ず
し
も
霊
能
者
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
カ

ル
ト
」
寄
り
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
物
に
よ
っ
て
の
み
提
供
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
一
九
九
四
年
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
花
隆
が
『
臨
死
体
験
』
な
る
書
を
著

し
、
一
定
の
売
り
上
げ
を
示
し
た
こ
と
な
ど
も
思
い
出
さ
れ
る
。
立
花
に
は
、
政
治
や
科
学

に
強
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
の
言
論
活
動
は
必
ず
し
も
科

学
的
な
態
度
に
終
始
し
な
か
っ
た
。
『
臨
死
体
験
』
は
、
立
花
の
オ
カ
ル
ト
趣
味
が
強
く
出

た
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
死
後
、
人
間
の
死
体
が
ど
う
な
る
か
は
観
察
可
能
な
事
象
な
の

で
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
実
際
に
観
察
し
な
く
と
も
、
観
察
結
果
で
あ
る
と
こ
ろ
の
知
識

は
共
有
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
に
お
い
て
も
死
体
が
朽
ち
果
て
る
過
程
を
九
つ
の
段
階
に
分
け

て
描
い
た
「
九く

相そ
う

図ず

」
（
九
想
図
）
と
い
う
絵
画
が
多
く
作
ら
れ
て
き
た
五

。

　
死
体
の
腐
敗
は
、
科
学
の
範
疇
で
も
確
認
が
で
き
る
現
象
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
死
後
の

意
識
が
ど
う
な
る
の
か
は
観
察
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
科
学
の
範
疇
で
は
な

い
。
証
明
不
可
能
な
事
象
で
あ
る
以
上
、
疑
う
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
す
る
科
学
で
は
な
く
、

信
じ
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
す
る
宗
教
や
オ
カ
ル
ト
の
範
疇
に
入
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
る
個
人
の
「
死
」
の
克
服
と
い
っ
た
テ
ー
マ
も
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ク
ロ
ー
ン
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
、
冷
凍
保

存
さ
れ
た
脳
の
情
報
解
析
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
意
識
の
再
生
の
可
能
性
な
ど
は
、
小

説
、
映
画
、
マ
ン
ガ
な
ど
の
Ｓ
Ｆ
作
品
の
み
な
ら
ず
、
現
実
社
会
に
お
け
る
議
論
の
俎
上
に

も
載
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
個
人
の
脳
か
ら
再
生
さ
れ
た
意
識
や
記
憶
を
、
人
間
そ
っ
く
り
に
作
ら
れ
た
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
に
載
せ
替
え
る
、
と
い
う
の
が
、
実
現
の
可
能
性
が
高
い
方
法
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
れ

が
本
当
に
、
将
来
的
に
実
現
可
能
な
技
術
で
あ
る
か
ど
う
か
、
筆
者
に
は
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
い
わ
ば
「
能
動
的
な
転
生
」
が
実
現
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
題
が
、
現
代
人

に
と
っ
て
も
強
い
興
味
関
心
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
分
か
る
。

　
現
代
の
そ
れ
に
は
科
学
的
な
装
い
こ
そ
あ
れ
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
同
じ
話
題

が
、
あ
い
も
変
わ
ら
ず
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
人
間
が
個
人
の
死
の
克

服
に
捉
わ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
現
代
の
世
間
一
般
に
お
け
る
「
死
後
の
世
界
」

へ
の
興
味
の
背
後
に
は
あ
る
。
本
稿
の
趣
旨
と
は
ズ
レ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
深
入
り
は
避

け
る
が
、
「
転
生
」
へ
の
興
味
と
、
「
前
世
」
へ
の
興
味
の
在
り
方
が
、
重
な
り
つ
つ
も
少
し

方
向
性
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
配
っ
て
お
き
た
い
。

六
　
語
る
勝
五
郎
、
語
ら
ぬ
藤
蔵

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
勝
五
郎
の
前
世
語
り
に
基
づ
く
、
藤
蔵
か
ら
勝
五
郎
へ
の
転
生
譚

は
世
間
話
に
分
類
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
勝
五
郎
の
転
生
譚
は
、
公
的
資
料
を
含

む
様
々
な
文
献
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
な
、
数
多
の
転
生
譚

と
は
一
線
を
画
す
資
料
性
を
備
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
公
的
資
料
に
記
録
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
直
接
、
当
時
の
役
人
が
転
生
を
「
事
実
」
と
し
て
認
め
て
い
た
と
い
う
理
屈
に
繋

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
現
在
進
行
形
で
世
間
を
騒
が
し
て
い
る
風

聞
の
記
録
、
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
珍
し
い
物
事
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
取
り
沙
汰
す
る
世
間
に
よ
っ
て
、
と
き
に
社
会
問
題

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、
珍
し
い
深
海
生
物
が
水
揚
げ

さ
れ
る
た
び
に
地
震
な
ど
の
天
変
地
異
の
噂
が
出
る
こ
と
を
思
え
ば
よ
い
。
単
な
る
一
過
性

の
噂
で
済
め
ば
よ
い
の
だ
が
、
こ
う
し
た
噂
に
は
伝
染
性
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
世
の

中
に
無
用
な
混
乱
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
六

。
よ
っ
て
、
江
戸
幕
府
は
こ
う
し
た
話
題

に
関
す
る
調
査
・
記
録
を
行
な
っ
て
も
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
双
生
児
の
少
な
か
っ
た
江
戸
期
、
双
子
や
三
つ
子
が
誕
生
す
る
と
「
鬼
子
」

と
い
う
不
吉
な
存
在
と
し
て
、
と
き
に
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
持
っ
た
噂
が
さ
さ
や
か
れ
た
。

そ
こ
で
幕
府
は
、
双
子
が
生
ま
れ
た
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
、
こ
れ
が
鬼
子
の
文
脈
で
解

釈
さ
れ
る
前
に
金
銭
な
ど
の
褒
美
を
与
え
て
顕
彰
し
て
し
ま
い
、
プ
ラ
ス
の
話
題
に
方
向
付

け
る
こ
と
が
あ
っ
た
七

。
江
戸
期
の
為
政
者
た
ち
は
、
双
子
た
ち
を
長
寿
者
や
孝
行
者
と
同

様
の
寿
ぐ
べ
き
存
在
に
す
る
こ
と
で
、
民
衆
の
凶
兆
に
繋
が
る
思
考
回
路
を
断
ち
、
ひ
い
て

は
社
会
不
安
を
も
た
ら
す
不
吉
な
噂
の
流
通
を
封
じ
込
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
勝
五
郎
の
前
世
語
り
や
、
そ
れ
に
始
ま
る
転
生
騒
動
が
公
的
な
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
こ

と
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
・
文
化
的
・
政
治
的
背
景
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

−31−



　
さ
て
、
勝
五
郎
の
転
生
騒
動
の
発
端
を
一
言
で
あ
ら
わ
す
と
、
勝
五
郎
少
年
に
よ
る
、
本

人
が
知
り
得
な
い
は
ず
の
事
実
を
含
ん
だ
過
去
語
り
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
勝
五
郎
の
前
世
語
り
が
、
共
同
体
に
よ
っ
て
一
応
は
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
た

時
、
「
転
生
」
と
い
う
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
逆
に
言
え
ば
、
プ
レ
勝
五
郎
た
る
武
州
程
久
保
村
の
須
崎
藤
蔵
は
、
こ
の
件
に
関
し
て
一

言
も
語
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
没
後
の
藤
蔵
は
、
勝
五
郎
に
〈
前
世
〉
の
記
憶
と
し
て

語
ら
れ
る
情
報
と
し
て
の
み
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
な
ぜ
世
間
話
に
お
け
る
転
生
譚

の
多
く
が
前
世
語
り
と
い
う
か
た
ち
で
発
生
す
る
の
か
、
と
い
う
普
遍
的
な
問
題
も
含
ま
れ

て
い
よ
う
。
多
く
の
人
が
、
未
だ
来
た
ら
ぬ
来
世
を
語
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に
過
ぎ
去
っ

た
前
世
を
語
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
合
理
的
に
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
過
去
に
死
ん
だ
者
の
情
報
は

遡
及
可
能
だ
が
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
者
の
情
報
は
調
べ
よ
う
が
な
い
。
何
ら
か
の
方
法

で
、
過
去
に
死
ん
だ
者
の
情
報
を
得
て
、
そ
れ
を
自
己
の
過
去
の
記
憶
と
混
同
し
て
語
る
、

と
い
う
可
能
性
は
低
く
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
い
く
つ
か
の
断
片
的
な
偶
然
の
一
致
を

核
と
し
て
、
共
同
体
が
転
生
譚
を
紡
い
で
い
く
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
単
な
る
推
論
に
過
ぎ
な
い
。
結
局
、
こ
う
し
た
再
現
性
の
低
い
問
題
に
関
す
る
決
定
的

な
解
釈
は
施
し
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
当
時
も
現
在
も
、
そ
し
て
お
そ

ら
く
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

七
　
江
戸
の
知
識
人
と
勝
五
郎
の
転
生
譚

　
以
上
の
よ
う
な
古
今
東
西
の
「
転
生
」
の
諸
相
を
踏
ま
え
た
上
で
、
江
戸
の
知
識
人
が
勝

五
郎
の
転
生
譚
に
対
し
て
示
し
て
い
た
態
度
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。
一

口
に
江
戸
の
知
識
人
と
言
っ
て
も
、
「
転
生
」
な
ど
の
不
確
か
な
情
報
に
対
す
る
態
度
は
実

に
様
々
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
幽ゆ

う

冥め
い

界か
い

の
探
究
に
血
道
を
あ
げ
、
『
勝
五

郎
再
生
記
聞
』
を
ま
と
め
た
国
学
者
の
平ひ

ら

田た

篤あ
つ

胤た
ね

（
一
七
七
六
―
一
八
四
三
）
を
は
じ
め
と

す
る
知
識
人
た
ち
で
あ
る
八

。

　
篤
胤
の
ほ
か
に
も
、
昌
平
坂
学
問
所
の
林

は
や
し
だ
い
が
く
の
か
み
じ
ゅ
つ
さ
い

大
学
頭
述
斎
（
林
述
斎
）
、
鳥
取
藩
支
藩
の
藩

主
だ
っ
た
池い

け

田だ

冠か
ん

山ざ
ん

、
平ひ

ら

戸ど

藩
主
だ
っ
た
松ま

つ

浦ら

静せ
い

山ざ
ん

、
幕
府
天
守
番
の
荻お

ぎ

野の

梅ば
い

塢う

ら
が
、
直

接
・
間
接
に
勝
五
郎
の
転
生
譚
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
述
斎
、
冠
山
、
静
山
、
梅

塢
ら
と
、
篤
胤
お
よ
び
そ
の
シ
ン
パ
で
あ
っ
た
屋や

代し
ろ

弘ひ
ろ

賢か
た

な
ど
の
知
識
人
た
ち
と
の
関
係
性

は
、
「
転
生
」
や
「
異
世
界
」
の
解
釈
を
含
む
複
雑
な
政
治
的
様
相
を
示
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
九

。

　
ま
ず
は
基
本
的
な
事
実
関
係
を
整
理
し
て
お
く
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
武
州
中
野

村
の
小
谷
田
勝
五
郎
の
転
生
を
め
ぐ
る
世
間
話
が
世
上
を
騒
が
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
中
野
村
知
行
主
の
多
門
傳
八
郎
は
、
勝
五
郎
達
に
真
偽
を
質
し
た
上
で
公
式
文
書
を
作

成
す
る
と
、
御
書
院
番
頭
に
届
け
出
た
。

　
翌
年
、
多
門
傳
八
郎
に
呼
び
出
さ
れ
て
勝
五
郎
が
江
戸
に
赴
い
た
際
に
は
、
幕
臣
の
荻
野

梅
塢
宅
を
も
来
訪
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
肥
前
国
平
戸
藩
主
だ
っ
た
松
浦
静
山
（
一
七

六
〇
―
一
八
四
一
）
が
書
き
遺
し
た
『
甲
子
夜
話
』
正
篇
巻
二
十
七
の
五
「
八
歳
の
児
そ
の

前
世
を
語
る
事
」
か
ら
わ
か
る
一
〇

。
ま
た
、
続
く
正
篇
巻
二
十
七
の
六
に
は
、
「
同
前
又
一

冊
」
と
題
し
て
、
某
老
侯
よ
り
借
り
た
と
い
う
『
武
蔵
国
中
野
村
再
生
勝
五
郎
前
世
話
』
の

内
容
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
某
老
侯
と
は
、
静
山
と
交
流
の
あ
っ
た
池
田
冠
山
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。
冠
山
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。

　
平
戸
藩
主
を
辞
し
た
後
の
松
浦
静
山
は
、
本
所
の
下
屋
敷
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
隣
宅
に
は
、
平
田
篤
胤
の
も
と
に
寓
居
す
る
天
狗
小
僧
寅
吉
の
異
界
体
験
を

否
定
し
て
、
激
し
い
論
争
を
繰
り
広
げ
た
荻
野
梅
塢
が
住
ん
で
い
た
。
（
こ
の
論
争
は
篤
胤

『
仙
境
異
聞
』
に
記
録
さ
れ
る
）

　
天
狗
小
僧
寅
吉
（
仙
童
寅
吉
）
と
は
、
天
狗
に
連
れ
ら
れ
て
山
中
の
異
世
界
へ
行
き
、
神

通
力
を
身
に
つ
け
た
と
公
言
す
る
少
年
で
あ
る
。
親
許
を
去
っ
て
、
は
じ
め
は
山や

ま

崎ざ
き

美よ
し

成し
げ

の

許
に
い
た
が
、
幕
府
右
筆
の
屋
代
弘
賢
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
平
田
篤
胤
は
寅
吉
に
強
い
興

味
を
示
し
、
半
ば
強
引
に
自
ら
の
屋
敷
へ
と
連
れ
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
様
々
な
問
答

を
重
ね
た
上
で
、
天
狗
の
世
界
の
詳
細
な
記
録
『
仙
境
異
聞
』
を
ま
と
め
た
。

　
荻
野
梅
塢
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
勝
五
郎
や
寅
吉
と
い
っ
た
怪
異
体
験
者
を
め
ぐ
る
知
識
人
た
ち
の
態
度
を
考

え
る
上
で
は
、
非
常
に
重
要
な
位
置
に
い
た
と
言
え
る
。

八
　
平
田
篤
胤
と
知
識
人
た
ち
の
関
係
性

　
荻
野
梅
塢
（
一
七
八
一
―
一
八
四
三
）
は
本
名
を
八
百
吉
と
い
い
、
静
山
よ
り
二
十
歳
以

上
年
下
の
幕
臣
（
天
守
番
）
で
あ
る
一
一

。
静
山
と
は
立
場
も
年
齢
も
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
が
、
近
所
の
よ
し
み
を
越
え
た
知
的
交
流
を
続
け
る
間
柄
だ
っ
た
。
梅
塢
の
役
職
「
天
守

−32−



番
」
は
江
戸
城
天
守
の
警
護
職
だ
が
、
江
戸
城
の
天
守
は
明
暦
の
大
火
（
一
六
五
七
年
）
で

焼
失
し
て
以
降
、
再
建
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
は
閑
職
で
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
梅
塢
は
天
守
番
を
つ
と
め
る
一
方
で
天
台
宗
の
知
識
に
通
じ
て
お
り
、
僧
侶

で
な
い
に
も
拘
ら
ず
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
東
叡
山
寛
永
寺
の
僧
た
ち
に
「
仏
学
」
を

講
じ
る
な
ど
、
か
な
り
の
才
人
で
あ
っ
た
。
静
山
以
外
に
も
、
江
戸
後
期
の
風
俗
百
科
辞

典
『
嬉
遊
笑
覧
』
著
者
の
喜き

多た

村む
ら

信の
ぶ

節よ

（
筠い

ん

庭て
い

）
や
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
長
編
合
巻

『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
著
者
の
柳
亭
種
彦
ら
と
も
友
人
で
あ
っ
た
。
と
く
に
柳
亭
種
彦
と
の
つ

き
あ
い
は
深
く
、
そ
の
没
後
に
は
『
柳
亭
先
生
伝
』
を
著
し
て
も
い
る
。（
神
宮
文
庫
所
蔵
、

木
村
黙
老
『
き
く
ま
ゝ
の
記
』
収
録
）

　
多
門
傳
八
郎
が
勝
五
郎
を
連
れ
て
き
た
時
、
梅
塢
は
勝
五
郎
を
「
見
る
べ
し
」
と
し
て
誘

っ
た
が
、
静
山
は
こ
れ
を
断
っ
て
、
代
わ
り
に
家
臣
を
遣
わ
せ
て
記
録
を
と
ら
せ
た
。
静
山

の
こ
う
し
た
行
動
に
は
、
平
田
篤
胤
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
物
に
対
す
る
強
い
忌
避
あ
る
い

は
警
戒
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
静
山
と
近
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
林
述
斎
や
そ
の
弟
子

の
佐
藤
一
斎
は
、
平
田
篤
胤
の
政
治
的
な
活
動
を
危
険
視
し
て
お
り
、
述
斎
に
よ
る
こ
う
し

た
否
定
的
な
評
価
は
、
後
に
篤
胤
が
幕
府
か
ら
著
述
の
差
し
止
め
処
分
を
受
け
、
江
戸
を
去

る
遠
因
と
も
な
る
。
静
山
も
、
述
斎
ら
の
意
向
を
汲
ん
だ
行
動
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
松
浦
静
山
は
、
隠
居
大
名
仲
間
で
、
勝
五
郎
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
池
田
冠
山
と
も

親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
因
幡
国
鳥
取
藩
の
支
藩
（
の
ち
の
若わ

か

桜さ

藩
）
藩
主
を
隠
居
し
た
池

田
冠
山
（
一
七
六
七
―
一
八
三
三
）
の
娘
で
あ
る
露
姫
は
聡
明
さ
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
六

歳
の
時
に
疱
瘡
で
夭
逝
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
冠
山
は
、
露
姫
と
同
様
の
死

に
方
を
し
た
藤
蔵
が
転
生
を
遂
げ
た
と
い
う
勝
五
郎
に
興
味
を
抱
き
、
自
ら
直
接
、
勝
五
郎

の
も
と
に
赴
く
こ
と
に
も
な
る
。

　
静
山
と
冠
山
の
交
流
は
、
池
田
冠
山
発
松
浦
静
山
宛
書
簡
を
集
め
た
「
無
題
記
」
か
ら
も

窺
え
る
一
二

。
静
山
は
露
姫
の
追
悼
に
歌
を
詠
ん
で
も
い
る
が
、
勝
五
郎
の
転
生
に
対
す
る

態
度
は
真
逆
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
時
代
を
問
わ
ず
、
オ
カ
ル
テ
ィ
ッ
ク
な
情
報
の
受
容
態
度

に
は
、
個
人
的
な
経
験
が
強
く
影
響
す
る
と
言
え
る
。
静
山
と
冠
山
と
の
差
異
に
も
、
こ
う

し
た
個
人
的
経
験
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
冠
山
は
、
こ
と
勝

五
郎
に
関
し
て
は
執
心
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
興
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
和
漢
の
学

識
を
備
え
た
理
知
的
な
知
識
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
作
家
の
石
川
淳
は
、
生
前
最
後
と
な
っ
た
随
想
集
『
夷
齋
風
雅
』
で
、
池
田
冠
山
の
随

筆
『
思
ひ
出
草
』
続
編
巻
二
か
ら
確
認
で
き
る
、
冠
山
と
林
祭
酒
と
の
間
の
や
り
と
り
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
一
三

。
石
川
は
こ
こ
で
の
「
林
祭
酒
」
を
「
大
学
頭
。
お
そ
ら
く
述
斎
か
」

と
す
る
が
、
そ
の
通
り
だ
と
考
え
て
お
い
て
よ
い
。
『
思
ひ
出
草
』
の
該
当
記
事
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
一
四

。

　
冠
山
は
、
徳
川
五
代
か
ら
七
代
ま
で
の
事
跡
を
記
し
た
漢
文
体
の
書
物
『
三
王
外
記
』
に

関
し
、
徳
川
家
の
醜
聞
を
多
く
含
む
偽
書
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
流
通
を
禁
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
述
斎
に
問
う
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
述
斎
は
こ
れ
に
対
し
て
、
「
も
し
も
幕
府
が
禁

じ
て
し
ま
え
ば
、
世
間
は
、
真
実
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
忌
ま
れ
た
の
だ
と
解
釈
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
流
通
す
る
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
時
間
が
真
偽
を
明
ら
か
に

し
て
く
れ
る
は
ず
だ
」
と
述
べ
、
冠
山
は
こ
れ
に
感
じ
入
っ
た
と
い
う
下
り
で
あ
る
。
石
川

淳
が
着
目
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
う
い
っ
た
や
り
と
り
か
ら
も
、
世
間
を
行
き
交
う
不
確
か

な
情
報
を
め
ぐ
る
、
為
政
者
サ
イ
ド
の
視
点
が
透
け
て
み
え
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
梅
塢
以
外
に
も
、
修
験
者
の
圓え

ん
み
ょ
う
い
ん
ぎ
ょ
う
ち

明
院
行
智
や
幕
府
右
筆
の
屋
代
弘
賢
な
ど
、
篤
胤

と
静
山
の
双
方
と
交
流
の
あ
っ
た
知
識
人
は
多
か
っ
た
。
松
浦
静
山
が
平
田
篤
胤
を
避
け
て

い
た
可
能
性
は
限
り
な
く
高
い
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
接
点
が
な
か
っ
た
と
言

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
渡
邊
金
造
の
研
究
に
依
拠
し
て
言
え
ば
、
松
浦
家
と
平
田
篤
胤
と
の
交

流
が
確
認
で
き
る
の
は
、
篤
胤
『
気い

ぶ
き
の
や

吹
舎
日
記
』
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
四
月
十
七
日

の
条
に
見
え
る
、
松ま

つ

浦ら

熙
ひ
ろ
む

（
静
山
の
息
子
）
と
の
間
の
書
籍
の
貸
借
の
み
で
あ
る
一
五

。

　
し
か
し
、
近
年
に
調
査
研
究
の
進
ん
だ
「
平
田
篤
胤
関
係
資
料
」
に
目
を
向
け
る
と
、
こ

れ
以
外
に
も
若
干
で
は
あ
る
が
松
浦
家
と
気
吹
舎
と
の
間
に
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
た
と
え
ば
近
年
に
翻
刻
さ
れ
た
部
分
の
『
気
吹
舎
日
記
』
か
ら
は
、
前
出
の
例
以
外
に

も
気
吹
舎
と
松
浦
熈
と
の
間
に
書
物
の
貸
借
や
書
簡
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
。
年
月
不
詳
だ
が
「
松
浦
侯
家
蔵
壹
岐
国
風
土
記
巻
三
一
に
載
神
字
」
と
い
う
神
字
を

記
し
た
一
枚
の
資
料
な
ど
も
、
松
浦
家
と
気
吹
舎
と
の
交
流
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
一
六

。

　
ま
た
、
天
保
五
年
十
月
五
日
に
梅
塢
は
、
「
荻
野
弥
太
郎
」
名
義
で
篤
胤
に
向
け
て
書
簡

を
発
し
て
い
る
一
七

。
そ
の
内
容
は
、
隣
宅
の
老
侯
が
、
鍋
蓋
明
神
の
あ
る
地
名
の
詳
細
に

つ
い
て
頻
り
に
尋
ね
て
く
る
の
で
、
教
え
て
は
頂
け
な
い
か
と
い
う
も
の
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
隣
宅
の
老
侯
は
松
浦
静
山
の
こ
と
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
翌
六
日
に
は
篤
胤
の
も

−33−



と
に
「
松
浦
静
山
内
吉
川
東
一
」
と
し
て
、
静
山
邸
か
ら
も
書
簡
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

も
同
様
に
鍋
蓋
明
神
に
関
す
る
質
問
で
あ
っ
た
一
八

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
静
山
か
ら
直
接
、

気
吹
舎
へ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
こ
と
は
憚
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
甲
子
夜
話
』
に
は
、
仙
童
寅
吉
に
関
す
る
記
述
が
一
切
な
く
、
静
山
は
隣
宅
を
訪
れ
た

勝
五
郎
に
つ
い
て
も
直
接
の
面
会
を
避
け
て
い
た
。
平
田
篤
胤
に
関
し
て
も
、
林
述
斎
の
意

向
を
踏
ま
え
た
上
で
の
否
定
的
な
記
述
が
為
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
静
山
の
こ
う
し
た
態
度

に
は
、
林
述
斎
と
歩
み
を
揃
え
る
と
い
う
、
政
治
的
な
思
惑
が
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
江
戸
の
知
識
人
が
、
「
転
生
」
な
ど
の
不
確
か
な
情
報
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
示

し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
に
は
、
と
き
に
政
治
性
が
関
わ
っ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

注━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━

一
　

江
戸
の
知
識
人
と
勝
五
郎
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
詳
細
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

今
井
秀
和
「
江
戸
の
知
識
人
と
〈
怪
異
〉
へ
の
態
度
　
―

〝
幽
冥
の
談
〟

を
軸
に
」
『
ア
ジ

ア
遊
学
　
怪
異
を
媒
介
す
る
も
の
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
。
同
『
異
世
界
と
転
生
の
江

戸
　
平
田
篤
胤
と
松
浦
静
山
』
白
澤
社
、
二
〇
一
九
年
。

二
　

拙
稿
「
犬
の
伊
勢
参
り
と
転
生
」
『
日
本
文
学
研
究
誌
』
七
輯
、
大
東
文
化
大
学
日
本
文

学
専
攻
、
二
〇
〇
九
年
。

三
　

大
塚
英
志
「
前
世
を
探
し
た
一
四
歳
」
『
「
お
た
く
」
の
精
神
史
　
一
九
八
〇
年
代
論
』

講
談
社
（
現
代
新
書
）
、
二
〇
〇
四
年
。

四
　

心
霊
学
に
お
け
る
転
生
や
前
世
の
記
憶
な
ど
に
関
し
て
は
、
以
下
の
書
籍
に
お
け
る

「
再
生
」
お
よ
び
「
ケ
イ
シ
ー
、
エ
ド
ガ
ー
」
の
項
目
を
参
照
。
田
中
千
代
松
編
『
新
・
心

霊
科
学
事
典
　
人
類
の
本
史
の
た
め
に
』
潮
文
社
、
一
九
八
四
年
。
ま
た
、
エ
ド
ガ
ー
・
ケ

イ
シ
ー
が
行
な
っ
た
と
い
う
自
己
催
眠
透
視
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
ジ
ナ
・
サ
ー
ミ
ナ

ラ
著
、
多
賀
瑛
訳
『
転
生
の
秘
密
　
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
』
た
ま
出
版
、
一

九
九
二
年
。

五
　

九
相
図
を
め
ぐ
る
江
戸
期
以
降
の
文
化
現
象
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
拙

稿
「
江
戸
期
の
妖
怪
図
像
に
見
ら
れ
る
地
獄
絵
・
九
相
図
の
影
響
」
小
松
和
彦
編
『
怪
異
・

妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造

　
―
ウ
チ
と
ソ
ト
の
視
点
か
ら
―
』
（
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第

四
十
五
号
）
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
（
国
際
日
文
研
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
閲
覧
可
能
）
。
同
「
夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
に
お
け
る
日
中

〝
死
美
人
〟

説
話
の
摂
取
　
―
『
九
相
詩
絵
巻
』
か
ら
「
長
恨
歌
」
ま
で
―
」『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』

八
号
、
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
。

六
　

た
と
え
ば
以
下
の
論
考
で
も
扱
っ
た
よ
う
に
、
戦
時
下
の
当
局
も
流
言
蜚
語
に
関
す
る

取
り
締
ま
り
を
行
な
っ
て
い
た
。
拙
稿
「
戦
時
下
の
世
間
話
　
―
怪
談
よ
り
怖
い

〝
笑
い
話
〟

が
も
つ
意
味
―
」
『
昭
和
の
く
ら
し
研
究
』
第
十
三
号
、
昭
和
館
、
二
〇
一
五
年
。

七
　

氏
家
幹
人
『
江
戸
の
少
年
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
。
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九

九
四
年
。

八
　『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
平
田
篤
胤
著
・
子
安
宣
邦
校
注
『
仙

境
異
聞
　
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

九
　

注
一
参
照
。

一
〇

　

こ
こ
で
は
、
『
甲
子
夜
話
』
、
『
甲
子
夜
話
続
編
』
、
『
甲
子
夜
話
三
篇
』
の
全
て
を
あ
わ

せ
て
『
甲
子
夜
話
』
と
称
す
る
。
怪
異
記
事
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
以
下
拙
稿
の
資
料
編

「
『
甲
子
夜
話
』
怪
異
・
奇
聞
一
覧
（
附
索
引
）
」
を
用
い
た
。
拙
稿
『
『
甲
子
夜
話
』
怪
異
・

奇
聞
の
研
究
』
（
二
〇
〇
八
年
度
大
東
文
化
大
学
提
出
博
士
学
位
論
文
）
。

一
一

　

以
下
の
「
仙
境
異
聞
」
注
は
梅
塢
に
つ
い
て
「
祈
祷
師
か
」
と
す
る
が
、
梅
塢
は
祈
祷

師
で
は
な
い
。
平
田
篤
胤
著
・
子
安
宣
邦
校
注
『
仙
境
異
聞
　
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
〇
年
、
注
二
二
。

一
二

　

池
田
冠
山
発
松
浦
静
山
宛
書
簡
（
「
無
題
記
」
）
、
江
東
区
登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資

料
）
、
江
東
区
芭
蕉
記
念
館
所
蔵
。

一
三

　

石
川
淳
「
偽
書
」
『
夷
齋
風
雅
』
集
英
社
、
一
九
八
八
年
。

一
四

　

池
田
定
常
『
思
ひ
出
草
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
）
。

一
五

　

渡
邊
金
造
『
平
田
篤
胤
研
究
』
六
甲
書
房
、
一
九
四
二
年
、
二
七
四
頁
。

一
六

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
平
田
家
資
料
、
「
冊
子
」
二
六
二
―
八
。

一
七

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
平
田
家
資
料
、
「
書
簡
」
二
〇
―
四
。
該
当
の
書
簡
に
つ

い
て
は
廣
田
龍
平
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

一
八
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
平
田
家
資
料
、
「
書
簡
」
二
〇
―
三
。
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五
　
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
と
勝
五
郎

　
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
一
八

五
〇
─
一
九
〇
四
）
は
、
明
治
二
十

三
年
（
一
八
九
〇
）
、
四
月
、
四
十
歳

の
時
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
た
。

高
等
学
校
教
師
、
新
聞
記
者
な
ど
の

仕
事
を
し
な
が
ら
、
多
く
の
作
品
を

発
表
し
た
。
特
に
日
本
の
文
化
、
伝

承
・
昔
話
な
ど
に
興
味
を
持
ち
、
海

外
に
紹
介
し
た
。
松
江
・
熊
本
・
神

戸
と
居
を
変
え
な
が
ら
、
明
治
二
十
九
年
に
帰
化
し
て
小
泉
八
雲
と
な
っ
た
。
同
年
九
月
に

帝
国
大
学
（
東
京
大
学
）
文
科
大
学
講
師
と
し
て
奉
職
す
る
た
め
、
家
族
と
と
も
に
上
京
、

牛
込
区
市
谷
富
久
町
（
新
宿
区
）
に
居
住
し
た
。

◆ 

「
勝
五
郎
の
転
生
」
の
執
筆
　
明
治
三
十
年
九
月
、
八
雲
は
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ト
ン
・
ミ

フ
リ
ン
社
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
社
か
ら
随
想
集
『
仏
の
畠
の
落
穂
』
を
刊
行
し

た
。
「
仏
の
畠
（B

u
d
d
h
a
-
F
i
e
l
d
s

）
」
と
は
、
「
仏
国
土
」
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中

の
一
編
と
し
て
「
勝
五
郎
の
転
生
（R

e
b
i
r
t
h
 
o
f
 
K
a
t
s
u
g
o
r
o

）
」
を
執
筆
し
た
。
（
図
２
）

　
『
仏
の
畠
の
落
穂
』
は
創
作
で
は
な
く
、
八
雲
が
興
味
を
持
っ
た
日
本
人
の
宗
教
的
な
心

情
を
示
す
事
項
を
、
資
料
に
基
づ
い
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
生
神
」「
街
火
よ
り
」「
京

都
紀
行
」
「
塵
」
「
日
本
美
術
に
於
け
る
顔
に
つ
い
て
」
「
人
形
の
墓
」
「
大
阪
に
て
」
「
日
本

の
民
謡
に
現
れ
た
仏
教
引
喩
」
「
涅
槃
」
「
勝
五
郎
の
転
生
」
「
環
中
流
転
相
」
の
十
一
編
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

◆ 

雨
森
信
成
と
小
泉
八
雲
　
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
『
小
泉

八
雲
全
集
』
（
第
一
書
房
）
に
収
載
さ
れ
た
「
勝
五
郎
の
転
生
」
に
は
、

（
前
略
）
私
の
友
人
雨
森
氏
は
日
本
や
支
那
の
珍
し
い
写
本
を
い
つ
も
猟
っ
て
歩
く
仁ひ

と

で
、

さ
う
い
ふ
珍
本
を
掘
り
出
す
こ
と
に
か
け
て
は
非
凡
な
腕
前
を
持
っ
て
い
る
や
う
に
見
え

る
が
、
そ
の
仁
が
、
こ
の
写
本
を
東
京
の
佐
佐
木
伯
爵
の
書
庫
で
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

氏
は
こ
れ
を
珍
し
い
本
だ
と
思
っ
た
の
で
、
親
切
に
も
私
に
こ
れ
を
写
さ
せ
て
く
れ
た

（
後
略
）

と
、
原
資
料
を
入
手
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（
英
文
の
原
文
に
も
、
他
の

翻
訳
に
も
こ
の
部
分
の
具
体
的
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
）
。
こ
れ
が
、
『
珎
説
集
記
』
と
い

う
、
江
戸
時
代
の
珍
し
い
風
聞
を
書
き
集
め
た
一
冊
で
あ
っ
た
。

　
友
人
雨
森
と
は
、
福
井
藩
出
身
の
雨あ

め
の
も
り
の
ぶ
し
げ

森
信
成
の
こ
と
で
、
八
雲
の
晩
年
に
お
け
る
最
も
親

し
い
友
人
で
、
「
あ
る
保
守
主
義
者
」
（
『
心
』
所
収
）
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

彼
は
、
明
治
の
初
め
に
英
仏
に
留
学
、
英
独
仏
の
三
か
国
語
に
堪
能
で
、
後
に
は
横
浜
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
出
入
り
す
る
洗
濯
業
を
営
ん
で
い
た
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
で
あ

る
。
ま
た
、
佐
佐
木
伯
爵
と
は
、
土
佐
藩
出
身
で
明
治
天
皇
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
佐
佐

木
高
行
の
こ
と
で
、
雨
森
は
、
英
国
留
学
時
代
に
、
高
行
の
長
男
高
美
と
親
し
く
な
っ
た
。

こ
の
縁
で
、
帰
国
後
佐
佐
木
高
行
が
主
催
し
て
い
た
『
明
治
会
叢
誌
』
の
編
集
者
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
佐
佐
木
家
に
出
入
り
し
て
い
た
。
雨
森
は
、
八
雲
没
後
の
明
治
三
十
九
年
『
人

間
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
』
と
い
う
評
伝
を
英
文
で
執
筆
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で

も
、
雨
森
自
身
が
佐
佐
木
の
蔵
書
を
八
雲
に
紹
介
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

◆ 

「
勝
五
郎
の
転
生
」
の
海
外
へ
の
展
開
　
八
雲
は
「
勝
五
郎
の
転
生
」
の
な
か
で
、
こ
の

資
料
を
読
む
こ
と
で
、
前
世
の
記
憶
の
可
能
性
を
知
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
が
前
世

と
再
生
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
ご
く
普
通
の
観
念
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
て
い
る
。

生
ま
れ
変
わ
り
の
真
偽
を
検
証
す
る
こ
と
よ
り
も
、
こ
れ
に
寄
せ
る
日
本
人
の
心
情
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
、
八
雲
も
そ
の
心
情
に
共
感
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
八
雲
が
海
外
に
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
紹
介
し
た
こ
と
で
、
江
戸
時
代
に
多
摩
地
域

で
起
こ
っ
た
生
ま
れ
変
わ
り
騒
動
は
、
前
世
の
記
憶
を
持
つ
少
年
の
事
例
と
し
て
、
世
界
中

の
研
究
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

図1 小泉八雲肖像（小泉八雲記念館所蔵）

図2 Gleanings in Buddha-Fields
（『仏の畠の落穂』初版本）
1897年（明治30年）、ボストンとニュー
ヨークで刊行された。
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（
調
査
報
告
⑪
）

　
『
珎
説
集
記
』
の
発
見

北
村

　
澄
江
　

　
小
泉
八
雲
が
「
勝
五
郎
の
転
生
」
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
資
料
と
し
て
用
い
た
も
の
は
、

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
椿
説
集
記
』
と
い
う
書
物
で
、
侯
爵
佐
佐
木
高
行
の
蔵
書
の
中
の

一
冊
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
八
雲
自
身
が
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
書
は
、
文
政
六
年
（
一

八
二
三
）
か
ら
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
い
た
る
十
三
年
間
に
わ
た
り
、
南
仙
波
氏
と
い

う
江
戸
芝
車
町
（
港
区
高
輪
）
に
住
む
人
物
が
入
手
し
た
珍
聞
・
奇
聞
に
類
す
る
情
報
を
、

記
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
（
資
料
15
・
論
考
３
　
参
照
）

　
『
椿
説
集
記
』
は
、
長
ら
く
そ
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
年

三
月
、『
佐
佐
木
高
行
家
旧
蔵
書
目
録
』（
國
學
院
大
學
編
、
汲
古
書
院
）
が
刊
行
さ
れ
、
同
目

録
中
に
、
目
録
№
二
二
六
八
「
文
政
六
未
年
四
月
ヨ
リ
天
保
六
年
十
月
迄
　
珍
説
集
記
」
写

本
一
冊
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
目
録
解
説
に
よ
れ
ば
、
佐

佐
木
家
の
蔵
書
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
國
學
院
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十

八
年
に
な
っ
て
、
こ
れ
が
寄
贈
と
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
目
録
が
作
成
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
佐
佐
木
高
行
・
高
美
・
行
忠
の
三
代
の
蔵
書
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

　
同
目
録
の
情
報
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
に
調
査
団
の
中
川
和
明
氏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
な
か
な
か
現
物
を
見
る
機
会
が
訪
れ
な
か
っ
た
が
、
二
十
七
年
三
月
に
、

國
學
院
大
學
図
書
館
貴
重
書
室
に
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
小
口
書
名
は
「
珎
説
を
も

白
双
紙
」「
江
戸
芝
車
町
南
仙
波
氏
持
主
」
と
あ
る
。「
椿
説
」
は
、「
珎
説
」
で
あ
る
こ
と
も

確
認
さ
れ
た
。
南
仙
波
氏
は
『
珎
説
集
記
』
の
持
主
で
は
あ
る
が
、
著
述
し
た
人
物
、
さ
ら

に
そ
れ
を
書
写
し
た
人
物
は
別
人
と
思
わ
れ
る
。（
染
村
絢
子
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と

六
人
の
日
本
人
』（
二
〇
一
七
年
刊
）
に
よ
る
と
、「
南
仙
波
氏
」
は
人
名
で
は
な
く
、
芝
車

町
一
帯
で
運
送
業
を
営
ん
で
い
た
牛
持
仙
波
氏
一
族
の
な
か
の
「
南
の
仙
波
氏
」
を
意
味
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
）

　『
珎
説
集
記
』
中
に
、
「
文
政
六
未
年
生
替
物
語
」
七
葉
が
あ
り
、
左
記
の
よ
う
な
構
成
で

あ
る
。

①
　「
和
直
」
な
る
人
物
の
、
泉
岳
寺
貞て

い

鈞き
ん

宛
の
（
文
政
六
年
）
六
月
二
十
一
日
付
け
の
書
簡

の
写
し
―
和
直
が
、
志
賀
兵
左
（
右
）
衛
門
が
写
し
た
「
多
門
傳
八
郎
届
書
」
を
手
に
入

れ
た
の
で
、
こ
れ
を
届
け
る
と
い
う
内
容
。

②
　
松
平
冠
山
よ
り
泉
岳
寺
貞
鈞
宛
の
書
状
の
写
し
（
文
政
六
年
四
月
）
二
十
日
付
―
勝
五

郎
の
転
生
の
物
語
を
届
け
る
の
で
読
ん
で
い
た
だ
き
、
お
返
し
く
だ
さ
い
と
い
う
内
容
。

③
　
貞
鈞
が
、
序
文
に
書
い
た
内
容
（
文
政
六
年
）
四
月
二
十
一
日
―
冠
山
か
ら
借
り
た
勝
五

郎
の
転
生
の
物
語
を
写
し
て
お
く
。
冠
山
侯
は
、
三
月
二
十
二
日
に
中
野
村
に
行
っ
て

祖
母
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、
そ
の
ま
ま
を
記
し
た
。
四
月
十
四
日
に
泉
岳
寺
に
き
て
、
直

接
こ
の
話
を
語
っ
て
く
れ
た
。
二
十
日
に
は
そ
の
書
を
読
む
よ
う
に
勧
め
て
く
れ
た
の

で
、
写
し
置
く
と
い
う
内
容
。

④
　
多
門
傳
八
郎
調
書
の
写
。

⑤
　
冠
山
が
通
俗
文
で
書
い
た
物
語
の
写
。

　
最
後
に
「
生
替
物
か
た
り
終
」
と
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
泉
岳
寺
の
三
十
四
世
住
職
、
大
道
貞
鈞
大
和
尚
が
、
池
田
冠
山
か
ら
借
り
て
写

し
た
「
勝
五
郎
再
生
前
生
話
」
を
、『
珎
説
集
記
』
の
著
者
が
借
り
て
写
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
和
直
と
冠
山
の
手
紙
は
、
同
書
に
写
し
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
貞
鈞
は
、

冠
山
と
親
し
く
交
際
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
冠
山
の
屋
敷
に
も
出
入
り
し
、
露
姫
と
の
交
流

も
あ
っ
た
（
小
谷
恵
造
『
池
田
冠
山
傳
』）。
貞
鈞
は
玉
露
童
女
に
追
悼
の
和
歌
二
首
を
寄
せ

て
い
る
。
ま
た
、
天
保
年
間
に
、
山
門
を
再
建
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　「
文
政
六
年
未
年
生
替
物
語
」
と
、
小
泉
八
雲
「
勝
五
郎
の
転
生
」
の
内
容
は
、
八
雲
が
付

け
た
註
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
八
雲
が
英
文
で
記
し
た
も
の
を
翻
訳
し
て
い

る
（
八
雲
の
帝
国
大
学
に
お
け
る
弟
子
で
あ
っ
た
英
文
学
者
金
子
健
二
訳
）
の
で
、
珎
説
→

椿
説
、
貞
鈞
→
貞
金
、
冠
山
→
観
山
な
ど
、
固
有
名
詞
に
誤
り
が
あ
る
。
元
の
資
料
と
比
較

す
る
こ
と
に
よ
り
、
八
雲
が
書
い
た
こ
と
の
内
容
の
理
解
を
よ
り
明
確
に
で
き
る
。

　
な
お
、『
珎
説
集
記
』
の
「
勝
五
郎
生
替
り
物
語
」
の
頁
に
は
、
和
紙
を
裂
い
て
つ
け
た
小

さ
な
付
箋
が
あ
り
、「
文
政
六
未
年
生
替
物
語
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
染
村
氏
に
よ
る
と
、

雨
森
信
成
の
筆
跡
に
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
付
箋
の
箇
所
は
、
こ
れ
以
外
に
は

な
い
。

　
『
珎
説
集
記
』
末
尾
に
は
、「
西
久
保

　
大
和
屋
作
次
郎
方
求

　
明
治
二
巳
年
二
月
廿
一
日
」

と
の
注
記
が
あ
る
（
「
勝
五
郎
の
転
生
」
で
は
「
二
月
」
の
記
載
が
な
い
）
。
大
和
屋
作
次
郎

は
、
幕
末
・
明
治
に
飯
倉
（
港
区
）
で
書
店
業
を
営
ん
で
い
た
人
物
で
あ
り
、
西
久
保
は
、

飯
倉
を
含
む
愛
宕
神
社
西
下
あ
た
り
の
地
名
な
の
で
、
同
書
は
、
明
治
二
年
二
月
二
十
一

日
、
大
和
屋
に
て
佐
佐
木
高
行
が
購
入
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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（
論
考
３
）

　
小
泉
八
雲
の
勝
五
郎
伝
説
へ
の
貢
献

松
村

　
恒

　

　
勝
五
郎
伝
説
に
は
多
数
の
資
料
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
特
異
な
も
の
が
小
泉
八
雲
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
勝
五
郎
伝
説
は
日
野
に
伝
え
ら
れ
る
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
で
あ
り
大
半
が
日
本

人
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
八
雲
の
も
の
だ
け
が
外
国
人
に
よ
り
英
語
で
書
か

れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
若
干
の
文
章
を
草
し
て
勝
五
郎
研

究
が
よ
り
豊
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
い
。

一
　
英
語
で
書
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
特
質

　
英
語
で
書
か
れ
た
た
め
に
英
語
読
者
も
勝
五
郎
伝
説
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
英
語

の
文
の
執
筆
者
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合

は
ハ
ー
ン
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
ハ
ー
ン
は
八
雲
に
対
す
る
英
語
で
の
呼
称
で
あ
り
、
日

本
に
帰
化
し
て
か
ら
は
小
泉
八
雲
が
戸
籍
上
の
正
式
名
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ど

ち
ら
で
呼
ぼ
う
と
同
じ
人
物
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
単
に
検
索
の
都
合

で
両
者
を
呼
び
分
け
て
い
る
だ
け
で
、
実
質
的
な
違
い
は
な
い
。
さ
て
英
語
に
よ
る
勝

五
郎
伝
説
は
ハ
ー
ン
の
来
日
以
降
の
い
く
つ
も
あ
る
再
話
等
の
作
品
集
の
ひ
と
つ
で
あ

る
『
仏
国
土
に
て
の
落
穂
拾
い
』
（
平
井
呈
一
訳
で
は
『
仏
の
畑
の
落
穂
』）
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
英
語
原
題
はGleanings 

in 
the 

Buddha-Fields

で
あ
る
。B

u
d
d
h
a
-

fi
e
l
d
s

は
仏
教
術
語
で
あ
り
仏
教
学
で
は
仏
国
土
と
漢
語
で
訳
す
の
が
定
番
で
あ
る
（
仏

国
土
と
は
仏
の
意
図
が
行
わ
れ
て
い
る
空
間
の
こ
と
。
大
乗
文
献
を
も
資
料
と
し
て
い

る

次

を

参

照
。T

e
r
e
s
i
n
a
 
R
o
w
e
l
l
,
“
T
h
e
 
B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
 
a
n
d
 
E
a
r
l
y
 
U
s
e
 
o
f
 
t
h
e
 

B
u
d
d
h
a
-
k
ş
e
t
r
a
,
”
The 

Eastern 
Buddhist

(
o
r
i
g
i
n
a
l
 
s
e
r
i
e
s
)
6
-
3
(
1
9
3
4
.
7
)
;
6
-
4
 

(
1
9
3
5
,
4
)
;
7
-
2
(
1
9
3
7
.
6
)

）
。
日
本
人
的
に
は
（
方
便
）
化
身
土
を
想
定
し
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
浄
土
教
学
な
ど
は
も
と
よ
り
ハ
ー
ン
の
預
か
り
知
ら
な
い
こ
と
で
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
。
作
品
集
のG

l
e
a
n
i
n
g
s

は
『
旧
訳
聖
書
』
「
ル
ツ
記
」
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
貧
し
い
者
た
ち
へ
拾
わ
せ
る
た
め
に
わ
ざ
と
残
り
物
を
片
付
け
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
美
風
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
嫁
・
姑
の
確
執
と
い
う
永
遠

の
問
題
を
紀
元
前
六
～
五
世
紀
に
既
に
解
決
し
た
事
例
を
語
る
文
献
で
あ
る
。
優
し
い
ハ
ー

ン
の
胸
の
内
を
忖
度
す
る
と
そ
の
よ
う
な
理
由
で
題
名
に
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勝
五

郎
の
物
語
に
限
っ
て
ハ
ー
ン
は
わ
ざ
わ
ざ
断
り
書
き
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
再
話
や

創
作
で
は
な
く
史
料
に
基
づ
い
た
正
確
な
翻
訳
で
あ
る
、
と
。
荒
唐
無
稽
な
言
い
伝
え
と
取

ら
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
現
実
に
あ
る
史
料
を
忠
実
に
呈
示
し
よ
う
と

し
て
い
る
意
図
は
強
く
表
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
時
代
に
霊

媒
の
ル
ポ
記
事
を
書
い
た
が
、
最
初
か
ら
信
じ
る
と
か
頭
か
ら
噓
で
あ
る
と
か
否
定
し
て
か

か
る
態
度
を
取
ら
ず
、
誰
が
見
て
も
ど
こ
ま
で
が
事
実
で
あ
る
か
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ハ
ー
ン
が
博
捜
し
た
史
料
を
基
に
読
者
各
人
が
好
む
方
面
の
結
論
を

導
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ハ
ー
ン
は
文
筆
活
動
の
出
発
点
に
は

翻
訳
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
。
翻
訳
に
は
独
自
の
考
え
を
持
っ
て
い
て
、
教
室

で
先
生
に
正
確
に
訳
し
な
さ
い
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ハ
ー
ン
の
目
指
す
翻
訳
は

そ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
若
い
頃
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
英
語
訳
が
主
で
あ
っ
た
が
、
晩
年

に
い
た
っ
て
日
本
文
英
語
訳
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
も
翻
訳
へ
の
立
場
は
変
わ

ら
ず
、
日
本
語
資
料
の
厳
密
な
翻
訳
を
海
外
に
提
供
し
た
。

　
と
に
も
か
く
に
も
ハ
ー
ン
が
英
語
で
書
い
た
お
蔭
で
、
日
本
の
一
地
方
の
言
い
伝
え
が
海

外
で
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
恐
ら
く
は
ハ
ー
ン
に
よ
る
勝
五
郎
再
生
譚
に
最
初
に

言
及
し
た
の
は
キ
ュ
ル
ト
・
デ
ュ
カ
ス
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
生
ま
れ
替
わ
り
研
究
の
事
例
を

集
め
る
こ
と
で
は
随
一
で
あ
る
イ
ア
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
に
継
承
さ
れ
、
以
後
日
本
の

生
ま
れ
替
わ
り
の
事
例
が
言
及
さ
れ
る
場
合
に
は
、
例
外
な
く
ハ
ー
ン
の
勝
五
郎
が
引
か
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
（
松
村
恒
「
生
ま
れ
変
わ
り
の
科
学
か
ら
み
た
「
勝
五
郎
の
再
生
」
」（
『
八

雲
』
27
）
）
。
ロ
ン
ド
ン
大
の
ア
メ
リ
カ
研
究
所
の
図
書
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
っ
た
折
、
ハ
ー

ン
が
ル
イ
ジ
ア
ナ
学
や
ク
レ
オ
ー
ル
研
究
の
先
駆
者
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
愕
し
た
が
、

現
今
の
パ
ラ
サ
イ
エ
ン
ス
で
も
ま
た
先
鞭
を
付
け
た
と
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ハ
ー
ン
の
勝
五
郎
再
生
譚
は
特
に
変
わ
っ
た
体
裁
を
取
っ
て
い
る
。
普
通
の
再
話
作
品
で

あ
れ
ば
物
語
の
主
筋
に
読
者
を
引
き
ず
り
込
む
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
い
さ
さ
か
退
屈
と

も
思
え
る
史
料
の
羅
列
が
先
行
す
る
。
荒
唐
無
稽
な
話
で
あ
る
と
一
笑
に
付
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
う
し
ろ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ

と
資
料
編
で
通
覧
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　「
勝
五
郎
の
再
生
」
が
和
訳
さ
れ
た
効
用

　
『
仏
国
土
に
て
の
落
穂
拾
い
』
は
一
八
九
七
年
に
ボ
ス
ト
ン
で
出
版
さ
れ
た
が
、
当
時
は
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日
本
の
古
伝
承
を
わ
ざ
わ
ざ
英
語
で
読
む
日
本
人
は
多
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
英
語
出
版
の

直
後
に
和
訳
は
現
れ
ず
、
少
し
時
間
を
お
い
て
か
ら
の
こ
と
と
な
る
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
帝
大
で
ハ
ー
ン
の
授
業
を
直
接
に
受
講
し
た
聴
講
生
が
集
ま
っ
て
小
泉
八
雲
全
集
を

企
画
し
、
多
く
の
英
語
に
よ
る
作
品
が
和
訳
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
仏
国
土
に
て
の
落

穂
拾
い
』
も
企
画
の
う
ち
に
は
い
り
「
勝
五
郎
の
再
生
」
も
当
然
な
が
ら
和
訳
さ
れ
、
勝
五

郎
伝
説
を
知
る
日
本
人
も
あ
ら
た
め
て
ハ
ー
ン
を
通
じ
て
再
読
す
る
こ
と
と
な
る
。
第
一
書

房
『
小
泉
八
雲
全
集
』
に
携
わ
っ
た
弟
子
の
第
一
世
代
は
喜
び
を
以
て
師
の
作
品
を
和
訳
し

た
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
勝
五
郎
を
担
当
し
た
中
世
英
文
学
を
専
攻
す
る
金
子
健
二
は

御
嶽
信
仰
に
つ
い
て
小
論
文
と
も
な
り
得
る
よ
う
な
ハ
ー
ン
の
長
大
な
注
を
全
訳
し
て
い
る

（
以
後
の
和
訳
で
は
す
べ
て
省
か
れ
て
い
る
）
。
こ
れ
な
ど
は
面
授
の
世
代
の
師
を
思
う
気
持

ち
の
現
れ
だ
と
思
う
。
し
か
し
最
初
の
和
訳
全
集
の
企
画
に
は
苦
し
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
ハ

ー
ン
が
ロ
ー
マ
字
で
書
い
た
日
本
語
・
中
国
語
の
漢
字
表
記
に
は
難
渋
し
た
ら
し
い
。
特
に

中
国
も
の
は
困
難
が
倍
増
し
て
い
る
。
そ
れ
は
中
国
史
料
は
た
い
て
い
フ
ラ
ン
ス
語
訳
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
の
中
国
語
名
は
ロ
ー
マ
字
転
写
で
あ
っ
た
。
明
治
日
本
で
は
中

国
語
の
音
読
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
く
、
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
方
式
の
ロ
ー
マ
字
で
あ
っ
た
。

和
訳
者
は
そ
の
場
合
大
い
に
困
り
、
発
音
表
記
も
漢
字
復
元
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
す

べ
て
の
中
国
語
が
ロ
ー
マ
字
の
ま
ま
訳
文
中
に
差
し
挟
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
ら
は
和
訳
本
が
回
を
重
ね
る
に
従
っ
て
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。
勝
五
郎
の
場
合

も
関
連
日
本
語
史
料
を
求
め
て
和
訳
者
た
ち
は
努
力
を
重
ね
て
い
っ
た
。

　
『
小
泉
八
雲
作
品
集
』
三
（
勝
五
郎
の
再
生
）
（
河
出
書
房
新
社 

一
九
七
七
）[
講
談
社

学
術
文
庫
に
再
録]

で
は
訳
者
は
努
力
し
て
江
戸
時
代
の
写
本
を
探
し
出
し
原
文
と
対
応
す

る
部
分
を
古
文
で
写
し
、
対
応
し
な
い
部
分
以
下
は
現
代
語
訳
し
て
い
る
。
『
新
修
平
田
篤

胤
全
集
』
九
巻
も
岩
波
文
庫
も
三
一
書
房
版
も
容
易
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
的
に
恵
ま

れ
た
状
況
に
な
っ
た
今
で
は
、
そ
れ
は
平
田
篤
胤
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
の
一
節
で
あ
る
と

す
ぐ
わ
か
る
し
、
一
部
分
だ
け
と
は
い
え
ハ
ー
ン
の
英
文
と
は
よ
く
相
応
す
る
箇
所
も
あ

る
。
原
資
料
を
求
め
た
訳
者
の
営
為
は
正
し
い
し
、
多
く
の
便
宜
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
ー
ン

自
身
が
翻
訳
で
あ
る
と
自
分
で
断
っ
て
い
る
し
、
た
と
え
翻
訳
で
は
な
く
と
も
再
話
で
あ
れ

ば
日
本
の
依
拠
資
料
を
探
し
求
め
る
の
は
ハ
ー
ン
作
品
の
理
解
に
は
必
要
な
作
業
で
あ
る
。

我
々
は
こ
う
し
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
先
人
の
努
力
に
負
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
も
う
ひ
と
つ
和
訳
本
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
関
連
資
料
を
探
し
求
め
る
努
力
を
は
な
か
ら

一
切
放
棄
し
て
、
ハ
ー
ン
の
英
語
を
美
し
い
日
本
語
に
置
き
換
え
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て

い
る
と
豪
語
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
ハ
ー
ン
作
品
の
真
髄
に
一
歩
も
近
づ
く
こ
と
は

で
き
な
い
誤
り
で
あ
る
。
翻
訳
者
・
学
者
の
営
み
を
最
初
か
ら
放
棄
し
て
し
ま
う
の
で
あ
れ

ば
、
ハ
ー
ン
な
ど
に
は
最
初
か
ら
近
づ
か
な
い
方
が
よ
い
。
そ
れ
に
し
て
も
美
し
い
日
本
語

と
は
一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
　
改
訂
版
で
増
補
さ
れ
た
ハ
ー
ン
作
品
　

　
こ
こ
で
米
国
出
版
の
書
に
よ
り
日
野
の
勝
五
郎
伝
説
に
も
う
一
度
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。

勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
言
い
伝
え
は
広
ま
り
、
同
時
代
の
文
人
た
ち
の
注
目
を
引
い

た
。
特
に
そ
の
中
の
二
人
が
勝
五
郎
あ
る
い
は
そ
の
家
族
か
ら
聞
き
書
き
を
作
り
、
書
き
留

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
問
題
の
地
を
領
し
て
い
る
役
人
も
取
り
調
べ
を
行
う
こ
と
と
な

り
調
書
は
公
文
書
と
も
な
っ
た
。
文
人
の
一
人
は
池
田
冠
山
と
い
い
、
『
勝
五
郎
再
生
前
生

話
』
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
多
く
の
書
の
藍
本
と
な
っ
た
。
自
ら
の
愛
娘
を
幼
く
し
て
失
っ

た
冠
山
の
哀
し
み
に
包
ま
れ
た
営
み
で
あ
っ
た
。
文
人
大
名
で
あ
り
、
と
く
に
黄
檗
宗
に
深

く
帰
依
し
て
い
て
業
績
を
も
残
し
て
い
る
仏
教
研
究
者
で
も
あ
り
、
単
な
る
大
名
の
手
す
さ

び
で
は
な
か
っ
た
。

　
調
査
団
で
は
勝
五
郎
に
つ
い
て
の
文
献
を
博
捜
し
、
編
者
た
ち
自
ら
が
翻
刻
を
作
成
し
、

一
次
資
料
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
。
諸
資
料
の
ひ
と
つ
に
小
泉
八
雲
の
作
品
も
加
え
ら

れ
、
そ
れ
の
解
説
も
付
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
北
村
澄
江
「
小
泉
八
雲
「
勝
五
郎
の

転
生
」
を
め
ぐ
る
研
究
課
題
」
（
二
〇
〇
八
、
関
係
資
料
一
覧
参
照
）
が
あ
り
、
詳
細
な
研

究
が
公
表
さ
れ
た
。
ま
た
ハ
ー
ン
の
日
本
も
の
に
は
必
ず
出
典
が
あ
る
。
勝
五
郎
の
場
合
に

は
作
品
中
に
直
接
の
依
拠
資
料
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
資
料
自
体
は
見
ら

れ
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
の
で
、
資
料
名
が
『
ち
ん
せ
つ
し
ゅ
う
き
』
と
い
う
こ
と
は
明
か

さ
れ
て
い
て
も
漢
字
表
記
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
元
資
料
の
所
蔵
者
は
著
名
人
で
あ
っ

た
の
で
、
一
部
で
は
そ
の
資
料
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
は
い
た
ら
し
い
が
、
資
料
が
委
託
か
ら

寄
贈
へ
と
変
わ
る
ま
で
に
時
が
か
か
り
、
容
易
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
や
が
て

事
態
が
好
転
し
、
『
珎
説
集
記
』
と
書
か
れ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
報
告
書
調

査
報
告
⑪
に
記
さ
れ
て
い
る
。
私
が
こ
の
資
料
の
再
発
見
に
つ
い
て
耳
に
し
た
の
は
海
外
に

疎
開
移
住
し
て
い
る
時
で
あ
っ
た
の
で
、
一
刻
も
早
く
見
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、

簡
単
に
帰
国
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
書
と
ハ
ー
ン
作
品
の
照
合
は
し
か
る
べ
き
人
士
に
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よ
り
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
半
ば
諦
め
て
い
た
。
と
は
言
う
も
の
の
私
に
と
っ
て
「
勝
五
郎

の
再
生
」
に
は
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
り
、
直
接
の
依
拠
資
料
が
見
ら
れ
な
い
の
で
そ
れ
に
近

そ
う
な
代
替
物
を
探
し
て
い
た
。
あ
れ
こ
れ
と
当
た
る
う
ち
に
『
視
聴
草
』
（
資
料
編
９
）

に
引
か
れ
て
い
る
勝
五
郎
再
生
譚
が
『
珎
説
集
記
』
の
そ
れ
に
極
め
て
近
い
も
の
と
推
定

し
、
そ
れ
の
該
当
箇
所
の
翻
刻
を
作
り
、
上
下
段
組
に
し
、
下
段
に
そ
の
翻
刻
を
与
え
、
上

段
に
ハ
ー
ン
作
品
の
和
訳
文
を
、
『
視
聴
草
』
の
文
を
で
き
る
だ
け
参
照
し
な
が
ら
作
成
し

て
み
た
。
そ
の
結
果
『
視
聴
草
』
の
文
は
『
珎
説
集
記
』
の
そ
れ
と
相
当
に
近
い
と
い
う
感

触
を
得
た
。
し
か
し
両
者
は
同
一
物
で
は
な
い
の
で
、
省
略
さ
れ
た
部
分
も
あ
り
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
上
下
対
照
訳
文
か
ら
割
愛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
調
査
団
の
ご
厚
意

に
よ
り
改
訂
版
に
て
そ
れ
を
補
う
機
会
を
頂
く
と
い
う
僥
倖
に
恵
ま
れ
た
。
前
稿
に
て
余
儀

な
く
割
愛
の
例
に
倣
っ
た
部
分
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
欠
を
補
い
完
成
体
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
喜
び
で
あ
る
（
補
え
た
部
分
は
松
村
「
「
勝
五
郎
再
生
」
の
原
典

と
そ
れ
に
関
わ
る
諸
問
題
」
（
『
八
雲
』
21
）
）
。
特
に
和
直
の
人
名
が
登
場
す
る
資
料
は
他
に

は
な
い
と
思
う
。 

 

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
報
告
書
（
初
版
）
が
完
成
し
、
『
珎
説
集
記
』
の
問
題
の
箇

所
の
翻
刻
も
『
視
聴
草
』
の
そ
れ
も
作
成
さ
れ
た
。
同
書
は
ハ
ー
ン
研
究
者
に
と
っ
て
ず
っ

と
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、
問
題
の
箇
所
の
翻
刻
は
初
版
で
初
め
て
世
に
で
た
。
解
読
者
は
小

宮
豊
・
大
河
内
祥
行
の
両
名
で
あ
る
が
、
変
体
仮
名
多
用
の
行
書
体
の
写
本
を
読
む
の
は
容

易
で
は
な
い
。
仲
間
内
で
褒
め
合
う
の
は
適
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
く
ぞ
こ
こ

ま
で
の
感
が
あ
る
。
例
え
ば
『
珎
説
集
記
』
の
翻
刻
中
に
、
「
枕
（
机
カ
）
の
上
に
」
（
一
三

九
頁
下
段
）
と
訂
正
案
を
提
示
し
て
い
る
。
『
視
聴
草
』（
一
三
一
頁
中
段
）『
甲
子
夜
話
』（
一

二
九
頁
下
段
）
の
対
応
箇
所
で
は
確
か
に
机
と
あ
る
の
で
一
考
に
価
す
る
。
私
自
身
は
枕
が

良
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
絶
え
ず
批
判
的
に
作
業
を
進
め
て
い
っ
た
翻
刻
者
に
は
脱
帽
で
あ

る
。
こ
の
初
版
が
な
け
れ
ば
私
な
ど
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
ろ
う
。
ま
た
初
版
に
先
立
っ
て

現
れ
て
い
た
北
村2
0
0
8

は
『
珎
説
集
記
』
の
再
発
見
前
の
ハ
ー
ン
作
品
の
抱
く
問
題
点
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
途
に
ハ
ー
ン
研
究
の
部
門
で
も
北
村

の
業
績
に
呼
応
す
る
様
な
も
の
が
現
れ
て
い
る
。

四
　
隠
れ
て
い
た
雨
森
の
資
料

　
数
年
の
疎
開
移
住
の
外
国
生
活
を
鋏
ん
で
帰
国
し
た
と
こ
ろ
、
小
泉
八
雲
研
究
家
の
染
村

絢
子
氏
か
ら
『
珎
説
集
記
』
と
ハ
ー
ン
「
勝
五
郎
の
再
生
」
を
対
照
し
て
み
な
い
か
と
勧
め

ら
れ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
も
う
ひ
と
つ
大
き
な
出
来
事
が
あ
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
様

に
、
ハ
ー
ン
は
日
本
の
友
人
に
し
て
最
も
有
力
な
助
力
者
で
あ
っ
た
雨
森
信
成
の
示
唆
に
よ

り
「
勝
五
郎
の
再
生
」
に
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
陸
在
住
の
染
村
氏
は
東
京
の
研
究
グ

ル
ー
プ
と
は
い
か
ほ
ど
の
交
わ
り
が
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
夙
に
一
九
九
六
年

の
『
へ
る
ん
』
誌
の
コ
ラ
ム
欄
に
て
こ
れ
ら
の
資
料
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
事
情
の
好
転
に

よ
り
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
や
い
ち
早
く
諸
資
料
の
対
照
を
実
行
さ
れ
、
『
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
六
人
の
日
本
人
』
を
刊
行
さ
れ
た
（
関
係
資
料
一
覧
参
照
）
。
も

う
す
る
べ
き
こ
と
は
殆
ど
残
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
必
ず
し
も
誰
に
で
も
容
易
に
利
用
で

き
る
資
料
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
、
敢
え
て
そ
の
他
の
勝
五
郞
史
料
と
並
べ
て
呈
示

し
、
大
方
の
利
用
の
便
に
供
す
る
次
第
で
あ
る
。

五
　
ハ
ー
ン
作
品
の
段
落
構
成

　
ハ
ー
ン
作
品
は
よ
み
も
の
と
し
て
の
完
成
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、
物
語
自
体
の
始

ま
る
前
に
諸
種
の
資
料
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
作
者
自
身
が
読
者
に
ご
辛
抱
願
い
た
い
と
弁
明

し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
作
者
自
身
が
用
い
た
番
号
付
け
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
、
時
に
は
更

な
る
下
位
区
分
を
施
し
た
。
そ
の
場
合
は
三
角
括
弧
を
付
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
な
い
旨
を

断
っ
た
。
次
に
そ
れ
を
通
覧
す
る
。

Ⅰ
　
総
序
　

Ⅱ
　
各
論

　
Ⅱ
1

　
多
門
傳
八
郎
の
報
告
書

　
Ⅱ
2

　
和
直
の
書
状

　
Ⅱ
3

　
冠
山
の
書
状

　
Ⅱ
4

　
貞
鈞
の
添
書

　
Ⅱ
5

　
関
係
者
名

Ⅱ
5
〈
1
〉  

勝
五
郞
の
家
族

Ⅱ
5
〈
2
〉  

藤
蔵
の
家
族

　

　
Ⅱ
6

　
勝
五
郞
の
再
生
譚
＝
物
語
部
分
の
本
篇

　
　
Ⅱ
6
〈
1
〉

　
勝
五
郞
姉
に
再
生
を
語
る 

 
 
 
 
 

　

　
　
Ⅱ
6
〈
2
〉

　
不
審
に
思
っ
た
親
が
姉
に
問
う
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Ⅱ
6
〈
3
〉

　
勝
五
郞
親
に
前
世
を
語
る

　 
　
　
Ⅱ
6
〈
4
〉
　
勝
五
郞
祖
母
に
詳
し
く
語
る

　
　
Ⅱ
6
〈
5
〉
　
祖
母
勝
五
郞
の
語
っ
た
こ
と
を
源
蔵
夫
婦
に
話
す 

　
　
Ⅱ
6
〈
6
〉
　
祖
母
勝
五
郞
を
伴
い
程
久
保
に
行
く

　
　
Ⅱ
6
〈
7
〉
　
周
り
の
大
人
勝
五
郞
の
再
生
を
確
信
す
る

　
　
Ⅱ
6
〈
8
〉
　
祖
母
・
孫
中
野
村
に
帰
還

　
　
Ⅱ
6
〈
9
〉
　
筆
者
（
＝
冠
山
）
勝
五
郞
の
両
親
に
善
行
を
尋
ね
る

　
Ⅱ
7

　
原
典
に
つ
い
て
の
訳
者
（
＝
ハ
ー
ン
）
注
記

Ⅲ
　
訳
者
（
＝
ハ
ー
ン
）
の
後
書

お
わ
り
に

　
雨
森
は
英
語
に
堪
能
で
あ
り
、
読
解
が
困
難
な
日
本
語
資
料
を
英
語
に
訳
し
て
ハ
ー
ン
に

提
供
し
た
。
こ
う
し
た
英
語
の
助
力
者
は
雨
森
の
他
に
も
い
て
、
染
村
絢
子
さ
ん
は
こ
の

助
力
者
の
研
究
を
貴
重
な
資
料
を
駆
使
し
て
推
進
し
て
い
た
。
そ
の
染
村
さ
ん
が
雨
森
が

英
語
に
し
て
ハ
ー
ン
に
提
供
し
た
も
の
の
写
し
を
所
持
し
て
お
ら
れ
、
あ
る
時
ハ
ー
ン
作
品

と
『
珎
説
集
記
』
を
対
照
す
る
な
ら
雨
森
の
手
控
え
も
参
照
し
て
み
な
い
か
と
ご
提
案
頂
い

た
。
染
村
さ
ん
の
こ
れ
迄
の
御
論
考
に
も
度
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
ー
ン
は
助
力
者
の

存
在
を
公
開
す
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
助
力
者
達
に
も
そ
の
意
向
を
伝
え
て
い
た
。

助
力
者
の
う
ち
雨
森
は
古
武
士
の
気
風
を
持
つ
人
物
で
あ
り
、
生
前
に
こ
の
こ
と
を
口
外
す

る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
雨
森
の
他
に
も
陰
で
助
力
を
し
た
人
物
も
あ
り
、
ハ
ー
ン
の
長

男
一
雄
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
人
は
誠
実
な
人
で
あ
っ
た
と
書
き
残
し
、
父
親
を
援
助
し
た
こ
と

に
感
謝
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
本
人
も
助
力
者
も
こ
の
こ
と
は
伏
せ
て
お
く
意
向
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
歴
史
の
闇
の
中
に
葬
ら
せ
て
し
ま
う
に
は
あ
ま
り
に
も
惜
し
い
。

泉
下
の
こ
れ
ら
の
方
々
の
意
向
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
拝
借
し
た
資
料

を
翻
字
し
て
改
訂
版
に
こ
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。
先
人
た
ち
の
霊
に
お
詫
び
を
し
て

慰
め
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
無
学
の
た
め
い
か
な
る
経
典
を
読
誦
す
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
今
日
ま
で
縁
あ
っ
て
若
干
の
新
出
の
経
典
を
校
訂
出
版

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
霊
に
捧
げ
て
、
ハ
ー
ン
と
助
力
者
の
文
化
へ
の
貢
献

に
尊
敬
を
払
い
、
寛
恕
を
請
い
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

図3 雨森信成がハーンに送った『珎説集記』英訳の
自筆原稿（1枚目と6枚目）と封筒（明治29年12月15日付）。
原稿は全部で22枚ある。（染村絢子氏画像提供）
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（参考資料）

凡例
1．以下には左欄に雨森の『珎説集記』の英訳、右欄にはハーン「勝五郞の再生」の英文を対照させる。

2．左欄は染村絢子さんから提供頂いた写しの転写である。転写にあたり改行には写本転写の常道通りスラッシュ

を入れた（e.g. W. West, Textual Criticism and Editorial Technique. Stuttgart: Teubner, 1973）。
3．右欄はプロジェクト・グーテンベルク・E ブックから複写したものである。ただし英訳者の注及び注番号は省

いてある。

4．初版復刻シリーズも参照した。グーテンベルクとは表記の違いはあっても、実質的な異読はない。ただ一箇所

だけ初刷りと後刷りの場合に大きな違いがある。これは末尾に初刷りの英文を転記しておく。

5．段落構成の番号付けで三角括弧で包まれたものはすべて編者の付加である。

6．ⅠとⅢは雨森の英訳にはなく、ハーン独自の英文なので、左欄はないので省いた。

7．日本語のローマ字表記中に同じ語でも長音を示すマクロンがあったりなかったりするが、原資料の表記の通り

にしてある。

8．ハーン作品の英文には冒頭の数行を除いて異読はない。その部分の英文と独訳を、また雨森のハーンへの追悼

文の関連箇所を参考のために添えた。

Ⅱ.1

/1/ Copy of the Report of Tamon Dempachirō /

    Katsugorō /
        nine years old
    Second son of Genzō, a farmer
        Village; Nakano-mura /
        District; Tama-gōri
        Province; Musashi /
            My estate /
    Some time during the autumn of the / last year, the above 
mentioned Katsugorō, / the second son of Genzō, told his 
elder sister / the details of his former existence and of his 
/ re-birth; but, as it was a child’s story, / the girl did not 
take any heed thereof. / Yet, as Katsugoro told her since the 
same / story over and again, she thought it strange, / and 
informed her parents of it.

    During the 12th month last year Genzō / himself asked 
Katsugorō about the matter; /2/ whereupon Katsugoro said 
that his father in / his former existance was one Kyūbei, 
a farmer / in the village Hodokubo-mura, within the / 
jurisdiction of Lord Komiya, in the district / Tamagori, 
Province Musashi; 

that he, the / son of Kyūbei, died of small-pox when / six 
years old; and that he was re-born in / the family of the 
aforesaid Genzō. Unbeliev-/-able as this was, the boy 
gave a detailed ac-/-count thereof with great assurance; 
therefore / the headman and elders of the village had a / due 
examination of the ease.  

As the rumour / of this had spread, the family of one 
Hanshirō / of the village Hodokubo-mura heard it, and / 

II
1 . — C O P Y  O F  T H E  R E P O R T  O F  T A M O N 
DEMPACHIRO.

The case of Katsugoro, nine years old, second son of 
Genzo, a farmer on my estate, dwelling in the Village 
called Nakano-mura in the District called Tamagori in the 
Province of Musashi.

Some time during the autumn of last year, the above-
mentioned Katsugorō, the son of Genzo, told to his elder 
sister the story of his previous existence and of his rebirth. 
But as it seemed to be only the fancy of a child, she gave 
little heed to it. Afterwards, however, when Katsugoro had 
told her the same story over and over again, she began to 
think that it was a strange thing, and she told her parents 
about it.
During the twelfth month of the past year, Genzo himself 
questioned Katsugoro about the matter, whereupon 
Katsugoro declared,—
That he had been in his former existence the son of a certain 
Kyubei, a farmer of Hodokubo-mura, which is a village 
within the jurisdiction of the Lord Komiya, in the district 
called Tamagori, in the province of Musashi;—
That he, Katsugoro, the son of Kyubei, had died of 
smallpox at the age of six years,—and
That he had been reborn thereafter into the family of the 
Genzo before-mentioned.
Though this seemed unbelievable, the boy repeated all the 
circumstances of his story with so much exactness and 
apparent certainty, that the Headman and the elders of the 
village made a formal investigation of the case. 
As the news of this event soon spread, it was heard by the 
family of a certain Hanshiro, living in the village called 
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Hanshiro came to the house of aforesaid / Genzō, a farmer of 
my estate, and inquired / Genzō of the matter; and found 
what the / boy had said was true in regard to the facial / 
characteristics and personal appearance of his / former 
parents and the aspects of his home / in his former 
existence.  They took Katsugorō / to the house of Hanshirō 
in Ho-do-kubo-mura; /3/ then the people of the house said 
he looked / much like Tōzō who died at the age of six / 
some years ago.  Since that time till now / the two families 
have been in the habit of / exchanging occasional visits.  
The people / of the villages in the vicinity seem to have / 
come to know this matter, and now-a-days / persons from 
various places daily come to see / Katsugorō. /

     The above was deposed to me by the / people dwelling 
in my estate; so, I called / Genzō to my house and examined 
him, / and his answers were not different from the / above 
given account.  Such a rumour as this above given account.  
Such a rumour as this / occasionally comes into vogue in 
this world, / and is indeed hard to believe.  But I beg to 
report the above case, hoping it may reach / your august 
ear, (and that I may not be / charged with negligence).

           (signed) Tamon Dempachirō /
       4th month, 6th year of Bunsei (1823)
              ---------------------------------- /4/ 

Copy of Kazunawo’s letter to Teikin, (priest of Sengakuji)
-----------------------------

    I have been favoured with the accoumpany-/-ing copy 
of the report of  Tamon Dempachirō / by Shiga Hyōëmon 
Sama, who brought it / to me, and I have the pleasure of 
showing / it to you.  It seems to me advisable for / you to 
keep it with the writing of Kwanzan / Sama which you 
showed me the other day. /

           (signed) Kazunawo /
       21st day, 6th month. / 
              ------------------ /

Copy of Matsudaira Kwanzan’s (a daimyō) / letter to the 
priest Teikin of the temple Sengakuji /
---------------------------------------/

    I herewith inclose and show you the / account of the 

Hodokubo-mura; and Hanshiro then came to the house of 
the Genzo aforesaid, a farmer belonging to my estate, and 
found that everything was true which the boy had said about 
the personal appearance and the facial characteristics of his 
former parents, and about the aspect of the house which had 
been his home in his previous birth. Katsugoro was then 
taken to the house of Hanshiro in Hodokubo-mura; and the 
people there said that he looked very much like their Tozo, 
who had died a number of years before, at the age of six. 
Since then the two families have been visiting each other at 
intervals. The people of other neighboring villages seem to 
have heard of the matter; and now persons come daily from 
various places to see Katsugoro.

*

A deposition regarding the above facts having been made 
before me by persons dwelling on my estate, I summoned 
the man Genzo to my house, and there examined him. His 
answers to my questions did not contradict the statements 
before-mentioned made by other parties.
Occasionally in the world some rumor of such a matter as 
this spreads among the people. Indeed, it is hard to believe 
such things. But I beg to make report of the present case, 
hoping the same will reach your august ear,—so that I may 
not be charged with negligence.

[Signed] TAMON DEMPACHIRO.
The Fourth Month and the Sixth Year of Bunsei [1823].

2. —COPY OF LETTER WRITTEN BY KAZUNAWO TO
TEIKIN, PRIEST OF SENGAKUJI.

I have been favored with the accompanying copy of the 
report of Tamon Dempachiro by Shiga Hyoëmon Sama, 
who brought it to me; and I take great pleasure in sending 
it to you. I think that it might be well for you to preserve it, 
together with the writing from Kwan-zan Sama, which you 
kindly showed me the other day.

[Signed] KAZUNAWO.
The twenty-first day of the Sixth Month. [No other date.]

3.—COPY OF THE LETTER OF MATSUDAIRA 
KWANZAN [DAIMYO] TO THE PRIEST TEIKIN OF 
THE TEMPLE CALLED SENGAKUJI.

I herewith enclose and send you the account of the rebirth 
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re-birth of Katsugorō.  I have / written it in popular style, it 
being a good / means of silencing the unbelievers of the  / 
doctrines of Buddha. As a literary work it is but a miserable 
thing; I send it to / you just for your amusement.  But,  so 
far as the account itself goes, it is without any mistake, for I 
myself heard it from / Katsugorō’s grandmother.  When you 
/ have read it, please return it to me.

           (Signed) Kwanzan
       20th day.
              -------- /

The Account of the Re-birth of Katsugorō
--------------------------------------- /
Separate writing /

  This Account is of a real fact, / and is without any mistake, 
because it is / written by Matsudaira Kanzan Sama　/ of 
Teppōzu, Yedo, who himself went there, / on the 22nd day, 
3rd month, this year, with / the special purpose of  inquiring 
about the / matter; and, after having got a glimpse of /6/ 
Katsugorō and seen his grandmother, asked / her questions 
on every item of the subject, and / wrote down her answers 
just as they were / given. /
    After that, the said Kwanzan Sama / condescended to 
confer the favour of a / visit to this temple on the 14th day, 
this 4th / month, and told me by his own mouth / about his 
visit to Katsugorō aforesaid. / Moreover, he condescented to 
do me the favour / of showing the aforesaid written account 
/ on the 20th day, same month.  Availing my-/-self of this 
opportunity, I have forthwith / copied the written account /  

     (signed) Teikin Sō   {facsimile of the / priest kakihan or seal 

written by / hand. /

                Sengakuji /
　21st day, 4th month, 6th year of Bunsei. (1823) /----------
--------------- /7/

Katsugorō
        Born 10th day, 10th month, 12th / 

of Katsugoro. I have written it in the popular style, thinking 
that it might have a good effect in helping to silence those 
who do not believe in the doctrines of the Buddha. As a 
literary work it is, of course, a wretched thing. I send it to 
you supposing that it could only amuse you from that point 
of view. But as for the relation itself, it is without mistake; 
for I myself heard it from the grandmother of Katsugoro. 
When you have read it, please return it to me.

[Signed] KWANZAN.
Twentieth day. [No date.]

[COPY.]

RELATION OF THE REBIRTH OF KATSUGORO.

4.—(Introductory Note by the Priest Teikin.)

This is the account of a true fact; for it has been written by 
Matsudaira Kwanzan Sama, who himself went [to Nakano-
mura] on the twenty-second day of the third month of this 
year for the special purpose of inquiring about the matter.
After having obtained a glimpse of Katsugoro, he 
questioned the boy’s grandmother as to every particular; 
and he wrote down her answers exactly as they were given.

Afterwards, the said Kwanzan Sama condescended to honor 
this temple with a visit on the fourteenth day of this fourth 
month, and with his own august lips told me about his visit 
to the family of the aforesaid Katsugoro. Furthermore, 
he vouchsafed me the favor of permitting me to read the 
before-mentioned writing, on the twentieth day of this same 
month. And, availing myself of the privilege, I immediately 
made a copy of the writing.

[Signed] TEIKIN SO　Facsimile of the priest’s kakihan, or
private sign-manual, made with the brush.

The twenty-first day of the Fourth Month of the Sixth Year 
of Bunsei [1823]

[COPY.]
5.—[NAMES OF THE MEMBERS OF THE TWO 
FAMILIES CONCERNED.]

[Family of Genzo.]

KATSUGORO.—Born the 10th day of the 10th month of 
the twelfth year of Bunkwa [1815]. Nine years old this sixth 
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        year of Bunkwa (1815) /
        Nine years old, this 6th year of / 
        Bunsei (1823) /

The second son of Genzō, a farmer / living in Tanitsuiri, 
village Nakano-/-mura, district Tama-gōri, province / 
Musashi. Estate of Tamon / Dempachiro whose yashiki 
is / in the street Shichikencho, Nedzu, / Yedo. /
   Jurisdiction of Yusuki. /

Genzō
Katsugorō’s father. Family name; / Koyada. / 
Forty-nine years old, this 6th year / of Bunsei. /

  Being poor, he occupies himself in / making baskets, 
and sells them in / Yedo. The inn where he usually /8/ 
lodges in Yedo is Sagami-ya / 

Kihei’s, in the street Bakurō-chō. /

Sei
Genzo’s wife and Katsugorō’s mother. / Thirty-nine 
years old, this 6th year / of Bunsei. Daughter of Murata 
/ Kichitaro, a samurai, who once / served, as an archer, 
the Lord of / Owari. When Sei was twelve / years old, 
she served as a maid / Honda Dainoshin Dono, it is 
said. / When she was thirteen years old, her / father 
Kichitarō was forever dismissed / on a certain account 
from the service / of Lord of Owari; and he became a / 
rōnin.  He died at the age of / seventy-five on the 25th 
day, 4th month, / 4th year of Bunkwa (1807). His tomb 
/ is in the graveyard of the temple / Eirinji, of Zenshu 
Sect, in the / village Shimo-Yusukimura. /9/

Tsuya /
Katsugorō’s grandmother. Seventy-/ two years old, this 
6th year of / Bunsei. / When young, she served as a 
maid / in the household of Matsudaira / Oki-no-kami 
Dono (a daimyo). /

Fusa
Katsugorō’s elder sister.  Fifteen / years old, this year. /

Otojirō
Katsugorō’s elder brother. Fourteen / years old, this 
year.

Tsune
Katsugorō’s yonger sister. / Four years old, this year. /

------------- /10/

year of Bunsei [1823].[1] Second son of Genzō, a farmer 
living in Tanitsuiri in Nakano-mura, district of Tamagōri, 
province of Musashi.—Estate of Tamon Dempachiro, 
whose yashiki is in the street called Shichikenchō, Nedzu, 
Yedo.—Jurisdiction of Yusuki.

GENZO.—Father of Katsugoro. Family name, Koyada. 
Forty-nine years old this sixth year of Bunsei. Being poor, 
he occupies himself with the making of baskets, which he 
sells in Yedo. The name of the inn at which he lodges while 
in Yedo is Sagamiya, kept by one Kihei, in Bakuro-cho.

SEI.—Wife of Genzo and mother of Katsugoro. Thirty-
nine years old this sixth year of Bunsei. Daughter of Murata 
Kichitaro, samurai,—once an archer in the service of the 
Lord of Owari. When Sei was twelve years old she was a 
maid-servant, it is said, in the house of Honda Dainoshin 
Dono. When she was thirteen years old, her father, 
Kichitaro was dismissed forever for a certain cause from 
the service of the Lord of Owari, and he became a ronin.[2] 
He died at the age of seventy-five, on the twenty-fifth day 
of the fourth month of the fourth year of Bunkwa [1807]. 
His grave is in the cemetery of the temple called Eirin-ji, of 
the Zen sect, in the village of Shimo-Yusuki.

TSUYA.—Grandmother of Katsugoro. Seventy-two years 
old this sixth year of Bunsei. When young she served as 
maid in the household of Matsudaira Oki-no-Kami Dono 
[Daimyo].

FUSA.—Elder sister of Katsugoro. Fifteen years old this 
year.

OTOJIRO.—Elder brother of Katsugoro. Fourteen years 
old this year.

TSUNÉ.—Younger sister of Katsugoro. Four years old this 
year.

[Family of Hanshiro.]

Ⅱ.5<.2>
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Tōzō
    Died at the age of six. / 

Village Hodokubo-mura; district / Tama-gōri; province 
Musashi. / Estate of Nakane Uyemon, whose / yashiki 
is in the street Atarashi-/-bashi-dori, Shitaya, Yedo. 
/ Jurisdiction of Komiya. / He was born in the 2nd 
year of / Bunkwa (1805), and died at / about the 4th 
hour daytime (10 o’/clock A. M.) on the 4th day, 2nd / 
month, 7th year of Bunkwa(1810). / Sickness of which 
he died; small-/-pox.  Buried in the graveyard / on the 
hill of the above mentioned / village Hodokubo-mura. 
/ Parochial temple; Iwōji, in the / village Misawa-
mura. Sect; / Zenshū. Last year; that is, the / 5th year 
of Bunkwa (1822) the / Jūsan-kwaiki (ceremony of 
the /11/ thirteenth years’s Mass) was held / for Tōzō. 
(“Thirteenth  year” / including the year wherein a 
person / died).

Hanshirō /
Tōzō’s step-father. His family-/-name; Susaki. Fifty 
years old, / this 6th year of Bunsei.

Shidzu
Tōzō’s mother, Forty-nine years / old, this 6th year of 
Bunsei. /

Kyūbei, afterward Tōgorō /
Tōzo’s real father. Original name; / Kyūbei, which was 
changed after-/-ward into Tōgorō, Died at the / age of 
fourty- eight in the 6th / year of Bunkwa (1809), when  
/ Tōzō was five years old. To / replace him, Hanshirō 
became / 12/ an iri-muko.

Two youngsters /
Two girls /

These are Tōzō’s step brothers and / sisters; (that is, 
their father is Han-/-shirō, while their mother is the / 
same as Tōzō’s.) /

--------------------------

    Sometime in about the 11th month last / year, when 
Katsugorō was playing with / his elder sister Fusa in the 
rice-field, he / asked her, “Whence were you come and /  
born in our household?”/

“How can I know things before I was / born?” said 
Fusa./ 
Katsugorō seemed to wonder at this, and / said, “Then 
you do not know thigs before / your birth?”/ 
“Do you know?” asked Fusa. /13/ 
“Of coure I know” said Katsugorō, / “I was the son of 

TOZO.—Died at the age of six in Hodokubo-mura, in the 
district called Tamagori in the province of Musashi. Estate 
of Nakané Uyemon, whose yashiki is in the street Ata-rashi-
bashi-dori, Shitaya, Yedo. Jurisdiction of Komiya.—[Tozo] 
was born in the second year of Bunkwa [1805], and died at 
about the fourth hour of the day [10 o'clock in the morning] 
on the fourth day of the second month of the seventh year 
of Bunkwa [1810]. The sickness of which he died was 
smallpox. Buried in the graveyard on the hill above the 
village before-mentioned,—Hodokubo-mura.—Parochial 
temple: Iwoji in Misawa-mura. Sect: Zen-shu. Last year the 
fifth year of Bunkwa [1822], the jiū-san kwaiki[3] was said 
for Tozo.

HANSHIRO.—Stepfather of Tozo. Family name: Suzaki. 
Fifty years old this sixth year of Bunsei.

SHIDZU.—Mother of Tozo. Forty-nine years old this sixth 
year of Bunsei.

KYUBEI (afterwards TOGORO).—Real father of Tozo. 
Original name, Kyubei, afterwards changed to Togoro. Died 
at the age of forty-eight, in the sixth year of Bunkwa [1809], 
when Tözö was five years old. To replace him, Hanshiro 
became an iri-muko.[4]

CHILDREN: TWO BOYS AND TWO GIRLS.—These are 
Hanshiro’s children by the mother of Tozo.

Some time in the eleventh month of the past year, when 
Katsugoro was playing in the rice-field with his elder sister, 
Fusa, he asked her,— “Elder Sister, where did you come 
from before you were born into our household?”
Fusa answered him:—
“How can I know what happened to me before I was born?”
Katsugoro looked surprised and exclaimed:
“Then you cannot remember anything that happened before 
you were born?”
“Do you remember?” asked Fusa.
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Kyūbei San of Hodokubo, / and was called Tōzō; don’t you 
know?” / 

“Then. I’ll tell it to Papa and Mama,”/ said Fusa. 
Whereupon Katsugorō burst / into tears and said, “Oh, it 
won’t do to tell it to Papa and Mama.”/

“Well, I won’t tell them, then,” said Fusa.  “But if do 
naughty things, I’ll tell them.”/

    Since that time whenever the sister / and the brother 
quarrelled, she would threat-/-en him by saying, “Well, 
well, I’ll speak /out that.”  The he would at once desist 
/ from the quarrel.  This happened often, / so that their 
parents at last overheard them, / and thought Katsugorō 
must have done / something wrong, and were anxious to 
know / what he had done. They asked Fusa what / was the 
matter, and she told them the fact / as it was. Then Genzo 
and his wife / and Tsuya, Katsugorō’s grandmother, thought 
/ it was very strange. They, therefore, called /14/ Katsugorō, 
and tried to make him tell / the story by all means of 
coaxing and / threats.

    “Then, I’ll tell you,” said Katsugorō / at last. “I was the 
son of Kyūbei San of / Hodokubo, and my mother’s name 
was O-/-Shidzu San. When I was five years old, Kyū-/-bei 
San died; and in his place came a man / called Hanshirō 
San, who loved me dearly. / But in the next year when I was 
six years / old I died of small-pox.  In the third year / after 
that I entered Mama’s belly; and / after that I was born.”/
    His parents and grandmother greatly / wondered at 
hearing this, and thought they / must inquire by all means 
after the man / called Hanshirō, of Hodokubo; but, being 
/ engrossed in getting livelihood, they left / their intention 
rest unaccomplished.

    Now, Katsugorō’s mother Shidzu had / to give milk to her 
daughter Tsune, who was / four years old. So, Katsugorō 
slept every / 15 / night with his grandmother Tsuya. He 
used / to talk with her in bed. Therefore, watching / for the 
happy mood of Katsugorō, the grandmother / asked him of 
things at the time when he did. / “Till about four years old 
I well remembered / all things,” he said. “But since then I 
/ have gradually forgotten many, many things. / Yet, I still 
well remember that I died of small-/-pox; that I was put into 

“Indeed I do,” replied Katsugoro. “I used to be the son of 
Kyubei San of Hodo-kubo, and my name was then Tozo—
do you not know all that?”
“Ah!” said Fusa, “I shall tell father and mother about it.”
But Katsugoro at once began to cry, and said:—
“Please do not tell!—it would not be good to tell father and 
mother.”
Fusa made answer, after a little while:—
“Well, this time I shall not tell. But the next time that you 
do anything naughty, then I will tell.”

After that day whenever a dispute arose between the two, 
the sister would threaten the brother, saying, “Very well, 
then—I shall tell that thing to father and mother.” At 
these words the boy would always yield to his sister. This 
happened many times; and the parents one day overheard 
Fusa making her threat. Thinking Katsugoro must have 
been doing something wrong, they desired to know what 
the matter was, and Fusa, being questioned, told them the 
truth. Then Genzo and his wife, and Tsuya, the grandmother 
of Katsugoro, thought it a very strange thing. They called 
Katsugoro, therefore; and tried, first by coaxing, and then 
by threatening, to make him tell what he had meant by 
those words.

After hesitation, Katsugoro said:—“I will tell you 
everything. I used to be the son of Kyubei San of 
Hodokubo, and the name of my mother then was O-Shidzu 
San. When I was five years old, Kyubei San died; and there 
came in his place a man called Hanshiro San, who loved me 
very much. But in the following year, when I was six years 
old, I died of smallpox. In the third year after that I entered 
mother’s honorable womb, and was born again.”
The parents and the grandmother of the boy wondered 
greatly at hearing this; and they decided to make all possible 
inquiry as to the man called Hanshiro of Hodokubo. But as 
they all had to work very hard every day to earn a living, 
and so could spare but little time for any other matter, they 
could not at once carry out their intention.

Now Sei, the mother of Katsugoro, had nightly to suckle 
her little daughter Tsuné, who was four years old;—and 
Katsugoro therefore slept with his grandmother, Tsuya. 
Sometimes he used to talk to her in bed; and one night when 
he was in a very confiding mood, she persuaded him to 
tell her what happened at the time when he had died. Then 
he said:—“Until I was four years old I used to remember 
everything; but since then I have become more and more 
forgetful; and now I forget many, many things. But I still 
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a jar; and that, when / I was buried on a hill, they dug a hole 
in / ground, and when they let the jar fall into / the hole, 
thud, it fell. I remember that sound. / Then I returned to my 
old home and stopped / on my pillow, when an old man 
looking like / somebody’s grandfather, — who and what 
he was / I did not know —, came and took me with / him.  
I walking flew through empty space. / There was neither 
day nor night; it seemed / always like the time of sun-set, 
if I remember / right.  I did not feel cold, nor hot, nor yet / 
hungry.  However far I went, I could hear / the nembutsu 
(prayer, Namu Amida-Butsu) /16/ repeated at home and 
the indistinct voices of / people talking there. And when 
the people / at home offered hot botamochi in the family / 
shrine, I felt as if I inhaled the vapour / through the nostril.  
Therefore, Gran’ma, / don’t forget to offer hot things to 
hotoke-sama; / and don’t forget to give things to priests. 
These / are the best things you can do, I can assure / you.  
Well, then that old man led me around, and passed, if I 
remember right, through the / road beyond our street, and, 
pointing to this / house, said to me, “Be born now in that 
/ house yonder, for it is three years since you / died.  The 
person who shall become your / grandmother is a good-
natured old woman; / so, be conceived and be born there.”  
So / saying the old man went away.  I stood / under the 
persimmon tree at the entrance / of this house, where I 
thought to enter, when / I overheard a consulation within 
the house. / Papa being very poor, Mama must go to Yedo 
to serve as servant, it was said. “Well, /17/ I won’t enter 
this house”, methought, and / stopped three days in the 
yard. On the third / day the idea of Mama’s going to Yedo 
was / given up.  Therefore, that night I entered this / house 
through the knot-hole in the window; / and for yet three 
days I was by the side of / the kamado (Ki[t]chen-range), 
after which I entered / Mama’s belly.  I remember that, 
thinking Ma-/-ma would suffer if I were in the upper part / 
of the belly, I placed myself at the side.  I / remember well 
that I was born without any / pain whatever.  But, Gran’ma, 
you may / tell this to Papa or Mama, but don’t tell it / to any 
body else.” /  

    The grandmother told Genzō and his / wife what she had 
heard from Katsugorō. /Since then Katsugorō frankly talked 
with his parents about his / former existence; and often 
/ said, “I want to go to Hodokubo. Please / let me visit 
Kyūbei San’s tomb.” Genzō / thought that, as Katsugorō 
was a strange child, / he might die before long, and that 
therefore /18/ it was desirable to inquire whether or not 
there / was a man called Hanshirō in Hodokubo. / Yet 
Genzō feared, since he was a man, other / people might 
think him rash or inconsiderate, / if  he made the inquiry. / 

remember that I died of smallpox; I remember that I was put 
into a jar; I remember that I was buried on a hill. There was 
a hole made in the ground; and the people let the jar drop 
into that hole. It fell pon!—I remember that sound well. 
Then somehow I returned to the house, and I stopped on my 
own pillow there. In a short time some old man, —looking 
like a grandfather—came and took me away. I do not know 
who or what he was. As I walked I went through empty air 
as if flying. I remember it was neither night nor day as we 
went: it was always like sunset-time. I did not feel either 
warm or cold or hungry. We went very far, I think; but still 
I could hear always, faintly, the voices of people talking at 
home; and the sound of the Nembutsu being said for me. I 
remember also that when the people at home set offerings 
of hot botamochi before the household shrine [butsudan], 
I inhaled the vapor of the offerings.... Grandmother, never 
forget to offer warm food to the honorable dead [Hotoké 
Sama], and do not forget to give to priests—I am sure it is 
very good to do these things. ... After that, I only remember 
that the old man led me by some roundabout way to this 
place—I remember we passed the road beyond the village. 
Then we came here, and he pointed to this house, and said 
to me:—‘Now you must be reborn,—for it is three years 
since you died. You are to be reborn in that house. The 
person who will become your grandmother is very kind; so 
it will be well for you to be conceived and born there.’ After 
saying this, the old man went away. I remained a little time 
under the kaki-tree before the entrance of this house. Then 
I was going to enter when I heard talking inside: some one 
said that because father was now earning so little, mother 
would have to go to service in Yedo. I thought, “I will not 
go into that house;” and I stopped three days in the garden. 
On the third clay it was decided that, after all, mother 
would not have to go to Yedo. The same night I passed into 
the house through a knot-hole in the sliding-shutters;—and 
after that I stayed for three days beside the kamado. Then I 
entered mother’s honorable womb.... I remember that I was 
born without any pain at all.—Grandmother, you may tell 
this to father and mother, but please never tell it to anybody 
else.”

The grandmother told Genzo and his wife what Katsugoro 
had related to her; and after that the boy was not afraid to 
speak freely with his parents on the subject of his former 
existence, and would often say to them: “I want to go to 
Hodokubo. Please let me make a visit to the tomb of Kyubei 
San.” Genzo thought that Katsugoro, being a strange child, 
would probably die before long, and that it might therefore 
be better to make inquiry at once as to whether there really 
was a man in Hodokubo called Hanshiro. But he did not 
wish to make the inquiry himself, because for a man to do 
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So, on the 20th day / of the 1st month this year he requested 
his / mother Tsuya to take her grandson to Hodo-/-kubo.

    Tsuya went with Katsugorō to Hodokubo. / There she 
asked him, “Is it this house?” or / “Is that the house?” “No, 
further on, yet / further on,” said Katsugorō, and walked 
a-/-head. “This is it,” exclaimed he, when he / came to the 
front of a certain house; and, quite / discarding Tsuya, ran 
into it. Tsuya followed / him, and asked the people there the 
name of the / master. “Hanshirō” answered one of them. / 
She asked them the name of Hanshirō’s wife. / “Shidzu”, 
was the answer. Then she asked them / whether there ever 
was a son called Tōzō in the / family. “Yes,” they answered, 
“but the boy died thirteen years ago at the age of six.” /19/

   Then Tsuya was for the first time convinced of / the 
truth of what Kasugorō had told her, and / could not help 
shedding tears, and detailed to the / folks what Katsugorō, 
remembering his former / existence, had said to her.  
Hanshirō and his / wife wondered indeed at it. They 
embraced Ka-/-tsugorō, and wept; and remarked that this 
boy / as Katsugorō was a degree more handsome than / 
when he died as Tōzō at the age of six; &c. / Katsugorō 
looked about, and seeing the roof of / the tabacco-shop 
opposite Hanshiō’s house, / pointed to it and remarked, 
“That was not / there before. That yonder tree too was not 
/ there.” Which was all true. So, Hanshirō / and his wife 
all the more ga wo orishi, / (broke down their selves; that 
is, their obstinacy / was broken down, or they were all the 
more /convinced of the truth of Katsugorō’s re-birth). /

    That day Tsuya and Katsugorō re-/-turned to Tanitsuiri, 
Nakano-mura. After / that Genzō sent Katsugorō to the 
house of / Hanshirō two or three times, and let him /20/ visit 
the tomb of Kyūbei, his real father in / his former existence.  
     Katsugoro occasionally says, “I am a / nono-sama  
(Hotoké or Kami or a departed soul); / so please show good 
attention to me.”  Some-/-times he says to his grandmother 
“I think / I shall die at the age of sixteen; but, as On-/-Take 
Sama has taught it, death is nothing / to be dreaded.”  When 
his parents say / to him, “Won’t you become a priest?” he 
an-/-swers “I don’t like to become a priest.”
    Nowadays the villagers do not call / him Katsugorō, 
but have nicknamed him / “Hodokubo-kozō. (Little man of 
Hodokubo). If / anybody comes to see him, he is very shy, / 

so [under such circumstances?] would seem inconsiderate 
or forward. Therefore, instead of going himself to 
Hodokubo, he asked his mother Tsuya, on the twentieth day 
of the first month of this year, to take her grandson there.

Tsuya went with Katsugoro to Hodokubo; and when they 
entered the village she pointed to the nearer dwellings, and 
asked the boy, “Which house is it?—is it this house or that 
one?” “No,” answered Katsugoro,—“it is further on—much 
further,”—and he hurried before her. Reaching a certain 
dwelling at last, he cried, “This is the house!”—and ran in, 
without waiting for his grandmother. Tsuya followed him 
in, and asked the people there what was the name of the 
owner of the house. “Hanshiro,” one of them answered. She 
asked the name of Hanshiro’s wife. “Shidzu,” was the reply. 
Then she asked whether there had ever been a son called 
Tozo born in that house. “Yes,” was the answer; “but that 
boy died thirteen years ago, when he was six years old.”

Then for the first time Tsuya was convinced that Katsugorō 
had spoken the truth; and she could not help shedding tears. 
She related to the people of the house all that Katsugorō had 
told her about his remembrance of his former birth. Then 
Hanshirō and his wife wondered greatly. They caressed 
Katsugorō and wept; and they remarked that he was much 
handsomer now than he had been as Tözö before dying at 
the age of six. In the mean time, Katsugorō was looking all 
about; and seeing the roof of a tobacco shop opposite to the 
house of Hanshiro, he pointed to it, and said:—“That used 
not to be there.” And he also said,—“The tree yonder used 
not to be there.” All this was true. So from the minds of 
Hanshiro and his wife every doubt departed [ga wo orishi].

On the same day Tsuya and Katsugoro returned to 
Tanitsuiri, Nakano-mura. Afterwards Genzo sent his son 
several times to Hanshirō’s house, and allowed him to visit 
the tomb of Kyūbei his real father in his previous existence.

Sometimes Katsugoro says:—“I am a Nono-Sama: 
therefore please be kind to me.” Sometimes he also says to 
his grandmother:—“I think I shall die when I am sixteen; 
but, as Ontaké Sama has taught us, dying is not a matter to 
be afraid of.” When his parents ask him, “Would you not 
like to become a priest?” he answers, “I would rather not be 
a priest.”
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and runs off into the inner room, and hides / himself there.  
So, it is not possible to carry / a direct conversation with 
him. I have / therefore written down this account just / as 
his grandmother told me.

    I asked whether any one of the three / persons, that is, 
Genzo, his wife, and Tsuya /21/ remembers having done 
any virtuous deeds. / The answer was that they have done 
nothing / particularly virtuous, but that the grandmother 
/ is in the habit of repeating nembutsu every / morning 
and evening; and that, if there / happens to be a priest or 
a beggar standing / at the door, she always gives him two 
mon (smallest piece of coin); besides which she too / has 
done nothing that can be specially called / a virtuous deed./

    End of the Account of Re-birth. /

  ===========================

    The translator begs to say: -/
        The above is an extract from a manu-/-script entitled-/
        “Chin Setsu Shū Ki /

“From the 4th month, 6th year of Bunsei /
“To the 10th month, 6th year of  Tempō.”/

“Collection-writing of Uncommon Stories; from / the 4th 
month, 1823 to the 10th month, 1835.” /22/
At the end of the manuscript is written the / following: -/
        “From the years of Bunsei / 
       To the years of Tempō /
            Minamisempa / 
                 Owner / 
              Kurumacho, Shiba /
                        Yedo.”/
and the following:─ /
        “Bought from /
            Yamatoya Sakujiro, /
                Nishinokubo. /
            21st day, 2nd year of Meiji, (1869) /
From which it is evident that manuscript / was written by 
Minamisempa, who collected stories / he heard or copied 
manuscripts he got during / the thirteen years. – 1823 to 
1835 inclusive. / In reading the above account one must 
remember / that, in counting a man age in Japan, the year /  
in which he was born is counted as one year.

I asked whether Genzo, his wife, or Tsuya, could any of 
them remember having done any virtuous deeds. Genzo and 
his wife said that they had never done anything especially 
virtuous; but that Tsuya, the grandmother, had always been 
in the habit of repeating the Nembutsu every morning and 
evening, and that she never failed to give two mon to any 
priest or pilgrim who came to the door. But excepting these 
small matters, she never had done anything which could be 
called a particularly virtuous act.

(—This is the End of the Relation of the Rebirth of 
Katsugoro.)

7.—(Note by the Translator.) The foregoing is taken from 
a manuscript entitled Chin Setsu Shū Ki; or, “Manuscript-
Collection of Uncommon Stories,”—made between the 
fourth month of the sixth year of Bunsei and the tenth 
month of the sixth year of Tempo [1823-1835]. At the end 
of the manuscript is written,—“From the years of Bunsei to 
the years of Tempo.—Minamisempa, Owner: Kurumacho, 
Shiba, Yedo” Under this, again, is the following note:—
“Bought from Yamatoya Sakujiro Nishinokubo: twenty-
first day [?], Second Year of Meiji [1869].” From which 
it would appear that the manuscript had been written by 
Minamisempa, who collected stories told to him, or copied 
them from manuscripts obtained by him, during the thirteen 
years from 1823 to 1835, inclusive.
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初刷りの冒頭
     The following is not a story, – at least it is not one of my stories.  It is only the translation of an old Japanese document – 
or rather series of documents – very much signed and sealed, and dating back to the early part of the present century.  My 
friend Aménomori, who is always seeking rare Japanese and Chinese MSS., and seems to have some preter – natural power 
for discovering them, found this one in the library of Count Sasaki in Tōkyō.  Thinking it to be a curious thing, he obtained 
kindly permission to have a copy of it made for me; and from that copy the translation was done.  I am responsible for nothing 
beyond a few notes appended to the text.

初刷りのドイツ語訳
Das Folgende ist keine Geschichte, –wenigstens keine Geschichte von mir. Es ist nur die Übersetzung eines alten japanischen 
Dokumentes ( oder eigentlich einer ganzen Dokumenten-serie, mit vielen Siegeln und Unterschriften aus den Anfängen des 
vorigen Jahrhunderts. Mein Freund Aménomori, der immer nach seltenen chinesischen und japanischen Dokumenten fahndet 
und für derartige Entdeckungen mit einer übenatürlichen Kraft begabt scheint, fahndet und für derartige Entdeckungen 
mit einer übernatürlichen Kraft begabt scheint, fand diese Urkunden in der Bibliothek des Grafen Sasaki in Tōkyō. Da 
sie ihm sehr seltsam vorkamen, bat er um die Erlaubnis, sie für mich kopieren zu lassen; und nach dieser Kopie wurde die 
Übersetzung gemacht. Ich bin nur für einige dem Text beigefügte Noten verantwortlich. 
 ( “Katsugorōs Wiedergeburt” In: Lafcadio Hearn, Buddha: Neue Geschichten und Studien aus Japan, übst. von Berta 
Franzos [Frankfurt a. M. : Rütten& Loening, 1922], 221)

＊この段落は、英語の諸版にも僅少で殆ど見ることはできない。本邦初訳の金子訳は、この珍しい版を底本として

いる。

　ドイツにも部数の少なかった初刷り本が伝わっていて、通常みられる英語本と、一段落が丸々違っている（決し

て誤訳ではない）ことに注意を促すためにここに掲載した。

雨森の追悼文 ..

…..
   “What you tell me about Count Sasaki2 rather surprises me.  Of course it will be a great privilege to see him.  But If I ever 
have the pleasure of going with you, you would have to pray him to excuse a man, who, although a Japanese in name, remains 
a barbarian in manners and total ignorance of etiquette.”
…..
   2 Count Sasaki is the gentleman in whose library I found the original of the story of the rebirth of Katsugoro, which appears 
in Hearn’s Gleanings in Buddha-Field.  The above letter was written in answer to mine, in answer to mine, in which I told 
Hearn that the count was very desirous to see him, having known him so well by name.
(Nobushige Amenomori, “Lafcadio Hearn, the Man,” Atlantic Monthly, vol.96 [Oct. 1905], 520b cum n.2).
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六
　
胎
内
記
憶
研
究
と
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語

　
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
七
月
に
、
「
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
探
求
調
査
団
」
を

立
ち
上
げ
た
時
、
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
の
か
な
り
の
人
た
ち
は
、
「
胎
内
記
憶
」
と
い
う
言

葉
を
知
ら
な
か
っ
た
。
最
初
は
、
調
査
項
目
の
中
に
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
イ

ア
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
博
士
の
著
書
な
ど
を
読
ん
で
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
物
語

が
、
こ
の
分
野
の
、
も
っ
と
も
古
く
正
確
な
記
録
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
こ
の
十
年
間
の
調
査
活
動
を
通
し
て
、
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
は
、
「
記
録
さ
れ

た
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
」
で
あ
り
、
当
時
の
一
流
の
文
人
・
学
者
に
よ
る
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
正
確
な
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
「
胎
内
記

憶
」
の
信
憑
性
の
あ
る
実
例
と
し
て
、
こ
の
分
野
の
研
究
者
た
ち
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

（
調
査
報
告
⑫
）

　
胎
内
記
憶
に
つ
い
て

鈴
木

　
俊
子

　

　
三
島
由
紀
夫
は
自
伝
的
小
説
『
仮
面
の
告
白
』
で
、
「
永
い
あ
い
だ
、
私
は
自
分
が
生
れ

た
と
き
の
光
景
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
言
い
張
っ
て
い
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
誕
生
時
の
記
憶
も
含
め
て
、
生
ま
れ
る
前
の
記
憶
を
持
つ
子
ど
も
は
三
人
に
一
人
で
あ
る

と
い
う
千
人
規
模
の
調
査
結
果
が
あ
る
。

　
「
胎
内
記
憶
」
と
い
う
世
代
に
よ
っ
て
は
耳
に
し
た
こ
と
も
な
い
こ
の
言
葉
は
、
今
や
七

割
以
上
の
妊
婦
さ
ん
が
知
る
ま
で
と
な
っ
た
。
生
ま
れ
る
前
の
記
憶
は
、
「
胎
内
記
憶
」
「
誕

生
記
憶
」「
中
間
生
記
憶
」「
過
去
生
記
憶
」
と
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
（
池
川
明
『
子

ど
も
は
親
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
』
）

　
胎
内
記
憶
研
究
の
第
一
人
者
で
産
科
医
の
池
川
明
博
士
に
よ
る
と
、
定
義
は
ま
だ
な
い
も

の
の
、
「
胎
内
記
憶
」
は
お
な
か
に
宿
っ
て
か
ら
誕
生
直
前
ま
で
の
記
憶
、
「
誕
生
記
憶
」
は

陣
痛
が
始
ま
っ
て
か
ら
誕
生
直
後
ま
で
の
記
憶
、
「
中
間
生
記
憶
」
は
お
な
か
に
宿
る
前
に

い
た
世
界
の
記
憶
、
「
過
去
生
記
憶
」
は
過
去
に
別
の
人
物
と
し
て
生
き
て
い
た
記
憶
を
い

う
。
（
同
『
マ
マ
を
守
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
よ
！
』
）

　
子
ど
も
た
ち
が
語
る
記
憶
は
こ
れ
ら
が
混
在
し
て
区
別
が
難
し
い
た
め
、
総
じ
て
広
い
意

味
で
「
胎
内
記
憶
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
ま
た
中
間
生
を
中
間
世
、
過
去
生
を
過
去
世
と

書
く
こ
と
も
あ
る
。

　
池
川
博
士
は
、
平
成
十
四
年
に
長
野
県
諏
訪
市
の
す
べ
て
の
保
育
園
と
一
部
の
幼
稚
園

で
、
翌
十
五
年
に
長
野
県
塩
尻
市
の
す
べ
て
の
保
育
園
で
計
三
千
六
百
一
組
の
親
子
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
千
六
百
二
十
組
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
、
三
人
に
一
人
の
子
ど
も
に
生
ま

れ
る
前
の
記
憶
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
の
こ
と
を
話
す
の
は
、

二
歳
か
ら
四
歳
が
最
も
多
く
、
六
歳
を
過
ぎ
る
と
記
憶
の
保
有
率
は
急
に
下
が
る
と
い
う
。

（
同
『
子
ど
も
は
親
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
』
）

　
大
門
正
幸
博
士
（
中
部
大
学
教
授
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
客
員
教
授
）
が
平
成
二
十
六
年
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
会
社
を
通
じ
て
胎
内
記
憶
、
誕
生
時
記
憶
、
中
間
生
記
憶
、
過
去
生

記
憶
の
い
ず
れ
か
を
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
三
〜
十
二
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
日
本
人
女
性
約
千

人
に
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
記
憶
の
内
訳
は
各
々
、
八
十
六
・
四
㌫
、
四
十
・
七
㌫
、
十

五
・
三
㌫
、
三
・
八
㌫
で
あ
っ
た
。（
大
門
正
幸
『
な
ぜ
人
は
生
ま
れ
、
そ
し
て
死
ぬ
の
か
』
）

　
「
暗
く
て
あ
た
た
か
か
っ
た
」
「
水
の
中
に
浮
か
ん
で
い
た
」
「
お
母
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え

て
い
た
」
な
ど
、
語
ら
れ
る
記
憶
は
単
純
な
内
容
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
、
親
し
か
知

り
得
な
い
状
況
を
子
ど
も
が
言
い
当
て
る
場
合
が
あ
る
。

　
胎
動
が
少
な
か
っ
た
理
由
を
「
マ
マ
が 

『
い
た
い
』
っ
て
言
っ
た
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
だ

っ
た
か
ら
、
動
か
な
か
っ
た
の
」
。
（
四
歳
）
（
池
川
明
『
胎
内
記
憶
』
）

　
妊
娠
初
期
に
子
宮
筋
腫
が
見
つ
か
っ
た
母
親
に
「
お
な
か
の
な
か
に
な
に
か
あ
っ
た
で
し

ょ
。
そ
れ
が
（
略
）
大
き
く
な
っ
て
つ
ぶ
さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
っ
て
思
っ
て
こ
わ
か
っ
た

の
。
マ
マ
、
ぶ
じ
に
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
子
宮
筋
腫
の
こ
と
は
夫
だ
け
に
知
ら
せ

て
い
た
た
め
、
と
て
も
驚
い
た
そ
う
だ
。
（
六
歳
）
（
同
）

　
今
か
ら
二
百
年
ほ
ど
前
に
書
か
れ
た
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
に
は
「
腹
内
に
て
母
の
苦
し

か
ら
む
と
思
ふ
事
の
あ
る
時
は
、
側
の
か
た
へ
よ
り
て
居
た
る
事
の
あ
り
し
は
覚
え
た
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
母
親
の
お
な
か
に
入
る
直
前
に
勝
五
郎
が
聞
い
た
、
両
親
し

か
知
ら
な
い
内
容
の
会
話
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
胎
内
だ
け
で
な
く
、
受
精
よ
り
さ
ら
に
前
の
記
憶
が
あ
る
子
ど
も
も
い
る
。

　
「
中
間
生
記
憶
」
は
、
別
の
人
間
と
し
て
生
き
た
前
世
を
終
え
て
か
ら
、
今
の
お
母
さ
ん

の
胎
内
に
宿
る
前
ま
で
い
た
世
界
、
つ
ま
り
死
後
の
世
界
で
の
記
憶
と
も
い
え
る
。
勝
五
郎

が
語
っ
た
多
く
は
こ
の
「
中
間
生
記
憶
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
勝
五
郎
の
前
世
、
藤
蔵
だ
っ
た
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時
の
こ
と
を
述
べ
た
部
分
は
、
「
過
去
生
記
憶
」
で
あ
る
。

　
「
中
間
生
記
憶
」
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
「
雲
の
上
に
は
こ
ん
な
小
さ
い
子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
こ
れ
く
ら
い
の
大
き
い
人
が

お
世
話
を
し
て
く
れ
て
て
、
小
さ
い
子
た
ち
は
空
の
上
か
ら
見
て
て
、
あ
の
家
に
す
る
っ
て

お
り
て
い
く
ん
だ
。
で
、
ぼ
く
も
お
母
さ
ん
の
い
る
と
こ
ろ
に
決
め
た
ん
だ
」
（
三
歳
）
（
池

川
明
『
胎
内
記
憶
』
）
、「
パ
パ
と
マ
マ
を
選
ん
だ
ん
だ
よ
。
ず
っ
と
待
っ
て
い
た
ん
だ
よ
」（
二

歳
、
親
は
結
婚
後
五
年
間
子
ど
も
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
）
（
同
）
、「
ぼ
く
ね
、
光
や
っ
た
よ
。

光
の
お
と
も
だ
ち
が
た
く
さ
ん
い
た
。
」
（
四
歳
）
（
同
）

　
雲
の
上
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
神
様
（
の
よ
う
な
存
在
）
に
守
ら
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

て
、
下
界
を
見
て
（
母
）
親
を
選
ぶ
の
が
、
多
く
の
子
ど
も
が
共
通
し
て
話
す
点
だ
と
い

う
。
そ
こ
で
現
在
の
き
ょ
う
だ
い
と
出
会
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
ら
し
い
。

　
中
に
は
、
過
去
生
で
自
分
が
死
ぬ
時
の
様
子
を
具
体
的
に
話
し
、
そ
れ
が
当
時
の
検
死
報

告
等
で
事
実
と
確
認
さ
れ
た
り
、
勝
五
郎
と
同
様
に
、
過
去
生
の
自
分
の
葬
式
の
様
子
を
語

る
子
ど
も
も
い
る
。
（
ジ
ム
・
Ｂ
・
タ
ッ
カ
ー
『
転
生
し
た
子
ど
も
た
ち
　
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

大
学
・
40
年
の
「
前
世
」
研
究
』
）

　
こ
う
い
っ
た
生
ま
れ
る
前
の
記
憶
は
、
「
魂
」
の
存
在
を
示
唆
す
る
た
め
か
、
ま
っ
た
く

価
値
の
な
い
オ
カ
ル
ト
と
一
蹴
す
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
学
術
研
究
の
対
象
と
し
て
、
前
世
の
記
憶
を
持
つ
子
ど
も
の
事
例
を
世
界

四
十
か
国
以
上
で
精
査
し
、
二
千
六
百
を
越
え
る
デ
ー
タ
を
持
つ
大
学
が
ア
メ
リ
カ
に
あ

る
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
医
学
部
知
覚
研
究
室
で
あ
る
。
イ
ア
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
博
士

が
一
九
六
七
年
に
開
設
し
、
そ
の
慎
重
な
研
究
手
法
は
一
流
医
学
誌
で
の
評
価
も
高
い
。

　
こ
の
名
門
大
学
と
、
勝
五
郎
と
は
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ソ
ン
博
士
が
生
ま
れ
変
わ
り
の
研
究
に
専
心
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
江

戸
時
代
に
残
さ
れ
た
勝
五
郎
の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）

に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
、
博
士
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
発
表
の
論

文‟The Evidence for Survival from Claimed Memories of Former Incarnations” 

（『
前
世
の
記
憶
と
さ
れ
る
も
の
に
よ
る
死
後
生
存
の
証
拠
』）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
が
保
管
す
る
再
生
事
例
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
た
二
千
三
十
件
中
、
過
去
生
の
人
物
が
特
定
で
き
た
の
は
七
十
二
・
九
㌫
に
の
ぼ
る
。

（
平
成
二
十
五
年
当
時
）
（
大
門
正
幸
『
な
ぜ
人
は
生
ま
れ
、
そ
し
て
死
ぬ
の
か
』
）

　
ア
メ
リ
カ
・
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
ラ
イ
ア
ン
君
は
、
前
世
の
記
憶
を
繰
り
返
し
語
る
よ
う
に

な
り
、
母
親
は
そ
れ
を
四
年
間
記
録
し
続
け
た
。
あ
る
時
ラ
イ
ア
ン
君
は
前
世
の
自
分
だ
と

し
て
、
一
九
三
〇
年
代
の
白
黒
映
画
の
写
真
に
う
つ
っ
た
一
人
を
指
差
し
た
。
バ
ー
ジ
ニ
ア

大
学
の
半
年
に
わ
た
る
調
査
の
結
果
、
マ
ー
テ
ィ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
と
い
う
無
名
の
俳
優
で
あ

る
こ
と
が
判
明
、
遺
族
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
か
ら
、
ラ
イ
ア
ン
君
の
発
言
が
マ
ー
テ
ィ
・
マ

ー
テ
ィ
ン
と
多
く
の
点
で
一
致
し
た
。
調
査
が
可
能
だ
っ
た
六
十
八
項
目
の
う
ち
五
十
四
項

目
が
前
世
の
人
物
と
一
致
し
た
と
い
う
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
梅
原
勇
樹
・
苅
田
章
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル
　
超
常
現
象
─
科
学
者
た
ち
の
挑
戦
』
）
。
こ
の
事
例
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
も
扱

わ
れ
話
題
と
な
っ
た
。
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
Ｂ
Ｓ
「
超
常
現
象
」
平
成
二
十
六
年
一
月
放
送
）

　
民
放
で
は
、
い
わ
ゆ
る
オ
カ
ル
ト
系
の
番
組
も
多
く
放
送
さ
れ
て
き
た
が
、
公
共
放
送
で

あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
心
霊
現
象
、
テ
レ
パ
シ
ー
な
ど
の
超
常
現
象
を
真
正
面

か
ら
取
り
上
げ
た
こ
と
自
体
に
驚
き
、
ひ
と
つ
の
世
の
流
れ
と
受
け
止
め
た
方
も
少
な
く
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
池
川
明
・
大
門
正
幸
両
博
士
の
次
の
言
葉
が
印
象
深
い
。

　
「
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
い
ま
、
多
く
の
人
た
ち
が
胎
内
記
憶
、
誕
生
記
憶
、
ひ
い
て
は

中
間
生
の
記
憶
、
過
去
生
の
記
憶
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
物
質
文
明
に
ど
っ

ぷ
り
つ
か
っ
て
い
る
現
代
人
に
、
宇
宙
の
大
き
な
摂
理
が
働
い
て
、
「
見
え
る
世
界
だ
け
が

す
べ
て
で
は
な
い
よ
」
と
、
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
、
私
た
ち
が
魂

の
成
長
を
と
げ
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
人
類
は
（
も
っ
と

大
き
い
）
別
の
真
実
を
示
し
て
も
ら
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」
（
池
川
明
『
子
ど
も
は
親

を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
』
）

　
「
か
つ
て
自
分
は
地
球
上
の
他
の
国
で
他
の
人
種
と
し
て
生
き
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
他
の
国
で
生
き
る
可
能
性
が
あ
る
、
そ
う
意
識
す
れ
ば
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
想
家
が

述
べ
る
文
化
相
対
主
義
と
は
全
く
異
な
る
意
味
で
の
他
人
種
や
他
文
化
の
尊
重
に
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
球
が
死
後
も
ま
た
戻
っ
て
く
る
（
可
能
性
の
あ
る
）
場
所
で
あ
る

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
環
境
保
護
と
い
う
点
で
、
ど
ん
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
教
育
よ
り
も
効

果
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
（
大
門
正
幸
『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
研
究
─
異
言
の
分

析
を
通
し
て
』
）
令
和
三
年P

S
I
-
E
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
a

（
『
サ
イ
百
科
事
典
』
）
に
大
門
正
幸
氏
に

よ
る
「
過
去
生
記
憶
を
語
る
日
本
の
子
ど
も
た
ち
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れh

t
t
p
s
:
/
/
p
s
i
-

e
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
a
.
s
p
r
.
a
c
.
u
k
/

、
同
『
生
ま
れ
変
わ
り
を
科
学
す
る
』
と
共
に
、
勝
五
郎
の

事
例
と
調
査
団
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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七
　
勝
五
郎
と
そ
の
家
族

（
調
査
報
告
⑬
）

　
勝
五
郎
の
人
物
像

北
村

　
澄
江

　

　
勝
五
郎
は
、
ど
の
よ
う
な
少
年
だ
っ
た
の
か
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
月
十
日
に

生
ま
れ
、
八
歳
で
自
ら
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
語
り
、
気
吹
舎
の
門
人
に
な
り
、
し
ば
ら
く
の

期
間
（
お
よ
そ
一
年
ほ
ど
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
）
を
気
吹
舎
で
過
ご
し
た
あ
と
、

勝
五
郎
は
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
気
吹
舎
日
記
』
に
も
文
政
十
年
七

月
（
勝
五
郎
十
三
歳
）
以
降
の
記
述
は
見
え
な
い
し
、
そ
の
後
の
勝
五
郎
に
つ
い
て
の
情
報

は
、
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
資
料
か
ら
、
勝
五
郎
の
人
と
な

り
と
生
涯
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

◆
文
政
六
年
ご
ろ
の
勝
五
郎
　
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
（
資
料
６
）
に
は
、
篤
胤
が
、
「
少
し

も
大
人
び
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
荒
々
し
い
遊
び
を
好
み
、
普
通
の
百
姓
の
家
の
子
ど
も
と

し
て
は
、
賢
い
子
ど
も
の
よ
う
に
み
え
た
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
肥
前
平
戸
藩
藩
主
松

浦
静
山
は
、
そ
の
著
書
『
甲
子
夜
話
』
（
資
料
８
）
に
、
「
勝
五
郎
は
、
賤
し
い
百
姓
の
倅
に

似
合
わ
ず
、
い
た
っ
て
行
儀
が
よ
く
、
お
と
な
し
く
（
略
）
、
見
た
と
こ
ろ
普
通
の
子
ど
も

と
少
し
も
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
な
く
（
略
）
髪
は
け
し
坊
主
に
結
い
、
毛
は
赤
く
、
面
長
で

や
せ
形
、
色
黒
で
あ
る
が
、
容
姿
も
見
苦
し
く
な
く
賢
い
子
ど
も
と
見
受
け
ら
れ
た
。
（
略
）

古
い
紺
立
縞
の
木
綿
袷
を
着
て
、
小
倉
縞
木
綿
の
帯
を
締
め
、
腰
に
は
緋
縮
緬
の
縁
取
り
の

あ
る
守
り
袋
を
付
け
、
白
木
綿
の
鼻
緒
を
か
け
て
い
た
。
」
と
、
勝
五
郎
に
会
っ
た
家
人
の

報
告
を
聞
い
て
記
し
て
い
る
。
面
長
で
や
せ
形
の
ご
く
普
通
の
、
し
か
し
な
か
な
か
賢
そ
う

な
少
年
と
い
う
印
象
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
日
野
市
内
の
旧
家
立
川
明
家
文
書
に
あ
る
「
再
生
勝
五
郎
覚
書
」
（
資
料
17
）
は
、
当
時

の
勝
五
郎
に
つ
い
て
半
四
郎
の
妻
（
藤
蔵
の
母
）
か
ら
聞
い
た
こ
と
の
覚
書
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
よ
る
と
、
勝
五
郎
親
子
は
、
江
戸
に
召
喚
さ
れ
た
折
に
、
衣
類
・
帯
・
菓
子
な
ど
の
ほ

か
、
勝
五
郎
は
五
両
、
親
は
十
両
の
御
褒
美
を
も
ら
っ
た
と
あ
り
、
勝
五
郎
は
、
程
久
保
の

半
四
郎
宅
に
行
っ
た
折
は
、
夜
は
実
の
親
子
の
よ
う
に
抱
か
れ
て
眠
り
、
半
四
郎
が
中
野
村

へ
来
た
と
き
に
は
、
酒
な
ど
を
買
っ
て
も
て
な
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
父
の
稼
業
で
あ
る
籠

や
笊
を
作
る
と
も
あ
る
。
年
不
詳
の
資
料
で
あ
る
が
、
文
政
六
年
頃
の
資
料
と
考
え
ら
れ
、

地
元
に
伝
わ
っ
た
勝
五
郎
に
関
す
る
伝
聞
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

◆
勝
五
郎
の
消
息
を
尋
ね
る
書
状
　
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
月
二
十
一
日
付
平
田
銕
胤

よ
り
鶴つ

る

舎や

有あ
り

節よ

ら
宛
の
書
簡
（
『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
　
学
芸
関
係
　
五
六
）
に
は
　

　
一
寅
吉
此
節
の
成
行
御
尋
、
右
は
常
々
医
卜
を
業
と
し
、
先
ツ
ハ
塵
俗
之
身
ニ
候
得
共
、

寡
欲
に
し
て
酒
を
好
ミ
、
人
愛
を
失
は
さ
る
所
、
凡
人
に
は
無
之
候
、

勝
五
郎
も
今
ニ
息
災
と
ハ
存
し
候
へ
ど
も
、
近
年
の
行
状
承
り
不
申
候
、
近
所
之
も
の

参
り
候
ハ
丶
承
り
置
可
申
候

と
あ
る
。
鶴
舎
有
節
は
、
篤
胤
没
後
の
平
田
門
人
で
、
青
森
の
門
人
を
統
率
す
る
立
場
に
あ

っ
た
。
青
森
に
お
け
る
門
人
た
ち
は
、
江
戸
に
出
る
こ
と
な
く
、
銕
胤
が
注
文
に
応
じ
て
送

っ
て
く
る
書
物
を
教
材
と
し
て
学
ん
で
い
た
と
い
う
（
同
解
説
に
よ
る
）
。
同
四
六
（
鶴
舎

宛
銕
胤
書
簡
）
に
は
、
送
付
書
物
の
明
細
が
あ
り
、
そ
の
中
に
『
再
生
記
聞
』
も
含
ま
れ
て

い
る
。
書
簡
は
、
『
仙
境
異
聞
』
や
『
再
生
記
聞
』
を
読
ん
だ
鶴
舎
た
ち
が
、
寅
吉
や
勝
五

郎
は
そ
の
後
ど
う
し
て
い
る
か
と
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
に
対
す
る
返
事
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

時
、
勝
五
郎
は
四
十
五
歳
に
な
っ
て
お
り
、
篤
胤
も
す
で
に
亡
く
、
銕
胤
ら
気
吹
舎
の
人
々

に
は
、
勝
五
郎
の
消
息
は
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

◆
永
林
寺
の
過
去
帳
　
八
王
子
市
下
柚
木
の
曹
洞
宗
永
林
寺
は
、
小
谷
田
家
の
菩
提
寺
で
あ

り
、
現
在
は
勝
五
郎
を
は
じ
め
と
す
る
一
族
の
墓
所
が
あ
る
。
永
林
寺
の
前
住
職
小
倉
英
明

氏
が
、
由
木
郷
土
研
究
会
に
発
表
さ
れ
た
「
伝
説
「
勝
五
郎
の
再
生
」
に
つ
い
て
の
一
考

察
」
に
は
、
同
寺
の
過
去
帳
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
「
（
前
略
）
幸
い
小
谷
田
氏
は
永
林
寺
の
檀
家
で
あ
っ
た
関
係
上
ま
づ
昔
か
ら
の
過
去
帳
を
　

し
ら
み
つ
ぶ
し
に
当
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果

○
　
潭
底
濽マ

マ

龍
居
士
　
　
東
中
の
　
　
勝
五
郎
事

明
治
二
年
十
二
月
四
日
亡
　
　
五
十
五
才

山
主
半
乗
篭
　
　
先
伴
僧
共
五
人
　
伴
七
人

○
　
直
指
單
伝
信
士

　
　
東
中
の

　
　
源
藏
事

安
政
二
年
七
月
二
十
三
日
亡

　
　
八
十
一
才

山
主
忍
篭

　
　
　
先
伴
僧
共
三
人

　
僕
六
人

と
あ
り
年
代
も
年
令
も
寸
分
も
ま
ち
が
い
も
な
か
っ
た
。
山
主
（
永
林
寺
住
耺
の
こ
と
）
が

お
篭
に
の
っ
て
葬
式
に
出
か
け
た
こ
と
を
考
え
る
と
（
当
時
永
林
寺
住
耺
が
お
篭
に
乗
っ

−53−



て
葬
式
に
出
か
け
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。）
当
時
勝
五
郎
の
家
は
、
前
述
の
「
貧
の
た

め
篭
を
作
っ
て
生
計
を
た
す
け
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
武
士
階
級
の
人
よ
り
見
た
一
面

で
あ
っ
て
か
な
り
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
た
事
が
推
察
出
来
る
。
（
後
略
）
」

◆
地
元
の
伝
承
と
宗
門
人
別
帳
の
記
載
　
下
田
九
一
氏
は
「
資
料
か
ら
見
た
勝
五
郎
と
そ
の

周
辺
」（
再
録
１
）
で
、
勝
五
郎
は
農
業
の
手
伝
い
に
行
っ
た
地
元
の
者
に
穀
象
虫
の
混
じ
っ

た
米
飯
を
出
し
た
と
い
う
話
が
地
元
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
穀
象
虫
の
米
飯

は
古
米
の
た
く
わ
え
が
あ
っ
た
勝
五
郎
の
裕
福
さ
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
が
、
永
林
寺
過
去

帳
の
記
載
と
あ
わ
せ
て
、
勝
五
郎
が
農
業
の
傍
ら
家
業
の
目
籠
の
仲
買
を
し
て
、
財
を
成
す

だ
け
の
才
覚
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
晩
年
は
耳
が
遠
く
な
り
、
甚
だ
し
く
盗
難
を

恐
れ
、
表
座
敷
の
縁
側
の
外
に
頑
丈
な
格
子
戸
を
設
け
、
座
敷
の
天
井
に
は
隠
れ
る
た
め
の

抜
け
穴
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
村
の
道
普
請
の
折
な
ど
に
、「
勝
や
、
あ
の
話
を
し

て
く
れ
や
」
と
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
を
村
人
に
せ
が
ま
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
勝

五
郎
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
勝
五
郎
は
、
晩
年
に
は
妻
と
離
縁
し
孤
独
だ
っ
た
と
伝
え
る
も
の
も
あ
り
、
永
林
寺
の
墓

石
に
は
、
夫
婦
二
人
分
の
戒
名
が
彫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
勝
五
郎
だ
け
の
戒

名
し
か
な
い
。
し
か
し
、
勝
五
郎
が
明
治
二
年
十
二
月
四
日
、
五
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
後
、

「
明
治
三
年
中
野
村
平
民
族
戸
籍
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
富
澤
家
文
書
）
に
よ
れ
ば
、

養
子
与
右
衛
門
二
十
二
歳
、
妻
さ
く
二
十
二
歳
、
勝
五
郎
妻
な
み
五
十
三
歳
の
三
人
の
記
載

が
あ
る
。
戸
籍
上
は
、
勝
五
郎
に
は
亡
く
な
る
ま
で
妻
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
勝
五
郎
が
な

み
を
娶
っ
た
の
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
十
二
月
の
こ
と
で
、
な
み
は
、
片
倉
村
（
八
王
子

市
）
の
出
身
で
あ
る
。
勝
五
郎
の
墓
石
に
妻
な
み
の
戒
名
が
な
い
の
は
、
そ
の
後
養
子
一
家

が
中
野
村
を
離
れ
、
横
浜
へ
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
養
子

の
与
右
衛
門
は
、
東
京
牛
込
神
楽
坂
の
吉
兵
衛
の
二
男
で
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
八
月

に
勝
五
郎
の
養
子
と
な
っ
た
。
明
治
元
年
十
一
月
に
、
中
野
村
仲
右
衛
門
の
妹
さ
く
と
結
婚

し
た
。

　
な
お
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
「
中
野
村
宗
門
人
別
帳
」
（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
石

井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
は
、
勝
五
郎
（
二
十
九
歳
）
の
妻
ま
ん
（
二
十
三
歳
）
の
記
載
が
あ

り
、
少
な
く
と
も
勝
五
郎
に
は
、
ま
ん
と
な
み
、
二
人
の
妻
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
地
元
で

伝
え
ら
れ
る
離
縁
は
ま
ん
の
事
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
ま
ん
と
は
死
別
だ
っ
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
。
勝
五
郎
は
、
生
家
の
近
く
に
屋
敷
を
設
け
、
ず
っ
と
中
野
村
で
暮
ら
し
て
い
た
。

　
報
告
書
（
初
版
）
の
刊
行
後
、
令
和
四
年
三
月
に
、
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
に
て
、
八
王

子
市
東
中
野
金
子
み
さ
を
家
文
書
よ
り
、
数
冊
の
宗
門
人
別
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来

た
。

　
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
「
差
上
申
宗
門
人
別
御
改
一
札
之
事
」
で
は
、
源
蔵
（
三
十
歳
）

の
下
に
、
ふ
み
（
二
十
七
歳
）
と
い
ね
（
十
三
歳
）
の
二
人
の
妹
の
存
在
が
わ
か
り
、
ま
だ
妻

せ
い
の
記
載
は
な
い
。

　
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）「
宗
門
人
別
御
改
帳
」
で
は
、
源
蔵
（
六
十
六
歳
）
女
房
（
せ

い
　
五
十
四
歳
）、
音
（
乙
）
次
郎
（
二
十
九
歳
）、
勝
五
郎
（
二
十
五
歳
）、
つ
ね
（
二
十
一

歳
）、
あ
さ
（
十
七
歳
）、
う
た
（
十
四
歳
）
の
記
載
が
あ
る
。
す
で
に
嫁
い
で
い
る
は
ず
の
姉

ふ
さ
の
記
述
は
な
く
、
勝
五
郎
の
妻
の
記
載
も
な
い
。
勝
五
郎
が
「
ま
ん
」
と
結
婚
し
た
の

は
、
天
保
十
一
年
か
ら
十
四
年
の
間
の
事
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
つ
ね
と
う
た
の
間
に
、

も
う
一
人
の
妹
「
あ
さ
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
述
の
天
保
十
四
年
の
人
別
帳

に
は
「
あ
さ
」
の
記
載
は
な
く
、
嫁
い
だ
の
か
亡
く
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）「
人
別
御
改
帳
」
に
は
、
勝
五
郎
（
五
十
歳
）、
女
房
な
み
（
四

十
六
歳
）、
鉄
太
郎
（
十
六
歳
）
の
記
載
が
あ
る
。
鉄
太
郎
は
、
年
齢
な
ど
か
ら
養
子
与
右
衛

門
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

　
勝
五
郎
の
生
家
跡
は
、
住
宅
開
発
の
た
め
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
現
在
は
公
園

と
な
っ
て
い
る
。
近
く
に
、
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
小
谷
田
忠
一
良
家
の
屋
敷
が
あ

る
。
忠
一
良
氏
は
、
勝
五
郎
の
祖
父
勘
蔵
の
兄
忠
次
郎
の
子
孫
で
あ
り
、
勝
五
郎
の
家
か
ら

は
本
家
に
あ
た
る
家
で
あ
る
。
改
修
は
さ
れ
て
い
る
が
当
時
の
建
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、
勝

五
郎
も
度
々
訪
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
勝
五
郎
の
生
家
は
、
明
治
七
年
に
中
野
村
の
生せ

い

蘭ら
ん

学
校
（
現
在
の
八
王
子
市
立
由

木
東
小
学
校
の
前
身
）
の
校
舎
と
し
て
移
築
、
使
用
さ
れ
た
。
移
築
当
時
は
東
中
野
一
番
地

に
あ
っ
た
。
潰
家
と
な
っ
た
源
蔵
家
を
引
き
継
い
だ
十
一
屋
の
小
谷
田
重
蔵
が
、
生
蘭
学
校

の
創
設
に
関
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
重
蔵
の
子
重
助
は
、
明
治
八
年

よ
り
生
蘭
学
校
の
訓
導
と
な
っ
た
）。
生
ま
れ
変
わ
り
の
あ
っ
た
家
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

舎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
宗
門
人
別
帳
の
調
査
は
、
片
山
幸
和
と
北
村
澄
江
が
担
当
し
た
）
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（
調
査
報
告
⑭
）

　
勝
五
郎
の
身
内
調
査
に
つ
い
て

市
川

　
三
千
代

　

　
平
成
二
十
年
、
佐
藤
彦
五
郎
新
選
組
資
料
館
よ
り
「
小
谷
田
勝
五
郎
紀
念
碑
」
碑
文
（
資

料
18
）
な
ど
の
草
稿
が
発
見
さ
れ
、
勝
五
郎
の
妹
「
つ
ね
」
が
四
谷
村
（
府
中
市
）
の
「
市

川
万
吉
」
に
嫁
し
た
事
が
判
明
し
た
。
子
供
が
い
な
か
っ
た
勝
五
郎
は
養
子
を
迎
え
た
が
、

現
在
は
そ
の
消
息
も
不
明
で
あ
り
、
勝
五
郎
の
兄
弟
た
ち
の
子
孫
の
消
息
も
わ
か
ら
な
い
。

つ
ね
の
消
息
が
わ
か
り
、
そ
の
子
孫
の
方
々
に
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
今
ま
で
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
勝
五
郎
の
消
息
や
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い

た
か
な
ど
が
わ
か
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
つ
ね
の
消
息

調
査
を
開
始
し
た
。
（
152
頁
系
図
参
照
）

◆
つ
ね
の
調
査
　
多
摩
川
沿
い
の
四
谷
村
は
市
川
姓
が
多
い
が
、
そ
の
中
で
屋
号
「
中
隠

居
」
と
呼
ば
れ
代
々
太
兵
衛
を
名
乗
る
旧
家
市
川
家
で
、
「
安
政
六
年
未
三
月
宗
門
人
別
帳
　

控
」
と
「
明
治
六
年
酉
四
月
戸
籍
帳
」
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。（
平
成
二
十
三
年
六
月
）

　
安
政
六
年
の
宗
門
人
別
帳
に
は
、
「
禅
宗
寿
徳
寺
　
善
右
衛
門
地
借
　
萬
吉
四
十
二
才
、

女
房
な
か
三
十
五
才
、
倅
重
三
郎
十
二
才
、
倅
貴
助
八
才
、
娘
う
た
四
才
、
倅
亀
三
郎
三

才
」
と
い
う
、
山
岸
萬
吉
一
家
の
記
載
が
見
つ
か
っ
た
。

　
明
治
六
年
の
戸
籍
帳
で
は
「
十
二
番
屋
敷
之
内
借
店
　
酒
造
渡
世
　
弘
化
二
乙
巳
年
十
月

三
日
全
戸
寄
住
　
越
後
国
頸
城
郡
潟
町
宿
農
山
岸
権
六
三
男
　
山
岸
萬
吉
明
治
七
年
五
十
五

年
、
妻
武
蔵
国
多
摩
郡
中
野
村
農
小
谷
田
源
蔵
亡
二
女
な
か
同
四
十
六
年
、
長
男
重
三
郎

同
二
十
五
年
、
二
男
貴
輔
同
二
十
一
年
、
三
男
亀
三
郎
同
十
七
年
、
四
男
健
吾
同
十
四
年
、
　

長
女
と
め
同
十
年
、
長
男
山
岸
重
三
郎
妻
相
州
高
座
郡
折
戸
村
年
寄
安
藤
庄
左
衛
門
三
女
や

す
同
二
十
四
年
、
氏
神
熊
野
太
神
、
寺
越
野
村
禅
宗
永
林
寺
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
「
市

川
万
吉
」
で
は
な
く
「
山
岸
萬
吉
」
で
あ
り
、
妻
は
「
つ
ね
」
で
は
な
く
「
な
か
」
と
な
っ

て
い
た
が
、
市
川
与
一
方
に
寄
留
し
て
い
た
た
め
苗
字
を
混
同
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

「
な
か
」
が
中
野
村
源
蔵
の
二
女
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
つ
ね
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

当
時
は
結
婚
を
機
に
名
を
変
え
る
事
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る

と
、
「
つ
ね
」
が
酒
造
業
を
営
む
山
岸
萬
吉
に
嫁
ぎ
、
四
谷
村
に
居
住
し
て
い
た
と
考
え
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
時
十
五
歳
の
二
男
貴
助
が
佐
藤
彦
五
郎
新
選
組
資
料
館
所
蔵

「
慶
応
三
年
天
然
理
心
流
門
人
帳
」
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
十
二
番
屋

図2 移転前の墓地にあった勝五郎の墓石 図1 永林寺移転前の生家近くの墓地にあった源蔵一家の墓

図4 中央大学多摩キャンパス構内に残る「勝五郎の道」
東中野から程久保に至る旧道の一部が残っている

図3 東中野の小谷田忠一良家（右端）、左木立の向こう側に勝五郎の
生家があった。
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敷
の
近
く
に
は
、
近
藤
勇
が
天
然
理
心
流
を
教
え
に
来
て
い
た
道
場
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
旧

家
が
あ
る
。

　
十
二
番
屋
敷
の
当
主
与
市
（
善
衛
門
改
）
を
探
し
府
中
市
四
谷
を
一
軒
一
軒
訪
ね
歩
き
、

よ
う
や
く
四
谷
中
通
り
の
屋
号
中
屋
と
呼
ば
れ
る
市
川
家
を
探
し
出
す
事
が
出
来
た
（
現
府

中
市
四
谷
二
丁
目
）。
九
十
八
歳
の
ご
当
主
か
ら
見
せ
て
い
た
だ
い
た
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門

に
出
し
た
願
状
に
は
「
組
頭
善
衛
門
」
の
名
が
あ
っ
た
。
過
去
帳
に
よ
る
と
与
市
（
善
衛
門
）

は
七
代
目
で
明
治
三
十
九
年
没
。
調
査
を
始
め
て
二
年
余
、
こ
の
屋
敷
で
萬
吉
・
つ
ね
の
家

族
は
酒
造
り
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
感
慨
も
一ひ

と

入し
お

だ
っ
た
。
し
か
し
子
孫
の

消
息
は
不
明
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
長
男
の
妻
や
す
の
実
家
、
高
座
郡
折
戸
村
（
現
在
相
模
原
市
南
区
新
戸
）
の
安
藤

庄
左
衛
門
家
を
訪
ね
た
。
長
い
黒
塀
と
立
派
な
冠
木
門
の
屋
敷
は
見
る
か
ら
に
豪
農
の
趣
で

あ
っ
た
。
庄
左
衛
門
の
肖
像
画
の
前
で
徳
富
蘇
峰
が
名
付
親
だ
と
い
う
現
当
主
か
ら
、
庄
左

衛
門
は
貿
易
商
と
し
て
成
功
し
、
九
十
七
歳
ま
で
生
き
た
こ
と
、
兄
も
長
男
も
医
者
で
村
人

か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
っ
た
が
、「
や
す
」
の
消
息
は
不
明
、
庄
左
衛
門
の
孫
が
日

野
の
坂
田
家
へ
嫁
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

◆
山
岸
萬
吉
の
調
査
　
平
成
二
十
三
年
八
月
、
越
後
潟
町
出
身
の
山
岸
萬
吉
の
消
息
を
尋
ね

る
た
め
、
新
潟
県
上
越
市
へ
調
査
に
行
っ
た
。
そ
し
て
、
上
越
市
総
合
博
物
館
よ
り
、
萬
吉

の
実
家
で
あ
る
山
岸
家
本
家
（
潟
町
の
屋
号
「
大
和
屋
」
）
の
資
料
と
杜
氏
に
関
す
る
資
料

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
山
岸
家
本
家
は
、
萬
吉
の
兄
弟
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ま
た
、
『
吉
川
町
史
資
料
集
』
三
（
酒
造
　
平
成
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
万
延

元
年
六
月
　
関
東
出
稼
人
別
御
調
御
上
金
引
残
書
上
帳
」
に
よ
る
表
（
№
一
八
八
）
に
、「
四

ツ
谷
村
十
一
屋
萬
吉
」
が
あ
り
、
萬
吉
が
四
谷
村
で
酒
造
十
一
屋
を
営
ん
で
い
た
事
が
判

明
し
た
。
勝
五
郎
の
生
家
の
隣
は
中
野
村
名
主
で
酒
造
十
一
屋
を
営
む
小
谷
田
重
蔵
家
で
あ

る
。
潟
町
出
身
の
萬
吉
は
、
十
一
屋
で
杜
氏
と
し
て
働
き
、
つ
ね
と
結
婚
、
四
谷
村
で
独
立

し
酒
造
業
を
営
ん
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
明
治
三
年
庚
午
十
二
月
「
武
蔵
国
多
摩
郡
中
野

村
平
民
族
戸
籍
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
富
沢
家
文
書
）
に
も
、
十
一
屋
酒
造
店
の
奉
公
人

で
、
潟
町
出
身
の
人
の
名
前
が
見
え
る
。
中
野
村
の
十
一
屋
は
、
代
々
潟
町
か
ら
蔵
人
が
や

っ
て
き
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　

　
潟
町
の
山
岸
家
は
江
戸
中
期
権
六
の
頃
よ
り
酒
・
米
を
商
い
萬
吉
の
甥
留
吉
は
多
摩
の
青

梅
で
造
り
酒
屋
を
営
み
、
そ
の
後
埼
玉
の
名
栗
に
移
っ
た
と
い
う
。
調
査
団
で
は
、
平
成
二

十
六
年
五
月
、
潟
町
の
山
岸
本
家
を
訪
問
、
大
和
屋
十
一
代
当
主
ら
の
案
内
で
北
国
街
道
に

面
し
萬
吉
も
暮
ら
し
た
古
い
屋
敷
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
二
十
四
年
六
月
、
四
谷
中
隠
居
市
川
家
の
再
調
査
に
よ
り
、
同
家
所
蔵
の
絵
図
（
図
５
・

「
乙
第
三
号
」
と
あ
る
地
番
の
入
っ
た
絵
図
）
な
ど
に
山
岸
萬
吉
の
名
前
を
発
見
、
四
谷
に

所
有
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
萬
吉
の
屋
敷
の
図
（
六
十
一
番
）
も
見
つ
か
っ
た
。

　
同
年
十
二
月
、
三
屋
（
現
四
谷
六
丁
目
）
の
旧
家
土
方
平
右
衛
門
家
文
書
調
査
を
府
中
市

郷
土
の
森
博
物
館
で
行
な
い
、
山
岸
萬
吉
清
酒
醸
造
に
係
る
資
料
と
公
務
録
を
閲
覧
し
た
。

明
治
十
四
年
に
は
減
石
届
が
出
さ
れ
て
い
て
、
当
時
萬
吉
は
六
十
四
歳
、
長
男
重
三
郎
が
代

理
人
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
十
五
年
六
月
に
は
醸
造
が
う
ま
く
い
か
な
い
旨
の
上
申
書
が
、

九
月
付
け
で
酒
造
廃
業
届
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
三
月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
て
、
和
田
村
石
坂
家
文
書
の
調
査
を
行
な

い
、
石
坂
家
に
納
入
し
て
い
た
「
四
谷
十
一
屋
万
吉
」
の
酒
の
通
帳
・
仕
入
帳
を
発
見
し
た
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
ま
で
の
七
冊
が
確
認
さ
れ
、
山
岸
萬

吉
が
府
中
四
谷
で
十
一
屋
の
屋
号
で
確
か
に
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
事
が
再
確
認
出
来
た
。

◆
萬
吉
・
つ
ね
の
娘
と
め
の
調
査
　
平
成
二
十
七
年
二
月
、
日
本
心
霊
科
学
協
会
発
行
の
『
心

霊
研
究
』（
昭
和
四
十
五
年
二
・
五
月
）
掲
載
の
、「
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査
」（
四
）（
五
）

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
た
。「
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査
」
は
、
心
霊
科
学
協
会
の
メ
ン
バ

ー
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
勝
五
郎
の
再
生
を
現
地
調
査
し
た
も
の
で
、
い
ま
は
も
う
聞
く
こ

と
が
出
来
な
い
関
係
者
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
も
記
録
さ
れ
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
（
再

録
２
）
藤
蔵
の
子
孫
で
あ
る
小
宮
家
に
（
一
）
～
（
三
）
ま
で
は
あ
っ
た
が
、
（
四
）
（
五
）

の
存
在
は
知
ら
ず
、
心
霊
科
学
協
会
の
ご
厚
意
で
、
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
調
査
報
告
に
、「
勝
五
郎
の
姉
フ
サ
の
嫁
ぎ
先
の
子
孫
が
酒
屋
「
く
に
店
」
を
経
営
し

て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。「
く
に
店
」
は
現
在
も
当
時
と
同
じ
場
所
（
多
摩
市
東
寺
方
）

で
森
澤
商
店
と
し
て
酒
屋
を
営
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
三
月
同
家
を
訪
問
し
た
。
当
主

の
森
澤
國
夫
氏
か
ら
伺
っ
た
話
か
ら
判
断
す
る
と
、
森
澤
家
に
嫁
い
で
き
た
の
は
、
ふ
さ
で

は
な
く
、
つ
ね
の
娘
「
と
め
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
め
の
実
家
は
、
府
中
の
四
谷
で

酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
廃
業
し
た
と
聞
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
森
澤
商
店
は
、
明
治
の
初
め
ご
ろ
、
森
澤
國
平
が
興
し
た
商
店
で
、
酒
な
ど
の
商
品
を
手

広
く
商
い
、
目
籠
の
仲
買
も
や
っ
て
い
た
（
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展

図
録
『
多
摩
・
商
店
こ
と
は
じ
め
』
平
成
二
十
三
年
）
。
と
め
は
國
平
と
結
婚
し
、
國
夫
氏
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は
、
孫
に
あ
た
る
。
國
夫
氏
は
、
特
に
家
族
か
ら
勝
五
郎
の
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
は
な
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
國
夫
氏
の
姉
は
、
心
霊
科
学
協
会
の
調
査
の
あ
と
、
中
野
村
を
訪

ね
、
十
一
屋
の
小
谷
田
家
の
お
ば
あ
さ
ん
に
会
い
、
勝
五
郎
の
墓
参
り
な
ど
を
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
源
蔵
・
勝
五
郎
家
が
営
ん
で
い
た
目
籠
の
仲
買
と
萬
吉
・
つ
ね
が
営
ん
で
い
た

酒
造
業
、
森
澤
商
店
は
、
両
家
族
の
生
業
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
と
め
の
婚
姻
は
、
こ
の
生

業
の
縁
で
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
同
図
録
に
よ
る
と
、
森
澤
商
店
は
目
籠
を
北
海
道
函
館
の
「
山
岸
商
店
」
に
出

荷
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
國
夫
氏
の
話
で
は
、
こ
の
函
館
山
岸
商
店
に
、
と
め
の
娘
の

一
人
が
嫁
い
で
お
り
、
と
め
は
、
夏
に
な
る
と
避
暑
を
か
ね
て
、
よ
く
函
館
に
行
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
図
録
に
は
、
函
館
山
岸
商
店
の
前
で
写
さ
れ
た
葬
儀
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
「
森
澤
商
店
」
が
出
し
た
花
輪
が
見
え
る
（
図
６
）。
私
た
ち

は
こ
の
函
館
の
山
岸
商
店
が
、
萬
吉
・
つ
ね
夫
婦
の
移
住
先
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
明
治
十
五
年
九
月
の
廃
業
後
の
つ
ね
た
ち
の
消
息
は
、
い
く
ら
調
べ
て
も
、
四
谷
か
ら

は
な
に
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
酒
造
業
廃
業
後
に
函
館
に
渡
っ
た
と
考
え
る

と
、
つ
ね
が
な
ぜ
勝
五
郎
の
記
念
碑
を
建
立
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
見
え
て
く

る
。『
小
谷
田
異
童
傳
』
の
奥
書
に
、
つ
ね
が
内
藤
家
の
当
主
に
、
勝
五
郎
が
所
有
し
て
い
た

「
再
生
記
聞
」
写
本
の
存
在
を
教
え
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（
調
査
報
告
⑨
）。
つ
ね
は
、

勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
こ
と
に
深
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
生
ま
れ
育
っ
た
多
摩
の
地
を
去
り
、
遠
く
北
海
道
に
移
住
す
る
に
あ
た
り
、

兄
の
記
念
碑
を
遺
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
こ
と
は
、
納
得
の
い
く
事
柄
で
あ
る
。
と
め

は
、
肖
像
写
真
が
残
っ
て
い
る
が
、
意
思
の
強
い
、
豪
快
な
お
ば
あ
さ
ん
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。（
図
７
）

　
報
告
書
（
初
版
）
の
刊
行
後
、
調
査
団
で
は
数
度
の
函
館
調
査
の
他
、
様
々
な
調
査
を
行

な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
三
十
四
年
「
函
館
商
工
案
内
」
に
、
雑
貨
荒
物
・
東
京
目

籠
を
商
う
「
山
岸
多
吉
商
店
」
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
山
岸
多
吉
は
、
萬
吉
の
長
男
重

三
郎
の
子
と
推
察
さ
れ
、
多
吉
に
と
め
の
娘
ヤ
ス
が
嫁
い
だ
こ
と
、
昭
和
四
年
山
岸
商
店
の

当
主
は
と
め
の
孫
娘
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
推
察
さ
れ
る
。
昭
和
九
年
の
函
館
大
火
後
の
山

岸
商
店
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。
と
め
の
孫
娘
は
、
平
成
八
年
八
十
二
歳
で
群
馬
県
館
林
市

で
亡
く
な
り
、
同
地
の
山
岸
家
菩
提
寺
に
は
、
多
吉
以
降
の
墓
誌
が
あ
る
。
調
査
は
ま
だ
未

完
成
な
の
で
、
詳
述
は
後
日
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
日
野
市
落
川
の
『
五い

十ら

子こ

敬け
い

斎さ
い

日
記
』
大
正
六
年
十
月
二
十
五
日
の
項
に
、「
函
館

山
岸
」
へ
柿
を
送
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
日
野
の
柿
を
当
地
で
販
売
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

◆
ふ
さ
の
調
査
　
平
成
二
十
六
年
に
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、

「
天
保
十
四
年
卯
ノ
七
月
宗
門
人
別
改
帳
　
武
州
多
摩
郡
中
野
村
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
同
人
別
帳
に
は
、
「
同
寺
（
永
林
寺
）
檀
那
　
市
郎
兵
衛
五
十
才
、
女
房
ふ
さ
三

十
五
才
、
さ
み
七
才
、
え
い
三
才
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
ふ
さ
が
勝
五
郎
の
姉
ふ
さ
と

い
う
確
証
は
な
い
が
、
文
政
六
年
当
時
に
十
五
才
で
あ
っ
た
ふ
さ
の
年
齢
と
一
致
す
る
。
ま

た
、
前
出
の
明
治
三
年
中
野
村
平
民
族
戸
籍
に
は
、
「
伍
長
小
谷
田
重
蔵
午
四
十
一
歳
、
妻

さ
み
午
三
十
三
歳
、
倅
重
助
午
十
九
歳
、
娘
い
と
午
七
歳
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
酒

造
業
十
一
屋
の
小
谷
田
重
蔵
家
の
戸
籍
で
あ
り
、
妻
さ
み
は
、
先
代
市
郎
兵
衛
娘
と
あ
る
。

さ
み
は
、
天
保
十
四
年
の
人
別
帳
に
あ
る
市
郎
兵
衛
と
ふ
さ
の
娘
で
あ
り
、
重
蔵
は
宇
奈
根

村
（
世
田
谷
区
）
の
大
場
儀
右
衛
門
の
四
男
で
、
嘉
永
二
年
八
月
に
市
郎
兵
衛
の
養
子
に
な

っ
て
、
さ
み
と
共
に
十
一
屋
小
谷
田
家
を
継
承
し
た
。
宇
奈
根
の
儀
右
衛
門
家
は
大
場
代
官

家
の
分
家
で
あ
る
と
い
う
。
重
蔵
・
さ
み
夫
婦
は
、
明
治
の
初
め
ご
ろ
、
家
督
を
息
子
重
助

に
譲
っ
た
後
、
後
継
ぎ
が
な
く
潰
家
と
な
っ
て
い
た
源
蔵
家
を
再
興
し
て
い
る
。
源
蔵
（
安

政
二
年
死
去
）
の
墓
は
、
勝
五
郎
が
建
立
し
て
お
り
、
兄
乙
次
郎
（
天
保
十
四
年
の
人
別
帳

に
は
三
十
二
歳
の
記
載
が
あ
る
）
は
源
蔵
よ
り
も
先
に
亡
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ま
ま
で
、
源
蔵
家
と
隣
家
で
あ
り
潰
家
を
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
だ
け
で
、
重
蔵
が

源
蔵
家
の
再
興
を
は
か
ろ
う
と
し
た
と
い
う
理
由
が
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
が
、
さ
み
が
ふ
さ

の
娘
で
あ
れ
ば
、
祖
父
の
家
で
あ
り
母
親
の
実
家
で
あ
る
源
蔵
家
の
再
興
を
願
う
の
は
、
不

思
議
な
こ
と
で
は
な
く
な
る
。
な
お
、
関
係
者
の
方
か
ら
教
示
を
得
た
こ
と
で
あ
る
が
、
昭

和
十
八
年
南
多
摩
郡
由
木
村
役
場
「
戸
籍
謄
本
」
に
、
つ
ね
の
四
男
健
吾
郎
（
健
吾
）
を
、

重
蔵
・
さ
み
夫
婦
の
養
子
に
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
健
吾
は
、
勝
五
郎
の
甥
、

源
蔵
の
孫
に
あ
た
る
の
で
、
源
蔵
家
の
後
継
ぎ
に
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が

ら
、
健
吾
は
、
明
治
十
二
年
に
出
奔
し
て
函
館
に
渡
り
、
旭
町
と
い
う
と
こ
ろ
で
生
活
し
、

中
野
村
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
治
四
十
三
年
函
館
慈
恵
院
に
て
五
十
歳
で
亡
く
な

っ
た
。
函
館
に
行
っ
た
こ
と
は
、
函
館
の
山
岸
商
店
の
存
在
と
関
係
が
あ
る
の
か
、
な
い
の

か
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
平
成
二
十
五
年
六
月
、
函
館
山
西
側
の
入
船
町
に
あ

る
厚
生
院
墓
地
や
船
見
町
の
高
龍
寺
（
上
田
大
法
住
職
が
慈
恵
院
を
開
設
）
に
行
き
、
健
吾
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の
墓
を
探
し
た
が
、
手
が
か
り
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

◆
身
内
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
　
十
三
年
間
に
わ
た
る
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
勝
五
郎

の
兄
乙
次
郎
は
、
天
保
十
四
年
か
ら
安
政
二
年
の
間
に
、
一
家
を
な
さ
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ

た
こ
と
、
姉
の
ふ
さ
は
、
隣
家
で
あ
る
十
一
屋
に
嫁
ぎ
、
娘
が
二
人
い
た
が
、
嘉
永
三
年
八

月
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
（
小
谷
田
重
蔵
子
孫
の
ご
教
示
に
よ
る
）、
妹
の
つ
ね
は
、
十
一
屋
の

杜
氏
だ
っ
た
越
後
潟
町
出
身
の
山
岸
萬
吉
に
嫁
ぎ
、
府
中
四
谷
で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
こ

と
、
明
治
十
五
年
酒
造
業
廃
業
後
は
、
函
館
に
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
四
男
一
女
が

お
り
娘
と
め
は
東
寺
方
（
多
摩
市
）
の
森
澤
商
店
に
嫁
ぎ
そ
こ
に
子
孫
が
い
る
こ
と
、
な
ど

で
あ
る
。
な
に
も
手
が
か
り
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
見
つ
け
て
調
査
し

た
が
、
萬
吉
・
つ
ね
の
函
館
移
住
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
確
証
を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
天
保
十
四
年
中
野
村
宗
門
人
別
帳
の
記
載
で
、
文
政
六
年
当
時
は
生
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
勝
五
郎
の
妹
「
う
た
」（
当
時
十
七
歳
）
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
天
保
十
一
年

「
多
摩
郡
柚
木
領
中
野
村
宗
門
人
別
御
改
帳
」（
八
王
子
市
金
子
み
さ
を
家
文
書
）
で
、
う
た

よ
り
三
歳
年
長
の
妹
「
あ
さ
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ふ
さ
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
十

一
屋
小
谷
田
家
の
子
孫
は
、
多
摩
市
に
在
住
し
て
い
る
。

（
身
内
を
探
す
調
査
は
、
市
川
三
千
代
・
朝
倉
海
玄
・
片
山
幸
和
・
大
河
内
祥
行
・
小
宮
豊
・

小
宮
壽
子
・
荻
田
勝
代
・
髙
橋
國
夫
・
大
窪
俊
彦
・
加
地
勝
・
川
島
純
・
北
村
澄
江
が
担
当

し
た
）

昭和４年８月のとめの娘山岸ヤスの葬儀であると推察される。

図6 函館の山岸商店

　多摩市　森澤國夫家所蔵
　写真提供
　パルテノン多摩歴史ミュージアム

図7 勝五郎の姪、森澤とめ肖像
（同）

（　　　　　　　　 ）

図5 山岸萬吉の屋敷が記載されている絵図
　四谷村（府中市）乙壱号字中通字限図部分
　中隠居家所蔵（　　　　　　　　　　　 ）
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八
　
そ
の
他

（
調
査
報
告
⑮
）

　
山
岸
萬
吉
が
寄
進
し
た
版
木

市
川
　
三
千
代
・
大
河
内
　
祥
行
　

　
高
幡
山
金
剛
寺
文
書
「
什
器
帳
」（
明
治
二
十
一
年
八
月
二
十
日
、『
高
幡
山
金
剛
寺
文
書
』

上
　
一
二
七
─
一
）
第
六
項
版
木
之
部
の
な
か
に
、
勝
五
郎
妹
つ
ね
の
夫
山
岸
萬
吉
が
寄
進

し
た
版
木
の
目
録
が
あ
る
。

　
「
　
百
籤
版
木
全
備
　
　
十
七
枚

　
　
　
　
但
シ
　
文
久
元
年
九
月
　
寄
附
主
　

東
京
鉄
砲
洲
柏
屋
常
吉
、
四
ツ
谷
村
十
一
屋
万
吉
、

中
野
村
十
一
屋
重
蔵
、
大
神
村
土
屋
（
十
一
屋
）
平
吉
、

高
幡
村
高
橋
丈
八
、
高
幡
村
森
久
保
又
吉
、
石
田
村

土
方
伊
十
郎
、
東
京
三
河
町
一
丁
目
丸
屋
伊
兵
衛
　
」

　　
山
岸
萬
吉
の
人
物
像
を
さ
ぐ
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
人
物
が
、
ど
こ

の
誰
で
あ
る
の
か
、
文
献
や
実
地
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
判
明
し

た
。
萬
吉
と
は
、
酒
造
業
な
ど
で
繋
が
り
が
わ
か
る
家
も
あ
る
が
、
付
き
合
い
が
あ
っ
て
一

緒
に
寄
付
し
た
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
は
不
明
。
判
明
し
た
こ
と
の
み
報
告
す
る
。

①
　
東
京
鉄
砲
洲
柏
屋
常
吉

江
戸
時
代
の
沽
券
図
や
現
代
の
住
宅
地
図
を
参
考
に
現
地
調
査
を
し
た
が
不
明
で
あ

る
。
鉄
砲
洲
（
現
在
の
中
央
区
明
石
町
）
の
南
端
に
は
池
田
冠
山
の
屋
敷
（
因
幡
若
桜

藩
松
平
淡
路
守
上
屋
敷
）
が
あ
っ
た
。
火
災
後
、
冠
山
は
深
川
亀
高
村
（
現
在
の
江
東

区
北
砂
五
丁
目
第
四
砂
町
中
学
校
東
隣
、
同
下
屋
敷
が
あ
っ
た
）
へ
転
居
し
て
い
る
。

②
　
四
ツ
谷
村
十
一
屋
万
吉

山
岸
萬
吉
。
文
久
元
年
四
十
四
歳
、
小
谷
田
勝
五
郎
の
妹
つ
ね
の
夫
。
酒
造
業
。

③
　
中
野
村
十
一
屋
重
蔵

小
谷
田
重
蔵
。
文
久
元
年
三
十
二
歳
、
勝
五
郎
の
姉
ふ
さ
の
娘
さ
み
の
夫
、
宇
奈
根
村

儀
右
衛
門
四
男
、
中
野
村
の
名
主
。
酒
造
業
。

④
　
大
神
村
土
屋
（
十
一
屋
）
平
吉
　

石
川
平
吉
。
東
京
都
昭
島
市
大
神
町
の
石
川
家
の
仏
壇
に
保
管
さ
れ
て
い
た
寛
文
年
間

（
一
六
六
一
〜
七
三
）
以
降
の
先
祖
名
一
覧
表
に
「
平
吉
」
の
名
が
載
っ
て
い
る
。
蚕

種
の
生
産
・
販
売
を
し
て
い
た
。
屋
号
は
「
十
一
屋
」
で
あ
っ
た
。

先
祖
は
越
後
国
頸
城
郡
安
塚
町
（
現
新
潟
県
上
越
市
春
日
新
田
町
）
か
ら
出
稼
ぎ
と
し

て
移
住
し
て
来
た
と
推
測
さ
れ
る
。

⑤
　
高
幡
村
高
橋
丈
八

『
高
幡
風
土
記
』
（
森
久
保
憲
治
著
）
に
掲
載
の
「
慶
応
三
年
若
宮
大
明
神
・
本
社
再
建

記
録
」
に
「
金
五
両
高
橋
丈
八
」
と
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
高
幡
村
の
新
田
名
主
だ

っ
た
家
で
あ
る
。

⑥
　
高
幡
村
森
久
保
又
吉

屋
号
油
屋
。
七
生
公
会
堂
前
に
あ
る
共
同
墓
地
（
旧
医
王
寺
墓
地
）
に
墓
が
あ
る
。

「
戒
名
　
淳
意
道
彰
居
士
」
、
明
治
五
年
十
二
月
没
。

⑦
　
石
田
村
土
方
伊
十
郎

幕
末
の
石
田
村
の
名
主
。
長
男
久
蔵
は
天
然
理
心
流
に
土
方
歳
三
と
共
に
入
門
、
娘
ナ

カ
は
歳
三
の
兄
喜
六
の
嫁
。
当
時
の
長
屋
門
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

⑧
　
東
京
三
河
町
一
丁
目
丸
屋
伊
兵
衛

同
所
で
は
丸
屋
伊
兵
衛
と
い
う
人
物
の
居
住
を
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

近
所
に
は
大
店
と
し
て
豊
島
屋
（
吉
村
家
）
が
あ
る
。
同
所
は
通
称
「
鎌
倉
河
岸
」
と

呼
ば
れ
、
江
戸
城
へ
の
荷
揚
げ
場
所
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
白
酒
の
製
造
・

販
売
を
し
て
財
を
な
し
た
の
が
豊
島
屋
で
あ
っ
た
。
現
在
は
猿
楽
町
に
移
っ
て
い
る
。

当
時
の
賑
わ
い
は
江
戸
名
所
図
会
巻
の
一
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
丸
屋
と
の
関
係

は
不
明
で
あ
る
。
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（
調
査
報
告
⑯
）

　
中
野
村
の
酒
造
「
十じ

ゅ
う
い
ち
や

一
屋
」
に
つ
い
て

矢
口
　
祥
有
里
　

　
「
十
一
屋
」
の
屋
号
を
持
つ
酒
屋
は
全
国
各
地
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
近
江
商
人
の
流

れ
を
汲
む
と
い
う
。
中
で
も
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉
な
ど
北
関
東
で
は
、
酒
造
株
を
持
つ
近
江

商
人
と
実
際
に
酒
を
製
造
す
る
越
後
杜
氏
と
が
組
ん
で
酒
醸
造
を
行
な
う
こ
と
が
盛
ん
だ
っ

た
。
幕
末
に
は
規
制
緩
和
も
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
越
後
杜
氏
の
中
か
ら
空
き
蔵
を
借
り
、
ま

た
は
買
い
取
っ
て
独
立
し
て
酒
造
業
を
営
む
者
が
現
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

◆
十
一
屋
（
小
谷
田
重
蔵
家
）
　
武
蔵
国
多
摩
郡
中
野
村
（
明
治
二
十
二
年
〔
一
八
八
九
〕

か
ら
由
木
村
東
中
野
。
現
八
王
子
市
東
中
野
）
の
勝
五
郎
の
生
家
（
小
谷
田
源
蔵
家
・
東
中

野
一
一
九
九
）
の
隣
家
は
、
小
谷
田
重
蔵
家
（
東
中
野
一
一
九
六
）
と
い
い
、
「
十
一
屋
」

の
屋
号
で
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
。
た
だ
し
、
い
つ
か
ら
酒
造
業
を
始
め
た
か
な
ど
、
実
態

は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
和
田
村
石
坂
家
文
書
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
の
中
に
、

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
「
十
一
屋
重
蔵
」
の
酒
通
帳
が

残
さ
れ
て
い
る
。
勝
五
郎
の
姉
「
ふ
さ
」
は
、
十
一
屋
の
小
谷
田
市
郎
兵
衛
に
嫁
い
だ
。
嘉

永
二
年
、
市
郎
兵
衛
は
宇
奈
根
村
儀
右
衛
門
の
四
男
を
養
子
に
迎
え
、
娘
の
「
さ
み
」
と
結

婚
さ
せ
た
。
こ
れ
が
小
谷
田
重
蔵
（
芳
範
）
で
あ
る
。
重
蔵
は
明
治
三
年
四
月
、
跡
継
ぎ
の

い
な
い
小
谷
田
源
蔵
家
を
再
興
し
た
。
重
蔵
家
の
裏
山
に
は
墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
源
蔵
家

や
勝
五
郎
家
の
墓
も
あ
り
、
源
蔵
家
の
墓
の
方
は
重
蔵
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
現
在
は
大
規
模
な
住
宅
団
地
の
造
成
工
事
に
よ
っ
て
跡
形
も
な
い
。
重
蔵
家
の
子
孫
は

多
摩
市
へ
移
転
し
、
墓
も
菩
提
寺
の
永
林
寺
に
移
さ
れ
た
。
数
年
前
ま
で
、
十
一
屋
の
跡
に

は
酒
作
り
に
使
っ
た
で
あ
ろ
う
井
戸
跡
が
残
っ
て
い
た
。

◆
大
坂
屋
（
松
岡
酒
造
）
　
小
谷
田
重
蔵
の
酒
蔵
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
か
ら
越
後

潟
町
出
身
の
松
岡
補
助
（
屋
号
「
大
坂
屋
」
）
が
借
り
て
「
玉
川
」
と
い
う
酒
を
造
っ
た
。

松
岡
補
助
は
父
の
代
か
ら
潟
町
で
酒
造
業
を
始
め
た
が
、
文
久
二
年
に
故
郷
潟
町
を
引
払

い
、
新
天
地
を
求
め
て
関
東
に
や
っ
て
来
た
と
い
う
。
は
じ
め
武
蔵
国
府
中
押
立
で
酒
蔵
を

借
り
た
が
不
振
の
た
め
、
元
治
元
年
に
中
野
村
谷や

津つ

入い
り

に
転
居
し
た
。
明
治
十
一
年
補
助
の

死
後
、
そ
の
長
男
浅
右
衛
門
が
跡
を
継
い
だ
。
浅
右
衛
門
と
妻
が
明
治
三
十
七
年
に
没
し
た

と
き
、
長
男
・
次
男
と
も
日
露
戦
争
で
出
征
中
だ
っ
た
の
で
、
遺
体
は
小
谷
田
重
蔵
家
の
裏

山
に
あ
っ
た
墓
地
の
隣
に
仮
埋
葬
さ
れ
た
。

　
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
、
跡
を
継
い
だ
政
次
郎
の
代
に
、
祖
父
補
助
の
頃
か
ら
借
り
て

い
た
小
谷
田
重
蔵
家
の
蔵
を
買
い
取
り
、
新
蔵
も
建
設
し
、
酒
名
を
「
五
大
洲
」
と
改
め

た
。
大
正
十
年
、
創
業
百
年
祭
を
挙
行
し
た
。
そ
の
際
、
蔵
の
老
朽
化
が
気
に
な
っ
た
た

め
、
大
正
十
一
年
に
友
人
の
井
上
連
一
か
ら
土
地
を
買
い
、
酒
造
蔵
と
店
舗
住
宅
を
新
築
し

た
（
東
中
野
一
三
八
〇
）
。
大
正
十
二
年
八
月
に
完
成
し
、
引
越
し
を
目
前
に
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
関
東
大
震
災
の
た
め
旧
蔵
は
全
壊
、
貯
蔵
酒
が
流
出
す
る
被
害
を
受
け
た
。
翌
十
三

年
に
新
蔵
で
出
来
た
清
酒
は
「
尾
上
の
松
」
と
し
て
発
売
さ
れ
た
。
し
か
し
松
岡
家
は
、
関

わ
っ
た
南
津
電
気
鉄
道
敷
設
計
画
の
不
振
や
政
次
郎
の
死
な
ど
が
重
な
り
、
昭
和
十
三
年
に

由
木
村
を
離
れ
、
日
野
町
へ
転
居
し
て
酒
販
業
を
始
め
た
。
松
岡
家
は
昭
和
三
十
年
に
由
木

の
墓
地
を
菩
提
寺
に
ま
と
め
た
が
、
こ
の
間
、
小
谷
田
重
蔵
家
の
人
が
墓
守
を
し
て
く
れ
て

い
た
と
い
う
。（
松
岡
正
二
郎
『
松
岡
本
家
と
大
坂
屋
総
本
店
歴
』
昭
和
五
十
五
年
　
私
家
版
）

◆
白
春
酒
造
　
松
岡
家
の
酒
造
蔵
は
「
三
輪
さ
ん
」
と
い
う
人
物
に
譲
ら
れ
、
昭
和
二
十
三

年
に
「
白
春
酒
造
」
が
買
い
取
っ
た
。
「
白
春
」
は
、
日
本
橋
箱
崎
町
の
荒
井
佐
五
兵
衛
商

店
（
大
正
三
年
創
業
、
現
株
式
会
社
ア
ラ
イ
）
と
い
う
酒
類
・
醤
油
卸
売
業
の
問
屋
が
、
大

正
十
年
十
月
に
酒
造
部
門
を
立
ち
上
げ
て
兼
業
し
た
、
い
わ
ば
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
蒲

田
の
醸
造
会
社
を
譲
り
受
け
て
醸
造
し
て
い
た
が
、
戦
災
で
蔵
が
焼
け
て
し
ま
い
、
戦
後
の

一
、
二
年
は
埼
玉
の
行
田
の
近
く
の
休
醸
中
の
蔵
を
借
り
て
い
た
。
し
か
し
、
水
が
良
く
な

か
っ
た
た
め
、
あ
ち
こ
ち
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
松
岡
の
蔵
を
手
に
入
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

（
國
府
田
宏
行
『
東
京
の
地
酒
』
昭
和
五
十
五
年
　
婦
人
生
活
社
）
。
白
春
酒
造
は
昭
和
の
末

頃
に
廃
業
し
た
と
い
い
、
跡
地
に
は
住
宅
が
並
ん
で
い
る
。（『
新
八
王
子
市
史
民
俗
調
査
報
告

書
　
第
２
集
　
八
王
子
市
東
部
地
域
　
由
木
の
民
俗
』
に
は
、
「
由
木
東
小
学
校
に
近
い
大

栗
川
流
域
に
は
、
「
十
一
屋
」
の
屋
号
を
持
つ
造
り
酒
屋
「
白
春
酒
造
」
が
あ
っ
た
。
「
十
一

屋
」
は
も
と
東
中
野
谷
津
入
の
セ
ン
ヤ
ト
（
千
谷
戸
）
で
酒
造
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
良
質

の
水
を
求
め
て
大
栗
川
流
域
の
低
地
に
移
転
し
、
こ
こ
に
掘
り
抜
き
井
戸
を
設
け
て
新
た
な

酒
蔵
を
築
い
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
小
谷
田
重
蔵
家
の
十
一
屋
と
、
松
岡
家
の
大
坂
屋

と
、
白
春
酒
造
と
が
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
）

　
な
お
、
勝
五
郎
の
養
子
は
、
明
治
二
年
に
勝
五
郎
が
没
す
る
と
、
横
浜
へ
出
て
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
井
戸
上
の
金
子
権
六
が
「
買
い
養
子
」
と
な
っ
て
空
屋
敷
を
譲
り
請
け
、
小

谷
田
姓
を
名
乗
っ
た
。
小
谷
田
権
六
は
昭
和
九
年
に
死
去
し
た
が
、
子
孫
は
、
白
春
酒
造
の

あ
っ
た
場
所
の
北
隣
に
住
ん
で
い
る
。
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（
調
査
報
告
⑰
）

　
藤
蔵
の
子
孫
小
宮
家
で
の
伝
承

小
宮
　
豊
　

　
日
野
市
程
久
保
の
小
宮
豊
家
は
、
勝
五
郎
の
前
世
と
い
わ
れ
て
い
る
藤
蔵
の
家
を
継
承
し

て
い
る
。
豊
の
曽
祖
父
、
小
宮
鏡
治
郎
が
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
際
に
小
宮
姓
に
改
め
た

が
、
そ
れ
以
前
は
須
崎
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
。
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
程
久
保
駅
か
ら
北

へ
歩
い
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、
子
孫
は
代
々
居
を
構
え
て
き
た
。
現
在
、
辺
り
に
は
家
が
た

く
さ
ん
建
ち
並
び
、
様
子
が
変
わ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
に
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
「
三
軒
並
ん
だ
真
ん
中
の
家
で
、
裏
が
山
に
続
く
」
と
い
っ
た
当
時
の
面
影
を

多
少
残
し
て
い
る
。
物
語
に
出
て
く
る
む
か
い
の
「
た
ば
こ
や
」
の
家
も
子
孫
が
今
も
同
じ

場
所
に
住
ん
で
い
る
。

　
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
は
地
元
で
は
ど
の
よ
う
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
の
か
、
私
が

耳
に
し
た
の
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
程
久
保
で
生
ま
れ
た
藤
蔵
が
六
歳
で
亡
く
な
り
、
三
年
後
（
実
際
は
五
年
後
）
に
隣
村

の
中
野
村
に
勝
五
郎
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
勝
五
郎
が
八
歳
の
時
、
家
族
に
自
分
の
前

世
を
語
り
、
お
祖
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
程
久
保
村
の
藤
蔵
の
家
を
訪
れ
、
『
前
の
た
ば
こ

や
の
あ
の
木
は
な
か
っ
た
』
な
ど
藤
蔵
の
家
の
周
り
の
変
化
を
言
い
当
て
た
。
又
、
勝
五
郎

は
、
藤
蔵
だ
っ
た
と
き
に
近
く
の
桑
畑
に
小
刀
を
隠
し
て
置
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
み
ん

な
で
桑
畑
に
行
っ
て
み
る
と
、
桑
の
切
り
株
か
ら
錆
び
た
小
刀
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
小
刀

の
発
見
は
、
藤
蔵
で
し
か
知
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」

　
こ
の
話
も
昭
和
の
中
頃
に
な
る
と
、
地
元
で
も
誰
も
語
る
人
が
い
な
く
な
り
、
時
の
流
れ

の
行
く
ま
ま
に
次
第
に
消
え
失
せ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
に
興
味
を
持
っ

た
何
組
か
の
人
た
ち
が
小
宮
家
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
三
年
六
月
、
日
本
心
霊
科
学
協
会
（
当
時
は
文
京
区
湯
島
に
本
部
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
新
宿
区
上
落
合
に
あ
る
）
の
数
人
の
人
た
ち
が
小
宮
家
を
訪
れ
た
。
小
宮
家

の
先
代
当
主
が
、
自
宅
近
く
の
山
の
上
に
あ
っ
た
墓
を
案
内
し
た
時
に
、
藤
蔵
と
藤
五
郎

（
初
名
・
久
兵
衛
）
の
墓
石
が
確
認
で
き
た
（
図
９
）
。
小
宮
家
で
は
そ
の
時
ま
で
、
藤
蔵

・
藤
五
郎
の
墓
石
が
ど
の
墓
石
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
程
久
保
を
調
査
し
て
い
る
時
に
、
上
程
久
保
の
あ
る
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
「
中
興
村
系

図
下
郷
」
を
発
見
し
、
そ
の
中
に
藤
蔵
の
家
族
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
日
本
心

霊
科
学
協
会
の
人
た
ち
は
、
東
中
野
の
勝
五
郎
関
係
の
家
に
も
行
き
、
実
地
調
査
を
行
な
っ

て
い
る
。
協
会
の
月
刊
機
関
誌
『
心
霊
研
究
』
に
「
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査
」
と
題
し

て
、
五
回
に
分
け
て
こ
の
時
の
調
査
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
再
録
２
）

　
ま
た
、
地
元
の
郷
土
史
家
で
あ
っ
た
下
田
九
一
氏
も
小
宮
家
を
訪
れ
、
当
時
の
小
宮
家
当

主
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
五
年
に
日
野
史
談
会
が
発
行
し
た
『
日

野
の
歴
史
と
文
化
』
に
下
田
九
一
氏
が
著
述
し
た
「
史
料
か
ら
見
た
勝
五
郎
と
そ
の
周
辺
」

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
当
時
江
戸
の
文
人
た
ち
が
勝
五
郎
生
ま
れ

変
わ
り
の
話
を
著
し
た
本
の
紹
介
や
、
勝
五
郎
の
晩
年
の
生
活
振
り
、
物
語
の
背
景
な
ど
が

詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
（
再
録
１
）

　
小
宮
家
の
現
当
主
で
あ
る
私
は
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
初
め
て
こ
の
日
本
心
霊

科
学
協
会
の
月
刊
機
関
誌
『
心
霊
研
究
』
と
、
「
史
料
か
ら
見
た
勝
五
郎
と
そ
の
周
辺
」
を

目
に
し
た
が
、
こ
れ
は
先
代
の
当
主
が
亡
く
な
っ
て
遺
品
を
整
理
し
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。

私
は
そ
れ
ま
で
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
の
で
、
父
か
ら
調
査
に

訪
れ
た
人
た
ち
の
事
を
詳
し
く
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
の
記
述
を
読
ん
で
当
家
で
は
、
眠
っ
て
い
た
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
が
目
を
醒
ま

す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
松
平
（
池
田
）
冠
山
・
露
姫
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
が
出

来
た
。
露
姫
の
位
牌
も
、
そ
の
時
ま
で
ど
こ
の
誰
の
位
牌
で
あ
る
か
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
（
図
８
）
。
松
平
（
池
田
）
冠
山
・
露
姫
の
こ
と
は
、
三
樹
書
房
か
ら
出
版
さ
れ

た
小
谷
惠
造
著
『
池
田
冠
山
傳
』
に
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
露
姫
の
法
名
が
小
宮
家

の
仏
壇
の
位
牌
と
同
じ
よ
う
に
、
「
浄
観
院
殿
玉
露
如
泡
大
童
女
」
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で

き
た
。

図8 小宮豊家にある露姫位牌
元は30cmほどの木製の位牌に法名が
書かれていた

図9 藤蔵の墓石
小宮家所有の山の墓地（程久保1丁目23
付近）にあったが、昭和40年代後半に
高幡不動尊墓地に移転した。
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池
田
冠
山
は
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
を
最
初
に
書
物
に
著
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
露

姫
も
藤
蔵
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
、
小
宮
家
の
仏
壇
に
ま
つ
ら

れ
て
い
る
露
姫
の
位
牌
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
妻
の
壽
子
は
、
実
家
で
自
分
の
妹
が
叔
父
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
経
験

を
し
て
い
た
の
で
、
小
宮
家
に
嫁
ぎ
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
を
聞
い
て
も
、
特
別
に
不

思
議
な
話
と
は
思
わ
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
露
姫
の
位
牌
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
と
、
私
よ
り
も
こ
の
話
に
興
味
を
惹
か
れ
て
い
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
平
成
の
時
代
に
な

り
、
小
宮
家
で
は
、
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
の
背
景
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
そ
し
て
池

田
冠
山
・
露
姫
の
墓
参
り
を
し
た
い
な
ど
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
独
自
に
調
査
を
始
め
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
日
野
市
郷
土
資
料
館
が
程
久
保
に
あ
る
旧
高
幡
台
小
学
校

に
移
転
し
て
き
た
。
平
成
十
八
年
に
、
郷
土
資
料
館
の
委
託
調
査
事
業
と
し
て
「
勝
五
郎
生

ま
れ
変
わ
り
物
語
探
求
調
査
団
」
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
協
力
を
依
頼
さ
れ
た
私
ど
も

も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。

　
勝
五
郎
調
査
団
は
、
勝
五
郎
の
記
録
を
書
い
た
池
田
冠
山
・
平
田
篤
胤
、
小
泉
八
雲
を
柱

と
し
て
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査
団
の
活
動
に
よ
り
、
私
ど
も
は
念
願
で

あ
っ
た
、
牛
島
弘
福
寺
と
鳥
取
の
池
田
家
墓
所
に
あ
る
池
田
冠
山
の
墓
や
、
鳥
取
鹿
野
の
雲

龍
寺
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
露
姫
の
位
牌
を
お
参
り
す
る
こ
と
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。
ま

た
、
代
々
木
に
あ
る
平
田
神
社
へ
の
参
拝
や
、
秋
田
の
平
田
篤
胤
の
生
誕
祭
に
も
参
列
す

る
こ
と
が
出
来
、
雑
司
ヶ
谷
霊
園
に
あ
る
小
泉
八
雲
の
墓
参
も
済
ま
す
こ
と
が
出
来
た
。
ま

た
、
長
ら
く
行
き
来
が
途
絶
え
て
い
た
小
谷
田
家
の
一
族
で
あ
る
小
谷
田
忠
一
良
氏
（
勝
五

郎
の
祖
父
の
兄
の
子
孫
）
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
、
と
も
に
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
交

流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
な
か
で
、
藤
蔵
の
母
し
づ
の
実
家
、
下
河
原
の
只
右
衛
門
の
家
が
、
鈴
木
姓
で
あ

り
、
実
在
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
訪
問
し
た
。
残
念
な
が
ら
資
料
は
戦
災
に
よ
り
残
っ
て

い
な
か
っ
た
。

　
勝
五
郎
調
査
団
は
、
小
学
校
へ
の
出
張
授
業
や
夏
休
み
子
ど
も
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
へ
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
を
教
え
て
い
る
。
当
家
に
も
小
学
生
が
調

べ
学
習
に
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
特
別
展
の
開
催
や
、
藤
蔵
・
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
記
念

日
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
調
査
団
の
活
動
を
通
し
て
、
こ
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
が
勝
五
郎
の

よ
う
に
再
び
地
元
に
よ
み
が
え
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
喜
ば
し
く
感
じ
て
い
る
。

　
地
元
に
よ
み
が
え
っ
た
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
が
、
絶
や
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
後
世
へ
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
調
査
報
告
⑱
）

　
藤
蔵
の
お
墓
を
訪
れ
る
人
々
　
　

小
宮
　
壽
子
　

　
　

　
　
　

　
高
幡
不
動
尊
大
日
堂
奥
の
墓
地
に
、
勝
五
郎
の
前
世
と
い
わ
れ
る
藤
蔵
の
お
墓
が
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
に
、
住
宅
開
発
に
よ
り
程
久
保
の
小
宮
家
の
地
所
に
あ
っ
た
墓
地
か
ら
、
改

葬
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
前
か
ら
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
に
興
味
を
持
っ
た
人
た
ち

が
此
処
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
年
に
日
野
市
郷
土
資
料

館
が
開
催
し
た
特
別
展
「
ほ
ど
く
ぼ
小
僧
　
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
」
の
開
催
を
契
機

と
し
て
、
藤
蔵
の
お
墓
を
訪
れ
る
人
の
数
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
（
図
10
）

　
勝
五
郎
調
査
団
は
、
高
幡
不
動
尊
の
参
拝
客
に
一
人
で
も
多
く
の
人
に
藤
蔵
の
お
墓
を
見

学
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
藤
蔵
の
没
後
二
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
平
成
二
十
二
年
二
月

に
、
案
内
標
識
三
ヶ
所
と
、
お
墓
の
説
明
板
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
11
）
。
高
幡

不
動
尊
の
賛
同
を
得
て
、
川
澄
貫
主
様
御
自
ら
、
案
内
標
識
設
置
の
格
好
の
場
所
を
選
ん
で

頂
い
た
。
更
に
、
お
墓
に
は
「
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
」
の
ミ
ニ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
置

く
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
補
充
は
藤
蔵
の
家
を
継
ぐ
私
が
行
な
っ
て
い
る
が
、
配
布
数

か
ら
す
る
と
、
月
に
数
百
人
の
人
た
ち
が
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
私
が
お
墓
に

図10 藤蔵の墓（左）と、両親
（半四郎・しづ）の墓（右） 

図11 同墓地にある説明板
（藤蔵没後200年を記念して建立した）
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い
る
と
、
何
組
も
の
人
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
訪
れ
、
一
時
間
近
く
も
説
明
し
て
い
る

こ
と
が
度
々
あ
る
。
そ
の
時
に
交
わ
し
た
会
話
の
中
で
聞
い
た
、
参
拝
者
の
人
た
ち
の
想
い

を
い
く
つ
か
記
し
て
み
た
い
と
思
う
。

＊
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
は
、
子
供
の
頃
か
ら
八
王
子
に
い
る
実
家
の
母
か
ら
聞
い
て

知
っ
て
い
ま
し
た
。
高
幡
不
動
尊
に
藤
蔵
君
の
お
墓
が
あ
る
と
知
り
、
お
不
動
さ
ん
参
詣

の
度
に
お
墓
に
来
て
お
参
り
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

＊
友
人
が
高
幡
不
動
尊
の
近
く
に
住
ん
で
い
て
お
参
り
に
来
た
が
、
偶
然
藤
蔵
の
墓
の
案
内

板
を
見
つ
け
、
「
ま
さ
か
高
幡
不
動
尊
に
生
ま
れ
変
わ
り
の
藤
蔵
の
墓
が
あ
っ
た
と
は
」

と
大
変
驚
き
ま
し
た
。
（
こ
の
方
は
名
古
屋
か
ら
来
た
人
で
、
日
本
心
霊
科
学
協
会
の
会

員
。
昭
和
四
〇
年
代
に
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
調
査
に
来
て
、
藤
蔵
の
墓
石
を
見
つ
け

て
く
れ
た
の
が
日
本
心
霊
科
学
協
会
の
人
た
ち
で
、
当
時
こ
の
話
は
聞
い
て
い
た
と
の
こ

と
。
）
　

＊
今
日
は
高
尾
山
に
行
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
腕
を
骨
折
し
て
行
け
な
く
な
っ
た
の
で
高
幡

不
動
尊
に
お
参
り
に
来
ま
し
た
。
生
ま
れ
変
わ
り
の
案
内
板
を
見
て
、
何
だ
ろ
う
と
思
っ

て
お
墓
に
来
ま
し
た
。
奥
様
の
説
明
で
は
、
露
姫
様
は
度
々
淺
草
寺
を
お
参
り
し
た
こ

と
、
池
田
家
の
屋
敷
跡
が
現
在
の
聖
路
加
病
院
の
付
近
で
あ
る
と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

私
が
こ
ろ
ん
で
骨
折
し
た
の
が
浅
草
で
、
今
治
療
し
て
い
る
病
院
が
聖
路
加
病
院
な
の
で

す
。
私
が
腕
を
骨
折
し
た
の
も
、
こ
こ
に
来
る
よ
う
に
と
の
お
導
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
の
ご
子
孫
の
方
に
、
今
こ
う
し
て
お
会
い
で
き
る

な
ん
て
光
栄
で
あ
り
、
大
変
な
驚
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。
（
こ
の
方
は
、
藤
蔵
の
墓
参
の

事
を
、
翌
日
自
分
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
。
）

　
藤
蔵
の
お
墓
を
訪
れ
た
人
た
ち
の
感
想
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
に
数
多
く
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
感
想
も
い
く
つ
か
抜
粋
し
て
記
し
て
み
る
。

＊
藤
蔵
君
の
お
墓
を
お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
話
で
す
。
こ
の
お
墓
を
勝

五
郎
が
見
た
時
の
気
持
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
に
懐
か

し
く
ス
ッ
キ
リ
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

＊
前
世
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供
は
外
国
に
も
か
な
り
の
例
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
現
代

の
科
学
で
は
検
証
出
来
な
い
事
例
の
よ
う
で
す
。
科
学
で
分
析
で
き
な
い
か
ら
出
鱈
目
だ

と
い
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
更
に
二
百
年
後
に
は
、
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
と
し
て
何
の
疑
い
も
な
い
事
実
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊
大
日
堂
の
横
に
あ
る
案
内
看
板
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の

話
は
江
原
啓
之
さ
ん
の
本
で
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
本
に
は
お
墓
が
あ
る
と
の
記
載
は

な
く
、
突
然
の
遭
遇
に
驚
き
で
す
。
魂
は
、
生
き
続
け
る
こ
と
の
証
明
で
す
ね
。
死
し

て
、
人
は
死
な
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

＊
生
ま
れ
変
わ
り
は
本
当
に
あ
る
の
で
す
ね
。
し
か
も
藤
蔵
君
は
五
年
く
ら
い
で
人
間
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
よ
ほ
ど
徳
の
高
い
人
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
藤
蔵
君
の

「
も
う
一
度
生
き
た
い
」
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
来
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
と
は
違
う

意
味
で
力
を
与
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　
他
に
も
た
く
さ
ん
の
感
想
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
媒
体
を
介
し

て
、
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
の
話
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
、
藤
蔵
の
家
を
継
ぐ
者
と
し

て
、
ま
た
勝
五
郎
調
査
団
と
し
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
私
は
今
ま
で
墓
参
り
と
い
え
ば
、
正
月
・
彼
岸
・
お
盆
・
先
祖
の
命
日
ぐ
ら
い
し
か
行
か

な
か
っ
た
が
、
案
内
板
を
設
置
し
て
か
ら
ミ
ニ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
補
充
の
た
め
、
月
に
数
回

訪
れ
て
い
る
。
高
幡
不
動
尊
へ
参
詣
に
訪
れ
た
人
た
ち
が
藤
蔵
の
お
墓
ま
で
訪
ね
て
来
て
下

さ
り
、
時
に
は
お
花
や
お
線
香
・
お
賽
銭
を
供
え
て
下
さ
る
の
で
、
小
宮
家
・
須
崎
家
の
御

先
祖
様
は
大
変
驚
い
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

　
僅
か
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
藤
蔵
君
が
二
百
年
も
の
時
を
経
て
、
こ
ん
な
に
も
大
勢
の
人
た

ち
に
手
を
合
わ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
何
て
幸
せ
な
こ
と
か
と
思
い
、
勝
五
郎
調
査
団
の
活

動
に
よ
り
再
び
地
元
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の
話
が
、
い
つ
ま
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

「
藤
蔵
・
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
ゆ
か
り
の
地
記
念
碑
」
の
建
立
　

小
宮
　
壽
子
　

　
報
告
書
（
初
版
）
刊
行
後
の
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
五
月
二
十
日
、
勝
五
郎
没
後
百

五
十
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
藤
蔵
・
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
が
末
永
く
語
り
継

が
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
有
志
の
方
の
浄
財
に
よ
り
、
高
幡
不
動
尊
境
内
に
記
念
碑
を
建

立
し
た
。
碑
文
の
揮
毫
は
、
当
調
査
団
代
表
の
朝
倉
海
玄
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
年
代
に
、
勝
五
郎
の
妹
「
常
（
つ
ね
）
」
が
兄
の
顕
彰
碑
を
建
立
し
よ
う
と
し

た
が
、
碑
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
建
碑
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
資

料
18
）
。
今
回
の
記
念
碑
建
立
は
、
形
こ
そ
異
な
る
が
、
「
常
」
の
思
い
を
実
現
し
た
い
と
い
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う
調
査
団
一
同
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
高
幡
不
動
尊
の
境
内
へ
の
建
碑
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
川
澄
祐
勝
前
貫
主
、
杉

田
純
一
現
貫
主
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
。
川
澄
前
貫
主
（
平
成
二
十
九
年
十

月
十
日
入
寂
）
は
、
自
ら
建
碑
の
場
所
を
決
め
て
下
さ
り
、
そ
の
場
所
は
大
日
堂
の
脇
、
小

宮
家
の
墓
所
の
手
前
に
あ
り
、
奇
し
く
も
川
澄
前
貫
主
の
墓
所
か
ら
ち
ょ
う
ど
見
下
ろ
す
位

置
に
あ
る
。
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
が
美
し
く
、
貫
主
様
に
日
々
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。

　
記
念
碑
が
、
「
藤
蔵
・
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
」
に
関
心
を
持
っ
て
下
さ
る
方
々
が

集
え
る
場
所
と
し
て
、
末
永
く
存
続
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
（
現
地
で
、
記
念
碑

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
）
。

図12 藤蔵・勝五郎生まれ変わり
ゆかりの地記念碑と碑文など

・碑の大きさ : 縦100㎝　横150㎝

　（台座を除く）・御影石製　　

・碑文の揮毫 : 朝倉海玄

　（勝五郎生まれ変わり物語探求調査団代表）

・平成30年（2018）5月20日除幕

・碑の所在地 : 東京都日野市高幡733番地

　高幡不動尊境内、大日堂脇、六地蔵の隣

・建碑 : 勝五郎生まれ変わり物語探求調査

団ならびに有志の皆様

（
碑
文
）

　文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
中
野
村
（
八
王
子
市
東
中
野
）
の
勝

五
郎
（
八
歳
）
は
、
自
分
の
前
世
は
程
久
保
村
（
日
野
市
程
久
保
）

の
藤
蔵
で
あ
る
と
語
り
評
判
と
な
り
、
「
ほ
ど
く
ぼ
小
僧
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　藤
蔵
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
生
ま
れ
、
同
七
年
二
月

四
日
疱
瘡
の
た
め
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
藤
蔵
の
墓
は
、
高
幡
山

金
剛
寺
墓
地
に
あ
り
、
藤
蔵
の
生
家
は
、
現
在
も
子
孫
の
小
宮
豊

家
が
居
住
し
、
墓
地
や
位
牌
な
ど
を
守
っ
て
い
る
。

　勝
五
郎
は
、
文
化
十
二
年
十
月
十
日
に
生
ま
れ
、
明
治
二
年
（
一

八
六
九
）
十
二
月
四
日
、
五
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
墓
は
、
永

林
寺
（
八
王
子
市
下
柚
木
）
に
あ
る
。

　勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
に
つ
い
て
は
、
中
野
村
領
主
多
門
伝

八
郎
の
調
書
や
、
文
人
大
名
池
田
冠
山
・
国
学
者
平
田
篤
胤
の
同

時
代
の
記
録
が
残
り
、
当
時
の
状
況
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
。　日

野
市
郷
土
資
料
館
で
は
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
よ
り
、

市
民
参
加
の
「
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
探
求
調
査
団
」
を
結

成
し
、
調
査
・
研
究
・
普
及
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
平
成
二
十

七
年
に
は
、
勝
五
郎
生
誕
二
百
年
記
念
と
し
て
、
『
勝
五
郎
生
ま
れ

変
わ
り
物
語
調
査
報
告
書
』
を
刊
行
し
た
。

　藤
蔵
・
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
が
、
末
永
く
語
り
継
が

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
多
く
の
人
々
の
浄
財
に
よ
り
、
こ
こ
に
碑

を
建
立
す
る
。

　
　
　
　平
成
三
十
年
五
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
探
求
調
査
団
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（
調
査
報
告
⑲
）

　
勝
五
郎
が
遊
び
眺
め
た
石
仏
た
ち
　
　
　

加
地
　
勝
　

　
勝
五
郎
の
生
家
は
、
八
王
子
市
東
中
野
の
谷や

津つ

入い
り

と
呼
ば
れ
る
地
区
に
あ
り
、
現
在
は
野
猿
街
道

か
ら
中
央
大
学
正
門
に
向
か
う
バ
ス
通
り
を
進
み
、

途
中
か
ら
西
側
に
入
る
小
高
い
場
所
で
あ
る
（
図

13
）。
途
中
に
は
小
谷
田
一
族
の
屋
敷
が
並
ん
で
い

る
。
生
家
の
あ
っ
た
あ
た
り
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
開
発
地
に
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
昭
和
五

十
年
代
に
住
宅
は
す
べ
て
移
転
し
た
が
、
そ
の
後

開
発
は
中
断
し
、
長
く
空
地
の
ま
ま
残
っ
て
い

た
。
生
家
の
場
所
の
隣
は
、
十
一
屋
と
い
う
酒
蔵

で
、
そ
こ
の
井
戸
と
思
わ
れ
る
井
桁
が
残
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
二
年
頃
か
ら
新
た
な
宅

地
開
発
が
進
み
、
現
在
は
全
く
面
影
は
な
く
、
単

な
る
戸
建
造
成
団
地
の
一
角
と
な
っ
て
い
る
（
図

14
）
。
地
名
の
「
谷
津
入
」
は
、
八
つ
の
谷
の
意

味
で
、
白
田
谷
戸
・
堀
田
谷
戸
・
梅
の
木
谷
戸
・

戸
端
谷
戸
・
中
谷
戸
・
西
の
谷
戸
・
大
谷
戸
・
千

谷
戸
（
先せ

ん

谷や

戸と

）
で
あ
る
。
勝
五
郎
の
生
家
は
千

谷
戸
に
あ
っ
た
。
幼
年
期
の
勝
五
郎
の
遊
び
の
範

囲
は
、
当
然
な
が
ら
谷
津
入
を
中
心
と
し
た
場
所

と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
中
で
現
在
も
当
時
の
石
仏

が
残
る
場
所
は
、
「
谷
津
入
地
蔵
堂
」
と
「
熊
野

神
社
」
に
な
る
（
図
15
〜
17
）
。
ま
た
、
西
側
約

二
百
㍍
の
高
台
に
「
愛
宕
神
社
」
が
あ
る
。
神
社

境
内
に
登
る
と
周
囲
の
展
望
が
開
か
れ
特
に
南
方

面
は
野
猿
街
道
を
眼
下
に
見
て
、
大
栗
川
を
挟
ん
で
松
が
谷
や
別
所
の
丘
陵
を
一
望
に
出
来

る
の
で
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
冒
険
の
場
所
に
は
、
絶
好
の
場
所
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
地
蔵
堂
よ
り
野
猿
街
道
に
出
て
東
に
行
く
と
、

熊
野
神
社
が
あ
る
。
藤
蔵
は
死
ん
だ
時
に
「
白
い

ひ
げ
に
黒
い
服
を
着
た
老
人
」
に
つ
れ
ら
れ
、
山

や
川
、
き
れ
い
な
花
の
咲
い
た
野
原
な
ど
を
と
び

ま
わ
っ
た
が
、
老
人
は
平
田
篤
胤
に
よ
れ
ば
熊
野

神
社
の
「
産う

ぶ
す
な
が
み

土
神
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
勝
五
郎

は
、
老
人
を
思
い
出
す
と
、
村
の
鎮
守
で
あ
る
熊

野
神
社
を
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
に
よ
る
と
、
紀
州
熊
野
本
宮
を
勧
請
し

た
と
あ
る
が
年
代
は
不
詳
で
あ
る
。
明
暦
二
年
（
一

六
五
六
）
の
棟
札
が
あ
る
。

　
勝
五
郎
が
、
程
久
保
の
須
崎
家
（
現
小
宮
家
）
と
家
族
付
き
合
い
を
始
め
る
と
、
当
然
な

が
ら
、
現
中
央
大
学
の
山
を
越
え
て
の
往
復
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
道
は
、
一
部
「
勝

五
郎
の
道
」
と
し
て
構
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
高
幡
不
動
尊
へ
の
参
拝
道
で
あ
り
、
日

常
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
道
で
も
あ
る
。
山
中
に
あ
っ
た
「
蚕
影
神
社
」
は
中
大
の
土
地
買

収
に
よ
り
、
昭
和
四
十
一
年
一
月
に
谷
津
入
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

　
山
を
越
え
る
と
日
野
市
で
、
正
面
に
上
程
久
保
の
秋
葉
神
社
が
あ
る
。
祭
礼
時
に
は
勝
五

郎
少
年
も
立
ち
寄
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
道
祖
神
と
庚
申
塔
に
会
え
る
（
図
18
）
。

「
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
男
女
神
双
立
像
の
道
祖
神
」
で
あ
る
。
境
内
に
は
、
「
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
と
「
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
地
蔵
像
庚
申
塔
」
が

図15 塞の神神社と谷津入地蔵堂（写真右下）

図16 谷津入地蔵堂の石仏

図17 熊野神社全景

図13 平成23年頃の勝五郎生家跡図14 勝五郎生家跡地（堀之内東山ふれあい東緑道
八王子市堀之内２号192－7）に立つ説明板 
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あ
り
、
庚
申
講
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
古
道
を
下
る
と
神
明
社
に
出
る
が
、
神
社
へ
登
る
階
段
の
下
に
観
音
堂
が
あ
り
、
そ
の
前

に
石
仏
が
並
ん
で
い
る
（
図
19
）
。
「
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
・
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

の
庚
申
塔
二
基
と
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
聖
観
音
像
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
石
仏
は

観
音
堂
が
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
四
月
に
建
立
さ
れ
た
の
ち
、
程
久
保
川
の
対
岸
の

高
台
に
当
た
る
現
程
久
保
一
丁
目
の
須
崎
家
の
付
近
に
あ
っ
た
も
の
を
移
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
藤
蔵
の
元
の
墓
の
近
く
で
あ
り
、
墓
参
り
を
し
た
時
に
勝
五
郎
が
見
た
か
も
し
れ
な

い
。
神
明
社
の
隣
地
に
廃
寺
正
福
寺
の
墓
地
が
残
っ
て
い
る
。
三
沢
の
医
王
寺
の
末
寺
で
元

禄
年
中
に
草
創
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
江
戸
末
期
に
当
寺
の
尼
が
生
身
入
定
し
た
と
の
伝

説
が
あ
る
。
古
道
を
進
む
と
、
右
手
に
塚
（
庚
申
塚
）
が
あ
る
。
そ
の
上
に
庚
申
塔
と
馬
頭

観
音
像
塔
、
首
欠
け
の
地
蔵
尊
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
の
塚
に
あ
る
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
舟
形
馬
頭
観
音
塔
は
、
銘
文
「
種
子
カ
ン

奉
拝
礼
西
国
三
十
三
所
霊
場
／
安
永
九
庚
子
年
三
月
吉
日
／
須
崎
藤
五
郎
」
と
あ
り
、
日
野

市
内
で
最
古
の
馬
頭
観
音
塔
で
あ
る
が
、
須
崎
藤
五
郎
は
、
藤
蔵
の
実
父
で
あ
る
。
藤
五
郎

は
、
藤
蔵
が
生
ま
れ
た
翌
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
四
十
八
歳
で
死
去
し
て
い
る
が
、
安

永
九
年
に
は
二
十
二
歳
で
あ
り
、
若
年
時
の
久
兵
衛
の
名
を
藤
五
郎
に
改
名
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
家
督
を
継
い
で
西
国
詣
り
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
藤
蔵
の
母
し
づ
は
日
野
本
郷
下

河
原
の
只
右
衛
門
の
娘
で
藤
蔵
を
生
ん
だ
の
が
三
十
歳
、
久
兵
衛
没
後
、
平
村
の
半
四
郎

を
婿
と
し
て
再
婚
し
て
い
る
。
し
づ
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、

勝
五
郎
は
少
な
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
は
家
族
付
き
合
い
を
し
て
、
こ
の
道
を
往
復
し
た
で
あ

ろ
う
し
、
父
の
作
っ
た
馬
頭
観
音
像
に
特
別
な
思
い
を
持
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
塚
の

「
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
笠
付
形
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
の
銘
文
は
「
旹
（
時
）
享
保

九
甲
辰
二
月
吉
日
／
武
　
（
州
）
程
久
保
村
　
敬
白
　
施
主
（
九
人
の
名
）
」
が
あ
る
。
首
な

し
の
地
蔵
の
年
銘
は
不
明
で
あ
る
。
（
図
20
・
22
・
23
）

　
更
に
進
む
と
、
藤
蔵
の
生
家
で
あ
る
。
家
の
前
に
藤
蔵
が
よ
く
遊
ん
だ
で
あ
ろ
う
六
地
蔵

が
並
ん
で
い
る
（
図
21
）
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
女
念
仏
講
中
の
建
立
で
あ
る
。

　
藤
蔵
が
生
ま
れ
た
時
は
建
て
ら
れ
て
十
年
ほ
ど
で
、
ま
だ
真
新
し
い
像
塔
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
女
念
仏
講
中
の
人
た
ち
は
、
藤
蔵
の
葬
儀
で
も
念
仏
を
あ
げ
て
く
れ
た
だ
ろ
う
。
勝

五
郎
自
身
も
程
久
保
を
訪
れ
る
度
に
、
こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
高
幡
不
動
尊
へ
も
参
詣
に
訪
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

図20 庚申塚の石仏群図21 程久保六地蔵

図23 享保9年の庚申塔 図22 藤五郎が建立した馬頭観音

図18 秋葉神社跡地（現在は神明神社に合祀）と庚申塔

図19 神明神社前に集められた石仏
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調
査
団
発
足
以
前
に
も
、
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
に

興
味
を
持
っ
て
調
査
し
、
記
録
を
残
し
て
く
れ
て
い
る

人
々
が
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
今
で
は
調
査
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
報
告
を
三
編
、
執
筆
者
・
関

係
機
関
の
了
解
を
得
て
、
再
録
し
た
。

〈
　
　
〉
は
編
者
の
註

（
再
録
①
）

　
「
史 

料 

か 

ら 

見 

た

　
　
　
勝 

五 

郎 

と 

そ 

の 

周 

辺
」

　
　
　
　
　
日
野
史
談
会
々
員

　
下 

田 

九 

一
　

（
日
野
史
談
会
発
行
『
日
野
の
歴
史
と
文
化
』
第
２
号
〜
第

４
号
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
〜
四
十
五
年
八
月
）

　
ま
え
が
き

　
勝
五
郎
の
再
生
物
語
は
、
今
日
も
尚
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ゝ

で
あ
る
。
本
誌
創
刊
号
で
平
義
秋
氏
が
物
語
の
内
容
を
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
現
存
す
る
い
く
つ
か
の

文
書
、
古
記
録
（
以
下
古
記
録
と
呼
ぶ
）
が
、
ど
ん
な
事

情
で
書
か
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
、
こ
の
物
語

の
周
辺
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
こ
の
物
語
は
、
江
戸
文
化
の
爛
熟
期
と
謂
わ
れ
る
文
化
・

文
政
年
間
の
出
来
ご
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
摩
丘
陵
の
内

側
に
隣
り
合
わ
せ
た
二
つ
の
谷
戸
部
落
、
多
摩
郡
程
窪
村

（
現
日
野
市
程
久
保
）
と
同
郡
中
野
村
谷
津
入
（
現
八
王

子
市
東
中
野
谷
津
入
）
に
起
っ
て
い
る
。
そ
の
噂
は
忽
ち

拡
が
っ
て
、
い
ち
早
く
江
戸
表
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
江
戸

に
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
の
早
か
っ
た
の
は
、
そ
の
ど
ち
ら
も

旗
本
の
知
行
所
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
北
に
は
甲
州
街
道

の
宿
駅
で
知
ら
れ
る
日
野
本
郷
が
、
東
に
四
季
折
々
江
戸

の
文
人
墨
客
が
杖
を
ひ
く
慈
岳
山
松
連
寺
が
所
在
す
る
な

ど
、
消
息
の
便
に
は
こ
と
欠
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
物
語
は
か
な
り
長
い
年
月

（
大
正
は
じ
め
頃
ま
で
）
口
碑
と
し
て
郷
土
に
伝
承
さ
れ

て
い
た
。

　
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
こ
の
出
来
ご
と
が
、
人
々
の
心
を
こ
の
よ
う
に
ゆ
さ
ぶ

っ
た
の
は
、
話
題
の
主
が
幼
児
で
あ
る
の
と
、
死
後
の
世

界
と
い
う
、
他
人
ご
と
と
う
そ
ぶ
い
て
も
い
ら
れ
な
い
問

題
が
、
そ
こ
に
持
ち
出
さ
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

　
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
、
英
国
人
、
日

本
に
帰
化
）
は
、
こ
の
物
語
の
写
本
の
一
つ
を
現
代
文
に

訳
し
て
紹
介
し
た
。
（
小
泉
八
雲
作
品
集
第
八
巻
）
そ
の

ま
え
が
き
に
次
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

　
（
前
略
）
こ
の
文
章
は
、
人
間
の
前
生
と
い
う
も
の
が

あ
る
場
合
に
は
記
憶
し
て
い
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

の
ほ
か
に
、
い
ろ
い
ろ
そ
こ
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
こ
れ
を
読
ま
れ
る
と
、
む
か
し
の
日
本
の
封
建
時

代
を
回
顧
し
て
見
る
よ
す
が
に
も
な
る
し
、
古
い
時
代
の

信
仰
─
そ
れ
も
大
乗
仏
教
の
よ
う
な
高
等
な
も
の
で
は
な

く
、
西
欧
人
に
は
ち
ょ
っ
と
垣
間
見
る
こ
と
の
む
ず
か
し

い
、
前
生
と
か
再
生
と
か
い
う
も
の
に
関
し
て
、
当
時
の

庶
民
が
い
だ
い
て
い
た
一
般
通
念
を
回
顧
し
て
み
る
と
い

う
便
宜
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
点
か
ら
み
る
と
、

当
時
の
奉
行
所
（
筆
者
註
・
こ
こ
で
は
地
頭
役
宅
）
の
調

査
が
ど
こ
ま
で
正
確
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
証
拠
が
ど
こ
ま

で
信
用
の
お
け
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
、
当
然
、
ご
く
些
末
な
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
は
ず

で
あ
る
。
（
原
文
の
ま
ま
）

　
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
古
記
録
は
、
ど
れ
も
江
戸
人
の
筆
に
な
る
聴
き
書
き
で
、

勝
五
郎
な
ら
び
に
父
源
蔵
の
も
の
と
、
祖
母
つ
や
の
も
の

と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
文
化
文
政
の
頃
の
貧
し
い
多
摩
農

民
の
姿
を
、
こ
れ
ほ
ど
よ
く
捉
え
て
い
る
も
の
も
珍
ら
し

く
そ
こ
に
は
郷
土
の
先
祖
た
ち
の
素
朴
な
姿
が
、
つ
い
近

年
ま
で
そ
の
辺
の
畔
道
な
ど
で
見
か
け
た
野
ら
着
姿
の
老

爺
や
、
日
向
の
縁
側
で
つ
く
ろ
い
も
の
を
す
る
老
婆
と
二

重
写
し
に
な
っ
て
、
瞼
に
浮
ん
で
来
る
。
そ
し
て
そ
の
時

代
の
生
活
ぶ
り
や
、
信
仰
の
在
り
方
な
ど
を
探
る
手
が
か

り
が
、
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
、
思
に
駈
ら
れ

も
し
た
の
で
あ
る
。
民
俗
史
料
の
一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ

た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
一
章
　
現
存
す
る
古
記
録
に
つ
い
て

　
こ
こ
に
挙
げ
る
原
本
は
、
国
書
総
目
録
（
第
二
巻
）
に

収
録
の
も
の
そ
の
他
で
、
こ
の
出
来
ご
と
を
と
り
調
べ

た
日
次
の
順
に
配
列
し
た
。
各
書
に
就
て
言
え
る
こ
と

は
、
写
本
（
筆
写
）
が
大
へ
ん
多
か
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
例
え
ば
平
田
篤
胤
の
再
生
記
聞
な
ど
は
、
総
目
録
に

載
る
所
蔵
部
数
の
他
に
も
、
か
な
り
の
数
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
は
当
時
の
、
そ
の
内
容
に
対
す
る
関
心
度
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
出
来
ご
と
の

口
伝
、
流
布
を
助
け
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
各
記
録
の
内

容
は
再
生
記
聞
の
追
録
を
除
け
ば
大
同
小
異
で
あ
る
。
尚 

再
録
編
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内
容
が
他
書
に
転
載
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
就
て
は
、

書
毎
に
附
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

㈠
　
多
摩
郡
中
野
村
勝
五
郎
再
生
前
生
話

壱
冊
　
文
政
六
年
四
月
二
十
日

著
者
　
池
田
冠
山
（
観
山
と
も
書
く
）
＝
松
平
定
常

今
日
所
在
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
早
大
図
書
館
の
版
　
　

本
だ
け
で
あ
る
。
巻
頭
に
本
書
を
引
用
し
た
図
書
名

　
甲
子
夜
話
　
　
　
　
巻
二
七
　
松
浦
静
山
著

静
山
は
多
門
文
書
の
全
文
と
自
筆
の
前
書
、
用

人
に
と
ら
せ
た
調
書
を
副
え
て
「
勝
五
郎
再
生

記
抄
」
の
題
名
を
付
け
て
甲
子
夜
話
に
収
録
し

た
。

註
　
中
野
村
谷
津
入
の
地
頭
多
門
伝
八
郎
が
文
政
六

年
四
月
十
九
日
付
を
以
て
幕
府
御
書
院
番
番
頭

佐
藤
美
濃
守
に
届
出
た
勝
五
郎
に
関
す
る
調
書

　
　
（
後
述
）

小
泉
八
雲
作
品
集
　
第
八
巻

写
本
　
椿
説
聚
記
　
文
政
六
年
四
月
か
ら
天
保
六
年

十
月
に
至
る
間
の
記
録
を
集
め
た
も
の
。
高

輪
泉
岳
寺
の
僧
貞
金
が
著
者
か
ら
原
本
を
借

り
て
写
本
し
た
も
の
を
、
更
に
筆
写
し
た
と

思
わ
れ
る
も
の
。
小
泉
八
雲
は
こ
の
椿
説
聚

記
か
ら
採
っ
て
載
せ
た
。（
作
品
集
第
八
巻
）

㈡
　
多
門
伝
八
郎
の
届
書
（
多
門
文
書
）

届
書
は
本
文
（
耳
打
申
達
書
）
と
副
え
書
（
書
付
写
）

其
他
か
ら
成
る

　
壱
通

　
日
付 

文
政
六
年
四
月
十
九
日

多
摩
郡
柚
木
領
中
野
村
谷
津
入
の
地
頭
多
門
伝
八
郎
が
、

知
行
所
内
の
出
来
ご
と
と
し
て
、
幕
府
御
書
院
番
々
頭

佐
藤
美
濃
守
に
差
出
し
た
届
書
で
あ
る
。
池
田
冠
山
は

右
の
副
え
書
を
、
平
田
篤
胤
は
本
文
を
夫
々
多
門
文
書

か
ら
筆
写
し
て
自
著
の
巻
頭
に
掲
げ
た
。

㈢
　
勝
五
郎
再
〈
生
〉
記
聞

　
　
　
　
壱
冊
　
文
政
六
年
四
月
二
十
九
日

著
者
　
平
田
篤
胤

文
政
六
年
五
月
八
日
付
、
及
び
同
年
六
月
七
日
付
の
追

記
に
は
聴
き
書
以
外
の
自
説
を
多
く
載
せ
て
い
る
ほ
か
、

巻
頭
に
多
門
文
書
の
本
文
を
写
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

所
在
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
国
会
そ
の
他
の
図
書
館
に

各
一
冊
計
十
七
冊
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
写
本
は
か
な

り
の
数
に
の
ぼ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
活
字
本
　
平
田
篤
胤
全
集 

巻
三
（
平
田
学
会
刊
）

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　 

巻
八
（
内
外
書
籍
刊
）

㈣
　
勝
五
郎
前
生
聞
書

壱
冊
　
著
作
年
月
日
及
著
者
不
詳

所
在
　
宮
内
庁
書
陵
部
に
写
本
壱
冊
あ
り

㈤
　
武
蔵
名
勝
図
絵
（
会
）
多
摩
郡
之
部
　
巻
六

　
　
　
著
者
　
植
田
孟
縉
　
　

　
　
　
　
昭
和
四
十
二
年
慶
友
社
復
刻
刊
二
三
一
頁
に

　
　
　
　
「
前
生
覚
知
の
小
童
」
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
第
二
章
　
古
記
録
と
そ
の
著
者

一
、 

池
田
冠
山
と
「
再
生
前
世
話
」

　
池
田
冠
山
（
観
山
と
も
書
く
）
は
、
因
州
鳥
取
の
支

藩
松
平
縫
殿
頭
定
常
そ
の
人
で
、
当
時
大
名
中
で
の
学

者
・
好
事
家
と
し
て
、
冠
山
の
名
は
江
都
に
高
か
っ
た

と
謂
わ
れ
る
。
国
学
者
平
田
篤
胤
と
も
交
捗
〈
渉
〉
の

あ
っ
た
人
で
、
互
に
と
き
ど
き
往
来
し
た
こ
と
が
気
吹

舎
日
記
に
出
て
来
る
。
（
渡
辺
金
造
著
平
田
篤
胤
研
究
）

　
こ
の
人
が
勝
五
郎
再
生
の
話
を
耳
に
し
て
、
自
身

中
野
村
に
出
向
い
た
の
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三

年
）
三
月
二
十
二
日
で
（
後
述
）
江
戸
人
と
し
て
は
最

初
の
調
査
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
と
し
て
は
ご
く
気
軽

に
、
松
連
寺
参
詣
で
も
兼
ね
て
来
訪
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
訪
問
を
受
け
た
谷
津
入
名
主
の
小
谷
田
重
蔵
宅
や
、

隣
家
源
蔵
方
で
は
あ
わ
て
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
と
き

祖
母
の
つ
や
が
勝
五
郎
に
代
り
、
一
ぶ
始
終
を
語
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
聴
き
書
き
と
な
っ
て
後
世
に
残
っ

た
訳
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最
も
正
確
に
裏
づ
け
る

も
の
は
、
芝
高
輪
泉
岳
寺
僧
貞
金
の
書
い
た
文
書
で
あ

る
。
小
泉
八
雲
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
「
勝
五
郎
再
生

前
生
話
」
の
写
本
に
付
し
た
解
説
書
で
、
写
本
と
共
に

椿
説
聚
記
と
言
う
古
い
記
録
集
に
載
せ
て
あ
っ
た
も
の

を
、
八
雲
に
よ
っ
て
現
代
文
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
引
用
す
る
と
、

　
こ
れ
は
事
実
あ
っ
た
話
で
あ
る
。
本
年
三
月
二
十

二
日
、
こ
の
事
件
取
調
べ
の
た
め
に
、
中
野
村
へ
出

張
さ
れ
た
松
平
観
山
様
が
書
き
綴
ら
れ
た
も
の
で
、

観
山
様
は
勝
五
郎
を
招
見
さ
れ
た
の
ち
、
勝
五
郎
の

祖
母
に
委
細
を
糺
問
さ
れ
、
そ
の
と
き
祖
母
が
答
え

た
ま
ま
を
書
き
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
観
山

様
は
、
本
年
四
月
十
四
日
（
筆
者
註
・
こ
の
頃
源

蔵
と
勝
五
郎
は
、
江
戸
の
地
頭
宅
に
滞
在
中
で
あ
っ

た
）
当
山
に
御
参
詣
あ
り
、
そ
の
お
り
お
ん
口
ず
か

ら
、
前
記
勝
五
郎
の
家
を
訪
ね
ら
れ
た
お
り
の
こ
と

ど
も
を
愚
訥
に
お
ん
物
語
が
あ
っ
た
上
、
同
月
二
十

日
、
そ
の
書
き
綴
ら
れ
た
物
を
愚
訥
に
内
見
の
お
許
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し
が
あ
っ
た
の
で
愚
訥
は
御
内
諾
を
え
て
、
さ
っ
そ

く
、
そ
の
写
し
を
一
通
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

あ
る
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
岳
寺
　
僧
貞
金
（ 

花
押 

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
政
六
年
四
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
八
雲
作
品
集
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
）

　
冠
山
が
な
ぜ
こ
の
出
来
ご
と
に
、
こ
れ
程
の
関
心
を

抱
い
た
か
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
好
事
家
と
し
て
の
興
味

か
ら
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
冠
山
は
そ
の
前

年
十
一
月 

露
姫 

と
い
う
息
女
（
稀
代
の
才
媛
だ
っ
た

と
謂
わ
れ
る
）
の
夭
折
に
会
っ
て
、
悲
嘆
に
暮
れ
そ
の

追
善
供
養
を
怠
ら
な
か
っ
た
と
言
う
（
渡
辺
金
造
著
　

平
田
篤
胤
研
究
）
。
そ
の
命
日
は
遇
〈
偶
〉
然
に
も
勝

五
郎
（
八
才
）
が
自
分
の
再
生
児
で
あ
る
こ
と
を
、
は

じ
め
て
口
に
し
た
月
の
う
ち
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
こ
の

話
を
冠
山
が
耳
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
話
を
冠
山
が
ど
の
よ
う
な
心
情
で
受
け

と
め
た
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
勝

五
郎
に
託
し
て
、
愛
娘
の
霊
の
不
滅
を
願
望
し
確
か
め

た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
野
村
訪
問
は
、
そ

の
一
途
な
念
願
の
現
わ
れ
と
見
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。

江
戸
に
帰
っ
た
冠
山
は
、
こ
の
聴
き
書
を
整
理
し
た
上
、

篤
胤
は
じ
め
親
友
・
知
人
に
見
せ
て
い
る
。
そ
の
一
人

が
、
前
記
の
貞
金
和
尚
で
あ
る
。
徳
川
親
藩
と
い
う
割

合
自
由
な
立
場
か
ら
出
来
得
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い

が
、
見
せ
て
貰
っ
た
篤
胤
や
甲
子
夜
話
の
著
者
松
浦
静

山
は
、
遠
慮
し
て
か
遂
に
こ
の
人
の
名
前
を
明
ら
か
に

せ
ず
、
某
老
公
と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
冠
山
の
中
野
村
訪
問
の
件
は
、
名
主
か
ら
も
知
ら
せ

が
あ
っ
て
、
地
頭
を
促
し
、
そ
の
翌
四
月
は
じ
め
に
は
、

そ
の
役
宅
か
ら
の
呼
出
し
に
よ
っ
て
、
源
蔵
・
勝
五
郎

の
親
子
は
十
里
の
道
を
根
津
七
軒
町
の
多
門
宅
へ
出
向

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
こ
こ
で
又
い
く
つ
か
の
記

録
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
、 

多
門
伝
八
郎
と
多
門
文
書

　
多
門
文
書
の
記
録
者
多
門
伝
八
郎
は
幕
府
御
書
院
番

を
勤
め
、
中
野
村
谷
津
入
の
地
頭
で
あ
っ
た
。
そ
の
知

行
所
内
の
大
き
な
出
来
ご
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度

名
主
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
て
い
る
筈
で
あ
る
。
今
度
の

出
来
ご
と
に
つ
い
て
も
、
冠
山
訪
問
以
前
に
知
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
と
が
こ
と
だ
け
に
中
々
腰

が
あ
が
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
え
親

藩
の
藩
候
〈
侯
〉
自
ら
調
べ
に
乗
り
出
し
た
と
あ
っ
て

は
、
一
日
も
捨
て
置
く
訳
に
は
ゆ
か
ず
、
急
ぎ
源
蔵
親

子
を
呼
び
寄
せ
る
気
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
そ
し
て
源
蔵
た
ち
は
四
月
五
日
（
武
蔵
名
勝
図
絵
）

に
多
門
宅
に
着
い
て
以
来
帰
郷
す
る
同
月
二
十
六
日
迄
、

二
十
一
日
の
間
同
家
に
滞
在
し
て
い
る
。
と
り
調
べ
の
終

っ
た
の
は
、
十
七
・
十
八
日
の
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
地
頭
は
か
な
り
応
庸
な
人
物
で
あ
っ
た
と
見
え
、
実

際
に
は
勝
五
郎
の
気
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う
随
分
気
を
遣

い
な
が
ら
、
再
生
の
話
を
ひ
き
出
す
こ
と
に
つ
と
め
、

源
蔵
が
側
か
ら
補
足
す
る
と
言
う
ふ
う
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
退
屈
す
る
と
菓
子
を
与
え
た
り
、
源
蔵
に
連
れ
さ

せ
て
諸
所
を
見
物
さ
せ
、
時
に
は
自
身
二
人
を
案
内
し

て
遠
方
ま
で
出
掛
け
る
な
ど
甚
だ
悠
長
な
調
べ
か
た
で

あ
っ
た
。
多
門
文
書
の
う
ち
四
月
十
九
日
付
届
書
の
副

え
書
の
他
に
、
多
門
宅
で
の
覚
え
書
き
が
あ
る
。
こ
の

と
り
調
べ
の
苦
心
を
物
語
る
一
文
で
あ
る
。

右
勝
五
郎
儀
賤い

や

敷し
き

百
姓
之
倅

せ
が
れ

に
不に

あ
わ
ず似

至
て
行ぎ

ょ
う
ぎ
よ
く

義
能
、

お
と
な
し
く
生

う
ま
れ
つ
き付

も
奇
麗
之
旨
何
を
申

も
う
す

も
漸
九
歳
之

れ
児
故
万
端

く
わ
し
く
う
け
た
ま
わ
り
か
ね

委
敷
承
兼
強
て
尋
候
得
ば
大
き
に
恐
れ

答
出で

来き

兼か
ね

又
者は

泣
出
候
仕し

あ
わ
せ合

故
菓
子
杯な

ど

〈
抔
〉
興

〈
與
〉
へ
遊
ば
せ
置
き
だ
ま
し
尋
候
故
確し

か

と
難

わ
か
り
が
た
き

分
事

も
多
く 

（
下
略 

）

　
　
　
　
（ 

原
文
の
ま
ゝ 

ふ
り
が
な
筆
者 

）
　

　
四
月
十
二
日
多
門
は
両
人
を
伴
っ
て
、
本
所
牛
島
に

あ
る
旗
本
荻
野
梅
塢
の
寓
居
を
訪
れ
て
い
る
。
梅
塢

名
は
長
、
幕
府
の
天
守
番
で
平
田
篤
胤
と
も
交
捗
〈
渉
〉

の
あ
っ
た
仏
学
者
・
武
江
年
表
に
も
出
て
来
る
人
物
で

あ
る
。
多
門
と
の
関
係
は
詳
か
で
な
い
が
、
旗
本
同
志

昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
遇
〈
偶
〉
々
梅

塢
の
隣
が
甲
子
夜
話
の
著
者
松
浦
静
山
の
屋
敷
で
あ
っ

た
。
こ
の
日
梅
塢
宅
か
ら
、
静
山
の
許
に
、
再
生
を
語
る

勝
五
郎
な
る
少
年
の
来
訪
を
告
げ
て
来
た
。
そ
の
と
き

の
こ
と
を
静
山
は
次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る
。（
甲

子
夜
話
巻
二
七
　
原
文
の
ま
ま
）
〝
前
略
隣
宅
の
梅
塢

が
も
と
に
多
門
が
連
れ
来
れ
る
ま
ま
予
に
見
る
べ
し
と

告
げ
た
れ
ど
幽
冥
の
談
を
云
者
を
見
る
べ
く
も
非
ざ
れ

ば
往
か
ず
人
を
遣
し
て
見
せ
た
る
に
書
記
し
て
復
命
す
〟

と　
静
山
は
既
に
池
田
冠
山
の
「
再
生
前
生
話
」
を
見
て

お
り
、
ひ
と
通
り
予
備
知
識
を
持
ち
関
心
も
あ
っ
た
に

違
い
な
い
が
、
自
ら
本
人
に
会
っ
て
調
べ
る
ほ
ど
の
熱

心
さ
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
復
命
書
と

い
う
の
は
次
の
通
り
で
、
当
時
の
勝
五
郎
の
風
貌
を
伝
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え
る
唯
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
甲
子
夜
話
巻
二
七
原

文
の
ま
ま
　
ふ
り
仮
名
筆
者
）

　
再
生
小
児
父
差
添
有
レ

之
尤

も
っ
と
も

何
辺
庭
に
て
の
儀
に

有
レ

之
右
の
小
児
は
起
居
候
所
常
の
小
児
に
聊
相
替

候
様
子
も
無
レ

之
私
を
見
懸か

け

恥は
じ

候
体て

い

に
て
少
し
面
を

う
つ
ぶ
け
其
辺
を
立
廻
り
候
様
子
随
分
お
と
な
し
く

相
見
得え

申
候
髪
は
け
し
坊
主
に
て
毛
赤
く
面
長
く
痩

せ
た
る
方
に
て
色
黒
く
有
レ

之
候
得え

共
容
儀
も
見
苦

し
か
ら
ず
伶
俐
の
小
児
と
見
請う

け

申
候
年
は
何
才
に
相

成
候
や
と
尋

た
ず
ね

候
得え

共ど
も
い
っ
こ
う
に
こ
た
え
も
お
さ
ず

一
向
答
不
レ

申
只
恥
入
様
子
に

相
見
え
候
而の

己み

〈
已
〉
に
候
着
物
は
古
き
紺こ

ん

竪た
て

じ
ま

木
綿
袷

あ
わ
せ

を
着
、
帯
も
小
竪
じ
ま
木
綿
に
て
腰
に
古
き

金か
ね

入い
れ

に
緋ひ

縮ち
り

緬め
ん

の
縁
を
取
り
た
る
守
袋
佩
で
居
、
白

木
綿
緒
の
草
履
を
着は

き
居
申
候
親
は
四
十
五
六
才
に

も
可こ

れ
レ

有あ

る

べ

き

レ

之
や
素
よ
り
貧
し
き
百
姓
の
体
に
て
別

に
相
替

か
わ
る

儀
無
レ

之
候
。

　
こ
の
復
命
書
は
、
松
浦
家
の
用
人
の
手
に
な
っ
た
も
の

ら
し
く
観
察
は
細
か
い
、
殊
に
守
袋
は
印
象
的
で
あ
る
。

　
四
月
二
十
一
日
勝
五
郎
は
源
蔵
に
連
れ
ら
れ
て
駒
込
の

西
教
寺
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
或
る
人
の
斡
旋
に
よ
っ

て
寺
側
か
ら
招
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
元
来

僧
嫌
い
で
あ
っ
た
勝
五
郎
は
、
折
角
茶
菓
の
饗
応
を
受
け

な
が
ら
、
何
一
つ
手
を
つ
け
よ
う
と
し
な
い
素
っ
気
な
さ
に
、

附
添
い
の
源
蔵
も
穴
あ
ら
ば
入
り
た
い
位
に
困
惑
し
て
し

ま
っ
た
ら
し
い
。
西
教
寺
住
職
と
し
て
は
、
前
世
を
語
る

珍
し
い
少
年
に
会
っ
て
お
き
た
い
と
言
う
程
の
気
持
ち
で

あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
記
録
に
も
な
い
。

　
　
　
　
多
門
伝
八
郎
の
届
書
写

　
私
知
行
所
武
州
多
摩
郡
中
野
村
百
姓
源
蔵
伜
勝
五
郎
去

年
八
才
に
て
秋
中
よ
り
同
人
姉
に
向

む
か
い

前
世
生

う
ま
れ
か
わ
り替

之
始
末
相

咄
は
な
し

候
得え

共ど
も

小
児
之
物
語
故
取と

り
も
ち
い
も
を
さ
ず

用
不
レ

申 

度
々
右
様
之
咄

は
な
し

申
候
に
付
不
思
議
成な

る

儀
に
存

ぞ
ん
じ

姉
儀
父
母
ゑ
相

あ
い
は
な
し咄

候
て
昨
年

十
二
月
中
改

あ
ら
た
め

て
父
源
蔵
よ
り
勝
五
郎
ゑ
相
尋

た
ず
ね

候
処 

前
世

父
者は

同
国
同
郡
小
宮
領
程
窪
村
百
姓
久
兵
衛
と
申

も
お
す

者
之
伜

に
て
藤
蔵
と
申

も
お
す

自
分
二
才
之
節
久
兵
衛
儀
者は

病
死
仕
候
間

母
ゑ
後
家
入
に
て
半
四
郎
と
申
者
後
之
父
に
相
成
居
候
処

右
藤
蔵
儀
六
才
之
時
疱
瘡
に
て
病
死
仕つ

か

　
夫

ま
つ
り

よ
り
右
源
蔵

方
ゑ
生
替
申
候
由
相
答
難と

り
も
ち
い
が
た
き
す
じ

二

取
用
一

筋
に
者は

有
レ

之
候
得え

共

委く
わ
し
く
た
し
か
な
る

敷
慥
成
事
共
申
候
に
付
村
役
人
ゑ
も
申
出
得と

く

と
相

あ
い
た
だ
し糺

候

処
世
上
取と

り

沙さ

汰た

仕
り
候
儀
故
程
窪
村
半
四
郎
方
に
て
も
沙

汰
及

う
け
た
ま
わ
る
に
お
よ
び

承
同
人
儀
知
行
所
源
蔵
方
ゑ
尋
参
り
候
故
相
糺
候

処
小
児
勝
五
郎
申
候
通
相
違
無
レ

之
前
世
父
母
面め

ん

体て
い

其
外

住
居
等
も
相
咄
申
候
に
付
程
窪
村
半
四
郎
方
へ
小
児
召
連

候
処
是
又
少
も
違
無
之
家
内
に
対
面
為い

た

致さ
せ

候
処
先
年
六
才

に
て
病
死
仕
候
藤
蔵
に
似に

合あ
い

候
小
児
に
有
レ

之
其
後
当
春

迄
に
折
々
懇
意
に
仕
候
内
近
村
え
も
相
知し

申
候
哉や

此
節
者は

日
々
右
勝
五
郎
を
見
物
に
所
々
よ
り
参
り
候
者
有
レ

之
候

に
付
知
行
所
よ
り
訴
出
候
間
源
蔵
勝
五
郎
呼
出
相
糺

た
だ
し

申
候

処
右
之
通
両
人
も
相
答
申
候
尤
折
々
世
上
に
て
取
沙
汰
仕

候
間
難

と
り
も
ち
い
が
た
き
す
じ

取
用
筋
に
は
御
座
候
得え

共
御
内
々
此
段
御
耳
打
申

上
候
　
　
　
以
上

　
　
　
文
政
六
年
四
月
　
　
多
門
伝
八
郎

　
（
原
文
の
ま
ま
ふ
り
仮
名 

筆
者
）
こ
れ
は
届
書
の
本
文

と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
細
部
に
亘
る
調
書
は
こ
の
後
に
書

か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
再
生
前
生
話
」
・
「
再
生

記
聞
」
等
と
大
差
が
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　
暇
ど
っ
た
調
べ
も
終
り
、
申
達
書
の
ま
と
め
─
こ
れ
に

は
難
渋
し
た
、
提
出
を
済
ま
せ
た
多
門
に
は
、
今
一
つ
引

き
留
め
て
お
い
た
源
蔵
親
子
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
留

守
は
、
彼
の
本
家
で
あ
り
隣
家
で
も
あ
る
名
主
小
谷
田
重

蔵
が
、
ひ
き
受
け
て
呉
れ
て
は
い
る
、
が
そ
う
長
く
家
を

明
け
さ
せ
る
訳
に
も
ゆ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
既
に
約
束
の

あ
る
、
駒
込
西
教
寺
の
訪
問
だ
け
は
済
ま
せ
、
二
三
日
中

に
帰
郷
さ
せ
る
心
組
み
で
あ
っ
た
。

　
勝
五
郎
は
江
戸
に
来
て
い
く
日
も
経
た
ぬ
う
ち
に
、
里

心
を
お
こ
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
彼
の
心
の
中
に
は
祖
母

＝
彼
は
根
か
ら
の
婆
さ
ん
子
で
あ
る
。
＝
と
村
の
自
然
え

の
思
慕
が
日
増
し
に
膨
ん
で
い
た
。
こ
れ
ま
で
由
木
谷
戸

を
一
歩
も
出
た
こ
と
の
な
い
彼
も
、
こ
の
正
月
に
は
祖
母

に
連
れ
ら
れ
て
、
（
註
１
）

谷
津
入
坂
を
越
え
て
い
る
、
程
窪

村
の
（
註
２
）

半
四
郎
方
を
訪
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

も
二
度
ほ
ど
通
っ
た
が
、
い
つ
も
日
帰
り
し
た
。
父
親
附

添
い
と
は
云
え
、
今
度
の
よ
う
に
半
月
余
も
、
遠
く
家
を

離
れ
た
例
し
は
な
い
。

　
多
門
屋
敷
で
は
、
皆
が
よ
く
し
て
呉
れ
た
し
、
色
々
と

気
も
遣
っ
て
呉
れ
わ
〈
は
〉
し
た
が
、
一
つ
だ
け
、
自
分

で
話
し
た
く
な
い
（
註
３
）

あ
の
こ
と
を
根
堀
〈
掘
〉
り
葉
掘

り
聞
か
れ
る
に
は
内
心
参
っ
て
い
た
が
、
余
り
嫌
が
れ
ば
、

父
親
を
困
ら
せ
る
こ
と
が
眼
に
見
え
て
い
た
。
屋
敷
う
ち

だ
け
な
ら
ま
だ
我
慢
も
出
来
た
、
他
所
で
若
し
こ
の
質
問

に
会
お
う
も
の
な
ら
、
堅
く
口
を
閉
ん
で
語
ろ
う
と
は
せ

ず
、
こ
ん
な
場
合
は
い
つ
も
父
親
が
代
言
し
た
。
本
所
で

は
松
浦
家
の
用
人
に
歳
を
質
ね
ら
れ
て
も

〝
一
向
に
答
え

申
さ
ず
〟

だ
っ
た
り
、
西
教
寺
で
は
あ
の
よ
う
な
す
ね
方

を
し
た
の
も
、
も
と
わ
〈
は
〉
と
云
え
ば
、
い
つ
ま
で
経

っ
て
も
う
ち
に
帰
れ
な
い
上
に
、
関
わ
り
の
な
い
他
人
ま

で
、
自
分
を
好
寄
〈
奇
〉
の
対
照
〈
象
〉
に
し
た
が
る
こ

い
さ
�
か
も
あ
い
か
わ
り
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と
え
の
忿
満
が
、
そ
う
さ
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
源
蔵
に
し
て
も
、
初
め
の
二
三
日
、
骨
休
め
位
に
は
考

え
た
ろ
う
が
、
滞
在
を
心
か
ら
楽
し
め
る
ど
こ
ろ
で
は
な

く
、
勝
五
郎
を
な
だ
め
る
だ
け
で
も
一
と
仕
事
だ
っ
た
、

そ
ろ
そ
ろ
麦
も
刈
ら
ず
ば
な
る
ま
い
し
、
今
年
は
薩
摩
苗

も
植
え
損
な
っ
て
い
る
。
あ
れ
や
こ
れ
や
で
彼
は
彼
な
り

に
焦
っ
て
い
た
。

　
こ
ん
な
矢
先
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
が
気
吹
舎
か
ら
の
招

き
で
あ
っ
た
。
二
人
の
気
持
ち
を
察
し
て
い
た
多
門
は
、

調
べ
の
方
は
出
来
る
だ
け
早
目
に
切
り
あ
げ
て
欲
し
い
旨
、

用
人
に
念
を
押
さ
せ
た
。
篤
胤
の
意
気
込
み
で
は
、
天
狗

小
僧
寅
吉
（
後
述
）
同
様
、
塾
に
ひ
き
留
め
ら
れ
は
し
な

い
か
、
と
い
う
懸
念
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。

註
１
　
程
窪
村
＝
上
分
の
東
端
か
ら
、
谷
津
入
の
奥

に
ぬ
け
る
山
道
で
、
巾
九
尺
・
中
野
村
か
ら

程
窪
村
を
経
て
、
高
幡
村
、
日
野
宿
等
と
の

往
来
は
主
に
こ
れ
に
よ
っ
た
。 

註
２
　
勝
五
郎
の
申
立
て
に
出
て
来
る
。
彼
の
前
世

に
生
ま
れ
育
っ
た
家
で
あ
る
。
半
四
郎
は
彼

の
前
世
の
継
父
に
当
る
。
実
母
し
づ
も
そ
の

頃
健
在
だ
っ
た
。

註
３
　
再
生
の
話
。
彼
が
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

十
一
月
姉
の
ふ
さ
に
ふ
い
と
話
し
た
こ
の
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
大
き
な
話
題
に
な
り
、

江
戸
ま
で
上
る
こ
と
に
な
る
。

三
、 

（
註
４
）

平
田
篤
胤
と
「 

再
生
記
聞 

」

　
気
吹
舎
日
記
に

　
文
政
六
癸
未
年
（
篤
胤
四
十
八
才
）

　
　
四
月
廿
二
日

　
勝
五
郎
此
頃
よ
り
此
方
に
居

と
あ
る
の
は
、
源
蔵
親
子
が
、
多
門
の
家
人
に
案
内
さ
れ

て
、
初
め
て
気
吹
舎
を
訪
れ
た
日
の
こ
と
で
、
両
人
は
江

戸
を
去
る
前
日
の
四
月
廿
五
日
ま
で
、
三
日
ほ
ど
、
多
門

屋
敷
か
ら
こ
の
学
塾
に
通
っ
て
い
る
。

　
篤
胤
と
勝
五
郎
の
出
合
〈
会
〉
い
は
、
さ
き
に
翁
が
池

田
冠
山
の
筆
記
と
多
門
の
文
書
と
に
よ
っ
て
、
予
備
知
識

を
得
て
い
た
と
こ
ろ
え
、
（
註
５
）

屋
代
輪
池
翁
や
、
谷
孫
兵

衛
（
後
出
）
ら
の
斡
旋
が
あ
り
、
運
ん
だ
こ
と
で
、
決
し

て
遇
〈
偶
〉
然
で
は
な
か
っ
た
が
、
翁
が
自
ら
の
古
道
学

を
大
成
さ
せ
る
た
め
、
長
年
に
亘
っ
て
幽
界
（
翁
自
ら
は

こ
れ
を
か
く
れ
ざ
と
呼
ん
だ
）
の
研
究
を
手
が
け
て
来
た

人
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
こ
に
何
か
宿
命
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
さ
せ
る
。
無
論
翁
は
こ
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
勝
五

郎
と
い
う
少
年
か
ら
、
研
究
の
裏
づ
け
と
な
る
よ
う
な
重

要
な
傍
証
乃
至
は
暗
示
を
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
期
待
を
抱
い
て
、
臨
ん
だ
に
違
い
な
い
。
出
会
い
前
後

の
経
過
に
つ
い
て
は
「
再
生
記
聞
」
の
追
記
（
同
年
五
月

八
日
附
）
に
明
ら
か
な
の
で
、
そ
の
箇
所
を
抄
出
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

　
（
以
下
原
文
の
ま
ま
）

　
右
異
童
の
こ
と
、
（
註
６
）

或
人
の
筆
記
を
見
た
り
し
後

に
、
地
頭
へ
呼
出
さ
れ
、
吟
味
あ
り
て
、
支
配
頭
へ

届
け
書
出
し
た
る
よ
し
、
其
の
写
を
も
見
た
り
け
る

に
、
屋
代
輪
池
翁
の
、
な
ほ
巳
〈
己
〉
に
ゆ
き
て
尋
ね

よ
と
云
る
ゝ
に
よ
り
て
、
四
月
廿
一
日
の
日
に
多
門
主

の
用
人
谷
孫
兵
衛
と
い
う
人
訪
い
て
聞
き
け
る
に
、
其

の
日
は
勝
五
郎
、
父
源
蔵
と
駒
込
の
西
教
寺
と
い
う
寺

へ
、
或
人
の
計
ら
ひ
に
て
、
行
き
た
る
由
に
て
居
合
さ

ず
、
谷
氏
に
あ
ら
ま
し
を
聞
て
帰
れ
る
が
、
同
人
の
計

ら
ひ
に
て
、
翌
廿
二
日
に
、
源
蔵
勝
五
郎
を
連
れ
来
り

し
か
ば
、
屋
代
翁
へ
も
知
ら
せ
た
る
に
、
翁
も
来
ら
る
、

ま
づ
妻
と
娘
と
嘉
津
間
と
に
云
ひ
つ
け
て
、
（
嘉
津
間

と
云
う
は
、
も
と
寅
吉
と
云
ひ
し
が
故
あ
り
て
名
を
改

め
た
る
な
り
）
色
々
と
う
羅
か
し
（
註 

慰
め
又
は
楽

し
ま
せ
）
つ
ゝ
咄
さ
せ
た
る
を
、
物
か
げ
に
て
聞
き
た

れ
ど
問
洩
せ
る
事
多
か
り
け
る
に
　
　
─ 

下
略 

─

　
こ
の
日
は
こ
の
位
に
し
て
終
っ
た
模
様
で
あ
る
、
と
云

う
の
は
、
再
生
の
こ
と
を
人
に
問
わ
れ
る
の
を
ひ
ど
く
嫌

っ
た
勝
五
郎
は
、
そ
の
た
め
に
他
所
え
出
か
け
る
こ
と
も

喜
ば
な
い
風
で
あ
っ
た
。
案
の
定
そ
の
朝
も
、
気
吹
舎
に

行
く
こ
と
を
し
き
り
に
す
ね
拒
ん
だ
の
を
、
ほ
ん
の
一
刻

顔
を
出
す
だ
け
で
よ
い
か
ら
と
、
な
だ
め
す
か
し
て
よ
う

や
く
連
れ
出
し
た
次
第
を
聞
か
さ
れ
て
、
篤
胤
も
余
り
急

い
て
は
失
敗
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
強
い
て
問

い
質
そ
う
と
は
せ
ず
、
家
人
、
門
人
達
に
も
云
い
含
め
て
、

意
の
ま
ま
に
遊
ば
せ
な
が
ら
、
折
を
見
て
は
少
し
づ
つ
問

い
か
け
て
答
を
得
る
よ
う
配
慮
し
た
。
そ
れ
が
気
に
入
っ

て
か
、
終
日
遊
び
戯
れ
て
今
夜
は
こ
こ
に
泊
る
、
と
ま
で

云
い
出
す
ほ
ど
の
う
ち
融
け
よ
う
で
あ
っ
た
。
気
吹
舎
泊

り
の
こ
と
は
多
門
屋
敷
か
ら
、
勝
五
郎
の
帰
宅
を
待
つ
来

客
が
あ
る
か
ら
と
、
使
い
の
も
の
を
よ
こ
し
た
の
で
、
実

現
し
な
か
っ
た
が
、
翌
廿
三
日
朝
に
は
谷
氏
自
身
附
添
っ

て
訪
れ
た
。
気
吹
舎
に
は
そ
の
日
奥
州
秋
田
か
ら
出
て
来

た
篤
胤
の
実
兄
渡
辺
正
胤
も
居
あ
わ
せ
た
、
こ
の
日
は
同

氏
を
は
じ
め
門
人
の
国
友
能
当
、
五
十
嵐
常
雄
、
志
賀
錦

麻
呂
、
細
貝
篤
資
の
諸
氏
が
交
々
質
問
に
当
る
と
い
う
ふ

う
に
、
前
日
の
打
診
か
ら
一
歩
を
進
め
て
、
調
べ
は
幾
分

本
格
化
し
た
趣
き
が
見
ら
れ
る
。
翌
廿
四
日
は
双
方
と
も
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無
理
強
い
を
避
け
た
か
休
ま
せ
、
廿
五
日
早
朝
に
は
、
源

蔵
が
勝
五
郎
を
連
れ
三
度
び
訪
れ
る
、
そ
し
て
明
日
郷
え

帰
る
こ
と
、
そ
の
暇
乞
い
に
参
じ
た
旨
を
告
げ
た
。
篤
胤

に
と
っ
て
は
、
調
べ
の
途
中
で
ま
だ
質
し
て
い
な
い
こ

と
も
あ
る
し
、
肝
腎
な
機
微
な
点
に
は
触
れ
る
ま
で
に
至

っ
て
い
な
い
、
こ
の
ま
ま
去
ら
れ
た
の
で
は
折
角
の
機
会

を
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
是
非
今
日
一
日
だ
け
は
辛
抱
し

て
貰
い
た
か
っ
た
。
律
義
な
源
蔵
も
翁
の
懇
請
を
断
わ
り

き
れ
な
か
っ
〈
た
〉
で
あ
ろ
う
。
斯
う
し
て
三
日
目
に
は
、

来
塾
し
た
（
註
７
）

堤
朝
風
・
（
註
８
）

立た
て

入り

事こ
と

負お
い

・
（
註
９
）

国
友
恒

足
ら
が
額
を
集
め
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
べ
を
進
め

る
べ
き
か
を
相
談
し
た
。
そ
の
結
果
、
人
員
は
翁
と
事
負

と
嘉
津
間
の
三
人
だ
け
と
云
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
案
に

従
っ
た
。
と
こ
ろ
が
勝
五
郎
は
、
余
人
の
聞
か
ぬ
処
な
ら

話
す
と
云
う
、
そ
こ
で
翁
は
庭
に
連
れ
出
て
自
身
彼
を
抱

き
上
げ
、
菓
子
な
ど
与
え
な
が
ら
、
事
負
と
様
々
に
問
い

質
す
の
に
向
っ
て
、
小
声
で
訥
々
と
再
生
の
顛
末
を
語
っ

た 

＝ 

こ
の
と
こ
ろ
を
「
再
生
記
聞
追
記
」 

事
負
と
能
能
と
へ
ば
、
い
と
も
し
ど
け
な
き
詞
に
て
極

め
て
小
声
に
て
語
れ
る
趣
曰
曰
　

と
記
し
て
い
る 

＝
そ
の
内
容
は
、
嘗
っ
て
寝
物
語
り
に

祖
母
に
聞
か
せ
た
も
の
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
を

事
負
が
断
片
を
綜
合
し
、
首
尾
を
整
え
て
、
と
も
角
一
文

に
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
と
き
、
前
記
の

人
々
の
他
、
土
屋
清
道
、
矢
沢
希
賢 

＝ 

気
吹
舎
の
門
人

と
思
わ
れ
る 

＝ 

ら
も
物
蔭
か
ら
こ
れ
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
　
　
　
　
（
以
上
「
再
生
記
聞
追
記
」
に
よ
る
）

註
４

　
平
田
篤
胤 

・ 

江
戸
後
期
の
国
学
者
、
国
学

の
四
大
人
の
一
人
、
大
和
〈
大
和
田
〉
氏
後

に
平
田
氏
、
号 

気
吹
之
舎
（
い
ぶ
き
の
や
）

秋
田
の
人
、
本
居
宣
長
没
後
の
門
人
と
し
て

古
道
の
学
に
志
し
、
古
典
の
研
究
に
力
を
注

ぎ
、
神
代
文
字
日
文
（
ひ
ぶ
み
）
の
存
在
を

主
張
し
た
。
門
人
に
人
材
が
多
い
。
著
「
古

史
微
」
「
古
道
大
意
」
「
神
学
日
文
伝
」
「
気

吹
舎
歌
集
」
な
ど
、
天
保
十
四
年
没
（
一
七

七
六
〜 

一
八
四
三
） 

註
５
　
屋
代
弘
賢 

・ 

塙
保
己
一
の
門
人
で
有
名
な

蔵
書
家
、
幕
府
の
祐
筆
所
詰
支
配
勘
定
役
を

勤
め
る
。
篤
胤
の
才
能
を
認
め
て
何
か
と
援

助
を
与
え
た
国
学
の
先
輩
、
篤
胤
と
は
親
類

同
様
の
交
際
が
あ
っ
た
。
当 

六
二
才
　

註
６
　
或
人
、
池
田
冠
山
を
指
す
。

註
７
　
堤
朝
風 

・ 

幕
府
御
台
様
御
用
人
を
勤
め
る
、

本
居
宣
長
の
門
人
・
特
に
有
職
故
実
の
学
に

精
し
く
篤
胤
に
と
っ
て
屋
代
弘
賢
に
次
ぐ
後

援
者
で
あ
っ
た
。

註
８
　
立
入
事
負 

・ 

気
吹
舎
門
人
と
見
ら
れ
る
。

「
再
生
記
聞
」
本
文
を
ま
と
め
た
。

註
９
　
国
友
恒
足 

・
「
再
生
記
聞
」
追
記
に
は
、
同

姓
「
能
当
」
な
る
人
も
出
て
来
る
が
同
一
人

と
思
わ
れ
る
、
近
江
の
人
、
鉄
砲
鍛
冶
、
文

化
三
年
気
吹
舎
入
門
、
篤
胤
と
は
意
気
投
合

し
て
共
に
天
狗
小
僧
寅
吉
の
調
べ
も
し
た
。

　
僅
か
三
日
の
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
気
吹
舎
で
は

篤
胤
は
じ
め
、
先
輩
、
知
友
、
門
人
達
が
こ
の
少
年
の
内

に
秘
め
ら
れ
た
特
異
さ
、
異
常
な
経
験
の
実
態
を
捉
え
る

た
め
に
、
全
神
経
を
集
め
た
。
そ
し
て
当
然
こ
れ
ま
で
の

研
究
対
照
〈
象
〉
だ
っ
た
嘉
津
間
（
寅
吉
）
と
比
較
さ
れ

も
し
た
。
人
々
の
印
象
に
残
っ
た
も
の
は
、
そ
の
性
格

も
言
動
も
殆
ん
ど
異
質
と
も
云
え
る
両
者
の
相
違
で
あ
っ

た
。
寅
吉
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
大
人
を
大
人
と
も
思
わ

ぬ
よ
う
な
悪
ず
れ
で
あ
る
、
こ
れ
は
、
彼
幼
い
頃
か
ら
の

境
遇
が
、
そ
の
人
と
な
り
を
ゆ
が
め
た
の
に
よ
る
だ
ろ
う
、

が
そ
の
言
動
が
一
々
奇
想
天
外
で
誇
張
も
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
〝
こ
奴
大
人
を
誑
か
す
積
り
だ
〟

と
警
戒
も
さ
れ
た
。

一
方
の
勝
五
郎
は
、
家
こ
そ
貧
し
い
が
世
の
荒
波
に
は
揉

ま
れ
ず
、
幼
童
の
よ
さ
を
そ
の
ま
ま
に
育
っ
た
う
ぶ
な
子

に
過
ぎ
な
い
、
き
か
れ
れ
ば
唯
自
分
の
記
憶
を
渋
々
と
話

す
だ
け
で
、
こ
れ
を
人
が
信
じ
よ
う
が
信
じ
ま
い
が
ど
ち

ら
で
も
よ
か
っ
た
、
だ
か
ら
気
が
向
か
な
け
れ
ば
、
口
を

つ
ぐ
ん
で
話
そ
う
と
し
な
い
、
調
べ
る
に
は
手
数
が
か
か

り
捗
ら
な
か
っ
た
が
、
反
っ
て
信
頼
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
斯
う
し
て
、
気
吹
舎
で
の
調
べ
は
四
月
廿
五
日
を
も
っ

て
う
ち
き
ら
れ
た
、
そ
の
翌
廿
六
日
早
朝
源
蔵
親
子
は
多

門
屋
敷
を
辞
し
て
、
帰
郷
し
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
記
録

も
な
い
。
土
産
の
風
呂
敷
包
を
、
首
根
っ
こ
に
結
ん
だ
尻

端
折
り
の
源
蔵
、
今
朝
は
結
つ
け
草
履
も
軽
い
芥
子
坊
主

の
勝
五
郎
、
二
人
は
胸
を
過
っ
た
感
慨
も
じ
き
に
忘
れ
て
、

家
路
を
急
い
だ
。
府
中
か
ら
甲
州
街
道
を
左
に
そ
れ
た
あ

た
り
、
も
う
田
麦
は
大
分
刈
ら
れ
、
苗
も
伸
び
て
い
た
。

源
蔵
は
明
日
か
ら
の
仕
事
を
思
っ
た
、
う
ん
と
稼
い
で
三

七
日
の
遅
れ
を
と
り
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
の
宮
の
渡

し
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
薄
暗
く
な
っ
た
。
残
照
が
苗
代
の

水
面
だ
け
光
ら
せ
る
田
圃
路
で
、
源
蔵
が
ボ
ソ
リ
云
っ
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た
、
〝
だ
し
ぬ
け
に
帰
っ
て
驚
く
べ
え
ナ
ア
〟

こ
れ
は
実

感
で
あ
っ
た
、
勝
五
郎
も
そ
う
思
い
、
祖
母
の
顔
を
ハ
ッ

キ
リ
と
思
い
浮
べ
た
。
中
野
村
ま
で
あ
と
一
息
だ
。

　
　
　
　
△
　
　
　
△
　
　
　
△

　
そ
の
後
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
夏
ま
で
は
、
時
た

ま
源
蔵
、
勝
五
郎
ら
の
訪
問
が
気
吹
舎
日
記
に
散
見
さ
れ

る
。
そ
の
二
回
目
の
訪
問
は
最
初
の
と
き
か
ら
三
月
後
の

七
月
・
こ
れ
は
日
記
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
「
再
生
記

聞
追
記
」
の
上
欄
に
追
補
さ
れ
て
い
る
。
（
以
下
原
文
の

ま
ま
）

　
篤
胤
云
此
七
月
九
日
に
源
蔵
ま
た
先
頃
江
戸
へ
出
た

り
し
時
家
々
に
礼
を
申
さ
む
為
に
来
れ
り
と
て
勝
五
郎

を
伴
い
姉
ふ
さ
兄
乙
次
郎
を
も
連
来
れ
り
折
し
も
巳

〈
己
〉
ハ
越
谷
へ
お
の
せ
る
○
也
し
か
ど
三
夜
ば
か
り

家
々
に
止
ま
り
て
在
り
た
る
に
日
〈
曰
〉
々

　
こ
の
と
き
も
留
学
し
て
い
た
太
田
朝
文
や
増
田
成
則
ら

が
、
勝
五
郎
を
相
手
に
問
答
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
下
源
蔵
・
勝
五
郎
に
就
て
の
記
事
を
気
吹
舎
日
記
に
拾

っ
て
み
る
。

文
政
八
乙
酉
年
（
篤
胤
五
十
才
）

　
八
月
廿
六
日
、
源
蔵
・
勝
五
郎
を
連
て
来
、
こ
の
日

勝
五
郎
は
、
気
吹
舎
門
人
帳
に
そ
の
名
を
加
え
ら
れ
て

い
る
。
記
録
に
は
な
い
が
、
彼
は
こ
の
日
以
来
某
期
間

気
吹
舎
に
寄
食
し
た
よ
う
に
も
受
け
と
れ
る
。

　
　
気
吹
舎
門
人
帳
に

　
文
政
八
年
八
月
廿
六
日

　
　
多
摩
郡
中
野
村
源
蔵
男
小
谷
田
勝
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
才

文
政
九
丙
戊
年

　
三
月
廿
五
日
曇 

─
上
略 

─ 

内
蔵
助
（
養
子
鉄
胤
）

勝
五
郎
（
小
谷
田
勝
五
郎
）
勇
太
郎
を
連
れ
越
ヶ
谷
へ

行
く 

─ 

下
略 

─

と
、
彼
の
滞
在
を
思
わ
せ
る
日
記
文
が
見
ら
れ
る
。

文
政
丁
亥
年

　
七
月
廿
一
日
天
気 

─ 

上
略 

─ 

勝
五
郎
（
再
生

児
）
来
─ 

下
略 

─

　
既
に
勝
五
郎
も
十
三
才
に
な
っ
て
お
り
、
江
戸
と
も

何
回
か
往
復
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
は
独
り
出
て
来

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
文
政
十
二
巳
〈
己
〉
丑
年

　
　
○
月
七
日
─ 

上
略 

─ 

中
野
村
の
源
蔵
来
る

　
こ
の
と
き
は
勝
五
郎
を
伴
っ
て
い
な
い
、
こ
の
後
は
、

気
吹
舎
日
記
に
も
両
人
の
記
事
は
見
当
ら
な
い
。
池
田
冠

山
の
「
再
生
前
生
話
」
冒
頭
の
人
別
書
に
よ
れ
ば
、
源
蔵

は
身
す
ぎ
の
た
め
に
竹
籠
を
造
っ
て
、
江
戸
市
中
を
売
り

歩
い
て
お
り
、
同
人
の
常
宿
は
、
馬
喰
町
相
模
屋
喜
兵
衛

方
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
季
節
的
に
彼
が

行
っ
た
、
土
地
産
の
目
笊
（
ざ
る
）
の
仲
買
い
仕
事
を
指

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
源
蔵
と
江
戸
の
街
と
の
因
縁
は
、

次
回
に
述
べ
る
積
り
だ
が
、
江
戸
に
出
て
も
気
吹
舎
に
は

顔
を
出
し
た
り
、
出
さ
な
か
っ
た
り
で
あ
っ
た
よ
う
す
で

あ
る
。
篤
胤
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
一
月
（
六
六

才
）
江
戸
を
引
き
払
い
、
秋
田
に
移
住
し
て
い
る
の
で
、

源
蔵
も
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
を
最
後
に
、
篤
胤
と

は
会
え
ず
終
い
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

勝
五
郎
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
△

　
　
　
△

　
　
　
△

　
気
吹
舎
で
の
後
日
譚
は
別
に
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
篤
胤

の
上
洛
に
ま
つ
わ
る
も
の
だ
が
、
「
再
生
記
聞
」
と
も
無

関
係
で
は
な
い
の
で
略
記
し
て
お
き
た
い
。

　
篤
胤
が
「
再
生
記
聞
」
全
篇
を
書
き
あ
げ
た
の
は
、
そ

の
年
六
月
七
日
で
、
こ
れ
を
他
書
と
と
も
に
携
え
て
上
洛

し
た
の
が
八
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
（
江
戸
を
発
っ

た
の
が
七
月
二
十
日
）
こ
の
上
洛
は
篤
胤
の
生
涯
中
一

回
だ
け
の
も
の
で
、
上
洛
の
目
的
は
翁
が
こ
れ
ま
で
心
血

を
濺
い
だ
著
書
の
主
な
も
の
を
、
禁
裏
に
献
上
す
る
こ
と
、

本
居
宣
長
の
継
嗣
大
平
と
春
庭
と
に
面
接
す
る
こ
と
、
先

師
宣
長
の
墓
前
に
詣
で
る
こ
と
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の

重
要
な
日
程
は
恐
ら
く
前
々
か
ら
思
い
立
っ
て
い
た
こ
と

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
遇
々
こ
の
四
月
勝
五
郎
に
会

い
、
「
再
生
記
聞
」
の
著
述
を
も
得
た
の
で
、
こ
れ
を
献

上
書
冊
に
加
え
る
気
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
献

上
書
に
つ
い
て
は
滞
京
中
富
小
路
卿
の
手
を
経
て
、
八
月

十
四
日
仙
洞
御
所
（
光
格
上
皇
）
の
お
手
許
に
奉
る
こ
と

を
得
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
日
「
再
生
記
聞
」
巻
頭

に
掲
げ
た
篤
胤
の
文
政
六
年
十
二
月
十
三
日
附
文
書
に
明

ら
か
で
あ
る
。
御
所
で
は
写
本
を
と
ら
れ
、
原
本
を
富
小

路
卿
に
返
さ
れ
た
の
は
十
月
四
日
で
あ
っ
た
。
上
洛
目
的

で
あ
っ
た
あ
と
の
二
件
も
滞
り
な
く
果
た
す
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
。
（
こ
の
項
・
平
田
学
会
刊

・
平
田
篤
胤
全
集
巻
三
に
よ
る
）

　
　
追
　
　
補

　
篤
胤
の
幽
界
に
就
て
の
研
究
は
、
翁
が
畢
生
の
努
力
を

傾
け
た
古
道
学
大
成
の
要
請
か
ら
生
ま
れ
、
既
に
文
化
二

年
（
一
八
〇
五
）
の
鬼
神
新
論
の
執
筆
か
ら
、
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）
の
古
今
妖
魅
考
の
執
筆
ま
で
関
係
六
書
を

も
の
に
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
今
で
は
翁
の
信
念
と
ま
で
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な
っ
て
い
る
幽
界
存
在
説
を
裏
づ
け
、
確
か
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
幽
界
の
消
息
に
も
通
ず
る
と
云
っ
た

謂
わ
ば
霊
能
者 

＝ 

特
異
人
格 

＝ 

を
得
た
か
っ
た
、
こ

の
意
味
で
先
の
天
狗
小
僧
寅
吉
は
、
そ
の
資
格
を
具
え
る

も
の
と
し
て
翁
に
迎
え
ら
れ
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

十
月
以
来
気
吹
舎
の
食
客
と
な
っ
て
い
た
。
源
蔵
親
子
が

初
め
て
気
吹
舎
を
訪
れ
た
際
、
出
て
来
た
嘉
津
間
な
る
少

年
が
そ
れ
で
あ
る
。
嘉
津
間
当
時
十
五
才
、
そ
の
あ
だ
名

の
示
す
よ
う
に
、
五
六
才
の
頃
か
ら
様
々
な
予
言
を
行
っ

た
り
、
多
く
の
幻
覚
を
体
験
し
た
異
常
心
理
の
持
主
で
あ

っ
た
と
謂
わ
れ
る
。
勝
五
郎
が
篤
胤
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ

た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
あ
っ
た
後
な
の
で
あ
る
。

こ
の
天
狗
小
僧
寅
吉
を
迎
え
て
う
ち
込
ん
だ
篤
胤
の
学
究

方
法
は
、
当
時
か
ら
讃
〈
賛
〉
否
両
論
を
招
い
た
け
れ
ど

も
、
翁
は
そ
の
方
法
を
捨
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
（
こ
の
項
「
平
田
篤
胤
研
究
」
昭
和
十
七
年
十
二
月
十

四
日
六
甲
書
房
刊
・
に
よ
る
）

四
、 

山
崎
美
成
と
「
勝
五
郎
前
生
聞
き
書
」

　
宮
内
庁
書
陵
部
に
標
題
の
写
本
一
冊
が
あ
り
、
そ
の

著
者
が
明
ら
か
で
な
い
旨
は
、
第
一
章
中
に
触
れ
た
が
、

実
は
そ
の
写
本
の
内
容
を
確
め
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
、

昨
秋
国
書
研
究
所
の
岡
山
泰
四
氏
の
紹
介
を
い
た
だ
い

た
機
会
に
、
書
陵
部
で
借
覧
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

は
池
田
冠
山
の
「
勝
五
郎
前

ぜ
ん
し
ょ
う
ば
な
し

生
話
」
の
写
本
で
、
筆
写

の
主
は
著
名
の
国
学
者
で
あ
り
、
篤
胤
と
も
交
友
の
あ

っ
た
山
崎
美
成
（
文
久
三
年
二
月
七
日
六
十
七
才
で

歿
）
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
さ
き
に
述
べ
た
天
狗
小

僧
寅
吉
は
、
は
じ
め
美
成
の
家
に
寄
食
し
て
い
た
の
を
、

篤
胤
が
請
う
て
気
吹
舎
に
連
れ
て
来
た
、
と
い
う
縁
故

も
あ
る
。
こ
の
写
本
は
「
前

ぜ
ん
し
ょ
う
ば
な
し

生
話
」
の
写
し
半
紙
七
枚

十
四
頁
と
、
多
門
文
書
半
紙
二
枚
三
頁
か
ら
な
る
も
の

で
、
次
の
よ
う
な
美
成
の
あ
と
書
き
が
あ
り
、
冠
山
の

中
野
村
訪
問
の
事
実
を
裏
書
き
す
る
も
の
が
、
こ
こ
に

も
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
以
下
原
文
の
ま
ま
、

　
右
は
冠
山
老
侯
自
ら
彼
地
に
至
り
て
源
蔵
の
家
御
尋

に
成
勝
五
郎
を
も
御
覧
の
上
祖
母
津
や
の
物
語
を
直
々

相
為
聞
御
自
身
に
御
筆
記
遊
さ
れ
候
を
老
侯
よ
り
直
々

御
話
伺
ひ
且
御
筆
を
拝
借
し
て
書
写
す
る
者
也
。

　
文
政
六
年
癸
未
五
月
十
八
日
　
山
崎
美
成
識
　

五
、
植
田
孟
縉
と
武
蔵
名
勝
図
絵
（
会
）
多
摩
郡
之
部
の
中

　
「
前
生
覚
知
の
小
童
」

　
文
政
年
間
、
多
摩
郡
の
片
隅
で
起
き
た
勝
五
郎
の
一

件
を
、
当
の
地
元
で
記
録
に
残
し
た
の
は
、
植
田
孟
縉

で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
の

編
纂
を
企
画
し
た
江
戸
幕
府
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一

三
）
多
摩
、
高
麗
、
秩
父
三
郡
の
地
誌
捜
索
（
調
査
）

を
八
王
子
千
人
頭
の
原
半
左
衛
門
に
命
じ
た
、
配
下
の

孟
縉
翁
は
、
同
僚
と
共
に
こ
れ
に
協
力
し
て
、
遍
く
現

地
を
調
査
し
、
文
政
五
年
に
は
多
摩
郡
の
部
を
、
続
い

て
高
麗
郡
の
部
を
、
同
七
年
に
は
秩
父
郡
の
部
を
完
成

し
た
。
「
武
蔵
名
勝
図
絵
多
摩
郡
之
部
十
二
巻
」
は
実

に
こ
の
調
査
中
に
得
た
副
産
物
で
あ
り
、
翁
の
努
力
の

結
晶
で
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
同
図
絵
は
三
郡
の
地
誌
完
成
に
先
立
っ
て
、
文
政
三

年
（
一
八
二
〇
）
に
は
一
応
脱
稿
し
た
が
（
昭
和
四
二

・
一
・
三
一
慶
友
社
刊
武
蔵
名
勝
図
絵
解
説
に
よ
る
）
、

翁
は
公
命
で
あ
る
三
郡
地
誌
調
査
の
眼・
鼻・
が・
つ・
く・
ま
で
、

敢
へ
て
発
表
を
さ
し
控
へ
た
の
で
あ
ろ
う
、
幕
府
昌
平

黌
に
献
上
し
た
の
は
文
政
六
年
で
あ
っ
た
。

　
勝
五
郎
の
件
は
、
文
政
六
年
の
早
春
に
は
、
翁
の
耳

に
も
届
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
話
を
聴
い
た
だ
け
で
は
こ

の
記
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、
翁
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
一
度
調
査
し
て
歩
い
た
中
野
村
を
再

び
訪
問
し
て
、
こ
と
の
あ
ら
ま
し
を
源
蔵
家
の
家
人
か

ら
聴
い
た
と
思
わ
れ
る
。
唯
こ
の
記
事
を
見
る
限
り
翁

は
余
り
細
微
の
こ
と
ま
で
、
ほ・
じ・
く・
り・
返
す
こ
と
は
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気
が
す
る
。
翁
に

し
て
み
れ
ば
、
割
愛
す
る
に
は
余
り
の
奇
事
と
考
へ
た

に
違
い
な
い
、
そ
こ
で
既
に
脱
稿
し
て
い
た
「
名
勝
図

絵
多
摩
郡
之
部
巻
六
」
の
う
ち
に
、
追
記
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
す
れ
ば
こ
の
「
前
生
覚
知
の
小

童
」
は
名
勝
図
絵
に
と
っ
て
は
、
最
も
新
ら
し
い
而
も

最
終
の
資
料
に
な
っ
た
、
と
云
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
第
三
章
　
こ
の
物
語
り
に
関
係
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
四
郎
家
と
源
蔵
家
に
就
て

　
こ
の
両
家
の
人
別
に
つ
い
て
は
、
夫
々
の
名
主
の
調
べ

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
多
門
文
書
、
冠
山
の
「
前

ぜ
ん
し
ょ
う生

話
ば
な
し

」
、
篤
胤
の
「
再
生
記
聞
」
の
い
ず
れ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
「
前
生
話
」
に
載
る
も
の
が
稍
詳
し
い
の
で
、

こ
こ
で
は
小
泉
八
雲
作
品
集
（
第
八
巻
）
の
も
の
を
引
用

し
た
。

一
、 

　
半
四
郎
の
家
族

藤
蔵
─
中
根
宇
右
衛
門
知
行
所
内
、
武
蔵
国
多
摩
郡

程
窪
村
に
お
い
て
、
六
才
の
お
り
死
去
。
（
中

根
宇
右
衛
門
屋
敷
は
、
小
宮
支
配
、
江
戸
下
谷
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新
あ
た
ら
し
ば
し橋

通
に
あ
る
）
藤
蔵
は
文
化
二
年
（
一
八
〇

五
）
に
生
ま
れ
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
二

月
四
日
四
ッ
の
刻
に
死
去
し
た
。
病
名
は
疱
瘡

で
あ
る
。
前
記
程
窪
村
山
手
の
墓
に
葬
ら
れ
た
。

菩
提
寺
は
三
沢
村
医
王
寺
で
、
去
る
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
が
十
三
回
忌
で
あ
っ
た
。

半
四
郎
─
藤
蔵
の
継
父
。
須
崎
氏
。
文
政
六
年
、
五

十
才
。

し
　
づ
─
藤
蔵
の
母
。
文
政
六
年
、
四
十
九
才
。

久
兵
衛
─
藤
蔵
の
実
父
。
本
名
、
久
兵
衛
。
後
に
藤

五
郎
と
改
名
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
藤
蔵

二
才
の
お
り
に
、
四
十
八
才
で
死
去
。
半
四
郎

は
そ
の
あ
と
へ
入
婿
し
た
の
で
あ
る
。

こ
ど
も
─
男
二
人
、
女
二
人
。
い
ず
れ
も
藤
蔵
の
生

母
と
半
四
郎
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
。

　
程
久
保
杉
本
富
雄
氏
の
家
に
伝
わ
る
中
興
村
系
図
（
下

郷
）
の
う
ち
に
半
四
郎
家
の
家
系
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の

「
村
系
図
」
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
当
時
程
久
保

村
上
分
─
旗
本
曾
雌
市
之
丞
知
行
所
─
の
名
主
（
杉
本
富

雄
氏
の
先
祖
）
が
筆
を
起
し
、
富
雄
氏
の
祖
父
益
太
郎
氏

の
代
ま
で
書
き
継
が
れ
た
村
内
各
家
の
系
図
で
、
村
人
土

着
の
時
代
や
、
分
地
の
概
要
な
ど
を
知
る
、
手
が
か
り
と

も
な
る
資
料
で
あ
る
。

須
崎
五
兵
衛
（
安
永
三
・
十
二
・
一
九
歿
）

同
人

　
妻
細
田
利
兵
衛
娘

同
人

　
後
妻
平
山
村
小
林
佐
五
右
衛
門
娘

同
人

　
男
子
一
名

須
崎
藤
五
郎
（
文
化
三
・
八
・
二
七
歿
四
十
八
才
）

同
人

　
妻
離
縁

　
八
王
子
新
町
太
兵
衛
養
娘

同
人
　
後
妻
　
し
づ
（
天
保
一
二
・
一
二
・
二
〇
歿

六
三
才
）
日
野
下
川
原
只
右
衛
門
娘

　
　
　
入
婿
　
半
四
郎
（
天
保
九
・
四
・
一
九
歿
　

六
二
才
）
平
村
伝
六
弟

同
人
　
　
子 

藤
蔵

　
　
　
　
同 

彦
次
郎

　
　
　
　
聟む

こ 

元
五
郎
　
芋
久
保
新
田
与
八
男

　
　
　
　
同 

妻

　
　
　
　
元
五
郎
養
子

　
　
　
　
　
小
宮
鏡
治
郎
　
当
村
小
宮
虎
吉
二
男

（
鏡
治
郎
氏
の
養
子
入
は
元
冶
元
年

（
一
八
六
四
）
以
前
で
こ
の
と
き
小

宮
姓
に
改
む
）

　
　
　
　
同
妻
　
ハ
マ
　
元
五
郎
長
女

　
　
　
　
鏡
治
郎
長
男

　
　
　
　
　
小
宮
総
之
丞
─
（
当
主 

稔
氏
）

　
　
註
　
括
弧
内
は
筆
者
加
筆
。

二
、
　
源
蔵
の
家
族

勝
五
郎
─
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
月
十
日
生

れ
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
当
九
才
。
武
蔵

国
多
摩
郡
中
野
村
谷
津
入
、
多
門
伝
八
郎
知
行

所
内
百
姓
源
蔵
の
二
男
。
（
伝
八
郎
は
、
江
戸

根
津
七
軒
町
、
柞ゆ

ず

木き

（
柚ゆ

木ぎ

）
地
所
内
に
役
宅

が
あ
る
。
）

源
蔵
─
勝
五
郎
の
父
。
（
註
１
）

小
谷マ

氏マ

。
文
政
六
年
、

当
四
十
九
才
。
家
が
貧
し
く
、
身
す
ぎ
の
た
め

に
（
註
２
）

竹
籠
を
造
っ
て
、
江
戸
市
中
を
売
り
歩

い
て
い
る
。
同
人
の
江
戸
の
常
宿
は
、
馬
喰
町

相
模
屋
喜
兵
衛
方
で
あ
る
。

せ
い
─
源
蔵
の
妻
で
、
勝
五
郎
の
母
、
文
政
六
年
、

当
三
十
九
才
。
尾
張
藩
士
村
田
吉
太
郎
の
娘
。

せ
い
は
十
二
才
の
時
に
、
本
多
大
之
進
殿
の
屋

敷
へ
奉
公
に
上
が
っ
た
。
十
三
才
の
と
き
、
父

吉
太
郎
は
故
あ
っ
て
尾
張
侯
の
扶
持
を
は
な
れ

て
、
浪
人
と
な
っ
た
。
文
化
四
年
（
一
八
〇

七
）
歿 

七
十
五
才
。
墓
は
下
柞
木
村
、
永
林

寺
墓
地
内
に
あ
る
。

つ
や
─
勝
五
郎
の
祖
母
。
文
政
六
年
、
当
七
十
二
才
。

若
い
こ
ろ
、
松
平
隠
岐
守
殿
屋
敷
へ
奉
公
に
上

が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

ふ
さ
─
勝
五
郎
の
姉
。
当
十
五
才
。

乙
二
郎
─
勝
五
郎
の
兄
。
当
十
四
才
。

つ
ね
─
勝
五
郎
の
妹
。
当
四
才
。

　
註
１
　
小
谷
田
が
正
し
い
。

　
註
２
　
竹
籠
（
土
地
で
は
め
か
い
と
云
う
）
、
野

生
の
篠
竹
を
材
料
と
す
る
目
笊
の
こ
と
、

中
野
村
を
は
じ
め
近
く
の
村
々
で
、
農
閑
　
　
　
　

期
の
副
業
に
目
笊
の
手
細
工
が
行
は
れ
た
。

三
、
　
程
久
保
村
下
分
と

　
　
　
　
　
半
四
郎
家
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

　
旗
本
中
根
宇
右
衛
門
の
知
行
所
、
程
久
保
村
下
分
は
、

こ
の
谷
戸
の
ほ
ぱ
〈
ぼ
〉
央

な
か
ば

以
東
を
占
め
、
谷
戸
川
の
南

北
に
点
在
す
る
農
家
は
、
す
べ
て
十
五
戸
、
耕
作
は
主
に

台
上
の
畑
と
谷
戸
田
で
、
田
の
方
は
新
た
に
開
発
の
余
地

も
な
か
っ
た
の
で
、
三
沢
村
や
高
幡
村
な
ど
、
谷
戸
外
の
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田
を
耕
作
す
る
家
も
出
て
い
た
。

　
当
時
養
蚕
も
一
部
で
は
行
わ
れ
る
他
、
殆
ん
ど
の
家
が
、

薪
炭
を
焼
い
て
そ
の
生
計
を
助
け
た
こ
と
が
、
風
土
記
稿

に
も
見
え
る
。
屋
内
の
採
煖
〈
暖
〉
用
と
し
て
迎
え
ら
れ

た
木
炭
は
需
要
も
多
く
、
焼
き
上
る
と
馬
の
背
に
つ
け
て

日
野
、
府
中
、
八
王
子
の
諸
宿
に
運
び
売
却
さ
れ
た
。
前

記
目
笊
の
副
業
も
、
一
部
で
は
行
は
れ
た
ふ
し
が
あ
る
。

こ
れ
は
婚
姻
に
よ
っ
て
、
中
野
村
地
方
か
ら
齎
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
半
四
郎
の
家
敷
は
、
程
久
保
道
（
巾
九
尺
）
に
沿
う
北

側
の
小
高
み
に
あ
り
、
背
戸
は
雑
木
山
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
今
日
で
も
余
り
変
化
が
な
い
。
前
の
道
端
に
、
こ
の
家

敷
と
向
い
合
う
よ
う
に
（
註
）

六
地
蔵
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

石
仏
の
刻
銘
は

　
　
寛
政
七
乙
卯
年
（
一
七
九
五
）
十
月
吉
日

　
　
武
州
多
摩
郡
程
久
保
村
　
女
念
仏
講
中

註
　
こ
の
六
地
蔵
は
も
と
屋
敷
側
土
手
の
裾
に
在
っ
た

が
、
倒
れ
る
心
配
か
ら
今
の
場
所
に
移
さ
れ
た
と

伝
へ
ら
れ
る
。
（
小
宮
稔
氏
談
）
尚
最
近
更
に
路

角
に
移
さ
れ
、
向
き
も
東
北
に
変
っ
て
い
る
。
二

年
程
前
そ
の
一
体
を
何
者
か
に
持
ち
去
ら
れ
た
が
、

再
び
戻
り
、
一
度
は
近
く
の
溝
に
拾
〈
捨
〉
て
ら

れ
て
あ
っ
た
の
を
、
探
し
出
し
て
来
た
と
の
話
で

あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
爪
先
上
り
一
〇
〇
米
ほ
ど
西
へ
行
っ
た
と
こ

ろ
、
右
側
の
小
高
み
に
、
戦
後
間
も
な
く
と
り
毀
さ
れ
て

今
は
な
い
が
、
炭
焼
か
ま
ど
が
あ
り
、
そ
の
向
い
側
に
庚

申
塚
が
あ
る
。
（
須
崎
晃
氏
所
有
地
）
石
仏
五
基
の
う
ち
、

現
在
碑
面
の
略
完
全
な
も
の
は
二
基
の
み
で
、
他
は
欠
損

が
ひ
ど
く
文
字
の
判
読
を
許
さ
な
い
。
文
字
の
読
め
る
庚

申
塔
は
、
享
保
九
甲
辰
年
二
月
吉
日
（
一
七
二
四
）
に
建

て
ら
れ
、
台
石
正
面
に
、
こ
れ
を
建
て
た
施
主
八
人
の
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
他
の
一
基
は
、
こ
の
物
語
り
に
関
係

の
あ
る
前
記
藤
五
郎
（
藤
蔵
の
実
父
）
の
建
立
で
、

　
　
　
奉
拝
礼
西
国
三
十
三
所
霊
場

　
　
　
安
永
九
庚
子
年
（
一
七
八
〇
）
五
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
崎
藤
五
郎

と
刻
ま
れ
、
こ
れ
を
某
日
、
通
り
が
か
り
の
地
元
の
老
女

が

〝う
ち
で
も
ヨ
、
上か

み

方が
た

へ
お
詣

み
ゃ
あ
り

に
で
も
行
っ
て
、
帰
っ

た
と
き
に
建
て
た
も
ん
だ
ん
べ
な
ん
て
、
話
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
っ
け
〟

と
云
っ
た
。
齢
を
繰
っ
て
み
る
と
、
藤
五

郎
二
十
二
才
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

　
半
四
郎
家
か
ら
巽

た
つ
み

に
当
る
家
（
当
主
須
崎
晃
氏
）
を
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
た・
ぼ・
こ・
や・
と
呼
ぶ
、
勝
五
郎
の
祖
母
の

話
に
出
て
来
る
向・
い・
の・
た・
ば・
こ・
や・
で
あ
る
。
こ
の
家
敷
の

前
を
谷
戸
川
が
流
れ
、
板
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
、
今
は

跡
だ
け
だ
が
、
化
政
の
頃
に
は
ま
だ
、
半
四
郎
家
の
祖
五

兵
衛
の
代
に
分
家
し
た
屋
敷
が
あ
り
、
西
側
の
径
を
そ
の

ま
ま
登
れ
ば
、
程
久
保
村
で
最
も
広
い
（
約
五
万
坪
）
く・

ろ・
ど・
ん・
台
畑
に
至
る
が
、
そ
の
屋
敷
の
東
側
に
、
風
土
記

稿
に
も
あ
る
敷
地
六
十
坪
、
四
間
に
三
間
の
地
蔵
堂
が
あ

っ
た
。
三
沢
村
医
王
寺
持
ち
で
、
毎
年
十
月
二
十
三
日

の
お
籠
り
に
は
、
地
元
の
老
若
男
女
の
他
、
近
村
の
老
媼

た
ち
も
集
ま
り
、
露
店
の
商

あ
き
な
い

や
な
ど
も
出
て
大
い
に
賑
わ

っ
た
が
、
明
治
初
年
、
上
分
に
あ
る
正
福
寺
（
現
在
の
中

程
久
保
、
こ
れ
も
医
王
寺
末
）
と
と
も
に
と
り
毀
さ
れ

た
。
跡
は
水
田
と
な
り
地
蔵
田
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
多

摩
動
物
公
園
の
開
設
後
間
も
な
く
、
バ
ス
道
の
下
に
埋
没

し
て
し
ま
っ
た
。
前
記
庚
申
塔
、
六
地
蔵
と
云
い
、
谷
戸

川
、
く
ろ
ど
ん
台
畑
、
と
云
い
、
こ
の
地
蔵
堂
の
庭
と
云

い
、
幼
い
藤
蔵
ら
に
と
っ
て
は
格
構
の
遊
び
場
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。

　
半
四
郎
の
家
で
も
、
春
秋
蚕
を
飼
い
、
桑
畑
が
あ
っ
た
。

春は
る

蚕ご

時ど
き

近
所
の
子
供
ら
と
桑
の
実
（
土
地
で
ド・
ド・
メ・
と
云

う
）
採
り
に
で
も
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
こ
ん

な
と
き
は
大
低
〈
抵
〉
は
足だ

し

で
、
藤
蔵
は
持
っ
て
行
っ
た

小こ
が
た
な刀

を
、
桑
の
木
の
株
に
置
き
忘
れ
て
来
て
、
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
。
後
年
勝
五
郎
が
前
生
を
語
る
と
き
、
こ

れ
を
思
い
出
し
て
か
、
こ
が
た
な
の
こ
と
を
話
し
た
。
　

〝
う
そ
だ
と
思
う
な
ら
行
っ
て
見・
ナ・
〟

と
云
い
、
源
蔵
が

程
久
保
を
訪
れ
た
折
、
半
四
郎
と
そ
の
畑
へ
行
っ
て
見
た
、

半
信
半
疑
で
捜
す
う
ち
、
赤
錆
び
た
小
刀
が
桑
の
木
株
に

置
か
れ
て
い
た
の
に
は
、
二
人
と
も
肝・
を・
つ・
ぶ・
し・
た・
と
い

う
。
こ
の
話
は
既
に
程
久
保
に
は
伝
わ
ら
ず
、
谷
津
入
元

名
主
小
谷
田
家
の
祖
母
か
ら
き
い
た
話
で
あ
る
。

　
須
崎
家
の
墓
地
は
、
地
蔵
堂
の
直
ぐ
上
の
東
寄
り
台
上

に
あ
る
。
稔
氏
の
夫
人
に
案
内
さ
れ
て
、
藤
五
郎
は
じ
め

故
人
た
ち
の
墓
前
に
ぬ
か
づ
い
た
の
は
こ
の
五
月
五
日
午

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
藤
蔵
の
墓
石
は
、
数
年
前
大
田
区

の
人
が
尋
ね
て
見
え
た
際
、
苔
む
し
て
判
じ
難
く
な
っ
て

い
た
の
を
、
土
や
苔
を
お
と
し
て
や
っ
と
藤
蔵
の
も
の
と

判
っ
た
と
い
う
話
を
さ
れ
た
。
一
尺
三
寸
ほ
ど
の
墓
石
に

は　
　
　
文
化
七
庚
午
天

　
　
　
頓
悟
童
子

　
位

　
　
　
二
月
四
日 

半
四
良
建
之

と
刻
ま
れ
て
あ
っ
た
。
半
四
郎
は
藤
蔵
の
ご
く
幼
い
頃
か
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ら
の
養
い
父
だ
が
、
心
か
ら
藤
蔵
を
愛
し
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
死
を
い
た
む
心
が
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
暮
〈
墓
〉
石

に
に
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
藤
蔵
の
死
後
足
か
け

十
四
年
を
経
た
、
文
政
六
年
正
月
二
十
二
日
、
半
四
郎
家

に
は
谷
津
入
か
ら
来
客
が
あ
っ
た
。
祖
母
つ
や
に
連
れ
ら

れ
た
九
才
の
勝
五
郎
で
あ
る
。
高
幡
不
動
尊
へ
お
詣
り
か

た
が
た
と
つ
ぜ
ん
に
お
寄
り
し
た
と
祖
母
が
述
べ
、
今
日

訪
れ
た
次
第
を
語
っ
た
。
同
家
で
は
か
ね
て
知
ら
さ
れ
て

い
た
と
は
云
へ
、
目・
の
あ
た
り
に
こ
の
珍
客
の
来
訪
を
受

け
て
、
深
く
感
動
し
た
様
子
が
古
記
録
に
も
書
き
残
さ
れ

て
い
る
。

四
、
　
谷
津
入
と
源
蔵
家
敷

　
中
野
村
に
あ
る
三
つ
の
小
名
─
集
落
─
の
う
ち
、
村
の

西
北
を
占
め
る
谷
津
入
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
多

摩
丘
陵
の
山
ひ
だ
の
間
に
、
深
く
入
り
込
ん
だ
谷
戸
部
落

を
指
す
が
、
谷
戸
の
奥
を
源
と
す
る
小
流
は
、
谷
戸
口
を

出
る
と
八
王
子
─
川
崎
街
道
（
旧
）
に
沿
っ
て
向
き
を
東

に
変
え
大
栗
川
に
注
ぐ
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
街
道
か
ら
岐

れ
た
（
註
）

谷
津
入
道
は
谷
戸
の
東
側
を
北
上
し
て
、
丘
陵

の
尾
根
を
越
え
程
久
保
村
に
通
じ
て
い
た
。

註
　
こ
の
道
も
谷
戸
の
奥
が
大
学
の
敷
地
に
変
っ
た

と
き
、
山
路
に
か
か
る
辺
か
ら
そ
の
姿
を
消
し

て
し
ま
っ
た
。
文
政
六
年
正
月
祖
母
に
連
れ
ら

れ
た
勝
五
郎
が
初
め
て
越
え
た
山
路
も
、
今
で

は
程
久
保
側
の
半
分
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

　
農
家
戸
数
十
四
・
五
の
う
ち
、
半
数
は
そ
の
中
程
に
集

ま
り
、
残
る
半
数
が
谷
戸
口
の
東
西
に
散
在
す
る
。
畑
の

多
く
は
台
上
や
尾
根
裾
に
、
水
田
は
谷
戸
川
の
低
地
か
ら

谷
戸
口
の
外
ま
で
耕
作
さ
れ
て
い
た
。
源
蔵
の
屋
敷
は
、

谷
戸
口
の
西
、
千せ

ん

谷や

戸と

の
奥
に
あ
っ
た
。
千
谷
戸
の
名
は

知
る
人
も
少
い
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
大
正
の
頃
、
こ
の

奥
に
十
字
屋
〈
十
一
屋
〉
又
は
大
酒
や
〈
大
坂
屋
〉
と
い

う
、
地
酒
の
造
り
酒
屋
の
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
た
。

　
爪
先
上
り
の
路
は
二
〇
〇
米
ほ
ど
で
、
元
名
主
屋
敷

（
当
主
小
谷
田
重
男
氏
）
に
つ
き
当
る
。
源
蔵
の
屋
敷
跡

は
そ
の
南
側
の
崖
下
に
、
稍
長
め
の
二
〇
〇
余
坪
を
占
め
、

前
の
谷
戸
田
を
見
お
ろ
す
東
向
き
の
家
で
あ
っ
た
こ
と
を

想
像
さ
せ
る
。
荒
れ
た
屋
敷
跡
に
は
柿
の
古
木
が
一
本
、

わ
び
し
げ
に
残
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
に
立
っ
た
と
き
、
あ
た
り
が
巷
の
騒
音
か
ら
は
遥

か
に
遠
く
、
都
市
化
の
波
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
す
っ
か
り

落
ち
着
き
を
失
っ
て
い
る
多
摩
丘
陵
の
う
ち
に
、
こ
の
よ

う
な
静
け
さ
の
残
っ
て
い
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
不
思
議
に

思
え
る
程
で
あ
っ
た
。
十
数
年
前
（
昭
和
三
十
一
年
秋
彼

岸
）
に
、
こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
に
は
な
か
っ
た
住
宅
が
、

二
、
三
新
ら
し
く
建
て
ら
れ
て
は
い
た
が
、
千
谷
戸
全
体

の
自
然
は
、
そ
の
と
き
と
殆
ん
ど
変
り
が
な
い
ほ
ど
、
よ

く
保
存
さ
れ
て
い
た
。
或
は
源
蔵
ら
在
世
の
頃
以
来
余
り

変
化
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
た
。

　
源
蔵
は
じ
め
家
族
達
の
眠
る
墓
地
は
裏
山
の
中
腹
に
あ

っ
た
。
そ
の
近
く
の
台
地
に
畑
が
展
け
、
そ
の
畔
に
孤
立

す
る
よ
う
に
勝
五
郎
の
墓
が
あ
る
。

　
こ
の
頃
の
記
事
は
、
五
月
九
日
三
度
目
の
訪
問

よ
り
帰
っ
て
か
ら
の
も
の
で
、
こ
の
前
訪
れ
た
折
、

色
々
話
を
し
て
下
さ
っ
た
元
名
主
小
谷
田
家
の
祖
母

は
、
元
気
だ
っ
た
が
腰
を
痛
め
休
ん
で
お
ら
れ
た
の

で
、
長
居
を
避
け
、
二
・
三
聞
き
漏
ら
し
て
い
た
こ

と
を
お
質
ね
し
た
だ
け
で
辞
去
し
た
。
源
蔵
家
の
墓

地
に
参
り
た
い
申
出
を
快
諾
さ
れ
、
末
孫
を
案
内
に

よ
こ
し
て
下
さ
っ
た
。

　
こ
の
日
勝
五
郎
の
墓
に
は
、
時
間
の
都
合
無
沙
汰

し
た
、
こ
の
あ
と
、
教
え
ら
れ
た
源
蔵
（
註
）

あ
ら
く

を
見
た
。

　
源
蔵
屋
敷
の
上
あ
た
り
が
荒
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
広

い
畑
は
今
日
尚
作
る
人
が
あ
っ
て
よ
く
耕
さ
れ
て
い
た
。

註
　
あ
ら
く 

─ 

山
林
や
荒
地
を
開
墾
し
て
作
り
上

げ
た
畑

五
、 

　
源
蔵
の
家
族

　
元
名
主
小
谷
田
家
の
古
文
書
の
多
く
は
、
明
治
以
後
散

逸
し
て
、
分
家
源
蔵
家
の
く
ら
し
を
知
る
資
料
は
何
も
な

い
が
、
源
蔵
夫
婦
が
江
戸
か
ら
戻
っ
た
、
文
化
六
年
（
一

八
〇
九
）
ご
ろ
か
ら
、
末
娘
の 

つ
ね 

出
生
の
文
政
二

年
（
一
八
一
九
）
ご
ろ
ま
で
十
年
ほ
ど
の
間
が
、
く
ら
し

の
比
較
的
苦
し
い
時
代
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
、

こ
れ
は
家
内
の
労
働
力
の
多
寡
や
、
病
人
の
有
無
に
よ
っ

て
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
が
上
の
子
供
二
人
が

十
四
、
五
才
に
成
長
し
た
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
頃
に

は
、
く
ら
し
向
き
も
よ
う
や
く
楽
に
な
っ
た
ら
し
く
思
わ

れ
る
節
も
あ
る
。
珍
し
く
こ
の
家
の
大
人
達
は
、
そ
ろ
っ

て
若
い
頃
、
江
戸
で
暮
ら
し
た
経
験
の
持
ち
主
だ
っ
た
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
折
り
節
、
内う

ち

々う
ち

の
話
題
に
な
る
位
の
も

の
に
な
り
、
歳
月
と
谷
津
入
の
自
然
と
は
、
こ
の
人
達
を

も
完
全
に
谷
津
入
の
百
姓
源
さ
ん
一
家
に
変
え
て
い
た
。

　
老
母
の
津
や
は
、
性
格
が
明
る
く
、
思
い
遣
り
の
深
い
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人
だ
っ
た
よ
う
で
、
娘
時
代
松
平
様
（
隠
岐
守
）
の
お
屋

敷
へ
奉
公
に
上
っ
た
こ
と
が
、
時
折
り
自
慢
話
に
出
た
。

　
嫁
の
せ
い
は
、
よ
く
よ
く
苦
労
の
多
い
星
の
下も

と

に
生
れ

た
人
と
で
も
云
う
の
か
、
貧
し
い
下
級
侍
の
家
庭
に
、
一

人
娘
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
。
幼
時
母
を
亡
い
父
親
の
手

一
つ
で
育
て
ら
れ
た
。
十
二
才
に
な
る
や
、
旗
本
本
多
某

の
屋
敷
え
奉
公
に
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
父
親
の
無
慈
悲

と
い
う
よ
り
、
母
親
に
代
る
躾
だ
け
は
と
い
う
、
思
い
遣

り
か
ら
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
父
親
も
翌
年
に
は
扶
持

を
離
れ
て
浪
人
し
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
七
二
才
で

こ
の
世
を
去
っ
て
い
た
。
天
涯
孤
独
と
な
っ
た
せ
い
は
、

以
来
十
四
年
間
、
青
春
を
楽
し
む
余
裕
も
な
く
、
主
家
で

働
ら
き
暮
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
性
格
は
控
へ
目
で
お
と
な

し
い
反
面
、
心し

ん

の
確
り
し
た
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
勝
五

郎
は
多
分
に
、
こ
の
母
親
の
気
質
を
享
け
継
い
で
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。

　
源
蔵
は
百
姓
家
の
あ
と
と
り
と
し
て
、
子
供
の
頃
か
ら

父
勘
蔵
に
仕
込
ま
れ
た
が
、
ど
ん
な
訳
が
あ
っ
て
か
、
中

途
か
ら
江
戸
に
出
て
、
他
家
へ
奉
公
す
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
文
化
の
初
頃
で
あ
ろ
う
、
せ
い
と
識
り
合
っ

た
の
は
そ
の
頃
で
、
彼
が
文
政
六
年
四
月
篤
胤
に
語
っ
た

と
こ
ろ
（
再
生
記
聞
追
記
）
に
よ
れ
ば
、
長
女
ふ
さ
の
生

ま
れ
た
と
き
は
、
小
石
川
の
氷
川
明
神
近
く
に
世
帯
を
持

っ
て
い
た
と
云
う
、
そ
れ
は
文
化
六
年
源
蔵
三
十
五
才
、

せ
い
二
十
五
才
の
と
き
で
あ
る
。
結
婚
は
そ
の
前
年
あ
た

り
で
あ
っ
た
ろ
う
、
源
蔵
は
朴
訥
な
働
き
者
で
未
だ
独
身

で
あ
り
、
せ
い
も
当
時
と
し
て
は
と
う
に
婚
期
を
過
ぎ
る

年
に
な
っ
て
い
た
、
奉
公
中
識
り
合
っ
た
二
人
を
と
り

も
つ
人
達
に
よ
っ
て
、
結
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二

人
に
と
っ
て
は
、
最
も
希
望
に
満
ち
た
一
と
と
き
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
源
蔵
ら
は
こ
の
新
居
で
の
生
活
を
長
く
続

け
て
い
る
訳
に
は
ゆ
か
ず
、
生
後
間
も
な
い
ふ
さ
を
連
れ

て
、
中
野
村
へ
帰
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
両

親
も
既
に
田
畑
仕
事
に
は
無
理
が
き
か
ぬ
齢
に
な
っ
て
い

た
し
、
源
蔵
の
他
に
あ
と
を
継
ぐ
も
の
が
い
な
か
っ
た
か

ら
で
、
そ
の
こ
と
で
は
名
主
重
蔵
も
、
地
頭
屋
敷
へ
顔
を

出
し
た
序
で
に
で
も
、
口
添
え
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
村

え
帰
っ
た
源
蔵
は
、
そ
の
ま
め
な
体
に
一
層
精
出
し
て
働

ら
い
た
。
今
も
彼
の
屋
敷
跡
の
近
く
の
台
地
に
、
源
蔵
あ・

ら・
く・
の
名
で
呼
ば
れ
る
六
段
歩
ほ
ど
の
畑
が
あ
る
。
全
部

で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
時
分
源
蔵
が
と
り
組
ん
で
開
墾

し
た
広
い
丘
畑
で
あ
る
。
源
蔵
の
稼
ぎ
ぶ
り
を
伝
へ
る
記

念
碑
で
も
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
せ
い
は
源
蔵
と
共
に
こ
こ
に
戻
る
に
つ
い
て
は
、
あ
れ

こ
れ
案
じ
て
、
ふ・
ん・
ぎ・
り・
が
つ
き
兼
ね
た
で
あ
ろ
う
。
鎌

一
つ
持
っ
た
こ
と
も
な
い
町・
ば・
育
ち
で
、
農
婦
の
つ
と
め

に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
老
母
と
う
ま
く
折
り
合
っ
て

ゆ
け
る
か
な
ど
、
不
安
は
拭
い
き
れ
な
か
っ
た
ろ
う
が
、

津
や
の
気
さ
く
で
も
の
に
拘
わ
ら
な
い
お
お
ら
か
さ
が
、

そ
れ
ら
の
懸
念
を
き
憂
に
終
ら
せ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
せ
い
の
素
直
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
に
違

い
な
い
し
お
互
い
の
屋
敷
奉
公
の
経
験
が
、
初
め
か
ら
親

近
感
を
抱
か
せ
た
こ
と
に
も
あ
ろ
う
。

　
せ
い
に
と
っ
て
何
よ
り
も
有
難
か
っ
た
の
は
、
そ
こ
に

は
格
式
ば
り
の
な
い
自
由
さ
と
、
飾
り
気
の
な
い
、
温
か

な
人
の
心
の
触
れ
合
い
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ

の
う
ち
に
長
男
乙
次
郎
が
生
ま
れ
、
五
年
後
に
は
勝
五
郎

の
出
生
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
困
っ
た
こ
と
に
そ
の

一
年
ほ
ど
前
に
な
っ
て
、
源
蔵
夫
婦
の
間
に
い
さ
か
い

（
争
い
）
が
起
き
た
。
そ
れ
は
せ
い
が
江
戸
へ
出
て
再
び

奉
公
に
上
り
た
い
と
云
い
だ
し
た
こ
と
か
ら
の
よ
う
だ
が
、

子
供
を
お
い
て
家
を
出
る
な
ど
、
よ
く
せ
き
の
こ
と
で
な

け
れ
ば
出
来
な
い
し
、
そ
れ
が
老
母
の
大
き
な
負
担
に
な

る
位
の
こ
と
は
、
せ
い
だ
っ
て
解
ら
ぬ
筈
は
な
い
、
そ
れ

を
も
敢
え
て
辞
さ
な
か
っ
た
の
は
暮
し
の
苦
し
さ
か
ら
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
（
再
生
記
聞
、
再
生
前
生
話
）
源
蔵
に

は
せ
い
の
気
持
ち
が
解
ら
ぬ
で
は
な
か
っ
た
が
、
お・
い・
そ・

れ・
と
許
す
訳
に
も
ゆ
か
ず
、
と・
ど・
の・
つ・
ま・
り・
い
さ
か
い
と

な
っ
た
訳
だ
が
、
せ
い
の
決
意
は
固
く
遂
に
源
蔵
も
折
れ

て
、
せ
い
の
江
戸
行
き
が
実
現
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
や
が

て
せ
い
の
妊
娠
の
こ
と
が
知
れ
、
家
に
戻
さ
れ
た
、
こ
の

年
生
れ
た
の
が
勝
五
郎
で
あ
っ
た
。
若
し
せ
い
が
身
ご
も

る
こ
と
な
く
、
奉
公
を
続
け
て
い
た
ら
源
蔵
の
家
は
ど
う

な
っ
た
か
、
幸
い
に
こ
の
一
家
を
お
そ
っ
た
危
機
も
、
せ

い
の
帰
宅
に
よ
っ
て
避
け
ら
れ
、
そ
の
後
は
せ
い
も
、
子

供
達
の
成
長
に
励
ま
さ
れ
、
再
び
立
直
る
勇
気
を
与
え
ら

れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

六
、 

　
源
蔵
家
の
副
業
　

　
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
中
野
村
地
方
に
は
、
い

つ
の
頃
か
ら
か
、
農
閑
期
を
利
用
し
た
目め

笊ざ
る

造
り
の
副
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
使
わ
れ
る
材
料
は
野
生
の

篠
竹
で
、
多
く
山
峡
の
荒
蕪
地
や
川
岸
の
藪や

ぶ

か
ら
得
ら
れ
、

主
に
男
手
に
よ
っ
て
截
り
集
め
ら
れ
た
、
持
ち
帰
っ
た
篠

竹
は
。
所
要
の
長
さ
に
截
り
揃
え
、
小
刀
で
そ
の
皮
質
部

の
薄う

す

皮か
わ

を
剥
ぎ
、
日
乾
し
た
後
編
み
に
か
か
る
、
口
で
云

え
ば
簡
単
だ
が
、
根
も
要
り
熟
練
を
要
す
る
仕
事
で
あ
っ
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た
。
毎
年
田
畑
の
収
獲
〈
穫
〉
か
ら
調
製
が
終
る
晩
秋
の

頃
始
め
ら
れ
、
春
耕
の
季
節
ま
で
続
く
こ
の
仕
事
も
、
暮

か
ら
早
春
に
か
け
て
の
最
盛
期
に
は
、
殆
ん
ど
一
家
総
が

か
り
の
忙
し
さ
で
、
そ
れ
だ
け
に
日ひ

銭ぜ
に

に
も
な
っ
た
。

　
源
蔵
の
家
で
も
、
源
蔵
が
截
り
出
し
の
役
、
老
母
津
や

か
ら
孫
達
ま
で
、
こ
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
風
で
あ
っ
た
。

勝
五
郎
な
ど
も
五
六
才
の
頃
か
ら
、
見
よ
う
見
真
似
で
習

い
覚
え
、
八
九
才
の
頃
に
は
、
そ
の
手
器
用
さ
も
手
伝
っ

て
、
余
ほ
ど
上
達
し
て
い
た
ら
し
く
、
文
政
六
年
四
月
地

頭
屋
敷
で
の
、
源
蔵
の
口
述
も
こ
れ
に
触
れ
て
、

〝
一
体
籠
細
工
を
親
共
細
工
に
致
し
候
処
勝
五
郎
籠

細
工
上
手
に
て
至
っ
て
手て

奇ぎ

麗れ
い

に
出
来
候
て
昼
夜
精

を
出
し
拵

こ
し
ら

へ
夫そ

れ

の

み

而
己
〈
已
〉
か
か
り
居
候
〟
（
多
門

文
書
、
原
文
の
ま
ま
）

　
こ
の
目
笊
は
、
甚
だ
素
朴
で
丈
夫
な
上
使
い
良
か
っ
た

の
で
、
見・
て・
く・
れ・
よ
り
は
丈・
夫・
一・
式・
を
喜
ぶ
農
家
に
迎
え

ら
れ
、
台
所
用
か
ら
繭
容
れ
な
ど
に
ま
で
愛
用
さ
れ
た
。

春
先
婦
女
子
が
田
畑
の
畔
で
摘
む
、
芹
や
餅
草
（
よ
も

ぎ
）
容
れ
に
も
な
り
、
節
分
の
日
、
と・
ん・
ぼ・
口・
に
懸
け
る

四・
つ・
め・
ど・
（
四
つ
目
籠
）
の
代
り
も
つ
と
め
る
と
い
う
風

で
あ
っ
た
。
江
戸
の
町
々
で
も
、
炊
具
の
足
し
や
八
百
屋

の
店
頭さ

き

に
も
並
べ
使
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
そ
の
需
要
は
ば

か
に
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

　
源
蔵
は
、
家
で
慥
ら
え
た
も
の
は
仲
買
人
に
渡
さ
ず
、

自
ら
江
戸
に
運
ん
で
市
中
に
売
り
捌
く
方
法
を
選
ん
だ
、

前
に
江
戸
で
奉
公
す
る
う
ち
、
眼
を
着
け
て
い
た
こ
と
か

も
知
れ
な
い
。
こ
れ
が
案
外
う
ま
み
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

次
第
に
近
隣
の
も
の
ま
で
買
い
集
め
、
出
荷
す
る
仲
買
人

と
な
っ
て
、
江
戸
と
の
往
復
も
度
重
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

無
論
こ
れ
も
季
節
の
商
売
で
、
生
産
の
端
境
期
は
農
繁
期

で
も
あ
っ
た
の
で
、
勢
い
兼
業
の
方
が
割
に
合
い
、
都
合

も
よ
か
っ
た
。

　
後
年
勝
五
郎
も
、
父
の
そ
の
や
り
方
を
学
び
、
殆
ん
ど

終
生
、
兼
業
農
家
の
道
を
歩
ん
だ
よ
う
に
伝
へ
ら
れ
て
い

る
。

七
、
　
源
蔵
と
そ
の
家
族
の
信
仰

　
中
野
村
の
街
道
か
ら
千
谷
戸
に
向
う
途
中
、
路
の
左
側

丘
上
に
駒
形
社
が
あ
る
、
風
土
記
稿
に
も

駒
形
社
　
無
年
貢
地
凡
九
坪
字
谷
戸
入
ニ
ア
リ
小
社

ニ
テ
覆
屋
ア
リ
古
碑
ア
リ
上
ニ
悉
曇
ヲ
彫

テ
其
下
ニ
応
仁
元
八
月
十
五
日
ト
ア
リ
コ

レ
モ
神
体
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
村
民

ノ
モ
チ
ナ
リ
。

と
あ
り
、
石
段
下
の
路
傍
に
二
基
の
石
仏
が
あ
る
。
一
は

観
音
像
と
見
ら
れ
宝
暦
九
戌
〈
戊
〉
午
年
の
建
立
、
一
は

文
化
二
年
丑
年
十
月
谷
入
念
仏
講
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

地
蔵
尊
、
源
蔵
の
家
か
ら
は
三
百
米
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い

な
い
。
こ
の
路
と
い
い
、
こ
の
地
蔵
尊
と
い
い
、
源
蔵
の

家
族
に
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
身
近
か
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
ま
だ
小
さ
か
っ
た
勝
五
郎
を
連
れ
て
、
祖
母
の
津

や
が
、
こ
の
石
仏
の
前
で
手
を
合
せ
る
姿
が
眼
に
浮
ん
で

来
る
。
谷
津
入
の
念
仏
は
百
万
遍
で
、
こ
れ
に
用
い
る
大

き
な
珠
づ
は
、
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。
又
源
蔵
の
家
族
が
、

産
土
神
に
お
百
度
詣
り
し
た
こ
と
が
「
再
生
記
聞
追
記
」

に
見
え
る
が
、
こ
の
こ
と
も
、
こ
の
地
方
一
般
の
信
仰
の

一
端
を
語
る
も
の
で
、
こ
の
風
習
は
昭
和
の
初
め
頃
迄
伝

承
さ
れ
て
い
た
。

　
勝
五
郎
の
再
生
の
真
相
を
つ
き
と
め
よ
う
と
し
た
篤
胤

は
、
源
蔵
と
そ
の
家
族
達
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
特
に
入

念
に
調
べ
た
形
跡
が
あ
る
。
「
再
生
記
聞
追
記
」
に
、
彼

ら
の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

信
仰
を
中
心
に
し
た
記
事
が
多
い
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
お
お
よ
そ
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ

の
こ
と
は
同
時
に
篤
胤
が
こ
の
謎
の
解
明
の
よ
り
ど
こ
ろ

を
、
宗
教
、
就
中
産
土
神
信
仰
の
う
ち
に
求
め
た
こ
と
を
、

物
語
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
づ
れ
に
せ
よ
次
の
一

節
は
、
源
蔵
と
そ
の
家
族
の
信
仰
を
知
る
上
に
、
大
事
な

資
料
で
あ
り
、
こ
の
地
方
農
家
の
人
達
の
信
仰
生
活
を
知

る
、
手
が
か
り
に
な
る
も
の
と
考
え
て
以
下
原
文
の
ま
ま

引
用
し
た
。

　
─
前
略
─
（
註
１
）

或
人
の
記
に
勝
五
郎
お
り
お
り
我

ハ
の
の
様
な
れ
バ
大
事
に
し
給
ハ
れ
と
い
ひ
、
ま
た
早

く
死
ぬ
こ
と
も
有
む
と
云
ひ
、
ま
た
僧
に
布
施
す
る
こ

と
ハ
、
い
と
よ
き
事
だ
と
云
へ
る
由
見
え
た
り
、
ま
た

汝
ハ
仏
道
を
信
仰
せ
る
に
や
と
問
う
に
、
源
蔵
答
へ
て

云
く
、
勝
五
郎
が
伝
へ
る
こ
と
ハ
、
人
に
物
を
施
す
こ

と
ハ
よ
き
事
な
り
と
申
し
た
る
ハ
聞
て
侍
れ
ど
、
其
ノ

段
の
こ
と
ハ
、
祖
母
に
申
し
た
る
か
、
我
レ
等
ハ
聞
た

る
こ
と
侍
ら
ず
、
さ
て
己
は
仏
道
を
深
く
信
仰
と
申
す

に
て
ハ
無
れ
ど
も
、
父
の
時
よ
り
乞
食
道
心
者
な
ど
の

門
口
に
立
が
あ
れ
バ
、
少
ず
ゝ
の
施
物
を
遣
し
ぬ
、
是

ハ
後
世
を
願
ふ
な
ど
の
意
に
は
あ
ら
ず
、
只
彼
レ
等

が
物
を
乞
ふ
を
憐
れ
む
の
ミ
な
り
、
家
内
の
者
ど
も
、

　

（
註
２
）

朔
望
式
日
な
ど
に
、
（
註
３
）

鎮
守
ノ
神
に
参
詣
し
侍

る
を
己
は
日
々
に
詣ま

う

で
神
々
を
た
ふ
と
み
、
仏
閣
と
い

へ
ど
も
縁よ

し

あ
れ
ば
詣
で
て
、
捨
る
こ
と
な
し
、
然
れ
ど

も
、
只
今
日
の
無
事
を
祈
る
こ
と
を
の
み
心
と
せ
り
、
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己
が
村
の
辺

あ
た
り

は
謂い

は

ゆ
る
徳
本
が
流
の
念
仏
講
流は

行や

り
侍

れ
ど
、
其
講
に
も
入
ら
ず
。
─
下
略
─

註
１
　
池
田
冠
山
著
「
多
摩
郡
中
野
村
勝
五
郎
前
生

話
」
を
指
す

註
２
　
朔
、
望 
─ 

一
日
、
十
五
日
こ
れ
に
廿
八
日

を
加
え
三さ

ん

日じ
つ

と
す
る
村
も
あ
る
。
高
幡
村
が

そ
の
例

註
３
　
中
野
村
の
産
土
神
熊
野
社
を
指
す

八
、
　
祖
母
津
や
と
勝
五
郎

　
家
庭
で
の
勝
五
郎
に
と
っ
て
、
一
番
の
よ
き
話
相
手
は

祖
母
津
や
で
あ
っ
た
。
妹
つ
ね
が
産
ま
れ
て
、
母
親
の
手

を
離
れ
た
こ
の
孫
を
、
津
や
は
吾
が
子
以
上
に
慈
し
み
育

て
た
。
勝
五
郎
も
自
分
を
手
塩
に
か
け
て
呉
れ
た
こ
の
祖

母
に
深
く
な
つ
き
、
自
然
お
ば
あ
さ
ん
子
に
な
っ
て
い

た
。
彼
は
両
親
に
は
話
せ
な
い
こ
と
で
も
、
祖
母
に
だ
け

は
何
で
も
打
ち
あ
け
た
。
八
才
に
な
る
ま
で
誰
に
も
話
そ

う
と
し
な
か
っ
た
再
生
の
こ
と
も
、
は
じ
め
に
こ
れ
を
打

ち
明
け
ら
れ
た
の
は
祖
母
一
人
で
あ
っ
た
。
〝
お
ら
あ
十

六
に
な
っ
た
ら
死
ぬ
ん
だ
〟

そ
ん
な
予
言
め
い
た
こ
と
ま

で
祖
母
に
話
し
て
、
津
や
の
心
を
暗
く
し
た
。
津
や
は
こ

の
孫
の
背
負
わ
さ
れ
た
宿
命
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
と
っ

て
、
な
ぜ
か
こ
の

〝
勝
〟
　
が
哀
れ
に
思
え
て
な
ら
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
勝
五
郎
の
話
は
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
に
も

耳
を
傾
け
て
や
り
、
聞
き
流
し
に
し
な
か
っ
た
。
彼
か
ら

聞
い
た
一
ぶ
始
終
を
、
驚
く
ほ
ど
よ
く
覚
え
て
い
た
の
も
、

そ
の
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
　
　
第
四
章

　
そ
の
後

一
、 

　
源
蔵
家
の
そ
の
後
に
つ
い
て

　
源
蔵
の
妻
せ
い
は
、
三
十
四
年
の
間
連
れ
添
い
、
苦
楽

を
共
に
し
た
源
蔵
に
先
立
っ
て
、
天
保
十
四
卯
年
（
一
八

四
三
）
五
十
九
才
で
こ
の
世
を
去
り
、
源
蔵
も
安
政
二
乙

卯
年
（
一
八
五
五
）
八
十
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
せ

い
の
墓
石
は
源
蔵
が
、
源
蔵
の
墓
石
は
勝
五
郎
が
施
主
と

な
っ
て
建
て
て
い
る
。
津
や
は
、
生
前
に
夫
勘
蔵 

─
文

政
四
辛
己
〈
巳
〉
年
四
月
廿
七
日
歿
─ 

の
石
碑
を
建
て
、

こ
れ
に
自
分
の
戒
名
も
刻
み
逆
修
し
て
い
る
、
津
や
の
亡

く
な
っ
た
の
は
、
天
保
五
年
九
月
廿
一
日
で
あ
る
。
次
男

の
勝
五
郎
は
分
家
し
た
の
で
墓
は
別
で
あ
る
が
、
父
源
蔵

供
養
の
施
主
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
長
男
乙

次
郎
は
安
政
以
前
に
早
世
し
た
様
子
で
あ
る
が
、
彼
の
墓

石
は
な
い
。
ふ
さ
、
つ
ね
に
つ
い
て
の
消
息
も
不
明
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
源
蔵
家
は
、
安
政
二
年
源
藏
の
死
を
最

後
に
、
分
家
し
た
勝
五
郎
を
残
し
て
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

二
、
　
源
蔵
家
の
再
興

　
　
　
　
　
東
中
野
千
百
九
拾
九
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
戸
主
　
　
小
谷
田
　
源
蔵

　
　
　
　
明
治
参
年
四
月
拾
五
日

　
　
　
　
小
谷
田
重
助
父
他
家
再
興
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亡
父

　
　
　
儀
兵
衛

　
四
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
田

　
重
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
保
元
年
拾
月
拾
日
生

　　
右
の
抄
本
写
は
、
小
谷
田
重
男
氏
方
に
保
存
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
名
主
重
蔵
の
養
子
は
、
世
田
谷
代
官
の
分
家

よ
り
養
子
入
り
し
て
、
重
蔵
を
襲
名
し
た
も
の
、
儀
兵
衛

は
そ
の
実
父
で
あ
ろ
う
。
こ
の
重
蔵
は
明
治
三
年
、
家
督

を
嗣
子
重
助
に
譲
り
、
自
ら
は
安
政
年
間
に
絶
え
た
源
蔵

家
を
再
興
し
た
、
と
い
う
重
男
氏
の
老
母
の
言
に
一
致
す

る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
も
重
蔵
一
代
で
終
り
、
重
蔵
歿
後
は

源
蔵
家
の
菩
提
は
本
家
の
重
男
氏
方
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
る
。

三
、 

　
勝
五
郎
の
晩
年

　
勝
五
郎
は
成
人
後
、
分
家
し
て
、
居
を
谷
津
入
口
─
谷

津
入
道
が
街
道
か
ら
岐
れ
る
と
こ
ろ
、
谷
戸
川
岸
─
に
定

め
た
。
や
が
て
由
井
領
片
倉
村
か
ら
妻
を
め
と
っ
た
が
、

子
供
が
な
く
、
そ
の
妻
と
も
後
に
離
別
し
た
様
子
で
あ
る
。

　
彼
が
独
立
の
折
、
ど
れ
程
の
田
畑
を
分
地
さ
れ
た
か
資

料
は
な
い
。
そ
の
屋
敷
地
と
田
畑
若
干
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
が
、
後
年
彼
は
家
敷
地
内
に
土
蔵
を
も
建
て
、
農

事
の
手
伝
い
に
行
っ
た
地
元
の
者
に
、
穀
象
虫
の
混
っ
た

米
飯
を
出
し
た
、
と
云
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
逸
話

は
古
米
の
貯
え
す
ら
あ
っ
た
彼
の
裕
福
さ
を
示
す
も
の
だ

が
、
こ
の
富
は
何
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
前

述
の
よ
う
に
、
彼
は
農
業
の
傍
ら
、
父
源
蔵
か
ら
学
ん
だ

目
笊
の
仲
買
い
を
行
い
、
こ
れ
を
江
戸
に
運
ん
で
は
売
り

捌
い
た
。
脚・
を
棒・
に
し
な
け
れ
ば
出
来
な
い
仕
事
だ
が
、

こ
れ
が
思
い
が
け
な
い
利
潤
を
生
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う

か
、
江
戸
の
町
の
地
理
に
つ
い
て
は
、
文
政
六
年
四
月
以

来
、
た
び
た
び
気
吹
舎
に
通
っ
て
い
る
う
ち
に
、
明
る
く

な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
兼
業
は
か
な
り
晩
年
ま
で

続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

−80−



　
養
子
与
右
ヱ
門
夫
婦
は
、
こ
の
江
戸
と
の
往
来
の
う
ち
、

世
話
す
る
者
が
あ
っ
て
、
彼
地
か
ら
入
れ
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
養
子
夫
婦
の
選
択
は
勝
五
郎
一

代
の
失
策
だ
っ
た
よ
う
で
、
与
右
ヱ
門
ら
に
は
初
め
か
ら
、

一
生
こ
の
中
野
村
に
落
ち
着
く
気
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、

ま
し
て
百
姓
仕
事
を
習
い
覚
え
よ
う
と
す
る
殊
勝
な
心
懸

け
す
ら
見
ら
れ
な
い
、
多
年
勝
五
郎
が
貯
え
た
折
角
の
財

を
売
り
食
い
す
る
と
云
う
不
甲
斐
い

〈
マ
マ
〉な

い
者
達
で
あ
っ
た
。

晩
年
勝
五
郎
は
耳
が
遠
く
な
り
、
殆
ん
ど
か・
な・
つ・
ん・
ぼ・
に

近
か
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
時
折
り
幻
覚
に
で

も
お
そ
わ
れ
る
の
か
、
甚
だ
し
く
盗ぬ

す
っ
と人

を
恐
れ
、
座
敷
の

天
井
に
抜
け
穴
を
設
け
て
い
た
と
云
う
。
少
年
の
頃
、
世

間
か
ら
は

〝
再
生
児
〟

と
云
わ
れ
、
気
吹
舎
で
は
天
狗
小

僧
と
並
ん
で
異
童
の
扱
い
を
受
け
た
勝
五
郎
だ
が
、
成
人

後
は
、
と
り
わ
け
て
変
っ
た
と
こ
ろ
も
見
え
ず
、
再
び
そ

の
話
に
触
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ご
く
お
だ
や
か
な
目

立
つ
こ
と
も
な
い
一
人
の
農
民
と
し
て
そ
の
生
涯
を
と
ぢ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
墓
は
、
彼
の
生
家
の
裏
山
、
雑
木

林
の
畔
り
に
あ
る
、
墓
石
の
表
面
に
は

　
　
帰
元
潭
底
潜
龍
居
士
位
　

田谷小

向
っ
て
右
横
面
に
明
治
二
己
巳
年
十
二
月
四
日
、

台
石
向
っ
て
左
側
に
、
施
主
与
右
ヱ
門
と
あ
る
。

　
斯
う
し
て
、
彼
は
再
び
多
摩
丘
陵
の
赤
土
に
還
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
与
右
ヱ
門
夫
婦
は
こ
の
地
を
立
退
き
、

横
浜
へ
移
住
し
て
畢
っ
た
。
子
女
は
三
人
あ
っ
た
が
そ
の

消
息
も
定
か
で
は
な
い
。

　
勝
五
郎
の
晩
年
の
話
は
、
主
に
小
谷
〈
田
〉
良
作
翁
か

ら
聴
い
た
と
こ
ろ
で
、
良
作
翁
の
父
権
六
氏
は
、
中
野
村

井
戸
之
上
金
子
家
の
出
、
勝
五
郎
の
家
が
そ
の
歿
後
与
右

ヱ
門
の
代
に
没
落
、
横
浜
に
移
る
際
に
、
買
養
子
と
な
っ

て
家
屋
敷
を
譲
り
受
け
た
（
買
養
子
の
道
を
選
ん
だ
の
は

当
時
の
徴
兵
の
が
れ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
、
当
時
の

金
で
百
円
）
、
以
来
小
谷
田
姓
を
名
乗
り
、
塔
〈
菩
〉
提

を
守
っ
て
い
る
。

　
権
六
氏
は
暫
ら
く
谷
津
入
口
の
屋
敷
に
住
ま
っ
て
い
た

が
、
こ
こ
が
地
相
に
合
わ
な
い
と
云
う
理
由
か
ら
、
そ
の

巽
に
あ
た
る
、
大
栗
川
に
近
い
路
沿
い
に
土
地
を
求
め
、

移
り
住
ん
だ
、
筆
者
が
良
作
翁
（
三
十
一
年
算
へ
七
二
才

酉
）
を
訪
ね
た
の
は
、
こ
の
方
の
う
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の

母
家
は
元
屋
敷
か
ら
移
し
た
も
の
で
、
勝
五
郎
が
生
涯
を

終
っ
た
家
だ
が
、
権
六
氏
は
買
い
と
っ
た
後
、
多
少
改
造

し
て
（
裏
手
の
八
帖
二
間
を
各
々
四
帖
宛
に
し
、
土
間
の

部
分
は
全
部
新
ら
し
く
し
た
と
云
う
）
い
る
の
で
、
昔
の

規
模
と
は
違
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
訳
だ
が
、
そ
の
黒
光
り

す
る
柱
や
梁
、
鴨
居
、
建
具
造
作
な
ど
は
一
切
、
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
た
。

　
尚
良
作
翁
の
話
に
よ
れ
ば
、
表
座
敷
の
縁
側
の
外
に
は
、

雨
戸
の
他
に
、
頑
丈
な
格
子
戸
ま
で
あ
っ
た
そ
う
で
、
こ

れ
は
不
便
な
の
で
と
り
外
し
た
と
の
こ
と
。
戸
棚
の
上
の

天
井
に
は
天
井
裏
に
出
る
抜
け
穴
の
あ
っ
た
こ
と
は
前
述

の
通
り
で
、
こ
れ
ら
は
例
の
盗ぬ

す
っ
と人

対
策
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
家
も
そ
の
後
建
て
替
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
話
を
し
て

下
さ
っ
た
良
作
翁
も
今
は
亡
い
、
中
野
村
も
急
ぎ
足
で
変

り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
　
む

　
す

　
び

　
多
摩
の
近
郷
近
在
か
ら
、
遠
く
江
戸
表
に
ま
で
反
響
を

呼
ん
だ
こ
の
出
来
ご
と
も
当
の
両
家
の
肉
親
達
に
と
っ
て

は
、
宿
命
の
哀
れ
さ
と
、
戸
惑
い
の
念

お
も
い

の
方
が
深
か
っ
た

に
違
い
な
い
。
そ
こ
に
は
松
の
巨
木
が
至
る
と
こ
ろ
に
茂

る
多
摩
丘
陵
の
懐

ふ
と
こ
ろ

、
そ
こ
で
暮
し
た
者
で
な
け
れ
ば
想
像

し
よ
う
も
し
な
い
、
─
鼻
を
つ
ま
ま
れ
る
ま
で
は
解
ら
な

い
ほ
ど
の
─ 

夜
の
闇や

み

に
包
ま
れ
る
、
谷
戸
村
と
い
う
背

景
の
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　
何
か
知
れ
な
い
が
、
眼
に
見
え
な
い
大
き
な
力
に
向
っ

て
、
人
々
が
抱
く
お
そ
れ
や
う
や
ま
い
、
こ
の
よ
う
な
日

常
の
信
仰
生
活
の
う
ち
に
、
遇
々
こ
の
よ
う
な
出
来
ご
と

が
あ
っ
て
、
そ
の
肉
親
達
を
、
狽

ろ
う
ば
い

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
関か

か

わ
り
の
あ
っ
た
名
主
小
谷
田
重
蔵
は
、

役
目
柄
何
ほ
ど
か
の
記
録
は
残
し
た
に
違
い
な
い
、
そ
の

な
か
に
は
、
源
蔵
家
の
暮
し
向
き
を
知
る
資
料
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
は
、
明
治
に
な
っ
て

か
ら
尽
く
逸
散
し
て
残
る
も
の
が
な
い
。
こ
の
家
の
老
媼

に
、
源
蔵
家
の
暮
し
向
き
に
つ
い
て
、
或
は
云
い
伝
へ
の

よ
う
な
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
と
質
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

〝
中
野
村
で
も
中
よ
り
少
し
ば
か
り
上
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ネ
〟

と
云
う
返
事
だ
っ
た
。

こ
れ
は
も
の
（
田
畑
）
も
ち
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
と

い
う
ふ
う
に
と
れ
た
。
無
論
老
媼
の
推
測
は
正
鴻
と
は
云

へ
な
い
か
も
知
れ
な
い
、
が
真
相
に
近
い
も
の
の
よ
う
に

も
思
え
た
。
も
の
は
あ
っ
て
も
、
暮
し
向
き
は
楽
で
は
な

い
、
と
云
う
例
は
農
村
で
は
決
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。

台
石
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×

　
　
　
×

　
　
　
×

　
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
古
記
録
は
ど
れ
も
百
姓
の
生

活
に
は
疎う

と

い
筈
の
人
達
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
よ
く
当
時
の
多
摩
農
民
の
姿
を
捉
え
て
物
語
り
の
全

貌
を
伝
へ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
し
、
地
元
で
は
古
く
か
ら

の
語
り
伝
へ
を
よ
く
覚
へ
て
い
て
、
語
っ
て
呉
れ
る
年
寄

り
に
も
巡
り
あ
え
た
、
こ
の
二
つ
の
支
へ
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
、
こ
の
稿
も
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。

　
と
も
あ
れ
こ
の
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
古
記
録
や
、

地
元
の
伝
承
口
碑
を
た
よ
り
に
、
郷
土
の
古
い
民
俗
の
一

端
を
探
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
結
果
は
、
物
語
り

か
ら
派
生
し
た
裏
話
し
や
、
寄
り
道
に
暇
ど
っ
て
、
肝

腎
な
目
的
に
は
ほ
ど
遠
い
、
謂
わ
ば
資
料
と
い
う
窓
か
ら
、

わ
ず
か
に
そ
の
内
側
を
窺の

ぞ

き
見
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
歳
月
の
厚
い
扉
を
開
い
て
、
そ
の
時

代
の
民
俗
と
い
う
ほ
ど
の
実
態
を
見
究き

わ

め
る
に
は
、
も
っ

と
周
到
な
用
意
と
学
習
と
が
要
請
さ
れ
る
。
筆
者
に
は
そ

れ
ら
が
甚
だ
不
足
し
て
い
た
よ
う
で
、
資
料
を
十
分
生
か

せ
な
か
っ
た
原
因
も
、
こ
の
へ
ん
に
あ
っ
た
と
思
う
、
中

途
半
端
な
稿
に
終
っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
致
し
た
い
。

（
再
録
②
）

　
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査
（
一
）
〜
（
五
）

勝
五
郎
研
究
グ
ル
ー
プ

　

（
㈶ 

日
本
心
霊
科
学
協
会
発
行
『
心
霊
研
究
』
二
十
三
巻
一
〜
三
、

二
十
四
巻
二
・
五

　
昭
和
四
十
四
年
一
月
〜
四
十
五
年
五
月
）

 

　
　
勝
五
郎
の
実
地
調
査 

㈠

　
心
霊
研
究
二
〇
八
号
「
一
九
六
四
年
六
月
号
」
に
宮
沢

先
生
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
「
心
霊
の
常
識
」
の
中
の
「
再

生
に
就
い
て
」
に
勝
五
郎
の
再
生
の
話
が
で
て
い
る
。
こ

れ
は
今
か
ら
約
百
五
十
年
前
武
州
多
摩
郡
柚
木
領
中
野
村

八
津
入
に
起
き
た
誠
に
不
思
議
な
る
生
れ
替
り
の
話
で
あ

る
。

　
当
時
の
国
学
者
、
平
田
篤
胤
が
、
勝
五
郎
の
噂
を
聞
き

調
査
し
記
録
し
た
も
の
が
現
在
平
田
篤
胤
全
集
第
三
巻
に

「
勝
五
郎
再
生
記
聞
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ま
た
小
泉

八
雲
の
書
い
た
も
の
も
小
泉
八
雲
集
下
巻
に
「
勝
五
郎
の

転
生
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
、
雑
誌
「
世
界
の
秘
境
」
に
板
谷

理
事
は
「
勝
五
郎
の
再
生
」
に
つ
い
て
書
か
れ
、
参
謀
本

部
の
地
図
か
ら
発
見
し
た
現
地
附
近
の
地
図
を
掲
載
さ
れ

て
、
い
つ
か
行
っ
て
調
べ
て
見
た
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
同
年
九
月
、
精
神
統
一
研
修
会
の
若
手
数
名
が
集
ま
り

多
摩
丘
陵
ヘ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く
相
談
を
し
た
と
き
、
ド

ラ
イ
ブ
を
兼
ね
て
勝
五
郎
の
調
査
を
試
み
よ
う
と
い
う
事

に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
話
が
板
谷
理
事
の
耳
に
入
り
、

先
生
も
大
乗
気
で
先
生
を
中
心
に
す
ぐ
さ
ま
実
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
一
年
九
月
十
六
日
（
日
曜
日
）
は
天
候
に
恵

ま
れ
朝
八
時
、
新
宿
駅
南
口
に
全
員
集
合
、
二
台
の
車
に

板
谷
、
斉
藤
、
吉
川
、
千
田
、
田
中
、
松
川
、
夕
張
の
八

〈
七
〉
名
が
分
乗
出
発
し
た
。

　
エ
ン
ジ
ン
の
調
子
は
良
好
、
天
気
快
晴
、
車
中
は
和
気

あ
い
あ
い
で
ド
ラ
イ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
感
じ

が
旺
盛
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
深
大
寺
に
着
い
た
。

　
参
拝
と
昼
食
を
す
ま
せ
、
武
蔵
野
の
面
影
こ
い
境
内
の

森
を
散
策
す
る
。
こ
こ
深
大
寺
裏
の
家
蓄
〈
畜
〉
納
骨
堂

に
は
板
谷
先
生
の
愛
犬
〇
〇
〇
の
遺
骨
が
安
置
さ
れ
て
あ

る
と
の
事
で
あ
る
。
先
生
自
身
は
多
忙
を
極
め
、
未
だ
に

尋
ね
た
事
も
な
い
と
の
事
な
の
で
、
つ
い
で
に
お
参
り
を

し
て
行
く
事
に
な
り
納
骨
堂
へ
向
う
。
平
日
は
勝
手
に
納

骨
堂
内
部
に
は
入
れ
な
い
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
日
は
運

よ
く
供
養
落
成
記
念
日
の
為
、
自
由
に
入
る
事
が
で
き
た
。

　
納
骨
堂
は
、
供
養
塔
を
中
心
に
左
右
に
別
れ
て
お
り
、

入
口
は
左
右
各
一
ケ
所
で
何
処
の
入
口
か
ら
入
っ
て
よ
い

の
か
迷
っ
た
。
ふ
と
先
生
を
見
る
と
普
段
の
先
生
と
少
し

変
っ
て
い
る
…
…
と
思
っ
た
瞬
間
納
骨
堂
の
右
入
口
に
向

っ
て
足
早
に
歩
き
始
め
ら
れ
た
。
我
々
も
つ
ら
れ
て
中
を

の
ぞ
い
て
ビ
ッ
ク
リ
、
壁
に
添
っ
て
本
棚
式
に
組
ま
れ
た

納
骨
棚
に
は
拳
大
の
骨
壺
が
約
五
〇
〇
〇
箇
、
整
然
と
安

置
さ
れ
て
あ
っ
た
。

　
五
〇
〇
〇
箇
余
り
も
あ
る
中
か
ら
先
生
の
愛
犬
の
骨
壺

を
探
し
あ
て
る
の
は
一
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
先
生

は
づ
か
づ
か
と
、
あ
る
方
向
に
一
直
線
に
進
ま
れ
、

　
「
あ
っ
た
！

　
こ
れ
で
す
！
」

　
と
い
っ
て
一
個
の
壺
を
手
に
持
た
れ
た
。

　
位
牌
に
は
墨
痕
鮮
か
に
「
板
谷
松
樹
之
愛
犬
〇
〇
〇
号
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之
霊
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。

　
「
先
生
御
存
知
だ
っ
た
の
で
す
か
」
誰
か
が
聞
い
た
。

　
「
い
や
始
め
て
来
た
ん
で
す
」

　
五
〇
〇
〇
箇
も
あ
る
中
か
ら
ど
の
様
な
方
法
で
探
そ
う

か
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
発
見
だ
け
に
先
生
始
め
全
員
一

瞬
ポ
カ
ー
ン
と
し
て
し
ま
っ
た
。
暫
く
し
て

　
「
今
思
え
ば
供
養
塔
を
前
に
し
た
時
、
何
者
か
に
引
き

寄
せ
ら
れ
る
様
な
感
じ
で
し
た
」

と
、
ポ
ツ
ン
と
い
わ
れ

　
「
良
か
っ
た
。
来
て
良
か
っ
た
」

と
一
人
言
。
我
々
全
員
も
我
に
か
え
り
、
改
め
て
愛
犬
の

冥
福
を
祈
る
。

童心にかえって、綿飴をたべる左から
　　　　　　千田、斉藤、板谷、吉川の各氏

　
再
び
車
中
の
人
と
な
り
高
幡
不
動
に
向
う
。
車
中
は
目

前
に
見
た
、
奇
蹟
に
も
近
い
一
発
で
愛
犬
の
骨
壺
を
探
し

当
て
た
先
生
の
霊
能
の
話
で
持
ち
切
り
、
今
日
の
調
査
は

幸
先
良
い
ぞ
と
一
同
張
り
切
る
う
ち
に
高
幡
不
動
に
着
い

た
の
は
、
午
後
一
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
勝
五
郎
が
再
生
す
る
前
の
藤
蔵
の
菩
提
寺
は
三
沢
村
の

医
王
寺
で
当
時
は
有
名
な
寺
だ
っ
た
が
、
現
在
は
高
幡
不

動
金
剛
寺
に
合
併
さ
れ
廃
寺
に
な
っ
て
お
り
、
医
王
寺
の

過
去
帖
等
は
金
剛
寺
に
移
さ
れ
て
い
る
事
を
前
も
っ
て
調

べ
て
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
金
剛
寺
は
僧
行
基
が
建

て
た
と
い
う
真
言
宗
智
山
派
の
古
寺
で
、
重
要
文
化
財
の

仁
王
門
や
不
動
堂
で
知
ら
れ
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
寺
の
受
付
で
勝
五
郎
調
査
に
つ
い
て
夕
張
が
話
し
た
と

こ
ろ
暫
く
し
て
中
年
の
僧
侶
が
出
て
来
て
、
寺
を
訪
ね
た

理
由
、
勝
五
郎
再
生
調
査
の
目
的
等
を
聞
き
、
興
味
を
覚

え
た
ら
し
く
、
そ
れ
ら
し
き
時
代
の
大
冊
の
過
去
帳
を
何

冊
か
奥
か
ら
事
務
所
に
運
ん
で
き
て
下
れ
た
。

　
過
去
帳
を
調
べ
て
行
く
う
ち
に

　
「
あ
っ
、
こ
れ
だ
！
」

　
と
記
録
を
見
つ
け
ら
れ
た
先
生
の
う
れ
し
そ
う
な
声
が

聞
か
れ
た
。

　
そ
れ
は
藤
蔵
の
両
親
須
崎
藤
五
郎
と
し
ず
の
記
録
で
あ

っ
た
。
勝
五
郎
再
生
前
の
藤
蔵
の
記
録
は
金
剛
寺
の
過
去

帳
か
ら
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
両
親
の
死
亡
年
月
日
や

戒
名
が
判
っ
た
こ
と
は
貴
重
な
手
掛
り
だ
っ
た
。

　
僧
侶
か
ら
須
崎
家
の
子
孫
の
方
が
現
在
は
小
宮
と
姓
を

名
の
り
、
多
摩
動
物
園
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
事
を
教
え

ら
れ
早
速
出
発
、
約
三
十
分
で
探
し
当
て
た
。

　
当
主
ら
し
き
人
か
ら
勝
五
郎
再
生
の
話
は
年
寄
か
ら
聞

い
た
事
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
先
の
杉
本
と
い
う
家
が
、

昔
寺
小
（
子
）
屋
の
先
生
を
し
て
い
た
の
で
色
々
な
記
録

が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
だ
と
い
う
事
を
聞
き
出
し

た
。

　
日
も
西
に
傾
き
少
し
肌
寒
い
中
を
車
は
急
ぎ
杉
本
家
へ

向
う
。
幸
い
す
ぐ
判
り
、
手
拭
を
か
ぶ
っ
た
農
家
の
主
婦

ら
し
い
婦
人
が
出
て
来
て
、
い
ぶ
か
し
そ
う
に
我
々
一
行

を
見
た
。

　
始
め
の
う
ち
は
迷
惑
顔
で

　
「
主
人
が
不
在
だ
か
ら
」
と
か
「
わ
か
ら
な
い
」

と
躊
躇
し
て
い
た
が
、
先
生
を
始
め
一
行
の
熱
意
と
真
剣

さ
に
動
か
さ
れ
、
我
々
一
行
が
何
者
で
あ
る
か
何
の
目
的

で
来
た
か
を
理
解
し
始
め
、
だ
ん
だ
ん
に
打
ち
と
け
て
き

た
。

　
そ
し
て
奥
の
部
室
か
ら
古
び
た
密
〈
蜜
〉
柑
箱
を
出
し

て
来
て
中
か
ら
字
を
書
い
た
和
紙
の
と
じ
た
の
を
二
、
三

冊
出
し
て
く
れ
た
。
そ
の
内
の
一
冊
の
表
紙
に
は
中
興
村

系
図
と
書
い
て
あ
っ
た
が
、
も
し
や
と
、
期
待
を
も
っ
て

先
生
が
頁
を
く
る
の
を
じ
っ
と
見
守
っ
た
。

　
約
百
五
十
年
前
の
代
物
（
し
ろ
も
の
）
だ
け
に
、
シ
ミ
、

虫
喰
い
だ
ら
け
の
行
間
に
全
員
の
目
が
集
中
し
、
一
瞬
の

間
…
…
息
を
の
ん
だ
。

　
「
あ
っ
た
！
」
　
皆
が
見
た
…
…
。

　
須
崎
藤
五
郎
、
同
妻
、
入
聟
の
半
四
郎
、
同
人
の
子
藤

蔵
、
彦
次
郎
、
元
五
郎
等
の
性
名
、
が
は
っ
き
り
と
記
録

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
の
家
は
建
替
え
ら
れ
た
ば
か
り
で
、

そ
の
際
、
物
置
に
あ
っ
た
古
い
本
を
だ
い
ぶ
焼
却
し
た
と

の
事
で
あ
る
が
、
こ
の
記
録
が
処
分
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い

た
事
は
誠
に
幸
い
で
あ
っ
た
。

　
杉
本
家
の
主
婦
も
我
々
の
態
度
か
ら
こ
の
古
び
た
冊
子

の
重
要
さ
を
認
識
し
た
ら
し
く
縁
側
の
我
々
に
茶
菓
子
の

接
待
を
し
て
く
れ
る
ま
で
、
好
意
的
に
な
っ
た
。
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う
ち
と
け
た
雰
囲
気
の
中
に
話
が
は
ず
ん
だ
が
、

　
「
子
供
の
頃
、
親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
記
憶
は
あ
り
ま
す
」

程
度
の
内
容
に
と
ど
ま
り
、
参
考
ま
で
に
杉
本
の
墓
地
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
何
の
手
掛
り
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
多
摩
の
山
々
に
残
り
少
な
い
命

を
鳴
き
つ
く
す
セ
ミ
の
声
が
ひ
と
き
わ
は
げ
し
く
な
る
中

を
厚
く
好
意
を
謝
し
、
杉
本
家
を
あ
と
に
、
一
路
車
を
東

京
に
進
め
た
。

　
初
秋
の
風
に
心
よ
い
疲
れ
を
感
じ
な
が
ら
過
去
帖
発
見

の
感
慨
を
胸
に
再
度
の
調
査
を
期
し
て
楽
し
か
っ
た
貴
重

な
一
日
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査 

㈡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
前
回
の
調
査
（
昭
和
四
十
一
年
九
月
）
に
引
続
き
、
昭

和
四
十
三
年
六
月
三
十
日
、
第
二
回
目
の
勝
五
郎
再
生
実

地
調
査
を
行
な
っ
た
。

　
今
回
は
自
動
車
が
一
台
し
か
都
合
つ
か
ず
、
人
員
も
、

小
川
、
斎
藤
、
夕
張
、
伊
藤
の
、
四
名
の
少
人
数
だ
っ
た
。

　
前
回
の
調
査
で
得
た
経
験
を
生
か
し
、
綿
密
な
る
計
画

の
も
と
に
、
調
査
四
項
目
を
作
り
、
各
人
の
調
査
区
分
を

決
め
、
二
人
ず
つ
の
二
斑
〈
班
〉
を
作
り
、
調
査
活
動
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
　
調
査
四
項
目

一
、
中
興
村
系
図
の
再
調
査
と
複
写

一
、
小
宮
家
と
須
崎
家
の
縁
と
子
孫
の
調
査

一
、
須
崎
藤
五
郎
、
藤
蔵
の
墓
の
発
見

一
、
勝
五
郎
の
墓
の
発
見

　
前
回
か
ら
二
年
余
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
が
、
今
回

の
調
査
に
よ
り
四
項
目
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
一
応
達
せ

ら
れ
た
。

　
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
墓
地
、
小
宮
家
、
勝
五
郎

の
住
居
跡
等
を
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
記
号
で
、
二
万
五
千
分

の
一
の
地
図
上
に
印
し
た
の
で
、
地
図
を
参
考
に
本
文
を

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
は
、
中
野
村
の
勝
五
郎
が
、
祖
母
の

つ
や
に
、
手
を
引
か
れ
て
何
の
辺
り
の
山
を
越
て
、
程
久

保
に
居
る
半
四
郎
の
許
へ
辿
り
着
い
た
か
が
良
く
分
っ
て

戴
け
る
と
思
う
。

Ａ
─
高
幡
山
明
王
院
金
剛
寺
、
真
言
宗
智
山
派

　
　
　
現
住
所

　
日
野
市
高
幡

Ｂ
─
杉
本
富
雄
家
「
中
興
村
系
図
下
郷
」
所
持

　
　
　
現
住
所

　
日
野
市
程
久
保
一
八
六

Ｃ
─
小
宮
稔
家
（
須
崎
藤
五
郎
の
縁
者
）

　
　
　
現
住
所
　
日
野
市
程
久
保
七
四
二

　
　
　
（
旧
　
武
州
多
摩
郡
柚
木
領
（
小
宮
領
）
程
窪
）

Ｄ
─
須
崎
藤
五
郎
、
せ
い
（
し
づ
）
、
藤
蔵
、
の
墓
地

　
　
　
場
所
　
日
野
市
七
生
村
大
字
程
久
保

　
　
　
　
　
　
十
四
号
七
四
九

Ｅ
─
小
谷
田
重
男
家
（
源
蔵
、
勝
五
郎
の
縁
者
）

　
　
　
現
住
所
　
八
王
子
市
東
中
野
一
一
九
六

　
　
小
谷
田
源
蔵
、
勝
五
郎
の
墓
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
田
家
の
裏
山
に
有
り

Ｆ
─
平
林
寺
（
永
林
寺
）
曹
洞
宗
　
小
谷
田
家
の
菩
提
寺

　
　
　
現
住
所
　
八
王
子
市
〈
下
〉
柚
木
町

　
今
回
は
車
の
ト
ラ
ン
ク
の
中
に
資
料
の
採
集
に
必
要
な

複
写
機
、
照
明
器
具
一
式
、
カ
メ
ラ
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

等
の
器
材
を
満
載
し
て
、
曇
り
勝
ち
の
空
の
下
、
雨
を
気

に
し
な
が
ら
協
会
を
出
発
し
た
。
京
王
線
百
草
園
駅
を
過

ぎ
る
頃
よ
り
山
々
の
木
々
の
緑
も
一
段
と
鮮
や
か
に
冴
え

て
き
た
。

中 興 村 系 図 の 内 容
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杉
本
家
に
向
っ
て
道
路
の
右
側
は
、
畠
と
タ
ン
ボ
、
そ

し
て
緑
蔭
に
見
え
隠
れ
に
人
家
の
屋
根
瓦
が
キ
ラ
キ
ラ
と

光
っ
て
見
え
る
。
左
側
は
小
高
い
山
で
、
こ
の
森
の
中
に
、

藤
五
郎
、
藤
蔵
の
墓
地
、
光
っ
て
見
え
た
屋
根
瓦
の
一
軒

の
家
が
、
藤
蔵
の
生
家
と
は
露
知
ら
ず
我
々
一
行
を
乗
せ

た
車
は
補
装
さ
れ
た
道
を
、
エ
ン
ジ
ン
の
音
も
軽
く
、
前

回
訪
れ
た
杉
本
家
に
向
っ
て
走
っ
た
。

　
い
ま
に
も
泣
き
だ
し
そ
う
だ
っ
た
空
模
様
も
、
雲
が
切

れ
て
、
気
持
良
く
日
が
射
し
て
き
た
。
道
が
大
き
く
右
に

カ
ー
ブ
し
た
と
こ
ろ
で
杉
本
家
が
見
え
て
き
た
。
車
を
降

り
て
杉
本
家
の
玄
関
に
立
っ
た
時
、
で
て
こ
ら
れ
た
奥
さ

ん
は
一
瞬
怪
訝
な
顔
を
さ
れ
た
が
、
二
年
前
の
事
を
思
い

だ
さ
れ
た
の
か
、
我
々
一
行
を
心
良
く
迎
え
て
く
れ
た
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
今
回
も
御
主
人
は
不
在
で
あ
っ
た
。

御
主
人
な
ら
、
勝
五
郎
再
生
の
話
を
、
奥
さ
ん
よ
り
詳
し

く
知
っ
て
お
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
た
目
算
は
、

脆
く
も
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
早
速
、
奥
さ
ん
の
許
可
を
得
て
、
中
興
村
系
図
の
調
査

と
、
複
写
作
業
に
掛
か
る
。
前
回
の
時
は
、
さ
ほ
ど
気
に

も
な
ら
な
か
っ
た
、
中
興
村
系
図
の
虫
喰
も
、
レ
ン
ズ
を

透
し
て
視
る
と
ひ
ど
い
も
の
で
、
そ
れ
に
、
カ
ビ
の
匂

が
鼻
を
刺
す
。
や
は
り
百
五
十
年
前
の
代
物
だ
な
と
、
あ

ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
一
ペ
ー
ジ
、
一
駒
、
念
に

は
念
を
入
れ
、
慎
重
に
複
写
作
業
を
続
け
る
。
一
時
間
は

要
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
無
事
複
写
作
業
も
終
り
あ
と
片
付

を
す
る
。
（
藤
五
郎
一
家
の
家
族
名
の
出
て
い
る
貢
〈
頁
〉

の
写
真
は
十
一
月
号
に
掲
載
ず
み
）
お
茶
を
す
す
り
な
が

ら
、
中
興
村
系
図
の
ペ
ー
ジ
を
く
っ
て
い
る
と
、
須
崎
家

と
、
小
宮
家
が
ペ
ー
ジ
を
挟
ん
で
続
い
て
記
録
さ
れ
て
い

る
事
に
気
付
い
た
。
須
崎
藤
五
郎
、
同
妻
、
入
聟
の
半
四

郎
、
同
人
の
子
藤
蔵
、
彦
次
郎
、
元
五
郎
等
の
姓
名
、
ペ

ー
ジ
を
め
く
っ
て

　
　
元
五
郎
養
子

　
　
小
宮
鏡
治
郎

　
　
　
　
当
村
小
宮
虎
吉
二
男

　
　
妻
　
ハ
マ

　
　
　
　
元
五
郎
の
長
女

　
　
鏡
治
郎
長
男

　
　
小
宮
総
之
丞

等
の
姓
名
が
記
録
さ
れ
て
あ
っ
た
。

　
早
速
、
奥
さ
ん
に
、
小
宮
総
之
丞
さ
ん
の
近
況
、
住
所

等
を
聞
く
と
「
こ
の
辺
は
、
小
宮
、
須
崎
姓
の
家
は
多
数

あ
り
ま
す
。
小
宮
さ
ん
で
古
い
と
云
わ
れ
る
の
は
、
多
摩

動
物
園
よ
り
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
で
、
タ
ク
シ
ー
会
社
を

経
営
し
て
い
る
小
宮
さ
ん
と
聞
い
て
お
り
ま
す
」

と
、
云
わ
れ
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

　
照
明
器
具
、
複
写
機
、
カ
メ
ラ
等
を
車
の
ト
ラ
ン
ク
に

納
め
、
奥
さ
ん
に
厚
く
好
意
を
謝
し
、
杉
本
家
を
あ
と
に
、

小
宮
家
へ
向
っ
た
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
小
宮
家
と
墓
地

　
タ
ク
シ
ー
会
社
の
小
宮
さ
ん
は
す
ぐ
見
つ
か
っ
た
。

　
「
私
の
家
で
は
、
分
ら
な
い
。
旧
道
へ
入
っ
た
所
の
小

宮
さ
ん
で
聞
い
た
ら
」

と
、
会
社
の
娘
さ
ん
は
、
次
の
小
宮
家
を
教
え
て
く
れ
た
。

二
番
目
の
小
宮
家
で
は
、

　
「
あ
あ
そ
の
話
（
勝
五
郎
の
再
生
）
な
ら
、
稔
さ
ん
の

家
の
こ
と
だ
、
此
の
旧
道
を
、
三
百
メ
ー
ト
ル
先
へ
行
っ

た
所
の
左
側
に
石
垣
を
積
だ
新
し
い
家
が
あ
る
　
道
は
一

本
道
だ
か
ら
す
ぐ
に
分
る
」

と
親
切
に
教
え
て
く
れ
た
。
ジ
ャ
リ
道
を
ノ
ロ
ノ
ロ
と
車

は
走
る
。
あ
と
一
息
で
目
的
の
小
宮
家
へ
と
思
う
と
、
車

の
ス
ピ
ー
ド
の
、
ノ
ロ
さ
が
気
に
な
る
。
車
で
三
分
も
走

っ
た
で
あ
ろ
う
か
左
前
方
に
石
垣
が
見
え
た
。
家
は
屋
根

し
か
見
え
な
い
が
石
垣
の
端
下
に
車
を
止
め
て
全
員
車
か

ら
降
り
る
。
石
垣
の
端
の
坂
道
を
登
り
、
玄
関
前
に
立
っ

て
表
札
を
見
る
と
、
小
宮
稔
と
書
れ
て
あ
っ
た
。
夕
張
氏

が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
玄
関
の
戸
に
手
を
掛
け
て
案
内
を

乞
う
た
。
暫
く
し
て
、
当
家
の
主
婦
と
思
わ
れ
る
素
朴
な

感
じ
の
奥
さ
ん
が
で
て
こ
ら
れ
た
。
夕
張
氏
が
我
々
が
辿

っ
た
今
ま
で
の
経
過
を
詳
細
に
話
さ
れ
て
、
奥
さ
ん
の
返

事
を
ま
っ
た
。
期
待
と
不
安
が
重
な
り
合
っ
て
、
奥
さ
ん

の
第
一
声
ま
で
の
間
が
途
轍
も
な
い
ほ
ど
長
く
感
じ
ら
れ

た
。

　
「
前
に
も
皆
様
と
同
じ
よ
う
な
お
話
し
で
来
ら
れ
た
方

が
あ
り
ま
し
た
。
古
い
話
は
良
く
分
り
ま
せ
ん
が
、
再
生

の
話
は
主
人
か
ら
聞
い
て
知
っ
て
お
り
ま
す
。
確
か
に
お

墓
も
あ
り
ま
す
が
、
何
れ
が
誰
の
や
ら
お
恥
し
い
こ
と
で

複写中の伊藤氏
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す
が
私
共
に
は
分
り
ま
せ
ん
」

　
奥
さ
ん
の
返
事
を
き
い
て
我
々
は
自
分
達
の
顔
が
弛
み

微
笑
み
こ
ろ
ぶ
の
が
よ
く
分
っ
た
。
長
い
間
か
か
っ
て
一

歩
一
歩
調
査
し
て
き
た
努
力
と
、
そ
し
て
苦
労
が
一
ペ
ん

に
す
っ
と
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
生
憎
と
小
宮
さ
ん
と
こ
も
、
御
主
人
は
不
在
で
、
奥
さ

ん
と
、
子
供
さ
ん
と
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
奥
さ
ん
は
、

我
々
一
行
を
墓
地
ま
で
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
大
き
な

柿
の
木
の
下
を
通
り
、
新
道
へ
出
て
、
驚
い
た
。
こ
の
道

は
数
回
に
わ
た
り
住
〈
往
〉
復
し
た
道
路
だ
っ
た
の
だ
。

右
へ
行
け
ば
杉
本
家
左
へ
行
け
ば
金
剛
寺
へ
出
る
。
近
い

所
に
目
的
の
家
が
あ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
な
が
ら
、
奥
さ

ん
の
あ
と
に
続
く
。

　
新
道
を
横
ぎ
り
小
型
自
動
車
一
台
が
や
っ
と
通
れ
そ
う

な
細
い
ジ
ャ
リ
道
を
山
に
向
っ
て
登
る
。
途
中
に
、
京
王

電
鉄
多
摩
動
物
園
線
が
走
っ
て
い
る
踏
切
を
渡
る
と
道
は

右
に
曲
り
細
く
急
坂
に
な
っ
て
い
る
。
三
分
程
登
っ
た
と

こ
ろ
、
視
界
が
開
け
、
右
に
広
々
と
し
た
桑
畠
が
見
え
て

き
た
。
桑
畠
の
端
の
細
道
を
Ｌ
字
型
に
進
み
、
こ
ん
も
り

と
茂
っ
た
森
の
中
へ
入
っ
て
行
っ
た
。
五
十
米
も
進
ん
だ

で
あ
ろ
う
か
奥
ま
っ
た
所
に
、
百
平
方
米
ぐ
ら
い
の
墓
地

が
見
え
た
。
今
、
歩
い
て
き
た
道
も
、
こ
の
墓
地
で
行
き

止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
木
々
の
間
か
ら
奥
を
覗
こ
う
と
足
を
一
歩
前
へ
踏
み
だ

し
た
と
こ
ろ
墓
石
の
裏
側
は
、
三
十
糎
ほ
ど
の
余
地
を
残

し
て
急
勾
配
に
な
っ
て
い
て
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
崖
の

上
と
い
っ
た
所
だ
っ
た
。
森
の
中
だ
け
に
ま
わ
り
の
景
色

は
よ
く
見
え
ず
、
う
す
暗
い
感
じ
で
あ
る
が
何
ん
と
な
く

和
や
か
な
温
か
さ
の
あ
る
場
所
だ
っ
た
。
墓
石
は
、
ざ
っ

と
十
数
石
、
数
え
ら
れ
た
。
大
き
く
て
立
派
な
墓
石
、
小

さ
く
て
も
、
年
代
を
過
ぎ
た
風
格
の
あ
る
墓
石
な
ど
整
然

と
並
ん
で
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
墓
の
銘
を
一
つ
一
つ
写
真
に
と
っ
た
が
、
端

の
方
に
小
さ
く
右
方
へ
傾
い
た
墓
石
が
目
に
止
っ
た
。
あ

と
で
此
の
墓
石
は
藤
五
郎
の
で
あ
る
の
が
判
明
し
た
。

　
　

　
ま
た
空
模
様
が
怪
し
く
な
り
だ
し
写
真
撮
影
等
の
作
業

が
終
る
頃
と
う
と
う
雨
に
な
り
、
急
ぎ
器
材
を
仕
舞
い
山

を
下
り
て
、
小
宮
さ
ん
宅
へ
駆
込
ん
だ
時
は
、
雨
は
本
降

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
縁
側
に
腰
を
お
ろ
し
て
お
茶
を

戴
い
て
い
る
と
、
雨
の
中
を
小
宮
家
の
主
人
が
野
良
か
ら

帰
っ
て
来
た
。
一
同
主
人
に
御
挨
拶
し
、
今
日
来
た
目
的

を
話
し
た
。
主
人
も
心
良
く

　
「
私
が
父
母
か
ら
聞
い
て
知
っ
て
い
る
だ
け
の
話
で
よ

か
っ
た
ら
」
と
、
有
意
義
な
お
話
を
多
く
聞
か
せ
て
く
れ

た
。
本
当
に
古
い
話
を
知
っ
て
お
ら
れ
、
我
々
に
は
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
特
に
、
板
谷
、
宮
沢
両
理
事
が
執
筆
さ

れ
て
い
る
「
霊
魂
の
世
界
」
に
で
て
い
る
「
勝
五
郎
の
住

所
を
、
八
王
子
市
中
野
町
」
と
さ
れ
て
あ
る
が
、
主
人
の

お
話
で
、
八
王
子
市
東
中
野
谷
津
入
で
あ
る
事
が
判
っ
た

こ
と
は
大
変
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　
庭
先
か
ら
東
南
の
方
角
に
見
え
る
山
を
指
差
し
て

　
「
父
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
あ
の
山
を
越
て
来
た
そ
う

だ
。
あ
の
山
を
越
え
り
や
、
中
野
村
か
ら
な
ら
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
程
の
も
ん
か
な
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
平
田
篤
胤
全
集
に
も
、
中
野
村
か

ら
の
距
離
は
一
里
と
あ
る
）

小　宮　家

小宮家の墓

須崎藤五郎の墓
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色
々
話
を
聞
い
て
い
る
間
に
雨
も
上
が
っ
た
の
で
小
宮

家
を
中
心
に
、
柿
の
木
、
タ
バ
コ
屋
等
の
実
地
調
査
に
移

っ
た
。

　
　
柿
　
の
　
木

　
斜
め
前
の
道
を
曲
っ
た
所
に
当
時
の
物
と
思
わ
れ
る
大

き
な
柿
の
木
を
確
認
す
る
事
が
で
き
た
。
こ
の
柿
の
木
が

口
を
き
く
事
が
で
き
た
ら
当
時
の
模
様
が
手
に
取
る
様
に

分
る
の
に
と
思
い
な
が
ら
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
。

　
　
タ 

バ 

コ 

屋

　
現
在
タ
バ
コ
屋
は
無
く
少
し
の
空
地
と
ガ
レ
ー
ジ
の
立

っ
て
あ
る
所
が
タ
バ
コ
屋
の
あ
っ
た
所
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
タ
バ
コ
屋
の
主
婦
に
つ
い
て
は
、
柚
〈
由
〉
木
郷
土
研

究
会
で
調
査
し
た
会
誌
に
『
タ
バ
コ
屋
の
、
お
ば
あ
さ
ん

は
、
道
の
北
側
の
墓
地
に
あ
り
、
「
戒
名
は
、
自
覚
妙
安

信
女
」
文
政
十
一
年
八
月
二
十
三
日
亡
』
と
報
告
さ
れ
て

あ
る
が
、
我
々
は
時
間
の
都
合
上
、
調
査
確
認
す
る
事
は

で
き
な
か
っ
た
。
小
宮
家
は
山
裾
に
三
軒
並
ん
だ
真
中
の

家
で
、
家
の
裏
側
か
ら
、
す
ぐ
山
へ
入
れ
る
事
も
、
確
認

す
る
事
が
で
き
た
。
長
時
間
小
宮
家
で
色
々
、
お
話
を
聞

き
、
調
査
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
話
は
つ
き
な
い
の
で

潮
時
を
み
て
我
々
は
腰
を
上
げ
た
。
雨
は
す
っ
か
り
上
り
、

日
が
ま
ぶ
し
く
射
す
。
雨
に
濡
れ
た
木
々
の
葉
が
日
に
照

ら
さ
れ
青
々
と
光
っ
て
い
た
。
主
人
、
奥
さ
ん
に
、
厚
く

好
意
を
謝
し
我
々
一
行
は
次
の
調
査
地
へ
車
を
走
ら
せ
た
。

（
つ
づ
く
）

　
　
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査 

㈢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
小
　
谷
　
田
　
家

　
小
宮
さ
ん
の
御
主
人
に
東
中
野
は
山
の
裏
側
と
聞
い
た

だ
け
で
捜
す
相
手
の
住
所
・
氏
名
も
分
ら
な
い
の
に
、
ど

ん
ど
ん
車
を
走
ら
せ
た
。
十
五
分
も
走
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、

交
番
が
見
え
た
の
で
車
を
止
め
て
、
夕
張
が
聞
き
に
入
り
、

暫
く
し
て
戻
っ
て
き
た
夕
張
は
、
「
行
き
す
ぎ
ら
し
い
で

す
…
…
」
と
、
今
来
た
道
を
引
き
返
す
。

　
「
ア
ッ
そ
う
だ
、
小
谷
田
と
か
云
っ
た
な
…
…
」
夕
張

は
ス
ッ
ト
ン
狂
な
声
を
だ
す
。
平
田
篤
胤
全
集
に
た
し
か

「
勝
五
郎
、
父
小
谷
田
氏
云
々
、
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
っ

け
」
と
云
っ
て
る
う
ち
に
東
中
野
の
交
番
に
着
い
て
し
ま

っ
た
。

　
交
渉
係
は
常
に
夕
張
で
、
交
番
か
ら
戻
っ
て
き
て
「
交

番
の
脇
の
細
道
を
奥
へ
入
っ
た
所
に
一
番
古
い
と
云
わ
れ

て
い
る
小
谷
田
さ
ん
の
家
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
へ
行
け
ば

分
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
車
が
や
っ
と
通
れ
る
細
道
を
行
く
と
Ｔ
字
型
に
な
っ
た

道
の
突
当
り
に
門
構
え
の
立
派
な
屋
敷
が
あ
り
、
表
札
を

見
る
と
小
谷
田
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　
玄
関
へ
入
っ
て
当
家
の
方
ら
し
い
人
に
、
今
ま
で
の
経

過
を
話
し
た
と
こ
ろ
、「
私
は
そ
の
方
面
の
趣
味
は
な
い
し
、

ま
た
信
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
奥
に
そ
ん
な
話
を
す
る
お
ば

あ
さ
ん
が
い
る
か
ら
そ
ち
ら
へ
行
っ
た
ら
」
と
誠
に
素
気

な
い
返
事
で
あ
っ
た
。

　
這
々
の
態
で
車
に
戻
り
Ｔ
字
型
の
道
を
左
に
曲
る
と
、

道
は
ま
す
ま
す
細
く
登
坂
と
な
り
両
側
の
木
の
枝
が
車
の

窓
を
敲
く
、
木
の
枝
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
左
側
は
一

面
の
田
圃
で
、
坂
を
登
り
き
っ
た
所
は
、
小
谷
田
家
の
庭

に
な
っ
て
い
た
。
家
の
裏
側
は
山
で
、
庭
の
前
面
は
畠
と

田
圃
で
、
田
圃
は
先
へ
行
く
に
し
た
が
っ
て
末
広
が
り
に

一
段
々
々
下
っ
て
い
る
。
畠
と
田
圃
と
の
境
に
一
本
の

畦
道
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
一
軒
の
ボ
ロ
家
が
立
っ
て
い
る
。

ボ
ロ
家
の
前
面
は
、
約
二
百
坪
は
ゆ
う
に
あ
る
空
地
で
、

井
戸
ら
し
き
も
の
も
見
え
る
。
あ
と
で
知
っ
た
の
だ
が
此

の
空
地
が
、
源
蔵
、
勝
五
郎
親
子
の
住
ん
で
い
た
屋
敷
跡

で
、
井
戸
は
今
は
か
れ
て
使
用
で
き
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　
目
を
畠
に
向
け
る
と
誰
も
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
畠
に

一
人
の
老
婆
が
立
っ
て
い
た
。
我
々
が
手
を
振
っ
た
り
声

を
張
り
上
げ
て
も
、
キ
ョ
ト
ン
と
し
た
顔
を
し
て
一
向
に

我
々
の
存
在
を
認
め
て
く
れ
な
い
。
仕
方
が
な
い
の
で
母

屋
の
方
へ
歩
き
か
け
た
と
き
、
体
格
の
ガ
ッ
チ
リ
し
た
男

の
人
が
で
て
来
た
。
当
家
の
御
主
人
小
谷
田
重
男
さ
ん
で

あ
っ
た
。
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交
渉
係
の
夕
張
が
今
ま
で
の
経
過
を
話
し
た
と
こ
ろ
、

源
蔵
、
勝
五
郎
の
血
筋
の
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

全
員
ホ
ッ
と
し
た
気
持
に
な
る
。

　
早
速
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
位
牌
の
表
に
は
、

 
 
 
 
 

直
指
単
伝
信
士
、
安
政
二
年
七
月
二
十
三
日

 
 
 
 
 

先
祖
代
々
諸
精
霊

 
 
 
 
 

生
室
妙
光
信
女
、
天
保
十
四
年
五
月
十
九
日

 
 
 
 
 

と
読
ま
れ
、
裏
面
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
直

　
俗
名

　
小
谷
田
源
蔵

　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
同

　
人

　
妻

と
あ
り
、
早
速
庭
に
出
て
、
お
ば
あ
さ
ん
と
、
位
牌
の
写

真
を
撮
る
。

　
「
勝
五
郎
さ
ん
の
位
牌
は
」
と
聞
く
と
、

　
「
勝
チ
ャ
ン
や
、
兄
弟
達
の
は
無
い
ん
で
す
。
何
故
残

っ
て
い
な
い
の
か
、
私
に
は
分
り
ま
せ
ん
。
源
蔵
さ
ん
の

位
牌
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
」

　
「
そ
れ
で
は
、
お
墓
を
見
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

　
「
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
…
…
皮
靴
で
は
行
か
れ
ま
せ
ん

か
ら
」

と
、
我
々
全
員
に
ゴ
ム
長
靴
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
。
ゴ
ム

長
靴
に
穿
き
か
え
る
の
を
待
っ
て
、
重
男
氏
を
先
頭
に

我
々
も
続
い
て
裏
山
に
入
っ
て
行
っ
た
。

　
　
　
　
小
谷
田
家
の
墓
地

　
少
し
進
む
と
道
ら
し
い
道
は
無
く
な
り
、
草
の
背
が

我
々
よ
り
高
く
の
び
て
い
て
草
を
掻
き
分
け
な
が
ら
前
を

歩
く
人
の
背
中
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
山

道
を
登
る
。
草
の
背
が
短
く
な
り
視
界
が
広
が
り
、
あ
た

り
の
景
色
が
見
え
だ
す
と
、
見
渡
す
か
ぎ
り
畠
で
、
先
頭

を
行
く
小
谷
田
さ
ん
が
、
左
に
曲
る
と
再
び
草
の
中
に
姿

は
一
つ
一
つ
消
え
て
い
っ
た
。

　
「
左
の
足
元
に
注
意
し
て
下
さ
い
」

の
声
を
聞
き
な
が
ら
草
を
分
け
て
下
を
見
て
ド
ッ
キ
と
し

た
。
左
側
は
崖
で
あ
っ
た
。
崖
端
を
暫
く
進
む
と
草
も
短

か
く
な
り
、
山
の
中
腹
へ
着
い
た
。
急
斜
面
を
木
に
手
を

か
け
て
登
っ
た
所
に
、
山
の
中
腹
を
整
地
し
た
様
な
感
じ

の
す
る
三
十
坪
ほ
ど
の
墓
地
が
あ
っ
た
。
山
側
に
沿
っ
て

安
置
さ
れ
た
墓
は
木
々
に
お
お
わ
れ
て
日
光
は
全
然
当
り

そ
う
に
も
な
い
。
墓
は
七
基
数
え
ら
れ
、
墓
石
の
区
別
は
、

小
谷
田
家
の
当
主
に
も
判
然
と
し
な
か
っ
た
が
一
応
全
部

写
真
に
収
め
た
。

　
「
勝
五
郎
さ
ん
の
墓
は
」
と
聞
く
と
、

　
「
勝
ち
ゃ
ん
は
分
家
し
た
の
で
、
も
っ
と
奥
の
墓
地
に

あ
る
」
と
云
っ
て
、
今
来
た
道
を
戻
り
、
奥
の
山
に
向
っ

て
歩
い
た
。

　
「
こ
こ
が
勝
ち
ゃ
ん
達
の
墓
地
で
す
」

　
着
い
て
見
る
と
墓
地
ら
し
く
な
い
山
裾
の
傾
斜
地
に
、

や
や
大
き
な
墓
地
を
中
心
に
し
て
五
つ
程
の
墓
石
が
並
ん

で
い
た
。

　
勝
五
郎
の
墓
と
い
わ
れ
た
墓
石
に
は
潭
底
潜
竜
居
士
と

あ
り
、
こ
れ
は
勝
五
郎
の
戒
名
で
、
ま
た
没
年
明
治
二
年

十
二
月
四
日
と
あ
り
、
こ
れ
も
我
々
が
調
べ
て
行
っ
た
そ

の
通
り
だ
っ
た
。
重
男
氏
が
墓
石
を
横
に
た
お
し
、
泥
を

源蔵一家の屋敷跡

勝 五 郎 両 親 の 位 牌

小 谷 田 家 の 墓 地
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落
す
と
、
施
主
与
衛
門
と
読
め
た
。

　
こ
れ
で
各
自
の
分
担
作
業
を
終
り
と
し
全
員
で
冥
福
を

祈
り
山
を
お
り
た
。

　
一
同
疲
れ
た
身
体
を
小
谷
田
家
の
内
玄
関
に
休
息
す
る
。

疲
れ
た
身
体
に
心
づ
く
し
の
お
茶
が
美
味
し
く
、
一
休
み

し
た
と
こ
ろ
で
話
を
続
け
る
。
お
ば
あ
さ
ん
初
め
重
男
氏

の
話
は
、
次
か
ら
次
へ
と
飛
び
、
方
言
も
加
わ
り
話
し
の

意
味
が
理
解
し
に
く
く
何
度
も
聞
き
返
し
な
が
ら
二
人
の

話
を
メ
モ
す
る
。
時
計
を
見
る
と
針
は
七
時
を
過
ぎ
て
い

る
。
夢
中
で
過
し
て
き
た
の
で
時
間
の
経
つ
の
も
す
っ
か

り
忘
れ
て
い
た
が
、
未
だ
小
谷
田
家
の
菩
提
寺
、
永
林
寺

へ
行
っ
て
過
去
帳
を
見
せ
て
も
ら
う
仕
事
が
残
っ
て
い
た

の
で
、

　
「
ま
だ
い
い
で
し
ょ
う
」

と
、
引
止
め
る
お
ば
あ
さ
ん
の
親
切
を
後
に
次
回
の
日
を

約
束
し
て
、
小
谷
田
家
を
あ
と
に
急
ぎ
永
林
寺
へ
向
っ
た

が
、
生
憎
、
住
職
が
不
在
の
た
め
、
こ
れ
で
引
揚
げ
る
事

と
し
た
。

　
多
摩
川
を
渡
っ
た
頃
か
ら
急
に
空
腹
を
感
じ
だ
す
。
朝

食
か
ら
数
え
て
十
四
時
間
も
食
べ
ず
茶
腹
で
す
ご
し
て
い

た
の
だ
か
ら
腹
の
空
く
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
。

　
途
中
食
事
を
す
ま
せ
東
京
へ
着
い
た
の
は
十
一
時
を
過

ぎ
て
い
た
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
、
さ
よ
う
な
ら
の
声
を
あ
と

に
家
路
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査 

㈣

　
　
　
永
林
寺
住
職
と
由
木
郷
土
研
究
会

　
昭
和
四
十
三
年
七
月
三
日
、
夕
張
は
所
用
で
永
林
寺
の

近
く
へ
行
っ
た
機
会
に
同
寺
の
住
職
を
尋
ね
た
。
永
林
寺

は
格
式
の
高
い
寺
と
聞
い
て
い
た
だ
け
に
立
派
で
大
き
な

寺
だ
っ
た
。

　
幸
い
住
職
の
小
倉
英
明
氏
は
在
宅
で
夕
張
を
心
よ
く
迎

え
て
く
れ
、
話
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
こ
ば
れ
た
。
と
い
う
の

は
小
倉
氏
は
「
由
木
郷
土
研
究
会
」
の
会
員
で
、
か
つ
て

橋
本
徹
馬
氏
著
「
霊
感
と
奇
蹟
の
話
」
を
読
ん
だ
と
き
、

文
中
に
永
林
寺
の
檀
家
で
あ
る
小
谷
田
家
の
祖
先
勝
五
郎

の
再
生
の
話
が
載
っ
て
い
る
の
を
見
て
興
味
を
感
じ
、
寺

の
過
去
帳
を
調
べ
て
、
勝
五
郎
関
係
者
一
同
の
名
前
を
発

見
し
、
「
伝
説
勝
五
郎
の
再
生
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
と

い
う
小
文
を
由
木
郷
土
研
究
会
に
発
表
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
小
倉
氏
の
話
は
続
き
、

　
「
私
は
小
谷
田
家
に
つ
い
て
調
べ
、
間
違
い
な
い
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
墓
地
も
東
中
野
谷
津
入
に
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
、
郷
土
研
究
会
に
発
表
し
た
よ
う
な
わ

け
で
す
」

　
と
語
り
、
由
木
郷
土
研
究
会
に
提
出
し
た
刷
物
を
く
れ

た
。
こ
れ
に
は
小
泉
八
雲
が
書
い
た
記
事
や
前
記
、
橋
本

徹
馬
氏
の
著
書
の
内
容
、
更
に
小
倉
氏
が
永
林
寺
の
過
去

帳
か
ら
発
見
し
た
勝
五
郎
と
そ
の
父
の
法
名
や
昭
和
三
十

九
年
、
大
丸
の
太
田
昌
義
氏
が
発
見
し
た
藤
蔵
の
墓
碑
の

事
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
調
査
の
、
よ
い
手
掛

り
と
な
っ
た
。

　
　
　
確

　
認

　
行

　
一

　
勝
五
郎
再
生
に
関
す
る
事
蹟
を
後
世
の
同
好
の
志
の
た

め
に
明
確
に
し
て
お
く
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
十
五

日
、
午
後
一
時
、
板
谷
、
斉
藤
、
夕
張
、
伊
藤
の
四
人
は

協
会
を
出
発
し
た
。
墓
石
を
洗
っ
て
拓
本
を
と
る
た
め
今

日
は
バ
ケ
ツ
、
タ
ワ
シ
、
雑
布
等
も
持
参
す
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
仕
事
が
大
切
な
の
で
す
」

　
と
い
う
板
谷
理
事
の
一
言
に
、
に
わ
か
に
心
が
引
き
し

ま
る
の
を
覚
え
る
。

　
三
時
三
十
分
頃
ま
づ
日
野
市
程
久
保
七
四
二
番
地
の
勝

手
知
っ
た
小
宮
稔
氏
宅
に
到
着
し
、
藤
蔵
（
勝
五
郎
が
再

生
す
る
前
の
名
）
一
族
の
墓
の
碓
認
を
さ
せ
て
貰
い
た
い

由
を
申
込
む
。
今
回
も
生
憎
御
主
人
は
留
守
だ
っ
た
が
、

親
切
な
奥
さ
ん
は
再
び
一
行
を
小
宮
家
の
墓
地
ま
で
案
内

し
て
く
れ
る
。
途
中
の
農
家
で
水
を
貰
い
墓
地
に
着
く
と
、

夏
を
越
し
て
茂
る
に
ま
か
せ
た
丈
の
高
い
雑
草
や
垂
れ
下

っ
た
大
木
の
葉
の
繁
み
に
被
わ
れ
て
、
墓
地
内
は
フ
ラ
ッ

シ
ュ
を
た
か
な
け
れ
ば
写
真
も
う
つ
ら
ぬ
ほ
ど
暗
い
。

　
前
回
の
調
査
で
大
体
の
事
は
判
っ
て
い
た
が
、
木
の
葉

か
ら
の
雨
だ
れ
の
は
ね
か
え
り
が
運
ぶ
泥
で
被
わ
れ
て
、

墓
石
の
細
い
字
は
読
み
と
れ
な
い
。
奥
さ
ん
の
許
可
を
得

墓 地 に 向 う 一 行
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て
板
谷
理
事
が
先
頭
を
き
り
、
腰
を
屈
め
て
懸
命
に
墓
石

を
タ
ワ
シ
で
洗
い
泥
を
流
す
と
、
判
然
と
読
み
取
る
こ
と

が
出
来
た
。
こ
れ
は
前
記
の
太
田
昌
義
氏
が
記
録
の
死
亡

月
日
と
墓
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
死
亡
月
日
と
の
一
致
か
ら

発
見
し
た
藤
蔵
の
墓
で
あ
る
。
二
年
目
に
は
勝
五
郎
の
墓

を
見
つ
け
る
事
が
出
来
、
今
ま
た
藤
蔵
の
墓
と
云
わ
れ
て

い
る
墓
石
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
長
い
間
こ
の
瞬

間
を
待
焦
が
れ
て
い
た
が
、
思
っ
て
い
た
程
の
感
激
は
湧

い
て
来
ず
、
む
し
ろ
淡
淡
た
る
心
境
だ
っ
た
。

　
お
墓
が
一
応
綺
麗
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
全
員
心
静
か
に
、

藤
五
郎
、
藤
蔵
を
始
め
、
須
崎
家
、
小
宮
両
家
の
御
先
祖

の
方
々
の
冥
福
を
祈
る
。
一
休
し
て
、
打
合
せ
ど
う
り
二

班
に
別
れ
て
作
業
に
か
か
る
。

　
板
谷
理
事
組
は
拓
本
作
業
、
我
々
は
写
真
の
撮
影
に
か

か
っ
た
。
カ
メ
ラ
の
ピ
ン
ト
を
合
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

チ
ク
リ
と
強
烈
な
痛
み
を
足
に
感
じ
た
。
い
る
い
る
藪
虻

〈
マ
マ
〉

の
大
軍
、
拓
本
ど
り
で
夢
中
に
な
っ
て
い
た
、
板
谷
理
事

組
も
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
こ
の
状
態
で
作
業
を
続
け
る
こ
と

は
困
難
な
の
で
、
一
人
が
雑
誌
、
ハ
ン
カ
チ
等
で
藪
虻
を

追
払
い
そ
の
間
に
一
人
が
手
早
く
作
業
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
。

　
此
の
作
戦
は
上
々
で
一
時
は
ど
う
な
る
か
と
心
配
し
た

が
作
業
は
順
調
に
は
か
ど
り
思
っ
た
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら

ず
に
調
査
を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

　
作
業
が
終
っ
た
と
き
、
奥
さ
ん
か
ら
「
今
日
は
九
月
十

五
日
で
祖
父
、
鏡
次
郎
の
祥
月
命
日
な
の
で
す
」
と
教
え

ら
れ
た
。
〈
九
月
十
五
日
は
父
・
総
之
丞
の
祥
月
命
日
〉

　
午
前
中
に
墓
参
り
を
済
ま
せ
た
事
に
は
一
言
も
ふ
れ
ず
、

再
び
我
々
一
行
を
墓
地
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
奥
さ
ん
の

親
切
は
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
未
だ
小
谷
田
家
の

墓
地
と
、
永
林
寺
へ
行
っ
て
過
去
帳
の
調
査
す
る
仕
事
が

残
っ
て
い
る
の
で
、
親
切
な
奥
さ
ん
に
厚
く
好
意
を
謝
し
、

小
宮
家
を
あ
と
に
、
小
谷
田
家
へ
向
っ
た
。
小
谷
田
家
へ

着
い
た
頃
は
五
時
を
廻
っ
て
お
り
森
の
中
は
暗
く
作
業
は

思
う
に
ま
か
せ
ず
、

　
「
こ
れ
以
上
作
業
を
進
め
て
も
無
駄
で
す
。
次
回
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
板
谷
理
事
の
声
に
作
業
を
中
止
し
て

小
谷
田
家
の
内
玄
間
で
休
息
す
る
。

　
小
谷
田
家
を
辞
す
る
時
は
、
日
も
落
ち
て
、
山
道
を
下

る
車
の
ラ
イ
ト
が
ひ
と
き
は
明
る
く
見
え
た
。

　
永
林
寺
の
玄
関
に
立
ち
住
職
の
在
宅
を
知
っ
た
時
は
う

れ
し
か
っ
た
。

　
七
月
の
中
旬
に
夕
張
が
一
度
尋
ね
て
あ
っ
た
の
で
、
話

は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
住
職
が
調
べ
ら
れ
た
、
過
去
帳
を

早
速
見
せ
て
戴
き
、
源
蔵
、
勝
五
郎
の
記
載
さ
れ
て
い
る

ペ
ー
ジ
を
カ
メ
ラ
に
写
し
撮
っ
た
。

　
住
職
は
な
か
な
か
話
し
上
手
で
、
永
林
寺
の
履
歴
、
格

式
等
、
北
条
時
代
か
ら
徳
川
に
天
下
が
移
り
行
く
時
代
の

永
林
寺
の
処
遇
、
江
戸
城
修
改
築
に
使
用
し
た
木
材
は
永

林
寺
の
山
森
の
木
を
使
用
し
た
と
か
、
色
々
話
が
で
て
、

つ
い
つ
い
長
時
間
す
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

　
住
職
に
来
客
が
見
え
た
の
を
潮
ど
き
に
、
厚
く
礼
を
の

べ
て
永
林
寺
を
あ
と
に
一
路
東
京
に
向
っ
た
。

　
途
中
、
府
中
で
車
を
止
め
て
、
食
堂
に
入
り
ビ
ー
ル
を

あ
け
な
が
ら
調
査
の
整
理
法
、
今
後
の
問
題
等
を
話
し
合

い
、
反
省
会
、
兼
夕
食
と
な
っ
た
。

　
天
婦
羅
、
う
な
重
で
満
腹
に
な
っ
た
処
で
疲
労
と
酔
い

も
手
伝
っ
て
か
、
目
が
し
ょ
ぼ
つ
い
て
く
る
。

　
「
府
中
に
来
た
の
だ
か
ら
大
国
魂
神
社
を
参
拝
し
な
け

れ
ば
申
し
訳
な
い
」
と
板
谷
理
事
の
か
け
声
で
神
社
に
向

う
。

　
拝
殿
の
か
す
か
な
灯
を
た
よ
り
に
歩
く
我
々
四
人
の
靴

音
だ
け
が
深
閑
と
し
た
境
内
に
こ
だ
ま
す
る
。
参
拝
を
す

ま
せ
て
、
再
び
車
中
の
人
と
な
り
今
日
の
調
査
結
果
を
み

や
げ
に
東
京
へ
着
い
た
の
は
十
二
時
近
か
か
っ
た
。

　
　
　
確

　
認

　
行

　
二

　
前
回
の
四
十
三
年
九
月
の
調
査
で
得
た
、
資
料
を
整
理
、

検
討
し
て
る
間
に
六
ケ
月
が
あ
っ
と
云
う
ま
に
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
。

藤蔵（勝五郎の前身）の墓

墓石を確認する一同
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四
十
三
年
六
月
の
調
査
で
、
藤
蔵
の
「
墓
」
は
発
見
し

て
い
た
が
色
々
な
文
献
に
残
さ
れ
て
る
記
録
の
死
亡
年
月

日
と
墓
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
年
月
日
が
同
一
で
あ
る
と
云

う
事
だ
け
で
戒
名
の
「
頓
吾
〈
悟
〉
童
子
」
の
出
所
に
つ

い
て
は
未
確
認
の
形
で
処
理
し
て
来
た
。

　
そ
し
て
何
故
未
確
認
と
し
て
来
た
か
と
云
う
と
、
勝
五

郎
再
生
の
資
料
を
数
多
く
集
め
た
中
に
、
藤
蔵
の
戒
名
を

書
き
残
し
た
文
献
が
一
件
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
更
に
調
査
を
続
け
る
た
め
昭
和
四
十
四
年
四

月
二
十
九
日
板
谷
、
夕
張
、
斉
藤
、
伊
藤
の
計
四
名
は
、

朝
七
時
協
会
を
出
発
し
た
。

　
通
い
な
れ
勝
手
知
っ
た
甲
州
街
道
は
早
朝
の
せ
い
か
行

き
交
う
車
の
数
も
少
な
く
快
適
に
車
は
流
れ
て
行
く
。
予

定
時
間
よ
り
だ
い
ぶ
早
く
高
幡
不
動
金
剛
寺
に
着
く
。

　
早
速
、
寺
の
事
ム
所
で
係
の
僧
に
取
次
い
で
も
ら
う
。

三
年
前
の
事
を
記
憶
し
て
い
た
坊
さ
ん
は
医
王
寺
時
代
の

壇
〈
檀
〉
家
の
過
去
帳
を
見
せ
て
く
れ
た
が
目
的
の
物
が

見
当
ら
ず
が
っ
か
り
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
の

熱
意
に
動
か
さ
れ
た
別
の
僧
侶
が
奥
の
部
屋
か
ら
、
数
冊

の
過
去
帳
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
う
ち
の
一
冊
に
「
明
治

三
十
九
年
八
月
、
医
王
寺
を
金
剛
寺
に
合
寺
時
に
当
り
、

医
王
寺
壇
〈
檀
〉
家
兼
各
自
所
蔵
の
過
去
帳
に
因
り
戒
名

を
調
査
し
操
、
位
碑
及
本
過
去
帳
を
作
っ
た
」
と
書
か
れ

た
表
紙
の
綺
麗
な
過
去
帳
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
行
っ
た

と
こ
ろ
、
「
秋
覚
智
空
信
士
文
化
三
年
八
月
小
宮
藤
五
郎
」

と
あ
り
、
ま
た
命
日
四
日
と
記
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
見

る
と
「
頓
吾
〈
悟
〉
童
子
文
化
七
年
十
二
月
小
宮
半
四
郎

子
」
と
書
き
込
ま
れ
て
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
記
録
に
は

二
月
四
日
と
あ
る
の
を
過
去
帳
に
は
十
二
月
四
日
と
な
っ

て
い
る
が
、
藤
蔵
（
勝
五
郎
の
再
生
前
の
名
）
の
戒
名
が

「
頓
吾
〈
悟
〉
童
子
」
で
あ
る
事
は
こ
れ
で
確
認
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
は
関
を
切
っ
た
よ
う
に
次
々
、
資
料
と
の
照

合
が
判
然
と
進
行
し
た
。
坊
さ
ん
の
許
可
を
得
て
過
去
帳

の
複
写
に
か
か
っ
た
が
、
枚
数
が
以
外
に
多
く
思
わ
ぬ
時

間
を
使
い
予
定
の
調
査
時
間
を
超
過
し
て
し
ま
っ
た
。
複

写
の
終
っ
た
と
こ
ろ
で
坊
さ
ん
を
囲
ん
で
程
久
保
、
三
沢

村
の
話
を
聞
き
、
最
後
に
医
王
寺
の
あ
っ
た
所
は
現
在
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
事
等
を
教
え
て
も
ら
い

金
剛
寺
を
出
た
。
時
計
を
見
た
ら
十
二
時
を
過
ぎ
て
い
た

の
で
近
く
の
食
堂
に
入
り
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
午
後
の
行

動
予
定
を
話
し
あ
う
。

　
多
摩
動
物
園
線
の
ガ
ー
ド
下
を
通
っ
て
暫
く
行
く
と
左

側
に
「
共
同
石
油
」
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
見
え
た
。

車
を
止
め
て
ス
タ
ン
ド
の
人
に
聞
く
と
此
処
に
昔
、
医
王

寺
の
あ
っ
た
事
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
裏
側
に
墓
地
が

あ
っ
た
事
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
此
の
間
に
斉
藤

氏
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
全
景
写
真
を
撮
っ
た
。
時
間

の
都
合
上
調
査
時
間
を
二
十
分
で
切
上
げ
小
宮
家
へ
急
い

だ
。

金剛寺における過去帳の調査

藤蔵の戒名 (右端)

医王寺跡のガソリンスタンド

−91−



　
集
め
た
資
料
を
二
、
三
左
記
に
あ
げ
て
み
る
。

一
、 
平
田
篤
胤
全
集
第
三
巻
「
勝
五
郎
再
生
記
聞
」
文
中

の
藤
蔵
に
つ
い
て

　
　
中
根
守
右
衛
門
殿
知
行
所

　
　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
小
宮
領
程
窪
村
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
実
父
藤
五
郎
継
父
半
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵

　
　
文
化
二
乙
丑
年
出
生
す
。
同
七
庚
午
二
月
疱
瘡
を
病

て
。
四
日
四
時
頃
死
去
す
。
当
時
六
才
な
り
。
葬
地

は
同
村
の
山
な
り
。
菩
提
所
は
同
領
三
沢
村
毉
王
寺

な
り
。
去
る
文
政
五
年
壬
午
年
十
三
回
忌
な
り
。

　
　
と
あ
り
、
出
生
、
死
亡
年
月
日
に
つ
い
て
は
記
載
さ

れ
て
い
る
が
戒
名
は
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
。

二
、
小
泉
八
雲
集
下
巻
「
勝
五
郎
の
転
生
」
の
文
中
に
も

藤
蔵
の
戒
名
を
記
し
た
ケ
所
は
無
く
平
田
篤
胤
全
集

と
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
る
し
確
か
め
た
上
で
判
然

り
さ
せ
る
べ
き
だ
と
云
ふ
結
論
に
達
し
た
の
で
、
未

確
認
と
し
て
、
再
度
調
査
す
る
事
に
な
っ
た
。

　
　
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査 

㈤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
墓
地
の
現
状

　
小
宮
藤
蔵
（
前
地
の
勝
五
郎
の
名
）
の
戒
名
も
金
剛
寺

の
過
去
帖
で
確
認
で
き
、
そ
の
菩
提
寺
の
医
王
寺
の
あ
っ

た
場
所
も
確
認
で
き
た
の
で
、
再
び
勝
手
知
っ
た
小
宮
家

の
墓
地
に
向
う
。
調
査
は
今
日
で
最
後
に
す
る
つ
も
り
な

の
で
あ
る
。

　

　
　
　
小
宮
家
の
墓
地

　
墓
地
は
木
で
ま
わ
り
を
被
わ
れ
て
い
た
の
で
小
さ
く
見

え
た
が
巻
尺
で
計
っ
て
み
た
ら
以
外
に
広
く
、
奥
行
二
・

六
米
、
横
幅
八
・
八
米
あ
っ
た
。
調
べ
た
二
十
八
の
基

〈
墓
〉
の
内
五
つ
は
風
化
破
損
が
き
び
し
く
読
み
と
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
あ
と
の
分
は
そ
の
後
の
調
べ
で
全

部
判
明
し
た
。
藤
蔵
の
墓
は
図
の
３
番
で
右
肩
が
欠
け
て

い
る
。
（
前
回
の
写
真
参
照
）
調
査
の
終
っ
た
の
は
三
時

を
廻
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
小
宮
家
に
調
査
の
終
っ
た
礼
を

の
べ
急
ぎ
小
谷
田
家
へ
向
う
。

　
　
　

　
　
　
小
谷
田
家
の
墓
地

　
小
谷
田
家
の
墓
地
は
全
部
で
三
カ
所
あ
り
、
一
カ
所
は

勝
五
郎
の
両
親
、
祖
母
等
の
墓
、
も
う
一
カ
所
は
勝
五
郎

そ
の
他
の
墓
、
残
り
の
一
カ
所
は
現
在
の
小
谷
田
氏
の
内

墓
地
に
な
っ
て
い
る
。

　
勝
五
郎
の
両
親
、
祖
母
の
墓
地
は
、
横
八
・
八
米
、
縦

四
・
六
米
で
前
に
も
書
い
た
が
山
の
中
腹
を
平
に
し
た
よ

う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
墓
石
は
全
部
で
七
つ
、
一
列
横
体
に
墓
と
墓
の
間
隔
を

広
び
ろ
と
取
り
整
然
と
据
て
あ
る
。

　
勝
五
郎
の
父
源
蔵
の
墓
は
図
２
番
、
祖
母
ツ
ヤ
の
墓
は

図
４
番
で
あ
る
。

　
　
　
勝
五
郎
の
墓
地

　
勝
五
郎
の
墓
地
は
此
れ
よ
り
約
三
百
米
ほ
ど
奥
へ
入
っ

た
右
側
の
山
麓
を
四
米
ぐ
ら
い
登
っ
た
所
を
、
横
七
・
八

米
、
縦
四
・
四
米
、
を
平
に
し
墓
地
に
し
て
い
る
。

　
墓
石
は

形
に
並
べ
て
あ
り
墓
石
の
裏
は
、
土
が
く
ず

れ
て
緩
や
か
な
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
二

段
に
墓
石
を
並
べ
た
形
跡
が
残
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
も
墓
石
の
泥
を
丁
寧
に
落
と
し
一
字
も
見
落
し

の
な
い
よ
う
丹
念
に
調
査
し
た
。
調
査
し
て
行
く
う
ち
に

我
々
の
下
調
べ
の
中
に
も
な
か
っ
た
名
前
、
戒
名
等
が
で

て
き
た
が
、
後
日
全
部
判
明
し
た
。
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勝
五
郎
の
墓
は
図
２
番
で
あ
る
。

　
調
査
が
終
っ
て
か
ら
小
谷
田
家
の
内
玄
関
で
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
一
休
み
す
る
。
我
々
が
、
勝
五
郎
再
生
の
調
査

に
取
組
で
か
ら
小
谷
田
家
を
尋
ね
た
の
は
、
今
日
で
三
度

目
に
な
る
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
お
ば
あ
さ
ん
の
口
か
ら
新
し
い
話

を
聞
か
さ
れ
走
り
廻
っ
た
が
、
今
日
も
ま
た
面
白
い
話
が

と
び
だ
す
の
で
は
な
い
か
と
お
ば
あ
さ
ん
の
話
を
聞
く
う

ち
、
結
婚
し
た
勝
五
郎
は
実
家
を
は
な
れ
た
街
道
の
傍
に

世
帯
を
持
ち
、
そ
の
家
が
今
も
そ
の
藁
葺
屋
根
の
家
が
あ

る
は
ず
、
ま
た
姉
の
フ
サ
か
妹
の
ツ
ネ
か
聞
き
漏
ら
し
た

が
、
嫁
つ
ぎ
先
の
子
孫
が
現
在
「
く
に
店
」
と
云
っ
て
酒

屋
を
経
営
し
て
い
る
事
等
の
話
が
と
び
だ
し
挨
拶
も
そ
こ

そ
こ
に
大
急
ぎ
小
谷
田
家
を
あ
と
に
藁
葺
屋
根
の
家
を
捜

し
に
車
へ
飛
び
乗
っ
た
。

　
　
　
藁
葺
屋
根
の
家

　
山
道
を
車
で
下
り
街
道
へ
出
て
道
を
左
に
走
り
バ
ス
停

東
中
野
か
ら
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
、
左
側
を
注
意
し
な

が
ら
大
き
な
梅
の
木
の
あ
る
藁
葺
屋
根
の
家
を
捜
す
。

　
日
も
落
ち
て
辺
り
が
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
、
駄
目
か
な

と
思
っ
た
と
き
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り
今
に
も
潰
れ
そ
う
な

藁
葺
屋
根
の
家
を
見
つ
け
た
。
全
員
車
を
降
り
て
近
よ
る
。

　
街
道
か
ら
田
圃
を
横
切
り
ど
ぶ
川
を
渡
っ
た
所
に
草
の

生
え
る
に
ま
か
せ
た
約
百
坪
ほ
ど
の
敷
地
の
中
に
見
る
影

も
な
い
ほ
ど
朽
ち
果
て
て
立
っ
て
い
る
。

　
中
を
覗
く
と
埃
と
塵
の
山
、
手
の
付
け
よ
う
も
な
い
く

ら
い
荒
れ
放
題
に
荒
れ
、
屋
根
は
ペ
ン
ペ
ン
草
が
の
び
て

い
た
。
雨
戸
は
腐
れ
落
ち
壁
土
は
剥
れ
木
舞
だ
け
が
細
々

と
し
が
み
つ
い
て
い
た
。
入
口
に
誰
が
立
て
掛
け
た
の
か

一
枚
の
ガ
ラ
ス
戸
が
あ
わ
れ
さ
を
一
層
引
立
て
冷
た
く
光

っ
て
い
た
。
余
り
の
ひ
ど
さ
に
芒
然
と
し
て
顔
を
見
合
せ

て
い
た
が
、
我
に
返
り
、
調
査
へ
の
目
が
醒
め
、
は
た
し

て
勝
五
郎
の
屋
敷
跡
な
の
か
、
現
在
は
誰
の
持
ち
物
な
の

か
と
、
少
し
離
れ
た
所
に
プ
レ
ハ
ブ
の
住
宅
が
目
に
入
っ

た
の
で
、
夕
張
が
聞
き
に
い
っ
た
。

　
「
家
主
さ
ん
な
ら
わ
か
る
で
し
ょ
う
」

と
百
米
程
は
な
れ
た
家
主
の
峰
岸
宅
を
お
知
〈
教
〉
え
て

く
れ
た
。

　
　
　
確
認
行

　
案
内
を
乞
い
、
挨
拶
に
出
ら
れ
た
も
の
静
な
立
派
な
紳

士
に
今
ま
で
の
経
過
を
ざ
っ
と
話
し
た
と
こ
ろ

　
「
お
じ
い
さ
ん
な
ら
良
く
知
っ
て
お
り
ま
す
、
今
風
呂

に
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
暫
く
お
休
み
下
さ
い
」

と
我
々
一
行
を
親
切
に
も
て
な
し
て
く
れ
た
。

　
休
ん
で
い
る
間
に
小
学
校
の
社
会
科
の
本
に
勝
五
郎
再

生
の
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
せ
て
く
れ
驚
い
た
。

板
谷
理
事
と
も
の
静
か
な
紳
士
と
の
対
話
中
に
静
か
な
紳

士
は
御
主
人
の
峰
岸
敬
次
郎
さ
ん
で
、
日
野
市
第
六
小
学

校
の
校
長
さ
ん
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
あ
ら
た
め
て
挨

拶
を
か
わ
し
た
。
十
五
分
も
過
ぎ
た
で
あ
ろ
う
か
、
風
呂

か
ら
上
っ
た
お
じ
い
さ
ん
が
出
て
来
た
。
名
前
は
浦
吉
さ

ん
、
年
は
八
十
六
歳
と
の
事
、
恰
幅
が
よ
く
顔
の
色
艶
も

よ
く
元
気
そ
う
で
、
と
て
も
歳
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
「
親
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
」
と
前
置
し
て

　
『
あ
れ
は
勝
五
郎
さ
ん
の
屋
敷
跡
で
す
よ
。
様
子
は
昔

と
違
う
よ
う
だ
が
、
屋
敷
の
中
は
広
い
ん
で
す
よ
。
十
畳

に
八
畳
、
六
畳
が
二
室
か
な
、
台
所
は
広
く
こ
こ
で
目
竜

（
目
籠
）
や
菓
子
等
を
作
っ
て
横
浜
ま
で
売
り
に
行
っ
た

そ
う
だ
。
そ
れ
に
耳
が
遠
く
な
っ
て
か
ら
は
「
つ
ん
ぼ

勝
」
な
ど
と
云
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
』
と
歯
切
れ
の
よ
い

言
葉
で
ポ
ン
ポ
ン
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
や
は
り
勝
五
郎
の
屋
敷
跡
で
あ
っ
た
か
と
、
今
見
て
き

た
ば
か
り
の
屋
敷
を
目
で
追
い
や
り
な
が
ら
又
の
機
会
を

約
束
し
、
厚
く
礼
を
述
べ
て
峰
岸
家
を
後
に
酒
屋
さ
ん
を

捜
し
に
車
を
走
ら
せ
た
。

　
　
　
く
　
に
　
店

　
東
中
野
の
バ
ス
停
か
ら
数
え
て
三
つ
目
の
バ
ス
停
「
和

田
」
の
斜
め
前
の
右
側
の
道
を
曲
っ
て
五
百
米
も
走
っ
た

Ｔ
字
路
の
突
当
り
に
、
酒
屋
と
乾
物
屋
を
合
せ
た
よ
う
な

店
が
目
に
入
っ
た
。
店
よ
り
二
十
米
前
で
車
を
降
り
て
夕

張
が

　
「
く
に
店
さ
ん
で
す
か
」

と
聞
く
と

藁葺屋根の家
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「
そ
う
で
す
何
か
御
用
で
」

と
若
い
男
性
の
声
が
奥
か
ら
返
っ
て
き
た
。

　
峰
岸
宅
と
同
じ
よ
う
な
経
過
を
話
す
と
、
始
め
は
警
戒

心
と
我
々
が
何
者
で
あ
る
か
判
断
に
途
惑
と
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。
急
に
見
も
知
ら
ず
の
人
間
達
に
先
祖
の
話

を
聞
か
さ
れ
信
じ
ろ
と
云
う
方
が
無
理
か
も
知
れ
な
い
。

　
丁
度
、
来
合
せ
て
い
た
店
主
の
姉
ら
し
い
婦
人
も
加
わ

り
話
が
進
む
に
つ
れ
て
、
我
々
の
計
画
を
理
解
し
始
め
、

「
自
分
達
身
内
の
者
で
さ
え
先
祖
の
事
を
よ
く
知
な
〈
ら
〉

な
い
の
に
他
人
様
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い
る
な
ん
て
恥
か

し
い
、
ま
し
て
そ
ん
な
立
派
な
人
が
先
祖
に
い
た
と
は
ね

ー
」

と
以
外
な
発
見
に
ビ
ッ
ク
リ
、

　
「
そ
う
云
え
ば
こ
れ
が
勝
さ
ん
か
ら
の
手
紙
だ
と
云
う

の
を
見
た
よ
う
な
気
〈
記
〉
憶
が
あ
る
」

　
「
先
祖
か
ら
の
古
い
寺
は
遠
い
の
で
四
ッ
谷
の
寺
へ
先

祖
の
墓
を
移
し
た
の
で
詳
し
い
事
は
寺
へ
行
っ
て
調
べ
れ

ば
分
る
の
で
は
な
い
か
」

と
大
乗
気
。

　
話
の
内
容
を
よ
く
聞
く
と
曽
祖
母
は
勝
五
郎
の
姉
フ
サ

の
事
ら
し
く
「
く
に
店
」
の
現
在
の
人
達
は
勝
五
郎
の
姉

の
フ
サ
の
直
系
の
子
孫
の
よ
う
に
思
え
た
。

　
店
先
で
客
を
相
手
に
し
な
が
ら
の
話
な
の
で
細
か
い
点

ま
で
は
話
し
合
え
ず
、
ま
だ
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
は
残
さ
れ
て
い
た
が
、
日
も
ト
ッ
プ
リ
と
暮
れ
、
時
間

も
だ
い
ぶ
遅
い
の
で
、
今
回
は
一
応
の
足
掛
り
が
つ
い
た

こ
と
で
満
足
し
、
次
回
の
機
会
を
約
束
し
て
酒
屋
さ
ん
を

あ
と
に
一
路
東
京
へ
向
っ
て
車
を
走
ら
せ
た
。

　
勝
五
郎
再
生
の
実
地
調
査
に
入
っ
て
か
ら
三
年
の
年
月

が
流
れ
た
が
調
査
の
回
数
が
重
な
る
に
つ
れ
て
記
録
に
な

い
新
事
実
が
判
り
、
調
査
の
回
数
は
積
み
重
ね
ら
れ
た
。

今
回
の
調
査
で
一
応
の
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
予
定
で
は
い
た

が
こ
の
調
子
で
い
く
と
あ
と
二
、
二
度
は
調
査
の
足
を
運

ぶ
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

　
藤
蔵
と
勝
五
郎
（
再
生
し
た
藤
蔵
）
に
直
接
関
係
あ
る

者
の
戒
名
と
墓
の
所
在
場
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
　
藤
蔵
の
墓
　
小
宮
家
の
墓
地
の
③
（
日
野
市
程
久
保

七
四
二
、
小
宮
稔
氏
宅
と
多
摩
自
然
動
（
物
）
園

へ
の
広
い
道
を
隔
て
た
岡
の
上
に
あ
る
）

　
　
頓
悟
童
子
　
文
化
７
庚
午
２
月
４
日
亡

○
　
藤
蔵
の
実
父
須
崎
藤
五
郎
の
墓
、
同
⑭

　
　
秋
覚
智
空
信
士
　
文
化
３
丙
寅
８
月
27
日
亡

○
　
藤
蔵
の
義
父
半
四
郎
お
よ
び
母
し
ず
の
墓
、
同
㉓

　
　
智
空
即
證
信
士
　
天
保
９
戊
戌
４
月
19
日
亡

　
　
妙
心
雪
躰
信
女
　
天
保
12
辛
丑
12
月
20
日
亡

○
　
藤
蔵
の
妹
ブ
ン
と
そ
の
聟
元
五
郎
の
墓
、
同
㉔

　
　
真
理
道
規
信
士
　
明
治
９
丙
子
11
月
22
日
亡

　
　
花
散
妙
阿
信
女
　
元
治
元
甲
子
３
月
29
日
亡

　
　
　
な
お
小
宮
家
の
当
主
小
宮
稔
氏
は
ブ
ン
の
娘
ハ
マ

の
曽
孫
（
孫
）
に
当
る
。

○
　
勝
五
郎
の
墓
、
八
王
子
市
東
中
野
一
一
九
六
小
谷
田

　
　
　
重
男
氏
（
小
谷
田
家
の
本
家
の
子
孫
）
宅
の
裏
山

へ
の
道
路
三
〇
〇
米
先
右
へ
登
る
勝
五
郎
の
墓
の

あ
る
墓
地
の
②

　
　
潭
底
潜
竜
居
士
　
明
治
２
已
（
己
）
巳
12
月
４
日
亡

○
　
勝
五
郎
の
祖
父
母
、
小
谷
田
勘
蔵
ツ
ヤ
の
墓

　
　
　
小
谷
田
家
の
墓
④

　
　
本
明
慈
性
禅
定
門
　
文
政
４
辛
巳
４
月
27
日

　
　
大
法
妙
憧
禅
定
尼
　
天
保
５
甲
午
９
月
12
日

○
　
勝
五
郎
の
父
小
谷
田
源
蔵
の
墓
同
②

　
　
直
（
眞
）
指
単
伝
信
士
　

　
　
　
文
政
（
安
政
）
２
乙
卯
７
月
23
日
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
　
勝
五
郎
の
母
せ
い
の
墓
、
同
⑤

　
　
玉
（
眞
玉
）
室
妙
光
信
女
　
天
保
14
癸
卯
５
月
19
日

亡

（
注
記
）
小
谷
田
源
蔵
家
墓
地
の
墓
誌
に
よ
れ
ば
、

　
　
源

　
蔵
…
眞
指
単
伝
信
士

　
　
安
政
二
年
七
月
二
十
三
日

　
　
　
　
※
文
政
二
年
は
己
卯
年
で
あ
り
間
違
い
。

　
　
　
　
　
戒
名
に
つ
い
て
は
、
永
林
寺
前
住
職
小
倉
英
明
氏
著

　
　
　
　
　
書
「
伝
説
勝
五
郎
の
再
生
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
に

　
　
　
　
　
は
心
霊
研
究
の
記
載
通
り
『
直
指
単
伝
信
士
』
と
記

　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
。

　
　
源
蔵
妻
…
眞
玉
室
妙
光
信
女

　
天
保
十
四
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
回
お
わ
り
）
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（
再
録
③
）

蘇
（
よ
み
が
え
）
っ
た
勝
五
郎

　
　
　
　
　
─
他
者
に
生
ま
れ
替
っ
た
男
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋
繁
雄
（
歴
史
研
究
家
）
　

（
『
歴
史
と
旅
』
昭
和
五
十
年
六
月
号
）

　

　
驚
愕
の
事
実

　
こ
の
記
録
を
綴
る
に
当
た
っ
て
筆
者
が
最
も
懼
れ
る
の

は
、
こ
の
記
録
を
超オ

カ

ル

ト

能
力
現
象
と
同
一
視
さ
れ
は
し
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
も
そ
の
「
勝

五
郎
の
転
生
」
の
冒
頭
で
「
こ
れ
か
ら
書
き
下
す
事
柄
は

作
り
物
語
で
は
な
い
」
と
断
わ
っ
て
い
る
。

　
妖
異
譚
、
伝
説
の
類
と
一
線
を
画
す
る
た
め
、
い
さ
さ

か
の
文
飾
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
も
避
け
て
、
事
実
だ
け
を

述
べ
て
い
き
た
い
と
お
も
う
。

　
そ
の
事
件
は
、
江
戸
時
代
の
末
期
、
武
蔵
野
の
一
角
で

起
こ
っ
て
い
る
。

　
武
蔵
国
多
摩
郡
中
野
村
─
─
い
ま
の
東
京
都
八
王
子
市

東
中
野
地
区
で
あ
る
。

　
勝
五
郎
の
事
件
が
公
式
の
文
書
に
登
場
す
る
の
は
文
政

六
年
（
一
八
二
三
）
四
月
十
九
日
で
あ
る
。

　
中
野
村
に
知
行
所
を
持
つ
旗
本
多お

門か
ど

伝
八
郎
（
御
書
院

番
）
が
、
御
書
院
番
頭
佐
藤
美
濃
守
へ
提
出
し
た
文
書
で

あ
る
。
そ
の
書
状
に
よ
っ
て
事
件
の
概
要
を
述
べ
る
と
─
─
。

　
中
野
村
の
百
姓
源
蔵
の
忰

せ
が
れ

勝
五
郎
が
、
去
年
八
歳
の
秋

か
ら
奇
異
な
こ
と
を
物
語
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
届
書
に
よ
れ
ば
、

「
前
世
、
（
勝
五
郎
は
）
父
は
同
国
同
郡
小
宮
領
程
窪

村
百
姓
久
兵
衛
（
後
に
藤
五
郎
に
改
名
）
と
申
す
者

の
忰
に
て
、
藤
蔵
と
申
し
、
二
歳
の
節
、
（
父
の
）

久
兵
衛
儀
は
病
死
仕
り
候
間
、
母
の
後
家
入
り
（
養

夫
と
り
）
に
て
半
四
郎
と
申
す
者
の
（
が
）
父
に
相

成
居
り
候
処
、
右
藤
蔵
儀
は
六
歳
の
時
、
疱ほ

う

瘡そ
う

に
て

病
死
仕
り
、
そ
れ
よ
り
右
の
源
蔵
方
え
生ヽ
替ヽ
りヽ
候ヽ
」

※
注
／
原
文
意
訳
お
よ
び
（
　
）
内
は
筆
者

　
つ
ま
り
、
久
兵
衛
の
子
で
あ
る
藤
蔵
が
死
ん
で
、
源
蔵

の
子
勝
五
郎
と
し
て
生
ま
れ
替
っ
た
と
い
う
、
不
思
議
な

事
実
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
調
べ
て
み
る
と
、
勝
五
郎
の
告
げ
た
事
実
は
、

た
と
え
ば
勝
五
郎
自
身
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
前
世
の
父

母
の
面
体
、
住
居
な
ど
が
、
勝
五
郎
が
咄
す
こ
と
と
全
く

符
合
す
る
な
ど
、
す
べ
て
真
実
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

の
で
あ
る
。

　
や
が
て
、
勝
五
郎
と
半
四
郎
一
家
が
対
面
と
い
う
劇
的

な
情シ

ー

ン景
を
展
開
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
藤
蔵
の
生
母
の
せヽ

いヽ
〈
し
づ
〉
は
、
勝
五
郎
を
見
て
吃び

っ

驚く
り

し
て
し
ま
う
。
去

年
十
三
回
忌
を
す
ま
せ
た
ば
か
り
の
我
が
子
藤
蔵
に
生
き

写
し
な
の
で
あ
る
。

　
近
村
一
帯
に
及
ぶ
大
変
な
評
判
に
な
っ
て
、
勝
五
郎
の

顔
を
一
目
見
た
い
と
い
う
見
物
人
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
こ
う
評
判
に
な
っ
て
は
、
地
頭
の
多
門
伝
八
郎
も
黙
殺

す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
文
政
六
年
四
月
五
日
に
、
根
津

七
軒
町
の
自
分
の
屋
敷
へ
源
蔵
親
子
を
呼
び
出
し
て
い
る
。

源
蔵
・
勝
五
郎
親
子
は
、
四
月
五
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

滞
在
し
た
と
い
う
か
ら
、
伝
八
郎
の
取
調
べ
は
相
当
念
が

入
っ
て
い
る
。

　
伝
八
郎
の
そ
の
と
き
の
心
情
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。
幕
府
の
官
僚
の
一
人
で
あ
る
自
分
は
、

こ
ん
な
事
実
を
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
が
、
調

べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
そ
の
信
憑
性
に
疑
問
が
無
く
な
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
届
書
の
最
後
の
条

く
だ
り

が
よ
く
そ
の
間
の
ジ

レ
ン
マ
を
説
明
し
て
い
る
。
　
　
　

　
「
‥
‥
難

と
り
も
ち
い
が
た
き

取
用
筋
に
は
ご
ざ
候
え
ど
も
、
御
内
々
に
こ

の
段
御
耳
い
れ
申
し
あ
げ
候
」
　
　
　

真
相
の
究
明

　
─
─
さ
て
、
実
際
に
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
現
地
へ
行
っ
て
、
こ
の
眼
で
こ
の
耳
で
確
か
め
た

か
っ
た
。

　
筆
者
は
ま
ず
、
勝
五
郎
の
最
初
の
生
、
つ
ま
り
藤
蔵
と

し
て
育
っ
た
程
窪
村
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
現
在

の
日
野
市
程
久
保
で
あ
る
。

　
最
初
に
筆
者
が
訪
ね
た
の
は
、
郷
土
史
家
下
田
九
一
氏

で
あ
る
。

　
「
私
の
小
さ
い
頃
は
、
勝
五
郎
さ
ん
の
話
は
誰
も
が
知

っ
て
ま
し
た
よ
」

　
下
田
氏
は
現
在
七
十
歳
、
少
年
期
と
い
え
ば
大
正
の
初

め
で
あ
る
。
氏
の
話
は
は
な
は
だ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
（
真
に

迫
っ
た
）
な
雰
囲
気
を
伝
え
る
。

「
当
時
は
ま
だ
ま
だ
江
戸
時
代
の
名
残
り
が
遺
っ
て
ま
し

た
よ
。
丁

ち
ょ
ん
ま
げ髷

の
人
が
村
に
三
人
も
い
ま
し
た
。
食
物
も
ヒ

キ
ワ
リ
飯
で
、
モ
ノ
日
（
休
日
）
に
し
か
白
い
御
飯
は
食

え
な
か
っ
た
も
ん
で
す
。
服
装
も
家う

ち

織お
り

（
自
家
の
手
織
）

の
和
服
姿
で
江
戸
時
代
と
さ
し
て
変
ら
ん
生
活
で
し
た
。

だ
か
ら
、
勝
五
郎
さ
ん
の
こ
と
は
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
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も
ん
で
す
」

　
下
田
氏
は
、
勝
五
郎
の
再
生
に
つ
い
て
は
並
々
な
ら
ぬ

情
熱
を
注
い
で
お
ら
れ
る
。

　
「
─
─
私
は
、
神
田
の
古
本
屋
で
こ
れ
を
見
つ
け
た
と

き
は
、
非
常
な
興
奮
を
覚
え
ま
し
て
ね
え
」

　
下
田
氏
は
奥
か
ら
一
冊
の
写
本
を
持
ち
出
し
て
き
て
見

せ
た
。
草
書
体
で
書
か
れ
た
和
綴
の
本
だ
。
島
田
蕃
根
蔵

本
と
自
署
し
て
あ
る
。
平
田
篤
胤
の
弟
子
の
一
人
だ
と
い

う
。

　
勝
五
郎
再
生
に
つ
い
て
の
写
本
は
、
江
戸
時
代
当
時
、

相
当
流
布
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
下
田
氏
に
よ
れ
ば
、
最

初
に
こ
れ
を
記
録
に
の
せ
た
の
は
、
因
州
若
桜
藩
主
松
平

（
池
田
）
縫
殿
頭
定
常
（
鳥
取
三
十
二
万
石
池
田
家
の
支

藩
）
で
、
多
門
伝
八
郎
よ
り
も
早
く
、
文
政
六
年
三
月
二

十
二
日
に
は
自
身
で
現
地
へ
足
を
運
ん
で
調
査
し
て
い
る
。

こ
れ
が
小
泉
八
雲
の
「
勝
五
郎
の
転
生
」
の
元
本
と
な
っ

て
い
る
。

　
他
に
著
名
な
の
は
、
肥
前
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
（
清
）

著
わ
す
と
こ
ろ
の
『
甲か

っ

子し

夜
話
』
所
収
の
「
勝
五
郎
再
生

記
抄
」
、
そ
れ
に
江
戸
時
代
屈
指
の
国
学
者
平
田
篤
胤
も

「
勝
五
郎
再
生
記
聞
」
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に

仙
洞
御
所
（
光
格
上
皇
）
の
叡
覧
に
供
し
宮
廷
で
も
大
評

判
に
な
っ
て
い
る
。

　
下
田
九
一
氏
に
教
え
ら
れ
て
次
に
訪
ね
た
の
は
、
同
じ

在
所
の
小
宮
稔
氏
（
六
五
）
の
家
で
あ
っ
た
。
藤
蔵
（
勝

五
郎
の
前
世
）
の
生
家
須
崎
家
の
子
孫
に
当
た
る
と
い
う
。

屋
敷
も
、
文
政
六
年
当
時
と
全
く
同
じ
場
所
に
建
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
筆
者
は
、
当
主
稔
氏
の
口
か
ら
思
い
が
け
な
い

事
実
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
藤
蔵
の
墓
が
現
存
し
て
い

る
と
い
う
の
だ
。
筆
者
は
急
い
で
そ
の
所
在
を
訊
い
た
。

　
「
高
幡
不
動
の
私
共
の
墓
地
に
あ
る
ん
で
す
」

　
昭
和
四
十
八
年
の
暮
ま
で
は
、
こ
の
家
の
前
の
台だ

い

と
い

う
丘
陵
地
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
半
ば
土
に
埋
も
れ
て
苔

む
し
て
い
た
の
を
、
洗
い
落
し
て
判
明
し
た
と
い
う
。

　
筆
者
は
い
っ
た
ん
高
幡
不
動
へ
戻
っ
て
、
本
堂
の
裏
の

墓
地
へ
登
っ
た
。
そ
し
て
隅
っ
こ
に
そ
れ
を
発
見
し
た
。

高
さ
四
十
㌢
ば
か
り
の
、
う
っ
か
り
す
る
と
見
落
し
て
し

ま
い
そ
う
な
小
さ
な
墓
石
で
あ
る
。

　
そ
の
碑
面
に
は
「
文
化
庚
午
天
　
頓
悟
童
子
位
二
月
四

日
　
半
四
良
建
之
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
は
っ
き
り
と

判
っ
た
。

　
建
立
者
の
半
四
良
は
、
も
ち
ろ
ん
先
に
か
か
げ
た
多
門

伝
八
郎
の
届
書
に
出
て
く
る
藤
蔵
の
継
父
半
四
郎
で
あ
る
。

　
程
久
保
に
戻
る
と
、
小
宮
家
の
前
の
六
地
蔵
を
見
た
。

当
時
か
ら
の
遺
物
で
、
藤
蔵
も
朝
夕
手
を
合
わ
せ
た
お
地

蔵
さ
ん
だ
。
よ
く
見
る
と
、
な
か
に
実
父
藤
五
郎
の
刻
銘

の
あ
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。

　
こ
こ
で
筆
者
は
、
い
ま
一
つ
の
面
か
ら
藤
蔵
（
勝
五

郎
）
の
実
在
を
追
求
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
れ
は
、
戸
籍
で
あ
る
。

　
小
宮
家
の
系
譜
を
遡
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
確
か

に
藤
蔵
の
名
が
載
っ
て
い
る
の
が
判
っ
た
。

　
須
崎
藤
五
郎

　
　
藤
蔵

　
　
　
　
元
五
郎
養
子

　
　
後
妻
し
づ
─

　
彦
次
郎

　
─

　
小
宮
鏡
治
郎
─

　
入
婿
半
四
郎

　
　
聟
元
五
郎
（
こ
の
時
よ
り
小
宮
姓
に
改
む
）

　
鏡
治
郎
長
男

　
小
宮
総
之
丞

　
─

　
小
宮
稔

　
勝
五
郎
談
「
死
後
の
世
界
」

　
小
宮
家
を
辞
去
す
る
と
、
筆
者
は
足
を
急
が
せ
た
。
早

く
山
を
越
え
た
向
う
の
中
野
村
（
八
王
子
市
東
中
野
）
へ

行
き
た
か
っ
た
。

　
筆
者
の
脳
裡
に
一
つ
の
刻
印
を
打
っ
た
下
田
九
一
氏
の

言
葉
が
蘇
っ
て
く
る
。

　
「
勝
五
郎
さ
ん
は
、
明
治
二
年
に
五
十
四
歳
で
亡
く
な

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　
そ
し
て
次
に
い
っ
た
言
葉
が
衝シ

ョ
ッ
ク撃

だ
っ
た
。

　
「
再
生
し
た
勝
五
郎
が
棲
ん
だ
家
の
跡
が
あ
る
ん
で
す
。

そ
こ
に
、
明
治
の
初
め
に
生
ま
れ
た
お
婆
さ
ん
が
い
る
ん

で
す
。
一
番
近
い
親
戚
で
、
勝
五
郎
の
こ
と
を
伝
え
る
唯

一
の
人
な
ん
で
す
」

　
い
ま
勝
五
郎
は
カ
ビ
臭
い
な
か
か
ら
抜
け
出
し
、
生
き

て
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
─
。

　
筆
者
は
、
か
つ
て
勝
五
郎
が
中
野
村
か
ら
程
窪
村
へ
の

往
き
来
に
通
っ
た
道
を
歩
き
は
じ
め
た
。
バ
ス
道
路
か
ら

丘
陵
地
へ
入
っ
た
全
く
人
影
の
絶
え
た
山
道
で
あ
る
。
勝

五
郎
が
歩
い
た
当
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
深
閑
と
し
た
山
道
を
辿
っ
て
い
る
と
、
筆
者
の
脳

裡
に
、
「
勝
五
郎
再
生
記
聞
」
（
平
田
篤
胤
述
）
の
文
章
が

ナ
マ
ナ
マ
し
く
蘇
っ
て
く
る
。

　
勝
五
郎
が
語
る
み
ず
か
ら
の
死
ん
だ
と
き
の
情
景
だ
。

　
「
息
の
絶
る
時
は
何
の
苦
し
み
も
無
り
し
が
、
其
の
後

し
ば
し
が
ほ
ど
苦
し
か
り
き
。
其
後
は
い
さ
さ
か
も
苦
し

き
事
も
あ
ら
ず
。
さ
て
体
を
桶
の
中
へ
つ
よ
く
押
入
る
る

と
き
飛
出
て
傍
に
を
り
。
山
へ
葬
り
に
も
て
行
と
き
は
、

白
く
覆
た
る
龕が

ん

（
仏
を
安
置
す
る
小
さ
な
箱
）
の
上
に
乗
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り
て
行
た
り
。
さ
て
其
の
桶
を
穴
へ
お
と
し
入
れ
た
る
と

き
、
其
の
音
の
ひ
び
き
た
る
こ
と
、
心
に
こ
た
へ
て
今
も

よ
く
覚
え
た
り
」

　
─
死
後
の
世
界
へ
入
っ
た
勝
五
郎
は
、「
白
髪
を
長
く
打

垂
れ
て
、
黒
き
衣
服
を
着
た
る
翁
」
に
伴
わ
れ
て
、
花
々

が
咲
き
ほ
こ
る
綺
麗
な
芝
原
で
遊
ぶ
。
や
が
て
、
何
時
の

間
に
か
我
が
家
へ
来
て
い
る
。
お
経
を
読
む
声
が
聴
え
る
。

仏
壇
に
供
え
た
食
物
の
香に

お
い気

が
何
と
も
い
え
ず
旨
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

‥
‥
三
年
経
っ
た
。
老
人
と
勝
五
郎
は
、
中
野
村
の
源
蔵

の
家
の
傍
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
。
老
人
は
ふ
と

立
ち
止
ま
り
、
源
蔵
の
家
を
指
差
し
て
、

「
あ
れ
な
る
家
に
入
て
生
れ
よ
」
と
い
う
。
そ
こ
で
老
人

と
別
れ
た
。
勝
五
郎
は
庭
の
柿
の
木
の
下
に
三
日
の
間
佇

ん
で
な
か
を
窺
っ
て
い
た
。

　
窓
の
節
穴
か
ら
家
の
な
か
へ
入
る
と
、
源
蔵
夫
婦
が
閨ね

や

で
何
や
ら
話
し
合
っ
て
い
る
の
が
耳
に
入
っ
て
き
た
。
妻

の
せ
い
（
転
生
後
の
勝
五
郎
の
母
）
を
江
戸
へ
奉
公
に
出

す
話
だ
。

　
こ
う
し
て
勝
五
郎
は
、
三
日
ば
か
り
夫
婦
の
動
静
を
仔

細
に
窺
っ
て
母
親
（
せ
い
）
の
胎
内
へ
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
勝
五
郎
の
面
影

　
─
─
羊
腸
と
く
ね
る
山
路
を
行
く
こ
と
一
時
間
半
よ
う

や
く
前
方
に
八
王
子
市
東
中
野
の
聚
落
が
見
え
て
き
た
。

旧
谷
津
入
の
界
隈
に
入
る
と
、
東
京
の
郊
外
と
は
お
も
え

ぬ
ほ
ど
の
静
け
さ
、
ま
さ
に
山
奥
の
里
と
い
っ
た
感
が
深

い
。
前
述
の
山
道
と
同
じ
く
、
勝
五
郎
生
存
当
時
か
ら
村

の
姿
は
変
化
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ

る
。

　
鉤
の
手
の
往
還
を
少
し
丘
陵
地
の
方
へ
爪
先
上
り

に
登
る
と
、
小
谷
田
重
男
さ
ん
の
家
に
ぶ
つ
か
る
。

　
こ
の
家
と
向
か
い
合
っ
た
下
手
の
畠
が
勝
五
郎
の
屋
敷

跡
で
あ
る
。
い
ま
小
谷
田
さ
ん
の
庭
先
か
ら
こ
れ
を
望
む

と
、
廃
屋
が
一
軒
と
柿
の
古
木
が
一
本
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て

い
る
。
周
囲
か
ら
孤
立
し
た
廃
墟
の
感
じ
が
、
か
え
っ
て

そ
こ
に
江
戸
時
代
の
面
影
を
濃
厚
に
ダ
ブ
ら
せ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
こ
の
小
谷
田
重
男
氏
の
家
は
、
勝
五
郎
と
は
は
な
は
だ

因
縁
が
深
い
。
最
も
近
い
親
戚
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
明
治
の
戸

籍
抄
本
写
に
よ
る
と
、

　
東
中
野
千
百
九
拾
九
番
地

　
　
　
　
　
平
民
　
前
戸
主
　
小
谷
田
源
蔵

　
明
治
参
年
四
月
拾
五
日
　
小
谷
田
重
助
父
他
家
再
興
す

　
　
　
　
　
亡
父
儀
兵
衛
四
男
　
小
谷
田
重
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
保
元
年
拾
月
拾
日
生

　
こ
の
よ
う
に
、
源
蔵
（
勝
五
郎
の
父
）
家
を
再
興
し
た

重
蔵
の
子
が
重
助
で
、
そ
の
四
男
が
瀏

り
ゅ
う

、
そ
し
て
そ
の
子

息
が
現
当
主
重
男
氏
な
の
で
あ
る
。
源
蔵
家
の
菩
提
も
同

家
が
守
り
伝
え
て
い
る
。

　
こ
こ
で
筆
者
は
、
つ
い
に
今
年
八
十
三
歳
に
な
る
小
谷

田
た
ま
さ
ん
（
瀏
氏
夫
人
）
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

　
聴
き
と
り
に
く
い
言
葉
を
耳
に
し
て
い
る
と
、
勝
五
郎

が
生
き
て
い
て
、
あ
の
廃
屋
か
ら
野
良
着
姿
で
出
て
来
る

よ
う
な
錯
覚
に
襲
わ
れ
る
。

　
─
─
た
ま
さ
ん
は
勝
五
郎
の
生
活
ぶ
り
か
ら
語
り
は
じ

め
た
。

「
勝
っ
つ
ぁ
ん
は
工
面
が
良
か
っ
た
で
よ
う
、
土
蔵
を
建
て

た
ほ
ど
だ
。
目め

笊ざ
る

の
内
職
で
金
を
た
め
た
よ
う
だ
で
…
…
」

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
多お

門か
ど

文
書
も
「
籠
細
工
上
手
に
て

…
」
と
触
れ
て
い
る
。
勝
五
郎
は
、
自
分
で
編
ん
で
直
接

江
戸
市
中
を
売
り
歩
い
て
い
る
。

　
商
売
熱
心
で
、
し
か
も
節し

ま

つ

や

約
家
の
半
面
も
あ
っ
た
。
客

に
虫
の
入
っ
た
ヒ
ネ
米
を
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

た
ま
さ
ん
の
実
家
の
祖
父
細
谷
半
七
さ
ん
は
、
勝
五
郎
と

一
緒
に
田
畑
へ
よ
く
行
っ
た
。
勝
っ
つ
ぁ
ん
が
馬
の
鼻
取

り
を
し
、
祖じ

父い

さ
ん
が
鋤
を
持
つ
と
い
う
ふ
う
に
、
よ
く

コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
も
の
だ
。

　
勝
五
郎
の
再
生
に
つ
い
て
も
た
ま
さ
ん
は
、
父
親
か
ら

色
々
と
聴
か
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
に
こ
ん
な
話
が
あ
る
。

　
勝
五
郎
は
、
前
世
の
藤
蔵
時
代
に
桑
畑
の
木
の
株
の
上

に
愛
用
の
小
刀
を
忘
れ
た
こ
と
を
憶
い
出
し
た
と
い
う
。

　
勝
五
郎
の
二
人
の
父
親
源
蔵
と
半
四
郎
は
、
さ
っ
そ
く

実
地
検
分
に
出
か
け
た
。
教
え
ら
れ
た
通
り
の
道
を
辿
っ

て
、
件

く
だ
ん

の
場
所
へ
行
っ
て
見
る
と
、
二
人
は
自
分
の
眼
を

疑
っ
た
。

　
木
の
株
の
上
に
ち
ゃ
ん
と
小
刀
が
あ
っ
た
の
だ
。
し
か

も
、
勝
五
郎
が
置
い
た
こ
と
を
証
拠
だ
て
る
よ
う
に
赤
茶

色
に
錆
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
子
供
の
頃
の
勝
五
郎
ば
か
り
世
に
喧
伝
さ

れ
て
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
い
ま
、
そ
の
空
白
の
部
分
を
た
ま
さ
ん
の
話
に
よ
っ
て

埋
め
て
み
よ
う
。

　
勝
五
郎
は
大
人
に
な
る
と
源
蔵
家
か
ら
分
家
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
は
養
子
与
右
衛
門
が
継
い
で
い
る
。
し
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か
し
こ
れ
は
横
浜
へ
出
て
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
勝
五
郎
の
家
屋
敷
は
買か

い

養
子
と
し
て
入

っ
た
小
谷
田
権
六
氏
が
譲
り
う
け
て
い
る
。
現
在
そ
の
子

孫
の
松
之
助
氏
（
五
二
）
が
、
も
と
の
場
所
か
ら
六
百
㍍

ほ
ど
離
れ
た
大
栗
川
に
近
い
所
に
家
を
構
え
て
い
る
。
昭

和
三
十
年
代
ま
で
は
勝
五
郎
の
家
屋
の
柱
や
梁
、
鴨
居
、

建
具
造
作
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
筆
者
は
、
小
谷
田
た
ま
さ
ん
の
話
を
聴
き
終
え
る
と
、

裏
山
の
小
谷
田
家
の
墓
地
へ
登
っ
て
み
た
。
多
摩
丘
陵
の

尾
根
が
伸
び
た
裾
で
あ
っ
た
。
雑
木
林
は
翳
っ
て
昼
な
お

暗
い
。
ひ
っ
そ
り
と
山
蔭
に
蹲
ま
る
よ
う
に
建
っ
て
い
た

勝
五
郎
の
墓
石
の
表
面
に
は
、

　
　
帰
元
潭
底
潜
竜
居
士
位

　
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
向
か
っ
て
右
横
面
に
明
治
二
己
巳

年
十
二
月
四
日
、
台
石
向
か
っ
て
左
側
に
施
主
与
右
衛
門

と
彫
っ
て
あ
る
の
が
辛
う
じ
て
読
め
た
。

　
─
─
山
を
降
り
は
じ
め
た
時
、
筆
者
は
何
故
か
、
道
の

向
こ
う
か
ら
勝
五
郎
が
馬
の
口
を
取
り
な
が
ら
歩
い
て
来

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
（
了
）

程久保村絵図（明治２年　日野市郷土資料館　井上恒正コレクション　北を上に配置）
絵図右上の村境の家（⬇）が藤蔵の生家

⬇⬇
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・
勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
に
関
し
て
記
録
さ
れ
た
主
要

な
資
料
を
掲
載
し
た
。

・
解
読
は
、
「
花
月
日
記
」・『
甲
子
夜
話
』・『
藤
岡
屋
日
記
』

を
除
き
、
調
査
団
で
行
な
っ
た
。

・
二
行
割
は
〔
　
〕
で
示
し
た
。
合
字
ゟ
は
「
よ
り
」
と

し
た
。

・
資
料
に
よ
り
適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

・
（
　
　
）
は
、
編
者
の
注
記
で
あ
る
。

１
　
武
州
多
摩
郡
中
野
村
勝
五
郎
再
生
前
生
話

　多
門
傳
八
郎
知
行
所

　
　
武
州
多
摩
郡
柚
木
領
中
野
村 

小
名 

谷
津
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓 

源
蔵
次
男

　
文
化
十
二
乙
亥
年
十
月
十
日
出
生
　
　
勝
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未 

九
才

　
　
　
　
　
　
　
　
父
　
苗
字
小
谷
田
　
源
　
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
四
十
九
才

貧
窮
ニ
付
籠
細
工
い
た
し
江
戸
ニ
商
ウ
、
宿
所 

馬
喰
町

相
模
屋
喜
兵
衛
方

　
　
　
　
　
　
　
　
母
　
　
　
　
　
　
　
や
　
い

源
蔵
（
妻
せ
い
）
父 

尾
州
家
士
村
田
吉
太
郎
尾
州
ニ
て

御
弓
役
相
勤
候
、
や
い
十
二
才
之
時
本
多
大
之
進
殿
ニ
奉

公
ス
ト
云
、
や
い
十
三
才
之
時
故
有
て
浪
人
ト
成
ル
、
寛

政
四
年
四
月
二
十
七
日
七
十
五
ニ
而
病
死
、
墓
所
禅
宗
ゑ

い
れ
ん
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
祖
母

　
　
　
　
　
　
つ

　
や 

　
　
　
　
　
　
　
若
年
之
時

　
松
平
隠
岐
守
殿
ニ
奉
公
ス

　
　
　
　
　
　
　
姉
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
さ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
十
五
才

　
　
　
　
　
　
　
兄
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
次
郎 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
十
四
才

　
　
　
　
　
　
　
妹
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ね 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
四
才

中
根
宇
右
衛
門
知
行
所

　
　
武
州
多
摩
郡
小
宮
領
程
窪
村
　
実
父
藤
五
郎
死
ス

　
　
　
　
　
百
姓
半
四
郎
忰
　
六
才
ニ
て
死
　
　
藤
　
蔵

文
化
二
乙
丑
年
生
、
同
七
庚
午
年
二
月
四
日
昼
四
時
頃
死

去
、
病
症
疱
瘡
、
葬
地
同
村
之
山
、
菩
提
所
同
領
三
沢
村

禅
宗
医
王
寺
と
云
、
文
政
五
午
年
十
三
回
忌
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
養
父
苗
字
須
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
五
十
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
　
母
　
　
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
四
十
九
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
実
父
　
　
藤
五
郎
　
死

初
名
久
兵
衛
と
い
ふ
、
文
化
五
戌
年
藤
蔵
四
才
之
時
四
十

八
才
ニ
て
死
去
、
此
跡
へ
半
四
郎
入
夫
ニ
候
由
、
尤
文
政

三
辰
年
十
三
回
忌
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
胤
替
り
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
四
郎
倅

　
両
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
娘

　
　
両
人

去
ル
午
年
十
一
月
の
頃 

勝
五
郎 

姉
ふ
さ
と 

た
ん
ぼ
に

て
遊
ひ
を
る
が 

勝
五
郎
姉
に
向
ひ 

あ
ね
さ
ん
ハ 

ど
こ

か
ら
此
家
へ 

生
れ
て
来
た
と 

問
ふ 

ど
ふ
し
て
生
れ
て

来
た
先
が
知
れ
る
も
の
か
と 

姉
い
へ
ば 

勝
五
郎
あ
や
し

け
な
る
躰
に
て 

そ
ん
な
ら
お
ま
へ
ハ 

生
れ
ぬ
先
の
事
ハ 

知
ら
ぬ
か 

と
問
ふ 

姉 

手
ま
へ
ハ 

知
て
居
る
か
と 

い

へ
ば 

勝
五
郎 

知
て
ゐ
る
の
さ 

お
ら
あ 

あ
の
程
久
保
の

久
兵
衛
さ
ん
の
子
で 

藤
蔵
と 

い
っ
た
ヨ 

姉 

そ
ん
な
ら

お
と
つ
さ
ん 

と 

お
つ
か
さ
ん
に 

い
わ
ふ
と 

い
へ
ば 

勝
五
郎
泣
出
し 

お
と
つ
さ
ん
と 

お
つ
か
さ
ん
に 

い
つ

ち
や
ア
わ
る
い 

姉 

そ
ん
な
ら
い
ふ
ま
い 

わ
る
い
事
を

す
る
と 

い
つ
つ
け
る
そ 

と
迚 

其
後
兄
弟
喧
嘩
な
ど
す

れ
バ 

か
の
事
を
い
わ
ふ
と
い
ふ 

直
に
や
め
る
事
度
々
な

れ
バ 

両
親
是
を
聞
つ
け 

い
か
な
る
悪
事
を
成
せ
し
や
と

案
事 

娘
ふ
さ
に 

責
と
ひ
け
れ
バ 

房 

止
事
を
得
ず 

あ

り
の
ま
ゝ
に
告
る
に 

源
蔵
夫
婦 

つ
や
も
甚
不
審
に 

お

も
ひ 

勝
五
郎
を
す
か
し
て 

色
々
と 

せ
め
尋
ね
け
れ
バ 

そ
ん
な
ら
い
は
ふ
迚 

お
ら
ア 

程
窪
の
久
兵
衛
さ
ん
の
子

で 

お
つ
か
さ
ん
の
名
ハ 

お
し
つ
さ
ん
と
い
つ
た 

お
ら

が
五
ツ
の
時
　
久
兵
衛
さ
ん
ハ 

死
ん
で 

其
跡
に
半
四
郎

さ
ん
と
云
が
来
て 

お
れ
を 

か
あ
ひ
が
つ
て
く
れ
た
が 

お
ら
ア 

其
あ
く
る
年
六
ツ
で 

疱
瘡
で
死
で 

夫
か
ら
三

年
め
に 

お
つ
か
さ
ん
の
腹
に 

は
い
つ
て 

そ
れ
か
ら 

生

れ
た
と
云
ふ 

両
親
祖
母 

是
を
聞
て 

大
に
驚
き 

ど
ふ
ぞ

し
て
程
窪
の
半
四
郎
と
い
ふ
者
を
尋
て
見
ん
と
思
へ
ど
も 

身
す
ご
し
に
紛
れ
其
儘
に 

打
捨
置
候
に
母 

や
い
は 

四

ツ
な
る
娘
を
常
に
乳
を
飲
す
る
ゆ
へ 

勝
五
郎
ハ
祖
母
つ

や
に
だ
か
れ
て
毎
夜
〳
〵
物
語
り
す
る
ゆ
へ 

勝
五
郎
が

機
嫌
を
見
合
セ
そ
の
死
セ
し
時
の
事
を
尋
問
に 

勝
五
郎

四
ツ
位
迄
ハ
よ
く
覚
て
居
た
が
段
々
と
忘
れ
た
が
疱
瘡
で

死
ん
で
壷
に
入
ら
れ
山
に
葬
ら
れ
た
時 

穴
を
掘
て
壷
を

資
料
編
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落
し
候
時 

と
ん
と
い
つ
た
音
は
能
覚
て
ゐ
る 

そ
れ
か
ら

内
に
帰
つ
て 

机
の
上
に
と
ま
つ
て
い
た
ら 

な
ん
と
も
し

れ
ぬ
じ
い
さ
ま
の
よ
ふ
な
人
が
来
て
つ
れ
て
行
と
空
を
飛

で
あ
る
い
て 
ひ
る
も
夜
も
な
く 

い
つ
も
日
暮
方
の
よ
ふ

だ
つ
け 

寒
く
も
ひ
だ
る
く
も
な
か
つ
た 

い
く
ら
遠
く
に

い
つ
て
も 

内
で
念
仏
を
唱
へ
る
声
と 

何
か
話
す
声
が
聞

へ
た 

内
で 

あ
つ
た
い
牡
丹
餅
を
供
る
と 

鼻
か
ら
烟
を

飲
や
う
で
あ
つ
た
か
ら 

お
ば
あ
さ
ん
仏
様
に
は 

あ
つ
た

い
物
を
す
へ
る
が 

い
ゝ
よ 

そ
し
て
僧
様
に 

も
の
を
や

ら
し
や
い
よ 

是
が 

い
つ
ち
い
ゝ
事
だ
よ 

夫
か
ら
そ
の

じ
い
様
が
つ
れ
て 

此
内
の
向
ふ
の
路
を
通
る
と
思
ふ
た

が 

じ
い
様
が 

も
ふ
死
で
か
ら
三
年
立
た
か
ら 
あ
の
向

ふ
の
家
に
生
れ
ろ 

我
が
ば
あ
さ
ま
に
な
る
人
は
気
の
い

ゝ
ば
ア
様
だ
か
ら 

あ
そ
こ
に
や
ど
れ
と
い
つ
て 

じ
ひ
様

ハ 

先
に
い
つ
て
し
ま
つ
た
か
ら 

お
ら
あ
此
家
に 

は
ひ

ら
ふ
と
思
ふ
て 

門
口
に
居
た
ら 

内
に
何
か 

お
つ
か
さ

ん
が
家
貧
乏
で 

お
つ
か
さ
ん
が 

江
戸
へ
奉
公
に
出
ず
ハ

な
る
ま
い
と
い
ふ 

其
相
談
が
あ
つ
た
か
ら 

マ
ア 

這
入

ま
い
と
庭
に 

三
日
止
ま
つ
て
居
た 

三
日
め
に
江
戸
へ
出

る
相
談
が 

や
ん
だ
か
ら
夫
か
ら 

其
夜
雨
戸
の
ふ
し
穴
か

ら 

内
へ
は
い
つ
て 

竃
の
側
に
又
三
日
居
て
夫
か
ら 

お

つ
か
さ
ん
の
腹
に 

は
い
つ
た 

腹
の
う
へ
の
ほ
ふ
に
ゐ
た

ら 

せ
つ
な
か
ら
う
と 

お
も
つ
て
脇
の
方
に
寄
て
居
た
事

も
よ
く
覚
て
ゐ
る 

生
れ
た
時
苦
労
の
な
か
つ
た
事
も
よ

ふ
覚
て
い
る 

お
と
つ
さ
ん
と 

お
つ
か
さ
ん
に
は 

い
ゝ

が 

外
の
人
に
ハ
云
な
さ
ん
な
と
云 

祖
母 

此
よ
し 

源
蔵

夫
婦
に
告
る 

夫
よ
り
後
ハ 

両
親
に
前
生
の
事
共
有
之

儘
に 

語
り 

夫
よ
り
後
に
は
程
窪
に
行
た
い 

久
兵
衛
さ

ん
の
墓
に 

や
つ
て
お
く
れ
と 

度
々
い
ふ
事
な
れ
ば 

源

蔵 

お
も
ふ
よ
ふ 

勝
五
郎 

希
有
の
子
な
れ
バ 

も
し
も
其

内
死
ま
し
き
物
に
も 

あ
ら
ず 

成
程 

程
窪
の
半
四
郎
と

い
ふ
も
の 

あ
り
や
な
し
や
を 

尋
ね
度
も
の
な
れ

　共゛ 

男

の
身
と
し
て 

余
り
跡
先
の
考
な
き
や
う
に
人
の
お
も
わ

く
も
い
か
ゞ
と 

当
正
月
廿
日 

祖
母
つ
や
に 

勝
五
郎
を

つ
れ
て
行
べ
し
と
い
ゝ 

そ
れ
よ
り 

つ
や 

勝
五
郎
を
つ

れ
て 

程
窪
村
に
行
に 

此
家
か
と
い
へ
ば 

勝
五
郎 

ま
だ

先
〳
〵
と
い
ひ 

先
に
立
て
行
程
に 

此
家
だ
と
つ
や
に
か

ま
ハ
ず
駆
込
ゆ
く 

つ
や
も
続
て
は
い
り
先
ツ 

主
人
の
名

を
問
ふ
に 

半
四
郎
と
答
る 

妻
の
名
を
と
へ
ば 

し
づ
と

答
ふ 

 

此
内
に
藤
蔵
と
い
ふ
子
が
有
し
や
無
や
と
い
へ
ば 

十
四
年
跡 

六
ツ
の
年 

疱
瘡
で
な
く
な
り
ま
し
た
と
云
ば 

つ
や
ハ
初
て 

勝
五
郎
が
云
し
事
の
誠
な
る
事
を
そ
ん
じ 

涙
セ
き
あ
へ
ず 

勝
五
郎
が
前
生
を
覚
へ
話
す
る
事
を 

具

に
話
し
け
れ
バ 

半
四
郎
夫
婦
も 

誠
に
奇
異
の
お
も
ひ
を

な
し 

勝
五
郎
を
い
だ
き
倶
に 

涙
に
し
づ
ミ 

前
生
藤
蔵

を
見
て 

六
ツ
の
時
よ
り
顔
色
き
り
よ
ふ
一
段
あ
が
り
た

り
と
云
に 

勝
五
郎
ハ 

向
の
烟
草
屋
の
屋
根
を
ゆ
び
さ
し 

ま
へ
か
た
ハ 
な
か
つ
た
の 

あ
の
木
も
無
つ
た
の
抔
と
い

ふ
に 

皆
其
通
り
な
れ
バ 

半
四
郎
夫
婦
も
弥
我
を
折
し
と

也 

偖 

其
日
ハ
谷
津
入
に
帰
り
し
が 

其
後
も
二
三
度 

半

四
郎
方
へ
遣
し 

実
父
久
兵
衛
墓
へ
も 

参
り
し
と
也 

勝

五
郎 

時
々 

お
ら
あ
の
ゝ
様
だ
か
ら
ア 

大
事
に
し
て
お

く
れ
と
い
ゝ 

又
祖
母
に
向
ひ 
お
ら
ア 

十
六
で
死
ぬ
で

あ
ろ
ふ 

御
嶽
様
の
お
し
や
さ
し
つ
た
が 
死
ぬ
は
こ
わ
ひ

こ
と
で
は
な
ひ
と
云
ひ
し
と
ぞ 

両
親 

勝
五
郎
に 

手
ま

へ
ハ 

坊
様
に
な
ら
ぬ
か
と 

い
へ
ば 

お
ら
あ
坊
様
に
な

る
事
ハ 

い
や
と 

云
し

近
頃 

村
中
に
て
ハ
勝
五
郎
と
い
は
ず
程
窪
小
僧
と  

あ
だ
名
を
呼
び 

外
村
よ
り
も
見
に
来
る
人
も 

あ

れ
バ 

は
づ
か
し
が
り
て 

や
に
わ
に 

か
く
れ
る
に

よ
り 

勝
五
郎
が
直
咄
し
ハ 

聞
事
不
叶 

祖
母
つ
や

の
物
語
り
に
て 

是
を
書
留
る
也 

扨
又 

源
蔵
夫
婦

祖
母
つ
や
の
内
に 

何
か 

ぼ
だ
ひ
を
セ
し
覚
有
や
と 

と
ふ
に 

何
も 

さ
の
ミ
施
事
も
せ
ず 

祖
母
つ
や 

明

暮 

念
仏
を
と
の
ふ 

出
家
乞
食
の
門
口
に
立
時
あ
ら

ば 

い
つ
も
銭
二
文
ツ
ヽ
放
捨
を
す
る
外
に
は 

善
事

と
い
ふ
程
の
事
も 

セ
ざ
り
し
と
い
ふ

右
は
冠
山
老
侯
自
ら
彼
地
へ
至
り
て
源
蔵
の
家
御
尋
被

成 

勝
五
郎
を
も
御
覧
の
上
祖
母
つ
や
の
物
語
り
を
直

に
被
為
聞 

御
自
身
に
御
筆
記
遊
さ
れ
候
を 

老
侯
よ
り

直
に
御
話
伺
ひ 

且 

御
筆
記
を
拝
借
し
て 

書
写
す
る

も
の
な
り

文
政
六
未
年
三
月
八
日
　
　
　
　
誌
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

《
解
説
》
池
田
冠
山
が
勝
五
郎
の
祖
母
の
聞
書
き
を
ま
と

め
た
も
の
。
調
査
団
で
閲
覧
し
た
写
本
は
、
①
早
稲
田

大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
武
州
多
摩
郡
中
野
村
勝
五
郎
再

生
前
生
話
）
②
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
（
勝
五
郎
前
世

聞
書
）
③
個
人
蔵
本
（
冠
山
老
公
御
筆
記
武
州
程
窪
村

再
生
勝
五
郎
前
生
話
、
佐
竹
家
由
来
）
④
鳥
取
県
立
図

書
館
所
蔵
本
（
冠
山
老
公
御
筆
記
ほ
ど
く
ぼ
小
僧
前
世

話
）
➄
佐
渡
市
相
川
金
毘
羅
神
社
文
書
（
武
蔵
国
多
摩

郡
程
窪
村

　
沙
門
廉
順
所
持
）
の
五
冊
と
、
⑥
宮
崎
成

身
『
視
聴
草
』
に
収
載
（
武
州
程
窪
村
小
児
前
生
話
）

⑦
『
近
世
百
物
語
』
九
巻
に
収
載
（
農
児
語
前
世
）
⑧
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『
珎
説
集
記
』
に
収
載
（
文
政
六
未
年
生
替
物
語
、
資

料
15
）
の
八
種
類
で
あ
る
。

写
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
、
左
に
示
す
。

（
１
）
勝
五
郎
の
母
の
名
前
　
①
②
は
「
や
い
」
③
④
⑥

⑦
⑧
は
、
「
せ
い
・
セ
イ
」
。
「
せ
い
」
が
正
し
い
。

（
２
）
「
せ
い
」
の
父
吉
太
郎
が
浪
人
に
な
っ
た
時
の
「
せ

い
」
の
年
齢
　
①
④
⑧
は
、
「
十
三
歳
」
、
③
と
⑥

は
、
「
三
歳
」
。
十
三
歳
が
正
し
い
。
な
お
、
②
に

は
「
せ
い
」
の
父
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
⑦
に

は
詳
し
い
家
族
の
記
述
そ
の
も
の
が
な
い
。

（
３
）
吉
太
郎
の
没
年
　
③
④
⑥
は
文
政
四
年
、
①
は
寛

政
四
年
、
⑧
は
文
化
四
年
。
②
⑦
に
は
こ
の
部
分

の
記
述
は
な
い
。
文
政
四
年
が
正
し
い
。

（
４
）
藤
五
郎
（
藤
蔵
の
父
）
の
十
三
回
忌
の
年
　
①
②

は
文
政
三
年
、
③
④
⑥
⑧
は
文
政
五
年
と
あ
る
。

⑦
に
は
記
載
が
な
い
。
文
政
五
年
は
、
藤
蔵
の
十

三
回
忌
で
あ
り
、
藤
五
郎
で
は
な
い
。
藤
蔵
の
子

孫
で
あ
る
小
宮
家
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
藤
五
郎

（
久
兵
衛
）
の
没
年
は
文
化
三
年
で
あ
り
、
十
三

回
忌
は
文
政
元
年
と
な
る
。

な
お
、
②
は
、
文
末
に
「
文
政
六
年
癸
未
三
月
拾
八
日
　

山
崎
美
成
識
」
と
あ
る
。
ま
た
、
②
③
は
巻
末
に
「
多
門

傳
八
郎
届
書
」
写
を
、
⑧
は
文
頭
に
付
す
。
③
は
最
後
か

ら
二
丁
目
が
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
説
・
解
読

　
小
宮

　
豊
）

２
　
六
と
せ
の
夢
（
『
玉
露
童
女
行
状
』
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
脩
蔵
謹
記

浄
観
院
殿
玉
露
如
泡
大
童
女
、
御
名
ハ
都
由
子
と
申
奉
る
。

我
が
大
殿
の
第
十
六
の
御
む
す
め
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
。

柿
沼
氏
の
女
な
る
、
お
た
へ
の
御
は
ら
な
り
。
文
化
十
四

年
丁
丑
十
一
月
二
日
辛
丑
、
辰
の
刻
と
い
ふ
に
、
江
戸
の

邸
に
う
ま
れ
給
ふ
。
お
た
へ
御
子
多
か
り
け
る
に
、
い
つ

も
五
ツ
月
、
六
ツ
月
が
ほ
ど
よ
り
、
胸
い
た
ミ
、
し
は
ぶ

き
が
ち
に
て
く
る
し
が
り
給
ひ
け
る
を
、
大
童
女
を
は
ら

ミ
ま
ゐ
ら
せ
て
よ
り
、
い
さ
さ
か
の
な
や
ミ
も
な
く
、
う

ま
れ
出
さ
せ
給
ふ
を
り
か
ら
も
、
こ
と
に
安
ら
か
に
お
は

し
ま
し
け
り
。
　
　
　
　
　
　

同
十
五
年
戊
寅
、
御
年
二
に
な
ら
せ
給
ひ
し
二
月
、
文
政

と
改
元
あ
り
。
夏
の
こ
ろ
よ
り
、
御
め
の
と
な
る
た
つ
が

乳
の
と
ぼ
し
く
な
り
け
れ
バ
、
更
に
ひ
と
り
召
出
さ
れ
し

に
、
そ
れ
に
ハ
寄
添
ひ
給
ハ
で
、
た
つ
を
は
な
ち
給
ハ

ざ
り
し
か
バ
、
や
ゝ
つ
ぎ
〳
〵
に
や
つ
れ
給
ふ
御
け
し
き

を
、
大
殿
ふ
か
く
う
れ
ひ
給
ひ
て
、
雑
司
谷
な
る

子
母

神
に
祈
ら
せ
給
ひ
し
に
、
や
が
て
か
の
乳
ぶ
さ
は
り
い
で

ゝ
、
其
後
絶
る
こ
と
な
か
り
き
。

同
二
年
己
卯
、
御
と
し
三
に
な
ら
せ
給
ひ
し
夏
、
右
の
御

手
の
中
指
に
ち
ひ
さ
き
瘡
い
で
き
て
、
日
を
へ
て
左
右
の

御
ゆ
び
こ
と
〴
〵
く
い
た
み
給
へ
る
に
よ
り
て
、
柴
田
芸

庵
に
見
せ
給
ふ
に
、
代
指
疽
に
も
な
ら
せ
給
ハ
ヾ
、
か
ろ

か
ら
ぬ
御
病
な
り
と
申
け
れ
バ
、
御
薬
を
奉
ら
せ
、
外
治

を
バ
小
堀
祐
真
に
ゆ
だ
ね
給
ふ
。
円
明
院
法
印
行
智
ハ
も

と
よ
り
、
大
殿
の
御
も
と
に
ね
ん
ご
ろ
に
ま
ゐ
り
け
れ
バ
、

御
平
愈
の
為
と
て
、
凖
泥
（
准
胝
）
観
音
の
法
を
修
し
、

そ
の
符
を
た
て
ま
つ
る
に
、
大
童
女
つ
つ
し
ミ
て
い
た
ゞ

き
給
ひ
、
朝
夕
御
ミ
づ
か
ら
こ
れ
を
も
て
十
の
御
ゆ
び
を

撫
さ
す
り
給
ひ
ぬ
。
御
や
ま
ひ
癒
さ
せ
給
ひ
て
後
、
御
も

と
人
御
守
袋
を
ひ
ら
く
こ
と
あ
り
し
に
、
曽
て
入
置
給
ひ

し
凖
泥
の
絵
像
、
四
が
ひ
と
つ
た
ゞ
れ
裂
け
て
、
そ
の
紙

さ
へ
う
せ
に
た
り
。
ま
こ
と
に
代
受
苦
の
誓
む
な
し
か
ら

ざ
り
け
る
こ
と
よ
と
、
ミ
な
人
た
ふ
と
み
あ
へ
り
。
こ
の

年
の
冬
の
こ
ろ
、
弘
福
寺
の
鶴
峯
和
尚
を
大
殿
の
ま
ね
き

給
ひ
し
に
、
大
童
女
出
む
か
へ
て
礼
拝
し
給
ひ
て
、
和
尚

に
し
た
し
ミ
給
ハ
ん
と
の
御
こ
ゝ
ろ
ば
へ
に
や
、
御
も
て

遊
び
に
し
給
ふ
、
き
さ
ご
と
い
ふ
貝
を
と
り
い
で
給
ひ
て
、

和
尚
と
は
じ
き
て
あ
そ
バ
ん
と
の
た
ま
ふ
。
和
尚
う
ち
ゑ

ミ
て
、
お
の
れ
こ
の
と
し
ま
で
い
ま
だ
か
ゝ
る
遊
び
せ
し

こ
と
候
ハ
ず
、
願
く
ハ
御
を
し
へ
給
ハ
れ
と
て
、
し
ば
し

が
間
は
じ
き
た
ハ
ふ
れ
給
へ
バ
、
大
童
女
こ
と
に
よ
ろ
こ

ば
せ
給
ふ
事
か
ぎ
り
な
し
。
す
べ
て
よ
の
つ
ね
の
御
客
に

ハ
、
ミ
だ
り
に
出
で
あ
ひ
給
ハ
ね
ど
、
僧
徒
の
御
客
な
り

と
申
上
れ
バ
、
は
ぢ
ら
ふ
こ
と
な
く
わ
た
ら
せ
お
は
し
ま

す
こ
と
常
な
り
き
。

同
三
年
庚
辰
、
御
と
し
よ
つ
に
な
ら
せ
給
ふ
。
卯
月
の
頃
、

泉
岳
寺
の
貞
鈞
和
尚
、
大
殿
の
か
た
に
来
臨
あ
り
。
大
童

女
も
御
対
面
あ
り
し
に
、
和
尚
い
と
ほ
し
が
り
給
ひ
て
、

永
く
疳
虫
の
う
れ
ひ
な
き
や
う
に
と
て
、
懇
に
加
持
し
給

ひ
け
れ
バ
、
大
童
女
拝
し
て
内
に
入
ら
せ
給
ひ
て
、
や
が

て
御
手
あ
そ
び
の
品
を
持
出
給
ひ
、
和
尚
に
ま
ゐ
ら
せ
て

そ
の
恩
に
む
く
い
給
ふ
。
和
尚
、
又
両
殿
お
よ
び
御
姉
君

が
た
に
、
三
帰
戒
を
さ
づ
け
給
ひ
、
そ
の
後
に
法
華
経
の

妙
荘
厳
王
品
を
講
ぜ
ら
れ
し
に
、
大
童
女
ハ
御
姉
君
が
た

の
し
り
へ
に
お
は
し
て
聴
聞
し
給
ひ
け
る
が
、
そ
の
講
終

る
ま
で
少
し
も
倦
給
ふ
御
け
し
き
ま
し
ま
さ
ゞ
り
き
。
此

こ
と
を
、
西
の
海
の
大
国
を
領
ぜ
さ
せ
給
ふ
君
の
北
の
方

−101−



聞
し
め
し
、
御
賞
嘆
の
あ
ま
り
に
、
ひ
め
お
き
給
へ
る

唐
磁
の
観
世
音
の
像
を
、
大
童
女
へ
お
く
り
お
こ
せ
給
ひ
、

大
殿
へ
の
御
消
息
の
中
に
、
か
ゝ
る
応
現
童
女
を
得
給
ふ

こ
と
浅
か
ら
ず
歓
喜
い
た
し
候
、
右
御
女
子
の
末
た
の
も

し
く
、
あ
り
が
た
き
御
こ
と
ど
も
感
涙
や
ま
ず
、
数
年
所

持
の
大
悲
尊
を
御
ゆ
づ
り
申
候
、
ふ
と
か
ゝ
る
御
か
た
へ

因
縁
相
む
す
ひ
候
も
、
ひ
と
へ
に
信
心
の
奇
特
と
ぞ
ん
じ

候
と
ま
で
あ
そ
バ
し
け
り
と
な
ん
、
ほ
の
か
に
つ
た
へ
う

け
給
ハ
り
ぬ
る
。
さ
て
そ
の
御
は
こ
を
ひ
ら
き
見
給
へ
る

時
、
御
も
と
人
た
ち
ハ
、
た
ゞ
に
や
き
も
の
の
人
ぎ
や
う

な
り
と
思
ひ
た
る
に
、
大
童
女
ハ
は
や
く
こ
れ
ハ
観
音
さ

ま
な
り
と
の
た
ま
ひ
な
が
ら
、
両
の
御
手
を
合
せ
恭
敬
瞻

礼
し
給
ひ
け
り
。
そ
れ
よ
り
後
ハ
、
日
々
に
御
ミ
づ
か
ら

茶
果
を
供
へ
、
香
花
を
た
む
け
、
御
庭
に
て
つ
ま
せ
給

へ
る
草
花
を
バ
、
先
こ
の
観
世
音
に
さ
ゝ
げ
給
ひ
て
、
其

あ
ま
り
を
も
て
、
御
ひ
ゝ
な
あ
そ
び
の
料
に
な
し
給
へ
り
。

そ
の
後
、
脩
蔵
が
妻
の
さ
と
よ
り
も
ち
来
り
し
、
堂
の
か

た
ち
に
作
り
た
る
厨
子
や
う
の
も
の
を
、
御
も
て
遊
び
に

と
て
奉
り
け
れ
バ
、
大
童
女
御
よ
ろ
こ
び
あ
り
て
、
た
ゞ

ち
に
そ
の
屋
根
を
と
り
は
な
ち
て
、
か
の
像
を
そ
の
中
に

を
さ
め
た
ま
ひ
て
、
も
と
の
如
く
屋
根
を
お
ほ
ひ
給
へ
る

に
、
大
き
さ
さ
な
が
ら
こ
の
像
の
為
に
こ
と
さ
ら
に
つ
く

り
た
る
か
と
あ
や
し
ま
る
。
大
殿
は
じ
め
こ
れ
を
見
給
ひ

て
、
よ
の
つ
ね
の
も
の
な
り
と
お
ぼ
し
ゝ
が
、
よ
く
〳
〵

見
給
へ
バ
、
清
水
寺
の
観
音
堂
を
う
つ
し
と
り
た
る
な
り

と
て
、
い
と
ゞ
随
喜
し
給
ふ
。
ま
た
大
童
女
つ
ね
に
の
た

ま
ふ
ハ
、
も
し
火
事
が
あ
つ
た
ら
バ
、
お
も
ち
や
ハ
、
と

き
と
た
つ
と
、
も
つ
て
に
げ
ろ
、
く
わ
ん
お
ん
様
ハ
、
つ

う
さ
ま
が
お
ん
ぶ
し
て
に
げ
る
よ
と
仰
ら
れ
し
。
大
童
女

つ
ね
に
書
画
を
こ
の
ミ
給
ひ
、
ミ
づ
か
ら
も
あ
そ
バ
し
、

人
に
も
か
ゝ
し
め
て
、
な
ぐ
さ
ミ
給
ふ
。
又
絵
本
を
見
給

ふ
に
も
、
聖
賢
・
仏
菩
薩
の
像
あ
る
を
こ
の
ま
せ
給
ひ
、

大
殿
に
そ
の
ミ
名
を
問
ひ
給
ふ
。
し
か
〴
〵
と
教
へ
給
へ

バ
、
こ
と
に
よ
ろ
こ
び
給
ふ
。
又
人
物
・
鳥
獣
・
魚
虫
・

草
木
・
器
財
な
ど
の
画
は
、
お
も
と
人
に
そ
の
名
を
と
ひ

給
ふ
に
、
し
り
ま
ゐ
ら
せ
ず
と
こ
た
へ
奉
れ
バ
、
そ
の
ま

ゝ
に
な
し
お
き
給
ハ
で
、
大
殿
に
つ
き
て
尋
ね
問
給
ひ
つ

ゝ
、
そ
の
名
を
御
心
に
し
め
て
よ
く
お
ぼ
え
さ
せ
給
ひ
き
。

又
折
々
の
御
遊
び
に
、
歌
が
る
た
・
た
と
へ
が
る
た
・
き

さ
ご
は
じ
き
・
竹
が
へ
し
な
ど
や
う
の
遊
び
ご
と
せ
さ

せ
給
へ
る
に
も
、
人
に
か
つ
こ
と
を
こ
の
ミ
給
ハ
ず
。
そ

の
よ
く
せ
ざ
る
輩
に
ハ
、
か
た
ハ
ら
よ
り
た
す
け
や
り
て
、

御
か
た
き
に
な
し
給
ひ
き
。
又
、
御
長
屋
よ
り
ま
う
の
ぼ

れ
る
御
伽
の
子
ど
も
、
お
り
に
ふ
れ
て
い
さ
か
ひ
な
ど
す

る
事
あ
れ
バ
、
御
こ
こ
ろ
わ
る
げ
な
る
御
け
し
き
に
て
か

れ
こ
れ
と
な
だ
め
こ
し
ら
へ
給
ひ
て
の
ち
、
お
の
〳
〵
の

家
に
お
く
り
や
ら
せ
給
ふ
。
あ
る
時
、
大
殿
外
よ
り
ま
ゐ

ら
せ
し
蜆
を
、
左
右
の
人
に
命
じ
て
、
し
り
へ
な
る
川
に

は
な
た
せ
給
ふ
を
、
大
童
女
つ
く
〴
〵
と
御
ら
ん
じ
け
る

が
、
そ
れ
よ
り
後
ハ
、
蜆
・
は
ま
ぐ
り
す
べ
て
生
け
る
た

ぐ
ひ
を
御
め
に
ふ
れ
さ
せ
給
へ
バ
、
か
な
ら
ず
は
や
く
放

ち
や
れ
と
ぞ
の
給
ひ
し
。

同
四
年
辛
巳
、
御
と
し
い
つ
ゝ
に
な
ら
せ
給
ふ
。
四
月
、

お
た
へ
殿
に
し
た
が
ひ
奉
り
て
、
い
な
ば
の
国
に
ゆ
き
給

ひ
け
る
に
、
大
童
女
別
を
惜
ミ
給
ひ
て
、
い
で
た
ち
し
夕

づ
か
た
、
御
馬
場
に
出
て
あ
そ
バ
せ
給
ひ
て
、
御
こ
ゑ
を

あ
げ
て
、
た
へ
〳
〵
と
呼
給
ひ
、
御
か
た
ハ
ら
の
人
に
向

ひ
、
こ
ゝ
で
呼
ん
だ
ら
、
た
へ
が
方
へ
聞
え
や
う
か
と

の
給
ひ
き
。
此
御
言
葉
の
切
な
る
に
、
人
々
皆
な
ミ
だ
と

ゞ
め
あ
へ
ず
。
あ
る
時
、
御
も
と
人
た
ハ
む
れ
に
、
お
た

へ
ハ
こ
ゝ
ろ
づ
よ
く
も
い
と
ほ
し
き
君
を
置
奉
り
て
、
御

国
へ
ハ
参
ら
れ
し
こ
と
よ
と
聞
え
け
れ
バ
、
大
童
女
聞
給

ひ
、
御
兄
さ
ま
か
ら
御
供
を
仰
つ
け
ら
れ
た
か
ら
、
つ
う

さ
ま
を
お
い
て
行
た
の
に
、
そ
の
や
う
な
こ
と
を
い
ふ
な

と
の
給
ふ
。
お
も
と
人
、
さ
ら
バ
何
と
て
君
ハ
も
ろ
と
も

に
御
出
あ
そ
バ
さ
れ
ぬ
ぞ
と
申
上
け
れ
バ
、
お
と
う
さ
ま

が
御
い
で
な
さ
れ
た
ら
、
つ
う
さ
ま
も
御
供
を
し
て
行
う
、

お
と
う
さ
ま
が
い
ら
し
や
ら
ね
バ
、
つ
う
さ
ま
ハ
御
そ
バ

に
居
て
、
御
伽
を
せ
ね
バ
な
ら
ぬ
ぞ
と
の
た
ま
ひ
き
。
そ

の
冬
、
神
無
月
廿
二
日
の
こ
と
な
る
に
、
大
童
女
御
も
と

人
に
向
ひ
給
ひ
て
、
今
が
来
年
な
ら
バ
よ
い
と
の
た
ま
ふ
。

こ
れ
ハ
、
お
た
へ
こ
ん
と
し
に
な
ら
バ
御
国
よ
り
か
へ
る

べ
し
と
、
こ
ゝ
ろ
も
と
な
く
ま
ち
か
ね
給
ひ
て
、
そ
れ
と

な
く
仰
せ
ら
れ
し
御
心
の
深
き
こ
と
を
大
殿
感
じ
給
ひ
て
、

月
日
を
書
と
め
お
か
せ
ら
れ
、
御
国
ま
で
も
仰
つ
か
ハ
さ

れ
た
り
と
ぞ
。
今
お
も
ひ
奉
る
に
、
か
く
御
こ
と

ぐ
に

つ
け
て
月
日
を
し
る
し
お
か
バ
、
ほ
い
あ
ら
ん
も
の
を
と

お
も
ふ
も
か
ひ
な
し
。

同
五
年
壬
午
、
御
と
し
む
つ
に
な
ら
せ
給
ふ
。
三
月
、
殿

御
国
よ
り
い
た
ら
せ
給
へ
バ
、
大
童
女
御
よ
ろ
こ
び
か
ぎ

り
な
く
、
朝
ゆ
ふ
御
休
息
の
間
に
さ
ふ
ら
ひ
給
ふ
。
殿
も

こ
と
に
い
と
ほ
し
ミ
給
ふ
。
お
ほ
や
け
ご
と
な
ど
に
て

御
出
あ
り
て
、
か
へ
ら
せ
給
へ
バ
、
そ
の
御
つ
か
れ
を
な

ぐ
さ
め
給
ハ
ん
と
て
さ
ま
〴
〵
の
御
た
ハ
ふ
れ
ご
と
な
ど

な
し
給
ふ
。
つ
ね
に
両
殿
・
御
姉
君
を
う
や
ま
ひ
た
ふ
と

ミ
給
ふ
こ
と
ふ
か
く
、
御
礼
儀
お
ろ
そ
か
な
ら
ず
。
な
ら

び
ゐ
た
ま
ひ
て
、
御
膳
め
さ
る
ゝ
時
、
大
童
女
の
好
ま
せ
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給
ふ
品
を
う
へ
〳
〵
よ
り
わ
か
ち
加
へ
給
へ
バ
、
御
坐
を

た
ゝ
せ
ら
れ
て
う
け
給
ひ
、
は
る
か
に
下
り
て
拝
し
給
ふ
。

又
大
殿
の
御
側
に
さ
ふ
ら
ハ
せ
給
ふ
時
、
も
の
た
ま
ひ
て
、

こ
れ
ハ
め
づ
ら
し
き
品
な
り
、
そ
こ
に
て
ま
ゐ
れ
と
の
給

へ
バ
、
ミ
な
さ
ま
を
御
呼
申
さ
ん
と
て
、
御
奥
に
は
し
り

入
給
ひ
、
御
つ
ど
ひ
の
う
へ
な
ら
で
ハ
き
こ
し
め
し
給
ハ

ず
。
又
く
だ
も
の
な
ど
を
奉
る
も
の
あ
れ
バ
、
御
ミ
づ
か

ら
大
殿
の
御
か
た
へ
も
ち
い
で
ゝ
奉
り
給
ひ
、
そ
れ
よ
り

殿
・
姉
君
に
御
わ
か
ち
あ
り
て
、
次
に
老
女
を
は
じ
め
御

か
た
ハ
ら
に
さ
ふ
ら
ふ
人
に
わ
か
ち
た
ま
ひ
、
さ
て
そ
の

後
に
き
こ
し
め
し
つ
。
又
御
膳
部
に
や
は
ら
か
な
る
品
つ

き
た
る
時
ハ
、
た
れ
が
し
ハ
と
し
よ
り
だ
か
ら
こ
れ
を
や

れ
と
て
給
ふ
こ
と
、
常
の
御
こ
と
な
り
。
又
折
に
ふ
れ
御

飯
を
の
こ
さ
せ
給
へ
る
時
ハ
、
犬
に
や
れ
、
豕
に
や
れ
、

雀
に
な
げ
て
や
れ
よ
な
ど
の
た
ま
ふ
。

大
殿
酒
を
た
し
（
な
）
ミ
給
ひ
、
程
に
す
ぎ
給
ひ
て
煩
ひ

給
ふ
こ
と
し
ば
〳
〵
な
り
け
れ
バ
、
す
ぎ
な
ん
と
き
ハ
か

た
ハ
ら
よ
り
と
ゞ
め
く
れ
よ
と
、
常
に
仰
あ
り
け
れ
ど
も
、

興
に
入
ら
せ
給
ひ
て
ハ
、
誰
々
も
御
け
し
き
を
は
ゞ
か
り

て
口
を
つ
ぐ
ミ
を
る
に
、
大
童
女
こ
と
に
き
づ
か
ハ
せ
給

ひ
て
、
御
酔
の
す
ゝ
ま
せ
給
ふ
頃
に
ハ
、
は
し
り
出
給
ひ

て
何
ぐ
れ
と
と
ゞ
め
給
ふ
。
又
外
よ
り
帰
ら
せ
給
ふ
こ
と

遅
き
時
ハ
、
い
と
い
た
う
く
る
し
が
り
給
ふ
こ
と
、
ひ
と

か
た
な
ら
ず
。
御
む
か
へ
に
だ
れ
ぞ
や
れ
、
御
文
を
上
け

や
う
か
と
の
た
ま
ふ
。
あ
る
時
お
も
と
人
、
父
君
ハ
お
そ

ろ
し
と
お
ぼ
す
や
と
問
ひ
奉
れ
バ
、
わ
る
い
こ
と
せ
ね
バ

こ
ハ
ひ
こ
と
ハ
な
い
と
仰
ら
れ
き
。

大
殿
よ
り
疱
瘡
の
う
れ
ひ
の
が
る
へ
き
御
薬
な
り
と
て
ま

ゐ
ら
せ
ら
れ
し
を
、
お
た
へ
の
持
い
で
ゝ
す
ゝ
め
ま
ゐ
ら

す
る
に
、
味
の
い
と
苦
け
れ
バ
、
ね
ん
じ
て
き
こ
し
め
し

つ
ゝ
、
脩
蔵
を
見
給
ひ
て
、
良
薬
口
に
苦
し
と
ハ
こ
の
こ

と
だ
の
と
の
た
ま
ひ
き
。
そ
の
時
、
脩
蔵
ハ
お
そ
ろ
し
き

ま
で
覚
え
て
何
と
御
こ
た
へ
申
上
べ
き
や
う
も
な
か
り
き
。

あ
る
時
、
お
た
へ
の
部
屋
に
蟻
の
上
り
集
り
て
、
は
ひ
あ

る
き
け
れ
バ
、
か
た
へ
の
人
わ
き
湯
を
そ
ゝ
が
ん
と
湯
桶

を
持
来
り
し
に
、
大
童
女
い
た
く
こ
れ
を
と
ゞ
め
給
ひ
て
、

湯
を
か
け
た
ら
ミ
ん
な
死
ぬ
だ
ろ
う
、
か
あ
い
そ
う
に
、

箒
で
そ
つ
と
は
き
出
す
が
よ
い
と
の
た
ま
ひ
き
。

あ
る
時
、
老
女
た
ち
こ
ぞ
り
て
、
何
が
し
も
な
く
な
り
た

り
、
た
れ
が
し
も
は
て
た
り
と
打
な
げ
き
か
た
り
合
ふ
を
、

大
童
女
つ
く
〴
〵
と
聞
し
め
し
て
、
し
ば
ら
く
あ
り
て
御

坐
を
た
ゝ
せ
給
ひ
な
が
ら
、
人
間
ハ
い
や
な
も
の
だ
と
の

た
ま
ふ
。
老
女
た
ち
、
か
ゝ
る
御
言
葉
の
い
と
け
な
き
御

口
よ
り
い
で
つ
る
を
あ
や
し
が
り
て
か
た
り
き
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
ふ
た
つ
に
な
り
給
ふ
御
と
き
、
は
じ
め

で
雑
司
谷
に
ま
う
で
さ
せ
給
ひ
て
、
そ
の
後
ハ
浅
草
で
ら

を
は
じ
め
、
こ
こ
か
し
こ
の
神
社
仏
閣
に
も
大
殿
の
御
さ

し
づ
に
て
い
ら
せ
給
ひ
し
に
、
と
か
く
浅
草
と
雑
司
谷
へ

ハ
御
心
よ
り
思
ひ
お
こ
し
て
大
殿
に
乞
ハ
せ
給
ひ
て
、
た

び
〳
〵
ま
う
で
給
ひ
ぬ
。
此
春
、
浅
草
寺
よ
り
弘
福
寺
に

ま
う
で
さ
せ
給
ひ
し
に
、
雨
そ
ぼ
ふ
り
て
、
御
な
ぐ
さ
ミ

も
な
か
り
つ
る
に
、
弘
福
寺
ハ
御
心
お
き
な
う
お
ぼ
し
け

る
に
や
、
雨
を
も
い
と
は
せ
給
ハ
で
、
庭
に
て
の
ど
か
に

遊
び
給
ひ
き
。
秋
に
な
り
て
、
又
浅
草
寺
に
ま
う
で
さ
せ

給
ひ
、
木
下
川
の
薬
師
に
も
、
大
殿
の
仰
に
て
入
れ
ま
ゐ

ら
せ
給
ひ
き
。
す
べ
て
神
社
仏
閣
に
ま
う
で
給
へ
バ
、
御

手
を
合
せ
ま
め
や
か
に
拝
ミ
給
ふ
こ
と
、
お
と
な
び
給
へ

り
。
こ
と
し
秋
も
末
に
な
り
け
れ
バ
、
又
雑
司
谷
に
ま
う

で
ん
と
の
給
ひ
し
が
、
御
供
の
人
を
い
た
ハ
り
給
ふ
御
心

に
て
や
、
そ
の
御
こ
と
や
ミ
に
き
。
あ
る
時
、
ふ
と
御
出

あ
り
た
し
と
の
た
ま
ひ
け
れ
バ
、
老
女
た
ち
い
づ
か
た
へ

い
ら
せ
ら
れ
た
き
と
問
ひ
奉
れ
ハ
、
弘
福
寺
に
行
た
い
と

仰
ら
れ
き
。

そ
の
後
、
お
た
へ
に
む
か
ひ
給
ひ
て
、
大
殿
の
ね
ん
ご
ろ

に
し
給
ふ
人
々
の
名
を
か
ぞ
へ
給
ひ
て
、
何
が
し
ハ
ど
う

い
ふ
わ
け
で
御
心
や
す
い
ぞ
、
た
れ
が
し
ハ
ど
う
い
ふ
わ

け
で
御
扶
持
を
下
さ
る
ぞ
と
、
こ
と
こ
ま
や
か
に
尋
ね
さ

せ
給
ひ
き
と
ぞ
。

神
無
月
の
こ
ろ
に
や
、
お
た
へ
の
は
か
ら
ひ
に
て
、
御
姉

君
が
た
の
御
れ
う
に
と
、
色
よ
き
絹
ど
も
く
さ
〴
〵
と
り

ま
じ
へ
て
、
か
れ
こ
れ
と
見
せ
奉
る
に
、
大
童
女
ハ
こ
れ

ほ
し
と
も
の
た
ま
ハ
で
、
そ
の
中
に
か
き
つ
ば
た
の
も
や

う
を
そ
め
た
る
絹
を
御
ら
ん
じ
な
が
ら
、

　
む
ら
さ
き
に
さ
い
て
う
つ
く
し
か
き
つ
ば
た

と
即
興
し
給
ひ
き
と
な
り
。

十
一
月
八
日
に
、
大
殿
よ
り
曽
て
進
せ
ら
れ
し
御
ふ
ミ
を

御
手
づ
か
ら
封
じ
さ
せ
給
ひ
て
、
御
う
ハ
書
に
、
た
い
し

の
も
の
お
と
う
さ
ま
い
た
ゝ
い
た
御
書
と
遊
し
、
お
た
へ

に
あ
づ
け
給
ひ
ぬ
。
又
は
や
く
よ
り
持
せ
給
へ
る
御
鏡
を

姉
君
に
ま
ゐ
ら
せ
ら
れ
て
、
こ
の
鏡
ハ
も
う
い
ら
な
い
か

ら
、
お
は
る
さ
ま
に
上
ま
す
と
の
給
ひ
し
か
バ
、
御
姉
君

そ
れ
ハ
た
へ
が
奉
り
し
御
鏡
な
ら
ん
を
、
永
く
も
ち
給
へ

か
し
と
の
た
ま
ひ
け
る
に
、
そ
ん
な
ら
御
あ
づ
け
申
上
ま

す
と
の
た
ま
ひ
な
が
ら
、
さ
し
お
き
て
帰
ら
せ
給
ふ
。
又

こ
の
日
、
御
手
あ
そ
び
の
品
々
を
こ
と
〴
〵
く
御
坐
敷
に

な
ら
べ
た
て
給
ひ
て
、
御
あ
そ
び
が
た
き
の
を
さ
な
き
も

の
に
わ
か
ち
と
ら
せ
給
ひ
、
そ
の
や
ぶ
れ
損
た
る
を
バ
川
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へ
な
が
せ
と
仰
ら
れ
き
と
ぞ
。
こ
れ
も
御
命
期
を
し
ろ
し

め
さ
れ
て
、
と
く
人
々
に
さ
と
し
給
ひ
け
ん
と
今
ぞ
お
も

ひ
あ
ハ
せ
ら
れ
け
る
。

常
ハ
御
す
ぐ
よ
か
に
ま
し
〳
〵
て
、
少
し
の
御
な
や
ミ
も

お
ハ
さ
ざ
り
し
に
、
九
日
の
ゆ
ふ
べ
よ
り
、
御
熱
お
こ
り

て
う
ち
ふ
し
給
ふ
。
こ
の
頃
、
世
に
も
が
さ
の
は
や
り
け

れ
バ
、
そ
の
御
き
ざ
し
に
も
や
と
、
大
殿
の
あ
わ
て
さ
せ

給
ふ
こ
と
ひ
と
か
た
な
ら
ね
バ
、
と
の
ゐ
の
御
医
師
島
村

貞
庵
に
う
か
ゞ
ハ
せ
給
ふ
。
い
ま
だ
そ
の
御
き
ざ
し
と
も

定
め
が
た
き
よ
し
を
申
上
け
る
に
、
大
童
女
大
殿
の
御
心

づ
か
ひ
を
お
し
は
か
り
給
ひ
て
、
し
バ
し
も
安
く
せ
ん
と

お
ぼ
し
け
る
か
、
又
こ
の
世
の
御
な
ご
り
に
、
く
さ
〴
〵

の
御
手
わ
ざ
を
見
せ
奉
ら
ん
と
お
ぼ
し
け
る
か
、
つ
と
め

て
起
あ
が
ら
せ
給
ひ
て
、
た
と
へ
が
る
た
・
竹
が
へ
し
・

き
さ
ご
は
じ
き
・
縁
む
す
び
な
ど
の
御
あ
そ
び
し
給
ひ
て
、

大
殿
を
な
ぐ
さ
め
給
ひ
、
又
も
の
の
本
の
絵
の
ゆ
ゑ
よ
し

を
と
ひ
き
ゝ
給
ひ
て
、
夜
中
す
ぐ
る
頃
ま
で
御
し
ん
な
ら

ず
。
翌
る
十
日
に
ハ
、
御
医
師
鳥
養
元
叔
、
貞
庵
と
同
じ

く
う
か
ゞ
ひ
て
、
も
が
さ
の
御
も
よ
ほ
し
に
ま
ぎ
れ
あ
る

ま
じ
き
よ
し
申
上
し
か
バ
、
大
殿
の
御
さ
し
づ
に
て
御
療

治
を
柴
田
芸
庵
に
ゆ
だ
ね
給
ふ
。
是
日
ミ
づ
か
ら
御
ふ
ミ

を
か
き
給
ひ
、
い
と
け
な
き
御
姉
君
が
た
に
、
び
い
ど
ろ

に
て
作
り
た
る
御
か
ん
ざ
し
を
そ
へ
て
ま
ゐ
ら
せ
ら
れ
、

又
殿
の
め
し
つ
か
ハ
る
ゝ
霞
に
も
御
も
て
遊
び
の
し
な
を

た
ま
ひ
ぬ
。
十
一
日
よ
り
、
も
が
さ
あ
ら
ハ
れ
、
か
ろ
か

ら
ぬ
御
症
な
り
と
、
貞
庵
元
叔
の
ふ
た
り
ハ
す
で
に
眉
を

ぞ
ひ
そ
め
け
る
。
大
殿
を
は
じ
め
殿
・
姉
君
が
た
も
お
と

ろ
き
給
ひ
て
、
御
心
を
い
た
め
給
ふ
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

芸
庵
ハ
も
と
よ
り
暇
な
き
身
な
が
ら
、
昼
夜
と
な
く
ま
ゐ

き
て
う
か
ゞ
ひ
奉
り
、
御
家
の
く
す
し
ハ
い
ふ
に
及
バ
ず
、

生
田
英
碩
に
も
治
術
を
は
か
り
、
力
を
つ
く
し
技
を
き
ハ

め
け
る
に
、
日
に
〳
〵
よ
か
ら
ぬ
御
こ
と
ど
も
ま
さ
せ
給

ふ
。
英
碩
ハ
、
両
殿
も
と
よ
り
御
む
つ
び
ふ
か
け
れ
バ
、

大
童
女
も
御
心
お
き
な
く
お
ぼ
し
た
の
ミ
給
へ
る
を
、
お

し
は
か
り
て
、
夜
な
〳
〵
や
ど
に
も
帰
ら
で
、
し
ば
〳
〵

御
脈
を
う
か
ゞ
ひ
奉
れ
り
。
廿
二
日
、
御
さ
り
ゆ
と
い
ふ

期
な
れ
ど
、
い
ま
だ
潅

ほ
う
の
う
ミ膿

せ
ざ
る
も
あ
れ
ハ
、
い
ま
だ
起で

脹
そ
ろ
ひ

に
だ
に
い
た
ら
ざ
る
も
あ
り
て
、
も
ろ
〳
〵
の
く
す
し

か
し
ら
を
か
た
む
け
、
手
を
こ
ま
ぬ
き
て
ぞ
居
け
る
。
大

殿
ま
た
丸
山
岱
淵
を
招
き
よ
せ
て
、
御
脈
を
う
か
ゞ
ハ
せ

ら
る
ゝ
に
、
大
童
女
御
な
じ
ミ
う
す
け
れ
バ
、
誰
な
る
ら

ん
と
は
ゞ
か
ら
せ
給
ふ
ミ
け
し
き
あ
り
け
れ
バ
、
御
か
た

ハ
ら
の
人
、
こ
れ
ハ
芸
庵
の
兄
岱
淵
に
て
候
と
申
上
け
れ

バ
、
さ
う
か
と
て
御
こ
ゝ
ろ
よ
く
う
か
ゞ
ハ
せ
給
ふ
。
大

殿
ハ
も
が
さ
の
御
眼
に
入
な
ん
こ
と
を
ふ
か
く
御
心
に
く

る
し
ま
せ
給
ひ
、
行
徳
玄
格
を
ま
ね
き
て
、
そ
の
御
用
意

な
ど
な
さ
し
め
給
ふ
。
わ
づ
ら
ひ
始
め
給
ひ
し
日
よ
り
、

両
殿
・
御
姉
君
が
た
、
よ
る
昼
と
な
く
御
そ
バ
に
つ
き
そ

ひ
給
ひ
、
御
か
ん
び
や
う
せ
さ
せ
給
へ
バ
、
御
医
師
ハ
肝

胆
を
く
だ
き
、
お
た
へ
及
び
と
き
・
た
つ
の
ふ
た
り
ハ
申

も
さ
ら
な
り
。
御
く
す
り
に
さ
ふ
ら
ふ
わ
れ
〳
〵
ま
で
も
、

寝
食
を
わ
す
れ
、
身
の
労
を
し
ら
ず
。
外
の
か
た
の
け
い

し
、
雑
々
の
人
ハ
、
か
げ
な
が
ら
く
る
し
が
り
て
、
神
に

仏
に
い
の
り
、
朝
ゆ
ふ
の
ミ
け
し
き
を
う
か
ゞ
ひ
、
少
し

か
ハ
ら
せ
給
ふ
と
あ
れ
バ
、
色
を
う
し
な
ひ
力
を
お
と
し

ぬ
。
上
と
下
と
の
な
か
ら
ひ
な
れ
バ
、
か
く
あ
る
べ
き
こ

と
に
ハ
あ
れ
ど
、
ち
か
き
遠
き
の
へ
だ
て
な
く
思
ひ
よ
せ

奉
る
こ
と
ハ
、
か
ね
て
御
い
つ
く
し
ミ
の
か
げ
ひ
な
た
な

く
わ
た
ら
せ
給
ふ
ゆ
ゑ
に
て
そ
。
さ
て
も
御
や
ま
ひ
日
々

に
重
ら
せ
給
ひ
、
御
く
る
し
ミ
の
御
中
に
も
、
尊
卑
の
礼

を
う
し
な
ハ
せ
給
ハ
ず
。
御
眼
も
ふ
た
が
り
、
御
口
も
か

わ
き
、
御
こ
ゑ
か
す
か
に
な
ら
せ
給
ひ
て
も
、
両
殿
・
御

姉
君
御
く
す
り
を
す
ゝ
め
給
へ
バ
、
常
の
ご
と
く
に
い
ら

へ
し
給
ひ
、
御
精
神
ミ
だ
れ
給
ハ
ず
。
御
か
た
へ
の
人
々

を
も
よ
く
わ
か
ち
し
り
給
ふ
。
御
う
ハ
言
な
ど
ハ
、
か
り

に
も
き
こ
え
給
ハ
ね
ど
、
た
ゞ
は
や
く
雑
司
谷
に
ゆ
き
た

い
、
御
供
ハ
そ
ろ
う
た
か
と
の
給
ふ
こ
と
し
ば
〳
〵
な
り

け
り
。
廿
六
日
の
夜
ハ
、
御
つ
か
れ
も
ま
さ
り
給
ひ
て
、

御
脈
も
か
ひ
な
う
な
ら
せ
給
ひ
け
れ
バ
、
ふ
た
り
の
御
く

す
し
ら
ハ
、
御
臨
終
遠
か
ら
じ
と
う
か
ゞ
ひ
け
り
。

廿
七
日
の
あ
か
つ
き
に
い
た
り
て
ハ
、
御
心
よ
げ
に
す
や

〳
〵
御
し
ん
な
ら
せ
給
ふ
や
う
な
れ
バ
、
人
々
御
く
す
り

を
す
ゝ
む
る
こ
と
を
も
し
ば
し
ひ
か
へ
、
御
次
に
さ
む
ら

ひ
け
る
に
、
御
伝
の
と
き
ハ
目
も
は
な
た
ず
、
御
顔
ば
せ

を
ま
も
り
居
し
が
、
辰
の
刻
す
ぐ
る
ほ
ど
に
た
え
入
給
ひ

ぬ
。
両
殿
・
御
姉
君
・
お
た
へ
を
は
じ
め
、
御
か
ん
病
の

人
々
に
す
ら
御
名
残
を
し
め
し
給
ハ
ざ
る
ハ
、
い
か
さ
ま

権
化
の
御
は
か
ら
ひ
に
や
、
凡
慮
に
察
し
奉
り
が
た
し
。

さ
て
、
上
々
の
御
な
げ
き
ハ
申
も
お
ろ
か
、
御
も
と
人
よ

り
末
々
の
輩
ま
で
も
、
こ
の
君
の
か
く
れ
さ
せ
給
ふ
と
き

ゝ
奉
り
て
ハ
、
涙
に
袖
を
し
ぼ
ら
ぬ
ハ
な
く
、
殊
に
よ
る

の
鶴
の
御
心
の
中
お
も
ひ
や
り
奉
れ
バ
、
は
ら
わ
た
を
た

つ
ば
か
り
に
な
ん
。
す
で
に
御
枕
を
北
に
な
し
、
右
脇
に

ふ
さ
し
め
奉
り
け
れ
バ
、
御
水
た
む
け
ま
ゐ
ら
す
る
さ
へ

手
ふ
る
へ
、
涙
せ
き
と
め
が
た
く
、
よ
る
ひ
る
の
わ
か
ち

さ
へ
お
ぼ
へ
ざ
り
け
り
。
さ
て
し
も
あ
ら
ね
バ
、
牛
島
の

御
寺
へ
人
を
は
せ
て
、
鶴
峯
和
尚
に
か
く
と
告
ま
ゐ
ら
す
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れ
バ
、
和
尚
も
か
ね
て
い
と
ほ
し
が
り
給
ひ
け
る
君
に
し

あ
れ
バ
ミ
づ
か
ら
と
く
ま
ゐ
ら
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
老
の
身

の
病
が
ち
な
れ
バ
と
て
、
淀
の
君
の
御
た
ま
屋
守
る
毒
龍

師
を
お
こ
せ
給
ひ
て
、
御
な
き
が
ら
の
御
も
と
に
て
、
よ

も
す
が
ら
御
経
よ
ま
せ
ま
ゐ
ら
す
。
翌
る
廿
八
日
に
ハ
、

与
板
の
君
の
御
た
ま
屋
守
る
拙
堂
師
を
か
ハ
り
に
お
こ
せ

給
ふ
。
こ
れ
も
、
夜
昼
御
経
よ
ミ
ま
ゐ
ら
す
。
廿
九
日
ハ
、

御
沐
浴
ま
い
ら
せ
よ
と
、
両
殿
の
仰
を
う
け
給
ハ
り
、
と

き
・
た
つ
の
ふ
た
り
の
介
錯
に
て
、
井
村
正
蔵
と
脩
蔵
と

つ
か
へ
ま
つ
れ
り
。
大
殿
も
そ
の
場
に
の
ぞ
ミ
た
ま
ふ
。

御
瓦
棺
に
を
さ
め
奉
る
時
ハ
、
両
殿
を
は
じ
め
御
姉
君
が

た
も
打
よ
ら
せ
給
ひ
て
、
御
な
き
が
ら
を
拝
が
ま
せ
給
ふ
。

大
童
女
の
御
為
に
書
せ
給
ふ
経
文
・
仏
名
・
題
目
な
ど
に

て
御
か
た
ち
を
か
く
し
ま
ゐ
ら
せ
、
御
も
と
人
よ
り
わ
れ

〳
〵
が
輩
ま
で
書
写
し
奉
り
し
経
文
な
ど
を
も
て
を
さ
め

奉
る
。
御
も
と
人
ハ
、
つ
ね
に
愛
し
給
ひ
し
御
手
遊
の
た

ぐ
ひ
を
御
棺
に
入
れ
ん
と
乞
ひ
け
れ
ど
も
、
大
殿
か
た
く

制
し
給
ふ
。
御
柩
に
を
さ
め
奉
る
時
も
、
両
殿
・
御
姉
君

が
た
打
よ
ら
せ
給
ひ
て
、
御
手
づ
か
ら
炭
を
も
て
御
棺
の

め
ぐ
り
を
つ
め
さ
せ
給
ふ
。
お
よ
そ
上
つ
か
た
に
ハ
、
か

ゝ
る
た
め
し
を
い
ま
だ
き
か
ず
。
こ
れ
も
、
か
ね
て
の
御

孝
悌
に
感
ぜ
さ
せ
給
ひ
、
か
く
ま
で
も
あ
つ
き
御
は
か
ら

ひ
に
や
と
、
い
と
有
が
た
く
ぞ
お
ぼ
え
け
る
。
此
夕
づ
か

た
、
御
剃
度
の
式
を
行
ハ
せ
給
ふ
。
御
戒
師
ハ
、
大
和
国

高
取
の
光
雲
寺
の
楊
州
和
尚
な
り
。
こ
の
和
尚
ハ
、
い
ぬ

る
と
し
、
大
童
女
の
御
姉
君
慈
光
院
殿
の
か
く
れ
さ
せ
給

ひ
し
時
も
、
し
ば
ら
く
弘
福
を
監
寺
せ
ら
れ
け
る
折
に
て
、

御
剃
度
を
な
し
ま
ゐ
ら
せ
ら
れ
し
に
、
こ
た
び
も
宇
治
の

万
福
寺
の
御
つ
か
ひ
と
し
て
、
し
ば
し
牛
島
に
と
ゞ
ま
り

給
ひ
て
、
お
も
ひ
よ
ら
ず
ま
た
こ
の
式
を
行
ひ
給
へ
る
こ

と
、
深
き
御
因
縁
に
や
と
お
の
〳
〵
し
た
に
さ
ゝ
や
ぎ
た

り
。
御
た
ま
屋
守
の
台
岳
師
も
、
楊
州
和
尚
と
と
も
に
来

り
て
、
此
式
を
た
す
け
ら
れ
、
拙
堂
師
に
か
ハ
り
て
、
よ

も
す
が
ら
御
経
を
よ
ま
る
。
翌
る
丗
日
に
ハ
、
酉
の
刻
を

期
と
し
て
御
出
棺
あ
り
。
台
岳
師
す
な
ハ
ち
御
と
も
に
従

ハ
る
。
殿
よ
り
ハ
神
戸
左
橘
、
御
姉
君
が
た
よ
り
ハ
井
村

正
蔵
を
し
て
、
御
柩
に
し
た
が
ハ
せ
給
ふ
。
大
殿
ハ
、
御

ミ
づ 

か
ら
ミ
送
ら
ん
と
、
少
し
御
跡
よ
り
脩
蔵
を
御
供

に
て
出
さ
せ
給
ふ
。
御
柩
に
供
奉
せ
ざ
り
し
こ
と
、
い
と

ほ
い
な
く
思
ひ
給
へ
し
を
、
大
殿
ミ
ち
を
か
へ
さ
せ
て
、

御
先
に
牛
島
の
ミ
寺
に
い
た
り
つ
か
せ
、
ま
ち
ま
う
け
給

へ
バ
、
御
柩
を
迎
へ
拝
ミ
奉
る
こ
と
を
、
か
な
し
き
な
か

に
も
よ
ろ
こ
び
ぬ
。
さ
て
御
葬
礼
の
御
道
す
ぢ
ハ
、
大
殿

の
御
は
か
ら
ひ
に
て
、
大
童
女
の
か
ね
て
ふ
か
く
信
ぜ
さ

せ
給
ひ
し
御
こ
と
な
れ
バ
と
て
、
こ
と
さ
ら
に
浅
草
寺
の

前
を
わ
た
し
、
か
ミ
な
り
門
に
む
か
ひ
、
御
柩
を
し
ば
し

す
ゑ
ま
ゐ
ら
せ
、
大
童
女
に
か
ハ
り
て
、
御
供
な
る
b
橋

栄
助
を
し
て
、
遥
に
か
の
御
本
尊
を
拝
ま
せ
ら
る
。
げ
に

や
生
死
の
へ
だ
て
な
く
大
慈
大
悲
の
御
ミ
ち
び
き
た
の
ミ

あ
る
御
事
な
れ
バ
、
大
殿
の
御
は
か
ら
ひ
、
大
童
女
の
ミ

こ
ゝ
ろ
に
叶
ひ
な
ん
と
ぞ
お
ほ
え
け
る
。
さ
て
御
寺
に
つ

き
給
へ
バ
、
御
柩
を
か
り
屋
に
す
ゑ
奉
り
、
鶴
峯
和
尚
御

導
師
と
し
て
御
法
あ
り
。
す
で
に
し
て
、
巳
の
刻
の
下
り

に
、
御
柩
を
御
先
塋
の
う
ち
に
か
き
入
奉
る
。
大
殿
も
そ

の
場
に
の
ぞ
ま
せ
給
ひ
、
御
掩
土
お
ハ
る
ま
で
ミ
そ
な
ハ

し
給
ひ
け
り
。
御
供
の
人
々
ハ
、
た
ゞ
こ
ゝ
ろ
た
ま
し
ひ

も
う
せ
は
て
、
す
ミ
だ
川
を
南
に
む
な
し
く
御
館
に
か
へ

り
ぬ
。
ま
た
な
く
、
か
な
し
さ
い
は
ん
か
た
な
し
。
大
殿

ハ
、
御
か
へ
り
に
、
又
浅
草
で
ら
に
ま
う
で
給
ひ
ぬ
。
こ

ハ
、
大
童
女
を
し
て
、
は
ち
す
の
う
て
な
に
は
や
う
む
か

へ
と
り
給
へ
と
の
御
い
の
り
な
る
べ
し
と
お
し
は
か
り
奉

れ
バ
、
い
と
ゞ
涙
せ
き
と
め
が
た
し
。
さ
て
も
、
と
き
・

た
つ
の
ふ
た
り
ハ
、
日
ご
と
に
御
墓
参
り
か
く
こ
と
な

く
、
雨
を
を
か
し
、
雪
を
い
と
ハ
ず
、
二
里
ば
か
り
が
ミ

ち
を
し
ば
し
が
ほ
ど
に
行
か
へ
り
、
よ
る
ひ
る
御
位
牌
の

前
に
侍
り
て
、
い
ま
そ
か
り
し
御
時
の
ご
と
く
、
ね
ん
ご

ろ
に
つ
か
へ
奉
り
ぬ
。
七
日
〳
〵
の
御
あ
た
り
日
ハ
、
い

つ
も
日
和
よ
く
、
ま
う
づ
る
人
々
も
道
の
う
れ
ひ
な
か
り

し
な
り
。
師
走
も
廿
八
日
な
れ
バ
、
お
た
へ
を
は
じ
め
、

と
き
・
た
つ
の
二
人
、
御
手
遊
び
の
し
な
〴
〵
を
見
わ
き

け
る
に
、
御
つ
く
ゑ
の
引
出
し
の
筥
よ
り
、
御
遺
書
と
お

ぼ
し
く
て
、
は
ん
紙
を
よ
こ
に
折
ら
せ
給
ひ
、
御
う
ハ
書

に
、
と
き
・
た
つ
と
な
ら
べ
て
、
ふ
た
り
が
名
を
か
ね
て
、

そ
の
下
に
さ
ま
と
か
ゝ
せ
給
ひ
、
六
ツ
つ
ゆ
と
あ
そ
バ
し
、

う
ち
に
御
歌
、

ゑ
ん
あ
り
て
た
つ
と
き
わ
れ
に
つ
か
わ
れ
し
い
く
と
し

へ
て
も
わ
す
れ
た
も
ふ
な

と
あ
そ
バ
し
給
ひ
ぬ
。

立
か
へ
る
春
の
元
日
ハ
、
御
三
十
五
日
に
あ
た
ら
せ
給
へ

バ
、
大
殿
ハ
御
祝
ひ
を
も
か
へ
り
見
給
ハ
で
、
牛
島
の
御

て
ら
に
ま
う
で
、
御
仏
事
を
お
こ
な
ハ
せ
給
ふ
。
御
や
か

た
の
中
の
さ
び
し
さ
、
御
事
々
に
つ
け
て
も
、
去
年
の

は
る
ハ
か
く
あ
ら
せ
給
ひ
し
な
ど
か
た
り
あ
ひ
て
、
打
な

げ
く
の
ミ
な
り
。
八
日
ハ
、
六
七
日
に
あ
た
ら
せ
給
へ
バ
、

御
姉
君
が
た
ハ
、
す
ぎ
し
御
事
ど
も
こ
と
さ
ら
に
お
ぼ
し

め
し
つ
ゞ
け
て
、
大
童
女
の
持
給
へ
る
御
た
ん
す
の
中
な

る
も
の
な
ど
御
覧
じ
給
ふ
に
、
左
り
封
じ
に
せ
さ
せ
給
ひ
、
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御
う
ハ
が
き
、
あ
て
な
し
と
遊
し
た
る
一
通
の
御
書
出
た

り
。
開
き
見
給
ふ
に
、
御
は
な
が
ミ
に
、
十
一
月
御
き
う

そ
く
て
か
く
と
御
は
し
書
あ
り
て
、
蝶
と
桜
と
雨
と
を
絵

が
ゝ
せ
給
ひ
、
蝶
の
下
に
ハ
、

　
お
の
か
み
の
す
へ
を
し
ら
す
に
も
ふ
こ
て
う

桜
の
下
に
ハ
、

　
つ
ゆ
ほ
と
の
花
の
さ
か
り
や
ち
こ
さ
く
ら

雨
の
下
に
ハ
、

　
あ
め
つ
ち
の
お
ん
ハ
わ
す
れ
し
ち
ゝ
と
は
ゝ

と
遊
し
、
六
ツ
つ
ゆ
と
し
る
さ
せ
給
ふ
。
又
、
十
一
日
の

こ
と
な
る
に
、
御
伝
の
と
き
、
大
殿
の
仰
に
よ
り
て
、
物

も
と
む
る
こ
と
あ
り
。
御
手
あ
そ
び
の
箱
を
ひ
ら
き
け
る

に
、
又
左
封
じ
に
せ
さ
せ
給
ふ
御
書
一
通
出
た
り
。
御
う

ハ
が
き
に
、
上
あ
け
る
つ
ゆ
と
な
さ
れ
た
れ
バ
、
す
な
ハ

ち
大
殿
に
奉
る
。
大
殿
ひ
ら
き
見
給
ふ
に
、

お
い
と
た
か
ら
こ
し
ゆ
あ
か
る
な
、
つ
ゆ
か
お
ね
か
い

申
ま
す
、
め
て
た
く
か
し
く
、
お
と
う
さ
ま
、
ま
つ
た

い
ら
つ
ゆ

と
あ
そ
バ
さ
れ
た
り
。
十
四
日
ハ
七
々
日
の
御
た
い
夜
な

れ
バ
、
殊
さ
ら
に
す
ぎ
し
御
こ
と
い
ひ
つ
ゞ
く
る
。
折
ふ

し
あ
ら
せ
給
ひ
し
と
き
、
お
た
へ
に
給
ひ
し
、
お
た
へ
さ

ま
つ
ゆ
と
遊
し
た
る
御
文
、
そ
の
時
ハ
あ
や
な
き
御
た
ハ

ふ
れ
と
お
ぼ
し
て
、
さ
な
が
ら
う
ち
お
か
れ
し
を
、
も
し

ゆ
ゑ
あ
る
御
ふ
ミ
に
も
や
と
、
御
姉
君
が
た
に
見
せ
奉
る

に
、　

ま㊤

て
お
く
れ
と
い
つ
て㊦

し㊤

ら
ぬ
か
ほ
て
は㊦

し㊤

か
た
か
な
い
わ

　
な㊦

き㊤

の
と
く
た
よ㊦

の㊤

ち
に
き
な㊦

か㊤

あ
さ
ま
も
と
の㊦

い㊤

い
お

　
こ
て
こ
さ
お
と㊦

ま㊤

あ
い
ら
し
や
い
こ㊦

い㊤

ま
に
は
と
か
き
ま

　
す
む㊦

と㊤

も
よ
ひ
に
せ㊦

の㊤

ち
に
こ
お
と
ゆ
め
ん
と
お
た
か
ら
の㊦

　
な㊤

に
に
か
み
い
い
こ㊦

り㊤

ま
し
た
は
お㊦

し㊤

ま
り
ま
す
さ㊦

に○

と
書
く
だ
し
給
ふ
。
上
下
の
文
字
を
ひ
ろ
ひ
て
よ
ミ
給
へ

バ
、ま

て
し
は
し
な
き
よ
の
な
か
の
い
と
ま
こ
い
む
と
せ
の

ゆ
め
の
な
こ
り
お
し
さ
に

と
い
ふ
御
歌
に
な
ん
あ
り
し
。

き
さ
ら
ぎ
七
日
の
こ
と
な
る
に
、
翌
ハ
き
し
も
神
の
御
え

ん
日
な
り
。
か
ね
て
御
ま
ゐ
り
の
こ
と
、
し
ば
〳
〵
仰
あ

り
し
御
こ
と
な
れ
バ
と
て
、
と
き
・
た
つ
ふ
た
り
、
御
か

ハ
り
に
ざ
う
し
が
や
に
ま
う
で
ん
と
て
、
御
生
前
に
い
ろ

〳
〵
の
絹
に
て
く
ゝ
り
猿
を
ぬ
ハ
し
め
給
ひ
、
を
さ
め
さ

せ
給
ハ
ん
と
て
、
紙
袋
に
た
く
ハ
へ
お
き
給
ひ
し
を
、
か

た
む
け
う
つ
し
ゝ
に
、
袋
の
う
ら
に
、
ゑ
に
し
ふ
か
き
か

ゆ
へ
に
ち
ち
と
な
し
、
こ
こ
ろ
ミ
ち
あ
る
ゆ
へ
に
は
は
と

な
し
、
お
ん
を
う
け
、
お
ん
を
ゑ
ん
と
し
て
ミ
ち
ひ
く
と

遊
さ
れ
て
、

　
む
ま
れ
て
て
お
や
よ
り
お
も
し
ミ
づ
の
お
ん
　
つ
ゆ

と
御
発
句
を
題
せ
ら
れ
た
り
。

同
き
廿
八
日
の
こ
と
な
る
に
、
大
童
女
の
も
た
せ
給
へ
る

御
紙
入
を
、
お
た
へ
の
あ
づ
か
り
ゐ
給
ひ
し
を
、
い
つ
ま

で
か
と
て
、
な
ミ
だ
な
が
ら
に
ひ
ら
き
見
給
ふ
に
、
ち
ひ

さ
く
と
ぢ
た
る
さ
う
し
二
冊
あ
り
。
は
じ
め
に
両
殿
・

御
姉
君
が
た
の
御
名
を
し
る
し
給
ひ
、
次
に
江
戸
御
国
の

御
家
老
を
は
じ
め
と
し
て
ミ
き
ゝ
給
ふ
男
女
一
百
人
の
名

を
あ
げ
給
ひ
て
、
御
な
か
や
の
な
の
し
れ
ぬ
ひ
と
み
ん
な
、

し
ん
へ
や
の
人
の
こ
ら
す
、
つ
ゆ
、
た
い
か
う
ふ
つ
、
た

い
か
う
ふ
つ
、
お
か
し
い
〳
〵
と
き
か
わ
ら
い
ま
す
、
た

つ
も
わ
ら
い
ま
す
と
あ
そ
バ
し
、
又
前
に
書
残
し
給
ふ
御

家
の
子
と
御
出
入
す
る
輩
と
、
あ
は
せ
て
十
四
人
の
名
を

あ
げ
給
ひ
て
、
と
り
や
〳
〵
か
わ
い
か
つ
て
や
り
ま
し
よ
、

み
ん
な
か
御
け
ら
い
、
た
ん
と
た
〳
〵
と
遊
し
、
そ
の
次

に
、う

た
か
い
の
ふ
か
き
し
ゆ
し
よ
う
を
し
め
さ
ん
と
つ
た

な
き
ふ
て
に
か
き
の
こ
し
け
り

か
ミ
ほ
と
け
へ
た
て
ぬ
よ
う
に
こ
ゝ
ろ
も
て
こ
の
よ
ハ

さ
か
へ
こ
せ
ハ
あ
ん
ら
く

こ
し
よ
う
を
ハ
ね
か
わ
す
と
て
も
た
い
い
ち
ハ
じ
ひ
と

な
さ
け
と
ほ
と
こ
し
と
ミ
ち

し
う
と
な
り
け
ら
い
と
な
し
た
そ
の
ほ
か
も
き
せ
ん
上

下
の
へ
た
て
な
く
た
す
け
て
や
ろ
う
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
て

こ
れ
ハ
ミ
ん
な
ほ
ん
の
こ
と
う
た
か
い
ふ
か
い
と
し
や

と
う
と
い
ふ
　
つ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
ん
か
ゝ
せ
給
ひ
ぬ
。
か
れ
と
い
ひ
、
こ
れ
と
い
ひ
、

一
か
た
な
ら
ぬ
御
う
ま
れ
つ
き
ハ
、
か
う
や
う
の
御
歌
に

て
も
し
る
か
り
け
り
。
脩
蔵
ハ
、
こ
の
と
し
月
あ
け
く
れ

ち
か
う
め
さ
れ
て
、
御
終
焉
の
あ
か
つ
き
ま
で
も
人
々

の
し
り
へ
に
従
ひ
て
御
床
の
ほ
と
り
に
侍
り
し
か
バ
、
御

言
行
の
あ
ら
ま
し
を
も
う
か
ゞ
ひ
奉
れ
ど
、
そ
の
百
分
が

一
を
も
し
る
し
得
ず
。
と
て
も
ミ
じ
か
き
さ
へ
の
及
ぶ
べ

き
に
あ
ら
ね
ど
も
、
せ
め
て
そ
の
か
た
は
し
だ
に
も
つ
た

へ
ず
て
や
ミ
な
ん
ハ
、
い
と
口
を
し
く
お
ぼ
え
ぬ
る
ま
ゝ
、

な
ミ
だ
の
雨
に
筆
を
そ
ゝ
ぎ
て
、
お
ろ
〳
〵
し
る
し
お
く

に
な
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
美
成
拝
書

　
　
牛

　
島

　
弘

　
福

　
　
禅

　
寺

　
蔵

　
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
立
図
書
館
所
蔵
）

（
解
読

　
上
野
さ
だ
子
・
大
窪
俊
彦
・
髙
橋
國
夫
）
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３
　
花
月
日
記
　
　
　
松
平
定
信
自
筆
本

（
文
政
六
年
　
き
さ
ら
ぎ
）

十
九
日
　
又
お
り
〳
〵
雪
打
ま
じ
り
た
る
が
、
ひ
る
よ
り

ハ
は
だ
れ
に
ふ
る
。
例
の
わ
た
を
う
ち
ゝ
ら
し
た
ら
ん
や

う
に
、
お
も
げ
に
ふ
る
。
け
ふ
き
け
り
。
こ
の
あ
た
り
の

冠
山
の
む
す
め
、
つ
ゆ
子
と
い
ふ
、
こ
と
し
六
ツ
に
な
り

し
が
、
む
ま
れ
て
よ
り
い
と
さ
と
く
、
こ
と
に
玉
子
む
き

た
ら
ん
や
う
に
、
た
れ
ミ
て
も
打
ゑ
ま
る
ゝ
斗
な
り
。
さ

る
に
、
き
さ
ら
ぎ
の
は
じ
め
よ
り
、
も
が
さ
に
か
ゝ
り
給

ひ
た
る
が
、
く
す
し
も
見
そ
ん
じ
け
ん
、
い
と
お
も
か
り

し
。
冠
山
さ
ま
〴
〵
心
つ
く
し
給
ひ
た
る
が
、
つ
ゐ
に
う

せ
給
ひ
し
と
な
り
。
そ
れ
よ
り
、
つ
ね
も
ち
給
ふ
手
箱
な

ど
ミ
れ
バ
、
さ
ま
〴
〵
の
こ
と
か
い
た
る
に
、
か
た
ミ
と

て
こ
の
品
ハ
た
れ
か
し
と
、
い
つ
か
札
な
ど
も
つ
け
置
給

ひ
、
哥
・
発
句
な
ど
を
も
か
い
置
給
ふ
。
冠
山
つ
ね
に
酒

を
こ
の
ミ
給
ふ
が
、
病
と
や
な
り
な
ん
な
ど
思
ひ
給
ふ
に

や
あ
り
け
ん
、
酒
の
ミ
給
ハ
ざ
ら
ん
や
う
に
な
ど
、
か
い

置
し
も
あ
り
し
と
ぞ
。
そ
れ
よ
り
冠
山
も
酒
や
め
給
ひ
し
。

そ
の
哥
・
発
句
か
い
た
る
を
、
い
さ
ゝ
か
こ
の
末
に
う
つ

し
置
ぬ
。
こ
れ
ら
神
童
と
や
い
ふ
べ
き
。
冠
山
近
き
こ
ろ

仏
者
と
な
り
給
ひ
し
が
、
そ
れ
ら
の
え
に
し
で
、
か
ゝ
る

も
の
生
れ
こ
し
や
な
ど
人
々
い
ふ
。

桜
の
や
う
な
る
も
の
か
い
給
ひ
て

　
　
つ
ゆ
ほ
ど
の
は
な
の
さ
か
り
や
ち
ご
ざ
く
ら

あ
め
の
ふ
る
や
う
な
る
こ
と
か
い
給
ひ
て

　
　
あ
め
つ
ち
の
恩
ハ
わ
す
れ
ぬ
ち
ゝ
と
は
ゝ

其
余
、
ほ
う
ご
の
や
う
に

　
　
お
い
と
だ
か
ら
、
ご
し
ゅ
あ
が
る
な
、
つ
ゆ
が
お
ね

が
い
申
ま
す
、
め
で
た
く
か
し
く

　
　
　
お
と
う
さ
ま
あ
げ
る
　
　
つ
ゆ

と
き
・
た
つ
と
い
ふ
、
ふ
た
り
の
を
う
な
、
こ
の
つ
ゆ

子
の
も
り
な
り
し
が
、
そ
れ
へ

　
　
ゑ
ん
あ
り
て
た
つ
と
き
わ
れ
に
つ
か
ハ
れ
し

　
　
　
　
い
く
と
し
へ
て
も
わ
す
れ
た
も
ふ
な

て
ふ
の
や
う
な
る
も
の
、
か
い
て

　
　
お
の
が
ミ
の
末
を
し
ら
ず
も
ま
ふ
小
て
う

又　
　
ま
て
し
ば
し
な
き
よ
の
中
の
い
と
ま
ご
ひ

　
　
　
　
む
と
せ
の
夢
の
な
ご
り
お
し
さ
に

な
ど
あ
り
け
り
。
冠
山
い
か
に
か
あ
り
け
ん
、
か
く
も
の

も
打
な
き
ぬ
。

（
同
　
や
よ
ひ
）

四
日
　
か
の
つ
ゆ
子
の
か
い
た
る
も
の
を
ミ
せ
給
ひ
て
、

哥
を
こ
ひ
給
ふ
れ
バ
、
盆
花
ま
い
ら
せ
て
、
哥
を
も
べ
ち

に
ま
い
ら
す
。

　
　
　
　
　
か
い
残
し
給
ふ
も
の
を
ミ
侍
り
て

　
　
か
し
こ
さ
の
た
ぐ
ひ
渚
の
さ
よ
ち
ど
り

　
　
　
む
な
し
く
あ
と
を
ミ
る
ぞ
悲
し
き

　
　
今
更
に
と
へ
ど
こ
た
へ
ず
小
笹
原

　
　
　
玉
の
光
を
跡
に
残
し
て

　
　
　
　
　
と
ぶ
ら
ハ
ん
こ
と
ば
も
な
ミ
だ
に
て

　
　
よ
そ
に
き
く
袖
に
も
か
け
て
思
ふ
哉

　
　
　
本
の
雫
の
た
え
ぬ
歎
を

　
　
　
　
　
さ
れ
ど
ま
た

　
　
と
く
ち
る
も
は
か
な
か
ら
ず
よ
代
ゝ
遠
く

　
　
　
お
し
む
を
花
の
盛
と
思
へ
バ

な
ど
か
い
て
も
の
す
。

（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
）

（
「
翻
刻
『
花
月
日
記
松
平
定
信
自
筆
』
（
二
十
五
）
」

『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
四
一
号
よ
り
転
載
）

《
解
説
》

松
平
定
信
＝
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
御
三
卿
田
安
宗
武

の
七
男
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
奥
州
白
河
藩
主
松
平

定
邦
の
養
嗣
と
な
り
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
藩
主
と

な
る
。
同
七
年
老
中
に
就
き
、
老
中
首
座
、
将
軍
補
佐
役

と
し
て
寛
政
の
改
革
を
断
行
し
た
。
寛
政
五
年
（
一
七
九

三
）
老
中
を
辞
任
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
白
河
藩
主

を
致
仕
、
家
督
を
嫡
子
定
永
に
譲
り
、
以
後
築
地
藩
邸
下

屋
敷
に
移
り
、
楽
翁
、
花
月
老
人
と
称
し
た
。

　
下
屋
敷
は
二
万
坪
の
広
大
な
庭
園
で
「
浴
恩
園
」
と
呼

ば
れ
、
定
信
は
こ
こ
で
文
筆
活
動
や
園
内
を
逍
遥
し
て
花

鳥
風
月
を
楽
し
む
生
活
を
送
っ
た
。
又
浴
恩
園
を
舞
台
に

多
方
面
の
交
友
関
係
を
持
ち
、
林
述
斎
・
堀
田
正
敦
（
下

野
佐
野
藩
主
）
・
屋
代
弘
賢
・
谷
文
晁
・
北
村
季
吟
・
松

浦
静
山
・
塙
保
己
一
・
池
田
冠
山
等
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
こ
の
「
花
月
日
記
」
は
、
文
化
九
年
四
月
六
日
白
河
藩

主
を
致
仕
し
た
日
か
ら
始
ま
り
、
亡
く
な
る
前
年
の
文
政

十
一
年
（
一
八
二
八
）
十
二
月
ま
で
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。

日
記
に
は
多
く
の
歌
が
詠
み
こ
ま
れ
歌
日
記
の
様
相
を
呈

し
て
い
る
。

　
文
政
六
年
二
月
十
九
日
の
日
記
に
は
、
前
年
に
亡
く
な

っ
た
池
田
冠
山
の
娘
つ
ゆ
子
（
露
姫
）
が
生
前
書
き
残
し

た
遺
墨
を
書
写
し
、
「
こ
れ
ら
神
童
と
や
い
ふ
べ
き
」
と

感
嘆
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
四
日
の
日
記
に
は
つ
ゆ
子

の
た
め
に
冠
山
か
ら
歌
を
請
わ
れ
、
盆
の
花
と
と
も
に
四
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首
の
追
悼
の
歌
を
送
っ
て
い
る
。

　
こ
の
四
首
の
歌
は
、
冠
山
が
つ
ゆ
子
の
菩
提
を
弔
う
た

め
に
多
く
の
知
人
や
ゆ
か
り
の
人
々
に
追
悼
文
や
詩
歌
を

乞
う
た
も
の
の
一
部
で
、
後
、
冠
山
は
こ
れ
ら
を
三
十
巻

の
巻
子
に
仕
立
て
、
つ
ゆ
子
ゆ
か
り
の
寺
、
淺
草
寺
に
お

さ
め
て
い
る
が
、
定
信
の
送
っ
た
こ
れ
ら
の
歌
も
、
第
一

巻
目
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
冠
山
が

歌
な
ど
を
所
望
し
た
記
録
が
残
り
、
そ
れ
ら
が
巻
子
に
納

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
非
常
に
稀
有
な
例
で
あ
り
、
貴
重

な
史
料
と
云
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
説
　
鈴
木
淳
世
）

４
　
池
田
冠
山
公
墨
蹟

（
１
） 

浮
筏
丈
宛
池
田
冠
山
書
状

　
　
浮
筏
丈

猶
々
其
御
地
も
当
年
ハ
こ
と
の
外
之
暑
気
之
由
、
当
表
な

と
ハ
五
十
年
已
来
之
暑
と
申
候
、
折
よ
く
御
自
重
専
一
ニ

存
候
、
文
左
衛
門
・
久
七
・
た
へ
も
先
々
無
別
条
候
由
、

た
へ
よ
り
も
此
ほ
と
ハ
忠
左
衛
門
江

伝
言
い
た
し
子
供
へ

其
御
地
の
扇
子
・
か
ん
さ
し
等
差
こ
し
申
候
、
江
戸
の
と

ハ
流
儀
違
之
品
ニ
而
却
而
珍
敷
悦
ひ
申
候
、
お
つ
ゆ
も
存

外
お
と
な
し
く
此
御
地
か
ん
〳
〵
お
と
り
流
行
候
に
付
、

日
々
お
と
り
申
候

当
年
之
暑
に
て
表
の
植
木
よ
ほ
と
枯
れ
そ
う
に
成
り
、
平

五
郎
へ
ミ
や
く
見
せ
候
所
、
む
つ
か
し
く
申
候
、
何
レ
我

等
も
差
扣
へ
と
う
〴
〵
と
存
候
、
関
東
筋
日
照
り
三
廻
り

の
前
之
田
な
と
残
ら
す
枯
申
候
、
其
御
地
ハ
豊
年
の
よ
し
、

先
々
目
出
度
事
ニ
存
候
、
猶
追
々
可
申
遣
返
事
ハ
、
封
し

ニ
而
差
越
可
被
申
候
、
藤
大
夫
・
千
蔵
扨
々
残
念
な
る
事

ニ
存
候
、
以
上

　
む
さ
し
野
に
引
か
へ
て
見
る
峯
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
留

注
　
文
政
四
年
五
月
冠
山
の
六
男
鳥
取
西
館
藩
主
定
保
が

生
母
た
え
と
と
も
に
鳥
取
に
帰
国
し
た
際
、
家
臣
の

浮
筏
（
磯
村
作
左
衛
門
）
に
出
し
た
書
状
。

（
２
）
大
雲
上
人
宛
池
田
冠
山
書
状

小
簡
、
拝
啓
酷
寒
之
節
先
以
　
法
侯
弥
御
清
健
被
成
御
津

梁
欽
喜
之
至
ニ
候
、
誠
ニ
御
一
別
以
来
ハ
背
本
意
御
無
音

打
過
申
候
段
御
海
恕
可
被
下
候
、
然
は
先
達
而
法
華
経
開

板
之
儀
に
付
、
四
民
勧
化
御
頼
申
候
処
、
格
別
之
御
世
話

を
以
随
喜
之
者
多
、
右
喜
捨
之
品
も
差
越
被
下
、
千
万
辱
、

御
礼
申
尽
か
た
く
候
、
右
板
本
も
今
度
清
書
ニ
取
か
ゝ
り

候
迄
ニ
相
成
申
候
、
急
な
る
事
に
て
ハ
無
之
候
得
共
出
来

之
上
ハ
早
速
呈
上
可
仕
候
、
且
又
先
頃
亡
女
浄
観
院
遺
筆

入
貴
覧
候
、
何
と
そ
御
一
首
之
御
追
福
相
願
申
候
、
等
地

上
人
よ
り
ハ
御
一
首
被
下
候
、
千
万
忝
存
候
段
御
序
ニ
宜

被
仰
述
可
被
下
候
、
決
而
急
キ
候
事
ニ
而
ハ
無
之
候
得
共
、

上
人
に
も
是
非
御
恵
投
被
下
候
様
希
申
候
、
小
子
事
も
無

異
儀
時
々
神
祠
仏
閣
へ
参
詣
等
遊
行
仕
り
候
、
東
叡
松
林

院
な
と
江
先
達
而
も
伝
言
ニ
而
参
申
候
、
当
夏
天
王
寺
開

帳
於
当
所
回
向
院
有
之
、
二
舎
利
法
印
へ
相
た
の
ミ
太
子

御
所
持
之
御
経
を
も
拝
見
、
内
々
ニ
而
校
合
致
し
何
も
右

御
挨
拶
旁
得
貴
意
度
、
艸
々
如
此
御
座
候
、
猶
期
後
音
之

時
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
蝋
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
松
平
冠
山

　
　
　
　
　
　
　
　
定
常
（
花
押
）

大
雲
鎮
上
人

　
　
　
猊
坐
下

二
白
、
寒
成
折
角
、
御
自
重
可
被
成
候
、
此
書
物
二
部
任

到
来
、
御
慰
ニ
致
呈
上
候
、
御
笑
留
可
被
下
候
、
心
経
ハ

弘
法
大
師
真
跡
之
映
写
に
て
、
是
又
進
呈
い
た
し
候
、
御

受
納
可
被
下
候
、

以
上

注
　
大
雲
院
は
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
鳥
取
初
代
藩

主
池
田
光
仲
が
東
照
宮
を
祀
り
、
そ
の
別
当
寺
と
し

て
建
立
し
た
天
台
宗
の
寺
院
。
ま
た
、
歴
代
徳
川
将

軍
の
位
牌
安
置
所
、
藩
主
の
祈
願
所
で
も
あ
っ
た
。

（
３
）
興
禅
寺
塔
中
天
沢
院
住
僧
宛
池
田
冠
山
書
状

　
　
　
　
興
禅
寺
塔
中
天
沢
院
宜
戒
恵
所
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
天
保
十
四
年
癸
卯
当
住
僧
〕

追
啓
　
御
偈
中
為
霜
為
雪
ノ
四
字

僕
曽
テ
玉
露
童
女
ヘ
与
ヘ
シ
俳
句
ニ
暗
合
ス

亦
奇
ト
ス
ベ
シ

　
　
文
政
五
年
十
一
月
二
日
露
児
誕
生
日
を
賀
ス

　
　
　
露
と
い
ふ
名
の
は
か
な
き
も
又
め
て
た
し

　
雪
霜
と
成
り
川
と
な
る
露
の
玉

　
　
　
　
玉
露
童
女
か
へ
し

　
ゆ
き
し
も
や
つ
ゆ
と
か
そ
へ
る
た
の
し
み
も

　
か
わ
の
な
か

（
が
）

れ
の
す
へ
を
し
ら
す
や

右
の
か
へ
し
歌
は
僕
が
つ
か
ハ
せ
し
短
冊
の
う
ら
に
し
る

し
て
あ
り
し
を
死
後
に
文
庫
の
う
ち
よ
り
見
つ
け
し
也
、
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前
書
に

お
と
う
さ
ま
い
た
ゝ
い
た
た
ん
ざ
く
か
い
て
も
い
ゝ
し
か

る
な

と
自
筆
に
て
し
る
し
有
之
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
立
図
書
館
所
蔵
）

注
　
興
禅
寺
（
鳥
取
市
）
は
黄
檗
宗
の
寺
院
で
、
鳥
取
池

田
藩
の
菩
提
寺
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
読
　
鈴
木
淳
世
）

５
　
雲
龍
寺
覚
書

　
　
　
覚

冠
山
様
御
末
女
於
露
様
御
六
歳
去
年
十
一
月
廿
七
日
御
疱

瘡
ニ
而
御
逝
去
被
成
候
、
御
病
前
御
書
置
被
成
候
御
書
・

御
歌
御
発
句
御
逝
去
後
、
御
手
遊
之
箪
笥
よ
り
出
申
候
、

一
通
は
、
冠
山
様
江

御
酒
ヲ
御
と
め
被
成
候
御
文
、
一
通

は
御
実
母
た
へ
江

御
残
シ
被
成
候
御
歌
、
一
通
ハ
御
附
之

婦
人
と
き
・
た
つ
江

御
残
シ
被
成
候
御
歌
、
一
通
は
長
門

守
様
御
休
息
之
御
間
ニ
而
御
認
被
成
候
御
画
賛
ニ
御
座
候
、

冠
山
様
御
愁
傷
之
余
り
右
四
通
板
行
ニ
被
仰
付
、
為
御
菩

提
御
法
号
御
添
、
六
拾
余
州
霊
地
江

御
納
被
成
候
、
依
之

御
国
内
之
儀
ニ
付
、
其
御
寺
江

も
右
四
通
御
納
被
成
候
段

被
仰
付
越
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
市

　
雲
龍
寺
所
蔵
）

注
　
雲
龍
寺
に
は
覚
書
の
中
に
あ
る
露
姫
の
遺
墨
四
枚
と
、

「
文
政
五
年
壬
午

　
松
平
冠
山
女

　
　
浄
観
院
殿
玉
露
如
泡
大
童
女

　
　
十
一
月
廿
七
日

　
　
つ
ゆ
子
」

　
　
と
露
姫
の
法
号
の
書
か
れ
た
紙
を
貼
っ
た
位
牌
が
現

在
も
残
さ
れ
て
い
る
。
（
調
査
報
告
①
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
読
　
鈴
木
淳
世
）

６
　
勝
五
郎
再
生
記
聞
　
　
平
田
篤
胤

（
表
紙
）

「
文
政
仙
洞
叡
覧
本

　
勝
五
郎
再
生
記
聞
　
評
論
條
々
」

（
貼
紙
・
読
み
下
し
）

〇
北
窓
瑣
談
　
五
ノ
十
四
丁
　
文
政
十
二
年
ニ
刊
ナ
レ
ル

随
筆
也

孤
樹
裒
談
ニ
菽
園
雑
記
ヲ
引
テ
明
英
宗
ノ
時
嘗
テ
人
有
り
、

刑
に
臨
ん
で
三
た
び
覆
奏
す
る
を
以
て
免
か
る
ゝ
を
得
タ

リ
。
或
ひ
は
問
ふ
、
此
の
時
に
当
り
、
自
ら
心
神
の
如
何

な
る
か
を
覚
え
た
る
や
と
。
云
は
く
、
既
ニ
昏
然
と
し
て

之
く
所
無
し
、
但
記
ス
、
自
ら
屋
背
上
に
座
し
、
下
に

一
人
面
、
我
ヲ
縛
し
、
妻
子
親
戚
皆
傍
ら
に
在
る
を
見
る
。

少
頃
く
し
て
報
至
ル
、
寸
カ
ニ
屋
ヲ
下
ル
コ
ト
ヲ
得
た
り
、

云
々
。

こ
れ
再
生
紀
（
記
）
聞
の
た
ま
の
身
を
は
な
る
ゝ
一
証
と

な
す
へ
し
。

（
朱
書
）

こ
の
再
生
紀
（
記
）
聞
の
本
は
文
政
六
年
六
月
の
末
に
清

書
し
を
へ
て
い
ま
だ
表
紙
も
付
さ
る
を
、
七
月
廿
二
日
に

江
戸
を
立
て
京
に
ま
ゐ
上
り
け
る
時
に
携
へ
ゆ
き
、
八
月

六
日
に
京
に
つ
き
て
宿
れ
る
ほ
ど
、
冨
小
路
治
部
卿
殿
へ

し
ば
〳
〵
召
れ
て
出
け
る
に
、
此
事
を
聞
え
申
し
た
れ
バ

其
書
見
ま
ほ
し
と
宣
ふ
に
ぞ
、
十
三
日
の
よ
る
も
て
参
り

て
見
せ
参
ら
す
る
に
、
御
前
に
あ
る
ほ
ど
と
み
に
読
は
た

し
給
ひ
て
、
こ
ハ
い
と
面
白
き
物
な
れ
バ
仙
洞
の
叡
覧
に

入
れ
奉
ら
バ
如
何
あ
ら
む
、
か
つ
ハ
其ソ

ナ
タ方

の
名
を
聞
え
あ

ぐ
る
便
と
も
な
り
な
む
と
宣
ふ
に
、
畏
り
て
と
も
か
く
も

と
申
た
り
け
れ
バ
、
其
あ
く
る
日
の
院
参
し
給
ふ
を
り
に

叡
覧
に
そ
な
へ
奉
り
給
ひ
し
か
バ
、
甚
く
大
御
心
に
か
な

ひ
反
さ
へ
御
読
ま
し
て
、
大
宮
御
所
へ
も
御
覧
ぜ
さ
せ
ら

れ
、
雲
の
う
へ
人
た
ち
に
も
を
り
〳
〵
か
ゝ
る
珍
し
き
事

あ
り
て
、
江
戸
な
る
篤
胤
と
い
ふ
も
の
記
し
つ
と
御
物
語

あ
り
し
こ
と
、
余
の
い
と
や
ご
と
な
き
御
あ
た
り
よ
り
慥

に
き
ゝ
伝
へ
た
り
。
さ
て
女
房
た
ち
に
お
ほ
せ
ご
と
あ
り

て
写
さ
し
め
給
ひ
、
五
十
日
ば
か
り
御
許
に
と
め
置
た
ま

ひ
て
此
本
を
治
部
卿
ど
の
へ
下
給
へ
る
ハ
十
月
四
日
の
日

に
ぞ
有
け
る
。
こ
ゝ
か
し
こ
折
目
の
付
た
る
ハ
仙
洞
の
読

さ
し
ま
し
て
し
を
り
し
給
へ
る
な
り
と
伺
ひ
つ
れ
バ
、
い

と
も
畏
く
て
朱
も
て
し
る
し
の
系
を
ひ
き
つ
。
さ
て
江
戸

に
も
て
帰
り
て
此
表
紙
を
付
た
る
な
り
。
た
ま
〳
〵
も
読

見
む
人
は
そ
の
心
し
て
こ
の
本
ハ
お
ろ
そ
か
に
な
あ
つ
か

ひ
そ
よ
、
あ
な
か
し
こ

　
　
未
十
二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
篤
胤
　
花
押

　
　
　
文
政
六
癸
未
年
四
月
十
九
日
御
書
院
番
頭

　
　
　
佐
藤
美
濃
守
殿
江
届
書
写
し

私
知
行
所
武
州
多
摩
郡
中
野
村
百
姓
源
蔵
忰
勝
五
郎
去
ル

午
年
八
歳
に
て
秋
中
よ
り
同
人
姉
ニ
向
ひ
前
世
生
替
し
始

末
相
咄
候
得
共
、
小
児
之
物
語
故
取
用
不
申
、
度
々
右
様

之
咄
申
候
ニ
付
、
不
思
儀
成
義
ニ
存
、
姉
儀
父
母
江

相
咄
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候
而
、
此
年
十
二
月
中
改
而
父
源
蔵
よ
り
勝
五
郎
江
相
尋

候
所
、
前
世
之
父
は
同
国
同
郡
小
宮
領
程
窪
村
百
姓
久
兵

衛
と
申
者
之
忰
ニ
而
藤
蔵
と
申
、
自
分
二
歳
之
節
久
兵
衛

儀
は
病
死
仕
候
間
、
母
江

後
家
入
ニ
而
半
四
郎
と
申
者
後

之
父
ニ
相
成
居
候
処
、
右
藤
蔵
儀
六
歳
之
時
疱
瘡
に
て
病

死
仕
り
、
夫
よ
り
右
源
蔵
方
江

生
替
申
候
由
相
答
へ
、
委

敷
慥
成
事
ど
も
申
候
ニ
付
、
村
役
人
江

も
申
出
、
得
と
相

糺
候
処
、
世
上
取
沙
汰
仕
候
故
、
程
窪
村
半
四
郎
方
ニ

而
も
沙
汰
承
及
、
同
人
儀
知
行
所
源
蔵
方
江

尋
参
り
候
故

相
糺
候
処
、
小
児
勝
五
郎
申
候
通
相
違
無
之
、
前
世
父
母

面
躰
其
外
住
居
等
も
相
咄
申
候
ニ
付
程
窪
村
半
四
郎
方
江

小
児
召
連
候
処
、
是
又
少
も
違
無
之
、
家
内
ニ
対
面
為
致

候
処
、
先
年
六
歳
ニ
而
病
死
仕
候
藤
蔵
ニ
似
合
候
小
児
ニ

有
之
、
其
後
当
春
迄
ニ
折
々
懇
意
ニ
仕
候
内
、
近
村
江

も

相
知
申
候
哉
、
此
節
は
日
々
右
勝
五
郎
を
見
物
ニ
所
々
よ

り
参
候
も
の
有
之
候
ニ
付
、
知
行
所
よ
り
訴
出
候
間
、
源

蔵
勝
五
郎
呼
出
相
糺
申
候
処
、
右
之
通
両
人
も
相
答
申
候
、

尤
折
々
世
上
ニ
而
取
沙
汰
仕
候
間
、
難
取
用
筋
ニ
は
御
座

候
得
共
、
御
内
々
此
段
御
耳
打
申
上
置
候
、
以
上

　
　
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
門
傳
八
郎

　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
中
根
宇
右
衛
門
殿
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
小
宮
領
程
窪
村
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
父
藤
五
郎
　
継
父
半
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵

文
化
二
乙
丑
年
出
生
す
。
同
七
庚
午
年
二
月
疱
瘡
を
病
て
、

四
日
昼
四
時
頃
死
去
す
。
于
時
六
歳
な
り
。
葬
地
は
同
村

の
山
な
り
。
菩
提
所
は
同
領
三
沢
村
禅
宗
医
王
寺
な
り
。

去
ル
文
政
五
壬
午
年
十
三
回
忌
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
継
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
五
十
歳
　
　
　
　
半
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
四
十
九
歳
　
　
　
し
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
四
郎
子
藤
蔵
異
父
弟
妹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
実
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
五
郎

若
年
の
時
の
名
を
久
兵
衛
と
云
ふ
。
文
化
三
丙
寅
年
藤
蔵

二
歳
の
時
四
十
八
歳
に
て
死
去
す
。
半
四
郎
古
藤
五
郎
が

妻
し
つ
が
入
夫
と
な
り
家
を
相
続
す
。

　
　
　
　
〇

　
　
　
　
多オ

門カ
ド

傳
八
郎
殿
知
行
所

　
　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
柚ユ

木ギ

領
中
野
村
百
姓
源
蔵
次
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
九
歳
　
　
　
　
　
勝
五
郎

文
化
十
二
乙
亥
年
十
月
十
日
再
生
す
。
前
生
ハ
程
窪
村
藤

五
郎
初
名
久
兵
衛
が
子
に
て
藤
蔵
と
い
ひ
し
が
、
六
歳
の

時
疱
瘡
に
て
死
去
せ
る
こ
と
前
文
に
記
す
が
如
し
。
文
化

七
年
に
死
去
せ
る
よ
り
六
年
め
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
五
郎
父
小
谷
（
田
脱
）
氏
ト
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
四
十
九
歳
　
　
　
源
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蔵
妻
勝
五
郎
ら
が
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
三
十
九
歳
　
　
　
せ
い

せ
い
が
父
は
、
尾
州
の
家
士
に
て
、
村
田
吉
太
郎
と
い
ひ

し
が
、
せ
い
三
歳
の
時
に
、
吉
太
郎
故
あ
り
て
浪
人
と
な

り
、
文
政
四
年
四
月
廿
七
日
七
十
五
歳
に
て
死
去
す
と
云

フ
。

（
貼
紙
・
異
筆
）

「
村
田
吉
太
郎
ハ
織
田
遠
江
殿
組
に
て
侍
の
所
行
ニ
あ
ら

ざ
る
事
あ
り
て
寛
政
元
酉
年
十
月
廿
一
日
追
放
　
仰
付
ら

れ
し
と
あ
る
書
ニ
み
え
た
り
。
後
に
丹
羽
家
へ
〔
左
京
太

夫
と
の
〕
か
ゝ
へ
ら
れ
し
と
或
人
い
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
は
り
人
某
花
押

か
ゝ
れ
ハ
せ
い
が
五
才
の
時
浪
人
と
な
り
た
る
な
り
。
本

書
と
た
か
へ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蔵
母
勝
五
郎
ら
が
祖
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
七
十
二
歳
　
　
　
つ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蔵
娘
勝
五
郎
姉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
十
五
歳
　
　
　
　
ふ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蔵
長
子
勝
五
郎
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
十
四
歳
　
　
　
　
乙
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蔵
娘
勝
五
郎
妹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
未
四
歳
　
　
　
　
　
つ
ね

　
　
　
〇

去
ぬ
る
文
政
五
壬
午
年
十
一
月
の
こ
ろ
、
右
勝
五
郎
八
歳

に
て
、
姉
ふ
さ
兄
乙
次
郎
と
、
田
の
ほ
と
り
に
て
遊
び
居

つ
ゝ
、
ふ
と
兄
に
向
ひ
て
、
お
ま
へ
ハ
も
と
何イ

ヅ
コ処

の
誰タ

が

子
に
て
、
こ
ち
の
家
へ
生ウ

マ

れ
来キ

タ

れ
る
と
問
ふ
。
兄
き
ゝ
て

我ワ
レ

ハ
さ
る
事
を
し
ら
ず
と
云
へ
バ
、
ま
た
姉
に
向
ひ
て
同

じ
さ
ま
に
問
ふ
。
ふ
さ
答
へ
て
何イ

ヅ
コ処

の
誰タ

が
子
に
し
て
生ウ

マ

れ
来
れ
る
と
云
こ
と
、
如イ

カ
ニ何

し
て
知
ら
る
べ
き
。
笑ヲ

カ

し
き

事
を
問
へ
る
も
の
か
な
と
嘲ア

ザ

け
る
を
、
勝
五
郎
き
ゝ
て
い

と
心
得
が
た
く
思お

も

へ
る
体
に
て
、
然
ら
バ
お
ま
へ
ハ
生
れ

ぬ
先サ

キ

の
こ
と
ハ
知
ざ
る
か
と
云
ふ
。
ふ
さ
然
ら
ば
そ
ち
ハ

知
り
て
居ヲ

れ
る
か
と
問
へ
バ
、
勝
五
郎
云
く
、
我
は
よ
く

知
れ
り
。
本
ハ
程
窪
村
の
久
兵
衛
と
い
ふ
人
の
子
に
、
藤

蔵
と
い
ひ
し
者
な
り
と
語
る
を
、
姉
い
と
あ
や
し
、
然
ら
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バ
其
ノ
事
父
母
に
告ツ

げ
む
と
云
へ
バ
、
勝
五
郎
い
た
く
わ

び
て
、
親オ

ヤ

た
ち
に
勿ナ

云イ

ひ
そ
と
て
泣ナ

キ

悲カ
ナ

し
ミ
け
れ
ば
、
然

ら
バ
云
ふ
ま
じ
、
但タ

ヾ

し
あ
し
き
行

オ
コ
ナ

ひ
す
る
を
、
制ト

ヾ

め
て
き

か
ざ
る
時
は
、
か
な
ら
ず
告ツ

ゲ

て
む
と
云
ひ
て
や
ミ
ぬ
。
か

く
て
喧

ア
ラ
カ
ヒ

ご
と
な
ど
す
る
を
り
〳
〵
、
彼
事
を
告ツ

ゲ

む
と
い
へ

バ
直

タ
ヾ
チ

に
や
め
た
り
け
れ
ば
、
両
親
祖
母
も
こ
れ
を
聞
あ
や

し
み
て
、
ふ
さ
に
問
へ
ど
つ
ゝ
み
て
云
ず
。
さ
て
ハ
い
か

な
る
悪ア

シ

き
事
を
か
し
つ
る
と
心
な
ら
ず
、
密

ヒ
ソ
カ

に
ふ
さ
に
せ

め
問
け
れ
ば
、
止ヤ

ム

事コ
ト

を
得
ず
あ
り
の
ま
ゝ
に
語
る
に
ぞ
、

両
親
ま
た
祖
母
も
い
た
く
不
審
に
思
ひ
、
勝
五
郎
を
い
ろ

〳
〵
と
す
か
し
拵

コ
シ
ラ

へ
て
尋

タ
ヅ
ネ

け
る
に
、
し
ぶ
〳
〵
語
り
出
け

る
ハ
、
我ヲ

ラ

は
も
と
程
窪
の
久
兵
衛
の
子
に
て
、
母
の
名
ハ

お
し
づ
と
い
ふ
。
我ヲ

ラ

が
ち
ひ
さ
き
時
に
久
兵
衛
ハ
死シ

ニ

て
、

そ
の
後ア

ト

に
半
四
郎
と
云
が
来
て
父
と
な
り
、
我
を
愛

メ
グ
ミ

養
ヤ
シ
ナ

ひ

け
る
に
、
我
ハ
六
歳
に
な
り
け
る
時
に
死
た
る
が
、
後
に

こ
の
家
の
母
の
腹
に
入
り
て
生
れ
た
り
と
云
ふ
。
さ
れ
ど

も
小
児
の
し
ど
け
な
き
詞
に
て
、
余
り
に
奇ア

ヤ

し
き
物
語
な

れ
バ
、
容
易
に
と
り
上ア

グ

べ
き
事
に
も
非
ず
と
思
ひ
て
打
過

け
る
。
さ
て
彼カ

レ

が
母
せ
い
は
、
四
歳
な
る
娘
に
乳
を
飲
す

る
故
に
、
勝
五
郎
を
バ
祖
母
つ
や
夜
ご
と
に
添ソ

ヒ

寝ネ

し
け
る

が
、
或
ル
夜
に
勝
五
郎
、
程
窪
の
半
四
郎
方
へ
連
行
て
た

べ
、
彼
ノ
方
の
両
親
に
も
逢ア

ハ

ま
ほ
し
と
云
を
、
祖
母
も
け

し
か
る
事
に
お
も
ひ
、
打
ま
ぎ
ら
か
し
置
つ
る
に
、
其
後

ハ
夜
な
〳
〵
同
じ
様
に
行
ま
ほ
し
が
る
に
よ
り
て
、
然サ

ら

バ
こ
ゝ
へ
生
れ
来
つ
る
始
よ
り
、
委
く
語
る
べ
し
と
さ
ま

〴
〵
拵
へ
問
け
れ
ば
、
い
と
し
ど
け
な
き
詞
な
が
ら
、
有ア

リ

来コ

し
趣サ

マ

を
委ク

ワ

し
く
語
り
て
こ
ハ
父
母
を
お
き
て
ハ
、
堅カ

タ

く

人
に
語
り
給
ふ
な
と
返
ス
〳
〵
い
へ
り
と
ぞ
。
〔
此
物
語

ハ
、
四
月
二
十
五
日
気イ

吹ブ
キ

能ノ

屋ヤ

に
て
聞
た
り
。
前
に
或
人

の
つ
や
に
問
ひ
て
、
記
さ
れ
た
る
物
の
あ
る
を
見
置
た
り

け
れ
ど
、
今
度
さ
ら
に
源
蔵
勝
五
郎
に
始
終
を
問
て
、
答

へ
た
る
趣
な
り
。
〕
勝
五
郎
云
ふ
前
生
の
こ
と
、
四
歳
ば

か
り
ま
で
は
、
よ
く
覚
え
て
有
し
が
、
漸ヤ

ヽ

〳
〵
に
忘
れ
た

り
。
死シ

ぬ
命
に
て
ハ
無
り
し
か
ど
、
薬
を
食ク

ハ

せ
ざ
る
故
に

死シ
ニ

た
る
な
り
。
〔
疱
瘡
を
病
た
り
し
と
云
こ
と
ハ
知
ら
ず
、

後
に
人
の
し
か
云
を
き
ゝ
て
知
れ
り
と
云
へ
り
。
此
死
た

り
と
云
フ
時
ハ
、
文
化
七
年
二
月
四
日
に
当
れ
り
。
〕
息イ

キ

の
絶タ

ユ

る
時
は
、
何ナ

ニ

の
苦

ク
ル
シ

み
も
無
り
し
が
、
其
ノ
後
し
ば
し

が
ほ
ど
苦
し
か
り
き
。
其
後
は
い
さ
ゝ
か
も
苦
し
き
事
も

あ
ら
ず
。
さ
て
體カ

ラ

を
桶ヲ

ケ

の
中
へ
つ
よ
く
押
入
る
ゝ
と
き
飛

出
て
傍

カ
タ
ヘ

に
を
り
、
山
へ
葬
り
に
も
て
行
と
き
は
、
白
く
覆

オ
ホ
ヒ

た
る
龕
の
上
に
乗
り
て
行
た
り
。
さ
て
其
ノ
桶
を
穴
へ
お

と
し
入
レ
た
る
と
き
、
其
ノ
音オ

ト

の
ひ
ゞ
き
た
る
こ
と
、
心

に
こ
た
へ
て
今
も
よ
く
覚
え
た
り
。
さ
て
僧
共
が
経
を
よ

め
ど
も
何ナ

ニ

に
も
な
ら
ず
、
す
べ
て
彼カ

レ

等ラ

ハ
、
銭
金
を
た
ぶ

ら
か
し
取
ら
む
と
す
る
わ
ざ
の
み
に
て
、
益ヤ

ク

な
き
も
の
な

れ
ば
、
悪ニ

ク

く
厭イ

ト

ハ
し
く
思
は
れ
て
、
家
に
帰
り
、
〔
僧
ハ

尊
き
も
の
に
て
、
経
よ
み
念
仏
申
せ
ば
、
よ
き
国
へ
生
る

と
き
く
。
さ
て
地
獄
極
楽
な
ど
云
へ
る
国
ハ
し
ら
ず
や
と

問
し
に
よ
り
て
、
僧
の
こ
と
を
か
く
い
へ
り
。
〕
机
の
上

に
居
た
る
が
、
人
に
物
を
い
ひ
か
け
て
も
聞キ

ヽ

つ
け
ず
。
其

ノ
時
に
白
髪
を
長
く
打ウ

チ

垂タ

れ
て
、
黒
き
衣キ

モ

ノ服
着キ

た
る
翁
の
、

こ
な
た
へ
と
て
、
誘イ

ザ

な
ハ
る
ゝ
に
従
ひ
て
、
何イ

ヅ
コ処

と
も
知

ら
ず
、
段
々
に
高
き
、
奇
麗
な
る
芝
原
に
行
て
遊
び
あ
る

け
り
。
花
の
盛

サ
カ
リ

な
る
所
に
あ
そ
び
た
る
と
き
、
其
ノ
枝
を

折ヲ

ら
む
と
す
る
に
、
小チ

ヒ

さ
き
烏

カ
ラ
ス

の
出
来
り
て
、
い
た
く
威

オ
ド
シ

た
る
事
の
あ
り
し
ハ
、
今
も
恐
ろ
し
く
お
ぼ
ゆ
。
〔
中
野

村
の
産
土
ノ
神
、
熊
野
権
現
に
坐
す
と
源
蔵
い
へ
り
。
烏

の
出
た
る
と
云
に
つ
き
て
、
幽

ヒ
ソ
カ

に
思
ひ
合
さ
る
ゝ
こ
と
あ

り
。
〕
ま
た
し
か
遊
あ
り
く
ほ
ど
、
我
が
家
に
て
、
親
た

ち
の
も
の
云
ふ
こ
と
も
聞キ

コ

え
、
経
誦
む
声
も
聞
え
た
れ

ど
、
吾
は
既
に
云
へ
る
如
く
、
僧
ハ
に
く
ゝ
思オ

ボ

ゆ
る
の
み

な
り
。
食
物
を
供

ソ
ナ
へ

た
る
も
、
食
ふ
こ
と
ハ
為セ

ざ
れ
ど
、
中

に
温

ア
タ
ヽ
カ

な
る
も
の
ハ
、
其
ノ
烟ケ

ブ

リ気
の
香ニ

ホ

ひ
て
甘ウ

マ

く
覚
え
た
り

き
。
七
月
に
は
庭ニ

ハ

火ビ

を
た
く
と
き
家
へ
帰
り
た
る
に
、
団

子
な
ど
を
備
へ
て
あ
り
き
。
斯カ

ク

て
あ
そ
び
て
有ア

リ

経フ

る
ほ

ど
、
或
と
き
彼
ノ
翁
と
家
の
向
ひ
の
路
を
通
る
と
き
、〔
家

と
ハ
源
蔵
が
家
を
い
へ
り
。
〕
翁
こ
の
家
を
指サ

シ

て
、
あ
れ

な
る
家
に
入
て
生
れ
よ
と
い
ふ
。
教
の
ま
ゝ
に
翁
に
別
れ

て
、
庭
の
柿
ノ
木
の
下
に
た
ゝ
ず
み
て
、
三
日
伺
ひ
居

て
、
窓マ

ド

の
穴
よ
り
家
ノ
内
に
入
り
、
竈

カ
マ
ド

の
側ソ

バ

に
ま
た
三
日

を
れ
る
ほ
ど
、
母
の
何イ

ヅ
コ処

な
ら
む
、
遠
き
処
へ
別
れ
行
給

は
む
こ
と
を
、
父
と
語
ら
ひ
給
ふ
事
を
聞
た
り
き
。
〔
源

蔵
云
、
勝
五
郎
が
生
れ
た
る
年
の
正
月
の
事
な
り
き
。
或

ル
夜
閨

ネ
ヤ
ノ

中
に
て
夫
婦
相
語
ら
ひ
て
云
く
。
か
く
家
貧

マ
ヅ
シ

き
に
、

子
さ
へ
二
人
あ
り
て
、
老
母
を
養
ふ
に
侘ワ

ビ

し
け
れ
ば
、
妻

を
来コ

む
三
月
よ
り
江
戸
へ
奉
公
と
い
ふ
事
に
出
さ
む
と
云

ヒ
合
せ
た
る
事
あ
り
。
さ
れ
ど
其
ノ
比コ

ロ

ハ
老
母
に
も
語
ら

で
有
し
を
、
二
月
に
な
り
て
母
に
も
告
て
、
三
月
に
至
り

て
妻
を
奉
公
に
出
し
遣ヤ

リ

た
り
し
に
、
既
に
懐
胎
た
り
し
こ

と
、
詳サ

タ
カ

に
知
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
主
に
暇
を
こ
ひ
て
家
に

帰
り
た
り
。
其
妊

ハ
ラ
ミ

た
る
は
即
正
月
に
て
、
月
満
て
、
同
十

月
十
日
に
勝
五
郎
生
れ
た
り
。
此
事
ハ
、
か
つ
て
夫
婦
を

お
き
て
ハ
、
知
べ
か
ら
ぬ
物
語
な
る
を
、
彼
が
知
た
り
し

ハ
、
奇ア

ヤ

し
く
お
ぼ
ゆ
と
い
へ
り
。
さ
て
懐
胎
の
ほ
ど
、
ま

た
生
る
ゝ
時
も
、
其
後
も
奇
し
き
事
ハ
な
か
り
き
と
い
へ

り
。
〕
其
後
母
の
腹
内
へ
入
た
り
と
思
ハ
る
れ
ど
、
よ
く
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も
覚
え
ず
。
さ
て
腹
内
に
て
、
母
の
苦ク

ル

し
か
ら
む
と
思
ふ

事
の
あ
る
時
は
、
側ワ

キ

の
か
た
へ
よ
り
て
居
た
る
事
の
あ
り

し
ハ
覚
え
た
り
。
さ
て
生
る
ゝ
時
は
何
の
苦
し
き
事
も
無

り
き
。
〔
程
窪
村
に
て
藤
蔵
と
云
て
、
文
化
七
年
に
死
た

り
し
よ
り
六
年
め
に
あ
た
れ
り
。
〕
此
ノ
外
何
く
れ
の
事

ど
も
、
四
つ
五
つ
に
な
る
ま
で
ハ
、
よ
く
覚
え
て
有
し
か

ど
、
漸
々
に
忘
れ
た
り
と
云
へ
り
。
〔
以
上
、
直
話
を
つ

ゞ
り
な
せ
る
な
り
。
〕
其
後
祖
母
ま
す
〳
〵
奇ア

ヤ

し
く
思
ひ

て
在
り
け
る
に
、
或
ル
時
も
の
へ
行
て
、
同
じ
嫗

オ
フ
ナ

ど
ち
集ツ

ド

へ
る
処
に
て
、
も
し
程
窪
村
に
て
、
久
兵
衛
と
い
ふ
人
あ

り
と
知
給
へ
る
人
や
お
ハ
す
と
云
フ
に
、
一
人
が
い
ふ
己

ハ
知
ら
ざ
れ
ど
、
彼
村
に
因

チ
ナ
ミ

あ
れ
ば
問ト

ヒ

合ア
ハ

せ
て
参
ら
せ

む
。
さ
る
に
て
も
、
如イ

何カ

な
る
事
に
て
問
給
ふ
に
や
と

い
ふ
に
黙モ

タ
シ止

か
ね
て
、
勝
五
郎
が
事
を
あ
ら
〳
〵
語
り
け

り
。
さ
る
ほ
ど
に
此
正
月
七
日
に
、
程
窪
村
よ
り
何
某
と

い
ふ
老
人
来
り
て
云
く
。
己

オ
ノ
レ

ハ
程
窪
の
半
四
郎
と
い
ふ
者

に
親シ

タ

し
き
者
な
り
。
久
兵
衛
と
い
ふ
ハ
い
と
若
き
程
の
名

に
て
、
後
に
名
を
藤
五
郎
と
改
メ
た
り
し
が
、
十
五
年
前

に
身
ま
か
り
て
、
今
ハ
程
窪
に
、
久
兵
衛
と
云
し
名
を
知

た
る
者
も
な
し
。
其ソ

レ

が
妻
の
後
夫
を
半
四
郎
と
い
ふ
。
此

こ
ろ
人
づ
て
に
き
け
バ
、
此
ノ
家
に
生
れ
た
る
子
の
、
も

と
其
ノ
久
兵
衛
が
子
な
り
し
藤
蔵
と
云
へ
る
が
、
六
歳
に

て
身
ま
か
り
て
後
に
、
此
家
に
生
れ
た
り
と
聞
伝
へ
た
る

が
、
余
り
に
打ウ

チ

合ア
ヒ

て
奇ア

ヤ

し
く
聞
ゆ
れ
バ
、
問
き
か
ま
ほ
し

が
り
て
、
ま
づ
己

オ
ノ
レ

に
あ
と
ら
へ
て
遣オ

コ

せ
た
る
な
り
と
云
ふ

に
、
上
ノ
件
の
事
ど
も
語
り
て
、
相ア

ヒ

互
タ
ガ
ヒ

に
奇ア

ヤ

し
ミ
つ
ゝ
、

か
の
老
人
は
帰
り
け
る
と
ぞ
。
か
ゝ
り
し
か
バ
此
事
終ツ

ヒ

に

人
あ
ま
た
知
て
、
見
に
来
る
人
も
あ
り
。
勝
五
郎
外
に
出

れ
バ
、
人
珍

メ
ヅ
ラ

し
が
り
て
、
程
窪
小
僧
な
ど
仇ア

タ

名ナ

を
つ
け
て
、

言イ
ヒ

囃ハ
ヤ

す
事
と
な
り
し
か
バ
、
恥ハ

ヅ

か
し
が
り
て
、
其
後
は
外

に
出
ず
。
父
母
に
、
か
ゝ
れ
バ
こ
そ
、
人
に
語
り
給
ふ
な

と
云イ

ヒ

ヒ
て
し
に
、
人
に
語
り
給
へ
る
故
に
こ
そ
か
ゝ
れ
と

云
て
、
恨
か
こ
ち
け
る
と
ぞ
。
斯カ

ク

て
の
ち
勝
五
郎
、
半
四

郎
が
方
へ
行
ま
ほ
し
が
る
こ
と
弥イ

ヤ

ま
さ
り
け
る
が
、
又
後

に
ハ
何ナ

ニ

と
な
く
夜ヨ

モ

す
が
ら
泣ナ

キ

い
さ
つ
を
、
夜ヨ

明ア
ケ

て
そ
の
由

を
云
へ
バ
都ス

ベ

て
知
ら
ず
と
云
。
夜
な
〳
〵
か
く
す
る
こ
と

転ウ
タ
ヽ

有ア
リ

け
れ
バ
、
祖
母
わ
び
て
、
こ
ハ
謂イ

ハ

ゆ
る
半
四
郎
が
許

へ
行ユ

カ

ま
ほ
し
が
り
て
思
ひ
入
た
る
故
な
る
べ
し
。
よ
し
や

非ア
ラ

ぬ
虚ソ

ラ

事ゴ
ト

な
り
と
も
、
男
な
ら
バ
こ
そ
あ
れ
、
我ワ

レ

老
女
の

身
と
し
て
、
連ツ

レ

行ユ
キ

た
ら
む
に
は
、
人
の
あ
ざ
け
り
笑
は
む

も
さ
て
有
べ
し
、
連
行
な
む
や
と
云
フ
に
、
源
蔵
も
さ
る

事
な
り
、
い
さ
給
へ
と
て
遣ヤ

リ

け
る
は
、
正
月
二
十
日
に
な

む
有
け
る
。
祖
母
ハ
勝
五
郎
を
つ
れ
て
、
程
窪
村
に
至
り
、

〔
程
窪
と
中
野
村
と
ハ
山
一
つ
へ
だ
て
ゝ
其
間
一
里
半
ば

か
り
あ
り
と
ぞ
。
〕
こ
の
家
か
彼
ノ
家
か
と
い
ふ
に
、
勝

五
郎
ま
だ
さ
き
也
ま
だ
さ
き
な
り
と
云
つ
ゝ
、
先
に
立
て

行
ほ
ど
に
、
此
家
な
り
と
、
祖
母
よ
り
先
に
か
け
入
る
故

に
、
祖
母
も
つ
ゞ
き
て
這ハ

入イ

り
ぬ
。〔
是
よ
り
前
に
勝
五
郎
、

程
く
ぼ
の
半
四
郎
が
家
ハ
、
三
軒
な
ら
び
た
る
中
の
引
キ

入
た
る
家
に
て
、
裏
口
よ
り
山
に
つ
ゞ
き
た
る
家
な
り
と

云
け
る
が
、
果
し
て
其
ノ
言
の
如
く
な
り
し
と
ぞ
。
〕
ま

づ
あ
ろ
じ
が
名
を
問
ふ
に
、
半
四
郎
と
答
ふ
。
妻
の
名
を

と
へ
バ
し
づ
と
い
ふ
。
半
四
郎
夫
婦
は
、
か
ね
て
人
づ
て

に
聞
居
た
る
事
に
ハ
あ
れ
ど
、
な
ほ
祖
母
が
物
語
を
聞
て

或
ハ
奇ア

ヤ

し
ミ
或
は
悲カ

ナ

し
み
、
共
に
涙
に
し
づ
み
、
勝
五
郎

を
い
だ
き
上
て
つ
く
〴
〵
と
顔
を
う
ち
守
り
て
亡ナ

ク

な
り
し

藤
蔵
が
六ム

歳ツ

の
と
き
の
面
ざ
し
に
、
よ
く
似
て
あ
り
な
ど

様
々
か
き
く
ど
き
居
る
に
勝
五
郎
懐イ

タ

か
れ
な
が
ら
、
向
ひ

の
烟
草
屋
の
屋
根
を
指ユ

ビ

さ
し
、
ま
へ
方
ハ
あ
の
屋
根
無
り

し
、
あ
の
木
も
無
り
し
な
ど
云
に
、
皆
そ
の
如
く
な
れ
ば
、

何
れ
も
ま
す
〳
〵
驚
け
る
。
半
四
郎
が
家
の
親
族
ど
も
ゝ

寄
リ
来
れ
る
中
に
、
久
兵
衛
が
妹
の
嫗ウ

バ

あ
り
て
、
久
兵
衛

に
さ
へ
似
た
り
と
泣
し
ほ
た
れ
し
と
ぞ
。
扨
其
日
は
中
野

村
に
帰
り
し
が
、
其
後
も
程
窪
へ
行
ま
ほ
し
、
久
兵
衛
の

墓
参
り
せ
ま
ほ
し
と
云
を
、
源
蔵
い
ひ
ま
ぎ
ら
し
、
日
を

延ノ
ベ

て
有
け
る
に
、
廿
七
日
に
ふ
り
は
へ
て
、
彼
ノ
半
四
郎

を
と
こ
、
源
蔵
に
近
付
に
と
て
来
り
し
が
、
勝
五
郎
に
程

窪
へ
行ユ

カ

ぬ
か
と
云
し
か
ば
、
久
兵
衛
の
墓
参
せ
む
と
悦
び

て
、
伴
ハ
れ
行
て
、
そ
の
事
と
げ
ぬ
と
て
夕ユ

フ

さ
り
帰
り
け

り
。
か
く
て
後
ハ
、
父
に
半
四
郎
が
も
と
へ
連
行
て
、
い

か
で
彼
ノ
家
と
、
親
類
の
結
び
を
な
し
て
給
は
れ
と
云
を

き
ゝ
受
て
、
暇
あ
ら
む
時
に
連ツ

レ

行ユ
カ

む
と
思
ふ
ほ
ど
、
地
頭

よ
り
召メ

サ

れ
て
参
り
ぬ
と
、
父
源
蔵
語
り
け
り
。

　
　
文
政
六
年
四
月
二
十
九
日
　
　
　
立
入
事
負
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
異
童
の
こ
と
、
或
人
の
筆
記
を
見
た
り
し
後
に
、
地
頭

へ
呼
出
さ
れ
、
吟
味
あ
り
て
、
支
配
頭
へ
届
ケ
書
出
た

る
よ
し
、
其
ノ
写
を
も
見
た
り
け
る
に
、
屋
代
輪
池
翁

の
、
な
ほ
己
に
ゆ
き
て
尋
ね
よ
と
云
る
ゝ
に
よ
り
て
、
四

月
二
十
一
日
の
日
に
多
門
主
の
、
用
人
谷
孫
兵
衛
と
い
ふ

人
を
訪

ト
ム
ラ

ひ
て
問
き
ゝ
け
る
に
、
其
日
ハ
勝
五
郎
、
父
源
蔵

と
、
駒
込
の
西
教
寺
と
い
ふ
寺
へ
、
或
人
の
計
ら
ひ
に
て

行
た
る
由
に
て
居
合
さ
ず
。
谷
氏
に
あ
ら
ま
し
を
問
て
帰

れ
る
が
、
同
人
の
計
ら
ひ
に
て
、
翌
二
十
二
日
に
、
源
蔵

勝
五
郎
を
連ツ

レ

来キ
タ

り
し
か
バ
、
屋
代
翁
へ
も
知
ら
せ
た
る
に
、

翁
も
来
ら
る
。
ま
づ
妻
と
娘
と
嘉
津
間
と
に
云
ヒ
つ
け
て
、

〔
嘉
津
間
と
云
は
も
と
寅
吉
と
云
ひ
し
が
故
あ
り
て
名
を

−112−



改
め
た
る
な
り
。
〕
色
々
と
う
ら
か
し
つ
ゝ
咄
さ
せ
た
る

を
、
物
か
げ
に
て
聞
た
れ
ど
、
問ト

ヒ

洩モ
ラ

せ
る
事
多
か
り
け
る

に
、
二
十
三
日
に
秋
田
な
る
我
兄
渡
邉
正
胤
の
来
れ
る
に
、

国
友
能
当
風
炮
を
持
来
り
て
、
此
を
う
つ
状
を
ま
ね
び
見

せ
て
在
リ
け
る
に
、
か
の
谷
氏
の
来
り
し
か
バ
、
勝
五
郎

ま
た
伴
ハ
れ
来
り
ぬ
。
さ
る
ハ
此
童
子
本
文
に
事コ

ト

負オ
ヒ

が
記

せ
る
如
く
、
再
生
の
事
を
人
に
問
は
る
ゝ
事
を
い
た
く
否イ

ナ

み
て
、
何イ

ズ

方カ
タ

へ
も
往ユ

ク

こ
と
を
嫌キ

ラ

ふ
由
に
て
、
我
が
許
へ
は

じ
め
て
来
る
時
な
ど
も
、
甚
タ
す
ま
へ
る
を
、
し
ば
し
と

云
て
連
来
れ
る
由
な
れ
ば
、
其
ノ
意
を
得
て
あ
な
が
ち
に

ハ
問
は
ず
。
者
ど
も
に
云
つ
け
て
、
只タ

ヾ

心
ま
ゝ
に
遊
バ
し

め
、
折
を
見
て
少

イ
サ
ヽ

か
つ
ゝ
問
た
り
し
か
バ
、
い
た
く
心
に

叶
ひ
て
、
終
日
あ
そ
び
戯
れ
て
、
今コ

夜ヨ
ヒ

ハ
御オ

許モ
ト

に
止ト

マ
リ宿

て

ま
し
な
ど
云
ひ
し
か
ど
、
谷
氏
の
方
に
、
童
子
の
帰
り
を

待
つ
人
あ
り
と
云
ひ
遣オ

コ

せ
た
り
し
か
バ
、
本
意
な
く
帰
れ

る
故
に
、
け
ふ
ま
た
来
れ
る
な
り
け
り
。
此
ノ
日
居
リ
あ

ひ
て
見ミ

も
し
問ト

ヒ

も
し
つ
る
ハ
、
我
兄
な
る
人
と
、
国
友
能

当
、
五
十
嵐
常
雄
、
志
賀
綿
麻
呂
、
細
貝
篤
資
な
ど
な
り

き
。
斯カ

ク

て
二
十
五
日
に
も
源
蔵
ま
た
勝
五
郎
を
伴
ひ
来
り

明ア

日ス

な
む
郷サ

ト

へ
罷
れ
ば
御
暇
申
さ
む
た
め
に
来
侍
り
と
云

ふ
。
此
日
来キ

相ア
ヘ

た
る
は
、
堤
朝
風
、
立タ

チ

入リ

事コ
ト

負オ
ヒ

、
国
友
恒

足
な
ど
な
り
。
又
さ
ま
〴
〵
に
す
か
し
拵
へ
て
、
己
と
事コ

ト

負オ
ヒ

と
嘉
津
間
と
三
人
に
て
問
ふ
に
、
余
人
の
き
か
ぬ
所
に

て
語
ら
む
と
云
フ
ま
ゝ
に
、
庭
に
つ
れ
出
て
、
己
い
だ
き

上
て
、
な
り
菓
物
な
ど
と
り
与
へ
つ
ゝ
、
事コ

ト

負オ
ヒ

と
能
能
と

へ
バ
、
い
と
も
し
ど
け
な
き
詞
に
て
、
極
め
て
小
声
に
て

語
れ
る
趣ム

ネ

の
条ヲ

チ

々
を
推ネ

問ド
ヒ

て
、
前
後
を
と
り
つ
ゞ
け
て
、

事コ
ト

負オ
ヒ

が
右
の
ご
と
く
書
と
れ
る
も
の
に
て
か
つ
て
こ
の
記

せ
る
如
く
、
首
尾
を
と
ゝ
の
へ
て
語
れ
る
に
ハ
非
ず
。
此

時
物
か
げ
に
て
聞キ

ヽ

た
る
人
々
ハ
、
堤
朝
風
、
国
友
恒
足
、

土
屋
清
道
、
矢
澤
希
賢
な
ど
な
り
。
少

イ
サ
ヽ

か
も
長

オ
ト
ナ

び
た
る
事

な
く
、
荒ア

ラ

く々
し
き
遊
び
を
こ
の
み
、
尋
常
の
百
姓
の
子
に

比ク
ラ

べ
て
ハ
、
さ
ど
き
方
に
見
ゆ
。
雄ヲ

々
し
き
事
を
好
み
て
、

武
士
に
な
ら
ま
ほ
し
と
常
に
云
フ
よ
し
、
既
に
谷
氏
の
語

れ
る
に
違
ハ
ず
。
太タ

刀チ

刀
カ
タ
ナ

を
こ
の
み
、
是
を
さ
し
て
武
士

に
な
ら
ま
ほ
し
と
云
へ
る
に
よ
り
て
、
大
小
の
刀
を
と
り

〳
〵
取
出
て
、
ぬ
き
放
し
見
せ
な
ど
す
れ
バ
、
甚イ

タ

く
喜
ぶ

を
、
や
が
て
長オ

ト
ナ人

に
な
り
た
ら
バ
是
を
と
ら
せ
む
に
、
物

語
せ
よ
と
計
り
こ
し
ら
へ
た
る
に
依
リ
て
、
然
ら
バ
と
て

物
語
す
る
事
と
な
り
ぬ
。
わ
ざ
と
僧
等
が
こ
と
を
尊

タ
フ
ト

き
物

に
い
へ
バ
、
い
た
く
腹
立
き
ら
ひ
て
、
彼
レ
等
は
人
を
誑

タ
フ
ラ

か
し
物
を
と
ら
む
と
計
る
わ
ろ
者
な
り
と
い
ふ
。
然サ

も
有ア

ル

べ
け
れ
と
死シ

ニ

て
の
ち
ハ
、
彼カ

レ

等ラ

に
経
を
誦ヨ

マ

せ
て
、
地
獄
な

ど
へ
は
行
か
ず
、
極
楽
と
い
ふ
よ
き
国
へ
生
れ
む
と
思
ふ

な
ど
、
色
々
よ
さ
ま
に
執
な
し
い
へ
ど
、
お
ま
へ
好ス

キ

な
ら

む
に
ハ
心
に
ま
か
せ
給
へ
、
我オ

ラ

は
き
ら
ひ
な
り
、
極
楽
な

ど
云
フ
こ
と
ハ
み
な
偽
り
な
り
と
益
々
嫌
へ
り
。
凡
て
嘉

津
間
が
、
始
め
て
山
よ
り
帰
り
し
時
の
さ
ま
と
、
異
に
し

て
似
た
る
と
こ
ろ
あ
り
。

○
伴
ひ
た
る
翁
の
こ
と
、
或
人
の
記
せ
る
に
ハ
、
爺ヂ

イ

さ
ま

の
や
う
な
る
人
の
来
て
云
々
と
あ
る
が
、
甚イ

ト

く々
ゆ
か
し
く

て
、
坊バ

ウ

様サ
マ

な
り
し
か
と
問
ふ
に
頭

カ
シ
ラ

を
ふ
る
。
然
ら
バ
我
が

頭
の
ご
と
き
か
と
事コ

ト

負オ
ヒ

が
問
ふ
に
、
か
ぶ
を
振
リ
て
、
篤

胤
が
頭

カ
シ
ラ

を
指
さ
し
て
、
御オ

前マ
エ

の
頭

ツ
ム
リ

の
ご
と
く
に
て
、
長
く

垂タ
レ

た
り
と
云
フ
。
ま
た
烏
の
こ
と
樹キ

に
と
ま
れ
る
を
指
さ

し
て
、
あ
れ
と
同
じ
こ
と
に
や
と
問
へ
ば
、
彼カ

レ

よ
り
ハ
小チ

ヒ

さ
く
て
、
眼メ

ざ
し
ハ
恐
し
か
り
き
と
云
へ
り
。
按オ

モ

ふ
に
世

の
諺
に
、
死シ

ニ

て
往ユ

キ

た
る
さ
き
に
ハ
、
御ミ

前サ
キ

烏ガ
ラ
ス

と
、
〔
ま
た

目メ

前サ
キ

烏ガ
ラ
ス

と
い
ふ
人
も
あ
り
。
〕
云
が
あ
り
と
云
フ
も
、
旧フ

ル

く
再
生
せ
る
も
の
、
又
ハ
蘇
生
せ
る
者
な
ど
の
、
然サ

る
事

を
語
り
た
る
が
有
リ
し
を
、
語
り
伝
へ
た
る
に
や
有
む
。

烏
と
鵄
の
こ
と
に
就
て
ハ
、
お
の
れ
年
ご
ろ
考
へ
た
る
説

も
あ
れ
ど
、
此コ

ヽ

に
ハ
記
さ
ず
。

（
欄
外
）

篤
胤
云
、
此
七
月
九
日
に
、
源
蔵
ま
た
先
頃
江
戸
へ
出

た
り
し
時
に
参
れ
る
家
々
に
礼
を
申
さ
む
為
に
来
れ
り

と
て
勝
五
郎
を
伴
ひ
、
姉
ふ
さ
兄
乙
二
郎
を
も
連
来
れ

り
。
折
し
も
己
ハ
越
谷
へ
も
の
せ
る
程
な
り
し
か
ど
、

三
夜
ば
か
り
我
家
に
止ト

マ

り
て
在
け
る
に
、
太
田
朝
恭
増

田
成
則
な
ど
留
学
せ
れ
バ
、
此
翁
の
さ
ま
を
委
く
問
け

る
に
、
白
髪
を
長
く
う
ち
垂
れ
白
き
髭
長
く
生
た
り
。

白
絹
の
衣
服
の
上
に
黒
き
紋
ぢ
ら
し
あ
る
袖
の
大
き
な

る
羽
織
の
ご
と
き
物
に
、
後
に
長
く
垂タ

れ
た
る
上ウ

ハ
ギ服

を

着
て
、
く
ゝ
り
袴
を
着
し
、
足
に
ハ
外
黒
く
内
赤
く
塗

た
る
丸
き
物
の
足
の
甲
ま
で
か
ゝ
る
を
履
た
り
し
と
云

へ
り
と
ぞ
。

〇
父
源
蔵
、
勝
五
郎
が
い
た
く
仏

ホ
ト
ケ
ワ
ザ事

僧
等
を
き
ら
ふ
由
を

語
り
て
、
去
ぬ
る
二
十
一
日
に
、
或
ル
寺
へ
往ユ

キ

た
る
に
、

〔
故
あ
り
て
寺
号
を
し
る
さ
ず
。
〕
茶
よ
菓
子
よ
と
も
て
囃ハ

ヤ

し
侍
れ
ど
、
寺
の
物
ハ
き
た
な
し
と
云
て
一
ト
つ
だ
に
食ク

ハ
ず
、
い
た
く
心

コ
ヽ
ロ
グ
ル苦

し
き
思
ひ
を
し
は
べ
り
。
彼
が
僧
徒

を
か
く
悪キ

ラ

ひ
侍
る
こ
と
ハ
、
去オ

ト
ツ
ト
シ

々
年
わ
が
許
に
源
七
と
て
、

す
こ
し
の
縁

ユ
カ
リ

あ
る
者
の
病
め
る
を
お
き
て
侍
る
に
、
そ
れ

が
死
た
る
時
に
、
弔

ト
ム
ラ

ひ
来
れ
る
僧
の
布
施
に
、
銭
を
つ
ゝ

み
て
遣ヤ

リ

た
る
を
、
勝
五
郎
見
て
、
何
と
て
い
つ
も
門カ

ド

に
た

つ
僧
に
物
を
あ
た
へ
、
今
ま
た
あ
の
僧
に
銭
を
と
ら
せ
た

る
と
問
ふ
故
に
、
僧
と
い
ふ
者
ハ
、
人
に
物
こ
ひ
て
世
す
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ぎ
を
す
る
物
ゆ
ゑ
に
、
呉ク

る
ゝ
こ
と
ぞ
と
申
し
て
侍
れ
ば
、

僧
と
い
ふ
者
は
、
人
の
物
を
ほ
し
が
る
悪ア

し
き
者
ぞ
と
申

せ
る
が
、
夫
よ
り
後
き
ら
ひ
に
成
リ
た
る
や
う
に
覚
え
侍

る
と
語
る
を
、
勝
五
郎
き
ゝ
果
さ
ず
、
イ
ナ
然サ

に
ハ
非
ず
、

き
ら
ひ
な
る
故
あ
り
て
、
元
よ
り
嫌
ひ
な
り
と
、
言コ

ト

葉バ

に

力チ
カ
ラ

を
い
れ
て
断

コ
ト
ワ

り
ぬ
。
其
ノ
元
よ
り
嫌
ひ
な
り
と
云
ふ
由

イ
ハ
レ

を
問タ

ヅ

ぬ
れ
ど
も
、
憎ニ

ク

き
も
の
也
と
の
ミ
云
ひ
て
、
他
事
に

ま
ぎ
ら
ハ
し
て
答
へ
ざ
り
き
。

〇
源
蔵
ま
た
語
り
け
る
ハ
、
勝
五
郎
生
れ
つ
き
て
少
し
も

化バ
ケ

物モ
ノ

幽
霊
な
ど
云
フ
を
恐
る
ゝ
事
を
し
ら
ず
。
右
申
せ
る

源
七
が
病
ハ
、
狂
気
に
て
侍
り
し
か
バ
、
別コ

ト

に
放ハ

ナ

ち
て
小

屋
を
た
て
入
れ
置
た
る
に
、
死シ

ス

べ
き
前
に
な
り
て
、
顔
色

恐
ろ
し
げ
に
な
り
た
る
故
に
、
姉
兄
な
ど
ハ
恐
れ
て
小
屋

の
ほ
と
り
へ
も
近
よ
ら
ず
。
然
る
に
勝
五
郎
の
み
ハ
、
彼

ノ
源
七
ハ
間ホ

ド

な
く
死シ

ス

べ
く
見
し
て
哀

ア
ハ
レ

な
り
、
薬
も
食
物
も

よ
く
調
へ
て
や
り
給
へ
。
い
つ
に
て
も
我
も
ち
行
て
与
へ

む
と
て
、
夜
中
と
い
へ
ど
も
持
行
て
与
へ
、
死
て
後
ハ
、

姉
兄
な
ど
は
恐
れ
て
厠

カ
ハ
ヤ

へ
も
行ユ

キ

が
て
に
す
る
を
、
死
た
る

人
の
何
か
恐
し
き
事
あ
ら
む
と
少
し
も
恐
れ
ず
。
ま
た
自

分
の
死
ぬ
と
云
こ
と
を
も
、
少

イ
サ
ヽ

か
恐
れ
ず
と
云
に
ぞ
。
勝

五
郎
に
、
な
ど
て
死シ

ヌ

る
こ
と
を
恐
れ
ざ
る
と
問
へ
バ
、
我

を
死シ

ニ

た
り
と
人
の
云
ひ
し
故
に
、
死
た
る
と
心
付
た
れ
バ
、

亡ナ
キ

骸ガ
ラ

も
見
え
し
か
ど
、
其
時
み
づ
か
ら
ハ
、
死
た
り
と
も

思
は
ざ
り
き
。
其
死
た
り
と
云
フ
と
き
も
、
人
の
見
る
目

ほ
ど
ハ
苦
し
く
ハ
な
き
物
な
り
。
死
て
さ
き
に
居
た
る
ほ

ど
ハ
、
腹ハ

ラ

飽ア

き
て
暑ア

ツ

し
と
も
寒サ

ム

し
と
も
思
は
ず
。
ま
た
夜

と
て
も
さ
ば
か
り
闇ク

ラ

か
ら
ず
。
あ
り
き
に
あ
り
け
ど
も
疲ツ

カ

る
ゝ
こ
と
な
く
翁
の
も
と
に
だ
に
居
れ
バ
、
何ナ

ニ

も
恐
ろ
し

き
事
ハ
な
か
り
き
。
六
年
め
に
生
れ
た
る
と
人
ハ
云
へ
ど

も
、
彼カ

ナ
タ方

に
て
ハ
し
ば
し
の
間
と
覚
え
た
り
と
云
ふ
。
ま

た
御ミ

嶽タ
ケ

さ
ま
の
死
ぬ
事
ハ
こ
は
い
物
で
ハ
な
い
と
宣

ノ
タ
マ

へ
る

と
語
れ
る
よ
し
御
嶽
様
と
ハ
い
か
に
し
て
見

マ
ミ
ヘ

奉
れ
る
と
問

へ
ど
例
の
他ヨ

ソ

事ゴ
ト

に
ま
ぎ
ら
ハ
し
て
答
へ
ず
。

〇
或
人
の
記
に
、
勝
五
郎
を
り
〳
〵
、
我
ハ
の
ゝ
様
な
れ

バ
、
大
事
に
し
て
給
ハ
れ
と
い
ひ
、
ま
た
早
く
死
ぬ
こ
と

も
有
む
と
云
ひ
、
ま
た
僧
に
布
施
す
る
こ
と
ハ
、
い
と
よ

き
事
ぞ
と
云
へ
る
よ
し
見
え
た
り
。
ま
た
汝
ハ
仏
道
を
信

仰
せ
る
に
や
と
問
ふ
に
、
源
蔵
答
へ
て
云
く
。
勝
五
郎
が

云
る
こ
と
ハ
、
人
に
物
を
施
す
こ
と
ハ
、
よ
き
事
な
り
と

申
し
た
る
ハ
聞
て
侍
れ
ど
、
其
ノ
余
の
こ
と
ハ
祖
母
に
申

し
た
る
か
、
我
等
ハ
聞
た
る
こ
と
侍
ら
ず
。
さ
て
己
は
仏

道
を
深
く
信
仰
と
申
す
に
て
ハ
無
れ
ど
も
、
父
の
時
よ
り

乞
食
道
心
者
な
ど
の
門
口
に
立
が
あ
れ
バ
、
少
つ
ゝ
の
施

物
を
遣
し
ぬ
。
是
ハ
後
世
を
願
ふ
な
ど
の
意
に
は
あ
ら
ず
。

只
彼
等
が
物
を
乞
ふ
を
憐
れ
む
の
ミ
な
り
。
家
内
の
者
ど

も
ハ
、
朔
望
式
日
な
ど
に
、
鎮
守
ノ
神
に
参
詣
し
侍
る
を
、

己
ハ
日
々
に
詣マ

ウ

で
神
々
を
た
ふ
と
み
、
仏
閣
と
い
へ
ど
も

縁ヨ
シ

あ
れ
バ
詣
で
ゝ
、
捨ス

ツ

る
こ
と
な
し
。
然
れ
ど
も
只タ

ヾ

今
日

の
無
事
を
祈
る
こ
と
を
の
み
心
と
せ
り
。
己
が
村
の
辺

ア
タ
リ

ハ
、

謂イ
ハ

ゆ
る
徳
本
が
流
の
念
仏
講
流ハ

行ヤ

り
侍
れ
ど
、
其
講
に
も

入
ら
ず
。
勝
五
郎
が
事
を
き
ゝ
伝
へ
て
、
出
家
た
ち
弟
子

に
せ
ま
ほ
し
と
て
、
所ソ

コ

々コ
ヽ

よ
り
申
し
来
り
し
が
、
中
に
ハ

か
く
奇ア

ヤ

し
き
童
子
を
農
人
と
せ
む
こ
と
、
仏
の
罰

ト
ガ
メ

や
あ
ら

む
な
ど
申
せ
る
も
有
し
か
ど
、
当
人
い
た
く
出
家
を
き
ら

ひ
、
己
も
好コ

ノ

ま
ざ
る
故
に
、
農
人
と
な
り
て
宜ヨ

か
ら
ぬ
者

な
ら
む
に
ハ
、
我
が
子
に
ハ
生
れ
来ク

ま
じ
き
を
、
農
人
の

己
が
子
と
生
れ
来
つ
る
上
に
、
当
人
も
出
家
を
き
ら
へ
バ
、

農
人
と
な
さ
む
も
苦
し
か
ら
じ
と
断
り
を
立タ

チ

た
り
し
か
バ
、

其
後
ハ
出
家
た
ち
の
こ
ひ
に
来
る
者
な
し
と
云
へ
り
。

〇
こ
ゝ
に
我
も
人
も
、
し
か
産

ウ
ブ
ス
ナ
ノ土

神
を
ね
む
ご
ろ
に
す
と

聞
く
に
つ
け
て
思
へ
ば
、
彼
ノ
勝
五
郎
を
伴
ひ
た
る
翁
と

い
へ
る
こ
そ
、
疑ウ

ツ

な
く
産
土
ノ
神
に
て
在ア

リ

け
め
と
云
ふ
に
、

源
蔵
云
く
、
其
ノ
事
ハ
こ
の
ほ
ど
西
教
寺
へ
も
の
し
け
る

時
に
、
彼カ

シ
コ所

に
て
も
然
云
れ
た
り
き
。
或
ハ
其
ノ
翁
を
か

の
久
兵
衛
な
ら
む
な
ど
云
ふ
人
も
あ
れ
ど
、
産
土
ノ
神
な

ら
む
と
言

イ
タ
マ

ふ
に
つ
き
て
、
い
さ
ゝ
か
思
ひ
当
れ
る
事
の
あ

る
を
、
今ケ

日フ

ま
で
人
に
語
れ
る
こ
と
無
れ
ど
、
深
切
に
物

と
ひ
給
へ
バ
と
て
、
又
云
け
ら
く
。
勝
五
郎
が
姉
ふ
さ
と

申
す
ハ
、
今
年
十
五
歳
に
な
り
侍
り
。
去オ

ト
ツ
ト
シ

々
年
の
事
な
り

き
。
疱
（
庖
）
丁
刀
を
失
ひ
た
る
こ
と
の
有
け
る
に
、
彼

が
母
い
た
く
叱シ

カ

り
た
る
に
其
後
ま
た
庖
丁
刀
を
失
ひ
た

り
。
此
度
ハ
ま
す
〳
〵
叱
ら
れ
む
事
を
お
も
ひ
て
、
本

ウ
ブ
ス
ナ
ノ居

神
熊
野
宮
へ
詣マ

ウ

で
ゝ
失
ひ
つ
る
庖
丁
刀
の
あ
り
処
を
、
さ

と
し
顕
ハ
し
給
へ
、
然
ら
バ
百
度
詣

マ
ウ
デ

し
奉
ら
む
、
と
祈
り

た
り
け
る
夜
の
夢
に
、
髪
長
く
垂
れ
て
山
伏
と
云
も
の
ゝ

如
き
頭
の
、
翁
な
る
人
枕マ

ク
ラ
ガ
ミ上

に
立
て
、
失
ひ
た
る
庖
丁
刀

は
、
そ
れ
の
処
の
田
の
草
か
げ
に
、
刃
の
上ウ

へ

に
む
き
て
有ア

ラ

む
を
と
り
来
る
べ
し
と
告ツ

ゲ

た
ま
へ
る
に
依
リ
て
、
夙ツ

ト

め
て

行
て
見
る
に
、
果
し
て
そ
の
如
く
在
け
り
と
て
、
取
リ
帰

り
て
の
ち
、
夜
べ
の
夢
の
告
を
、
は
じ
め
て
云
々
と
語
り

は
べ
り
。
其
母
こ
れ
を
聞
て
、
こ
や
つ
さ
ば
か
り
の
物
の

失ウ
セ

た
ら
む
に
、
本

ウ
ブ
ス
ナ
ノ居

神
な
ど
に
、
こ
ひ
祈ノ

ミ

申
す
べ
き
事
か

ハ
、
い
と
有ア

ル

ま
じ
き
事
な
り
、
よ
く
〳
〵
其
罪
を
謝マ

ヲ

し
て
、

と
く
賽

カ
ヘ
リ
マ
ヲ

し
の
百
度
詣

マ
ウ
デ

し
奉
る
べ
し
と
て
詣

マ
ウ
デ

さ
せ
き
。
ま
た

其
後
ふ
さ
、
或
日
の
朝
さ
め
〴
〵
と
泣
う
れ
ふ
る
状
あ
り
。

父
母
そ
の
故
を
問
ふ
に
、
さ
お
と
つ
夜
よ
り
、
夜
べ
ま
で

三
夜
つ
づ
け
て
、
い
と
悲
し
き
夢
を
見
た
り
。
一
ト
夜
ば
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か
り
ハ
、
思
ハ
ぬ
夢
を
見
る
も
常
な
る
を
、
か
く
三
夜
つ

ゞ
け
て
同
じ
夢
を
見
し
ハ
、
神
の
御ミ

誨サ
ト

し
な
り
け
り
と
て
、

又
さ
ら
に
泣ナ

ク

を
、
よ
く
〳
〵
問
へ
バ
、
さ
お
と
つ
夜
の
夢

に
、
ま
た
彼
ノ
山
伏
の
ご
と
き
翁
と
、
今
一ヒ

ト

リ人
枕
上
に
来

て
、
汝
ハ
む
か
し
悪ア

シ

き
事
し
た
る
男
な
り
。
今
か
く
て
有

れ
ど
、
能
せ
ず
ハ
此
家
に
在
が
た
く
て
、
苦
し
き
目
見
る

べ
し
と
告

ノ
タ
マ

へ
り
。
さ
れ
ど
お
ろ
そ
か
に
心
得
て
在
し
、
次

の
夜
も
夜
べ
も
、
正マ

サ

し
く
同
じ
夢
を
見
は
べ
り
。
さ
て
彼

ノ
山
伏
の
ご
と
き
人
ハ
、
何ナ

ニ

と
も
物
の
た
ま
ハ
ず
。
今
一

人
の
男
の
、
件
の
事
を
告
た
ま
ひ
て
、
吾
は
蛇
躰
の
者
な

り
と
曰

ノ
タ
マ

へ
り
。
か
ゝ
る
夢
見
し
こ
と
ハ
徒タ

ヾ

事ゴ
ト

に
あ
ら
じ
、

い
か
な
る
憂ウ

キ

目メ

を
か
見
む
と
悲
し
く
て
泣
な
り
と
い
ふ
に
、

元
来
さ
る
跡ア

ト

な
し
事
の
夢
見
た
る
が
心
に
か
ゝ
り
て
、
又

次
々
に
同
じ
夢
を
見
た
る
な
め
り
、
心
に
な
か
け
そ
と
な

ぐ
さ
め
置
た
り
き
。
其
後
勝
五
郎
が
物
語
に
、
髪
を
垂タ

レ

た

ま
へ
る
老
人
の
し
か
〴
〵
と
云
ふ
が
似
た
る
を
思
へ
ば
、

先
に
庖
丁
刀
を
失
ひ
つ
る
時
に
、
山
伏
の
如
く
見
え
給
へ

る
翁
も
、
同
じ
類
の
神
に
こ
そ
お
は
す
ら
め
。
か
く
同
じ

趣サ
マ

な
る
事
の
あ
り
し
を
思
ひ
合
す
れ
ば
、
娘
が
す
ぎ
に
し

夢
の
告
も
、
今
さ
ら
奇ア

ヤ

し
く
覚
え
侍
り
と
語
り
て
。
さ
て

今
か
く
物
語
る
に
付
て
ふ
と
思
ひ
よ
れ
る
こ
と
ハ
、
己
も

と
此
ノ
江
戸
の
小
石
川
に
、
夫
婦
住
た
り
け
る
時
に
、
ふ

さ
生
れ
た
り
。
其
ノ
処
の
本

ウ
ブ
ス
ナ
ノ居

神
ハ
氷
川
大
明
神
な
り
。

今
一
人
の
男
の
我
ハ
蛇
躰
の
者
な
り
と
曰

ノ
タ
マ

ひ
し
ハ
、
若
く

ハ
氷
川
大
明
神
に
も
や
お
は
し
け
む
と
、
密

ヒ
ソ
カ

に
思
ハ
る
と

語
る
に
、
堤
朝
風
そ
の
座
に
あ
り
て
、
是
を
き
ゝ
て
云
く
、

氷
川
大
明
神
ハ
龍
体
の
神
な
り
と
云
ひ
伝
ふ
る
由
は
、
早

く
聞キ

ヽ

居ヲ

れ
り
と
云
ふ
に
ぞ
、
益
々
に
思
ひ
合
せ
ら
れ
た

り
。
そ
も
〳
〵
氷
川
大
明
神
と
申
す
ハ
、
延
喜
の
神
名
式

に
、
武
蔵
ノ
国
足
立
ノ
郡
に
氷
川
神
社
〔
名
神
大
月
次
新

嘗
〕
と
あ
る
社
の
神
を
、
所
々
に
う
つ
し
祝イ

ハ

ひ
た
る
が
多

か
る
中
の
一
ツ
に
て
、
氷
川
神
社
の
祭
神
ハ
、
一
ノ
宮
記

に
素ス

サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト

盞
烏
尊
と
見
え
、
今
も
し
か
云
ひ
伝
へ
て
一
ノ
宮
と

い
ふ
。
江
戸
砂
子
と
い
ふ
物
に
、
小
石
川
な
る
も
一
ノ
宮

を
勧
請
し
龍
女
を
祝イ

ハ

へ
る
よ
し
見
え
た
り
。
按オ

モ

ふ
に
素
盞

烏
ノ
尊
出
雲
ノ
国
簸ヒ

ノ

川カ
ハ

上カ
ミ

に
て
八ヤ

俣マ
タ

の
大ヲ

ロ
チ蛇

を
斬キ

リ

給
ひ
し

に
依
リ
て
、
彼カ

シ
コ処

に
樋ヒ

ノ
神
社
と
て
式
内
に
て
あ
り
。
さ

れ
バ
遠ヲ

呂ロ

智チ

ハ
素ス

サ
ノ
ヲ
ノ

盞
烏
尊
に
斬キ

ら
れ
た
れ
ば
、
そ
の
霊タ

マ

を

使ツ
カ

は
し
め
と
祝イ

ハ

へ
る
を
龍
女
と
誤
り
伝
へ
た
り
け
む
。
さ

て
こ
の
武
蔵
国
に
、
こ
の
御
社
の
あ
る
由
ハ
、
此
国
の
国

造
は
、
成
務
天
皇
の
御
世
に
、
出
雲
ノ
国
の
国
造
よ
り
別ワ

カ

ち
定
め
給
へ
れ
バ
、
其
本
国
の
神
な
る
故
に
、
樋
ノ
神
社

を
移
し
祭
れ
る
な
る
べ
し
。
委
く
ハ
別
に
考
へ
記
せ
る
物

あ
り
。
さ
て
熊
野
ノ
神
も
、
ま
こ
と
ハ
素ス

サ
ノ
ヲ盞

烏
尊
の
御ミ

霊タ
マ

を
祭
れ
る
な
れ
バ
、
殊
に
由ヨ

シ

あ
り
て
覚
ゆ
。
さ
れ
バ
勝
五

郎
が
再
生
の
こ
と
ハ
、
程
窪
村
の
鎮
守
ノ
神
ハ
何ナ

ニ

神
と
云

こ
と
未
聞
ざ
れ
ど
、
中
野
村
の
鎮
守
ノ
神
と
御ミ

語カ
タ

ら
ひ
坐

て
、
計
ら
ひ
給
へ
る
事
な
る
へ
し
然サ

る
ハ
人
に
よ
り
て
其

生
れ
た
る
所
を
去
り
て
、
他
所
に
移
リ
住
す
る
も
多
か
る

を
、
さ
る
人
を
バ
本
生
の
所
の
神
と
、
今
住
す
る
所
の
鎮

守
ノ
神
と
、
互
に
守
護
し
給
ふ
こ
と
、
己
近
き
こ
ろ
見
聞

つ
る
正マ

サ

し
き
証

ア
カ
シ

の
あ
れ
バ
な
り
。
抑
々
か
ゝ
る
事
ど
も
を

さ
へ
に
云
フ
を
、
神
の
道
を
知
ざ
ら
む
人
ハ
、
心
得
が
て

に
怪ア

ヤ

し
み
思
ふ
め
れ
ば
、
委
く
云
ハ
ま
欲ホ

シ

け
れ
ど
事
長
け

れ
バ
此コ

ヽ

に
ハ
も
ら
し
つ
。

〇
再
生
の
事
ハ
、
和
漢
古
今
に
い
と
あ
ま
た
聞
ゆ
る
事
な

る
が
、
見コ

ヽ
ロ識

せ
ま
き
漢
意
の
学
者
た
ち
の
、
此
理
を
つ
や

〳
〵
得
知
ら
で
、
有
ま
じ
き
事
の
ご
と
く
強シ

ヒ

説ゴ
ト

す
め
れ
ど
、

前
に
鬼
神
新
論
を
著
し
て
云
へ
れ
バ
、
さ
る
倫

ト
モ
ガ
ラ

ハ
今
さ
ら

論イ

ふ
に
た
ら
ず
。
ま
た
仏
者
に
は
や
ゝ
其
ノ
旨
を
得
た
る

説
ど
も
ゝ
聞
ゆ
れ
ど
も
、
余
り
に
さ
だ
し
過ス

ギ

て
、
な
べ
て

再
生
転
生
す
る
事
の
ご
と
く
云
フ
め
り
。
誠
ハ
人
の
世
に

生
れ
出
る
こ
と
ハ
、
神
の
産ム

ス
ビ霊

に
よ
り
て
一ヒ

ト

日ヒ

に
千チ

人ビ
ト

死シ
ヌ

れ
ば
新

ア
ラ
タ

に
千チ

五イ

百ホ

人ビ
ト

生
る
ゝ
由ユ

エ

縁ヨ
シ

な
る
中
に
、
い
と
希マ

レ

く々

に
、
人
を
物
と
も
、
物
を
人
と
も
、
ま
た
人
を
人
と
も
、

再
生
せ
し
め
給
ふ
事
も
あ
る
な
る
を
、
仏
者
の
そ
の
希
な

る
事
を
常
に
と
り
て
、
然サ

は
論

ア
ゲ
ヅ
ラ

ふ
な
り
け
り
。
さ
て
然サ

や

う
に
再
生
転
生
せ
し
め
給
ふ
こ
と
も
あ
る
物
か
ら
、
其
事

を
再
生
転
生
の
人
ご
と
に
ハ
知
ら
し
め
ざ
る
ハ
、
神
の
幽ヒ

メ

事ゴ
ト

の
中
の
秘ヒ

メ

事ゴ
ト

な
る
を
、
い
と
希マ

レ

希マ
レ

に
知
し
め
給
ふ
こ
と

も
あ
る
ハ
、
幽
き
由
あ
る
事
と
ハ
通キ

コ

ゆ
れ
ど
も
、
凡タ

ヾ

人ビ
ト

の

何ナ
ニ

ち
ふ
御
心
と
言
フ
こ
と
ハ
測ハ

カ

り
知シ

ル

る
べ
き
事
に
あ
ら
ず
。

さ
て
再
生
と
ハ
云
へ
ど
、
前
生
を
知
ざ
り
し
か
ぎ
り
は
除オ

キ

て
、
正マ

サ

し
く
其
前
生
を
知
リ
た
り
し
事
ど
も
の
漢
籍
に
見

え
た
る
ハ
、
晋
の
羊
祐
が
前
世
ハ
李
家
の
子
な
る
が
、
前サ

キ

に
弄

モ
テ
ア
ソ

べ
る
金
環
の
在ア

リ

所
ト
コ
ロ

を
記
臆
（
憶
）
せ
る
。
鮑
靚
と
い

ふ
者
の
、
前
生
に
井
に
落
て
死
た
る
事
を
記オ

ボ

え
た
る
。
唐

の
孫
緬
と
い
ふ
者
の
奴
が
、
前
生
に
狸
な
り
し
事
を
知
れ

る
。
崔
顔
武
と
い
ふ
者
、
前
生
に
杜
明
福
と
い
へ
る
が
妻

な
り
し
事
を
覚
え
た
る
類
は
、
あ
ま
た
の
書
に
見
え
て
数カ

ゾ

へ
も
尽
さ
れ
ず
。
人
の
あ
ま
ね
く
知シ

れ
る
事
な
る
が
中
に
、

勝
五
郎
が
事
に
思
ひ
合
さ
る
ゝ
事
ど
も
を
記
さ
バ
、
酉
陽

雑
俎
に
、
顧
況
と
い
ふ
者
、
年
老
て
十
七
歳
に
な
る
一
子

を
喪

ウ
シ
ナ

ひ
け
る
に
、
其
ノ
子
の
魂
、
恍
惚
と
し
て
夢
の
ご
と

く
、
其
ノ
家
を
離
れ
ざ
り
け
り
。
か
く
て
其
父
悲
傷
止ヤ

ミ

が

た
く
詩
を
作
り
て
、

「
老
人
一
子
ヲ
喪
シ
、
日
暮
レ
泣

ナ
ミ
ダ

血
ヲ
成
ス
、
心
ハ
断
猿
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ヲ
遂
テ
驚
キ
、
跡
ハ
飛
鳥
ニ
随
テ
滅キ

ユ
、
老
人
年
七
十
、

多
時
ノ
別
ヲ
作
サ
ズ
」
と
吟
じ
け
る
を
其
ノ
子
の
魂タ

マ

こ
れ

を
聞
て
感
慟
し
、
も
し
ま
た
人
と
な
る
事
あ
ら
バ
、
再マ

タ

こ

の
家
に
生ウ

マ

れ
む
と
誓チ

カ

ひ
け
る
に
、
日
を
経
て
人
に
執ト

ラ

へ
ら

れ
て
一

ヒ
ト
ヽ
コ
ロ処

に
至
れ
バ
、
県
吏
の
ご
と
き
者
あ
り
て
、
ま
た

顧
況
が
家
に
託
生
せ
し
む
と
思
へ
る
後
は
、
す
べ
て
覚
え

ざ
り
し
が
、
後
に
忽
に
心
醒
て
、
眼
を
開
き
て
見
れ
ば
吾

が
元
の
家
に
て
、
兄
弟
親
愛
ミ
な
側

カ
タ
ハ
ラ

に
あ
り
、
然
れ
ど
も

語
る
こ
と
能
ハ
ず
。
其
生
れ
た
る
後
は
、
其
ノ
年
を
記
え

ざ
り
け
る
に
、
七
歳
に
な
り
け
る
時
、
そ
の
兄
戯

タ
ハ
フ

れ
に
批ウ

チ

た
り
し
か
バ
、
忽

タ
チ
マ
チ

に
云
け
ら
く
、
我
ハ
こ
れ
汝
が
兄
な
り
、

何
故
に
我
を
批ウ

つ
と
云
フ
に
ぞ
。
一
家
驚
き
異

ア
ヤ
シ

ミ
て
問
へ

バ
、
前
事
を
叙ノ

ブ

る
に
い
さ
ゝ
か
も
誤

ア
ヤ
マ

ら
ざ
り
き
。
後
に
進

士
顧
非
熊
と
云
へ
る
ハ
是
な
り
と
見
え
、
ま
た
増
補
夷
堅

志
に
、
代
州

県
に
、
盧
忻
と
い
ふ
者
あ
り
。
生
れ
て
三

歳
に
し
て
能

ヨ
ク
モ
ノ
イ言

ひ
て
其
ノ
母
に
告
て
云
く
。
我
が
前
生
ハ

回
北
村
な
る
趙
氏
の
子
な
る
が
、
十
九
歳
に
な
り
け
る
時
、

牛
を
山
下
に
牧カ

ひ
け
る
に
、
秋
雨
に
て
草
滑

ナ
メ
ラ
カ

な
り
し
か
バ
、

岸
下
に
墜オ

チ

た
り
。
身
を
奮フ

ル

ひ
て
起オ

キ

て
見
れ
ば
、
一
人
あ
り

て
傍
に
臥
せ
り
。
意

コ
ヽ
ロ

に
我
と
同
じ
牧ウ

シ

子カ
ヒ

の
墜オ

チ

た
る
な
ら
む

と
謂オ

モ

ひ
て
、
大

オ
ホ
キ

に
こ
れ
を
呼ヨ

ぶ
に
応コ

タ

へ
ず
。
久
し
く
し
て

此コ
レ

を
見
れ
ば
、
す
な
ハ
ち
自ワ

ガ

身ミ

な
り
。
こ
れ
に
投イ

ら
む
と

欲オ
モ

ふ
に
入
こ
と
能
ハ
ず
。
こ
れ
を
捨ス

テ

む
と
欲オ

モ

ふ
に
忍

シ
ノ
ビ

が
た

く
て
、
左
右
に
盤
旋
し
け
る
に
、
翌
日
父
母
来
り
て
慟
哭

す
る
に
、
我
こ
れ
を
告ツ

グ

れ
ど
も
答
へ
ず
。
遂
に
火
を
挙
て

吾
が
体
を
焚ヤ

く
。
そ
の
と
き
我
を
焼
べ
か
ら
ず
と
云
へ
ど

も
ま
た
応コ

タ

へ
す
焚ヤ

キ

を
は
り
骨
を
収ヲ

サ

め
て
去
る
我
こ
れ
に
随

は
む
と
欲
し
て
、
父
母
を
見
れ
ば
身
ミ
な
丈
余
に
て
、
懼

し
き
故
に
随
ひ
往ユ

ク

こ
と
能
ハ
ず
。
傍
徨
と
し
て
帰

ヨ
ル
ベ

な
く
一

月
余
り
も
在
け
る
に
、
忽
に
一
老
人
あ
り
て
、
我
レ
爾

ナ
ム
デ

を

引
キ
て
帰
せ
し
め
む
、
と
云
に
随
ひ
て
行
け
バ
、
一
ツ
ノ

家
に
至
る
。
老
人
指
さ
し
て
此コ

レ

汝
が
家
な
り
と
云
ひ
て
此コ

ヽ

に
生
れ
し
む
こ
れ
今
の
吾
が
身
な
り
。
我
昨
日
の
夜
の
夢

中
に
往
て
、
前
身
の
父
母
に
告
た
れ
ば
、
明
日
ま
さ
に
来

て
我
を
看ミ

る
べ
し
。
我
が
家
に
一
ノ
白
馬
あ
り
。
か
な
ら

ず
其ソ

レ

に
騎ノ

り
て
来
る
べ
し
と
云
ふ
。
其
ノ
母
こ
れ
を
異ア

ヤ

し

み
つ
ゝ
、
明
日
門
に
候マ

チ

け
る
に
、
果
し
て
白
馬
を
馳ハ

せ
て

来ク
ル

者
あ
り
。
児
こ
れ
を
望
見
て
欣

ヨ
ロ
コ

び
躍ヲ

ド

り
て
、
吾
が
父
来

れ
り
と
云
ふ
。
既
に
見
て
大
に
哭
し
て
其
ノ
旧
事
を
詢ト

ふ

に
知シ

ラ

ざ
る
事
な
し
。
是
よ
り
二
家
と
も
に
其
子
を
養
ひ
け

り
、
と
有
な
ど
甚イ

ト

よ
く
似
た
る
事
な
り
。
県
吏
の
ご
と
き

者
と
い
ひ
、
老
人
と
云
へ
る
ハ
、
唐
土
に
も
城
隍
廟
と
て
、

産ウ
ブ
ス
ナ土

ノ
神
の
ご
と
き
を
、
所
々
の
鎮
守
と
祀
り
て
在
れ
バ
、

其
ノ
神
な
る
べ
く
覚
ゆ
。
そ
も
〳
〵
再
生
の
こ
と
、
和
漢

に
い
と
多
か
る
を
、
弘
く
採ト

リ

並ナ
ラ

べ
て
考
ふ
る
に
、
顧
況
ハ

長
子
の
顧
非
熊
と
生
れ
、
趙
氏
が
子
の
盧
忻
と
生
れ
、
程ホ

ド

窪ク
ボ

の
藤
蔵
が
今
の
勝
五
郎
と
生
れ
た
る
な
ど
ハ
、
本ウ

ブ

居ス
ナ

ノ

神
漢
国
に
て
謂イ

ハ

ゆ
る
城
隍
神
の
わ
ざ
と
知
ら
れ
て
、
正タ

ヾ

し

く
聞
ゆ
れ
ど
も
、
此
ノ
外
に
、
妖
魔
の
わ
ざ
と
、
再
生
転

生
せ
し
む
る
事
ハ
殊
に
多
か
り
。
こ
は
古
今
妖
魔
考
と
号

ナ
ツ
ケ

た
る
書
の
中
に
別
に
委
く
論
ひ
置
た
り
。
さ
て
大
か
た
の

人
の
妖
魔
に
率

マ
ジ
ワ

ら
れ
ざ
る
か
ぎ
り
の
魂タ

マ

ハ
、
其
ノ
所
々
の

鎮
守
ノ
神
の
掌シ

り
て
、
か
も
か
く
も
治
む
る
事
と
思
ハ
る

ゝ
が
中
に
、
其
道
の
上カ

首ミ

た
る
神
霊
の
、
幽
に
鎮
ま
る
所

に
帰
し
て
、
其
ノ
治
め
を
受
る
も
多
か
り
と
知
ら
る
。
そ

ハ
ま
た
漢
籍
ど
も
に
、
宋
の
王
曽
字
ハ
孝
先
と
い
ふ
者
の

父
が
、
年
の
高
き
に
孔
子
の
神
霊
夢
に
託
し
て
、
曽
参
を

生
れ
し
め
て
、
門
戸
を
顕

ア
ラ
ハ

さ
む
と
云
へ
る
が
、
幾

イ
ク
バ
ク

な
ら
ず

果
し
て
男
子
を
生ウ

メ

り
し
か
バ
、
王
曽
と
名
け
た
る
が
、
後

に
宋
の
宰
相
と
な
れ
る
。
宋
ノ
高
宗
が
夢
に
、
関
羽
が
霊

あ
ら
は
れ
て
、
張
飛
を
相
州
岳
家
の
子
に
生
れ
し
む
る
由

を
託
せ
る
に
、
岳
飛
が
父
の
夢
に
、
張
飛
託
生
す
と
見
て
、

男
子
を
生
た
る
故
に
岳
飛
と
名
け
た
る
な
ど
の
類
ハ
、
そ

の
上カ

首ミ

た
る
神
霊
の
所
に
帰
し
て
在
し
が
、
再
生
し
つ
る

な
る
こ
と
疑ウ

ツ

な
し
。

〇
世
人
の
死
て
往ユ

ク

な
る
幽
冥
の
事
の
本
ハ
、
神
世
に
天ア

マ
テ
ラ
ス

照

大オ
ホ

御ミ

神カ
ミ

、
産ム

ス
ビ
ノ
オ
ホ
カ
ミ

霊
大
神
の
詔ミ

コ
ト命

に
よ
り
て
、
杵キ

ヅ

築キ
ノ

大
社
に
し

づ
ま
り
坐マ

す
大オ

オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ

国
主
神
の
、
無
窮
に
治
め
給
ふ
御ミ

業ワ
ザ

な
る

こ
と
ハ
、
神
典
ど
も
に
委
し
く
記
し
伝
へ
て
明

ア
キ
ラ
カ

な
る
を
、

な
ほ
其
ノ
古
伝
に
本
づ
き
熟ツ

ラ

く々
に
推
究
め
考
ふ
る
に
、
そ

ハ
幽
冥
の
事
の
大
本
を
統オ

サ

領メ

給
ふ
に
こ
そ
あ
れ
、
末
々
の

事
に
至
り
て
ハ
、
神
々
の
持モ

チ

分ワ

け
て
掌シ

り
給
ふ
べ
き
理

イ
ハ
レ

あ

り
。
さ
る
ハ
凡
て
こ
の
現
世
の
上カ

ミ

に
大オ

ホ

君キ
ミ

お
は
し
坐
て
、

御ミ
マ
ツ
リ
ゴ
ト

政
事
の
大
本
を
統ス

ベ

治ヲ
サ

め
給
ひ
、
国
々
所
々
を
バ
、
そ
を

分ワ
カ

ち
司シ

る
人
々
を
任ヨ

サ

し
て
、
治
め
し
め
給
ふ
が
如
く
、
幽

冥
の
事
の
大
本
ハ
大
国
主
神
統ス

ベ

治ヲ
サ

め
給
ひ
其
ノ
末サ

キ

く々
は
ま

た
国
々
所
々
の
鎮
守
ノ
神
、
氏
神
、
産
土
ノ
神
な
ど
世
に

申
す
神
た
ち
の
持
分
け
て
司シ

リ

た
ま
ひ
、
人
民
の
世
に
あ

る
間ホ

ド

は
更
に
も
云
は
ず
、
生
れ
来コ

し
前サ

キ

も
身ミ

退マ
カ

り
て
後

も
、
治
め
給
ふ
趣
な
り
。
其
を
細コ

マ

密カ

に
説イ

は
む
ハ
言コ

ト

長ナ
ガ

け

れ
バ
此コ

ヽ

に
い
は
ず
中
ツ
世
よ
り
こ
な
た
の
古
事
の
証

ア
カ
シ

と
な

る
べ
き
を
、
一
ト
つ
二
タ
つ
記
し
い
で
ば
、
古
今
著
聞
集

神
祇
部
に
、
仁
安
三
年
四
月
二
十
一
日
、
吉
田
祭
に
て
有

け
る
に
、
伊
予
ノ
守
信
隆
ノ
朝
臣
、
氏
人
な
が
ら
神
事
も

せ
で
、
仁
王
講
を
行
ひ
け
る
に
、
御
あ
か
し
の
火
障
子
に

も
え
つ
き
て
、
其
ノ
夜
や
け
に
け
り
。
大
炊
御
門
室
町
な

り
。
そ
の
隣
ハ
民
部
卿
光
忠
ノ
卿
の
家
な
り
。
神
事
に
て
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有
け
れ
ば
、
火
移
ら
ざ
り
け
り
。
恐
る
べ
き
事
に
や
と
見

え
〔
吉
田
ノ
社
ハ
藤
原
氏
の
氏
神
な
り
。
〕
ま
た
藤
原
重

澄
若
か
り
け
る
時
に
、
兵
衛
尉
に
な
ら
む
と
て
、
稲
荷
の

氏
子
と
有
な
が
ら
、
加
茂
に
仕
へ
奉
り
て
、
土
屋
を
造
進

し
た
り
け
り
。
〔
稲
荷
は
神
名
式
に
山
城
ノ
国
紀
伊
ノ
郡

に
稲
荷
神
社
三
座
並
名
神
大
月
次
新
嘗
と
あ
る
御
社
を
申

せ
り
。
三
座
ハ
中
座
宇
迦
之
御
魂
神
、
左
右
ハ
猿
田
毘
古

神
、
大
宮
能
売
ノ
神
な
り
と
書
ど
も
に
見
え
た
り
。
加

茂
ハ
同
式
に
愛
宕
郡
に
加
茂
別
雷
ノ
神
ノ
社
名
神
大
月
次

相
嘗
新
嘗
と
あ
る
社
な
り
。
〕
厳
重
の
成
功
に
て
、
社
家

推
挙
し
け
れ
ば
、
外ハ

ヅ

る
べ
き
や
う
も
無
り
け
る
に
、
度
々

の
除ヂ

目モ
ク

に
漏モ

レ

に
け
り
。
重
澄
社
の
師
な
る
者
に
申
し
付
て
、

除
目
の
祈
請
さ
せ
け
る
間
に
、
ま
と
ろ
み
た
る
夢
に
、
稲

荷
よ
り
御
使
に
参
り
た
る
者
あ
り
。
人
出
あ
ひ
て
是
を
き

く
に
、
か
の
御
使
の
申
け
る
ハ
、
重
澄
が
所
望
殊
更
に
任

ぜ
ら
る
べ
か
ら
ず
。
我
が
膝
元
に
て
生
れ
な
が
ら
、
我
を

忘
れ
た
る
者
な
り
と
申
け
れ
バ
、
申
次
の
、
大
明
神
に
申

し
入
る
ゝ
由
に
て
、
度
々
御
問
答
あ
り
け
り
。
さ
ら
バ
此

ノ
度
ハ
な
さ
れ
ず
し
て
、
思
ひ
し
ら
せ
て
、
後
の
度
の
除

目
に
な
さ
る
べ
し
と
申
し
け
れ
ば
、
御
使
帰
り
ぬ
。
師
お

ど
ろ
き
て
急
ぎ
重
澄
が
も
と
へ
行
て
、
此
由
を
語
り
て
奇ア

ヤ

し
む
程
に
、
其
夜
の
除
目
に
ハ
は
づ
れ
に
け
り
。
此
夢
の

誠
を
し
ら
む
が
為
に
、
稲
荷
へ
参
り
て
、
次
の
度
の
除
目

に
ハ
、
申
し
も
出
さ
ゞ
り
け
れ
ど
も
、
相
違
な
く
な
さ
れ

に
け
り
と
有
り
。
か
ゝ
る
心
ば
へ
の
こ
と
な
ほ
何
く
れ
の

書
ど
も
に
見
え
た
り
。
こ
れ
ら
の
事
ど
も
を
思
ひ
わ
た
し

て
、
鎮
守
ノ
神
氏
神
な
ど
の
、
其
ノ
所
々
の
人
を
持
分
け

て
治
め
給
ふ
こ
と
を
弁

ワ
キ
マ

へ
、
寛
平
七
年
十
二
月
三
日
の
官

符
に
、
諸
人
ノ
氏
神
多
ク
畿
内
ニ
在
リ
、
毎
年
二
月
四
月

十
一
月
ニ
何
ソ
先
祖
ノ
常
祀
ヲ
廃
セ
ン
。
若
シ
申
請
フ
者

有
ラ
ハ
直
ニ
宦
宣
ヲ
下
サ
ン
。
と
あ
り
て
氏
神
の
祀
を
大ネ

ム

切ゴ
ロ

に
す
べ
き
よ
し
勅

ノ
タ
マ

へ
る
例
に
な
ら
ひ
て
、
産
土
ノ
神
の

祀
り
を
大
切
に
す
べ
き
物
な
り
。
ま
た
塵
添
壒
嚢
抄
に
も
、

神
に
仕
ふ
る
心

コ
ヽ
ロ
ム
ケ向

の
事
を
論

ア
ゲ
ツ
ラ

ひ
て
、
ま
づ
其
所
の
神
明
に

慇
懃
に
奉
仕
し
て
、
そ
の
余
暇
に
ハ
他
所
の
霊
験
を
も
仰

ぐ
べ
し
。
其
趣
き
ハ
神
宮
雑
事
と
い
ふ
秘
記
に
も
、
人
間

の
例
を
引
て
、
我
が
主
を
さ
し
置
て
他
人
に
随
ふ
に
譬
へ

た
り
。
何
の
故
に
か
白

ア
カ
ラ
サ
マ地

に
も
我
が
神
を
さ
し
置
て
、
他

所
の
利
益
を
仰
ぎ
奉
ら
む
。
も
し
他
所
を
伺
ふ
と
も
、
主

君
を
背
き
て
他
所
に
参
る
は
、
不
当
な
り
と
覚
し
食
す
べ

し
。
然
れ
ば
狭
小
の
所
に
お
ハ
す
と
も
、
其
恩
徳
を
忽

ユ
ル
ガ
セ

に

す
べ
か
ら
ず
。
社
の
損

ソ
コ
ナ

ハ
れ
た
ら
む
に
ハ
何イ

カ

な
る
弊
衣
を

ま
と
ひ
着キ

て
も
餓
死
せ
む
を
期ゴ

と
し
て
奉
仕
す
べ
き
な

り
。
〔
今
案
ふ
に
、
世
に
仏
の
事
と
し
い
へ
ば
、
弊
衣
を

ま
と
ひ
命
を
も
か
け
て
、
物
す
る
人
多
か
れ
ど
、
我
が
身

の
本
た
る
神
の
事
に
然
す
る
人
の
な
き
こ
そ
い
と
も
〳
〵

悲
し
け
れ
。
〕
も
し
当
所
の
神
、
不
信
の
者
の
失

ア
ヤ
マ
チ

を
咎ト

ガ

め

て
祟タ

ヽ

り
お
は
し
坐
さ
バ
、
い
か
に
憑タ

ノ

み
奉
る
と
も
、
他
所

の
神
さ
ら
に
助
け
給
ふ
べ
か
ら
ず
。
若モ

シ

余
社
の
祟
ハ
、
我

が
神
の
恵メ

グ

み
に
て
ハ
宥ナ

ダ

め
給
ハ
む
。
此
ノ
心
を
も
て
仕
ふ

べ
き
な
り
、
と
云
へ
る
ハ
よ
く
神
の
情オ

モ

状ブ
キ

を
窺

ウ
カ
ヾ

ひ
得
た
る

説
に
て
、
法
師
に
と
り
て
は
殊
に
感メ

ヅ

べ
き
論
ひ
な
り
。
な

ほ
此
ノ
因

チ
ナ
ミ

に
法
師
の
中
に
も
た
ま
〳
〵
に
情
あ
り
し
倫

タ
グ
ヒ

を

い
は
ゞ
、
新
拾
遺
集
の
神
祇
に
、
法
印
源
深
、
「
後
の
世

も
此
ノ
世
も
神
に
ま
か
す
る
や
、
お
ろ
か
な
る
身
の
頼
な

る
ら
む
。
」
〔
同
集
に
、
藤
原
雅
朝
朝
臣
「
さ
り
と
も
と
ね

て
も
覚
て
も
頼
む
か
な
、
お
ろ
か
な
る
身
を
神
に
ま
か
せ

て
」
、
続
後
拾
遺
集
為
世
卿
の
歌
に
、
「
後
の
世
も
此
ノ
世

も
神
の
し
る
べ
に
て
、
お
ろ
か
な
る
身
の
ま
よ
は
ず
も
が

な
」
、
と
あ
る
も
同
じ
心
ば
へ
の
歌
ど
も
な
り
。
〕
ま
た
無

住
法
師
が
砂
（
沙
）
石
集
に
、
三
井
寺
の
公
顕
僧
正
と
申

し
候
ハ
、
顕
密
の
学
匠
に
て
、
道
心
あ
る
人
と
聞
え
け
れ

ば
、
高
野
の
明
遍
僧
都
、
そ
の
行
業
を
ゆ
か
し
く
思
ひ
、

善
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ
遁
世
者
を
か
た
ら
ひ
て
、
彼
ノ
人
の

行
儀
を
見
せ
ら
れ
け
る
。
善
阿
か
の
坊
へ
ゆ
き
て
、
高

野
ひ
が
さ
に
脛ハ

ギ

高タ
カ

な
る
黒

ク
ロ
ゴ
ロ
モ衣

き
て
、
別コ

ト

や
う
な
り
け
れ

ど
、
し
か
〴
〵
と
申
入
た
り
け
れ
ば
、
高
野
ひ
じ
り
と
聞

て
、
よ
び
入
れ
て
通

ヨ
モ
ス
ガ
ラ夜

物
語
せ
ら
れ
け
り
。
さ
て
其
朝
浄

衣
を
き
幣
を
も
ち
て
、
一
ト
間
な
る
所
の
帳
か
け
た
る
所

に
向
ひ
て
、
所
作
せ
ら
れ
け
る
を
、
善
阿
思
ハ
ず
の
作
法

か
な
と
見
け
り
。
三
日
が
程
か
は
る
事
な
し
。
さ
て
事
の

体
能
々
見
て
、
朝
の
御
所
作
こ
そ
異コ

ト

や
う
に
見
奉
れ
、
い

か
な
る
御
行
ひ
に
か
と
申
け
れ
ば
、
進
ミ
て
も
申
た
く
侍

る
に
、
問
た
ま
へ
る
こ
そ
本
意
な
れ
。
都
の
中
の
大
小
の

神
祇
ハ
申
す
に
及
バ
ず
。
辺
地
辺
国
ま
で
も
聞
及
ぶ
に
し

た
が
ひ
て
、
日
本
国
中
の
大
小
の
諸
神
の
御
名
を
か
き
奉

り
て
、
此
ノ
一
ト
間
な
る
所
に
請
じ
置
奉
り
て
、
心
経
神

咒
な
ど
誦ズ

し
て
、
出
離
生
死
の
要
道
を
祈
リ
申
す
の
外
別ベ

チ

の
行
業
な
し
。
我
国
は
神
国
と
し
て
、
我
等
の
な
か
の
孫

裔
な
り
。
気
を
同
く
す
る
因
縁
浅
か
ら
ず
。
此
ノ
外
の
本

尊
を
た
づ
ね
バ
、
還
て
感
応
へ
だ
た
り
ぬ
べ
し
。
仍
て
か

く
の
如
く
の
行
儀
こ
と
や
う
な
れ
ど
も
、
年
久
し
く
し
つ

け
侍
る
と
語
ら
る
。
善
阿
誠
に
た
と
き
御ゴ

意イ

楽ゲ
ウ

な
り
と
随

喜
し
て
、
帰
り
て
僧
都
に
申
け
れ
ば
、
智
者
な
れ
ば
、
お

ろ
か
の
行
業
あ
ら
じ
と
思
ひ
つ
る
に
合
せ
て
、
い
み
じ
く

思
ひ
は
か
ら
れ
た
り
と
て
、
随
喜
の
涙
を
流ナ

ガ

さ
れ
け
る
と

ぞ
。
青ア

ヲ

ハ
藍ア

ヰ

よ
り
出
て
藍
よ
り
も
青
き
が
如
く
、
仏
よ
り
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出
て
仏
よ
り
も
尊

タ
フ
ト

き
ハ
神
明
の
利
益
の
色
な
り
。
彼
ノ
僧

正
の
意
楽
か
ゝ
る
お
も
む
き
に
こ
そ
、
心
あ
ら
む
人
か
の

迹ア
ト

を
ま
な
び
給
ふ
べ
し
と
あ
る
ハ
、
共
に
情

コ
ヽ
ロ

あ
る
法
師
た

ち
な
り
け
り
。
然
ハ
あ
れ
ど
、
か
く
神
の
仏
に
ま
さ
れ
る

御ミ

徳メ
グ
ミ

は
か
つ
〴
〵
弁
へ
つ
ゝ
も
、
な
ほ
仏
者
に
て
終
り
け

る
こ
そ
哀
な
れ
。
さ
る
ハ
そ
の
か
み
い
ま
だ
真

マ
コ
ト

の
道
の
学

び
も
委
し
か
ら
ず
、
世
に
あ
ま
ね
き
仏
教
も
捨
が
て
な
る

が
上
に
、
そ
の
仏
経
と
て
も
て
は
や
せ
る
も
多
く
ハ
後
世

の
杜
撰
な
り
と
し
も
思
ひ
た
ら
ず
。
其
ノ
垣カ

キ

内ツ

に
迷
惑
し

て
、
神
を
仏
の
垂
跡
と
思
へ
る
故
の
失

ア
ヤ
マ
チ

に
ぞ
有
け
る
。
さ

て
壒
嚢
抄
に
、
白カ

リ
ソ
メ地

に
も
我
が
神
を
さ
し
置
て
、
他
所
の

利
益
を
仰
ぎ
奉
ら
む
、
も
し
当
所
の
神
不
信
の
者
を
咎ト

ガ

め

ま
さ
バ
、
他
処
の
神
を
い
か
に
憑タ

ノ

み
奉
る
と
も
更
に
助
給

ふ
べ
か
ら
ず
と
云
へ
る
ハ
然サ

る
言コ

ト

な
が
ら
、
物
部
ノ
大
連

尾ヲ

輿コ
シ

、
中
臣
ノ
連
鎌カ

マ

子コ

の
仏
を
退

シ
リ
ソ

け
む
と
せ
る
時
の
語

に
、
我
カ
国
家
者ハ

恒
ニ
天ア

マ
ツ
ヤ
シ
ロ
ク
ニ
ツ
ヤ
シ
ロ
モ
モ
ヤ
ソ

地
社
稷
百
八
十
ノ
神
ノ
祭
ヲ
以

テ
事
ト
為
ス
。
改
メ
テ
蕃カ

ラ

神カ
ミ

ヲ
拝
マ
バ
、
恐
ク
ハ
国
ノ
神

之ノ

怒
ヲ
致
サ
ム
、
と
云
れ
た
る
大

オ
ホ
キ

な
る
理

コ
ト
ワ
リ

を
バ
得
思
ひ
た

ら
で
、
な
ほ
仏
に
も
諂

ヘ
ツ
ラ

ひ
て
、
僧
に
て
世
を
尽ツ

ク

せ
る
ハ
い

と
哀

ア
ハ
レ

な
り
。
〔
ま
た
物
部
の
守
屋
ノ
大
連
中
臣
ノ
勝
海
ノ

連
の
語コ

ト

に
ハ
、
何
ソ
我
カ
国
ノ
神
ニ
背
テ
他

ア
タ
シ
カ
ミ神

ヲ
敬
セ
ム

也
、
由モ

ト
ヨ
リ来

、
斯
若
キ
事
ヲ
識
ラ
ズ
矣
と
も
あ
り
。
蕃
神
と

い
ひ
他
神
と
い
へ
る
ハ
仏
の
こ
と
な
り
。
〕
ま
た
無
住
法

師
が
、
心
あ
ら
む
人
は
、
公
顕
僧
正
の
迹
を
学
び
給
へ
と

云
へ
る
ハ
さ
る
説コ

ト

な
が
ら
、
旬
子
な
る
譬
を
引
キ
て
、
神

を
仏
よ
り
出
た
る
垂
跡
な
り
と
思
へ
る
ハ
、
法
師
の
常
の

心
な
が
ら
、
実

マ
コ
ト

に
ハ
国
土
人
民
草
木
ハ
さ
ら
な
り
。
釈
迦

も
達
磨
も
猫
も
杓
子
も
悉シ

ツ

皆カ
イ

神
の
垂
跡
に
て
、
神
ハ
万
づ

の
本
地
と
し
も
知
ざ
る
ハ
、
い
と
も
憐
れ
む
べ
き
事
な
り

か
し
。
抑
々
仏
を
本
地
、
神
を
垂
跡
と
い
へ
る
説
は
、
林

羅
山
先
生
の
語
に
、
其カ

ノ

異
端
、
我
ヲ
離
レ
テ
立
難
キ
ヲ
以

テ
ノ
故
ニ
、
左
道
之ノ

説
ヲ
設
ケ
テ
曰
ク
、
日
ノ
神
ハ
大
日

也ナ
リ

、
或
ハ
其
ノ
本
地
ハ
仏
ニ
シ
而
垂
跡
ハ
神
也
ト
。
時
之ノ

王
公
大
人
信
伏
シ
テ
悟
ラ
ズ
。
遂
ニ
神
社
ト
仏
寺
混
雑
シ

テ
疑
ハ
不
ラ
令
ル
ニ
至
ル
。
書
ヲ
読
ミ
理
ヲ
知
ル
之
人
ハ

少
ク
覚
シ
ツ
可
シ
也
。
庸
人
ノ
為
ニ
之
ヲ
言
フ
ニ
非
ス
と

云
れ
た
る
が
如
し
。
然
る
を
法
師
ば
ら
ハ
更
な
り
。
世
の

痴シ
レ

人ビ
ト

ら
も
、
仏
ハ
本
地
、
神
は
垂
跡
と
常
言
に
い
へ
ど
、

も
し
此
ノ
言
の
ご
と
く
ハ
、
神
は
仏
の
心

コ
ヽ
ロ

任マ
ヽ

に
な
る
べ
き

に
制
す
る
こ
と
能
ハ
ず
。
仏
祖
そ
の
身
を
は
じ
め
、
神
の

随コ
ヽ
ロ
マ意ヽ

に
人
身
を
造

ツ
ク
ラ

し
め
て
、
魔マ

て
ふ
名
を
専

モ
ハ
ラ

と
負オ

フ

す
る
ば

か
り
の
悪
物
を
つ
け
て
婬
情
あ
ら
し
め
、
其
ノ
物
ゆ
ゑ
に

修
道
を
さ
ま
た
げ
悪
道
に
お
と
す
や
。
仏
祖
も
か
の
一
物

あ
り
し
こ
と
ハ
、
妻メ

を
三ミ

タ
リ人

も
ち
て
子
を
も
三ミ

タ
リ人

生ウ
マ

せ
た

る
に
て
論
ひ
な
し
。
彼
一
物
の
あ
る
が
故
に
婬
欲
の
心
の

あ
る
な
る
を
、
其ソ

を
神
の
産ム

ス
ビ霊

の
ま
に
〳
〵
造ツ

ク

ら
し
め
て
、

僧
道
に
不
婬
の
戒
を
立
た
る
ハ
、
深フ

カ

井ヰ

を
堀ホ

り
て
水
の
出

る
を
憎ニ

ク

む
に
ひ
と
し
き
痴シ

レ

態ワ
ザ

な
ら
ず
や
。
此
ノ
一
ト
つ
を

も
て
も
、
神
は
天
地
万
物
の
本
地
な
る
こ
と
を
弁
ふ
べ

し
。
此
ハ
い
と
も
を
さ
な
き
論
な
れ
ど
も
、
世
の
痴シ

レ

人ヒ
ト

ら

に
示ミ

せ
む
と
、
古
今
妖
魔
（
魅
）
考
に
委
し
く
記
せ
る
を

因チ
ナ
ミ

に
い
さ
ゝ
か
其
ノ
端
を
記
し
つ
。
さ
て
勝
五
郎
が
こ
と

の
如
き
も
、
法
師
た
ち
、
ま
た
法
師
な
ら
ぬ
も
、
仏
意
に

し
み
た
る
人
々
ハ
、
く
さ
〴
〵
其
ノ
方
ざ
ま
に
思
ひ
よ
せ

て
、
仏
経
説
の
証

ア
カ
シ

と
な
さ
ま
欲ホ

シ

が
り
、
旧フ

ル

く
も
今
も
か
ゝ

る
事
と
し
い
へ
ば
、
仏
の
異
験
の
ご
と
く
心
得
て
、
其
ノ

事
を
記
す
に
も
、
し
ひ
て
其
ノ
趣サ

マ

に
か
き
取
ら
む
と
す
る

ハ
常
な
れ
ど
も
、
凡ス

ベ

て
天
堂
地
獄
再
生
転
生
因
果
報
応
な

ど
の
趣
は
、
そ
の
伝
へ
の
精
粗
こ
そ
ハ
あ
れ
、
何イ

ヅ

れ
の
国

に
も
本
よ
り
有ア

リ

来コ

し
事
に
て
、
仏
祖
の
は
じ
め
て
云イ

ひ
教

へ
た
る
説
に
ハ
非
ず
。
ま
た
元
よ
り
仏
に
係カ

ヽ

れ
る
事
に
も

非
ざ
る
を
、
た
ゞ
元
よ
り
あ
る
事
実
に
、
く
さ
〴
〵
附
会

の
説
を
増
し
て
、
仏
経
ど
も
の
次
々
に
多
く
出
来
れ
る
な

る
を
、
然サ

る
本
の
由

イ
ハ
レ

を
バ
よ
く
も
尋
ね
ず
、
多
か
る
経
説

の
か
た
へ
を
見
て
迷
惑
し
た
る
、
世
の
仏
学
者
た
ち
の
失

に
ぞ
有
け
る
。
そ
ハ
い
ま
だ
仏
説
の
ワ
た
り
来コ

ざ
り
し
以

前
の
、
和
漢
の
書
の
古
事
を
委
く
よ
ミ
味
ひ
て
思
ひ
弁
ふ

べ
き
事
ぞ
か
し
。

　
　
文
政
六
癸
未
年
五
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
吹
廼
屋
の
あ
る
じ
記

上
ノ
件
の
如
く
論

ア
ゲ
ツ
ラ

ひ
と
ぢ
め
て
ハ
有
れ
ど
、
な
ほ
足ア

カ

ず
ま

に
、
産

ウ
ブ
ス
ナ
ノ土

神
の
事
に
つ
き
て
、
ま
た
近
ご
ろ
見ミ

聞キ
ヽ

た
る
事

の
、
思
ひ
合
さ
る
ゝ
事
ど
も
を
、
二
タ
つ
三
つ
記
し
つ
ぎ

て
む
。
倉
橋
與
四
郎
ぬ
し
の
来
ま
し
て
語
ら
れ
け
る
ハ
、

文
化
十
二
年
の
事
な
る
が
、
小
石
川
戸
崎
町
な
る
、
石
屋

ノ
長
左
衛
門
と
い
ふ
石イ

シ
ツ
ク
リ

工
の
弟
子
丑
之
助
と
い
ふ
者
、
お

も
き
瘡
毒
を
わ
づ
ら
ひ
て
、
医
師
ら
も
愈ナ

ホ

る
ま
じ
き
由
を

い
ひ
し
か
バ
、
此
ノ
男
元
よ
り
い
み
じ
き
大
酒
飲
に
て
有

リ
け
る
が
、
讃
岐
ノ
国
象
頭
山
の
神
に
立
願
し
て
、
酒
を

禁タ
チ

け
る
に
、
然サ

ば
か
り
重
き
病
の
や
う
〳
〵
に
愈イ

エ

け
り
。

然シ
カ

る
に
元
よ
り
酒
は
何ナ

ニ

よ
り
も
好

コ
ノ
ミ
モ
ノ物

な
る
故
に
、
得エ

禁キ
ン

じ

が
て
に
、
折ヲ

リ

く々
ハ
酒
し
ほ
と
号ナ

ヅ

け
て
菜ア

ヒ

物モ
ノ

に
ひ
た
し
、
飲

こ
と
な
ど
も
有
し
と
ぞ
。
〔
因

チ
ヂ
ミ

に
記
す
、
讃
岐
ノ
国
象
頭

山
と
云
フ
は
、
彼
ノ
山
の
別
当
、
金
光
院
正
伝
の
秘
事
と

て
記
せ
る
物
を
見
る
に
、
元モ

ト

は
琴コ

ト

平ヒ
ラ

と
い
ひ
て
、
大
国
主

ノ
神
の
奇

ク
シ
ミ
タ
マ魂

大
物
主
ノ
神
を
祭
れ
り
し
を
、
天
竺
の
金
毘
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羅
神
と
い
ふ
に
、
形
勢
感
応
似
た
る
故
に
、
混
合
し
て
金

毘
羅
と
改
め
た
る
由
見
え
た
り
。
こ
ハ
比
叡
ノ
山
に
大
宮

と
て
、
三
輪
の
大
物
主
ノ
神
を
祭
り
て
在
け
る
に
、
か
の

金
毘
羅
神
を
混
合
せ
る
に
傚ナ

ラ
ひ
て
に
や
。
然サ

れ
ば
こ
そ
金

光
院
の
秘
書
に
も
、
出
雲
ノ
大
社
、
大
和
ノ
三
輪
、
日
吉

ノ
大
宮
の
祭
神
と
同
じ
と
い
へ
り
。
な
ほ
此
ノ
後
に
白シ

ラ

峯ミ
ネ

よ
り
、
崇
徳
天
皇
の
御
霊
を
遷
し
て
配
祭
せ
る
よ
し
、
正マ

サ

に
聞
た
る
説コ

ト

ど
も
有
れ
ど
、
書フ

ミ

に
見
え
た
る
事
無
れ
バ
、

今
ハ
漏モ

ラ

し
つ
。
さ
れ
ど
此
ハ
世
ノ
人
の
口
実
に
も
あ
ま
ね

く
云
フ
ハ
、
や
が
て
神
の
御
心
な
る
べ
く
覚
ゆ
れ
ば
、
其

ノ
正
説
の
世
に
知
ら
る
ゝ
時
も
こ
そ
あ
ら
め
。
然
れ
バ
金

毘
羅
と
ま
を
す
名
こ
そ
仏
な
れ
。
神カ

ム

実ザ
ネ

ハ
い
と
も
や
ご
と

な
き
神
に
御オ

ハ
シ
マ坐

せ
ば
、
お
ろ
そ
か
に
思
ひ
奉
る
べ
き
事
に

ハ
あ
ら
ず
か
し
。
さ
て
俗
の
神
道
者
修
験
者
な
ど
云
ふ
輩

の
、
金
山
彦
命
と
い
ふ
は
、
金
ノ
字
よ
り
思
ひ
付
た
る
杜

撰
に
て
、
さ
ら
に
謂

イ
ハ
レ

な
き
妄
リ
事
な
り
。
〕
か
く
て
其
ノ

年
の
九
月
十
日
は
、
例
の
ご
と
く
処

ト
コ
ロ

の
鎮
守
氷
川
大
明
神

の
祭
日
な
り
し
が
、
其
前
日
に
処
の
若
者
ど
も
、
か
の
丑

之
助
男
に
云
へ
る
ハ
、
和ワ

主ヌ
シ

ハ
狂

タ
ハ
レ
ヲ
ド
リ踊

を
上
手
な
れ
バ
、
例

の
ご
と
く
明ア

日ス

は
か
の
踊
を
せ
よ
と
云
ふ
に
、
丑
之
助
云

け
ら
く
、
我
ハ
瘡
毒
に
て
愈イ

ユ

ま
じ
か
り
し
を
、
金
毘
羅
ノ

神
に
立
願
し
て
、
酒
を
禁
た
り
し
か
バ
愈イ

ユ

た
る
こ
と
ハ
わ

ぬ
し
ら
も
知
る
ご
と
く
な
り
。
酔エ

ヒ

の
し
れ
心

ゴ
ヽ
ロ

な
ら
で
、
彼カ

ノ

を
ど
り
せ
ら
る
べ
き
か
と
云
フ
に
、
皆
々
云
へ
る
ハ
、
明ア

日ス

ハ
鎮
守
ノ
神
の
祭
リ
な
れ
バ
、
常
と
ハ
異コ

ト

な
り
、
酒
も

の
ミ
踊

ヲ
ド
リ

も
せ
よ
と
強

ア
ナ
ガ
チ

に
い
へ
バ
、
丑
之
助
男
も
げ
に
も
と

云
て
、
当ソ

ノ

日ヒ

ハ
朝ア

サ

よ
り
友
ど
ち
と
酒
飲
ミ
遊
び
、
酔エ

イ

狂タ
ブ

れ

て
在
リ
け
る
に
、
巳
ノ
時
ば
か
り
よ
り
、
忽

タ
チ
マ
チ

に
大
熱
さ
し

て
、
あ
ら
あ
つ
や
堪
が
た
や
、
金
毘
羅
さ
ま
免ユ

ル

し
お
は
し

ま
せ
と
云
フ
に
、
皆
々
驚
き
て
如イ

カ
ニ何

と
問
へ
バ
、
庭ニ

ハ

の
空ソ

ラ

を
指ユ

ビ

さ
し
て
、
人
々
に
ハ
見
え
ざ
る
か
、
金
毘
羅
さ
ま
の

あ
れ
に
お
は
し
坐マ

す
も
の
を
と
い
ふ
。
皆
々
見
れ
ど
、
目

に
か
ゝ
る
物
も
な
け
れ
ば
、
如イ

何カ

な
る
御ミ

有ア
リ

状サ
マ

に
て
お
は

し
坐マ

ス

ぞ
と
問
ふ
に
、
丑
之
助
火
の
ご
と
き
息イ

キ

を
つ
き
て
、

御オ
ン

神カ
ミ

ハ
御オ

ン

黒ク
ロ

髪カ
ミ

長
く
垂タ

れ
て
、
冠

カ
ム
リ

装
束
を
召メ

サ

れ
て
、
雲
の

上ウ
へ

に
立
た
ま
ひ
、
い
と
あ
ま
た
の
御
供
つ
き
従
ひ
、
爪ツ

マ

折ヲ
リ

の
緋ヒ

が
さ
を
差サ

シ

か
け
奉
り
、
御オ

ン

前マ
ヘ

に
鬼
神
の
ご
と
き
力
士

あ
り
て
、
そ
の
仰オ

フ

せ
を
承

ウ
ケ
タ
マ

ハ
り
、
汝
が
病
き
ハ
め
て
愈イ

ユ

ま

じ
か
り
つ
る
を
、
強

ア
ナ
ガ
チ

に
祈
り
申
せ
る
故
に
愈イ

ヤ

し
給
ふ
所
な

り
。
然
る
に
折ヲ

リ

く々
ひ
そ
か
に
、
少

イ
サ
ヽ
カ

づ
ゝ
酒
を
飲
た
る
だ
に

あ
る
に
、
今ケ

日フ

は
朝ア

サ

よ
り
思
ふ
ま
ゝ
に
酒
飲
て
、
酔エ

ヒ

狂タ
フ

る

ゝ
こ
と
、
憎ニ

ク

く
思オ

ボ
シ
メ食

す
に
よ
り
て
、
手
足
の
指
を
ミ
な
折ヲ

ラ

し
め
給
ふ
由
な
り
、
と
言
ひ
も
は
て
ぬ
に
、
早ハ

ヤ

う
つ
伏ブ

シ

に

ふ
し
て
、
免ユ

ル

し
給
へ
と
、
大オ

ホ

汗ア
セ

を
流
し
て
泣ナ

キ

叫サ
ケ

ぶ
有
さ
ま
、

物
の
為
に
お
し
伏フ

セ

ら
れ
て
、
其
ノ
足
の
指
を
折ヲ

ラ

る
ゝ
状サ

マ

に

て
、
恐
ろ
し
な
ど
云イ

ハ

む
も
お
ろ
か
な
り
。
然
れ
ど
も
若
き

者
ど
も
心
を
励ハ

ゲ

ま
し
、
諸モ

ロ

と
も
に
引ヒ

キ

起オ
コ

さ
む
と
立
よ
る
に
、

物
に
投ナ

ゲ

ら
る
ゝ
如
く
覚
え
、
う
ち
倒タ

ヲ

さ
れ
て
近
づ
く
こ
と

能ア
タ

ハ
ず
。
そ
の
有
さ
ま
い
と
物
す
ご
く
恐
し
け
れ
バ
、
日ヒ

比ゴ
ロ

は
鬼
を
も
挫

ト
リ
ヒ
シ

ぎ
て
む
と
競キ

ホ

ひ
た
る
を
の
こ
ど
も
、
皆ミ

ナ

逃ニ
ゲ

の
き
て
慄

ヲ
ノ
ヽ

き
居キ

た
る
に
、
片カ

タ

足シ

の
指
ハ
ミ
な
折ヲ

リ

た
る
と
思

ふ
ほ
ど
に
、
丑
之
助
ま
た
、
鎮
守
氷
川
明
神
入
ら
せ
給
へ

り
と
云イ

ヒ

て
声
を
あ
げ
、
こ
の
御ミ

ト
ガ
メ罰

を
救ス

ク

ハ
せ
給
へ
と
叫サ

ケ

び

け
る
が
、
稍ヤ

ヽ

あ
り
て
ま
た
、
多
久
蔵
主
稲
荷
来
リ
た
ま
へ

り
と
云
ヒ
て
、
人
々
に
近チ

カ

よ
る
こ
と
勿ナ

カ

れ
と
制
し
つ
ゝ
、

起オ
キ

直ナ
ホ

り
畏

カ
シ
コ

ま
り
て
し
ば
し
在ア

リ

け
る
が
、
腹ハ

ラ

這バ
ヒ

な
が
ら
庭
に

出
て
ひ
れ
伏フ

し
、
神
々
を
送
り
奉

タ
テ
マ
ツ

る
状サ

マ

し
け
る
が
、
物モ

ノ

狂ク
ル

は
し
き
状サ

マ

ハ
止ヤ

ミ

た
り
。
か
く
て
人
々
う
ち
寄ヨ

リ

て
其
ノ
由
を

と
へ
バ
、
金
毘
羅
ノ
神
の
怒
り
給
へ
る
御ミ

気ケ

色シ
キ

、
申
す
も

中
々
恐

オ
ソ
レ

あ
る
御
事
な
る
が
、
雲
の
上
に
坐マ

シ

ま
し
て
、
我
が

方
を
流ナ

ガ

し
目メ

に
一
ト
目
見ミ

返カ
ヘ

り
給
ふ
ご
と
に
、
我
を
お
し

伏フ
セ

た
る
か
の
力
士
、
己
が
足
の
指
を
一

ヒ
ト
ツ

づ
ゝ
折
た
り
。
左

リ
の
足
の
指
ハ
ミ
な
折
た
る
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
鎮
守
ノ
神
、

こ
れ
も
供ト

モ

人ビ
ト

あ
ま
た
供グ

し
て
、
束
帯
に
て
入
ら
せ
給
ひ
、

金
毘
羅
ノ
神
に
向
ひ
て
宣

ノ
タ
マ

へ
る
ハ
、
此コ

奴ヤ
ツ

、
そ
の
御ミ

前マ
ヘ

に

祈ノ
ミ
マ
ヲ白

し
て
酒
を
断タ

チ

た
る
故
に
、
病
を
愈
し
給
へ
る
こ
と
を

忘ワ
ス

れ
、
今ケ

日フ

い
た
く
酒
飲
た
る
を
祟ト

ガ

め
給
ふ
ハ
然サ

ル

こ
と
な

が
ら
、
元
よ
り
我
が
氏
子
と
し
て
、
殊コ

ト

に
己
が
祭

マ
ツ
リ

日
な
る

故
に
我
を
な
ぐ
さ
む
る
態

ワ
ザ
ツ
カ
マ
ラ

仕
ら
む
と
て
、
人
々
に
そ
ゝ
の

か
さ
れ
て
、
酒
ハ
た
う
べ
た
る
な
り
。
然
れ
バ
免ユ

ル

し
給
ふ

か
た
も
有ア

ラ

む
を
、
た
と
へ
祟ト

ガ

め
給
は
む
に
も
、
一

ヒ
ト
ワ
タ
リ

応
我
に

そ
の
事
を
宣

ノ
タ
マ

ひ
て
こ
そ
、
兎ト

も
か
く
も
罰
め
給
ふ
べ
き
ワ

ざ
な
め
れ
。
然サ

る
事
も
な
く
、
我
が
氏
子
を
思オ

ボ
シ
メ召

す
ま
ゝ

に
、
御ミ

ト
ガ
メ罰

あ
ら
せ
ら
る
ゝ
事
こ
そ
心

コ
ヽ
ロ

得エ

ら
れ
ね
と
宣

ノ
タ
マ

ふ
に

ぞ
。
金
毘
羅
ノ
神
け
に
も
と
思オ

ボ
シ
メ召

せ
る
御ミ

有ア
リ

状サ
マ

な
が
ら
、

何ナ
ニ

の
い
ら
へ
も
な
く
、
互

カ
タ
ニ

に
に
ら
み
相
て
お
は
し
け
る
処

に
、
伝
通
院
の
多タ

ク

ザ

ウ

ス

久
蔵
司
稲
荷
ノ
神
来
り
給
へ
り
。
此
ハ

僧
体
の
ご
と
く
見
え
給
ふ
。
浅ア

サ

黄ギ

の
深フ

カ

頭ツ

巾キ
ン

を
か
ぶ
り
た

る
が
、
〔
案
に
こ
の
稲
荷
ノ
神
の
こ
と
は
、
其
ノ
縁
起
を

見
る
に
、
当
社
は
駒
込
吉
祥
寺
、
和
田
倉
御
門
の
内
に
有

し
時
よ
り
、
其
ノ
地
に
鎮
坐
あ
り
し
が
、
伝
通
院
の
中
興

廓
山
上
人
の
時
に
、
学
寮
に
極
山
和
尚
と
い
ふ
所
化
あ
り
。

元
和
四
年
四
月
あ
る
夜
に
、
山
主
上
人
を
始
め
、
極
山
和

尚
、
同
学
の
僧
の
夢
中
に
、
一
僧
見
え
て
入
学
せ
む
こ
と

を
思
へ
バ
、
明
朝
登
山
す
べ
し
と
告
あ
り
。
翌
朝
極
山
和

尚
の
寮
へ
、
一
僧
来
り
て
謁
見
あ
り
。
此
ノ
事
を
山
主
へ

申
せ
ば
、
夢
に
合
せ
て
不
思
儀
な
る
こ
と
に
思
ひ
、
入
寺
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を
許
し
て
、
多
久
蔵
司
と
ぞ
名ナ

づ
け
ら
れ
け
る
。
然
る
に

多
久
蔵
司
の
智
徳
他
に
勝
れ
、
諸
人
尊
敬
し
け
る
に
、
其

ノ
後
三
箇
年
の
学
席
を
経ヘ

て
、
或
ル
夜
の
夢
に
、
我
は
誠

は
吉
祥
寺
な
る
稲
荷
ノ
神
な
り
。
小
社
を
作
り
給
ひ
て
よ
、

永
く
当
山
の
守
護
神
と
な
る
べ
し
と
誨サ

ト

し
、
白
狐
の
形
を

顕ア
ラ

は
し
て
去
る
と
見
し
か
バ
、
境
内
に
鎮
座
す
る
よ
し
見

え
て
、
狐
神
を
祭
り
た
る
な
る
が
、
人
の
稲
荷
と
名
づ
け

て
祭
る
故
に
、
み
づ
か
ら
も
稲
荷
と
名ナ

告ノ
ル

な
り
け
り
。
実

マ
コ
ト

ハ
稲
荷
ノ
神
あ
に
狐
な
ら
む
や
。
こ
ハ
別コ

ト

に
委ク

く
考
へ
記

せ
る
物
あ
り
。
さ
て
此
ノ
狐
神
の
僧
体
な
り
し
と
云
フ
こ

と
、
い
か
に
ぞ
や
思
ふ
人
も
有
べ
け
れ
ど
、
伊
勢
ノ
国
に

て
、
或
ル
男
に
老
狐
の
つ
き
て
、
種ク

サ

く々
の
事
ど
も
語
り
け

る
に
、
稲
荷
と
号ナ

ツ

け
し
狐
神
ど
も
、
俗
家
に
祭
れ
る
ハ
俗

形
な
る
が
、
寺
に
祭
れ
る
は
み
な
法
躰
に
て
、
各
々
其
主

人
の
格
位
に
よ
り
て
、
狐
神
の
格
位
も
そ
な
ハ
る
事
ぞ
と

云
へ
る
よ
し
、
小
竹
真
棹
に
か
ね
て
聞キ

ヽ

た
る
に
符ア

へ
り
。
〕

御オ
ン

二フ
タ

方カ
タ

の
間

ア
ヒ
ダ

に
平
伏
し
て
、
い
た
く
恐

オ
ヂ
ツ
ヽ
シ慎

め
る
状サ

マ

に
て
申

す
や
う
は
、
己
は
伝
通
院
の
多タ

ク

ザ

ウ

ス

久
蔵
主
に
は
べ
り
、
金
毘

羅
宮
の
御
怒
り
、
氷
川
明
神
の
仰オ

フ

せ
と
も
に
　
あ
り
て
承

ウ
ケ
タ
マ
ハ

り
候
。
か
く
承
り
候
も
、
元モ

ト

こ
や
つ
が
怠

オ
コ
タ
リ

よ
り
事コ

ト

起オ
コ

り
侍

れ
バ
、
と
に
も
か
く
に
も
罰キ

タ

め
給
ふ
べ
き
を
、
此コ

奴ヤ
ツ

を
り

〳
〵
我
が
許モ

ト

へ
も
詣マ

ヰ

で
来
て
、
身
の
上
の
事
を
祈
り
つ
る

を
聞キ

ヽ

た
も
ち
侍
れ
バ
、
此
所
へ
参
り
侍
り
。
い
か
で
御オ

ン

双フ
タ

方カ
タ

の
御
怒
り
ハ
、
我ワ

レ

等ラ

に
給タ

マ

ひ
て
、
こ
や
つ
が
罪
を
免ユ

ル

し

給
へ
。
さ
ら
バ
我
等
相ア

ヒ

計ハ
カ

ら
ひ
、
金
毘
羅
宮
の
御ミ

許モ
ト

へ

ハ
、
こ
や
つ
を
賽

カ
ヘ
リ
マ
ヲ

し
に
参マ

ヰ
デ詣

し
め
奉
ら
む
と
申
さ
れ
し
か

ば
、
二

フ
タ
バ
シ
ラ柱

ノ
神
は
そ
れ
に
御ミ

心
コ
ヽ
ロ

を
和ナ

ゴ

し
給
へ
る
さ
ま
に
て
、

互タ
ガ
ヒ

に
式
代
し
て
、
い
つ
〳
〵
し
く
立タ

チ

別ワ
カ

れ
給
ひ
つ
と
、
大オ

ホ

息イ
キ

つ
き
振フ

ル

ひ
わ
な
ゝ
き
て
ぞ
語
り
け
る
。
か
く
て
左
リ
の

足
の
指
三
本
ハ
、
骨
う
ち
折
れ
て
痿ス

タ

れ
け
り
、
人
々
始
メ

よ
り
の
有ア

リ

状サ
マ

を
よ
く
見
た
り
け
れ
ば
、
恐オ

ヂ

怖オ
ソ

る
ゝ
こ
と
限

な
く
、
打
よ
り
て
路
用
を
と
ゝ
の
へ
寿ア

タ

へ
て
、
丑
之
助
を

象
頭
山
の
御
社
に
参
詣
せ
し
め
け
る
に
、
折オ

リ

た
る
指
も
本

の
ご
と
く
愈ナ

ホ

り
し
と
ぞ
。
然
れ
ば
産
土
ノ
神
の
守
護
あ
る

に
ハ
、
他
ノ
神
の
た
ゝ
り
も
遁ノ

ガ

る
ゝ
事
あ
る
に
や
、
と
語

ら
る
ゝ
に
就ツ

キ

て
、
お
の
れ
も
云
け
ら
く
。
松
村
完
平
が
物

語
に
、
大
坂
に
声
い
と
善

ウ
ル
ハ
シ

く
て
、
今
様
の
長ナ

ガ

謡ウ
タ

と
い
ふ
物

を
謡ウ

タ

ひ
て
業ワ

ザ

と
す
る
男
あ
り
き
。
或
日
も
の
へ
行
く
途ミ

チ

に

て
、
山ヤ

マ

伏ブ
シ

体ザ
マ

な
る
男
あ
へ
り
。
行ユ

キ

違チ
ガ

ひ
な
が
ら
、
そ
な

た
の
声
の
め
で
た
き
を
、
し
ば
し
我
に
借カ

シ

て
よ
と
云
フ

を
、
道ミ

チ

行ユ
キ

ぶ
り
の
さ
れ
言コ

ト

と
思
ひ
て
、
笑ワ

ラ

ひ
つ
ゝ
唯ウ

と
い

ひ
て
行ユ

キ

過ス
ギ

け
る
が
、
三
日
ば
か
り
有
リ
て
い
た
ハ
る
事
も

な
き
に
、
ひ
し
と
声
か
れ
て
出
ず
。
さ
れ
ど
彼
ノ
異
人
に

声
を
借カ

シ

た
る
事
に
つ
ゆ
心
つ
か
ず
、
住
吉
ノ
神
社
は
産
土

ノ
神
な
れ
バ
、
祈
ら
む
と
思
ひ
て
出イ

デ

行ユ
キ

け
る
途ミ

チ

に
て
、
ま

た
彼
ノ
山ヤ

マ

伏ブ
シ

体ザ
マ

な
る
人
来
り
あ
へ
り
。
先サ

キ

つ
こ
ろ
我
が
請

へ
る
ご
と
く
声
を
借カ

シ

な
が
ら
、
そ
を
忘ワ

ス

れ
て
、
産
土
ノ
神

に
申
し
祈
ら
む
と
す
る
こ
そ
心
得
ら
れ
ね
。
汝
か
し
こ
に

祈
ら
バ
、
決キ

ハ

め
て
我
を
罪ツ

ミ

し
給
は
む
。
然
も
あ
ら
ば
、
我

ま
た
汝
に
か
ら
き
目メ

見ミ

せ
む
物
ぞ
、
然シ

カ

ら
む
よ
り
ハ
、
し

ば
し
の
間ホ

ド

な
れ
バ
、
ま
げ
て
借カ

シ

て
よ
と
云
ふ
に
、
始
め
て

先サ
キ

に
声
を
借カ

ら
む
と
云
ひ
し
時
に
、
唯

イ
ラ
ヘ

し
つ
る
事
を
思
ひ

出
し
て
、
卒

ニ
ハ
カ

に
恐オ

ソ

ろ
し
く
な
り
て
、
決キ

ハ

め
て
産
土
ノ
神
に

祈
る
ま
じ
と
、
堅
く
約チ

ギ

り
て
途ミ

チ

よ
り
立
帰
り
け
り
。
さ
て

三
十
日
ば
か
り
有
リ
て
、
物
へ
ゆ
く
途ミ

チ

に
て
、
ま
た
彼
ノ

異
人
行ユ

キ

逢ア
ヒ

け
る
に
、
其ソ

ナ
タ方

の
声
は
今イ

マ

返カ
ヘ

す
べ
し
、
受ウ

ケ

取ト
リ

て

よ
と
云
ふ
に
、
は
や
声
本
の
ご
と
く
に
な
り
ぬ
。
斯カ

ク

て

異
人
こ
の
報

ム
ク
ヒ

を
為ナ

ス

べ
し
と
て
、
呪マ

ジ
ナ
ヒ禁

の
わ
ざ
を
授

サ
ヅ
ケ

た
る

が
、
万
づ
の
病
に
験

シ
ル
シ

あ
り
て
、
後
に
ハ
謡
う
た
ひ
の
業ワ

ザ

を

止ヤ

め
て
、
此
ノ
呪マ

ジ
ナ
ヒ禁

の
み
し
て
、
世
を
や
す
く
送
り
し
と

云
ひ
。
〔
案

オ
モ
フ

に
声
を
借カ

シ

た
り
と
云
フ
こ
と
、
疑
ひ
思
ふ
人

も
有
べ
け
れ
ど
、
上
総
ノ
国
東
金
と
い
ふ
所
の
、
孫
兵
衛

と
云
し
者
、
異
人
に
口
と
耳
と
を
借カ

ら
れ
て
、
三
年
が
ほ

ど
耳
し
ひ
唖オ

シ

に
な
り
て
在ア

リ

し
例

タ
メ
シ

も
あ
れ
バ
、
准

ナ
ゾ
ラ

へ
て
弁
ふ

べ
し
。
此
孫
兵
衛
が
こ
と
ハ
別コ

ト

に
記
せ
る
物
あ
り
。
〕
ま

た
今
井
秀
文
が
、
或ア

ル

侯キ
ミ

の
語
り
給
へ
る
を
聞
て
語
れ
る

ハ
、
其
ノ
侯キ

ミ

の
治シ

リ

た
ま
ふ
所
の
或
童
子
の
、
異
人
に
誘サ

ソ

ハ

れ
て
行ユ

ク

方ヘ

し
れ
ざ
り
し
か
バ
、
両
親
い
た
く
泣ナ

キ

歎ナ
ゲ

き
て
産

土
ノ
神
に
祈
り
け
る
に
、
四
五
日
あ
り
て
、
帰
り
来
た
り

て
語
り
け
る
ハ
、
伴

ト
モ
ナ

ハ
れ
た
る
処
ハ
何イ

ヅ
コ処

と
も
知
ら
ぬ
山

な
る
が
、
異
人
お
ほ
く
居ヰ

て
、
剣
術
な
ど
な
ら
ひ
て
在ア

リ

し

が
、
折
折
酒
を
飲
か
ハ
す
事
も
あ
り
て
、
其
ノ
盃
を
、
と

ほ
く
谷
を
隔

ヘ
ダ
テ

た
る
山
の
頂
な
ど
に
投ナ

ゲ

て
、
そ
を
取ト

リ

来キ
タ

れ
と

い
ふ
故
に
、
我
い
か
で
取ト

リ

得エ

む
と
辞イ

ナ

む
に
、
怒
り
て
谷タ

ニ

底ソ
コ

に
お
し
落オ

ト

し
た
る
と
思
ふ
に
、
何ナ

ニ

の
事
も
な
く
忽

タ
チ
マ
チ

に
其
ノ

山
に
至
り
、
盃
を
と
り
て
異
人
た
ち
の
前
に
至
る
。
凡ス

ベ

て

か
ゝ
る
状サ

マ

に
役ツ

カ

ハ
れ
た
る
が
、
昨
日
の
言コ

ト

に
汝
が
親オ

ヤ

ど
も

の
、
ね
む
ご
ろ
に
願
へ
バ
と
て
。
産
土
ノ
神
の
、
と
く
汝

を
返カ

ヘ

す
べ
し
と
申
さ
る
れ
バ
、
留ト

メ

が
た
し
と
て
送オ

ク

り
返カ

ヘ

さ

れ
た
り
と
語
れ
る
と
ぞ
。
ま
た
備
後
ノ
国
な
る
、
稲イ

ナ

生フ

平

太
郎
と
い
ふ
者
の
許モ

ト

へ
来キ

タ

れ
る
、
山サ

ン

本モ
ト

五
郎
左
衛
門
と
名ナ

告ノ

れ
る
妖マ

ガ

物モ
ノ

と
、
平
太
郎
が
応
対
せ
る
時
に
、
産
土
ノ
神

身
を
顕ア

ラ

は
し
て
、
平
太
郎
に
そ
ひ
守マ

モ

ら
れ
け
る
故
に
、
平

太
郎
そ
の
妖
気
に
瘁ヲ

エ

ざ
り
し
事
あ
り
。
こ
れ
ら
を
思
ふ

に
、
妖
物
の
人
に
つ
き
て
、
禍ワ

ザ
ハ
ヒ害

を
な
す
が
如
き
小

イ
サ
ヽ
カ
ゴ
ト

事
ハ

産
土
ノ
神
た
ち
の
主ム

ネ

と
掌シ

り
守マ

護モ

り
遂オ

ヒ
ソ
ケ退

た
ま
ふ
御オ

ン

事コ
ト

な

り
。
さ
れ
ば
と
て
、
其
神
を
信

タ
ノ
ミ
マ
ヲ申

さ
ゞ
ら
む
者
ハ
、
お
の
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づ
か
ら
御ミ

守マ
モ

護リ

も
厚ア

ツ

か
ら
ざ
る
趣サ

マ

あ
り
。
こ
の
心
バ
へ
を

覚サ
ト

る
べ
き
事
な
り
。
己
こ
の
説コ

ト

を
述ノ

ベ

て
、
寅
吉
に
問

ト
ヒ
コ
ヽ
ロ試

み

け
る
に
、
〔
こ
ハ
幼

ヲ
サ
ナ

き
と
き
よ
り
、
神
仙
の
使ツ

カ

は
し
め
と

な
り
て
、
奥
山
に
年
ご
ろ
在ア

リ

た
り
し
も
の
に
て
、
神
の
情オ

モ

状ブ
キ

を
窺

ウ
カ
ヾ

ひ
た
る
者
な
れ
ば
な
り
。
此コ

レ

が
こ
と
ハ
仙
境
異
聞

と
て
、
別
に
委
し
く
記
せ
る
物
あ
り
。
〕
答

コ
タ
ヘ

け
ら
く
。
誠

に
言

ノ
タ
マ

ふ
ご
と
く
、
山
に
て
も
其
ノ
事
を
き
ゝ
て
侍
り
。
妖

魔
に
ま
れ
何ナ

ニ

に
ま
れ
、
産
土
ノ
神
の
あ
つ
く
守マ

モ
リ護

た
ま
ふ

人
に
ハ
、
禍マ

ガ

事コ
ト

を
な
す
こ
と
能
ハ
ず
。
適
に
神
の
守マ

モ
リ護

な

き
間ヒ

マ

を
伺

ウ
カ
ヾ

ひ
て
勾サ

ソ

引ヒ

た
る
も
、
親
な
ど
の
丹
誠
を
こ
ら
し

て
神
に
祈
る
と
き
は
、
返
さ
で
ハ
叶
ハ
ぬ
も
の
と
ぞ
。
然サ

れ
ど
殊
に
よ
り
て
ハ
、
其
ノ
界
の
事
を
世
に
漏モ

ラ

す
ま
じ
き

為タ
メ

に
、
痴ア

ホ
ウ人

の
ご
と
く
な
し
て
返
す
こ
と
も
多
か
り
。
神

の
御ミ

チ
カ
ラ力

に
も
さ
る
事
ま
で
ハ
、
制
し
給
ひ
が
た
き
事
も
あ

る
に
や
。
又
い
か
に
丹
誠
を
こ
ら
し
て
祈
れ
ど
も
、
帰カ

ヘ

ら

ぬ
人
も
あ
る
ハ
、
神
ど
ち
相ア

ヒ

議ハ
カ

り
て
、
召メ

シ

寄ヨ

せ
て
使ツ

カ

ハ
し

め
給
ふ
こ
と
も
有
げ
な
れ
バ
、
祈
り
て
験

ツ
ル
シ

な
き
事
も
あ
る

べ
し
と
語
れ
り
。
此
ノ
言
に
つ
き
て
、
ま
た
思
ひ
合
さ
る

ゝ
事
な
む
有
リ
け
る
。
そ
ハ
我
が
許モ

ト

に
来キ

通カ
ヨ

ひ
て
物モ

ノ

問ト

ふ
、

野
山
又
兵
衛
種
麻
呂
と
い
ふ
を
の
こ
あ
り
。
家
ハ
江
戸
南

鐺
町
と
い
ふ
所
な
り
。
こ
れ
が
子
に
多
四
郎
と
い
ふ
あ
り
。

十
五
歳
に
て
文
化
十
三
年
の
こ
ろ
芝
口
日
蔭
町
と
い
ふ
所

な
る
、
萬
屋
安
兵
衛
と
い
ふ
者
ハ
、
多
四
郎
が
母
の
甥
に

て
有
け
れ
バ
、
其ソ

レ

が
所
に
滞
留
し
け
る
ほ
ど
、
失

ア
ヤ
マ

ち
て
釘

を
ふ
ミ
貫ヌ

き
、
病
臥
し
て
在ア

リ

け
る
に
、
五
月
十
五
日
の
事

な
り
、
既
に
燈ト

モ
シ
ビ火

を
と
も
せ
る
こ
ろ
、
痛イ

タ

む
足
に
し
ひ
て

木
履
を
は
き
て
、
裡ウ

ラ

な
る
便
所
に
立
な
が
ら
尿

ユ
マ
リ

し
て
居ヰ

け

る
が
、
ア
ツ
と
叫サ

ケ

ぶ
声
し
け
る
故
に
、
家
内
よ
り
出
て
見

る
に
、
多
四
郎
ハ
見
え
ず
、
衣キ

モ
ノ服

の
片カ

タ

袖ソ
デ

ち
ぎ
れ
落
て
あ

る
に
、
其
は
き
た
る
木
履
屋
ノ
上
に
お
ち
た
り
。
人
々
お

ど
ろ
き
て
声
々
に
名
を
呼ヨ

バ

ハ
れ
ど
音
も
な
し
。
さ
れ
バ
是

ぞ
天
狗
の
伴
ひ
た
る
な
め
り
と
。
人
を
走ハ

シ

ら
せ
て
父
又
兵

衛
が
許
へ
告
お
こ
せ
た
り
。
又
兵
衛
い
そ
ぎ
行
て
有
リ
け

る
趣サ

マ

を
尋
ぬ
る
に
、
安
兵
衛
が
同
じ
長
屋
の
者
ど
も
、
頼タ

ノ

も
し
く
打
よ
り
て
例

ナ
ラ
ハ
シ

の
ご
と
く
、
太
鼓
鉦
な
ど
打
て
、
呼ヨ

ビ

に
出
む
と
噪サ

ワ

ぐ
ほ
ど
な
り
。
爰コ

ヽ

に
又
兵
衛
云
け
ら
く
ハ
、

此
は
ま
さ
に
謂イ

ハ

ゆ
る
天
狗
の
わ
ざ
と
覚
ゆ
れ
バ
、
常
の
ご

と
く
呼ヨ

ビ

た
り
と
も
出
べ
く
も
非
ず
。
い
た
づ
ら
に
、
人
々

を
労
し
参
ら
せ
む
こ
と
、
心
苦グ

ル

し
け
れ
バ
ま
づ
止
ま
り
給

へ
と
云
ふ
に
、
噪サ

ワ

ぎ
立
た
る
傚
ひ
に
し
あ
れ
バ
、
止
ま
ら

ず
出
行
け
る
。
又
兵
衛
ハ
家
に
帰
り
て
、
家
内
の
者
ど
も

の
泣ナ

キ

倒タ
フ

れ
て
在
け
る
に
其
由
を
委
し
く
語
り
、
我
今
祈
り

返
し
て
む
、
勿ナ

ナ
キ泣

そ
と
な
ぐ
さ
め
て
、
髪
か
き
乱ミ

ダ

し
井ヰ

辺ノ
ベ

に
行
キ
て
水
を
あ
み
、
二
階
な
る
神
の
御ミ

欅タ
ナ

の
前マ

ヘ

に
畏

カ
シ
コ
マ

り

て
、
既
に
お
の
が
教
へ
置
つ
る
意
ば
へ
も
て
、
祝ノ

リ
ト詞

申

せ
り
と
ぞ
。
其
ノ
申
せ
る
趣サ

マ

は
ま
づ
龍
田
ノ
神
に
、
今

天
ア
マ
ツ
カ
ミ
ク
ニ
ツ
カ
ミ

神
地
神
に
祈
り
申
す
事
を
、
御オ

ン

耳ミ
ヽ

い
や
高タ

カ

に
、
疾ト

く
聞キ

コ

え
上ア

ゲ

た
ま
へ
と
云
フ
こ
と
を
、
返
々
祈
り
申
し
て
。
さ
て
、

天ア

マ

ツ

カ

ミ

チ

イ

ホ

ヨ

ロ

ヅ

津
神
千
五
百
万
、
国ク

ニ

ツ

カ

ミ

チ

イ

ホ

ヨ

ロ

ヅ

津
神
千
五
百
万
の
大オ

ホ

神カ
ミ

た
ち
、
辞コ

ト

別ワ
ケ

て
ハ
、
幽

カ
ク
リ
ゴ
ト事

し
ろ
し
看メ

す
大

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
オ
ホ
カ
ミ

国
主
大
神
、
産
土
ノ
大
神

の
和

ニ
ギ
ミ
タ
マ魂

ハ
静シ

ヅ

ま
り
荒

ア
ラ
ミ
タ
マ魂

は
悉
く
に
よ
り
給
ひ
て
聞キ

コ

し
食メ

せ
。

我ワ
レ

卑イ
ヤ

し
く
も
、
深フ

カ

く
神カ

ミ

世ヨ

の
道
を
た
ふ
と
み
、
神
の
恩
頼

を
か
た
じ
け
な
ミ
、
心
を
正タ

ヽ

し
く
す
る
事
ハ
更
に
も
云
ハ

ず
。
一ヒ

ト

日ヒ

も
神
拝
お
こ
た
る
事
な
く
、
祈イ

ノ

り
信タ

ノ
ミ
マ
ツ奉

り
て
あ

る
に
、
今
わ
が
子
に
か
ゝ
る
災マ

ガ

害ゴ
ト

あ
り
て
ハ
、
憑

タ
ノ
ミ

な
き
こ

と
に
侍
り
。
か
つ
は
痴シ

レ

者モ
ノ

ど
も
が
、
後

ウ
シ
ロ
ユ
ビ指

さ
ゝ
む
も
恥ハ

ヅ

か

し
。
さ
れ
ば
奴ヤ

ツ

吾カ
レ

が
恥
ハ
神
の
道
の
恥
な
ら
ず
や
。
明ア

日ス

と
ハ
云イ

ハ
じ
、
今イ

マ

速ト

く
我
が
子
を
返カ

ヘ

さ
し
め
た
べ
と
、
大オ

ホ

声ゴ
エ

に
諄ク

リ

か
へ
し
〳
〵
汗ア

セ

水ミ
ヅ

に
な
り
て
、
を
ど
り
上ア

ガ

り
〳
〵
、

三
時
が
ほ
ど
祈
り
申
し
た
る
と
ぞ
。
余ア

マ

り
に
祈
り
こ
う
じ

て
暁
か
た
に
な
り
て
、
物
の
ほ
し
く
な
り
け
れ
バ
、
階ハ

シ

子ゴ

を
下オ

り
て
み
づ
か
ら
飯イ

ヒ

櫃ビ
ツ

と
り
出
て
、
飯メ

シ

二フ
タ

椀マ
リ

く
ひ
け

る
所
に
、
周ア

ハ

章タ
ヽ

し
く
門
を
た
ゝ
く
音オ

ト

す
。
誰タ

ぞ
と
問
へ

バ
、
安
兵
衛
が
許モ

ト

よ
り
来
れ
り
、
多
四
郎
今
帰
り
つ
。
さ

れ
ど
気イ

キ

絶タ
エ

て
見
ゆ
れ
バ
、
早ハ

ヤ

く
来
り
給
へ
と
云イ

ヒ

す
て
ゝ
立

帰
り
ぬ
。
又
兵
衛
い
た
く
歓

ヨ
ロ
コ

び
、
神
々
に
謝

ヰ
ヤ
ビ
マ
ヲ申

し
て
、
近

き
わ
た
り
な
る
医ク

ス
シ師

を
伴

ト
モ
ナ

ひ
、
い
す
ゝ
き
走
り
て
、
安
兵

衛
が
り
行
て
見
る
に
、
多
四
郎
は
死シ

ニ

た
る
が
如
く
な
る
を
、

人
々
と
り
ま
と
ひ
、
名
を
呼ヨ

ビ

て
有
リ
。
ま
づ
い
か
に
や
と

問
ふ
に
、
長
屋
の
者
ど
も
の
尋
ね
に
出
け
る
の
ち
、
家ヤ

内ウ
チ

の
者
ハ
、
た
ゞ
あ
き
れ
果ハ

テ

て
顔カ

オ

見
合
せ
居
た
る
に
、
七
ツ

の
鐘
う
つ
こ
ろ
、
長
屋
の
う
ち
ぐ
わ
ら
〳
〵
と
震
動
し
て
、

空ソ
ラ

よ
り
此
家
な
る
門か

ど

口ぐ
ち

に
、
し
た
ゝ
か
な
る
物
を
う
ち
付ツ

ケ

た
る
如
き
音オ

ト

す
る
と
等ヒ

ト

し
く
、
ウ
ン
と
云
ふ
声
す
。
お
ど

ろ
き
急
ぎ
戸
を
開ア

ケ

た
れ
バ
多
四
郎
な
り
。
や
が
て
庭
に
こ

ろ
び
入
リ
て
、
か
く
現

ウ
ツ
シ
ゴ
ヽ
ロ

心
な
し
と
云
に
ぞ
、
面

オ
モ
テ

に
水
そ
ゝ

ぎ
、
医
師
に
気キ

付ツ
ケ

の
薬
な
ど
含フ

ク

め
し
め
て
、
や
ゝ
身ミ

動ウ
ゴ

き

す
る
を
待
て
、
多
四
郎
い
か
に
心
を
慥

タ
シ
カ

に
も
ち
て
よ
、
父

な
る
ハ
と
三
声
ば
か
り
呼ヨ

ビ

け
る
に
、
く
わ
と
眼メ

を
あ
き
て

父
を
見
つ
け
て
、
あ
ら
辱

カ
タ
ジ
ケ

な
し
や
、
今
帰
り
来
れ
る
こ
と

ハ
、
偏

ヒ
ト
ヘ

に
父
の
御ミ

メ
グ
ミ恵

な
り
と
云
ふ
。
其
ノ
由
ハ
と
問
へ
バ
、

恐
ろ
し
さ
に
、
今
ハ
語
り
が
た
し
と
戦

ワ
ナ
ヽ

き
云
に
ぞ
、
さ
も

有
べ
し
と
て
、
労イ

タ

ハ
り
寝ネ

し
め
け
る
に
、
二フ

ツ

日カ

二フ
タ

夜ヨ

ば
か

り
は
疲ツ

カ

れ
寝イ

ネ

け
る
が
折オ

リ

く々
目メ

を
あ
き
て
、
ア
ラ
恐
ろ
し

か
り
し
と
ぞ
云
ひ
け
る
。
か
く
て
正

ウ
ツ
シ
ゴ
ヽ
ロ

気
に
な
り
て
後
に
、

能
々
問
へ
バ
、
か
の
夜
痛イ

タ

き
足
を
爪ツ

マ

立ダ
テ

て
、
何

ナ
ニ
ゴ
ヽ
ロ心

な
く
尿

ユ
マ
リ

し
て
居
け
る
に
、
何イ

ヅ
ク処

よ
り
と
も
知
ら
ず
、
大
男
の
髪
を

タ
マ
く

コ
ト
ぐ
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垂タ
レ

た
る
が
つ
と
来
り
て
、
い
さ
と
云
ひ
さ
ま
、
厳キ

ビ

し
く
腕ウ

デ

を
と
れ
る
故
に
、
ふ
り
放ハ

ナ

ち
た
れ
ば
、
小
ざ
か
し
と
て
、

両
手
に
て
首ク

ビ

筋ス
ヂ

を
と
ら
へ
て
、
屋
ノ
上
よ
り
空ソ

ラ

に
上ノ

ボ

り

ぬ
。
今
ハ
叶
ハ
し
と
息イ

キ

を
つ
め
て
有
リ
け
る
に
、
た
ゞ
し

ば
し
の
間マ

に
何イ

ヅ
ク処

か
し
ら
ぬ
清キ

ヨ

げ
な
る
山
に
至
れ
ば
、
寺

の
ご
と
き
所
あ
り
。
其
ノ
時
ハ
す
で
に
こ
ゝ
ハ
日ヒ

暮ク
レ

た
り

け
る
に
、
彼カ

シ
コ処

に
至
れ
バ
な
ほ
明ア

カ

き
頃
な
り
き
。
眼メ

を
あ

き
て
熟ヨ

ク

見ミ

め
ぐ
ら
せ
バ
、
物
す
さ
ま
じ
き
こ
と
云イ

ハ

む
か
た

無
れ
ば
、
よ
く
も
見ミ

留ト
メ

ざ
れ
ど
、
山
伏
の
ご
と
き
人
ま
た

法
師
、
或
ハ
俗
形
の
人
な
ど
も
並ナ

ミ

居ヰ

た
る
中
に
、
上
座
な

る
ハ
別コ

ト

に
眼

マ
ナ
コ

ざ
し
恐
ろ
し
き
老
法
師
な
り
き
。
か
の
伴
ひ

た
る
男
末
座
に
我
を
具グ

し
て
、
し
ひ
て
頭

カ
シ
ラ

を
低サ

ゲ

さ
せ
た
り
。

此
ノ
時
我
の
ミ
な
ら
ず
、
十
二
三
歳
な
る
童
子
を
、
二
人

伴
ひ
来
れ
る
男
ど
も
あ
り
き
。
此コ

所ヽ
ハ
か
な
ら
ず
天
狗
の

住ス
ミ
カ所

な
る
べ
く
思
ひ
て
、
泣

ナ
キ
カ
ナ
シ悲

み
つ
ゝ
、
返カ

ヘ

し
給
ハ
れ

と
、
声
を
た
ゝ
ず
額ヌ

カ

突ツ
キ

け
る
に
、
か
の
伴
へ
る
男
、
わ
が

頭カ
シ
ラ

を
お
さ
へ
て
、
ダ
マ
レ
〳
〵
と
頻

シ
キ
リ

に
い
ふ
を
、
耳
に
も

聞キ
ヽ

入イ

れ
ず
、
操ク

リ

返
し
云
ひ
し
か
と
、
ふ
と
頭
を
上ア

ゲ

て
、
上

座
の
老
法
師
を
見
れ
バ
、
甚イ

タ

く
恐オ

ソ

れ
た
る
状サ

マ

に
頭
を
か
た

む
け
、
心
耳
を
す
ま
し
て
、
何ナ

ニ

や
ら
む
聞キ

ヽ

を
る
体サ

マ

な
り
し

が
、
我
を
伴
ひ
た
る
男
に
、
童
子
ら
を
用
ふ
る
事
あ
り
て
、

彼カ
レ

を
も
伴

ト
モ
ナ

は
し
め
た
れ
ど
、
彼
が
父
の
神
た
ち
へ
厳キ

ビ

し
く

祈
り
申
す
声
、
遠ト

ホ
ト音

に
聞
ゆ
れ
ば
、
や
が
て
神
の
お
ほ
せ

有
べ
し
と
云
ふ
に
ぞ
。
始
め
て
我
も
耳
を
す
ま
し
て
聞
け

バ
、
父
の
神
を
祈
り
給
ふ
声
、
風
に
ひ
ゞ
き
て
よ
く
聞
え

た
り
。
伴
ひ
た
る
男
の
、
我
に
ダ
マ
レ
と
頻

シ
キ
リ

に
云
ヒ
し
ハ
、

老
僧
の
耳ミ

ヽ

ひ
き
立
て
き
ゝ
を
る
に
、
我
が
も
の
云
ふ
声
の

妨
サ
マ
タ
ゲ

と
な
れ
ば
な
り
け
り
。
さ
て
老
僧
の
か
く
言イ

フ

を
頼タ

ノ

み
に
、

な
ほ
帰カ

ヘ

し
給
ハ
れ
と
返カ

ヘ

す
〳
〵
言
ふ
に
、
並ナ

ミ

居ヰ

た
る
中
に
、

年
の
こ
ろ
五
十
歳
余
り
に
見
ゆ
る
人
と
、
二
十
四
五
歳
に

見
ゆ
る
人
と
並
び
た
り
し
が
、
五
十
歳
余
な
る
人
手
を
つ

き
て
、
是コ

レ

ハ
我ワ

レ

等ラ

が
ゆ
か
り
の
者
に
侍
れ
バ
、
い
か
で
返カ

ヘ

し
遣ヤ

リ

た
ま
へ
と
願
ひ
け
る
に
、
老
僧
我
に
、
さ
ら
バ
帰
る

べ
し
と
云
ふ
。
我
何ナ

ニ

と
し
て
、
独

ヒ
ト
リ

は
得エ

帰
ら
む
と
云
へ
バ
、

彼
ノ
伴
ひ
た
る
男
に
、
送
り
て
と
ら
せ
よ
と
云
ふ
に
、
彼

ノ
男
す
な
ハ
ち
我
を
引
た
て
ゝ
、
大オ

ホ

空ゾ
ラ

に
上ノ

ボ

り
た
る
ま
で

ハ
覚
え
た
れ
ど
、
其
後
ハ
し
ら
ず
と
ぞ
語
り
け
る
。
多
四

郎
が
母
ま
た
安
兵
衛
も
、
こ
の
事
を
き
ゝ
て
、
そ
の
五
十

歳
余
り
と
見
え
し
男
の
あ
り
け
る
形サ

容マ

を
委

ク
ハ
シ

く
尋
ね
て
、

大
き
に
驚
き
て
、
母
が
い
へ
る
ハ
、
今
よ
り
二
十
年
さ
き
、

寛
政
九
年
の
事
な
り
き
。
我
が
姉ア

ネ

聟ム
コ

な
る
萬
ツ
屋
万
右
衛

門
と
い
ふ
者
、
そ
の
頃コ

ロ

は
い
さ
ら
ご
台
町
と
い
ふ
所
に
住ス

ミ

き
。
す
な
は
ち
今
の
安
兵
衛
が
父
な
り
。
九
月
二
十
四
日

の
夕
つ
か
た
、
安
兵
衛
が
弟
に
藤
蔵
と
て
、
七
歳
な
り
け

る
子
を
連ツ

レ

て
、
芝
の
愛
宕
山
へ
詣

マ
ウ
デ

た
る
が
、
往ユ

ク

方ヘ

し
ら
ず

な
り
ぬ
。
銭
弐
百
文
よ
り
外
に
、
つ
ゆ
の
物
も
持
た
ず
出

た
る
に
、
幼

ヲ
サ
ナ

き
子
を
さ
へ
に
連ツ

レ

た
れ
バ
、
旅タ

ビ

に
出
べ
く
も

非
ざ
る
に
、
遂
に
帰
ら
ず
な
り
ぬ
。
其
ノ
後
巫ミ

コ

に
口
を
よ

せ
て
問ト

ヒ

け
る
に
、
今
ハ
二
人
と
も
、
人
の
得エ

見ミ

ざ
る
所
に

使ツ
カ

ハ
れ
て
帰
る
こ
と
叶
ハ
す
。
折ヲ

リ

く々
そ
な
た
の
人
々
を
見

れ
ど
も
、
詞
を
か
は
さ
ぬ
定サ

ダ

め
な
れ
バ
、
さ
て
在ア

る
な
り

と
云
へ
り
。
齢

ヨ
ハ
ヒ

の
ほ
ど
其
ノ
形ア

リ

容サ
マ

を
も
て
考
ふ
る
に
、
五

十
歳
余
か
と
見
つ
る
ハ
、
決キ

ハ

め
て
吾
兄
な
る
べ
し
。
ま
た

二
十
四
五
歳
と
見
え
し
ハ
、
藤
蔵
が
成オ

ト
ナ人

に
な
れ
る
な
る

べ
し
。
然シ

カ

ら
バ
多
四
郎
が
を
ぢ
と
、
い
と
こ
な
る
故
に
、

ゆ
か
り
の
者
と
ハ
云
へ
る
な
ら
む
と
云
へ
バ
、
人
々
も
殊コ

ト

に
い
た
く
驚
き
て
、
誠
に
其ソ

レ

な
る
べ
し
と
思
ひ
合
せ
け
り
。

さ
て
其
ノ
後
ハ
多
四
郎
、
龍
田
ノ
神
を
こ
と
に
信
じ
奉
り

て
、
一ヒ

ト

日ヒ

も
拝

ヲ
ガ
ミ

を
闕カ

ク

こ
と
な
し
と
ぞ
。
此コ

は
又
兵
衛
安
兵

衛
を
は
じ
め
、
其
ノ
時
の
事
を
、
目マ

の
あ
た
り
見
た
る
者

ど
も
の
、
委
し
く
語
る
を
、
な
ほ
反カ

ヘ

さ
へ
問ト

ヒ

証ア
カ

し
た
る
趣

オ
モ
ム
キ

な
り
。
さ
て
案
ふ
に
、
安
兵
衛
が
家
を
燈ト

モ
シ
ビ火

つ
く
る
頃コ

ロ

に

誘
イ
ザ
ナ

ハ
れ
出
て
、
行ユ

キ

つ
き
た
る
所
の
、
な
ほ
明ア

カ

か
り
し
と
云

へ
バ
、
百
里
余
り
ハ
西
に
あ
た
る
国
な
り
け
む
。
然シ

カ

る
を

江
戸
に
て
祈
れ
る
父
が
声
の
聞
え
た
り
と
云
フ
を
、
神
の

道
を
し
ら
ざ
る
人
ハ
、
い
と
有ア

ル

ま
じ
き
事
と
怪ア

ヤ

し
み
思
ふ

め
れ
ど
、
熟ヨ

く
神
の
道
の
理

コ
ト
ワ
リ

を
弁

ワ
キ
マ

へ
た
ら
む
人
ハ
、
奇ア

ヤ

し

と
ハ
思
は
ざ
ら
ま
し
。
正タ

ヾ

し
き
神
の
守
護
ま
し
て
、
御ミ

稜イ

威ツ

を
ふ
る
ひ
幸サ

チ

は
へ
給
ふ
に
ハ
、
妖マ

ガ

鬼モ
ノ

の
類

タ
グ
ヒ

の
恐オ

ヂ

怖オ
ソ

る
ゝ

こ
と
、
此
ノ
多
四
郎
が
一ヒ

ト

事コ
ト

を
も
て
も
証ア

カ

し
暁サ

ト

り
つ
べ
き

を
、
漢

カ
ラ
グ
ニ
ゴ
ヽ
ロ

国
意
に
化ウ

ツ

り
て
心

コ
ヽ
ロ
オ
ソ遅

き
輩

ト
モ
ガ
ラ

の
、
奇ア

ヤ

し
き
事
と
て
は

な
き
事
な
る
を
云
々
な
ど
、
例
の
青ア

ヲ

く々
し
き
見コ

ヽ
ロ識

も
て
論

ア
ゲ
ツ
ラ

は
む
か
し
。
凡ス

ベ

て
世
に
く
さ
〴
〵
聞キ

コ

ゆ
る
奇ア

ヤ

し
き
事
ど
も

に
、
信
ず
ま
じ
き
あ
り
。
信
ず
べ
き
あ
り
。
信
ず
ま
じ
き

を
信
ず
る
ハ
尋
常
の
人
な
り
。
信
ず
べ
き
を
信
ぜ
ざ
る
ハ

漢カ
ラ
グ
ニ
ゴ
ヽ
ロ

国
意
に
化ウ

ツ

れ
る
人
に
て
、
共
に
思

オ
モ
ヒ
ハ
カ
リ

慮
の
至
ら
ざ
る
な
り

け
り
。
然
れ
バ
此コ

レ

等ラ

の
事
ど
も
其
ノ
人
に
非
ざ
る
に
ハ
、

謾
ミ
ダ
リ

に
語
る
べ
か
ら
ぬ
事ワ

ザ

な
れ
ど
然サ

の
ミ
ハ
黙モ

ダ

止シ

が
た
く
て

な
む
。

　
文
政
六
癸
未
年
六
月
七
日
　
　
　
　
伊イ

ブ
キ
ノ
ヤ
ノ
ア
ロ
ジ

吹
舎
主
又
記

　

（
裏
表
紙
見
返
し
羽
田
野
敬
雄
の
貼
紙
は
省
略
）

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）

（
論
考
１
参
照
、
解
読

　
上
野
さ
だ
子
・
大
窪
俊
彦
・

　
髙
橋
國
夫
）
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７
「
上
京
日
記
　
上
・
下
」
（
抄
録
）

　
　
　
　
　
　
文
政
六
年
　
平
田
篤
胤

（
上
）

せ
ゝ
ら
き
に
　
く
も
を
起
し
て
　
飛
龍

の
　
雲
居
に
登
る
　
時
は
来

に
け
り
　
時
に
そ
あ
へ
る

　
　
文
政
六

未 癸
年
七
月
十
八
日
　
　
（
篤
胤
花
押
）

ま
た
　
飛
さ
か
る
雲
居
の
龍
よ

天
か
け
り
　
と
ほ
の

朝
廷
に
　
は
や
か
へ
り
こ
ね
　
と
く
か
へ
り
ま
せ

（
七
月
）

○
廿
二
日
　
ヒ
ル
七
時
前
出
立
、
品
川
村
田
屋
傳
左
衛
門

方
ニ
と
ま
る

（
八
月
）

○
六
日
　
五
半
時
過
キ
、
又
兵
へ
を
江
戸
氏
へ
手
紙
も
た

せ
遣
す
、
予
と
太
田
四
時
過
キ
出
立
、
大
津
宿
よ
り
大

雨
に
逢
ふ

　
　
○
心
あ
る
雨
に
も
あ
る
か
大
津
辺
に
旅
の

　
　
　
け
が
れ
を
洗
ひ
こ
そ
す
れ

　
　
○
や
よ
牛
よ
汝
の
ミ
行
か
牛
道
を

　
　
　
吾
を
も
う
し
と
人
ハ
い
ふ
を
や

　
さ
て
け
あ
げ
と
云
所
に
待
合
す
れ
バ
、
紅
吉
迎
ニ
来
ル
、

丹
後
ハ
家
内
を
つ
れ
て
、
但
馬
の
湯
へ
出
立
せ
る
由
也
故

ま
づ
吉
兵
へ
と
同
道
し
て
其
宿
に
至
る
、
弐
百
疋
出
す
、

河
村
・
湯
浅
恒
山
来
ル

○
七
日

　
半
雨
、
戒
屋
ヌ
テ
ノ
ヤ
〔
水
月
・
市
右
衛
門
な

ど
ニ
逢
ふ
〕
、
出
雲
寺
・
穂
井
田
誓
願
寺
ニ
居
す
持
明

院
ど
の
・
湯
浅
、
是
よ
り
湯
浅
同
道
に
て
下
賀
茂
社
吉

田
家
へ
行
く
、
帰
り
て
食
事
、
大
雨
あ
り
、
夜
に
入

り
湯
浅
方
へ
行
キ
、
同
道
ニ
て
冨
小
路
ど
の
へ
参
殿
、

色
々
御
馳
走
あ
り
、
真
顔
手
紙
、
開
題
記
、
ミ
は
し
ら
、

御
伝
記
、
金
弐
百
疋
上
る
、
藤
本
日
匠
へ
弐
朱
遣
す
、

夜
七
時
帰
る
、
太
田
へ
第
二
帙
遣
す
、
三
百
疋
か
ゝ
る
、

み
ノ
吉
へ
一
、
湯
浅
へ
一
、
天
神
紀
遣
す

○
八
日
　
雨
天
、
太
田
こ
と
く
ら
ま
口
国
や
し
き
へ
行
く
、

所
々
へ
の
手
紙
カ
ク
、
松
屋
よ
り
手
紙
・
花
子
を
こ
す
、

湯
浅
こ
と
冨
様
へ
御
礼
ニ
上
る

○
十
日
　
半
雨
、
太
田
ハ
御
や
し
き
へ
行
く
、
吉
兵
へ
を

よ
び
て
食
事
の
相
談
す
、
紅
吉
ハ
男
也
け
り
、
江
戸
・

小
原
・
す
ん
ぶ
・
ダ
テ
方
・
ほ
り
を
・
関
・
紀
ノ
国
石

井
氏
・
び
ぜ
ん
へ
手
紙
出
す
、
別
ニ
吉
田
殿
と
所
司
代

屋
し
き
へ
手
紙
遣
し
、
湯
浅
・
ヌ
テ
ノ
ヤ
・
箕
田
へ
使

遣
し
、
か
り
も
の
返
し
礼
を
い
ハ
す
、
吉
田
ど
の
山
田

宰
記
よ
り
返
書
来
る
、
暮
相
よ
り
ゆ
あ
さ
大
和
来
ル
、

銀
杏
（
鴨
脚
）
イ
セ
ノ
守
来
ル
ベ
シ
ト
也
、

○
十
三
日
　
大
雨
、
や
う
〳
〵
髪
結
、
昼
飯
後
よ
り
ヌ
テ

ノ
ヤ
へ
行
キ
、
再
生
記
を
と
り
〔
中
ツ
ネ
来
ル
〕
冨
様

へ
参
上
、
高
は
し
若
狭
守
ニ
初
対
面
〔
み
ヅ
シ
所
也
〕
、

湯
浅
同
道
也
、
吉
田
タ
マ
モ
ノ
花
子
持
参
、
御
茶
を
は

じ
め
色
々
御
馳
走
、
御
か
こ
ひ
ニ
て
也
、
〔
ア
ユ
タ
イ

ア
カ
イ
〕
、
夜
八
時
す
き
帰
る

　
細
ば
し
ら
し
こ
け
き
小
屋
の
く
た
れ
屋
を
ヌ
テ
ノ
ヤ
ト

シ
モ
い
ふ
ぞ
を
こ
な
る

○
十
八
日
〔
天
気
く
も
り
〕
、
昼
ま
へ
清
水
・
八
坂
・
安

井
等
へ
行
く
、
帰
れ
バ
向
日
神
社
神
主
六
人
部
縫
殿
是ヨ

シ

香カ

と
云
人
来
れ
り
、
廿
六
才
の
よ
し
、
父
ヲ
六
人
部
右

衛
門
節ト

キ

香カ

ト
て
、
衣
ノ
店
通
り
二
条
下
ル
処
、
始
ハ
ア

テ
ノ
宮
づ
き
円
乗
院
ト
云
、
当
時
大
宮
さ
ま
付
也
、
是

ハ
是
香
ガ
叔
母
に
て
実
ハ
実
母
也
ト
ぞ
、
今
日
湯
浅
方

へ
行
く
、
御
霊
祭
ニ
よ
り
て
招
き
也
、
種
々
馳
走
也
、

土
御
門
ど
の
雑
掌
学
頭
小
嶋
典
膳
ト
云
人
ニ
逢
ふ
、
仏

国
‥
‥
弁
蒙
作
者
也
、
石
見
国
よ
り
来
れ
る
渡
辺
要
人

と
か
云
人
も
来
れ
り
、

○
十
九
日
　
天
気
、
今
朝
腹
痛
ナ
リ
、
四
時
す
ぎ
直
る
、

昼
後
よ
り
出
宅
、
ま
づ
誓
願
寺
へ
行
キ
、
穂
井
田
并
ニ

方
丈
に
逢
ふ
、
西
山
流
の
本
寺
也
、
し
ば
ら
く
語
る
、

細
工
人
に
ア
フ
、
土
御
門
家
出
入
の
よ
し
、
夫
よ
り
衣

ノ
店
通
り
二
条
下
ル
処
六
人
部
氏
へ
行
く
、
留
守
也
、

弟
子
云
、
今
朝
よ
り
御
待
申
た
る
が
、
只
今
一
寸
出

た
り
と
云
、
よ
バ
ん
と
云
し
か
ど
、
帰
り
に
と
云
て
所

司
代
屋
し
き
吉
田
氏
へ
行
く
、
留
守
也
、
い
ひ
置
て
二

条
御
城
を
見
て
、
七
半
時
衣
店
に
来
れ
バ
、
右
衛
門
子

帰
り
居
れ
り
、
至
て
よ
き
人
か
つ
真
才
の
人
也
、
種
々

馳
走
、
鯉
の
す
い
も
の
、
茶
わ
ん
む
し
、
と
り
ざ
か
な
、

両
御
所
の
御
こ
ハ
め
し
な
ど
色
々
手
あ
つ
し
、
密
談
し

て
夜
四
時
す
き
帰
る
、
献
上
一
件
な
り
、
今
日
六
日
切

の
手
紙
出
す
、
又
兵
へ
供
待
ノ
間
ニ
行
く
、
廿
日
出
日

の
よ
し

○
廿
日
　
雨
ふ
る
、
又
兵
衛
を
河
南
儀
兵
へ
并
に
仕
立
や

へ
遣
す
、
江
戸
よ
り
十
日
出
八
日
切
の
手
紙
着
く
、
ま

づ
安
心
、
六
人
部
氏
に
見
す
る
書
を
案
文
す
、
夕
方
に

ふ
く
ろ
や
左
七
と
云
仕
立
や
来
ル
、
直
シ
の
こ
と
掛
合

遣
す
、
今
日
ハ
誰
も
来
ら
ず
〔
ミ
ノ
ヤ
ガ
天
狗
説
ナ
ホ

シ
ニ
カ
ヽ
ル
〕

○
廿
一
日

　
き
の
ふ
よ
り
大
雨
ふ
り
つ
ヾ
く
、
朝
よ
り
献
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上
本
の
丁
数
を
ア
ラ
タ
ム
ル
、
さ
て
昼
飯
後
よ
り
又
兵

衛
供
ニ
つ
れ
袋
屋
へ
本
持
参
、
能
々
た
の
ミ
、
夫
よ
り

湯
浅
へ
行
き
妻
に
紙
二
帖
遣
す
、
湯
浅
ハ
吾
が
許
へ
来

れ
る
由
に
て
留
守
也
、
是
よ
り
冨
小
路
様
へ
行
き
、
藤

本
と
逢
て
帰
ら
む
と
思
ふ
に
、
御
逢
可
被
成
と
の
事

に
て
、
羽
織
な
が
ら
見
へ
奉
る
、
御
か
こ
ひ
ニ
て
御
手

前
の
御
茶
被
下
、
そ
う
め
ん
の
御
馳
走
也
〔
カ
マ
ボ

コ
、
ア
ヲ
ミ
、
イ
モ
ガ
シ
ラ
入
ル
〕
、
献
上
の
密
談
申

上
、
種
々
御
咄
し
申
上
る
、
四
時
す
ぎ
御
暇
申
す
、
藤

本
へ
天
神
記
遣
す
、
夜
に
帰
り
ご
ろ
は
る
ゝ

○
廿
二
日
〔
天
気
少
々
ふ
る
〕
、
又
兵
へ
仕
立
や
へ
遣
す
、

書
林
の
奥
付
を
と
れ
と
云
遣
す
、
廿
五
日
ニ
出
来
と

也
、
夫
よ
り
六
人
部
へ
手
紙
遣
す
、
そ
ハ
冨
小
路
様
御

う
け
よ
ろ
し
き
故
に
、
ま
づ
六
人
べ
を
見
合
せ
ん
と
の

こ
と
也
、
返
事
来
ル
、
但
シ
ウ
タ
ヘ
ル
由
也
、
神
た
ち

事
あ
ら
し
め
給
ふ
な
、
子
共
へ
天
神
記
、
六
人
部
主
ニ

文
晁
画
盃
遣
す
、
八
時
に
吉
兵
へ
来
り
、
色
々
咄
し
の

所
へ
、
吉
田
ど
の
山
田
宰
記
よ
り
手
紙
ニ
て
、
旅
中
御

尋
の
由
に
て
、
壱
尺
五
六
寸
あ
る
鯛
と
生
大
ゑ
び
五
つ

贈
ら
る
、
礼
の
返
事
遣
す
、
使
に
百
文
と
ら
す
、
是
よ

り
七
時
ニ
ま
づ
中
庸
方
へ
右
の
肴
を
も
ち
行
て
相
談
し

て
、
土
山
へ
や
ら
ふ
か
冨
様
へ
か
と
云
へ
バ
、
余
り
善

す
ぎ
る
か
ら
冨
様
へ
や
れ
と
い
ふ
、
藤
本
へ
手
紙
か
き
、

時
候
御
き
げ
ん
伺
と
称
し
て
贈
る
、
返
事
来
ル
、
水
月

仕
度
し
置
て
飯
を
出
す
、
ま
た
う
で
豆
を
出
す
、
食
し

て
同
道
土
山
へ
行
く
、
出
が
け
に
千
楯
方
へ
酒
の
礼
に

よ
り
、
夫
よ
り
土
山
ニ
至
る
、
上
百
万
遍
屋
し
き
に
武

家
が
ま
へ
の
大
家
也
、
来
あ
へ
る
人
々
、
松
田
越
中
守
、

鴨イ
テ
ウ脚

イ
セ
ノ
守
、
山
田
阿
波
ノ
介
、
無
言
の
人
な
ど
也
、

種
々
義
論
雅
談
、
四
時
過
ニ
帰
る
、
老
人
水
月
四
条
通

り
ま
で
伴
ふ
て
わ
か
る
、
松
田
著
述
言
バ
の
直
路
、
土

山
著
述
千チ

ヾ
ノ一

言
二
巻
か
り
て
帰
る
、
水
月
が
よ
ろ
こ
び

ア
ハ
レ
也
、
此
老
人
長
ク
ハ
生
マ
イ
カ
ト
思
ハ
レ
テ
カ

ナ
シ
キ
コ
ト
に
思
ヒ
ツ
ヽ
カ
ヘ
ル
、
息
ヅ
カ
ヒ
ワ
ロ
シ
、

先
生
が
出
た
か
ら
オ
ノ
レ
ハ
死
ん
で
も
モ
ウ
ヨ
シ
と
云

て
ゐ
る
が
ア
ハ
レ
也

△
土
山
へ
行
く
道
ニ
て
湯
浅
カ
我
許
ニ
来
ら
ん
と
す
る
に

逢
ふ
、
今
日
白
川
様
上
レ
ル
コ
ト
ヲ
御
そ
ん
し
て
、
予

ガ
御
噂
ア
リ
シ
ト
ゾ
、
ア
ハ
レ

○
廿
三
日
　
天
気
ナ
リ
、
去
る
十
四
日
に
湯
に
入
れ
る
ま

ゝ
な
る
故
に
、
か
ら
だ
甚
く
さ
く
て
た
ま
ら
ず
、
拠
な

く
町
の
洗
湯
へ
行
く
、
女
十
七
八
人
、
男
二
人
ゐ
た
り
、

予
と
又
兵
と
男
四
人
な
り
、
よ
ミ
へ
行
た
る
こ
ゝ
ち
す
、

尤
も
上
り
に
水
あ
ミ
て
清
め
帰
る
、
ひ
る
飯
後
よ
り
吉

田
ど
の
へ
御
礼
に
出
る
、
紋
付
か
た
び
ら
上
下
な
り
、

三
本
入
扇
子
箱
台
付
持
参
、
水
谷
一
角
と
云
取
次
な
り
、

山
田
宰
記
方
へ
も
行
て
逢
ふ
、
何
の
こ
と
も
な
し
、
味

な
き
人
な
り
、
南
禅
寺
・
智
恩
院
を
見
て
、
七
時
に
帰

れ
ハ
、
大
和
と
六
人
部
右
衛
門
子
来
居
た
り
、
右
衛
門

子
円
乗
院
よ
り
の
手
紙
見
す
る
、
上
首
尾
ニ
て
冷
泉
様

廿
一
日
に
ぼ
ん
の
御
礼
ニ
而
被
罷
出
之
所
、
主
上
へ
直

に
申
上
た
れ
バ
、
早
々
献
上
せ
よ
と
の
勅
也
と
ア
リ
、

右
ニ
付
キ
色
々
相
談
、
酒
肴
飯
等
相
す
む
所
へ
、
水
月

来
ル
、
鴨
脚
へ
行
く
に
、
一
人
ハ
い
か
ゞ
案
じ
る
故
に
、

湯
浅
に
同
道
さ
せ
ん
と
の
事
な
り
、
さ
て
湯
浅
ハ
九
時

ニ
帰
る
、
六
人
部
・
水
月
の
こ
り
、
種
々
相
談
手
次
き
、

本
仕
立
等
の
こ
と
也
、
さ
て
学
問
談
ニ
及
ひ
、
夜
明
て

六
半
時
帰
る

○
廿
四
日

　
天
気
、
今
日
ひ
る
ね
也
、
又
平
ヲ
仕
立
へ
表

紙
付
る
こ
と
見
合
に
遣
、
四
時
ニ
六
人
部
弟
子
伊
藤
来

ル
、
昨
日
六
人
部
の
在
所
よ
り
妻
病
気
の
飛
脚
両
人

ツ
ヾ
け
来
れ
る
よ
し
、
是
ニ
付
右
衛
門
帰
る
と
直
に
立

た
る
よ
し
、
大
ま
ん
ぢ
う
三
ツ
、
よ
う
か
ん
一
さ
ほ
贈

ら
る
、
冨
様
へ
し
れ
ざ
る
様
と
の
由
急
の
使
な
り
、
昼

飯
後
ち
き
り
や
来
ル
、
カ
マ
ボ
コ
持
参
せ
り
、
イ
テ
ウ

感
心
之
よ
し
物
語
れ
り
と
そ
、
又
平
共
ニ
て
仕
立
や
へ

行
く
、
つ
い
で
に
紅
屋
へ
行
き
、
カ
マ
ボ
コ
遣
す
、
表

紙
以
の
外
わ
ろ
き
故
に
、
仕
立
や
よ
り
本
ど
も
持
帰
る
、

夜
に
入
り
湯
浅
来
ル
、
四
時
帰
る
、
丹
後
妻
宮
木
カ
ヘ

ル
、
吉
兵
ヘ
ム
カ
ヒ
に
行
た
り

○
廿
五
日
　
天
気
、
水
月
よ
り
心
付
の
手
紙
こ
す
、
又
平

つ
れ
て
、
ア
サ
宮
木
ニ
ア
フ
、
ミ
ノ
ヤ
へ
立
よ
り
出
雲

寺
へ
行
き
、
本
ど
も
と
り
番
頭
弁
蔵
ニ
仕
立
の
こ
と
相

談
、
明
日
朝
同
道
せ
ん
と
の
事
也
、
返
々
た
の
ミ
置
て

湯
浅
へ
行
キ
、
ひ
る
め
し
ふ
る
ま
ハ
れ
、
同
道
し
て
北

野
へ
参
り
、
上
乗
防
に
あ
ひ
、
洗
米
ミ
キ
な
ど
い
た
ゞ

き
伝
記
略
遣
す
約
束
也
、
平
野
へ
参
り
、
又
々
湯
浅
へ

帰
り
、
ま
た
夕
め
し
ふ
る
ま
ハ
れ
、
七
半
時
同
道
に
て

鴨
脚
イ
セ
ノ
守
方
へ
行
く
、
出
席
人
土
山
駿
州
、
上
カ

モ
松
田
越
中
介
、
鴨
脚
摂
津
守
、
越
中
守
伯
父
ト
、
北

大
路
下
総
守
、
南
大
路
大
和
守
、
山
本
雅
二
郎
其
外
両

三
人
な
り
、
帰
宅
す
れ
ハ
七
時
也
、
来
月
二
日
松
田
ニ

て
の
約
束
也
、
千
切
屋
始
め
下
人
十
六
七
人
ア
リ

△
二
帙
共
ニ
持
参
也
、
い
づ
も
じ
弁
蔵
、
仕
立
や
四
条
堀

川
下
ル
西
ニ
て
河
内
や
清
兵
へ
を
伴
ひ
来
ル
、
相
談
イ

タ
シ
遣
す

○
廿
六
日
〔
天
気
夕
大
雨
〕
、
今
朝
ミ
ノ
吉
来
り
、
昨
日
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山
ノ
上
の
怒
り
の
内
談
、
色
々
居
を
転
ず
る
相
談
也
、

宝
光
院
を
見
に
ゆ
く
、
か
さ
ず
と
の
こ
と
也
、
夜
ニ
な

ら
バ
山
ノ
神
行
べ
シ
と
の
こ
と
也
、
△
ひ
る
飯
後
に
備

前
国
志
賀
宇
右
衛
門
が
許
よ
り
手
紙
と
ゞ
く
、
是
非
に

ま
ち
居
よ
と
の
こ
と
也
、
是
よ
り
六
人
部
へ
行
く
、
右

衛
門
い
ま
だ
帰
ら
ず
、
さ
だ
も
な
き
由
也
、
弟
子
伊
藤  

賢
蔵
と
色
々
咄
し
、
其
内
弁
蔵
外
出
ニ
て
、
円
乗
院
を

り
よ
く
来
り
合
ひ
て
出
逢
ふ
、
よ
く
縫
殿
に
似
た
り
、

い
と
和
か
な
る
髪
切
な
り
、
う
し
ろ
帯
也
、
し
ひ
た
け

た
ぼ
、
ほ
そ
帯
、
も
よ
ふ
着
物
也
、
色
々
大
内
の
こ
と

尋
ぬ

　
　
仙
洞
御
后
大
宮
様
ハ
後
桃
園
帝
の
姫
宮
な
り
、
其
皇

子
ア
テ
ノ
宮
ニ
円
乗
院
御
も
り
に
付
て
〔
六
才
ニ
て
れ

い
り
也
〕
、
宮
薨
じ
給
ひ
、
後
に
尼
を
命
ぜ
ら
る
、
御

目
見
以
上
の
人
也
、
当
時
大
宮
付
也
、
大
宮
の
両
御
局

と
云
ハ
冷
泉
ど
の
〔
正
親
町
三
条
ど
の
ヒ
メ
也
、
五
十

余
り
、
正
親
町
三
条
ど
の
ハ
当
時
幼
少
也
〕
高
辻
ど

の
と
云
〔
廣
は
し
家
の
ヒ
メ
也
〕
、
筆
頭
第
一
ニ
て
表

へ
カ
ヽ
リ
、
武
家
ニ
も
此
二
人
ノ
局
あ
ひ
給
ふ
こ
と
也
、

仙
洞
様
の
御
局
頭
を
バ
御
上
廊
さ
ま
と
云
ふ
、
新
大
納

言
〔
ソ
ノ
様
ヒ
メ
子
〕
権
中
納
言
〔
ク
ワ
ン
ジ
ュ
寺
ノ

ヒ
メ
子
也
〕
、
小
侍
従
様
ハ
中
老
と
い
ふ
也

　
禁
庭
ニ
ハ
長
は
し
の
御
局
第
一
也
、
其
以
下
内
侍
方
色
々

　
禁
庭
さ
ま
御
学
問
ず
き
ニ
て
、
此
節
日
本
紀
御
校
合
也
、

夫
故
三
御
所
と
も
に
日
本
紀
ハ
ヤ
ル
と
ぞ
、
右
衛
門
佐

と
云
女
中
な
ど
、
す
め
ぬ
と
て
こ
ま
り
居
ら
る
ゝ
こ
と
、

冷
泉
さ
ま
ハ
殊
の
外
の
学
者
ニ
て
、
ど
ふ
ぞ
進
る
書
物

が
仮
名
付
な
れ
バ
よ
い
が
、
ミ
な
に
見
す
る
に
よ
い
も

の
を
と
て
居
給
ふ
由
也
、
大
宮
さ
ま
ハ
亥
の
御
年
ニ
て
、

今
年
四
十
五
才
ニ
な
り
給
ふ
と
ぞ
、
主
上
ハ
廿
六
才
ニ

な
ら
せ
給
ふ
と
ぞ
、
盆
の
御
礼
ニ
お
そ
く
出
給
ふ
由
を

と
へ
バ
、
御
さ
し
支
な
き
日
を
見
て
某
々
へ
被
仰
下
、

次
々
に
出
て
色
々
御
馳
走
い
た
ゞ
く
事
と
ぞ
、
三
御
所

御
タ
ガ
ヒ
也
（
略
）

○
廿
七
日
　
ク
モ
リ
、
又
平
を
仕
立
や
へ
仕
立
本
手
紙
も

た
せ
遣
す
、
六
人
部
氏
へ
よ
せ
る
二
ツ
の
入
れ
も
の
返

す
、
い
ま
だ
か
え
ら
ず
ト
□
、
円
乗
院
ト
賢
蔵
ト
同
道
、

在
所
へ
行
た
る
と
ぞ
、
湯
浅
来
る
、
講
談
き
け
る
人
々

み
な
感
心
の
よ
し
、
千
切
や
其
夜
よ
り
神
参
け
い
に
ま

ハ
り
て
、
未
帰
ら
ず
と
ぞ
、
賢
蔵
来
ル
、
今
日
途
ま
で

行
た
る
に
先
よ
り
人
来
れ
り
、
夫
に
円
乗
院
を
託
し
遣

す
、
途
よ
り
帰
る
、
明
日
右
衛
門
ぬ
ひ
同
道
に
て
帰
る

よ
し
、
病
人
も
よ
き
故
に
案
じ
給
ふ
な
と
い
ひ
遣
せ
た

り
、
湯
浅
、
ミ
ノ
吉
、
賢
蔵
、
又
平
を
つ
れ
て
宿
見
に

出
る
、
遅
く
て
見
当
ら
ず

（
下
）

（
八
月
）

○
廿
八
日
　
雲
気
也
、
（
中
略
）
又
平
を
宿
見
に
出
す
、

相
応
の
所
な
し
と
て
帰
る
、
表
紙
屋
よ
り
外
題
も
ち
来

り
、
た
ち
合
せ
の
こ
と
談
じ
に
手
代
来
ル
、
水
月
も
来

ル
、
近
藤
ト
婦
ニ
千
楯
が
底
入
の
は
な
し
色
々
あ
り
、

七
時
過
よ
り
水
月
と
伴
ひ
又
兵
を
つ
れ
ず
出
て
、
水
月

立
て
よ
れ
と
云
故
に
よ
れ
バ
、
飯
を
ふ
る
ま
ふ
、
是
よ

り
ち
や
う
ち
ん
に
水
月
と
共
六
人
部
へ
行
け
バ
、
二
人

共
に
帰
り
を
れ
り
、
縫
殿
ふ
ミ
抜
し
て
出
か
ね
た
る
由

也
、
是
よ
り
使
を
や
り
て
中
嶋
文
吉
を
よ
ぶ
、
棕
軒
と

云
よ
し
、
外
題
か
く
こ
と
頼
む
、
ま
た
筥
を
二
ツ
、
さ

し
物
を
よ
び
て
右
衛
門
子
た
の
む
、
一
ツ
十
匁
ヅ
ヽ
の

よ
し
、
明
日
夜
四
時
ま
で
に
出
来
の
約
束
也
、
是
よ

り
酒
飯
を
出
し
て
雅
談
ニ
て
、
水
月
・
中
嶋
八
時
に
帰

る
、
立
て
と
ま
れ
と
云
故
に
と
ま
る
、
ね
た
る
ハ
七
時

過
也
、
湯
浅
が
来
れ
る
よ
し
、
二
日
か
間
ミ
ノ
吉
ニ
ア

ハ
ズ
、
今
日
思
ふ
旨
あ
り
て
、
乀
う
ご
ろ
も
ち
か
き
つ

か
ミ
た
る
屎
と
び
が
そ
ら
と
ぶ
わ
し
に
心
こ
そ
お
け

○
廿
九
日
　
天
気
、
今
日
ハ
天
恩
日
な
る
故
に
、
ま
づ
上

て
朔
日
も
天
恩
日
な
る
故
に
、
ま
づ
上
て
朔
日
も
天
恩

な
る
故
に
上
り
度
と
思
ふ
よ
り
い
そ
ぎ
た
り
、
今
日
四

時
に
又
平
む
か
ひ
に
来
ル
、
つ
れ
て
九
時
に
帰
り
、
飯

く
ひ
て
七
時
過
ま
で
ね
る
、

　
起
て
又
平
つ
れ
、
冷
泉
様
へ
上
る
み
は
し
ら
・
開
題
記

も
ち
て
六
人
部
へ
ゆ
け
バ
外
題
出
来
て
あ
り
、
但
シ
十

ま
い
計
り
書
損
シ
た
り
、
六
人
部
氏
大
さ
わ
ぎ
に
て
、

ぬ
め
を
か
ひ
、
う
ら
う
ち
た
ち
合
せ
た
り
と
ぞ
、
気
の

毒
な
り
、
よ
く
出
来
た
り
、
又
平
に
外
題
を
も
た
せ
て

仕
立
屋
へ
や
る
、
さ
て
ア
ス
の
献
上
ハ
御
上
に
御
さ
し

支
あ
る
故
に
、
二
三
日
の
び
る
由
六
人
部
語
る
、
是
よ

り
一
人
水
月
へ
行
く
、
近
藤
吉
左
衛
門
が
様
子
を
き
か

ん
と
也
、
近
藤
風
邪
に
て
延
た
り
と
ぞ
、
水
月
方
に
辻

土
佐
守
と
云
蘭
学
者
来
り
を
れ
り
、
か
ね
て
石
井
傳
左

衛
門
と
懇
志
の
人
ニ
て
、
子
を
安
芸
守
と
云
フ
、
ま
た

小
嶋
典
膳
と
も
懇
志
ニ
て
、
予
が
事
ハ
委
く
き
ゝ
し
れ

り
と
云
、
至
て
よ
き
人
と
見
ゆ
、
寅
吉
が
こ
と
色
々
た

づ
ぬ
、
早
々
に
し
て
帰
る
、
ま
た
馳
走
ニ
な
ら
む
事
を

恐
れ
て
也
、
水
月
云
、
ま
づ
店
を
か
り
る
こ
と
見
合
せ

よ
と
の
こ
と
也
、
又
平
五
時
過
に
帰
る
、
ア
ス
四
時
に

仕
立
や
よ
り
も
ち
来
る
と
の
事
な
り
、
今
夜
山
神
色
々
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の
咄
し
あ
り

九
月
　
朔
日
　
夜
よ
り
大
雨
な
り
〔
夕
方
よ
り
ハ
ル
ヽ
〕
、
　

今
朝
ま
ど
よ
り
見
れ
バ
、
ぎ
を
ん
へ
参
詣
多
し
、
ミ
な

帰
り
に
松
と
さ
か
き
を
か
ひ
て
帰
る
体
也
、
若
狭
小
だ

い
の
焼
物
に
て
飯
く
ふ
、
又
平
ゆ
ふ
べ
か
ひ
て
帰
れ
り

と
ぞ
、
序
文
草
稿
真
字
ニ
う
つ
す
、
少
し
の
こ
る
、
仕

立
や
よ
り
本
出
来
も
ち
来
ル
、
い
と
よ
く
出
来
た
り
、

然
る
に
並
よ
り
三
分
小
さ
く
な
る
と
、
先
日
人
を
こ
し

て
申
せ
る
故
に
、
其
心
得
ニ
て
筥
を
あ
つ
ら
へ
た
る
所
、

一
分
ば
か
り
な
ら
で
つ
ま
ら
ず
、
然
れ
ハ
筥
間
に
あ
ふ

ま
じ
と
大
心
配
、
ひ
る
飯
後
右
出
来
本
二
部
、
外
ニ
冨

小
路
様
へ
の
成
文
・
徴
を
も
持
参
、
又
平
共
に
て
出
て
、

ま
づ
水
月
庵
へ
立
よ
る
、
そ
ハ
必
今
日
我
が
方
へ
来
る

由
と
め
て
我
来
む
と
云
て
、
昨
日
帰
り
つ
れ
バ
也
、
近

藤
吉
左
衛
門
、
大
は
し
九
右
衛
門
が
咄
也
、
水
月
か
所

に
我
を
お
き
て
両
人
に
て
饗
応
せ
ん
と
の
こ
と
也
、
水

月
心
配
云
ば
か
り
な
し
、
紅
吉
と
相
談
の
上
挨
拶
に
及

バ
ん
と
云
て
別
れ
、
是
よ
り
六
人
部
へ
行
け
バ
筥
出
来

て
あ
り
、
ま
づ
う
ち
よ
り
本
を
い
れ
て
見
る
に
妙
に
入

た
り
、
大
安
心
、
是
非
に
今
日
ハ
日
が
よ
き
故
に
上
て

給
ハ
れ
と
云
へ
バ
、
六
人
部
親
子
大
に
承
知
、
両
人

の
心
配
云
ば
か
り
な
く
、
ま
づ
壱
両
あ
づ
け
お
く
、
右

衛
門
連
て
冨
様
へ
も
今
日
出
せ
と
云
ふ
、
是
よ
り
出
て

冨
様
へ
ゆ
け
バ
、
御
客
来
ニ
て
御
書
院
に
て
御
逢
あ

り
、
ま
づ
成
文
の
一
帙
を
さ
し
上
る
、
御
悦
也
、
次
に

仙
洞
献
上
の
御
本
を
出
せ
ハ
、
御
手
水
を
御
つ
か
ひ
ニ

て
御
う
け
取
被
成
、
御
ま
ん
ぞ
く
至
極
也
、
さ
て
先
日

は
女
房
奉
書
ハ
相
来
ら
ぬ
よ
し
申
た
な
れ
ど
も
勘
弁
し

た
る
所
、
出
来
よ
し
と
の
こ
と
也
、
さ
れ
ど
余
り
世
に

ひ
ろ
く
し
れ
ぬ
様
、
か
つ
関
東
の
察
を
恐
れ
給
ふ
よ
し
、

返
々
返
々
御
し
ん
し
ゃ
く
也
、
さ
て
ま
た
序
文
の
こ
と

申
た
れ
バ
、
此
節
殊
の
外
に
繁
多
故
、
其
方
の
こ
と
を

そ
な
た
が
ほ
こ
る
ハ
書
に
く
か
る
べ
け
れ
ど
、
遠
慮
な

く
存
分
に
し
た
ゝ
め
来
れ
と
の
御
事
也
、
大
内
わ
た
り
、

苦
し
か
ら
ず
と
の
御
事
也
、
此
事
す
ミ
て
御
暇
申
せ
バ
、

只
今
客
来
な
れ
ど
も
押
付
帰
る
故
に
、
い
づ
こ
へ
か
行

な
ら
バ
帰
り
に
是
非
よ
れ
と
の
御
事
な
り
、
ま
た
再
生

記
を
仙
洞
様
・
女
房
衆
ま
で
差
出
し
置
た
り
、
そ
な
た

の
事
を
上
に
聞
え
上
む
と
の
心
也
と
宣
へ
り
、
御
暇
申

て
湯
浅
へ
ゆ
け
バ
日
く
れ
た
り
、
橋
元
安
芸
と
云
人
来

り
居
た
り
、
よ
さ
そ
う
な
人
也
、
非
蔵
人
を
つ
と
め
て

冨
小
路
様
と
相
番
に
な
り
て
懇
志
、
宮
中
ニ
て
君
を
し

ら
ぬ
人
な
し
と
噂
也
、
再
生
記
の
こ
と
、
寅
吉
が
こ
と
、

岩
笛
の
こ
と
も
宮
中
ニ
て
き
く
、
又
講
釈
の
妙
な
る
こ

と
も
聞
た
り
と
の
こ
と
也
、
湯
浅
と
盛
に
噂
の
所
へ
お

も
ほ
え
ず
行
た
る
故
に
大
悦
の
様
子
也
、
さ
て
食
事
を

達
て
す
ゝ
む
る
を
辞
し
て
、
ち
や
う
ち
ん
を
か
り
て
出

て
、
道
よ
り
又
平
ハ
六
人
部
へ
ま
い
る
、
ひ
る
あ
づ
け

置
た
る
柳
ご
り
・
か
ら
か
さ
を
取
ら
ん
と
也
、
予
一
人

帰
る
、
初
夜
半
な
る
べ
し
（
略
）

○
二
日
　
天
気
也
、
今
夕
松
田
へ
行
く
心
組
の
所
、
五
時

に
水
月
庵
よ
り
尼
を
使
に
て
密
書
来
ル
、
是
に
よ
り
て

松
田
へ
ハ
行
ま
じ
き
心
組
な
り
、
湯
浅
へ
手
紙
遣
し
断

ハ
る
、
然
る
所
ゆ
あ
さ
よ
り
断
ハ
る
こ
と
気
の
ど
く
の

由
ニ
て
、
鴨
脚
イ
セ
ノ
守
へ
、
又
平
ニ
手
紙
も
た
せ
遣

し
、
イ
セ
よ
り
松
田
へ
断
り
や
る
、
又
平
行
く
、
然
る

所
松
田
留
守
故
、
状
を
と
な
り
へ
頼
ミ
来
れ
り
と
ぞ
、

今
日
志
賀
と
業
合
右
仲
着
く
、
三
条
大
は
し
〔
津
国
や

東
南
が
ハ
〕
と
い
ふ
宿
方
に
宿
る
よ
し
也
、
小
谷
真
蔵

清
遠
と
云
人
と
り
次
入
門
、
弐
百
疋
た
す
、
業
合
と
両

人
之
う
け
ひ
持
参
也
、
な
り
合
肴
代
二
朱
也
、
業
合
ハ

疑
な
く
物
に
な
る
男
也
、
三
十
三
才
の
よ
し
、
真
蔵
と

云
ハ
五
十
才
余
に
て
、
オ
フ
郡
土
戸
八
幡
宮
の
神
ぬ
し

の
由
也
、
さ
て
ミ
ノ
吉
ま
た
公
事
出
来
て
断
の
手
紙

た
す
、
湯
を
立
置
た
れ
バ
早
く
来
り
給
へ
と
両
度
使
也
、

業
合
と
志
賀
と
留
守
に
置
て
ゆ
く
、
色
々
其
咄
を
父
と

妻
よ
り
き
く
、
今
夜
丹
後
帰
る
、
一
寸
逢
、
な
り
合
・

志
賀
ハ
宿
へ
ゆ
く
、
右
の
仕
合
故
、
今
日
も
宿
見
に
出

ず
、
さ
て
今
日
よ
り
序
文
草
稿
に
か
ゝ
る
、
今
日
紀
国

石
井
氏
よ
り
返
書
来
ル
、
辻
あ
キ
守
・
山
田
伊
豆
・
木

村
太
兵
へ
尉
へ
の
手
紙
ト
ヾ
ケ
を
申
来
ル
、
皆
予
が
こ

と
の
由
也

○
三
日
　
天
気
也
、
前
夜
大
雨
な
り
、
序
文
清
書
す
、
夕

八
半
時
よ
り
業
合
・
志
賀
来
ル
、
又
平
を
も
つ
れ
て
、

安
井
、
大
仏
、
三
十
三
軒
堂
、
両
本
願
寺
を
見
て
東
寺

観
智
院
へ
行
く
、
院
主
ハ
病
気
に
て
相
ず
、
雑
掌
四
五

日
ヲ
オ
キ
テ
来
レ
ト
也
、
岡
本
出
雲
法
橋
出
合
ふ
、
ず

ん
と
落
付
た
る
法
師
ニ
て
わ
き
ざ
し
に
て
逢
ふ
、
中

山
平
四
郎
、
ツ
ガ
ル
ヤ
奥
田
伴
な
ど
が
こ
と
委
く
知
れ

り
、
東
宮
切
韻
、
交
替
式
、
山
家
要
略
の
こ
と
頼
ミ
帰

ル
（
略
）

○
八
日
　
天
気
也
、
朝
飯
後
よ
り
業
相
ば
か
り
連
て
、
六

人
部
へ
行
く
、
縫
殿
い
ま
だ
帰
ら
ず
、
右
衛
門
と
近
付

に
し
て
帰
る
、
冷
泉
様
銀
を
受
給
ハ
ず
と
の
咄
し
、
ま

た
女
房
奉
書
ハ
六
ヶ
し
け
れ
ど
、
考
へ
見
む
と
の
御
こ

と
也
と
ぞ
（
略
）

○
九
日

　
天
気
、
早
朝
に
志
賀
来
ル
、
今
日
愛
宕
参
り
の
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約
し
た
れ
バ
也
、
然
れ
ど
も
昨
夜
の
手
紙
に
よ
り
て
、

大
坂
へ
飛
脚
に
た
の
む
、
又
平
紋
付
取
に
行
く
、
出
来

た
り
、
当
今
様
千
鳥
の
御
製
、
村
千
鳥
声
う
ち
む
れ
て

む
れ
来
る
ハ
沖
の
小
嶋
に
波
た
つ
ら
し
も

　
湯
浅
妻
に
髪
ゆ
ひ
も
ら
ひ
に
行
く
、
く
れ
相
に
帰
る
、

冨
小
路
様
よ
り
御
花
子
下
さ
る
、
ミ
ノ
吉
節
句
礼
に
来

ル
○
十
日
　
く
も
り
　
水
月
・
六
人
部
へ
長
手
紙
遣
し
冨
様

よ
り
頂
戴
の
花
子
遣
す
、
六
人
部
よ
り
の
し
め
か
り
る
、

冨
様
参
上
、
ひ
る
御
留
守
也
、
夫
よ
り
湯
浅
へ
行
き
初

夜
頃
ニ
又
参
る
、
御
逢
ま
た
〳
〵
色
々
御
馳
走
、
仙
洞

様
い
た
く
喜
び
給
へ
る
也
、
そ
な
た
の
噂
高
し
と
御
咄

し
也
、
冷
泉
様
よ
り
冨
様
御
姉
様
を
以
て
、
予
が
書
献

上
し
て
も
よ
か
ら
ん
か
と
、
御
尋
な
さ
れ
候
也
、
さ
て

序
文
稿
さ
し
出
す
、
御
喜
び
也

●
十
八
日
　
終
日
雨
天
、
夕
方
ハ
る
ゝ
、
ひ
る
飯
後
よ
り

山
崎
帯
刀
来
ル
、
初
夜
頃
帰
る
、
江
戸
よ
り
書
物
・
封

物
・
書
状
来
ル
、
九
時
な
る
べ
し
、
石
川
書
面
を
山
崎

と
丹
後
と
写
す
、
早
速
冨
小
路
様
へ
二
通
共
に
御
覧
に

入
れ
、
か
つ
御
催
促
申
候
所
、
御
返
事
来
ル
、
御
序
文

出
来
な
れ
ハ
明
日
取
ニ
来
れ
と
也
、
御
奉
書
ハ
一
両
日

ノ
中
ニ
埒
明
べ
し
と
申
越
さ
る
、
吉
兵
へ
平
茸
を
持
参

ニ
て
料
理
也
、
九
時
ニ
帰
る
、
ひ
る
も
朝
よ
り
来
て
長

談
、
昨
日
六
人
部
行
て
頼
め
る
事
を
云
ひ
ニ
来
れ
る
也
、

真
の
入
門
せ
ん
と
の
事
也

●
十
九
日

　
天
気
也
、
吉
田
へ
手
紙
も
た
せ
遣
す
、
尤
催

促
な
り
、
廿
日
廿
一
日
両
日
遠
足
の
よ
し
申
遣
す
、
返

事
来
ル
、
ミ
ノ
吉
朝
よ
り
来
て
憶
良
哥
抜
書
す
、
六
人

部
来
て
江
戸
よ
り
の
書
状
う
つ
す
、
イ
テ
ウ
イ
セ
の
守

来
ル
、
杉
原
と
寒
雪
と
う
持
参
、
廿
六
日
に
南
大
路
へ

請
持
也
、
六
人
部
と
近
付
ニ
な
る
、
長
談
ア
り
、
六
人

部
と
向
明
神
へ
行
く
約
束
也
、
今
日
主
人
ひ
る
後
よ
り

他
出
也
、
く
れ
よ
り
冨
小
路
様
へ
行
き
御
序
文
い
た
ゞ

き
、
道
に
て
御
目
ニ
懸
ル
、
夜
に
入
れ
り
、
六
人
部
へ

行
き
見
せ
、
夫
よ
り
水
月
へ
行
て
見
す
る

○
廿
二
日
　
く
も
り
也
、
四
時
に
出
立
也
、
円
乗
院
よ
り

肘
掛
、
女
紙
入
と
た
ば
こ
入
賜
ふ
、
娘
へ
と
て
也
、
途

ニ
て
右
衛
門
宅
よ
り
の
飛
脚
に
逢
ふ
、
右
衛
門
熱
病
の

よ
し
也
、
い
そ
ぎ
帰
る
、
東
寺
の
空
海
堂
、
清
涼
殿
也

と
云
故
に
見
る
、
一
条
天
神
、
菅
神
降
誕
の
天
神
を
拝

す
、
四
条
末
よ
り
六
人
部
に
わ
か
れ
又
平
を
水
月
へ
よ

せ
て
様
子
を
き
か
せ
、
一
人
帰
ル
、
ミ
ノ
吉
へ
よ
れ

バ
病
て
床
ニ
あ
り
、
妻
云
、
き
の
ふ
湯
浅
来
れ
り
と
ぞ
、

そ
ハ
今
日
御
神
楽
拝
見
の
事
な
り
、
宿
ニ
帰
れ
バ
九
半

す
ぎ
也
、
食
事
し
ば
し
休
ミ
て
七
時
前
よ
り
冨
小
路
様

へ
行
く
、
千
匹
御
礼
持
参
、
藤
本
へ
弐
朱
遣
す
、
ま
つ

〳
〵
喜
べ
り
、
櫛
笥
右
中
将
殿
御
供
雑
色
と
な
り
て
御

神
楽
拝
見
、
主
上
出
御
な
し
、
是
に
依
て
四
時
く
し

げ
殿
へ
帰
り
、
冨
様
へ
行
け
バ
御
待
兼
の
由
ニ
て
御
逢
、

寒
か
ら
ん
と
思
ひ
て
酒
を
用
意
し
た
り
と
て
御
馳
走
い

た
ゞ
く
、
御
花
押
と
ゞ
く
、
哥
道
御
破
門
の
意
味
合
御

咄
し
あ
り
、
立
入
が
悪
行
、
廣
橋
が
悪
行
、
阿
波
介
が

予
ヲ
そ
し
れ
る
こ
と
等
の
御
心
付
ア
リ
、
丹
さ
く
の
こ

と
を
願
ひ
置
て
帰
る
、
時
ハ
九
時
也
、
迎
来
ら
ず
、
ち

や
う
ち
ん
か
り
て
湯
浅
へ
行
く
、
既
に
寝
た
る
が
お
き

て
語
る
、
茶
漬
を
出
す
、
八
時
す
ぎ
に
帰
せ
バ
七
時
に

宿
に
入
ル
、
今
日
丹
後
よ
り
本
代
ト
ル

○
廿
三
日

　
天
気
也
、
志
賀
来
ル
、
上
田
宗
兵
衛
、
吾
を

招
待
せ
ん
と
也
、
晩
に
行
く
べ
き
由
約
し
て
帰
す
、
ミ

ノ
吉
来
り
、
御
序
文
写
す
、
歯
い
た
ミ
終
日
ね
る
、
又

平
を
六
人
部
へ
様
子
尋
ね
に
遣
す
、
夜
に
入
り
志
賀
同

道
に
て
上
田
へ
行
く
、
息
子
を
宗
五
郎
と
云
、
九
時
か

へ
る

○
廿
五
日
　
天
気
也
、
丹
後
子
ニ
髪
月
代
し
て
も
ら
ひ
湯

に
入
り
ミ
ノ
吉
へ
よ
り
わ
さ
び
七
本
遣
し
、
水
月
へ
行

て
見
、
夫
よ
り
六
人
部
へ
ゆ
き
、
様
子
を
き
ゝ
、
昼
飯

し
て
土
山
へ
行
き
、
物
語
り
す
る
所
へ
湯
浅
、
冨
小
路

様
よ
り
の
御
手
紙
持
参
也
、
四
時
す
ぎ
に
帰
る
、
六
人

部
へ
わ
さ
び
弐
本
遣
す

○
廿
六
日
　
天
気
也
、
昼
飯
後
出
宅
、
上
田
へ
よ
り
日
野

様
よ
り
召
れ
の
こ
と
故
大
人
様
ノ
コ
ト
ナ
ド
也
、
東
坊

城
の
こ
と
な
ど
頼
ミ
、
土
山
へ
開
題
記
・
成
文
ニ
手
紙

添
て
遣
し
、
神
拝
式
、
江
戸
絵
進
物
す
、
返
事
来
ル

　
冨
様
へ
わ
さ
び
十
一
本
・
屋
代
扇
子
・
た
ん
さ
く
二
枚

上
る
、
外
ニ
丹
さ
く
十
枚
上
ケ
お
く
、
昨
日
の
御
礼
、

御
門
玄
関
に
て
申
お
く
こ
と
、
是
よ
り
湯
浅
へ
よ
り
、

同
道
ニ
て
下
賀
茂
南
大
路
へ
行
く
、
心
一
ぱ
い
の
馳
走

也
、
内
方
も
出
逢
ふ
〔
タ
イ
、
ム
ク
ド
リ
、
カ
キ
、
ヒ

ト
ツ
マ
ツ
竹
〕
、
夜
九
時
か
へ
る
、
始
終
御
祖
社
の
こ

と
の
頼
ミ
也
、
カ
モ
川
石
の
す
ゞ
り
く
れ
る
也
、
留
守

へ
吉
田
太
左
衛
門
・
志
賀
宇
右
衛
門
来
れ
り
と
ぞ

○
十
月
一
日
　
夜
よ
り
雨
天
也
、
ミ
ノ
吉
ヲ
招
キ
の
手
紙
、

六
人
部
へ
近
日
出
立
の
手
紙
、
出
雲
寺
へ
払
ひ
、
山
崎

帯
刀
へ
本
屋
の
所
き
く
ニ
、
水
月
へ
途
中
の
書
付
・
の

り
と
も
ら
ひ
ニ
遣
す
、
冨
小
路
様
へ
丹
さ
く
の
催
促
ニ

遣
す
、
六
人
部
よ
り
並
河
帯
刀
手
紙
・
進
物
来
ル
、
水

月
よ
り
尼
使
ニ
来
ル
、
ミ
ノ
吉
丹
後
へ
水
の
伝
受
也
、
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山
崎
帯
刀
来
ル
、
御
神
号
の
す
り
も
の
か
し
遣
す
、
神

拝
式
や
る

○
四
日
く
も
り
也
、
今
日
九
時
に
穂
井
田
帰
る
、
出
雲
寺

来
ル
、
花
子
持
参
也
、
今
夜
冨
小
路
様
へ
参
上
、
九
時

御
暇
乞
申
す
、
帰
り
に
湯
浅
へ
ゆ
き
て
五
日
季
鷹
会
へ

出
席
の
こ
と
断
ハ
る
、
湯
浅
き
か
ず
、
留
守
の
内
に
水

月
来
れ
り
と
云
フ
、
其
わ
け
ハ
会
の
こ
と
也

　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）

　
　
　
　
　
（
調
査
報
告
⑥
参
照
、
解
読
　
鈴
木
淳
世
）

８
　
甲
子
夜
話
　
巻
二
十
七
　
　
　
　
松
浦
静
山

○
こ
の
頃
生
れ
替
り
て
こ
の
世
に
來
れ
る
小
兒
と
人
の
云

は
や
す
こ
と
あ
り
。

文
政
六
癸
未
年
四
月
多
門
傳
八
郎
知
行
所
百
姓
之
忰
生

替
り
前
世
之
事
共
覺
居
物
語
致
候
奇
談
所
々
専
之
風
説

故
右
百
姓
親
子
共
傳
八
郎
方
ゑ
呼
出
相
糺
候
所
相
違
無

レ

之
未
曾
有
之
珍
事
故
同
人
組
頭
衆
迄
耳
打
申
達
候
書

付
寫

私
知
行
所
武
州
多
摩
郡
中
野
村
百
姓
源
蔵
忰
勝
五
郎
去
午

年
八
歳
に
て
秋
中
よ
り
同
人
姉
に
向
前
世
生
替
之
始
未
相

咄
候
得
共
小
兒
之
物
語
故
取
用
不
レ

申
度
々
右
様
之
咄
申

候
に
付
不
思
議
成
儀
に
存
姉
儀
父
母
ゑ
相
咄
侯
て
昨
年
十

二
月
中
改
て
父
源
蔵
よ
り
勝
五
郎
ゑ
相
尋
候
處
前
世
父
者

同
国
同
郡
小
宮
領
程
窪
村
百
姓
久
兵
衛
と
申
者
之
忰
に
て

藤
蔵
と
申
自
分
二
歳
之
節
久
兵
衛
儀
者
病
死
仕
侯
間
母
ゑ

後
家
入
に
て
半
四
郎
と
申
者
後
之
父
に
相
成
居
侯
處
右
藤

蔵
儀
六
歳
之
時
疱
瘡
に
て
病
死
仕
夫
よ
り
右
源
蔵
方
ゑ
生

替
申
候
由
相
答
難
二

取
用
一

筋
に
者
有
レ

之
候
得
共
委
敷
慥

成
事
共
申
候
に
付
村
役
人
ゑ
も
申
出
得
と
相
糺
候
處
世
上

取
沙
汰
仕
候
儀
故
程
窪
村
半
四
郎
方
に
て
も
沙
汰
及
レ

承

同
人
儀
知
行
所
源
蔵
方
ゑ
尋
参
り
候
故
相
糺
候
處
小
兒
勝

五
郎
申
候
通
相
違
無
レ

之
前
世
父
母
面
軆
其
外
住
居
等
も

相
咄
申
候
に
付
程
窪
村
半
四
郎
方
へ
小
兒
召
連
候
處
是
又

少
も
違
無
レ

之
家
内
に
對
面
爲
レ

致
候
處
先
年
六
歳
に
て

病
死
仕
候
藤
蔵
に
似
合
候
小
兒
に
有
レ

之
其
後
当
春
迄
に

折
々
懇
意
に
仕
候
内
近
村
え
も
相
知
申
候
哉
此
節
者
日
々

右
勝
五
郎
を
見
物
に
所
々
よ
り
參
り
候
者
有
レ

之
候
に
付

知
行
所
よ
り
訴
出
候
間
源
蔵
勝
五
郎
呼
出
相
糺
申
候
處
右

之
通
兩
人
も
相
答
申
候
尤
折
々
世
上
に
て
取
沙
汰
仕
候
間

難
二

取
用
一

筋
に
は
御
座
候
得
共
御
内
々
此
段
御
耳
打
申

上
候
以
上

　
　
　
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
門
傳
八
郎

前
世
疱
瘡
に
て
相
煩
候
節
田
舎
之
儀
殊
に
貧
窮
の
百
姓
之

事
故
薬
用
も
不
レ

致
病
死
致
し
候
由
尤
父
は
随
分
勞
り
遣

し
候
由
葬
送
之
節
瓶
え
入
棺
え
入
葬
侯
節
者
棺
之
上
え
あ

が
り
見
物
い
た
し
居
、
瓶
計
埋
候
由
夫
よ
り
大
造
成
廣
野

原
え
出
候
へ
ば
此
所
に
地
蔵
菩
薩
幷
老
人
罷
在
出
合
、
兩

人
に
て
所
々
連
歩
行
四
季
之
草
花
有
レ

之
山
谷
海
川
絶
景

言
語
に
難
レ

及
所
所
連
歩
行
見
物
致
さ
せ
扨
三
ヶ
年
過
最

早
生
れ
替
ら
せ
可
レ

申
拾
六
歳
に
相
成
候
は
ヾ
亦
々
此
方

へ
立
戻
可
レ

申
夫
迄
生
替
居
可
レ

申
為
二

申
聞
一

中
野
源
蔵

家
之
前
ゑ
連
行
置
候
て
地
蔵
老
人
者
帰
候
間
源
蔵
内
え
這

入
候
處
其
節
源
蔵
夫
婦
殊
之
外
い
さ
か
ひ
致
居
候
間
胎
内

え
難
レ

入
暫
い
さ
か
ひ
も
相
濟
候
間
胎
内
え
入
候
旨
右
い

さ
か
ひ
之
譯
も
荒
增
覺
居
候
由
半
四
郎
儀
今
に
繁
昌
に
て

源
蔵
よ
り
承
候
處
少
も
相
違
無
レ

之
趣
申
候
由
其
外
色
々

不
思
議
共
有
レ

之
候
得
共
一
夕
に
承
盡
兼
荒
增
書
寫
畢

右
勝
五
郎
儀
賤
敷
百
姓
之
忰
に
不
二

似
合
一

至
て
行
義
能
、

お
と
な
し
く
生
付
も
奇
麗
之
旨
何
を
申
も
漸
九
歳
之
小
兒

故
萬
端
委
敷
承
兼
強
て
尋
候
得
ば
大
き
に
恐
れ
答
出
来
兼

又
者
泣
出
候
仕
合
故
菓
子
抔
與
へ
遊
ば
せ
置
き
だ
ま
し

〳
〵
尋
候
故
確
と
難
レ

分
事
も
多
く
前
世
病
死
後
地
蔵
之

手
元
に
罷
在
候
三
ヶ
年
之
内
之
事
共
は
二
度
目
出
生
之
節

家
内
騒
々
敷
に
紛
、
多
亡
却
致
し
候
由
申
レ

之
十
六
歳
迄

に
者
死
候
事
故
只
今
之
内
親
之
為
仕
事
致
し
溜
置
候
と
て

一
體
籠
細
工
を
親
共
細
工
に
致
し
候
處
勝
五
郎
籠
細
工
上

手
に
て
至
て
手
奇
麗
に
出
来
候
て
晝
夜
精
を
出
し
拵
へ
夫

而
已
か
ヽ
り
居
候
由
平
生
至
て
小
食
に
て
一
度
者
漸
一
椀

位
に
て
餘
者
不
レ

食
魚
類
は
何
に
て
も
一
切
給
べ
不
レ

申

菓
子
類
少
々
喰
候
由
な
り

右
の
體
に
て
隣
宅
の
梅
塢
が
も
と
に
多
門
が
連
れ
來
れ
る

ま
ま
予
に
見
る
べ
し
と
告
た
れ
ど
幽
冥
の
談
を
云
者
を
見

る
べ
く
も
非
ざ
れ
ば
往
か
ず
人
を
遣
し
て
見
せ
た
る
に
書

記
し
て
復
命
す

再
生
小
兒
父
差
添
有
レ

之
尤
何
所
庭
に
て
の
儀
に
有
レ

之

右
の
小
兒
は
起
居
候
所
常
の
小
兒
に
聊
相
替
候
様
子
も
無

レ

之
私
を
見
懸
恥
候
體
に
て
少
し
面
を
う
つ
ぶ
け
其
邊
を

立
廻
り
候
様
子
随
分
お
と
な
し
く
相
見
得
申
候
髪
は
け
し

坊
主
に
て
毛
赤
く
面
長
く
痩
せ
た
る
方
に
て
色
黒
く
有
レ

之
候
得
共
容
儀
も
見
苦
し
か
ら
ず
伶
俐
の
小
兒
と
見
請
申

候
年
は
何
歳
に
相
成
候
や
と
尋
候
得
共
一
向
答
不
レ

申
只

恥
入
候
様
子
に
相
見
へ
候
而
已
に
候
着
物
は
古
き
紺
竪
じ

ま
木
綿
袷
を
着
、
帯
も
小
倉
じ
ま
木
綿
に
て
腰
に
古
き
金

入
に
緋
縮
緬
の
縁
を
取
た
る
守
袋
を
佩
び
居
、
白
木
綿
緒

の
草
履
を
著
き
居
申
候
親
は
四
十
五
六
歳
に
も
可
レ

有
レ
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之
や
素
よ
り
貧
し
き
百
姓
の
體
に
て
別
に
相
替
儀
無
レ

之

候四
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
某
老
侯
よ
り
一
冊
を
示
さ
る
前
事
な
れ
ど
も
小
異
、
詳

文
と
も
覺
ゆ
れ
ば
又
載
す
要
す
る
に
冥
怪
の
み

　
〔
武
蔵
国
中
野
村
〕
再
生
勝
五
郎
前
生
話

　
　
武
州
多
磨
郡
柚
木
領
中
野
村
小
名
谷や

津つ

入い
り

　
　
　
根
津
七
軒
町
多
門
傳
八
郎
知
行
所

文
化
十
二
〔
乙
亥
〕
亥
年
十
月
十
日
生
　
百
姓
源
蔵
次
男
　
　

〔
當
未
九
歳
〕
勝
五
郎

父
苗
字
小こ

谷や

田た

當
未
四
十
九
歳
　
源
　
蔵
　

母
　
　
　
　
　
同
　
三
十
九
歳
　
せ
　
い
　

祖
母
　
　
　
　
同
　
七
十
二
歳
　
つ
　
や

祖
父
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
　
臓

姉
　
　
　
　
　
同
　
十
五
歳
　
　
ふ
　
さ

兄
　
　
　
　
　
同
　
十
四
歳
　
　
乙
次
郎

妹
　
　
　
　
　
同
　
四
歳
　
　
　
つ
　
ね

　
武
州
多
磨
郡
小
宮
領
（
程
）
窪
村

〔
下
谷
和
泉
橋
通
中
根
宇
右
衛
門
知
行
所
〕
百
姓
半
四

郎
忰

實
父
　
藤
五
郎
忰
　
六
歳
に
て
死
　
藤
　
蔵

右
文
化
二
乙
丑
年
生
、
同
七
庚
午
二
月
四
日
晝
四
つ
時
死
、

病
症
疱
瘡
、
葬
地
同
村
之
山
菩
提
所
同
領
三
澤
村
禪
宗
醫

王
寺

昨
文
政
五
午
年
十
三
回
忌
也

　
　
藤
蔵
養
父
苗
字
須
崎

　
當
未
五
十
歳

　
　
半
四
郎

　
　
　
　
　
母

　
　
　
　
　
同

　
四
十
九
歳

　
し

　
づ

〔
文
化
五
戊
辰
年
藤
蔵
五
歳
之
時
四
十
八
歳
に
て
死

　
　

去
此
跡
ニ
半
四
郎
入
候
由
去
文
政
五
壬
午
年
十
三
回

忌
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
実
父
　
　
藤
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
久
兵
衛
と
申
候

　
藤
蔵
種
替
之
兄
弟
　
半
四
郎
忰
両
人
　
同
娘
両
人

去
午
年
十
一
月
の
頃
、
勝
五
郎
姉
ふ
さ
と
た
ん
ぼ
に
て
遊

ひ
な
が
ら
勝
五
郎
姉
に
向
ひ
兄
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
こ
つ
ち

の
内
に
生
れ
て
来
た
と
と
ふ
、
姉
ど
ふ
し
て
生
れ
た
先
が

し
れ
る
も
の
か
と
い
へ
ば
勝
五
郎
あ
や
し
け
な
る
體
に
て

そ
ん
な
ら
お
ま
へ
も
生
れ
ぬ
さ
き
の
事
は
し
ら
ぬ
か
と
い

ふ
姉
て
ま
へ
は
し
つ
て
い
る
の
か
、
お
ら
ア
あ
の
程
久
保

の
久
兵
衛
さ
ん
の
子
で
、
藤
蔵
と
い
つ
た
よ
、
姉
そ
ん
な

ら
お
と
つ
さ
ん
と
お
つ
か
さ
ん
に
云
は
ふ
と
い
へ
ば
勝
五

郎
泣
出
し
お
と
つ
さ
ん
と
お
つ
か
さ
ん
に
い
つ
ち
や
ア
わ

る
い
、
姉
そ
ん
な
ら
い
ふ
ま
い
わ
る
い
事
す
る
と
い
つ
つ

け
る
ぞ
よ
と
て
其
後
兄
弟
け
ん
く
わ
な
ど
す
れ
ば
、
か
の

事
を
云
は
ふ
と
い
ふ
と
ぢ
き
に
や
め
る
事
た
ひ
〳
〵
な
れ

は
両
親
是
を
聞
つ
け
、
い
か
な
る
悪
事
を
な
せ
し
や
と

あ
ん
じ
、
娘
ふ
さ
に
せ
め
と
ひ
け
れ
は
、
ふ
さ
や
む
事
を

得
ず
あ
り
の
ま
ヽ
に
告
る
に
源
蔵
夫
婦
祖
母
つ
や
も
尤
ふ

し
ぎ
に
お
も
ひ
勝
五
郎
を
す
か
し
て
い
ろ
〳
〵
と
せ
め
尋

ね
け
れ
ば
、
そ
ん
な
ら
云
は
ふ
と
て
、
お
ら
ア
程
久
保

の
久
兵
衛
さ
ん
の
子
で
、
お
つ
か
さ
ん
の
名
は
お
し
づ
さ

ん
と
い
つ
た
、
お
ら
ア
五
つ
の
時
九
兵
衛
さ
ん
は
死
ん
で

其
跡
に
半
四
郎
さ
ん
と
い
ふ
が
來
て
、
お
れ
を
か
わ
ゐ
が

つ
て
く
れ
た
が
、
お
ら
ア
そ
の
あ
く
る
年
六
つ
で
疱
瘡
で

死
ん
だ
、
そ
れ
か
ら
三
年
め
に
お
つ
か
さ
ん
の
腹
に
は
い

つ
て
、
そ
れ
か
ら
生
れ
た
と
よ
と
い
ふ
、
両
親
祖
母
此
を

聞
て
大
に
驚
き
、
ど
う
ぞ
し
て
程
久
保
の
半
四
郎
と
い
ふ

も
の
を
尋
ね
て
見
ん
と
思
へ
ど
も
身
す
き
に
ま
ぎ
れ
そ
の

ま
ヽ
に
う
ち
す
て
お
き
し
に
、
母
し
づ
は
四
つ
な
る
娘
常

に
乳
を
の
ま
す
る
故
、
勝
五
郎
は
祖
母
つ
や
に
だ
か
れ
て

毎
夜
々
々
ね
も
の
が
た
り
す
る
ゆ
へ
つ
や
勝
五
郎
が
き
げ

ん
を
見
合
せ
そ
の
死
せ
し
時
の
事
を
尋
ね
問
ふ
に
勝
五
郎
　

四
つ
ぐ
ら
い
の
時
ま
で
は
よ
く
お
ぼ
へ
て
い
た
が
、
だ
ん

〳
〵
わ
す
れ
た
が
、
疱
瘡
て
死
ん
で
つ
ぼ
に
入
れ
ら
れ
山

に
ほ
う
む
ら
れ
た
と
き
、
穴
を
ほ
つ
て
つ
ぼ
を
お
と
し
た

時
ど
ん
と
い
つ
た
音
は
よ
く
お
ぼ
へ
て
い
る
、
夫
か
ら
内

に
か
へ
つ
て
机
の
上
に
と
ま
つ
て
い
た
ら
、
な
ん
と
も
し

れ
ぬ
ぢ
い
さ
ま
の
や
う
な
人
か
來
て
つ
れ
て
ゆ
く
と
、
空

を
飛
ん
で
あ
る
い
て
、
晝
も
夜
も
な
し
に
い
つ
も
日
暮
か

た
の
や
う
だ
つ
け
、
さ
む
く
も
あ
つ
く
も
ひ
だ
る
く
も
な

か
つ
た
、
い
く
ら
と
う
く
に
い
つ
て
も
、
内
で
ね
ん
ぶ
つ

を
い
ふ
こ
ゑ
と
、
な
に
か
は
な
す
こ
ゑ
が
聞
え
た
、
う
ち

で
あ
つ
た
か
い
ぼ
た
も
ち
を
す
へ
る
と
、
は
な
か
ら
け
ぶ

を
呑
む
や
う
で
あ
つ
た
か
ら
、
お
ば
ア
さ
ん
、
ほ
と
け
さ

ま
に
ハ
あ
つ
い
も
の
を
す
へ
な
さ
い
よ
。
そ
し
て
ぼ
う
さ

ま
に
、
も
の
を
や
ら
つ
し
や
い
よ
、
こ
れ
か
い
つ
ち
い
ヽ

事
だ
よ
、
そ
れ
か
ら
そ
の
ぢ
い
さ
ま
が
つ
れ
て
こ
の
う
ち

の
向
ふ
の
み
ち
を
通
る
と
お
も
つ
た
が
、
ぢ
い
さ
ま
、
も

う
死
ん
て
か
ら
三
年
た
つ
た
か
ら
、
あ
の
向
ふ
の
う
ち
に

生
れ
ろ
、
わ
れ
が
ば
ア
さ
ま
に
な
る
人
は
、
き
の
い
ヽ
ば

ア
さ
ま
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
に
や
ど
れ
と
い
つ
て
、
ぢ
い
さ

ま
は
先
に
い
つ
て
し
ま
つ
て
、
お
ら
ア
こ
の
内
に
は
い
ろ

う
と
お
も
つ
て
門
口
に
い
た
ら
、
内
に
な
に
か
、
お
つ
か

さ
ん
が
、
内
が
び
ん
ぼ
う
で
、
お
つ
か
さ
ん
が
江
戸
に
奉

公
に
出
ず
ば
な
る
ま
い
と
い
ふ
相
談
が
あ
つ
た
か
ら
、
ま

ア
は
い
る
ま
い
と
庭
に
三
日
と
ま
つ
て
い
た
が
、
三
日
め
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に
江
戸
へ
出
る
そ
う
だ
ん
が
や
ん
だ
か
ら
、
夫
か
ら
其
夜

あ
の
窓
の
ふ
し
穴
か
ら
内
へ
は
い
つ
て
、
へ
つ
つ
い
の
わ

き
に
又
三
日
居
て
、
夫
か
ら
お
つ
か
さ
ん
の
お
な
か
に
は

い
つ
た
、
お
な
か
の
う
へ
の
ほ
う
に
い
た
ら
、
せ
つ
な
か

ろ
う
と
お
も
つ
て
、
わ
き
の
ほ
う
に
よ
つ
て
い
た
事
も
お

ぼ
へ
て
い
る
、
生
れ
た
時
く
ろ
う
の
な
か
つ
た
事
も
よ

く
お
ぼ
へ
て
い
る
が
、
お
と
つ
さ
ん
と
お
つ
か
さ
ん
に
は

い
ヽ
が
、
外
の
人
に
は
云
い
な
さ
ん
な
と
い
ふ
、
祖
母
此

よ
し
源
蔵
夫
婦
に
話
る
、
夫
か
ら
後
は
両
親
に
前
生
の
事

共
あ
り
の
ま
ヽ
語
り
、
程
久
保
に
い
き
た
い
、
久
兵
衛
さ

ん
の
墓
に
や
つ
て
お
く
れ
と
度
々
い
ふ
事
な
れ
ば
源
蔵
お

も
ふ
や
う
、
勝
五
郎
希
有
な
る
事
な
れ
ば
、
も
し
も
そ

の
内
に
死
ぬ
ま
じ
き
も
の
に
も
あ
ら
ね
ば
、
な
る
ほ
ど
程

久
保
に
半
四
郎
と
い
ふ
も
の
、
あ
り
な
し
を
尋
ね
た
き
も

の
な
れ
ど
、
男
の
身
と
し
て
、
あ
ま
り
あ
と
さ
き
の
か
ん

が
へ
な
き
や
う
に
、
人
の
お
も
わ
く
も
い
か
ヾ
な
れ
ば
と
、

當
正
月
廿
日
つ
や
に
勝
五
郎
を
つ
れ
て
ゆ
く
べ
し
と
い
ヽ

け
れ
ば
、
つ
や
勝
五
郎
を
つ
れ
て
程
久
保
村
に
ゆ
き
、
此

家
か
あ
の
家
か
と
い
へ
ば
、
勝
五
郎
ま
だ
さ
き
だ
〳
〵
と

い
つ
て
先
に
た
つ
て
行
ほ
ど
に
、
此
家
だ
と
、
つ
や
に
か

ま
は
ず
か
け
こ
む
ゆ
へ
、
つ
や
も
つ
ヾ
い
て
は
い
り
、
ま

づ
主
じ
の
名
を
問
ふ
に
半
四
郎
と
こ
た
へ
、
妻
の
名
を
問

へ
ば
し
づ
と
答
ふ
、
此
う
ち
に
藤
蔵
と
い
ふ
子
の
あ
り
し

や
と
い
へ
ば
、
十
四
年
あ
と
六
ツ
の
年
ほ
う
そ
う
で
な
く

り
ま
し
た
と
い
ふ
、
つ
や
は
は
じ
め
て
勝
五
郎
が
い
ヽ
し

事
の
眞
事
な
る
事
を
か
ん
じ
、
涙
せ
き
あ
へ
ず
勝
五
郎
が

前
世
を
お
ぼ
へ
て
は
な
せ
し
事
を
つ
ぶ
さ
に
語
れ
ば
、
半

四
郎
夫
婦
も
誠
に
奇
異
の
お
も
ひ
を
な
し
、
勝
五
郎
を
い

だ
き
共
に
な
み
だ
に
し
づ
み
、
前
世
藤
蔵
と
い
ヽ
て
、
六

ツ
の
時
の
顔
色
よ
り
、
き
り
よ
う
一
段
あ
が
り
た
り
な
ど

い
ふ
に
、
勝
五
郎
は
向
の
た
ば
こ
や
の
屋
根
に
ゆ
び
さ

し
、
ま
へ
か
た
は
な
か
つ
た
の
、
あ
の
木
も
な
か
つ
た
な

ど
い
ふ
に
、
皆
そ
の
通
な
れ
ば
半
四
郎
夫
婦
も
い
よ
〳
〵

か
お
り
し
と
な
り
〔
（
補
）
か
お
り
不
審
仙
臺
方
言
に
が

を
る
と
云
ふ
は
我
折
る
に
て
閉
口
の
意
に
用
ゐ
る
同
語
な

ら
ん
〕
扨
其
日
は
谷
津
入
に
か
へ
り
し
が
、
そ
の
後
も
二

三
度
半
四
郎
か
た
へ
つ
か
は
し
實
父
久
兵
衛
が
墓
へ
も
参

ら
せ
し
と
也
、
勝
五
郎
時
々
、
お
ら
ア
の
ヽ
さ
ま
〔
（
補
）

の
ヽ
さ
ま
は
神
佛
の
事
〕
だ
か
ら
大
事
に
し
て
お
く
れ
と

い
ひ
、
ま
た
祖
母
に
む
か
ひ
、
お
ら
ア
十
六
で
死
ぬ
だ
ろ

う
御
嶽
さ
ま
の
お
し
へ
さ
し
つ
た
が
、
死
ぬ
は
こ
は
い
も

の
で
は
な
い
と
い
ヽ
し
と
ぞ
、
両
親
勝
五
郎
に
、
手
前
は

ぼ
う
さ
ま
に
な
ら
ぬ
か
と
い
へ
ば
、
お
ら
ア
ぼ
う
さ
ま
に

な
る
の
は
い
や
と
い
ひ
し
、
近
頃
村
中
に
て
は
勝
五
郎
と

い
は
ず
し
て
、
ほ
ど
久
保
小
僧
と
あ
だ
名
呼
び
、
近
村
よ

り
見
に
來
る
人
も
あ
れ
ば
、
は
づ
か
し
が
り
て
、
や
に
わ

に
か
け
か
く
る
ヽ
に
よ
り
、
勝
五
郎
直
ば
な
し
は
聞
こ
と

か
な
は
ず
、
祖
母
の
も
の
が
た
り
に
て
此
を
書
と
む
る
も

の
な
り
扨
源
蔵
夫
婦
祖
母
つ
や
の
う
ち
何
ぞ
か
ね
て
善
根

を
せ
し
覺
へ
あ
り
や
と
問
ふ
に
何
も
さ
の
み
よ
き
事
も
せ

ず
祖
母
つ
や
明
暮
ね
ん
ぶ
つ
を
と
な
へ
出
家
乞
食
の
門
口

に
立
あ
れ
ば
い
つ
も
銭
二
文
づ
ヽ
法
捨
を
す
る
よ
り
外
善

事
と
い
ふ
ほ
ど
の
事
も
せ
ざ
り
し
と
い
ふ

（
『
甲
子
夜
話
』
第
一

　
明
治
四
十
三
年
國
書
刊
行
会
発
行

よ
り
転
載
）

　
（
解
説
四
・
論
考
２

　
参
照
）

９
　
視
聴
草
（
見
聞
く
さ
）
二
集
七
　
宮
崎
成
身

武
州
程
窪
村
小
児
前
生
話

　
○
武
州
多
磨
郡
柚
木
領
中
埜
村
小
名
谷ヤ

津ツ

入イ
リ

　
　
　
　
　
　
根
津
七
軒
町
　
多
門
傳
八
郎
　
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
　
源
蔵
次
男

　
　
　
当
未
九
歳
　
文
化
十
二
年
乙
亥
十
月
十
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
　
苗
字
小コ

谷ヤ

田タ

　
　
　
当
未
四
十
九
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
　
蔵

　
　
　
　
　
貧
窮
ニ
付
か
こ
細
工
致
し
江
戸
へ
商
ふ

　
　
　
　
　
宿
所
馬
喰
町
相
模
屋
喜
兵
衛
方

　
　
　
　
　
（
欄
外
）

源
蔵
父
尾
州
家
士
村
田
吉
太
郎
尾
州
ニ
而
御

弓
役
相
勤
せ
い
十
二
才
之
時
本
多
大
之
進
殿

へ
奉
公
す
と
云
、
せ
い
三
才
之
時
吉
太
郎
有

故
永
之
御
暇
ニ
而
浪
人
と
成
、
文
政
四
年
四

月
廿
七
日
七
十
五
ニ
而
病
死
、
墓
所
禅
宗
え

い
れ
ん
寺

　
　
　
当
未
丗
九
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
母
　
　
せ
　
い

　
　
　
当
未
七
拾
二
歳
　
　
　
　
　
　
　
祖
母
　
つ
　
や

　
　
　
　
　
若
年
之
時
松
平
隠
岐
守
殿
奥
ニ
奉
公
す

　
　
　
当
十
五
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姉
　
　
ふ
　
さ

　
　
　
当
十
四
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兄
　
　
乙
次
郎

　
　
　
当
四
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妹
　
　
つ
　
ね

　
　
武
州
多
磨
郡
小
宮
領
程
窪
村

　
　
　
　
中
根
宇
右
衛
門
知
行
所

　
　
　
　
　
百
姓

　
半
四
郎
倅

　
実
父
藤
五
郎
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
歳
ニ
而
死
去

　
藤

　
蔵

文
化
二
年
乙
丑
生
、
同
庚
午
二
月
四
日
昼
四
ッ
時

頃
死
、
病
症
疱
瘡
、
葬
地
同
村
之
山
、
菩
提
所
同
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領
三
沢
村
禅
宗
医
王
寺

　
　
去
文
政
五
年
十
三
回
忌
な
り

　
　
　 

 

　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
養
父
苗
字
須
崎

　
　
　
　
当
未
五
十
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
四
郎

　
　
　
　
当
未
四
十
九
歳
　
　
　
　
　
　
母
　
し
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
蔵
実
父
　
藤
五
郎
　

初
名
を
久
兵
衛
と
申
、
文
化
六
己
巳
年

藤
蔵
五
歳
之
時
、
四
十
八
歳
ニ
而
死
去
、
此
跡
ニ
半

四
郎
入
夫
之
由
、
去
文
政
四
年
十
三
回
忌

　
　
　
　
　
　
藤
蔵
種
替
之
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
四
郎
　
倅
　
両
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
娘
　
両
人

去
午
年
十
一
月
の
頃
、
勝
五
郎
姉
ふ
さ
と
た
ん
ほ
に
て
遊

ひ
な
か
ら
勝
五
郎
姉
に
向
ひ
、
姉
さ
ん
ハ
と
こ
か
ら
こ
ち

の
家
へ
生
れ
て
来
た
と
問
ふ
、
姉
と
ふ
し
て
生
れ
て
き
た

先
か
し
れ
る
も
の
か
と
い
へ
は
、
勝
五
郎
あ
や
し
け
な
る

体
に
て
、
そ
ん
な
ら
お
ま
へ
も
生
れ
ぬ
さ
き
の
事
ハ
し
ら

ぬ
か
と
い
ふ
、
姉
て
ま
へ
ハ
知
つ
て
い
る
か
と
い
へ
ハ
勝

五
郎
し
つ
て
い
る
の
サ
、
お
ら
ア
あ
の
程
久
保
の
久
兵
衛

さ
ん
の
子
て
藤
蔵
と
い
っ
た
ア
、
あ
ね
そ
ん
な
ら
お
と
つ

さ
ん
と
お
つ
か
さ
ん
に
い
を
ふ
と
い
へ
ハ
、
勝
五
郎
泣
出

し
、
お
と
つ
さ
ん
と
お
つ
か
さ
ん
に
い
つ
ち
や
ア
わ
る
い
、

姉
そ
ん
な
ら
い
ふ
ま
い
、
わ
る
い
こ
と
を
す
る
と
い
つ
つ

け
る
そ
よ
と
て
、
其
後
兄
弟
け
ん
く
わ
な
と
す
れ
ハ
、
彼

事
を
い
を
ふ
と
い
ふ
と
直
に
や
め
る
事
度
々
な
れ
ハ
、
両

親
こ
れ
を
聞
つ
け
い
か
な
る
悪
事
を
な
せ
し
や
と
あ
ん
じ
、

娘
ふ
さ
に
せ
め
問
け
れ
ハ
、
ふ
さ
や
む
こ
と
を
え
す
、
あ

り
の
ま
ま
に
告
る
に
、
源
蔵
夫
婦
祖
母
つ
や
も
甚
ふ
審
に

お
も
ひ
、
勝
五
郎
を
す
か
し
て
い
ろ
〳
〵
と
せ
め
尋
ね
け

れ
ハ
、
そ
ん
な
ら
い
を
ふ
と
て
、
お
ら
ア
程
久
保
の
久
兵

衛
さ
ん
の
子
に
て
お
つ
か
さ
ん
の
名
ハ
お
し
つ
さ
ん
と
い

つ
た
、
お
ら
か
五
ツ
の
時
久
兵
衛
さ
ん
ハ
死
ん
て
、
そ
の

あ
と
に
半
四
郎
さ
ん
と
云
か
来
て
を
れ
を
か
わ
い
か
つ
て

く
れ
た
が
、
お
ら
ア
そ
の
あ
く
る
年
六
ツ
て
疱
瘡
て
死
て
、

そ
れ
か
ら
三
年
目
に
お
つ
か
さ
ん
の
腹
に
は
い
つ
て
、
そ

れ
か
ら
生
れ
た
よ
と
云
、
両
親
祖
母
こ
れ
を
聞
て
大
に
驚

き
、
ど
ふ
ぞ
し
て
程
窪
の
半
四
郎
と
云
者
を
尋
て
ミ
ん
と

お
も
へ
と
も
、
身
す
き
に
ま
き
れ
そ
の
ま
ゝ
に
う
ち
す
て

お
き
し
に
、
母
し
つ
（
せ
い
）
ハ
四
ツ
な
る
娘
常
に
乳
を

の
ま
す
る
故
、
勝
五
郎
ハ
祖
母
つ
や
に
た
か
れ
て
、
毎
夜

〳
〵
ね
も
の
か
た
り
す
る
ゆ
へ
、
つ
や
勝
五
郎
の
き
げ
ん

を
見
合
せ
、
そ
の
死
せ
し
時
の
事
を
尋
ね
問
ふ
に
、
勝
五

郎
四
ツ
ぐ
ら
い
迄
ハ
よ
く
お
ほ
へ
て
い
た
が
た
ん
〳
〵
わ

す
れ
た
が
、
疱
瘡
て
死
ん
て
壺
に
入
ら
れ
山
に
葬
む
ら
れ

た
時
、
穴
を
ほ
つ
て
壺
を
落
し
た
時
、
と
ん
と
い
つ
た
音

ハ
よ
く
覚
へ
て
い
る
、
そ
れ
か
ら
内
に
か
へ
つ
て
机
の
上

に
と
ま
つ
て
い
た
ら
、
な
ん
と
も
し
れ
ぬ
じ
い
さ
ま
の
や

う
な
人
来
て
、
つ
れ
て
行
と
空
を
飛
ん
て
あ
る
い
て
、
昼

も
夜
も
な
し
に
い
つ
も
日
く
れ
方
の
や
う
た
つ
け
、
寒
く

も
暑
く
も
ひ
た
る
く
も
な
か
つ
た
、
い
く
ら
遠
く
に
い
つ

て
も
、
内
て
念
仏
を
唱
声
と
、
な
に
か
話
す
声
か
聞
へ
た
、

内
て
あ
つ
た
か
い
ぼ
た
餅
を
供す

へ

へ
る
と
鼻
か
ら
烟
を
呑
む

や
う
で
あ
つ
た
か
ら
、
お
は
ア
さ
ん
、
仏
さ
ま
に
あ
つ
た

か
い
も
の
を
す
へ
な
さ
い
よ
、
そ
し
て
僧ほ

う

さ
ま
に
も
の
を

や
ら
つ
し
や
い
よ
、
こ
れ
が
い
ツ
ち
い
ゝ
事
だ
よ
、
そ
れ

か
ら
そ
の
じ
い
さ
ま
か
つ
れ
て
此
内
の
向
ふ
の
路
を
通
る

と
思
つ
た
が
、
じ
い
さ
ま
も
う
死
ん
て
か
ら
三
年
た
つ
た

か
ら
、
あ
の
向
ふ
の
家う

ち

に
生
れ
ろ
、
我
が
ば
ア
さ
ま
に
な

る
人
ハ
き
の
い
ゝ
ば
ア
さ
ま
だ
か
ら
あ
そ
こ
に
や
と
れ
と

い
つ
て
、
し
い
さ
ま
か
先
に
い
つ
て
し
ま
つ
て
し
ま
つ
た
、

お
ら
ア
こ
の
家う

ち

に
は
い
ろ
う
と
思
つ
て
、
門
口
に
い
た
ら

内
に
な
に
か
、
お
つ
か
さ
ん
か
家
が
ひ
ん
ほ
う
て
お
つ
か

さ
ん
か
江
戸
に
奉
公
に
出
す
ハ
な
る
ま
い
と
云
相
談
か
あ

つ
た
か
ら
、
ま
ア
は
い
る
ま
い
と
庭
に
三
日
と
ま
つ
て
い

た
か
、
三
日
め
に
江
戸
へ
出
る
相
談
か
や
ん
た
か
ら
、
夫

か
ら
其
夜
あ
の
窓
の
ふ
し
穴
か
ら
内
へ
は
い
つ
て
、
竃

へ
つ
ゝ
い

の

わ
き
に
又
三
日
居
て
、
そ
れ
か
ら
お
つ
か
さ
ん
の
お
な
か

に
は
い
つ
た
、
お
な
か
の
う
へ
の
ほ
う
に
い
た
ら
せ
つ
な

か
ろ
う
と
思
つ
て
、
わ
き
の
ほ
う
に
よ
つ
て
い
た
事
も
覚

へ
て
い
る
、
生
れ
た
時
く
ろ
う
の
な
か
つ
た
事
も
覚
へ
て

い
る
か
、
お
と
つ
さ
ん
と
お
つ
か
さ
ん
に
ハ
い
ゝ
が
外
の

人
に
ハ
云
な
さ
ん
な
と
云
、
祖
母
こ
の
由
、
源
蔵
夫
婦
に

語
る
、
そ
れ
よ
り
後
ハ
、
両
親
に
前
生
の
事
と
も
あ
り

の
ま
ゝ
か
た
り
、
程
久
保
に
い
き
た
い
、
久
兵
衛
さ
ん
の

墓
に
や
つ
て
お
く
れ
と
度
々
云
事
な
れ
ハ
、
源
蔵
思
ふ
や

う
勝
五
郎
希
有
な
る
子
な
れ
ハ
、
も
し
も
そ
の
内
に
死
ぬ

ま
し
き
も
の
に
も
あ
ら
ね
ハ
、
な
る
ほ
と
程
窪
に
半
四
郎

と
云
者
の
あ
り
や
な
し
や
を
尋
ね
た
き
も
の
な
れ
と
、
男

の
身
と
し
て
あ
ま
り
跡
先
か
ん
が
へ
な
き
や
う
に
人
の
思

わ
く
も
い
か
ゝ
な
れ
ハ
と
、
当
正
月
廿
日
祖
母
つ
や
に
勝

五
郎
を
つ
れ
て
行
へ
し
と
い
ゝ
け
れ
は
、
つ
や
勝
五
郎
を

つ
れ
て
程
窪
村
に
行
、
こ
の
家
か
あ
の
家
か
と
云
ハ
、
勝

五
郎
ま
だ
さ
き
〳
〵
と
い
つ
て
先
に
立
て
行
ほ
と
に
、
こ

の
家
た
と
つ
や
に
か
ま
ハ
ず
か
け
込
ゆ
へ
、
つ
や
も
続
い

て
は
い
り
、
ま
づ
主
し
の
名
を
問
ふ
に
半
四
郎
と
答
、
妻

の
名
を
と
ヘ
ハ
し
つ
と
答
ふ
、
此
う
ち
に
藤
蔵
と
云
子
か

あ
り
し
や
と
云
ハ
、
十
四
年
跡
、
六
ツ
の
年
ほ
う
そ
う
で
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な
く
な
り
ま
し
た
と
云
、
つ
や
ハ
始
め
て
勝
五
郎
か
云
し

こ
と
の
ま
事
な
る
事
を
そ
ん
し
、
涙
せ
き
あ
へ
ず
、
勝
五

郎
か
前
生
を
覚
へ
て
話
せ
し
こ
と
を
、
つ
ぶ
さ
に
語
れ
ハ
、

半
四
郎
夫
婦
も
誠
に
寄
（
奇
）
異
の
思
ひ
を
な
し
、
勝
五

郎
を
い
た
き
、
と
も
に
涙
に
し
つ
ミ
、
前
生
藤
蔵
と
云
て
、

六
ツ
の
時
の
顔
色
よ
り
き
り
や
う
一
段
あ
が
り
た
り
な

と
云
に
、
勝
五
郎
ハ
向
の
烟
草
屋
の
屋
根
を
指
さ
し
、
ま

へ
か
た
ハ
な
か
つ
た
の
、
あ
の
木
も
な
か
つ
た
な
と
云
に
、

皆
其
通
り
な
れ
ハ
、
半
四
郎
夫
婦
も
い
よ
〳
〵
我
を
折
し

と
也
、
扨
其
日
ハ
谷
津
入
に
か
へ
り
し
が
、
其
後
も
二
三

度
半
四
郎
方
へ
遣
し
、
実
父
久
兵
衛
か
墓
へ
も
参
ら
せ
し

と
な
り
、
勝
五
郎
時
々
お
ら
ア
の
ゝ
さ
ま
た
か
ら
大
事
に

し
て
お
く
れ
と
い
ひ
、
又
祖
母
に
向
ひ
お
ら
ア
十
六
で
死

ぬ
た
ろ
う
、
御
嶽
さ
ま
の
お
し
へ
さ
し
つ
た
か
、
死
ぬ
ハ

こ
ハ
い
も
の
で
ハ
な
い
と
い
ひ
し
と
ぞ
、
両
親
、
勝
五
郎

に
て
ま
へ
ハ
ほ
う
さ
ま
に
な
ら
ぬ
か
と
云
へ
ハ
、
お
ら
ア

坊
さ
ま
に
な
る
事
ハ
い
や
た
と
い
ひ
し

近
頃
村
中
に
て
ハ
勝
五
郎
と
い
は
す
し
て
程
窪
小
増

（
僧
）
と
あ
だ
名
を
呼
こ
と
村
よ
り
み
に
く
る
人
も
あ

れ
ハ
、
は
つ
か
し
か
り
て
、
や
に
ハ
に
、
に
け
か
く
れ

る
に
よ
り
勝
五
郎
か
直
は
な
し
ハ
聞
こ
と
叶
ハ
す
、
祖

母
の
も
の
か
た
り
此
を
書
と
む
る
も
の
な
り
、
扨
源
蔵

夫
婦
祖
母
つ
や
の
う
ち
、
何
そ
か
ね
て
善
根
を
せ
し
覚

へ
あ
り
や
と
問
ふ
に
、
何
も
さ
の
ミ
よ
き
こ
と
も
せ
す
、

祖
母
つ
や
あ
け
く
れ
念
仏
を
唱
ひ
出
家
乞
食
の
門
口
に

立
つ
あ
れ
は
、
い
つ
も
銭
弐
文
つ
ゝ
法
捨
を
す
る
よ
り

外
善
事
と
い
ふ
ほ
と
の
事
も
せ
さ
り
し
と
い
ふ

右
は
、
冠
山
老
侯
の
自
ら
彼
地
に
至
り
給
ひ
て
源
蔵
か
家

御
尋
な
さ
れ
勝
五
郎
を
も
御
覧
之
上
、
祖
母
つ
や
の
も
の

か
た
り
を
直
に
き
か
せ
ら
れ
御
自
身
に
御
筆
記
遊
さ
れ
候

を
老
侯
よ
り
直
ニ
御
話
も
伺
ひ
、
且
御
筆
記
を
拝
借
し
て

書
写
す
る
も
の
な
り

　
文
政
六
年
癸
未
三
月
念
八
日
　
　
　
　
山
崎
美
成
識

　
同
日
書
写
納
不
忍
文
庫
　
　
　
弘
賢
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）

＊
「
幼
女
遺
筆
」
は
省
略
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
解
説
四
参
照
、
解
読
　
片
山
幸
和
）

10
　
藤
岡
屋
日
記
　
第
一
巻
—
第
六

○
文
政
七
甲
申
年
七
月
廿
八
日

　
　
小
児
前
世
を
不
忘
居
る
事

　
　
　
　
中
根
宇
右
衛
門
知
行
所

　
　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
程
久
保
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
　
　
藤
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
　
　
　
や（

し

づ

）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
世
　
忰
　
　
　
藤
　
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
歳

文
化
九（

七
午
）申

年
二
月
二

（
四
）

日
疱
瘡
ニ
て
死
す
、
右
父
藤
五
郎
、

藤
蔵
二
才
之
時
死
去
し
、
後
入
夫
半
四
郎
今
父
と
呼
。

　
　
　
多
門
伝
八
郎
知
行
所

　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
柚
木
中
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓

　
　
源

　
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻

　
　
　
勢

　
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
世

　
忰
三（

二
男
）男

　
勝
五
郎

文
化
十
二
乙
亥
年
十
月
出
生
、
文
政
七
甲
申
年
十
歳
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
兄
弟
五（

四
人
）人

在
。

　
右
勝
五
郎
四
五
歳
の
頃
よ
り
、
親
い
ひ
教
へ
ざ
る
に
神

仏
に
朝
暮
香
花
を
備
へ
経
を
よ
ミ
、
亦
朝
々
仏
に
飯
を
供

す
る
事
を
急
ぎ
、
す
べ
て
烟
の
有
も
の
を
供
す
べ
き
と
て

母
に
さ
と
し
た
り
、
亦
元
よ
り
人
の
喰
さ
し
た
る
も
の

は
た
と
へ
父
母
の
喰
さ
し
た
り
共
不
喰
、
六
歳
の
時
姉
に

向
ひ
て
問
ふ
ニ
、
婦
人
（
姉
）
ハ
前
の
世
は
何
処
の
人
な

る
や
と
い
ふ
、
婦
人
（
姉
）
答
へ
て
言
、
い
か
に
夫
を
知

る
べ
き
や
と
い
へ
バ
、
ま
た
兄
に
向
ひ
て
同
問
ふ
、
兄
も

ま
た
知
ら
ず
と
い
ふ
、
時
ニ
婦
（
姉
）
の
言
様
ハ
、
た
れ

と
て
も
前
の
世
を
知
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
乍
去
お
こ
と
ハ

知
れ
る
や
と
問
ふ
ニ
、
勝
五
郎
答
て
、
我
ハ
前
の
世
の
事

を
能
知
た
り
と
云
、
姉
曰
、
然
ら
バ
語
り
玉
へ
と
云
、
勝

五
郎
云
様
、
此
事
語
り
た
る
を
父
母
の
聞
玉
ひ
な
バ
い
ま

し
め
給
わ
ん
こ
そ
恐
し
け
れ
バ
語
り
難
し
、
若
堅
く
も
ら

し
給
わ
ず
バ
語
る
べ
し
と
云
、
我
過
し
世
ハ
此
後
の
峰
を

越
て
、
隣
り
た
る
里
程
久
保
村
と
い
へ
る
処
の
藤
五
郎
と

云
者
の
子
ニ
て
藤
蔵
と
言
も
の
也
し
が
、
六
才
の
春
も
が

さ
い
た
く
差
重
り
、
ま
だ
き
命
の
き
わ
に
も
あ
ら
ね
ど
も
、

貧
し
け
れ
バ
薬
も
と
も
し
く
て
終
ニ
死
た
り
と
い
ふ
、
姉

ま
た
其
末
を
問
ふ
ニ
、
夫
よ
り
人
々
寄
つ
ど
ひ
て
野
辺

の
送
り
を
い
と
な
む
と
き
、
我
親
の
墓
ハ
道
の
程
も
へ
だ

ゝ
り
、
殊
に
人
の
し
め
お
け
ぬ
畑
山
を
越
行
バ
と
て
、
家

の
後
の
山
に
新
た
に
墓
所
を
求
め
て
そ
こ
に
送
り
埋
る
時
、

我
も
棺
の
上
に
居
て
墓
迄
ハ
行
た
り
し
が
、
又
家
に
帰
り

居
た
り
、
去
共
生
き
て
有
時
ニ
た
が
い
て
親
し
ミ
も
薄
き

心
知
（
地
）
し
て
、
住
べ
く
も
あ
ら
ね
バ
家
を
立
出
で
、

村
の
限
り
な
る
山
の
尾
上
に
立
並
べ
る
松
の
元
に
至
る
時
、

優
婆
塞
の
如
き
白
髪
の
翁
、
灰
色
な
る
袖
の
長
き
衣
を
着

て
来
た
り
玉
ひ
、
我
に
向
ひ
て
の
た
ま
わ
く
、
汝
我
と
共
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ニ
来
た
る
べ
し
と
有
け
る
故
、
夫
よ
り
翁
ニ
伴
ひ
て
地
を

走
り
、
あ
る
ハ
中
空
を
行
に
、
草
花
な
ど
取
て
も
て
る
時
、

鳶
か
ら
す
な
ど
の
奪
わ
ん
と
す
る
故
、
翁
の
袖
に
隠
れ

て
し
の
ぎ
た
り
、
兎
角
し
て
三
日
四
日
も
過
た
り
と
思
ひ

し
に
、
有
庭
の
柿
の
木
の
も
と
に
来
り
し
が
、
其
時
正
月

と
覚
へ
た
り
、
翁
の
曰
く
、
最
早
三
年
を
過
た
り
、
汝
此

家
に
生
れ
よ
、
十
六
歳
迄
の
命
保
た
ん
と
言
て
、
翁
ハ
何

処
共
な
く
去
玉
ひ
ぬ
、
翁
に
別
る
ゝ
事
の
悲
し
く
思
ひ
し

が
せ
ん
す
べ
な
く
、
爰
に
止
り
て
家
に
入
ら
ん
と
す
る
時
、

す
こ
し
き
壁
の
崩
れ
よ
り
内
を
伺
ふ
に
、
何
や
ら
ん
か
ま

び
す
く
云
あ
ら
そ
ふ
ニ
入
得
ず
し
て
、
庭
に
た
ゝ
ず
ミ
た

り
し
ニ
、
漸
〳
〵
静
り
た
れ
バ
内
ニ
入
ニ
、
母
人
ハ
遠
き

方
へ
行
玉
わ
ん
と
の
物
語
り
あ
れ
バ
、
我
思
ふ
様
、
此
家

ニ
生
ん
と
来
り
し
ニ
母
人
の
遠
き
に
去
り
玉
ふ
事
本
意
な

し
、
い
か
ゞ
わ
せ
ん
と
思
ひ
た
ゆ
た
ひ
、
二
日
三
日
計
り

竃
の
後
ろ
に
隠
れ
居
た
り
し
が
、
兎
ま
れ
角
ま
れ
翁
の
教

へ
な
れ
バ
、
い
か
に
も
此
家
に
生
ん
と
思
ひ
し
が
、
其

後
ハ
生
れ
出
る
迄
の
こ
と
は
知
ら
ず
、
生
れ
て
後
も
の
い

わ
ざ
る
前
迄
、
前
の
世
の
こ
と
共
つ
ば
ら
ニ
覚
へ
居
た
り
、

歳
重
る
程
つ
ば
ら
な
る
事
ハ
忘
る
ゝ
心
知
せ
り
、
去
共
お

ほ
よ
そ
の
こ
と
は
い
さ
ゝ
か
も
忘
れ
ず
と
い
ふ
、
姉
聞
て
、

不
思
義
な
る
事
を
い
ふ
も
の
哉
と
思
ひ
し
が
、
兼
て
言
契

り
た
る
言
葉
を
守
り
て
、
両
親
ニ
も
更
に
云
ず
し
て
過
け

る
が
、
勝
五
郎
が
も
て
あ
そ
べ
る
こ
と
な
ど
の
よ
か
ら
ぬ

時
ハ
、
其
事
を
親
人
ニ
告
る
な
ど
云
へ
れ
ば
驚
て
止
ぬ
、

斯
て
年
月
を
経
て
、
文
政
五
年
の
冬
、
勝
五
郎
ハ
姉
の
い

へ
る
事
を
背
た
る
故
、
亦
其
事
を
親
人
ニ
告
ん
と
い
へ
れ

バ
驚
き
わ
ぶ
る
ニ
、
最
早
今
度
ハ
ひ
た
す
ら
に
言
告
ん
と

い
へ
れ
バ
、
泣
く
る
い
て
止
ん
と
す
る
を
、
母
聞
付
て
姉

に
い
ふ
様
ハ
、
い
か
に
せ
む
る
と
て
お
と
な
し
か
ら
ず
と

い
ふ
ニ
、
姉
又
母
ニ
言
ハ
、
勝
五
郎
が
空
を
い
へ
れ
バ
な

り
と
い
ふ
に
、
母
又
勝
五
郎
に
い
ふ
ハ
、
未
だ
十
歳
ニ
も

た
ら
ず
し
て
う
そ
い
へ
る
と
は
に
く
き
も
の
成
と
い
た
く

の
ゝ
し
れ
バ
、
泣
事
暫
く
も
止
ざ
り
け
れ
バ
、
母
の
い
ふ

様
、
お
こ
と
打
た
ゝ
か
れ
も
せ
ず
、
言
葉
に
て
い
ま
し
め

た
る
を
い
か
に
長
泣
き
す
る
ぞ
や
と
い
へ
れ
バ
、
勝
五
郎

い
ふ
、
我
ハ
う
そ
い
わ
ざ
り
し
ニ
我
の
ミ
い
た
く
叱
り
玉

ふ
と
云
ヘ
バ
、
母
い
か
り
て
、
其
う
そ
と
言
へ
る
ハ
い
か

な
る
こ
と
な
り
と
姉
に
問
へ
バ
、
答
へ
て
い
ふ
、
さ
い
つ

と
し
我
に
然
〳
〵
の
こ
と
を
語
り
、
親
人
ニ
ハ
も
ら
す
な

と
深
く
包
め
る
故
、
是
迄
語
ら
ざ
り
し
が
、
う
そ
な
ら
ん

と
云
、
母
聞
て
驚
き
、
勝
五
郎
ニ
つ
ば
ら
に
問
ふ
に
、
姉

の
い
へ
る
如
く
な
れ
バ
、
猶
夫
是
の
こ
と
共
を
と
へ
れ
バ

答
へ
い
ふ
、
翁
ニ
随
ひ
て
、
或
時
ハ
夜
る
と
も
昼
共
わ
か

ず
、
朧
夜
の
如
く
な
り
、
ま
た
家
ニ
て
前
の
父
母
の
香
花

飯
な
ど
手
向
玉
へ
バ
、
何
処
に
あ
り
て
も
能
知
り
て
け
ぶ

り
を
う
く
れ
バ
う
ゆ
る
こ
と
な
く
、
都
て
何
ニ
て
も
、
も

の
を
我
ニ
手
向
ら
る
れ
バ
よ
ろ
こ
ば
し
き
な
り
、
又
家
ニ

て
火
を
た
く
時
ハ
家
に
帰
り
た
り
と
い
ふ
〔
案
る
ニ
火
を

た
く
時
と
云
し
ハ
七
月
霊
む
か
い
の
火
な
る
べ
し
〕
、
又

前
の
世
の
我
家
ハ
し
か
〴
〵
の
所
ニ
て
斯
作
り
な
せ
る
な

ど
、
其
家
の
向
ひ
た
る
方
と
（
も
）
残
る
方
も
な
く
語
り
、

前
の
夜
（
世
）
の
母
人
の
顔
形
ハ
か
し
こ
の
た
れ
に
似
て

や
せ
た
る
な
ど
、
其
辺
り
の
人
に
つ
ら
へ
て
つ
ば
ら
ニ
語

り
け
れ
バ
、
母
其
こ
と
を
夫
に
い
ひ
つ
ど
う
れ
共
、
う
な

い
子
の
た
は
ご
と
の
様
ニ
覚
へ
て
、
ま
こ
と
と
も
せ
ざ
り

し
が
、
其
後
ハ
勝
五
郎
、
父
ニ
願
ひ
い
づ
る
ハ
、
前
の
世

の
親
を
尋
ま
ミ
へ
て
、
う
か
ら
の
ち
な
ミ
こ
そ
な
し
て
ほ

し
け
れ
と
て
、
日
々
に
せ
め
け
れ
バ
、
父
思
ふ
様
、
余
り

に
し
た
ふ
せ
ち
な
れ
バ
、
ま
が
ご
と
に
も
有
べ
き
や
、
さ

り
と
て
我
年
久
し
く
江
戸
に
住
た
れ
バ
隣
れ
る
里
な
れ
共

知
人
も
な
け
れ
バ
、
斯
名
乗
る
人
在
や
と
、
ま
だ
う
た
が

わ
敷
折
か
ら
ニ
、
幸
ニ
其
村
の
人
来
た
れ
る
ニ
問
へ
バ
、

実
ニ
も
藤
五
郎
と
言
者
在
て
、
其
子
の
な
く
な
り
た
る
よ

し
た
が
い
な
し
と
答
へ
け
れ
ば
、
同
六
年
未
正
月
十
六
日
、

勝
五
郎
が
後
の
は
ゝ
な
る
も
の
伴
ひ
て
、
程
久
保
む
ら
ニ

行
ニ
勝
五
郎
ハ
其
家
を
能
知
て
、
母
に
先
立
て
家
ニ
入
れ

バ
、
前
の
世
の
母
も
兼
て
其
事
を
聞
伝
へ
て
恋
し
く
思
ひ

居
る
折
か
ら
な
れ
バ
、
悦
び
限
り
な
く
、
我
子
に
あ
り

け
る
時
の
こ
と
共
を
尋
る
ニ
、
露
計
り
も
た
が
ふ
事
な
し
、

ま
た
の
世
に
親
子
め
ぐ
り
逢
た
る
事
を
い
と
嬉
し
く
思
ひ
、

是
よ
り
後
ハ
互
に
行
来
し
て
勝
五
郎
を
め
づ
る
こ
と
限
り

な
く
、
彼
是
を
親
ニ
も
親
し
き
う
か
ら
の
因
と
な
り
て
む

つ
び
ぬ
、
勝
五
郎
も
か
れ
こ
れ
の
父
母
の
わ
か
ち
も
な
く
、

皆
今
の
親
の
如
く
思
ひ
け
る
、
今
ハ
ひ
ん
く
（
マ
マ
）
遠

近
に
聞
へ
て
、
や
ん
ご
と
な
き
上
つ
か
た
ニ
も
め
さ
ゝ
る

ゝ
こ
と
と
は
な
り
ぬ
。

　
右
文
政
七
年
七
月
廿
八
日
、
勝
五
郎
が
家
を
と
ぶ
ら
ふ

に
、
父
母
は
ら
か
ら
ま
で
む
れ
居
た
れ
バ
、
つ
ば
ら
に
其

こ
と
を
問
ふ
ニ
先
ニ
か
い
付
た
る
如
く
、
父
な
る
者
の
曰

く
、
勝
五
郎
が
い
へ
る
処
、
前
の
世
の
こ
と
は
更
ニ
し
て
、

我
家
ニ
来
り
し
時
を
考
へ
つ
る
に
、
其
夜
い
さ
ゝ
か
の
も

の
い
ゝ
あ
ら
そ
へ
る
こ
と
あ
り
、
我
ま
づ
し
け
れ
バ
江
戸

ニ
出
で
奉
公
せ
ん
と
姉
（
婦
カ
）
夫
語
り
合
た
る
も
当
れ

り
、
既
ニ
我
妻
な
る
も
の
ハ
ミ
ご
も
り
た
る
も
知
ら
で
奉

公
ニ
出
た
り
し
が
、
勝
五
郎
を
孕
め
る
故
に
勤
も
成
難
き

故
ニ
、
衣
更
木
の
頃
ハ
家
ニ
帰
り
た
り
と
い
ふ
、
ま
た
勝
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五
郎
を
見
る
ニ
顔
形
人
並
よ
り
す
ぐ
れ
て
、
山
里
ニ
生
れ

て
も
ひ
な
び
た
る
こ
と
も
見
へ
ず
、
親
な
る
者
の
い
わ
く
、

い
や
し
き
こ
と
を
好
ま
ず
、
幼
き
な
が
ら
も
ふ
ミ
ま
な
び

し
て
、
武
士
ニ
も
な
ら
ん
な
ど
い
ゝ
て
、
夫
是
の
賤
し
き

業
ニ
ハ
お
ろ
か
な
れ
ど
も
、
も
の
ゝ
覚
へ
る
事
ハ
さ
も
あ

ら
ず
、
耳
少
し
遠
し
と
い
ふ
な
り
、
母
問
ふ
、
腹
の
内
ニ

去
け
る
時
の
こ
と
ハ
知
ら
ず
や
と
い
ふ
、
い
さ
ゝ
か
も
知

ら
ず
と
い
ふ
、
按
ず
る
ニ
諺
ニ
親
子
ハ
一
世
の
縁
と
言
共
、

勝
五
郎
ハ
現
世
一
世
の
身
を
も
て
二
世
の
親
母
に
そ
ふ
、

夫
婦
ハ
二
世
の
縁
と
い
へ
共
ま
た
の
世
ニ
夫
婦
ニ
成
た
る

と
言
も
の
有
こ
と
を
不
聞
、
諺
む
な
し
か
る
べ
し
、
扨
世

の
中
ニ
な
や
め
る
人
の
薬
を
あ
や
ま
り
て
救
わ
ざ
る
に
至

り
、
或
ハ
心
ま
ど
ひ
心
乱
れ
た
る
人
の
自
か
ら
の
ど
腹
ニ

つ
る
ぎ
を
つ
ら
ぬ
き
、
ま
た
ハ
海
川
ニ
身
を
し
づ
め
て
死

す
る
な
ど
の
者
、
皆
命
の
数
の
き
わ
ま
り
成
ら
ん
と
思
ひ

つ
る
ニ
、
勝
五
郎
が
命
の
き
わ
ミ
に
も
あ
ら
ね
共
、
薬
を

用
ひ
ざ
る
ニ
よ
り
て
死
た
る
と
い
へ
バ
、
長
き
命
を
あ
や

ま
り
て
死
す
る
こ
と
も
あ
れ
バ
、
ミ
ぢ
か
き
命
も
能
事
と

仕
た
る
む
く
い
ニ
ハ
長
く
た
も
つ
こ
と
も
有
べ
し
、
小
児

の
こ
と
葉
と
い
へ
共
、
前
世
を
知
る
程
な
れ
バ
命
の
限
り

も
知
ら
ざ
ら
ん
も
の
か
ハ
、
然
有
共
薬
を
放
す
人
の
病
ハ

薬
も
て
い
や
し
、
命
ハ
天
に
任
す
る
な
ど
い
へ
る
ハ
た
ゞ

あ
や
ま
り
を
隠
す
言
葉
の
様
ニ
も
思
わ
れ
ぬ
、
扨
人
の
福

ハ
施
す
が
一
な
り
、
無
病
な
る
が
次
也
、
財
宝
ハ
其
次
な

り
、
さ
れ
バ
人
ハ
こ
ゝ
ろ
を
ま
め
や
か
に
も
ち
て
、
た
ゞ

も
の
を
あ
わ
れ
む
の
ミ
、
人
ハ
更
に
し
て
、
お
の
れ
さ
へ

知
ら
ぬ
徳
の
積
り
な
バ
、
ミ
ぢ
か
き
命
の
長
く
保
つ
事
も

あ
る
べ
し
、
自
ら
能
事
の
種
蒔
ん
と
思
は
ゞ
百
万
の
こ
が

ね
を
す
て
ゝ
施
す
共
む
な
し
か
る
べ
し
（
と
脱
）
思
ひ

侍
り
ぬ
、
又
勝
五
郎
が
死
た
る
時
の
こ
と
共
思
ふ
ニ
、
野

べ
送
り
よ
り
帰
り
て
内
ニ
居
た
る
時
ハ
机
の
上
に
居
た
り

と
言
、
又
内
を
立
出
た
り
と
い
へ
る
も
、
四
十
九
日
程
の

様
ニ
押
は
か
ら
れ
バ
、
人
死
し
て
四
十
九
日
の
間
ハ
生
前

の
如
く
思
ひ
て
こ
と
を
な
す
べ
し
、
又
火
を
た
き
し
時
ハ
、

宿
に
帰
た
り
と
い
ふ
ハ
七
月
霊
祭
り
の
迎
ひ
火
な
る
べ
し
、

然
あ
れ
バ
霊
祭
り
ハ
先
祖
こ
ゝ
に
い
ま
す
と
心
得
て
大
切

に
祭
る
べ
き
事
な
り
、
仏
ニ
供
し
た
る
も
の
も
慥
ニ
受
る

と
聞
バ
、
常
々
霊
前
江

物
を
供
す
る
も
な
を
ざ
り
に
す
べ

か
ら
ず
。

（
『
近
世
庶
民
生
活
史
料
　
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
巻
　
三
一

書
房
刊
よ
り
転
載
、
解
説
四
参
照
）

11
　
睡す

い

余よ

操そ
う

觚こ

　
巻
十
五

○
文
政
六
癸
未
年
四
月
、
多
門
傳
八
郎
知
行
所
百
姓
の

忰
生
れ
替
り
前
世
の
事
共
覚
居
物
語
い
た
し
候
奇
談
、

所
々
専
風
説
故
、
右
百
姓
親
子
と
も
地
頭
傳
八
郎
方
へ

呼
出
相
糺
候
処
、
相
違
無
之
、
未
曽
有
之
珍
事
故
、
同

人
組
頭
迄
耳
打
申
達
候
書
付
写

私
知
行
所
武
州
多
摩
郡
中
野
村
百
姓
源
蔵
忰
勝
五
郎
、
去

午
年
八
才
ニ
而
秋
中
よ
り
同
人
姉
ニ
向
ひ
、
前
世
生
れ
替

候
始
末
相
話
候
へ
共
、
小
児
之
物
語
故
、
取
用
不
申
候
処
、

度
々
右
様
之
咄
申
候
ニ
付
、
不
思
儀
成
事
と
存
、
姉
儀
父

母
ヘ
相
噺
申
候
間
、
此
年
十
二
月
中
、
改
而
父
源
蔵
勝

五
郎
へ
相
尋
候
処
、
前
世
父
ハ
同
国
同
郡
小
宮
領
程
窪
村

百
姓
久
兵
衛
と
申
者
之
忰
藤
蔵
と
申
、
自
分
弐
才
之
節
久

兵
衛
儀
ハ
病
死
仕
候
間
、
母
後
家
之
入
夫
ニ
而
半
四
郎
と

申
者
後
ニ
相
成
居
候
処
、
右
藤
蔵
儀
六
才
之
時
疱
瘡
ニ
而

病
死
仕
、
夫
よ
り
右
源
蔵
方
ヘ
生
替
申
候
由
相
答
へ
、
難

取
用
筋
ニ
ハ
候
ヘ
共
、
悉
（
委
）
く
慥
成
事
共
申
候
ニ
付
、

村
役
人
へ
も
申
出
得
と
相
糺
候
処
、
世
上
取
沙
汰
仕
候
故
、

程
窪
村
半
四
郎
方
ニ
而
も
沙
汰
承
り
及
、
同
人
儀
知
行
所

源
蔵
方
ヘ
尋
参
り
候
故
、
相
糺
候
処
、
小
児
勝
五
郎
申
候

通
相
違
無
之
、
前
世
父
母
面
体
其
外
住
所
等
も
相
咄
申
候

ニ
付
、
程
窪
村
半
四
郎
方
ヘ
小
児
召
連
候
処
、
是
又
少
も

相
違
無
之
、
家
内
ニ
対
面
為
致
候
処
、
先
年
六
才
ニ
而

病
死
仕
候
藤
蔵
ニ
似
合
候
小
児
ニ
有
之
、
其
後
当
春
迄
ニ

折
々
懇
意
ニ
仕
候
内
、
近
村
ヘ
も
相
知
れ
申
候
哉
、
此
節

ハ
日
々
右
勝
五
郎
見
物
ニ
所
々
よ
り
参
候
者
有
之
候
ニ
付
、

知
行
所
よ
り
訴
出
候
間
、
源
蔵
勝
五
郎
呼
出
相
糺
し
申
候

処
、
右
之
通
両
人
も
相
答
申
候
、
尤
折
々
世
上
に
て
取
沙

汰
仕
り
候
間
、
難
取
用
筋
に
は
御
坐
候
得
共
、
御
内
々
此

段
御
耳
打
申
上
置
候
、
以
上

　
　
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
門
傳
八
郎

前
世
疱
瘡
相
煩
候
節
、
田
舎
之
儀
、
殊
ニ
貧
窮
之
百
姓
之

事
故
、
薬
用
も
不
致
、
病
死
致
候
由
、
尤
父
ハ
随
分
い
た

は
り
遣
候
由
、
葬
送
之
節
、
瓶
へ
入
、
棺
ヘ
入
葬
候
節
ハ
、

瓶
計
埋
候
由
、
右
葬
候
節
ハ
、
棺
之
上
ヘ
上
り
見
物
致

居
、
夫
よ
り
大
造
成
広
野
原
ヘ
出
候
ヘ
は
、
此
所
ヘ
地
蔵

菩
薩
并
老
人
罷
出
合
、
両
人
ニ
而
所
々
連
歩
行
、
四
季
之

草
花
有
之
山
谷
海
川
、
絶
景
言
語
に
及
ひ
か
た
き
所
々
連

歩
行
見
物
い
た
さ
せ
、
扨
三
ケ
年
過
最
早
生
替
ら
せ
可
申

十
六
才
ニ
相
成
候
ハ
ゝ
、
又
々
此
方
ヘ
立
戻
り
可
申
、
夫

迄
生
替
可
申
旨
為
申
聞
、
中
野
村
源
蔵
家
之
前
ヘ
連
れ
行
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置
候
而
、
地
蔵
と
老
人
ハ
帰
り
候
間
、
源
蔵
内
ヘ
這
入
候

処
、
其
節
源
蔵
夫
婦
殊
之
外
い
さ
か
ひ
致
居
候
間
、
胎
内

ヘ
難
入
、
暫
見
合
候
内
、
い
さ
か
ひ
も
相
済
候
間
、
胎
内

ヘ
入
候
旨
右
い
さ
か
ひ
之
訳
も
荒
増
覚
居
候
由
、
半
四
郎

今
繁
昌
ニ
而
源
蔵
よ
り
承
候
処
、
少
も
相
違
無
之
趣
申
候

由
、
其
外
色
々
不
思
議
も
有
之
候
得
共
、
一
夕
ニ
承
尽
兼

荒
増
書
留
畢
、

右
勝
五
郎
儀
、
賤
き
百
姓
之
忰
ニ
ハ
不
似
合
至
て
行
儀
能

お
と
な
し
く
生
付
も
奇
麗
ニ
而
何
を
申
も
、
漸
く
九
才
之

小
児
故
、
万
端
委
く
承
度
、
強
而
尋
候
ヘ
ハ
大
ニ
恐
れ
答

出
来
兼
、
又
ハ
泣
出
候
仕
合
故
、
菓
子
な
ど
与
ヘ
遊
ハ
せ

置
だ
ま
し
〳
〵
尋
候
故
、
聢
と
難
分
事
も
多
く
、
前
世
病

死
後
地
蔵
の
手
元
に
罷
在
り
候
三
ヶ
年
の
事
共
、
二
度
目

出
生
之
節
、
家
内
騒
々
敷
紛
れ
多
く
忘
却
い
た
し
候
由
申

之
、
十
六
才
迄
に
は
死
候
事
故
、
只
今
之
内
親
之
為
仕
事

い
た
し
溜
置
候
迚ト

テ

、
一
体
籠
細
工
を
親
共
細
工
ニ
い
た
し

候
処
、
勝
五
郎
篭
細
工
上
手
に
て
至
て
手
き
れ
い
に
出
来

候
、
昼
夜
精
を
出
し
拵
へ
、
夫
の
み
に
掛
り
居
候
由
、
平

生
至
て
小
食
に
て
一
度
に
漸
一
椀
位
に
て
余
ハ
不
食
、
魚

類
ハ
何
方
ニ
而
も
一
切
給
不
申
、
菓
子
類
少
々
食
候
由
な

り松
平
長
門
守
殿
隠
居
冠
山
態
々
中
野
村
へ
被
参
、
小
児
を

見
て
殊
の
外
賞
美
之
上
敬
し
被
申
、
始
終
小
児
を
様
付
ニ

尊
ミ
被
申
、
自
分
方
へ
も
駕
に
て
送
迎
、
至
て
尊
敬
被
致

候
由
、
何
故
ニ
候
哉
、
未
分
ら
ず
、
傳
八
郎
番
頭
佐
藤
濃

州
組
頭
森
勘
右
何
ニ
も
右
勝
五
郎
を
見
被
申
度
由
ニ
而

近
々
差
遣
候
趣
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

注
　
『
睡
余
操
觚
』
全
二
十
四
巻
は
、
江
戸
神
田
雉
子
町

の
町
名
主
斎さ

い

藤と
う

月げ
っ

岑し
ん

の
著
作
。
調
査
報
告
⑩
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
読
　
大
河
内
祥
行
）

12
　
山
海
里

（
１
） 

初
篇
　
巻
之
一

　
　
応
化
菩
薩
辞
世
の
事

一
　
松
平
冠
山
侯
の
息
女
露
子
と
い
へ
り
け
る
方
、
年
六

ツ
に
し
て
疱
瘡
し
た
ま
ひ
、
文
政
五
年
午
十
一
月
廿
七
日

逝
去
な
り
、
死
後
に
い
た
り
て
手
箱
を
開
く
に
、
や
う
や

く
い
ろ
は
の
仮
名
に
て
、
あ
や
し
げ
に
か
き
つ
ら
ね
た
ま

ひ
た
る
辞
世
の
う
た
、
あ
ま
た
出
た
り
と
ぞ
、
第
一
に
ハ
、

父
君
に
酒
を
停
じ
た
ま
へ
と
の
書
お
き
、
第
二
に
は
、
兄

君
へ
画
讃
に
し
て
の
書
お
き
、
第
三
に
は
、
産
た
ま
ひ
し

御
は
ら
の
方
へ
の
書
置
、
第
四
に
は
、
め
し
つ
か
ひ
給
ひ

し
婦
女
両
人
へ
の
書
置
、
第
五
に
は
、
家
臣
老
職
の
人
へ

の
御
し
め
し
、
第
六
の
終
に
は
、
菩
薩
の
本
門
を
あ
ら
は

し
た
る
言
葉
に
て
御
両
親
へ
の
告
命
と
み
え
た
る
一
章
あ

り
、
去
年
文
政
七
申
の
孟
春
よ
り
、
普
門
律
師
、
立
寛
比

丘
、
旧
華
叟
等
の
高
徳
の
人
々
、
ふ
か
く
随
喜
あ
り
て
、

其
筆
跡
の
ま
ゝ
を
梓
行
し
、
応
化
菩
薩
辞
世
帖
と
題
号
に

あ
ら
は
し
た
る
物
、
印
施
と
な
り
、
あ
ま
ね
く
人
の
み
る

所
な
れ
ど
も
、
旧
華
の
い
へ
る
ご
と
く
、
経
説
に
菩
薩
長

者
の
家
に
生
れ
、
其
身
い
の
ち
を
み
じ
か
う
し
て
、
二
親

を
済
度
す
と
説
た
ま
へ
る
事
、
眼
前
な
る
事
を
尊
み
て
人

に
し
ら
し
む
る
も
の
な
り

　
　
　
第
一

お
い
と
だ
か
ら
ご
し
ゆ
あ
が
る
な
、
つ
ゆ
が
お
ね
が
い
申

ま
す
、
め
て
た
く
か
し
く

お
と
う
さ
ま
　
ま
つ
た
い
ら
つ
ゆ

　
　
上
あ
け
る
　
　
　
つ
ゆ

　
　
　
第
二

十
い
ち
か
つ
御
き
う
そ
く
で
か
く

お
の
が
み
の
す
へ
お
し
ら
ず
に
も
ふ
こ
て
う

つ
ゆ
ほ
と
の
は
な
の
さ
か
り
や
ち
こ
さ
く
ら

あ
め
つ
ち
の
、
お
ん
は
わ
す
れ
じ
ち
ち
と
は
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ツ
つ
ゆ

　
　
　
第
三

ま
て
し
は
し
、
な
き
よ
の
な
か
の
い
と
ま
こ
い
、
む
と
せ

の
ゆ
め
の
、
な
こ
り
お
し
さ
に

　
　
お
た
へ
さ
ま
　
　
　
　
　
　
つ
ゆ

　
　
　
第
四

ゑ
ん
あ
り
て
、
た
つ
と
き
わ
れ
に
つ
か
わ
れ
し
、
い
く
と

し
へ
て
も
、
わ
す
れ
た
も
ふ
な

　
　
〔
と
き
　
た
つ
〕
様
　
　
　
　
　
　
六
ツ
つ
ゆ

　
　
　
第
五

う
た
か
い
の
、
ふ
か
き
し
ゆ
ち
や
う
を
し
め
さ
ん
と
、
つ

た
な
き
ふ
て
に
、
か
き
の
こ
し
け
り

か
み
ほ
と
け
、
へ
た
て
ぬ
よ
う
に
こ
こ
ろ
も
て
、
こ
の
よ

わ
さ
か
へ
、
ご
せ
わ
あ
ん
ら
く

ご
し
よ
う
お
は
、
ね
か
わ
す
と
て
も
、
だ
い
い
ち
わ
、
ぢ

ひ
と
な
さ
け
と
、
ほ
と
こ
し
と
み
ち

し
う
と
な
り
、
け
ら
い
と
な
し
た
そ
の
ほ
か
も
き
せ
ん
上

下
の
へ
た
て
な
く
、
た
す
け
て
や
ろ
う
こ
ゝ
ろ
ひ
と
つ
て

こ
れ
は
み
ん
な
ほ
ん
の
こ
と
、
う
た
が
い
ふ
か
い
と
じ
や

ど
う
と
い
う

　
　
　
　
　
　
つ
ゆ
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第
六
の
終
に

へ
に
し
ふ
か
き
か
ゆ
へ
に
、
ち
ち
と
な
し
、
こ
こ
ろ
み
ち

あ
る
ゆ
へ
に
、
は
は
と
な
し
、
お
ん
を
う
け
お
ん
お
ゑ
ん

と
し
て
、
み
ち
ひ
く

む
ま
れ
で
て
、
お
や
よ
り
お
も
し
み
つ
の
お
ん

　
　
　
　
つ
ゆ

〔
上
已
〕
此
う
た
の
こ
ゝ
ろ
を
お
も
ふ
に
、
は
じ
め
父
君

へ
の
い
さ
め
と
み
ゆ
る
ハ
酒
に
あ
し
き
く
せ
あ
り
て
、
や

ゝ
も
す
れ
ば
、
御
身
の
あ
や
ま
ち
と
も
な
ら
ん
こ
と
を

お
い
と
し
う
お
も
ふ
ゆ
ゑ
、
酒
を
や
め
た
ま
へ
と
の
事
を
、

江
戸
言
葉
に
て

お
い
と
だ
か
ら
、
御
酒
あ
が
る
な
と
の
い
さ
め
と
み
ゆ
る

な
り

次
ニ
蝶
と
桜
と
雨
と
の
絵
を
か
き
て
の
う
た
に
、
蝶
に
よ

せ
て
、
兄
君
に
後
世
を
し
り
た
ま
へ
と
の
い
さ
め
と
み
え

た
り

又
児
桜
の
う
た
に
、
つ
ゆ
ほ
ど
の
と
あ
る
は
、
自
身
の
名

を
う
た
に
よ
み
い
れ
た
る
こ
ゝ
ろ
な
ら
ん

次
の
母
君
へ
の
う
た
ハ
、
生
れ
た
る
子
さ
へ
死
ぬ
れ
バ
う

み
た
る
母
は
な
ほ
さ
ら
と
、
ま
て
し
ば
し
、
な
き
世
を
夢

な
り
と
し
り
た
ま
へ
と
の
こ
ゝ
ろ
な
ら
ん

次
の
婦
女
二
人
へ
の
う
た
に
、
た
つ
と
き
わ
れ
に
つ
か
わ

れ
し
と
ハ
、
婦
女
の
名
の
た
つ
と
と
き
と
を
よ
み
入
た
る

物
な
ら
ん

次
の
家
臣
へ
の
御
し
め
し
は
、
国
を
ま
も
る
道
の
邪
正
を

わ
き
ま
へ
さ
し
め
給
ふ
御
こ
と
ば
な
り
と
ぞ
聞
え
侍
る

第
六
の
終
の
と
こ
ろ
は
、
開
迹
顕
本
な
り
、
此
書
置
、
病

床
に
伏
て
の
後
な
れ
ば
、
そ
ば
の
人
は
な
れ
ざ
る
ゆ
ゑ
し

た
ゝ
む
る
ひ
ま
な
し
、
御
き
う
そ
く
に
て
か
く
と
あ
れ
ば

発
病
ま
へ
に
、
御
休
息
の
間
に
お
ゐ
て
ひ
そ
か
に
書
て
、

手
箱
に
入
置
給
ひ
し
に
必
せ
り
、
実
に
応
化
身
な
ら
ず
し

て
は
な
ん
ぞ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
） 

初
篇
　
巻
之
二

　
　
前
生
を
知
た
る
事

一
　
武
州
江
戸
近
辺
八
王
寺
村
柚
木
長
兵
衛
（
源
蔵
）
忰
、

今
年
文
政
八
酉
の
と
し
は
十
一
才
に
成
け
る
が
、
此
忰
六

才
の
時
姉
に
い
ひ
け
る
は
、
あ
ね
様
に
は
元
の
家
を
し

り
て
居
け
る
や
と
姉
の
い
ふ
、
元
の
家
と
は
い
づ
れ
の

事
ぞ
、
ち
か
ご
ろ
家
の
か
は
り
た
る
事
は
な
し
と
い
へ

ば
、
弟
の
小
児
い
ひ
け
る
は
此
内
へ
う
ま
れ
て
こ
ぬ
さ

き
の
家
の
事
な
り
と
い
ふ
、
姉
あ
や
し
み
て
た
づ
ね
け
れ

ば
、
と
ゝ
に
も
か
ゝ
に
も
ば
ゞ
に
も
い
ふ
事
な
く
バ
姉
ば

か
り
に
い
ふ
べ
し
と
て
、
前
生
の
事
を
く
わ
し
く
か
た
り

け
り
、
其
後
は
な
に
事
に
て
も
わ
ん
ば
く
な
る
事
を
す
れ

ば
、
姉
こ
れ
を
し
か
る
と
き
、
か
の
事
を
と
ゝ
か
ゝ
に
い

ふ
ぞ
と
い
へ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
わ
る
さ
を
や
む
る
事
あ
ま

た
ゝ
び
な
り
け
れ
ば
、
両
親
あ
や
し
み
て
、
か
の
か
く
す

事
と
は
何
た
る
事
な
る
や
と
姉
に
た
づ
ね
け
れ
ば
、
姉
は

ひ
そ
か
に
父
母
へ
か
た
り
け
り
、
両
親
は
な
は
だ
あ
や
し

み
て
、
よ
な
〳
〵
は
小
児
ば
ゞ
に
い
だ
か
れ
て
寝
る
事
な

れ
バ
、
ば
ゞ
に
と
は
せ
て
み
ん
と
て
、
ば
ゞ
に
其
事
を
さ

づ
く
る
に
、
ば
ゞ
承
知
し
て
い
だ
き
て
寝
た
る
、
夜
も
す

が
ら
た
づ
ね
け
れ
ば
、
姉
に
聞
き
た
る
上
は
ぜ
ひ
な
し
か

た
る
べ
し
と
て
、
小
児
の
い
ふ
や
う
、
わ
れ
此
内
へ
生
れ

て
こ
ぬ
さ
き
に
は
、
こ
れ
よ
り
西
北
の
方
五
六
里
へ
だ
ち

て
、
（
程
）
久
保
村
と
い
ふ
所
な
り
、
父
は
藤
五
郎
と
い

ふ
人
、
母
は
お
し
つ
と
い
ふ
、
今
二
人
な
が
ら
居
ら
る
ゝ

か
し
ら
ぬ
、
巳
（
己
）
は
藤
蔵
と
い
ふ
た
、
六
才
に
な
る

時
お
も
き
疱
瘡
に
て
死
に
た
り
、
瓶
に
入
れ
穴
に
入
れ
た

事
を
し
り
て
居
る
な
り
、
墓
へ
送
り
て
ゆ
き
し
人
の
帰
る

の
に
つ
れ
だ
ち
帰
り
て
内
の
机
の
上
に
三
年
の
間
居
た
り
、

其
内
に
今
の
母
や
祖
母
が
膳
を
す
へ
て
く
れ
た
り
し
て
い

た
は
る
に
、
こ
ち
の
内
へ
こ
ひ
と
い
ふ
た
ゆ
ゑ
、
今
の
家

へ
来
て
み
た
る
に
、
夫
婦
喧
嘩
あ
り
て
、
父
（
母
）
は
江

戸
へ
ゆ
く
と
い
ふ
て
、
家
内
お
だ
や
か
な
ら
ぬ
ゆ
ゑ
、
三

日
三
夜
門
口
に
居
た
り
、
其
後
家
内
お
さ
ま
り
し
ゆ
ゑ
内

へ
入
た
り
、
あ
と
さ
き
に
わ
す
れ
た
事
も
あ
れ
ど
も
そ
れ

ら
の
事
は
お
ぼ
え
て
居
る
と
い
ひ
け
る
ゆ
ゑ
、
両
親
こ
れ

を
祖
母
よ
り
聞
て
、
い
か
に
し
て
も
あ
や
し
き
事
な
れ
ど

も
、
い
か
に
も
夫
婦
喧
嘩
の
事
、
江
戸
行
の
事
み
な
い
ふ

と
ほ
り
な
り
、
其
時
よ
り
来
り
生
じ
て
、
今
年
六
才
に
な

る
事
す
こ
し
も
い
ふ
に
た
が
は
ね
ば
、
其
久
保
村
へ
た
づ

ね
て
み
た
き
も
の
な
り
、
し
か
れ
ど
も
あ
や
し
き
事
に
お

も
は
れ
ん
も
、
い
か
ゞ
な
れ
ば
、
長
兵
衛
自
身
に
は
ゆ
き

が
た
し
、
や
は
り
祖
母
つ
れ
ゆ
き
て
み
た
ま
へ
と
て
、
老

母
に
手
を
ひ
か
せ
て
、
か
の
所
を
た
づ
ね
ゆ
か
し
む
る
に
、

其
村
の
近
辺
へ
い
た
れ
ば
、
つ
ね
に
遊
び
な
れ
た
る
所
な

り
と
て
、
此
家
は
た
れ
の
家
か
れ
の
家
な
ど
い
ふ
て
、
祖

母
に
を
し
え
、
か
の
藤
五
郎
が
門
前
に
い
た
れ
ば
こ
れ
が

こ
ち
の
内
な
り
と
て
、
祖
母
よ
り
さ
き
に
た
ち
て
家
内
へ

入
り
、
台
所
に
座
し
て
家
内
を
み
ま
は
し
、
此
棚
は
な
か

り
し
が
出
来
た
り
、
此
所
は
か
べ
な
り
し
が
、
戸
を
入
ら

れ
た
り
な
ど
い
ふ
ゆ
ゑ
、
家
内
中
大
に
あ
や
し
み
、
此
小

児
は
い
づ
れ
よ
り
来
り
し
ぞ
、
十
三
年
已
前
疱
瘡
に
て
死

去
せ
し
藤
蔵
に
す
こ
し
も
〳
〵
人
相
の
た
が
ハ
ぬ
子
な
り
、

も
の
い
ふ
声
ま
で
藤
蔵
な
り
と
て
女
房
な
つ
か
し
げ
に
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よ
り
そ
へ
ば
、
お
ま
へ
は
か
ゝ
様
じ
や
わ
し
は
藤
蔵
じ
や

と
い
ふ
ゆ
ゑ
、
女
房
は
夢
心
な
り
と
い
ふ
ゆ
ゑ
つ
れ
て
ゆ

き
し
祖
母
な
る
も
の
は
、
門
口
に
ひ
か
え
て
居
た
り
し
が
、

其
や
う
す
を
か
ん
が
へ
て
内
へ
と
ほ
り
、
藤
五
郎
様
と
申

す
は
此
方
に
て
候
か
、
御
内
室
は
お
し
つ
様
と
申
か
と
い

へ
ば
、
女
房
の
返
答
に
は
、
い
か
に
も
御
申
の
と
ほ
り
に

候
へ
ど
も
、
藤
五
郎
（
半
四
郎
）
は
近
所
へ
用
事
に
て
罷

出
留
守
に
て
候
と
い
へ
ば
、
祖
母
の
い
ふ
に
は
、
そ
れ
な

る
小
児
ハ
わ
た
く
し
の
孫
に
て
候
が
、
か
く
〳
〵
の
事
に

て
候
ゆ
ゑ
今
日
つ
れ
来
り
候
と
こ
ろ
、
只
今
門
口
に
て
承

候
へ
ば
十
三
年
さ
き
に
死
た
る
藤
蔵
に
す
こ
し
も
〳
〵
た

が
は
ぬ
人
相
に
て
、
声
ま
て
藤
蔵
な
り
と
実
母
の
御
申
を

き
け
ば
、
き
つ
ね
た
ぬ
き
の
た
ぶ
ろ
か
す
に
て
も
な
く
、

生
れ
か
は
り
て
来
り
し
も
の
と
お
も
ひ
候
と
い
ひ
け
れ
ば
、

い
よ
〳
〵
女
房
は
な
つ
か
し
げ
に
い
た
は
る
所
へ
藤
五
郎

も
帰
り
来
り
、
始
末
を
き
ゝ
て
相
よ
ろ
こ
び
、
今
日
よ
り

此
小
児
は
此
方
へ
申
う
け
た
し
と
い
へ
ば
、
小
児
の
い
ふ

に
は
、
い
へ
〳
〵
と
ゝ
か
ゝ
の
た
ん
と
あ
る
が
よ
き
ゆ
ゑ
、

両
方
に
お
き
て
下
さ
れ
と
い
ふ
ゆ
ゑ
、
今
生
の
両
親
、
過

去
の
両
親
和
談
の
上
に
て
、
今
は
両
方
の
家
の
子
と
成

て
居
る
よ
し
、
委
く
普
門
律
師
、
江
戸
よ
り
上
洛
の
節
の

物
が
た
り
な
り
、
松
平
冠
山
侯
も
息
女
露
子
の
事
を
お
も

ひ
て
、
態
々
其
土
地
に
た
づ
ね
ゆ
か
せ
ら
れ
、
く
わ
し
く

書
と
め
て
、
小
児
に
も
面
会
し
て
帰
り
給
へ
り
と
ぞ
、
む

か
し
に
あ
り
て
は
、
こ
れ
ら
に
相
似
よ
り
た
る
事
も
あ
ま

た
あ
り
け
れ
ど
も
、
今
存
命
に
し
て
四
人
の
実
父
母
あ
る

事
隔
生
即
忘
と
の
ミ
い
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
、
別
に
因
縁

の
あ
る
事
な
ら
ん
、
河
内
国
玉
手
万
福
寺
の
夏
屋
和
尚
は
、

次
の
生
に
は
尾
州
へ
生
る
事
を
知
り
、
紀
州
根
来
の
法
住

師
は
、
前
生
智
道
比
丘
尼
に
て
あ
り
し
事
を
知
れ
り
と
い

ふ
も
、
尋
常
な
ら
ぬ
因
縁
に
て
、
三
世
は
な
き
事
に
お
も

ひ
け
る
外
道
を
い
ま
し
む
る
の
摂
化
髄
縁
と
も
い
ふ
べ
き

事
な
り
、
河
内
の
寂
照
入
唐
の
時
、
も
ろ
こ
し
に
て
い
ふ

に
、
先
年
死
去
し
た
る
寂
照
に
す
こ
し
も
た
が
は
ぬ
か
ほ

か
た
ち
な
る
法
師
の
、
日
本
よ
り
わ
た
り
き
た
れ
り
と
い

ひ
し
と
ぞ
、
し
か
れ
ば
寂
照
の
前
世
ハ
唐
人
に
て
名
も
同

じ
か
り
し
と
み
え
た
り
、
人
の
名
も
形
も
前
生
の
縁
を
ひ

く
物
な
ら
ん
と
、
扶
桑
故
事
に
か
き
た
る
も
可
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
）

（
解
説
四
参
照
、
解
読
　
鈴
木
淳
世
）

13
　
武
蔵
名
勝
図
会
　
多
摩
郡
之
部
　
巻
六

　
　
　
　
前
生
覚
知
の
小
童

前
生
覚
知
の
小
童
　
右
同
所
中
村
（
野
）
村
の
村
民
源
蔵

と
い
え
る
も
の
ゝ
小
童
幼
名
勝
五
郎
と
い
ふ
ハ
文
化
十
二

亥
年
十
月
十
日
に
生
れ
、
文
政
六
未
年
に
九
歳
な
り
、
此

小
童
、
文
政
六
未
年
の
前
年
八
歳
の
時
、
十
一
月
庭
に
て

十
四
歳
に
な
れ
る
姉
へ
遊
戯
の
折
ふ
し
不
図
語
り
け
る
ハ
、

姉
さ
ん
ハ
も
と
の
生
れ
し
家
を
し
り
け
る
や
と
問
ふ
、
姉

の
い
ふ
、
も
と
の
家
ハ
し
ら
す
、
爰
よ
り
外
に
生
れ
し
家

な
し
と
答
ふ
、
小
童
い
ふ
、
我
は
も
と
の
内
を
し
り
た
り

と
い
ふ
、
姉
ハ
拾
四
歳
ニ
も
な
り
て
物
心
も
し
れ
る
ゆ
へ
、

戯
の
こ
と
と
思
ひ
、
其
も
と
の
家
ハ
い
つ
く
そ
と
問
へ
は
、

誰
に
も
語
り
給
わ
す
ハ
噺
さ
ん
と
い
ふ
ゆ
へ
、
姉
も
其
こ

と
を
誓
ひ
、
さ
ら
ば
い
つ
く
や
と
問
ふ
、
小
童
か
い
ふ
に

ハ
、
爰
よ
り
半
里
も
西
北
に
て
、
程
窪
村
な
り
、
父
の
名

ハ
藤
五
郎
、
母
の
名
は
お
し
づ
と
い
え
り
、
六
ツ
の
時
疱

瘡
に
て
死
せ
り
、
其
後
爰
の
家
の
子
に
な
ら
ん
と
思
ひ
庭

迄
来
れ
る
か
、
夫
婦
い
さ
か
ひ
な
と
兎
角
や
ま
さ
る
ゆ
へ
、

内
へ
入
兼
て
庭
の
木
の
も
と
に
久
敷
忍
ひ
居
た
り
け
る
か
、

機
嫌
な
を
り
し
ゆ
へ
内
へ
入
て
、
爰
の
子
に
生
れ
た
り
と

い
ふ
、
姉
も
戯
れ
の
事
と
思
ひ
し
か
、
或
時
母
に
此
事
を

告
け
り
、
母
も
戯
と
ハ
思
ひ
な
か
ら
人
目
な
き
時
小
童
勝

五
郎
を
す
か
し
て
問
ひ
け
れ
と
も
、
秘
し
て
い
わ
す
、
さ

ま
〳
〵
の
事
を
謀
り
て
問
ひ
し
に
、
嚮
に
姉
に
語
り
し
に

た
か
わ
す
、
母
の
い
ふ
、
前
生
程
窪
村
の
家
ハ
村
の
何
方

に
あ
る
や
と
問
へ
ハ
、
勝
五
郎
い
ふ
ハ
、
程
窪
へ
行
き
給

へ
は
、
其
家
を
知
ら
す
へ
し
と
い
え
り
、
其
年
も
暮
け
れ

は
、
翌
文
政
六
未
年
正
月
廿
日
母
勝
五
郎
背
負
ひ
、
高

幡
不
動
参
詣
な
か
ら
程
窪
村
へ
掛
り
過
行
し
に
、
小
童
い

ふ
、
此
家
こ
そ
前
生
の
家
な
り
と
教
へ
け
り
、
扨
、
程
窪

村
の
前
生
の
実
父
半
四
郎
（
藤
五
郎
）
ハ
小
童
か
五
歳
の

時
病
死
し
、
翌
年
継
父
を
入
し
其
年
の
十
月
小
童
死
せ
し
、

依
之
、
継
父
ハ
半
四
郎
と
い
え
る
と
そ
云
々
、
斯
て
再

生
の
母
は
小
童
勝
五
郎
か
教
に
ま
か
せ
、
さ
あ
ら
ぬ
体
に

て
、
ち
と
御
ゆ
る
し
下
さ
れ
、
不
動
参
詣
に
由
木
辺
よ
り

参
り
し
も
の
な
り
と
て
、
内
へ
入
て
色
々
聞
け
る
に
、
小

童
が
物
語
少
も
違
わ
さ
り
け
る
、
此
小
童
か
話
せ
し
事
は

し
か
〳
〵
の
こ
と
な
り
と
い
へ
は
、
半
四
郎
夫
婦
も
ろ
と

も
に
奇
異
の
思
ひ
を
な
し
、
互
に
感
涙
を
流
け
る
と
い
ふ
、

此
こ
と
近
村
に
伝
へ
聞
て
、
所
々
よ
り
尋
来
れ
る
も
の
夥

し
、
江
戸
な
と
へ
も
其
奇
事
を
伝
へ
聞
て
、
専
ら
奇
談
の

事
と
な
れ
り
、
同
所
の
名
主
も
地
頭
所
へ
届
に
及
ひ
け
れ

ハ
、
地
頭
ハ
根
津
七
軒
丁
多
門
伝
八
郎
と
い
ふ
人
も
其
前

に
此
奇
談
を
聞
け
る
上
ゆ
へ
、
小
童
を
伴
ひ
可
参
旨
申
聞
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ら
れ
、
同
四
月
五
日
小
童
か
親
源
蔵
、
勝
五
郎
を
伴
ひ
地

頭
へ
参
れ
り

（
個
人
蔵
　
日
野
市
郷
土
資
料
館
寄
託
）

（
解
説
四
参
照
、
解
読
　
鈴
木
淳
世
）

14
　
桑
都
日
記
　
続
編
巻
七
（
読
み
下
し
）

○
文
政
五
年
壬
午
の
冬
十
一
月
、
柚
木
領
中
（
野
）
村
の

百
姓
源
蔵
の
子
、
勝
五
郎
、
九
歳
に
し
て
前
生
の
事
を
語

る
。
皆
符
信
有
り
。

　
勝
五
郎
の
前
生
は
程
窪
村
の
百
姓
半
四
郎
の
子
な
り
。

藤
蔵
と
曰
ふ
。
文
化
七
年
庚
午
の
二
月
四
日
、
疱
瘡
に
罹

り
て
死
す
。
時
に
六
歳
。
里
中
の
医
王
寺
に
葬
る
。
文
化

十
二
年
乙
亥
十
月
十
日
、
中
村
の
百
姓
源
蔵
の
家
に
生
る
。

父
は
即
ち
源
蔵
、
母
は
勢
伊
と
曰
ふ
。
今こ

と
し茲

文
政
壬
午
の

年
と
し
の
は
じ
め

甫
、
九
歳
に
し
て
其
の
姉
、
布
佐
と
前
生
の
事
を
語
る
。

父
母
聞
き
て
之
を
異
と
し
、
携
へ
て
前
生
の
家
に
至
り
て

訪
ね
問
ふ
。
言
、
皆
、
符
験
有
り
。
両
家
の
父
母
慨
嘆
せ

り
。
亦
、
異
な
ら
ず
や
。
郷
党
以
て
奇
譚
と
為
せ
り
。

　
按
ず
る
に
、
晋
の
鮑ほ

う

靚せ
い

は
東
海
の
人
也
。
年
五
歳
の
と

き
、
父
母
に
語
り
て
曰
く
、
本
は
是
れ
曲
陽
の
李
家
の
児
、

九
歳
の
と
き
、
井
に
墜
ち
て
死
せ
り
と
。
其
父
母
訪
ね
問

ひ
し
に
、
皆
符
験
あ
り
。
又
曰
く
、
晋
の
羊よ

う

祜こ

は
泰
山
南

城
の
人
な
り
。
年
五
歳
の
時
乳
母
を
し
て
弄
す
る
所
の
金

環
を
取
ら
し
む
。
乳
母
曰
く
、
汝
先
に
此
の
物
無
し
と
。

祜
即
ち
隣
人
李
氏
の
東
垣
な
る
桑
樹
中
に
詣
り
、
探
り
て

之
を
得
た
り
。
主
人
驚
き
て
曰
く
、
汝
吾
が
亡
児
の
失
ひ

し
所
の
物
、
云
ふ
、
何
く
に
か
持
ち
去
る
と
。
乳
母
具

つ
ぶ
さ

に

之
を
言
へ
ば
李
氏
悲
惋
す
。
時
人
之
を
異あ

や

し
み
、
李
氏
の

子
は
即
ち
祜
の
前
身
也
と
謂
ふ
。
是
等
の
二
件
の
事
に
拠

り
て
之
を
稽

か
ん
が

ふ
れ
ば
即
ち
、
今
茲こ

の
勝
五
郎
の
前
身
を
語

る
の
説
、
又
、
之
を
誣し

ふ
べ
か
ら
ず
。

（
八
王
子
市
極
楽
寺
所
蔵
　
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
寄
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
説
四
参
照
、
解
読
　
鈴
木
淳
世
）

15
　
珎
説
集
記

　
　
（
付
箋
「
文
政
六
未
年
未（

マ
マ
）年

生
替
物
語
」
）

　
　
　
文
政
六
未
年
生
替
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
中
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
性
源
蔵
二
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
　
五
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
九
才

右
源
蔵
二
男
勝
五
郎
儀
八
才
ニ
而
去
年
秋
中
同
人
姉
ニ
向

ひ
前
世
生
れ
替
候
始
末
相
咄
候
得
共
小
児
之
物
語
故
取
用

不
申
候
処
、
度
々
右
様
之
咄
申
出
候
ニ
付
姉
義
不
審
ニ
存

し
父
母
江

咄
候
而
昨
年
十
二
月
中
改
而
父
源
蔵
よ
り
勝
五

郎
相
尋
申
候
所
、
先
世
之
父
は
同
国
同
郡
小
宮
領
程
窪

村
百
姓
久
兵
衛
と
申
者
、
後
之
父
ニ
相
成
居
候
処
右
忰

六
才
之
時
疱
瘡
ニ
而
病
死
仕
、
夫
よ
り
右
之
源
蔵
方
江

生

れ
替
候
由
、
難
取
用
筋
ニ
は
有
之
候
得
共
委
細
慥
成
事
共

申
候
ニ
付
、
村
役
人
共
申
出
得
と
相
糺
候
所
世
上
取
沙
汰

仕
候
故
程
窪
村
半
四
郎
方
ニ
而
も
沙
汰
承
及
、
同
人
義
知

行
所
源
蔵
方
江

尋
参
相
糺
候
所
、
小
児
勝
五
郎
申
候
通
り

相
違
無
之
、
前
世
父
母
面
躰
其
前
住
居
等
も
咄
出
申
候
ニ

付
、
程
窪
村
半
四
郎
方
へ
勝
五
郎
召
連
参
候
所
、
先
年
六

歳
ニ
而
病
死
仕
候
藤
蔵
ニ
似
合
候
小
児
ニ
有
之
、
其
後
当

春
迄
も
折
々
懇
意
仕
候
内
、
近
村
江

も
相
知
レ
候
哉
此
程

は
日
々
勝
五
郎
を
見
物
ニ
所
々
よ
り
参
候
者
有
之
候
由
知

行
所
よ
り
訴
出
申
候
ニ
付
源
蔵
呼
出
相
糺
候
処
右
之
通
両

人
共
相
答
申
候
、
尤
折
々
世
上
取
沙
汰
も
仕
候
間
誠
難
取

用
筋
ニ
は
有
之
候
得
共
、
此
段
内
々
御
耳
ニ
達
申
上
置
候
、

以
上

　
　
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
門
傳
八
郎

右
之
御
届
書
写
昨
廿
日
夕
方
志
賀
兵
左
（
右
）
衛
門
様
御

持
参
ニ
付
奉
入
御
覧
候
、
先
日
拝
見
之
冠
山
様
御
書
ニ
御

添
置
被
遊
可
然
哉
ニ
奉
存
候
、
以
上

　
　
六
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
直

勝
五
郎
再
生
話
入
尊
覧
候
、
是
ハ
仏
説
不
信
の
族
ヲ
降
伏

之
方
便
に
て
鄙
俗
ニ
し
た
ゝ
め
申
候
、
御
慰
而
已
差
上
申

候
、
私
自
ら
勝
五
郎
祖
母
へ
承
り
候
ニ
付
話
ハ
相
違
無
御

座
候
、
御
一
覧
之
上
御
返
却
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冠
山
拝

弔
　
啓

此
物
語
は
江
戸
鉄
炮
州
松
平
冠
山
様
当
癸
未
三
月
廿
二
日

態
々
彼
地
江

御
立
越
被
遊
候
間
、
右
勝
五
郎
祖
母
ニ
逢
ひ

逐
一
御
糺
之
上
有
之
儘
御
筆
記
之
実
事
ニ
而
相
違
無
之
候
、

右
冠
山
様
其
後
四
月
十
四
日
吾
寺
江

御
来
駕
被
為
在
御
直

之
物
語
之
上
猶
又
同
月
廿
日
右
筆
記
為
御
見
被
下
候
間
不

取
敢
写
し
置
者
也
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文
政
六
未
年
四
月
廿
一
日

　
　
泉
岳
寺
貞
鈞
叟
（
花
押
）

　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
柚
木
領
中
野
村
小
名
谷
津
入

　
　
　
　
　
　
多
門
傳
八
郎
知
行
所
屋
敷
根
津
七
軒
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
源
蔵
次
男

　
　
　
　
　
当
未
九
才
文
化
十
二
年
　
　
　
　
勝
五
郎

　
　
　
　
　
乙
亥
十
月
十
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
苗
字
小
谷
田

　
　
　
　
　
当
未
四
十
九
才
　
　
　
　
　
　
　
源
　
蔵

源
蔵
（
妻
せ
い
）
尾
州
家
士
村
田
吉
太
郎
尾
州
ニ
而
御
弓

役
相
勤
せ
い
十
二
才
之
時
本
多
大
之
進
殿
江

奉
公
ス
と
云
、

せ
い
十
三
才
之
時
吉
太
郎
故
有
而
永
之
御
暇
ニ
而
浪
人
ニ

成
、
其
後
文
化
四
年
四
月
廿
五
日
七
十
五
ニ
而
病
死
墓
所

禅
宗
下
柚
木
村
之
永
林
寺

貧
窮
ニ
付
か
ご
細
工
い
た
し
江
戸
江

商
フ
、
宿
所
馬
喰
町

相
模
屋
喜
兵
衛
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蔵
妻

　
　
　
　
　
当
未
三
十
九
才
　
　
　
　
　
　
母
　
　
せ
い

　
　
　
　
　
当
未
七
十
二
才
　
　
　
　
　
　
祖
母
　
つ
や

　
　
　
　
　
若
年
之
時
松
平
隠
岐
守
殿
奥
へ
奉
公
す

　
　
　
　
　
当
十
五
才
　
　
　
　
　
　
　
　
姉
　
　
ふ
さ

　
　
　
　
　
当
十
四
才
　
　
　
　
　
　
　
　
兄
　
乙
次
郎

　
　
　
　
　
当
四
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妹
　
　
つ
ね

武
州
多
磨
郡
小
宮
領
程
窪
村

　
　
　
　
中
根
宇
右
衛
門
知
行
所
屋
敷
下
谷
新
シ
橋
通

六
才
ニ
而
死
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

　
　
蔵

文
化
二
年
乙
丑
生
、
同
庚
午
二
月
四
日
昼
四
ツ
時
頃
死
ス
、

病
症
疱
瘡
、
葬
地
同
村
之
山
、
菩
提
所
同
領
三
沢
村
禅
宗

医
王
寺
、
文
政
五
年
十
三
回
忌
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
養
父
苗
字
須
崎

　
　
当
未
五
十
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
四
郎

　
　
当
未
四
十
九
才
　
　
　
　
　
　
実
母
　
　
　
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
実
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
兵
衛
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
五
郎

初
名
を
久
兵
衛
ト
申
候
、
文
化
五
戊
辰
年
藤
蔵
五
才
之
時

四
十
八
才
ニ
て
死
去
、
此
跡
ニ
半
四
郎
入
夫
之
由
、
文
政

五
年
十
三
回
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
蔵
種
替
り
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
四
郎
（
忰
）
両
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
娘
　
両
人

去
年
十
一
月
の
頃
勝
五
郎
姉
ふ
さ
と
た
ん
ほ
に
て
遊
ひ
な

か
ら
勝
五
郎
姉
に
向
ひ
、
姉
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
こ
ち
の
家

へ
生
れ
て
来
た
と
問
ふ
、
姉
ど
ふ
し
て
生
れ
て
来
た
前
が

し
れ
る
も
の
か
と
い
へ
バ
勝
五
郎
あ
や
し
け
な
る
躰
に
て

そ
ん
な
ら
お
ま
へ
ハ
前
の
事
ハ
し
ら
ぬ
か
と
い
ふ
、
姉
て

ま
へ
ハ
知
つ
て
い
る
か
と
い
へ
バ
勝
五
郎
し
つ
て
居
る
の

さ
お
ら
ア
あ
の
程
窪
の
久
兵
衛
さ
ん
の
子
で
勝
蔵
（
藤

蔵
）
と
云
た
ヨ
、
姉
そ
ん
な
ら
お
と
つ
さ
ん
と
お
つ
か
さ

ん
に
い
を
ふ
と
い
へ
ハ
勝
五
郎
泣
出
し
お
と
つ
さ
ん
お
つ

か
さ
ん
に
い
つ
ち
や
ア
わ
る
い
、
姉
そ
ん
な
ら
い
ふ
ま
い
、

わ
る
い
事
を
す
る
と
い
つ
つ
け
る
ぞ
よ
と
て
其
後
兄
弟
け

ん
く
わ
な
ど
す
れ
ハ
彼
の
事
を
い
を
ふ
と
云
と
直
ニ
や
め

る
事
度
々
な
れ
バ
、
両
親
こ
れ
を
聞
つ
け
い
か
な
る
悪
事

を
な
せ
し
哉
と
あ
ん
し
有
の
ま
ゝ
に
告
る
に
源
蔵
夫
婦
祖

母
つ
や
と
甚
不
審
に
お
も
ひ
勝
五
郎
を
す
か
し
色
々
と
せ

め
尋
け
れ
ば
、
そ
ん
な
ら
い
を
ふ
と
て
、
お
ら
ア
程
く
ぼ

の
久
兵
衛
さ
ん
の
子
に
て
お
つ
か
さ
ん
の
名
は
お
し
づ
さ

ん
と
い
つ
た
、
お
ら
ア
五
ツ
の
時
久
兵
衛
さ
ん
ハ
死
ん
て

其
跡
に
半
四
郎
さ
ん
と
云
が
来
て
を
れ
を
か
わ
い
が
つ

て
く
れ
た
か
、
お
ら
ア
其
あ
く
る
年
六
て
疱
瘡
で
死
で
そ

れ
か
ら
三
年
目
に
お
つ
か
さ
ん
の
腹
に
は
い
つ
て
そ
れ
か

ら
生
れ
た
よ
と
云
、
両
親
祖
母
是
を
聞
て
大
に
驚
き
、
ど

ふ
ぞ
し
て
程
窪
の
半
四
郎
と
云
者
を
尋
て
ミ
ん
と
お
も
へ

と
も
身
す
き
に
ま
き
れ
其
ま
ゝ
に
打
捨
て
置
し
に
、
母
し

づ
（
せ
い
）
ハ
四
成
ル
娘
常
に
乳
ヲ
の
ま
す
る
故
勝
五
郎

ハ
祖
母
つ
や
に
だ
か
れ
て
毎
夜
〳
〵
ね
も
の
か
た
り
す
る

ゆ
へ
、
つ
や
勝
五
郎
か
き
げ
ん
を
見
合
其
死
せ
し
時
の
事

を
尋
ね
と
ふ
に
、
勝
五
郎
四
つ
ぐ
ら
い
迄
は
能
覚
へ
て
い

た
が
段
々
わ
す
れ
た
が
、
疱
瘡
で
死
で
壺
に
入
ら
れ
山
に

葬
む
ら
れ
た
時
、
穴
を
ほ
つ
て
壺
を
落
し
た
時
ど
ん
と
い

つ
た
音
ハ
能
覚
へ
て
い
る
、
そ
れ
か
ら
内
に
帰
て
枕
（
机

カ
）
の
上
に
と
ま
つ
て
い
た
ら
な
ん
と
も
し
れ
ぬ
じ
い
さ

ま
の
や
う
な
人
か
来
て
つ
れ
て
行
と
空
を
と
ん
で
あ
る
ひ

て
昼
も
夜
も
な
し
い
つ
も
日
暮
時
分
の
や
う
だ
つ
け
、
寒

く
も
暑
く
も
ひ
た
る
く
も
な
か
つ
た
、
い
く
ら
遠
く
に
い

つ
て
も
内
で
念
仏
を
唱
声
と
な
に
か
話
す
声
か
聞
え
て
、

内
て
あ
つ
た
か
い
ぼ
た
餅
を
備
る
と
鼻
か
ら
烟
を
の
む
や

う
て
あ
つ
た
か
ら
お
ば
ア
さ
ん
仏
さ
ま
に
あ
つ
た
か
い
も

の
を
す
へ
な
さ
い
よ
、
そ
う
し
て
僧
さ
ま
に
物
を
や
ら
つ

し
や
い
よ
、
こ
れ
が
い
つ
ち
い
ゝ
事
た
よ
、
そ
れ
か
ら
其

し
い
さ
ま
が
つ
れ
て
此
内
の
向
ふ
の
路
を
通
る
と
お
も
つ

た
が
、
し
い
さ
ま
も
う
死
ん
で
か
ら
三
年
た
つ
た
か
ら
あ

の
向
ふ
の
家
に
生
れ
ろ
、
我
が
ば
ア
さ
ま
に
成
ル
人
ハ
気
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の
い
ゝ
ば
あ
さ
ま
だ
か
ら
あ
そ
こ
に
や
と
れ
と
い
つ
て
じ

い
さ
ま
ハ
先
に
い
つ
て
し
ま
つ
た
、
お
ら
ア
此
内
に
は
い

ろ
う
と
お
も
ひ
て
門
口
の
柿
の
木
の
下
に
い
た
ら
、
内
に

な
に
か
お
つ
か
さ
ん
が
家
が
ひ
ん
ぼ
う
て
お
つ
か
さ
ん
か

江
戸
に
奉
公
に
出
ず
ハ
な
る
ま
い
と
云
相
談
が
あ
つ
た
か

ら
、
ま
ア
は
い
る
ま
い
と
庭
に
三
日
と
ま
つ
て
い
た
が
三

日
目
に
江
戸
へ
出
る
相
談
が
や
ん
で
か
ら
夫
か
ら
そ
の
夜

あ
の
窓
の
ふ
し
穴
か
ら
内
へ
は
い
つ
て
竈
の
脇
に
ま
た
三

日
居
て
夫
か
ら
お
つ
か
さ
ん
の
お
な
か
に
は
い
つ
た
、
お

な
か
の
う
へ
の
ほ
う
に
い
た
ら
せ
つ
な
か
ろ
う
と
お
も
つ

て
脇
の
方
に
寄
て
居
た
事
も
覚
て
い
る
、
生
れ
た
時
苦
労

の
な
か
つ
た
事
も
能
覚
へ
て
い
る
が
、
お
と
つ
さ
ん
と
お

つ
か
さ
ん
に
は
い
ゝ
が
外
の
人
ニ
ハ
云
な
さ
ん
な
と
云
、

祖
母
此
由
源
蔵
夫
婦
に
語
る
、
夫
よ
り
後
ハ
両
親
に
前
生

の
事
と
も
有
之
儘
語
り
、
程
窪
に
行
た
い
久
兵
衛
さ
ん
の

墓
に
や
つ
て
お
く
れ
と
度
々
云
事
な
れ
ハ
、
源
蔵
思
ふ
や

う
勝
五
郎
希
有
な
る
子
な
れ
バ
も
し
も
其
内
死
ぬ
ま
じ
き

も
の
ニ
も
あ
ら
ね
ハ
成
程
程
窪
ニ
半
四
郎
ト
云
者
ノ
有
や

な
し
や
を
尋
ね
度
も
の
な
れ
バ
、
男
の
身
と
し
て
余
り
あ

と
先
か
ん
か
へ
な
き
や
う
に
人
の
思
わ
く
も
い
か
が
な
れ

バ
と
、
当
正
月
廿
日
祖
母
つ
や
に
勝
五
郎
ヲ
連
て
行
へ
し

と
云
け
れ
ハ
つ
や
勝
五
郎
を
つ
れ
て
程
窪
村
に
行
、
此
内

か
あ
の
家
か
と
云
バ
勝
五
郎
ま
だ
先
〳
〵
と
い
つ
て
先
に

立
て
行
程
に
、
此
内
だ
と
つ
や
に
か
ま
ハ
ず
か
け
こ
む
故

つ
や
も
続
て
は
い
り
先
ツ
主
し
の
名
を
問
ふ
に
半
四
郎
と

答
、
妻
の
名
を
と
へ
ハ
し
づ
と
答
ふ
、
此
内
に
藤
蔵
と
云

子
か
有
り
し
や
と
云
ハ
十
四
年
以
前
頃
六
ツ
の
年
疱
瘡
で

無
な
り
ま
し
た
と
云
、
つ
や
は
始
め
て
勝
五
郎
か
云
シ
事

の
真
事
な
る
を
存
涙
せ
き
あ
へ
す
、
勝
五
郎
か
前
生
を
覚

て
話
せ
し
事
具
に
語
れ
バ
半
四
郎
夫
婦
も
誠
に
奇
異
の
お

も
ひ
を
な
し
、
勝
五
郎
を
抱
き
と
も
に
涙
に
し
つ
ミ
、
前

生
藤
蔵
と
云
て
六
ツ
の
時
の
勝
五
郎
よ
り
き
り
や
う
一
段

上
り
た
り
な
と
云
に
、
勝
五
郎
向
ふ
の
烟
草
屋
の
屋
根
を

ゆ
び
さ
し
ま
へ
か
た
ハ
な
か
つ
た
、
あ
の
木
も
な
か
つ
た

な
と
云
に
皆
其
通
り
な
れ
バ
半
四
郎
夫
婦
も
い
よ
〳
〵
我

を
折
し
と
也
、
扨
そ
の
日
ハ
谷
津
入
り
に
帰
り
し
が
二
三

度
半
四
郎
方
江
遣
し
実
父
久
兵
衛
が
墓
へ
も
為
見
し
と
也
、

勝
五
郎
時
々
お
ら
ア
の
ゝ
さ
ま
だ
か
ら
大
事
ニ
し
て
お
く

れ
と
い
ひ
、
ま
た
祖
母
に
向
ひ
お
ら
ア
十
六
で
死
ぬ
だ
ろ

う
御
嶽
様
の
お
し
へ
さ
し
つ
た
が
死
ぬ
ハ
こ
ハ
ひ
も
の
で

ハ
な
い
と
い
ひ
し
と
ぞ
、
両
親
勝
五
郎
に
て
ま
へ
ハ
坊
さ

ま
に
な
ら
ぬ
か
と
云
へ
ハ
お
ら
ア
坊
さ
ま
に
成
事
ハ
い
や

た
と
い
ひ
し
、
近
頃
村
中
ニ
て
ハ
勝
五
郎
と
ハ
い
わ
ず
し

て
程
窪
小
僧
と
あ
た
名
を
呼
事
村
よ
り
見
に
来
る
人
も
あ

れ
バ
は
づ
か
し
が
り
て
や
に
ハ
に
に
け
隠
る
に
よ
り
勝
五

郎
が
直
咄
し
ハ
聞
事
不
叶
、
祖
母
の
物
語
に
て
こ
れ
を
書

と
む
る
も
の
也
、
扨
源
蔵
夫
婦
祖
母
つ
や
の
内
何
そ
兼
て

善
根
を
せ
し
覚
へ
あ
る
や
と
問
ふ
に
、
何
も
さ
の
ミ
能
き

事
も
せ
ず
、
祖
母
つ
や
明
ケ
暮
念
仏
を
唱
へ
出
家
乞
食
の

門
口
に
立
つ
あ
れ
ハ
い
つ
も
銭
二
文
ツ
ヽ
法
捨
を
す
る
外

善
事
と
云
程
の
事
も
せ
ざ
り
し
と
い
ふ

　
　
　
　
生
替
物
が
た
り
終

（
『
珎
説
集
記
』
裏
表
紙
見
返
し
）

　
「
文
政
年
中
よ
り
天
保
年
迄
分

　
　
　
　
　
江
戸

　
芝
車
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
仙
波
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
主
」

　
「
明
治
二
巳
年
二
月
廿
一
日

　
　
　
　
西
久
保
大
和
屋
作
次
郎
方
求
」

（
同
裏
表
紙
）

　
「
江
戸
　
芝
車
町

　
　
　
　
　
　
南
仙
波
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
主
」

　
　
（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
佐
佐
木
高
行
旧
蔵
書
」
）

図2 同「文政六未年生替物語」（同） 図1 『珎説集記』表紙
（國學院大學図書館所蔵　佐佐木高行旧蔵書）
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注
　
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
が
、
『
仏

の
畠
の
落
穂
』
収
載
の
「
勝
五
郎
の
転
生
」
を
執
筆

す
る
と
き
に
底
本
と
し
た
資
料
。
調
査
報
告
⑪
参
照
。

（
解
読
　
小
宮
　
豊
・
大
河
内
祥
行
）

（
参
考
）
小
泉
八
雲
『
佛
の
畠
の
落
穂
』

　
　
　
第
十
章
　
勝
五
郎
の
轉
生

　
　
　
　
　
　
一

　
こ
れ
か
ら
書
き
下
す
事
柄
は
作
り
物
語
で
は
無
い
─
─

少
く
と
も
私
の
作
り
出
し
た
物
語
の
一
つ
で
は
無
い
。
こ

れ
は
日
本
の
古
い
一
つ
の
記
録
─
─
或
は
寧

（
む
し
）

ろ
記
録
類
系

と
も
い
ふ
べ
き
物
を
飜
譯
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

ち・
や・
ん・
と
署
名
も
し
て
あ
れ
ば
捺
印
も
し
て
あ
り
、
そ
の

上
こ
の
世
紀
の
初
期
に
溯
つ
て
の
日
付
さ
へ
記
入
し
て
あ

つ
た
。
私
の
友
人
の
雨

あ
め
の
も
り森

氏
は
日
本
や
支
那
の
珍
し
い
寫

本
を
い
つ
も
獵あ

さ

つ
て
歩
く
仁ひ

と

で
、
さ
う
い
ふ
珍
本
を
掘
出

す
こ
と
に
か
け
て
は
非
凡
な
腕
前
を
持
つ
て
を
る
や
う
に

見
え
る
が
、
そ
の
仁ひ

と

が
こ
の
寫
本
を
東
京
の
佐
佐
木
伯
爵

家
の
書
庫
で
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
氏
は
こ
れ
を
珍
し
い

本
だ
と
思
つ
た
の
で
親
切
に
も
私
に
こ
れ
を
寫
さ
せ
て
く

れ
た
。
私
は
そ
の
寫
し
た
書
物
を
臺
本
と
し
て
こ
の
譯
を

も
の
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
本
書
の
附
録
と
し
て
書
い
た

と
こ
ろ
の
二
三
の
註
釋
以
外
の
事
柄
に
關
し
て
は
何
ら
の

責
任
を
持
つ
て
を
ら
ぬ
。

　
こ
の
譯
文
は
讀
み
始
め
は
多
分
面
白
味
が
讀
者
に
う
つ

つ
て
来
ぬ
と
思
ふ
が
、
そ
れ
を
忍
耐
し
て
終
り
迄
全
部
通

讀
し
て
貰
ひ
度
い
。
と
言
ふ
の
は
こ
の
書
は
人
間
の
前
生

追
憶
の
可
能
で
あ
る
こ
と
を
私
達
に
教
へ
て
を
る
以
外
に

多
く
の
事
柄
を
暗
示
し
て
を
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
既

に
消
え
去
つ
て
了し

ま

つ
た
と
こ
ろ
の
封
建
時
代
の
日
本
に
關

し
て
、
或
は
こ
の
國
の
昔
の
宗
敎
─
─
假
令
そ
れ
が
高
尚

な
佛
敎
で
無
か
つ
た
に
せ
よ
、
西
洋
人
の
目
か
ら
見
て
容

易
に
眞
相
を
捕
へ
る
こ
と
の
出
來
な
か
つ
た
物
の
そ
の
幾

部
分
か
を
こ
の
記
事
に
よ
つ
て
窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
─
─

換
言
す
れ
ば
日
本
の
人
達
が
前
生
と
更
生
と
に
關
し
て
一

般
に
抱
い
て
を
つ
た
思
想
が
こ
の
書
の
中
に
能
く
現
れ
て

を
る
。
故
に
こ
の
事
實
の
上
に
立
つ
て
觀
察
す
れ
ば
お
役

所
の
吟
味
が
正
確
で
あ
つ
た
こ
と
ゝ
か
、
或
は
證
據
と
し

て
認
め
ら
れ
た
事
柄
が
信
ず
べ
き
筋
の
物
で
あ
つ
た
と
か

な
か
つ
た
と
か
い
ふ
こ
と
は
當
然
小
さ
な
問
題
と
な
つ
て

仕
舞
ふ
。

　
　
　
　
　
　
二

　
　
㈠
　
多
聞
傳
八
郎
の
調
書
寫

　
私
の
地
内
の
百
姓
で
目
今
武
蔵
國
多
摩
郡
中
村
に
住
ん

で
を
る
源
蔵
と
申
す
者
の
二
男
で
當
年
九
歳
に
な
り
ま
す

る
勝
五
郎
の
一
件
は
次
の
や
う
な
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
の
秋
の
間
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
或
時
、
源

蔵
の
子
、
前
記
勝
五
郎
が
そ
の
姉
に
彼
の
前
生
の
こ
と
や

轉
生
の
こ
と
を
物
語
つ
た
さ
う
で
す
が
、
姉
は
そ
れ
を
子

供
の
出
鱈
目
な
話
だ
と
思
つ
て
注
意
を
拂
は
な
か
つ
た
の

で
す
。
併
し
そ
の
後
勝
五
郎
は
同
様
の
物
語
を
幾
度
も
幾

度
も
繰
返
す
の
で
姉
も
初
め
て
不
思
議
な
こ
と
に
思
つ
て

終
に
こ
れ
を
兩
親
に
も
告
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
去
年
十
二
月
の
間
に
源
蔵
自
身
が
こ
の
事
柄
に
つ
い
て

勝
五
郎
に
質
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
對
し
て
勝
五
郎

は
か
う
公
言
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
『
私
は
前
世
で
は
武
蔵
國
多
摩
郡
の
小
宮
様
の
領
内
程ほ

ど

窪く
ぼ

村む
ら

の
百
姓
久
兵
衛
と
か
い
ふ
者
の
子
で
あ
り
ま
し
た
─
─

　
『
久
兵
衛
の
子
と
生
れ
た
こ
の
私
勝
五
郎
は
六
歳
の
時

に
疱
瘡
を
病
ん
で
死
に
ま
し
た
─
─

　
『
そ
れ
か
ら
後
源
蔵
の
家
に
轉

う
ま
れ
か
は生

つ
た
の
で
あ
り
ま
す
』

　
こ
の
話
は
嘘
の
や
う
で
し
た
が
勝
五
郎
は
餘
り
に
委
し

く
餘
り
に
明
か
に
そ
の
物
語
の
事
情
を
繰
返
し
て
話
し
ま

す
の
で
、
そ
の
村
の
庄
屋
や
長お

も

老た
ち

等
は
こ
れ
を
形か

式た

の
如

く
調
べ
て
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
事
が
早
速
世
間
に

廣
く
知
ら
れ
た
の
で
伴
四
郎
と
か
い
ふ
者
の
家
族
の
耳
に

入
り
ま
し
た
。
伴
四
郎
は
程
窪
村
に
住
ん
で
を
つ
た
者
で

あ
り
ま
す
。
彼
は
私
の
地
内
の
百
姓
、
前
記
源
蔵
の
家
へ

と
參
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
少
年
が
彼
の
前
世
の
両
親

の
肉か

ら
だ體

の
容
子
や
顔
の
特か

っ

色こ
う

等
に
關
し
て
か
ね
が
ね
話
し

て
ゐ
た
事
柄
や
、
或
は
又
、
彼
が
前
生
で
住
ん
で
ゐ
た
家

の
様
子
等
に
つ
い
て
物
語
つ
て
を
つ
た
事
柄
が
皆
一
つ
と

し
て
事
實
で
無
い
物
は
無
い
と
い
ふ
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
勝
五
郎
は
程
窪
村
の
伴
四
郎
の
家
に
引
取
ら
れ
ま

し
た
。
村
の
人
達
は
勝
五
郎
を
見
て
藤
蔵
さ
ん
そ・
つ・
く・
り・

だ
と
申
し
ま
し
た
。
藤
蔵
と
い
ふ
の
は
餘
程
以
前
に
、
然

か
も
六
歳
の
時
に
死
ん
で
仕
舞
つ
た
子
供
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
以
來
こ
の
二
家
族
は
折
さ
へ
あ
れ
ば
お
互
に
往
復

し
て
を
り
ま
す
。
他
の
隣
接
村
の
人
達
は
こ
れ
を
傳
聞
し

た
も
の
と
見
え
、
勝
五
郎
の
顔
を
見
に
來
る
人
が
毎
日
毎

日
絶
え
な
い
と
い
ふ
有
様
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
事
實
に
關
す
る
證
言
が
私
の
地
内
に
住
ん
で
を

る
人
達
に
依
つ
て
私
の
面
前
で
な
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
私

は
そ
の
源
蔵
な
る
男
を
私
の
家
へ
呼
出
し
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。
私
の
訊
問
事
項
に
答
へ
た
彼
の
言
葉
は
他
の
人
達

の
述
べ
た
前
記
の
口
供
事
項
と
何
等
矛ち

が
う盾

す
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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こ
の
種
類
の
評
判
は
世
間
に
於
て
人
々
の
間
に
ひ
ろ
が

る
こ
と
は
時
々
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
や
う
な
事

柄
は
信
ず
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
は
固
よ
り
で
あ
り
ま

す
が
、
私
は
た
だ
こ
の
差
當
つ
て
の
事
件
を
御
耳
に
入
れ

ま
し
て
、
私
の
怠
慢
の
罪
を
免
れ
度
い
ば
か
り
に
御
報
告

申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
〔
署
名
〕
　
多
聞
傳
八
郎

　
　
　
　
　
　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
年
）
四
月

　
　
　
　
　
　

　
　
㈡
　
泉
岳
寺
の
僧
貞
金
に
與
へ
た

　
　
　
　
和
直
の
書
状
寫

　
多
聞
傳
八
郎
の
調
書
が
志
田
兵
右
衛
門
様
の
手
で
寫
さ

れ
て
、
そ
れ
が
私
の
掌
中
に
入
つ
た
の
で
私
は
好
都
合
で

あ
り
ま
し
た
。
私
は
今
そ
れ
を
貴
僧
に
お
送
り
致
す
こ
と

の
出
來
る
の
を
光
榮
と
存
じ
て
を
り
ま
す
。
貴
僧
は
こ
の

調
書
寫
本
と
、
そ
れ
か
ら
貴
僧
が
先
般
私
に
見
せ
て
下
さ

い
ま
し
た
觀
山
様
の
御
書
と
を
一
緒
に
、
永
く
御
保
存
相

成
る
こ
と
は
、
貴
僧
に
と
り
て
御
利
益
の
こ
と
ゝ
思
ひ
ま

す
。
　
〔
署
名
〕
　
和
　
直

　
　
六
月
二
十
一
日
（
他
に
年
代
の
記
入
無
し
）

　
　
㈢
　
松
平
觀
山
か
ら
泉
岳
寺
の
僧
貞
金
に
與
へ
た
書

状
寫

　
こ
の
書
面
と
同
封
で
勝
五
郎
轉
生
の
物
語
書
を
お
送
り

致
し
ま
す
。
こ
の
書
は
私
が
通
俗
的
に
書
い
て
み
た
も
の

で
、
そ
の
趣
旨
は
か・
の・
佛
敎
の
難
有
い
御
敎
へ
を
信
じ
な

い
人
達
を
沈
黙
さ
せ
る
為
に
は
こ
の
書
が
效
果
が
多
い
と

思
つ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
言
ふ
迄
も
無
く
こ
れ
は
文
學

書
と
し
て
は
つ
ま
ら
ぬ
作
で
あ
り
ま
す
。
私
が
今
こ
れ
を

貴
僧
に
お
送
り
す
る
の
は
、
か
う
い
ふ
見
方
で
こ
れ
を
御

覧
下
さ
つ
た
場
合
に
の
み
御
興
味
を
引
く
こ
と
が
出
來
得

る
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
併
し
こ
の
話
其
物
に
つ

い
て
申
せ
ば
誤
謬
の
點
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
申
し

ま
す
の
は
私
が
こ
の
話
を
勝
五
郎
の
祖
母
の
口
か
ら
直
接

に
聽
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
お
讀
み
に
な
つ
た

ら
何
卒
私
に
御
返
却
を
願
ひ
ま
す
。

　
　
〔
署
名
〕
　
觀
　
山

　
　
　
二
十
日
（
他
に
如
何
な
る
年
代
の
記
入
も
無
し
）

【
寫
し
】

勝
五
郎
轉
生
の
話

　
　
㈣
　
僧
貞
金
が

　
　
　
　
　
　
　
序

は
し
が
き

に
書
い
た
説
明
書

　
こ
れ
は
一
つ
の
眞
實
の
出
來
事
を
書
い
た
書
で
あ
る
。

そ
の
證
據
に
は
編
者
松
平
觀
山
様
が
こ
の
事
柄
を
委
し
く

取
調
べ
る
為
に
本
年
三
月
二
十
二
日
親
し
く
（
中
野
村

に
）
御
出
馬
に
な
つ
て
を
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
觀
山

様
は
勝
五
郎
を
一
瞥
な
さ
れ
た
後
に
そ
の
祖
母
に
凡
ゆ
る

委
し
い
事
を
お
質
ね
に
な
つ
た
。
そ
し
て
祖
母
の
答
へ
る

ま
ゝ
に
委
し
く
お
書
き
に
な
つ
た
。

　
そ
の
後
こ
の
觀
山
様
は
辱
け
無
く
も
こ
の
四
月
の
十
四

日
に
是
所
（
こ
の
寺
）
へ
お
出
で
に
な
つ
て
、
前
記
勝
五

郎
の
家
族
訪
問
の
事
柄
を
そ
の
貴
い
御
口
か
ら
お
話
に
な

つ
た
。
剰
へ
同
月
二
十
日
に
は
前
記
の
書
を
私
に
讀
む
こ

と
を
お
許
し
に
な
つ
た
。
で
私
は
こ
の
御
厚
意
に
甘
え
て

時
を
移
さ
ず
こ
れ
を
寫
し
た
。

〔
署
名
〕
貞
金
僧
（
書・
き・
は・
ん・
即
ち
筆
で
個
人
用
の
署
名

印
を
書
い
た
も
の
ゝ
寫
し
）

泉
岳
寺

　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
年
）
四
月
二
十
一
日

【
寫
し
】

　
　
㈤
　
こ
の
二
家
族
の
人
達
の
名
前

　
　
　
　
　
源 

蔵 

の 

家 

族

　
勝
五
郎
─
─
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
年
）
十
月
十
日

生
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
年
）
當
九
歳
、
武
蔵
國
多
摩

郡
中
村
、
谷
津
入
に
住
め
る
百
姓
源
蔵
の
二
男
─
─
こ
の

村
は
多
聞
傳
八
郎
の
所
有
地
（
多
聞
の
屋
敷
は
江
戸
根
津

七
軒
町
に
あ
り
）
に
在
つ
て
柞ゆ

ず

木き

管
内
。

　
　
註
　
西
洋
人
が
記
憶
す
べ
き
こ
と
は
日
本
で
は
生
れ

た
ば
か
り
の
子
供
は
一
歳
と
し
て
計
算
さ
れ
る

の
が
常
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
で
あ
る
。

　
源
蔵
─
─
勝
五
郎
の
父
、
姓
は
小
矢
田
氏
、
文
政
六
年

當
四
十
九
歳
、
貧
の
た
め
日
夜
籠
を
造
つ
て
江
戸
で
商
賣

す
、
江
戸
居
住
中
の
旅
宿
は
馬
喰
町
相
模
屋
と
い
ふ
、
宿

屋
の
亭
主
は
喜
平
と
呼
ぶ
者
。

　
せ
い
─
─
源
減
の
妻
、
勝
五
郎
の
母
、
文
政
六
年
當
三

十
九
歳
、
嘗
て
尾
張
様
に
事
へ
た
こ
と
の
あ
る
弓
術
家
村

田
吉
太
郎
と
呼
ぶ
武
士
の
女
、
せ
い
十
二
歳
の
時
本
田
大

之
進
殿
の
家
に
下
女
と
な
つ
た
と
傳
云
、
十
三
歳
の
時
父

吉
太
郎
何
か
の
理
由
で
尾
張
様
か
ら
永
の
お
暇
が
で
て
浪註

人
と
な
つ
た
、
そ
し
て
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
年
）
四
月

二
十
五
日
七
十
五
歳
で
歿
し
た
、
彼
の
墓
は
下し

も

柞ゆ
ず

木き

村
の

永
林
寺
と
い
ふ
禪
寺
の
墓
地
に
あ
る
。

　
　
註
　
浪
人
と
は
主
君
を
持
た
ぬ
流
浪
の
武
士
を
云
ひ
、

一
般
に
こ
の
徒
は
自
暴
自
棄
の
甚
だ
危
険
な
者

共
で
あ
つ
た
が
、
中
に
は
立
派
な
人
物
も
あ
つ

た
。

　
つ
や
─
─
勝
五
郎
の
祖
母
、
文
政
六
年
當
七
十
二
歳
、

若
い
時
松
平
隠
岐
守
殿
（
大
名
）
の
御
殿
女
中
を
勤
め
た
。
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ふ
さ
─
─
勝
五
郎
の
姉
、
本
年
十
五
歳
。

　
乙
二
郎
─
─
勝
五
郎
の
兄
、
本
年
十
四
歳
。

　
つ
ね
─
─
勝
五
郎
の
妹
、
本
年
四
歳
。

　
　
　
　
伴
四
郎
の 

家 

族

　
藤
蔵
─
─
武
蔵
國
多
摩
郡
程
窪
村
で
六
歳
の
時
に
歿
し

た
、
こ
ゝ
は
江
戸
下
谷
新あ

ら

橋ば
し

通
に
屋
敷
を
持
つ
て
を
る
中

根
右
衛
門
の
所
有
地
、
小
宮
管
内
…
…
（
藤
蔵
）
は
文
化

二
年
（
一
八
〇
九
年
）
に
生
れ
文
化
七
年
（
一
八
一
〇

年
）
二
月
四
日
四
刻
（
午
前
十
時
）
頃
死
す
、
病
名
は
疱

瘡
、
前
記
の
程
窪
村
の
丘
上
の
墓
に
葬
る
、
菩
提
寺
は
三

澤
村
の
醫
王
寺
、
宗
門
は
禪
宗
、
去
年
文
化
五
年
（
一
八

二
二
年
）
藤
蔵
の
為
に
十註

三
回
忌
の
法
會
營
ま
る
。

　
　
註
　
佛
敎
で
は
亡
者
の
為
に
一
定
の
年
期
毎
に
法
會

を
營
む
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
て
、
そ
れ
が
次
第
に

永
さ
が
多
く
な
つ
て
來
て
死
後
百
年
目
に
至
る

や
う
に
定
め
て
あ
る
。
十
三
回
忌
と
は
死
後
十

三
年
目
の
法
會
で
あ
る
。
第
十
三
回
と
い
ふ
數

は
前
後
の
意
味
か
ら
考
へ
て
死
者
の
死
ん
だ
年

が
第
一
年
目
と
し
て
算
へ
ら
れ
て
を
る
こ
と
を

讀
者
が
了
解
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
伴
四
郎
─
─
藤
蔵
の
養
父
、
姓
は
鈴
木
、
文
政
六
年
當

五
十
歳
。

　
し
づ
─
─
藤
蔵
の
母
、
文
政
六
年
當
四
十
九
歳
。

　
久
平
─
─
（
後
に
藤
五
郎
）
、
藤
蔵
の
實
父
、
原
名
は

久
平
、
後
藤
五
郎
と
改
名
す
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九

年
）
藤
蔵
五
歳
の
時
四
十
八
歳
に
て
死
す
、
彼
の
代
り
に

伴
四
郎
入
婿
。

　
　
註

　
入
婿
と
は
両
親
と
同
棲
し
て
を
る
女
の
第
二
番

目
の
夫
と
な
る
こ
と
、
但
し
養
子
。

　
子
供
、
二
男
二
女
─
─
何
れ
も
藤
蔵
の
生
母
と
伴
四
郎

の
間
に
出
來
た
子
。

　
　
㈥
　
大
名
松
平
觀
山
殿
が

　
　
　
　
　
　
通
俗
文
で
書
か
れ
た
物
語
の
寫
し

　
去
年
十
一
月
の
或
日
の
こ
と
、
勝
五
郎
が
姉
の
ふ
さ
と

畠
で
遊
ん
で
ゐ
た
時
こ
の
や
う
な
こ
と
を
質
ね
た
、

『
姉
さ
ん
、
貴
女
は
こ
の
家
へ
生
れ
て
來
る
前
に
何
所

に
を
つ
た
の
？
』

ふ
さ
は
答
へ
た
、

『
生
れ
る
前
に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
つ
た
か
ど
う
し
て
分

る
も
の
か
』

勝
五
郎
は
驚
い
た
様
子
で
叫
ん
だ
、

『
で
は
姉
さ
ん
は
生
れ
る
前
に
何
が
あ
つ
た
か
思
ひ
出

せ
な
い
の
？
』

ふ
さ
は
問
う
た
、

『
お
前
さ
ん
が
そ
れ
を
覺
え
て
を
る
の
？
』

勝
五
郎
は
答
へ
た
、

『
覺
え
て
を
り
ま
す
と
も
、
僕
は
程
窪
の
久
平
さ
ん
の

子
で
そ
の
時
は
藤
蔵
と
い
ふ
名
で
あ
つ
た
ん
だ
よ
、
姉

さ
ん
は
そ
れ
を
皆

み
ん
な

知
ら
な
い
の
？
』

ふ
さ
は
言
う
た
、

『
あ
ら
ま
あ
！
何
を
言
ふ
ん
で
す
か
、
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
に
告
げ
る
わ
』

勝
五
郎
は
直
に
泣
き
だ
し
た
。
そ
し
て
言
う
た
、

『
姉
さ
ん
告
口
し
な
い
で
頂
戴
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
に
告
口
し
た
ら
大
變
だ
』

暫
時
の
後
ふ
さ
は
答
へ
た
、

『
よ
し
、
よ
し
、
こ
の
度
だ
け
は
言
は
な
い
で
置
き
ま

せ
う
、
で
も
復

こ
ん
ど

こ
の
や
う
な
善
く
な
い
こ
と
を
少

ち
ょ
っ
と

で
も

言
う
た
ら
そ
の
時
こ
そ
は
告
口
す
る
よ
』

　
そ
の
日
以
後
二
人
の
間
に
喧
嘩
が
持
上
る
毎
に
姉
は
弟

を
嚇
し
て
『
い
ゝ
わ
、
い
ゝ
わ
、
─
─
あ
の
事
を
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
に
告
げ
て
や
る
か
ら
』
と
言
つ
て
ゐ
た
。

こ
れ
を
言
は
れ
る
と
勝
五
郎
は
い
つ
も
姉
に
降
参
し
て
了

つ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
幾
度
も
起
つ
た
の
で
た
う
と
う

或
日
の
こ
と
両
親
は
ふ
さ
が
弟
を
嚇
し
て
を
る
の
を
立
聽

き
し
て
了
つ
た
。
そ
こ
で
両
親
は
勝
五
郎
が
何
か
善
く
な

い
事
を
や
つ
た
に
相
違
な
い
と
思
つ
て
、
そ
れ
を
何
と
か

し
て
知
り
度
い
と
考
へ
た
末
ふ
さ
に
こ
の
事
を
質
ね
た
の

で
あ
る
。
ふ
さ
は
終
に
事
實
を
明
か
し
た
。
こ
れ
を
聽
い

て
源
蔵
夫
婦
も
勝
五
郎
の
祖
母
も
何
と
い
ふ
不
思
議
な
事

だ
ら
う
と
愕
い
て
了
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
彼
等
は
勝

五
郎
を
呼
ん
で
最
初
は
甘
言
で
賺
し
次
に
は
嚇
し
て
、
一

體
お
前
は
ど
う
い
ふ
意

こ
こ
ろ

で
こ
の
や
う
な
こ
と
を
言
ふ
の
だ

か
と
質
ね
た
。

　
勝
五
郎
は
躊
躇
し
た
後
か
う
答
へ
た
。

　
『
殘
ら
ず
申
し
ま
す
、
僕
は
程
窪
の
久
平
さ
ん
の
子
で

あ
り
ま
し
た
、
そ
し
て
そ
の
頃
の
僕
の
お
母
さ
ん
は
お
し

づ
さ
ん
と
い
ふ
名
で
あ
り
ま
し
た
。
僕
が
五
歳
の
時
久
平

さ
ん
は
死
ん
で
そ
の
代
り
に
伴
四
郎
さ
ん
と
い
ふ
男ひ

と

が
養

子
に
來
て
僕
を
大た

い

變へ
ん

に
可
愛
が
つ
て
く
れ
ま
し
た
、
併
し

僕
は
そ
の
翌
年
丁
度
六
歳
に
な
つ
た
時
に
疱
瘡
に
か
ゝ
つ

て
死
ん
で
了
ひ
ま
し
た
、
そ
れ
か
ら
三
年
目
に
僕
は
お
母

さ
ん
の
お
腹
に
宿
つ
て
復ま

た

生
れ
て
來
ま
し
た
』

　
こ
れ
を
聽
い
て
両
親
も
祖
母
さ
ん
も
大
に
驚
い
た
。
そ

し
て
彼
等
は
程
窪
の
伴
四
郎
と
い
ふ
者
に
つ
い
て
出
來
得
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る
限
り
委
し
く
調
べ
て
見
る
こ
と
に
し
た
。
併
し
何
と
い

つ
て
も
彼
等
は
生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
に
毎
日
追
は
れ
て

ゐ
て
、
他
の
事
柄
の
為
に
殆
ん
ど
時
間
を
用
ひ
る
こ
と
が

出
來
な
か
つ
た
の
で
直
に
彼
等
の
目
的
を
遂
行
し
よ
う
と

し
て
も
駄
目
で
あ
つ
た
。

　
勝
五
郎
の
母
せ
い
は
今
は
そ
の
女
兒
つ
ね 

─
─ 

註
一

四
歳
の
─
─
に
夜
な
夜
な
乳
を
く
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か

つ
た
。
そ
れ
が
為
に
勝
五
郎
は
祖
母
の
つ
や
に
抱
れ
て
寝

た
。
彼
は
時
々
寝
な
が
ら
お
祖
母
さ
ん
に
話
す
こ
と
が
あ

つ
た
。
或
夜
彼
が
非
常
に
打
寛
い
だ
様
子
で
何
事
で
も
彼

女
に
話
し
か
け
る
と
い
ふ
氣
分
に
な
つ
て
を
つ
た
の
で
、

お
祖
母
さ
ん
は
彼
に
お
前
が
死
ん
だ
時
に
ど
ん
な
事
が
あ

つ
た
の
か
私
に
敎
へ
て
く
れ
ぬ
か
と
言
ひ
出
し
た
。
さ
う

す
る
と
彼
は
か
う
答
へ
た
。
─
─
『
四
歳
の
時
迄
僕
は
何

で
も
記
憶
し
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
か
ら
後
と
い
ふ
も
の
は
だ

ん
だ
ん
物
忘
れ
す
る
や
う
に
な
つ
て
、
今
で
は
澤
山
の
事

を
忘
れ
て
を
る
。
そ
れ
で
も
未
だ
忘
れ
て
を
ら
ぬ
事
は

疱
瘡
に
か
ゝ
つ
て
死
ん
だ
こ
と
だ
。
そ
れ
か
ら
未
だ
覺

え
て
を
る
こ
と
は
註
二

壺
に
入
れ
ら
れ
て
丘
の
上
に
埋
め

ら
れ
た
こ
と
だ
。
丘
に
ゆ
く
と
其
所
の
地
面
に
穴
が
一
つ

造
ら
れ
た
。
そ
し
て
其
所
へ
來
た
人
達
は
そ
の
穴
の
中
へ

私
の
入
つ
て
を
る
壺
を
落
し
た
。
ぽ・
ん・
と
い
つ
て
落
ち
た

よ
─
─
あ
の
音
だ
け
は
今
で
も
能
く
覺
え
て
を
る
よ
。
そ

れ
か
ら
ど
う
し
た
の
か
知
ら
ぬ
が
と
も
か
く
僕
は
家
へ
戻

つ
て
僕
の
註
三

枕
の
近
く
を
離
れ
な
か
つ
た
。
暫
く
す
る

と
或
る
老
人
─
─
お
祖
父
ら
し
い
老
人
─
─
が
來
て
僕
を

連
れ
去
つ
た
。
歩
い
て
ゆ
く
時
何
だ
か
飛
行
で
も
や
る
や

う
に
虚
空
を
突
切
つ
て
走
つ
た
。
二
人
が
走
っ
た
時
は
夜

で
も
晝
で
も
無
か
つ
た
事
を
僕
は
記
憶
し
て
を
る
。
そ

れ
は
常
に
日た

そ
が
れ

没
時
の
様
で
あ
つ
た
。
暑
く
も
寒
く
も
無
く

亦
お
腹な

か

も
へ
ら
な
か
つ
た
。
二
人
は
餘
程
遠
く
迄
往
つ
た

や
う
に
僕
は
思
つ
て
を
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
僕
は
僕
の

家
で
人
々
の
話
し
て
を
る
聲
を
い・
つ・
も・
聽
く
こ
と
が
出
來

た
よ
、
幽
か
で
は
あ
つ
た
が
─
─
そ
し
て
僕
の
為
に
註
四

念
佛
の
聲
が
上
げ
ら
れ
て
を
る
の
が
聞
こ
え
た
。
亦
家う

庭ち

の
人
達
が
佛
壇
の
前
に
温
い
註
五

牡
丹
餅
を
供
養
し
て
く

れ
る
と
僕
は
そ
の
香に

ほ
ひ氣

を
吸
ひ
入
れ
た
こ
と
も
　
記お

ぼ
え憶

し

て
を
る
─
─
お
祖
母
さ
ん
、
佛
様
に
温
い
食
物
を
供
へ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
お
坊
さ
ん
に
で
も
さ
う

で
す
よ
─
─
こ
れ
は
註
六

大
き
な
功
徳
に
な
る
ん
だ
よ
─

─
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
つ
い
思
ひ
出
す
だ
け
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
老
人
は
何
か
迂

と
ほ
ま
は
り廻

し
た
道
を
經

と
ほ
つ

て
僕
を
こ
の

場
所
へ
伴
れ
て
來
た
や
う
で
あ
る
─
─
僕
達
の
通と

ほ

つ
た
の

は
こ
の
村
の
向
う
の
所
だ
。
そ
し
て
僕
達
は
是
所
へ
來
た
。

彼
は
こ
の
家
を
指
差
し
て
僕
に
言
う
た
─
─
『
さ
あ
是
所

で
轉

う
ま
れ
か
は
る生

す
る
ん
だ
よ
、
─
─
お
前
は
死
ん
で
か
ら
三
年
目

に
な
る
が
今
こ
の
家
で
生
れ
か
は
る
こ
と
に
な
つ
て
を
る
、

お
前
の
お
祖
母
さ
ん
に
成
る
人ひ

物と

は
大
い
さ
う
親
切
だ
、

だ
か
ら
其
所
で
お
腹な

か

に
宿
つ
て
生
れ
て
來
る
の
は
お
前
の

幸
福
さ
』
か
う
言
つ
て
了
う
と
老
人
は
消
え
去
つ
た
。
僕

は
こ
の
家
の
入
口
の
前
で
柿
の
樹
の
下
で
暫
く
立
止
つ
て

ゐ
た
。
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
家
に
入
ら
う
と
す
る
と
家
の

内
側
か
ら
話
し
聲
が
聞
こ
え
て
來
た
。
誰
れ
か
が
言
う
た
、

『
お
父
さ
ん
の
収も

う
け入

が
餘
り
に
少
い
か
ら
、
お
母
さ
ん
が

江
戸
へ
奉
公
に
出
掛
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
だ
ら
う
』
。
僕

は
『
こ
れ
で
は
こ
の
家
へ
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
』
と
思

つ
た
。
そ
し
て
三
日
間
庭
の
中
に
留
つ
て
ゐ
た
。
三
日
目

に
な
る
と
結
局
こ
ゝ
の
お
母
さ
ん
が
江
戸
に
出
掛
け
な
い

こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
私
は
そ
の
夜
雨
戸
の
節ふ

し

孔あ
な

か
ら
家

の
中
に
入
つ
た
─
─ 

そ
の
後
三
日
間
と
い
ふ
も
の
は
註
七

竈
か
ま
ど

の
側
に
と
ど
ま
つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
初
め
て
お

母
さ
ん
の
註
八

お
腹
に
入
つ
た
─
─
私
は
全
く
少
し
の
苦

痛
も
知
ら
ず
に
生
れ
て
來
た
こ
と
を
覺
え
て
を
る
。
─
─

お
祖
母
さ
ん
、
『
こ
れ
は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
話
し

て
も
い
ゝ
が
そ
の
外
の
人
に
は
誰
れ
に
も
話
さ
な
い
で
下

さ
い
よ
』

　
　
註
一 

日
本
の
貧
し
い
階
級
で
は
西
洋
で
あ
る
な
ら

ば
當
然
乳
離
れ
を
さ
せ
る
年
齢
に
子
供
が
達

し
た
頃
で
も
容
易
に
乳
離
れ
を
さ
せ
な
い
で

大
き
く
な
る
迄
乳
を
く
れ
て
を
る
、
併
し
こ

の
本
に
書
い
て
あ
る
四・
歳・
は
西
洋
の
算
へ
方

に
よ
る
三
歳
よ
り
も
著
し
く
少
い
こ
と
に
な

る
。

　
　
註
二 

死
者
を
大
き
な
壺
に
納
め
て
埋
葬
す
る
風
習

は
日
本
の
遠
い
昔
か
ら
見
ら
る
ゝ
例
で
あ
る
、

骨
壺
は
普
通
に
赤
い
土
器
で
あ
る
、
所
謂
か・

め・
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
、
か
う
い
ふ
壺
は
今

日
で
も
な
ほ
用
ひ
ら
れ
て
を
る
、
但
し
今
日

で
は
死
者
の
大
多
数
は
西
洋
で
知
ら
な
い
一

種
特
有
の
形
を
し
た
木
棺
の
中
に
納
め
ら
れ

て
を
る
。

　
　
註
三 

こ
の
意
味
は
枕
に
頭
を
横
へ
て
寝
る
と
い
ふ

つ
も
り
で
は
無
く
て
枕
の
あ
た
り
を
さ
ま
よ

ふ
と
か
、
或
は
昆む

蟲し

で
も
と
ま
る
様
に
そ
の

上
に
休
む
と
い
つ
た
風
の
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
る
、
肉
體
の
無
い
霊
魂
は
普
通
に

家
の
家
根
の
上
に
休
む
と
い
は
れ
て
を
る
、
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次
の
文
章
に
述
べ
て
あ
る
老
人
の
幽
霊
は
佛

敎
よ
り
は
寧
ろ
神
道
の
思
想
で
あ
る
ら
し
い
。

　
　
註
四
　
佛
敎
の
お
禱
り
の
句
は
南
無
阿
彌
陀
佛
を
繰

返
す
こ
と
で
あ
る
、
念
佛
は
阿
彌
陀
宗
─
眞

宗
─
以
外
の
多
く
の
佛
敎
宗
派
で
繰
返
す
も

の
で
あ
る
。

　
　
註
五 

牡
丹
餅
は
米
の
飯
に
砂
糖
を
混
じ
て
造
つ
た

一
種
の
菓
子
。

　
　
註
六 

日
本
の
佛
敎
文
學
の
中
に
は
こ
の
種
の
忠
告

は
陳
腐
と
な
つ
て
を
る
、
こ
ゝ
で
い
ふ
佛
様

の
意
味
は
こ
の
子
供
の
心
で
は
佛
其
者
を
指

差
す
の
で
は
無
く
て
寧
ろ
死
者
を
愛
し
た
人

達
が
後
生
の
幸
福
を
希
ふ
つ
も
り
で
佛
と
呼

ん
で
を
る
人
達
の
霊
魂
を
指
差
し
た
も
の
で

あ
る
、
こ
れ
は
恰
も
西
洋
に
於
て
死
者
を
呼

ん
で
天
使
と
い
ふ
こ
と
が
時
々
あ
る
の
と
同

様
で
あ
る
。

　
　
註
七 

日
本
の
臺
所
に
於
け
る
料
理
場
で
あ
る
、
西

洋
の
か・
ま・
ど・
と
非
常
に
異
つ
た
意
味
を
持
つ

こ
と
が
あ
る
。

　
　
註
八
　
こ
ゝ
で
私
は
原
文
の
二
句
を
省
く
に
如
か
ず

と
思
つ
た
。
そ
れ
は
西
洋
趣
味
に
と
り
て
餘

り
に
露
骨
だ
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し

そ
の
句
は
興
味
が
無
い
と
い
ふ
譯
で
は
無
い
、

省
略
し
た
句
の
意
味
を
い
ふ
な
ら
ば
こ
の
子

供
は
母
親
の
お
腹
の
中
に
居
つ
て
さ
へ
愼
重

な
態
度
で
動
作
し
、
特
に
孝
道
を
守
つ
て
を

つ
た
と
い
ふ
こ
と
を
書
い
て
を
る
に
過
ぎ
ぬ
。

　
祖
母
は
勝
五
郎
が
彼
女
に
話
し
て
く
れ
た
事
柄
を
源
蔵

夫
婦
に
語
り
聞
か
せ
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
勝
五
郎
は
少

し
も
恐
る
ゝ
こ
と
な
く
自
由
に
彼
の
前
生
話
を
両
親
に
し

て
ゐ
た
。
彼
は
屢
々
両
親
に
『
程
窪
へ
行
き
度
い
。
久
平

さ
ん
の
お
墓
参
り
を
さ
せ
て
く
れ
』
と
言
つ
て
ゐ
た
。
源

蔵
は
勝
五
郎
が
變
な
子
だ
か
ら
遠
か
ら
ず
死
ぬ
か
も
知
れ

ぬ
、
だ
か
ら
伴
四
郎
と
い
ふ
者
が
程
窪
に
事
實
居
た
か
ど

う
か
を
迅
く
調
べ
て
や
つ
た
方
が
よ
か
ら
う
と
考
へ
た
。

併
し
彼
は
こ
の
や
う
な
事
（
こ
の
や
う
な
事
情
の
下
で

か
？
）
を
為す

る
の
は
男
と
し
て
は
輕
卒
で
も
あ
り
亦
出
過

ぎ
た
こ
と
に
も
見
え
る
と
考
へ
た
か
ら
自
分
か
ら
す
ゝ
ん

で
こ
の
調
べ
を
實
行
す
る
こ
と
を
欲
し
な
か
つ
た
。
そ
ん

な
理
由
で
彼
は
程
窪
へ
自
分
で
行
く
こ
と
は
止
め
て
お
母

ふ
く
ろ

の
つ
や
に
こ
の
年
の
一
月
二
十
日
に
其
所
へ
孫
を
連
れ
て

い
つ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
つ
や
は
勝
五
郎
を
連
れ
て
程
窪
へ
行
つ
た
。
二
人
が
其

村
へ
入
る
と
彼
女
は
手
近
の
家
を
指
差
し
て
勝
五
郎
に

『
ど
れ
な
の
？
こ
の
家
？
あ
れ
？
』
と
問
う
た
。
勝
五
郎

は
『
否
、
も
つ
と
も
つ
と
遠
く
だ
よ
』
と
答
へ
た
。
そ
し

て
彼
女
の
前
に
立
つ
て
さ
つ
さ
と
急
い
だ
。
や
つ
と
一
軒

の
住
家
に
着
い
た
の
で
彼
は
『
こ
れ
な
ん
だ
よ
！
』
と
叫

ん
だ
。
そ
し
て
お
祖
母
さ
ん
の
來
る
の
も
待
た
な
い
で
其

家
へ
走
り
込
ん
だ
。
つ
や
は
彼
の
後
に
つ
い
て
家
に
入
つ

て
、
こ
の
家
の
主
人
の
名
を
問
う
た
。
問
は
れ
た
者
の
一

人
は
『
伴
四
郎
の
家
だ
よ
』
と
答
へ
た
。
お
祖
母
さ
ん
は

更
に
伴
四
郎
の
妻
の
名
を
質
ね
た
。
答
へ
は
『
し
づ
』
と

い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
次
に
彼
女
は
こ
の
家
に
藤
蔵
と
い

ふ
子
が
生
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
か
と
問
う
た
。
『
あ
る
よ
、

併
し
そ
の
子
は
六
歳
の
時
に
死
ん
で
仕
舞
つ
て
今
は
十
三

年
目
に
な
る
』
と
い
ふ
の
が
そ
の
答
へ
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
時
つ
や
は
初
め
て
勝
五
郎
が
今
迄
事
實
を
話
し
て

を
つ
た
こ
と
を
知
つ
て
溢
れ
落
つ
る
涙
を
禁
ず
る
こ
と
が

出
來
な
か
つ
た
。
彼
女
は
こ
の
家
の
皆
の
人
達
に
勝
五
郎

が
彼
の
前
生
を
覺
え
て
を
つ
て
彼
女
に
話
し
て
ゐ
た
こ
と

を
語
り
聞
か
せ
た
。
こ
れ
を
聽
い
て
伴
四
郎
夫
婦
は
非
常

に
驚
い
た
。
彼
等
は
勝
五
郎
を
撫
で
て
涙
に
か
き
く
れ
な

が
ら
、
勝
五
郎
は
昔
六
歳
の
時
に
死
ん
だ
と
こ
ろ
の
藤
蔵

と
し
て
美
し
か
つ
た
よ
り
も
、
今
の
方
が
も
つ
と
遙
に
美

し
い
な
ぞ
と
言
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
や
う
な
こ
と
の
あ
つ
た

間
勝
五
郎
は
周
圍
を
見
廻
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
伴
四
郎
の

家
の
向
側
に
在
る
煙
草
屋
の
屋
根
を
見
て
其
所
に
指
差
し

な
が
ら
『
あ
れ
は
彼
方
は
な
か
つ
た
ん
だ
が
』
と
言
う
た
。

亦
こ
ん
な
こ
と
も
言
う
た
の
で
あ
る
、
『
彼
方
の
樹
木
は

あ
ん
な
所
に
無
か
つ
た
が
』
と
、
是
等
は
悉
く
眞
實
で
あ

つ
た
。
こ
ん
な
譯
で
伴
四
郎
夫
婦
は
終
に
心
の
底
か
ら
疑

念
を
棄
て
て
仕
舞
つ
た
（
我が

を
折
つ
た
）

　
同
日
に
つ
や
と
勝
五
郎
は
中
野
村
の
谷
津
入
に
戻
つ
て

來
た
。
こ
の
後
源
蔵
は
そ
の
子
を
幾
度
も
幾
度
も
伴
四
郎

の
家
に
遣
つ
て
彼
の
前
生
の
實
父
久
平
の
墓
に
参
詣
す
る

こ
と
を
許
し
た
。

　
時
と
し
て
は
こ
の
や
う
な
こ
と
を
勝
五
郎
は
言
ふ
の
で

あ
る
─
─
『
僕
は
註
一

佛の
の

様さ
ま

だ
、
だ
か
ら
何
卒
僕
を
大
切

に
し
て
下
さ
い
』
亦
お
祖
母
さ
ん
に
『
僕
は
十
六
歳
に
な

る
と
死
ぬ
よ
、
で
も
註
二

御お
ん

嶽た
け

様さ
ま

が
僕
に
敎
へ
て
下
さ
つ

た
こ
と
に
よ
る
と
死
ぬ
こ
と
は
何
で
も
無
い
さ
う
だ
』
と

言
ふ
こ
と
も
時
々
あ
る
。
両
親
が
彼
に
『
お
前
は
出
家
す

る
心
は
な
い
か
』
と
問
ふ
と
彼
は
『
そ
ん
な
氣
は
無
い

よ
』
と
答
へ
る
。

　
　
註
一

　
のヽ
のヽ
さヽ
んヽ
又
は
のヽ
のヽ
さヽ
まヽ
は
子
供
の
用
ひ
る
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言
葉
で
あ
つ
て
亡
者
の
霊
、
即
ち
佛
様
の
こ

と
で
あ
る
、
神
道
で
は
神
様
と
い
ふ
。
のヽ
のヽ

さヽ
んヽ
を
拜
む
と
い
ふ
こ
と
は
神
々
を
祭
る
と

い
ふ
こ
と
で
兒
童
の
用
ひ
る
言
葉
で
あ
る
、

先
祖
の
霊
魂
は
のヽ
のヽ
さヽ
んヽ
に
な
る
、
即
ち
神

道
の
思
想
に
よ
れ
ば
神
に
な
る
。

　
　
註
二
　
御
嶽
様
を
引
合
ひ
に
出
し
た
こ
と
に
関
し
て

は
特
に
興
味
の
多
い
物
が
あ
る
、
併
し
こ
れ

に
は
や
ゝ
長
い
説
明
を
必
要
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
御お

ん

嶽た
け

又
は
みヽ
たヽ
けヽ
は
信
濃
國
の
一
霊
峰
の

名
で
あ
る
、
巡
拜
人
の
霊
場
と
し
て
崇
め
ら

れ
て
を
る
所
だ
、
徳
川
将
軍
家
の
時
代
に
律

宗
派
の
一
心
と
呼
ぶ
僧
侶
が
こ
の
山
に
参
詣

し
た
、
彼
は
彼
の
生
れ
た
場
所
─
江
戸
下
谷

坂
下
町
─
に
戻
つ
て
か
ら
新
し
い
宗
敎
を
説

き
始
め
た
、
そ
し
て
彼
は
御
嶽
山
に
参
籠
し

て
を
つ
た
間
に
修
め
得
た
と
い
は
る
ゝ
法
力

を
以
て
奇
蹟
を
行
ふ
者
と
し
て
大
に
名
聲
を

上
げ
た
、
将
軍
は
彼
を
危
険
な
人
物
と
見
做

し
八
丈
島
に
流
し
た
、
彼
は
其
所
へ
流
さ
れ

て
数
年
を
送
つ
た
、
後
許
さ
れ
て
江
戸
に
還

り
あヽ
づヽ
まヽ
敎
と
い
ふ
新
し
い
宗
派
を
興
し
た
、

こ
れ
は
神
道
を
倣
ね
た
佛
敎
で
あ
つ
た
─
即

ち
こ
の
宗
敎
の
信
者
が
特
に
崇
め
て
ゐ
た
神

は
佛
の
權
化
と
し
て
の
大
国
主
命
及
び
少
命

彦
命
で
あ
つ
た
。
開か

い
び
ゃ
く
の
り
と

闢
祝
詞
は
こ
の
宗
派
の

お
祈
禱
で
あ
る
が
そ
れ
に
は
か
う
書
い
て
あ

る
─
『
神
聖
な
物
あ
り
そ
の
名
を
不
動
と
い

ふ
、
不
動
な
れ
ど
も
動
く
、
又
形
無
し
、
形

無
け
れ
ど
も
自
ら
形
を
と
り
て
現
は
る
、
覺

知
し
得
ざ
る
神
聖
の
體
た
り
、
天
地
に
あ
り

て
は
神か

み

と
呼
ば
れ
、
萬
有
の
中
に
あ
り
て
は

霊
と
呼
ば
れ
、
人
間
に
あ
り
て
は
心
と
呼
ば

る
、
天
も
、
四
海
も
、
三
千
世
界
の
大
世
界

も
、
こ
の
唯
一
無
二
の
實
在
か
ら
生
れ
出
た

も
の
で
あ
る
、
即
ち
唯
心
か
ら
三
千
大
千
世

界
の
形
が
出
て
來
る
』

　
　
　
　
　
　
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
年
）
に
下
山
應

助
と
い
ふ
、
も
と
、
江
戸
、
浅
草
、
平
衛
門

町
の
油
商
人
で
あ
つ
た
男
が
一
心
の
敎
法
に

基
づ
い
て
巴
講
と
い
ふ
宗
敎
團

（
だ
ん
た
い
）

體
を
組
織
し

た
、
こ
の
派
は
将
軍
家
滅
亡
の
時
迄
榮
え
て

ゐ
た
が
、
幕
府
の
滅
亡
し
た
時
、
混
合
の
敎

義
を
敎
へ
た
り
或
は
敎
佛
両
敎
を
混
同
し
た

り
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
令
が
發
布
さ
れ

た
、
下
山
應
助
は
そ
の
時
御み

嶽た
け

敎
と
い
ふ
名

の
下
に
新
し
き
神
道
の
一
派
を
興
す
こ
と
の

許
可
を
願
ひ
出
た
─
─
御み

嶽た
け

敎
は
通
俗
的
に

は
御お

ん

嶽た
け

敎
と
呼
ば
れ
て
を
る
、
そ
し
て
そ
の

願
ひ
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
に
許
さ

れ
た
の
で
あ
る
、
應
助
は
其
後
不・
動・
經・
と
い

ふ
神
典
を
神
道
の
祝の

り
と詞

に
改
作
し
、
之
に
名

づ
く
る
に
神・
道・
不・
動・
祝・
詞・
の
名
を
以
て
し
た
、

こ
の
宗
派
は
な
ほ
續
い
て
を
る
、
そ
の
主
な

る
寺
院
の
一
は
東
京
の
私
の
現
住
宅
か
ら
約

一
哩
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
御お

ん

嶽た
け

さ
ん
（
又
は
様
）
は
こ
の
宗
派
の
崇

め
て
を
る
神
の
通
俗
的
名
稱
で
あ
る
、
即
ち

實
際
は
御み

嶽た
け

又
は
御お

ん

嶽た
け

の
峰
に
住
ん
で
を
る

神
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
亦
時
と
し
て

は
御
嶽
の
神
の
御
告
げ
に
よ
つ
て
或
は
御
威

力
に
よ
つ
て
實
相
を
啓
示
す
る
高
僧
を
指
差

す
こ
と
に
も
用
ひ
ら
れ
る
、
勝
五
郎
の
言
う

た
御・
嶽・
様・
の
意
味
は
其
頃
（
一
八
二
三
年
）

の
高
僧
、
即
ち
應
助
自
身
を
指
差
し
た
こ
と

で
あ
る
の
は
殆
ど
十
中
八
九
迄
明
か
で
あ
る
、

何
故
な
ら
ば
應
助
は
そ
の
當
時
巴
敎
の
敎
主

で
あ
つ
た
か
ら
。

　
村
の
人
達
は
彼
を
最
早
勝
五
郎
と
は
呼
ば
な
い
で
程・
窪・

小・
僧・
（
小
僧
と
は
僧
侶
に
な
ら
う
と
し
て
修
業
す
る
若
者

の
こ
と
で
あ
る
、
併
し
こ
れ
は
使
走
り
を
す
る
者
や
或
は

時
と
し
て
は
下
僕
の
年
若
き
者
を
呼
ぶ
に
用
ひ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
る
、
恐
ら
く
昔
は
男
の
子
供
は
頭
を
剃
つ
て
を
つ

た
か
ら
だ
、
私
は
こ
の
文
の
場
合
に
於
て
の
意
味
は
佛
敎

の
僧
に
な
ら
う
と
し
て
を
る
若
者
と
い
ふ
こ
と
だ
と
考
へ

て
を
る
）
と
渾
名
を
つ
け
た
。
誰
れ
か
が
彼
に
會
は
ふ
と

し
て
家
を
訪
れ
る
と
彼
は
直す

ぐ

に
羞
が
つ
て
奥
へ
走
つ
て
隠

れ
て
了
ふ
。
だ
か
ら
彼
と
め・
ん・
と
向
つ
て
話
を
す
る
こ
と

は
出
來
ぬ
。
私
は
こ
の
話
を
彼
の
お
祖
母
さ
ん
か
ら
聽
い

た
ま
ま
に
書
き
下
し
た
。

　
私
は
源
蔵
、
そ
の
妻
及
び
つ
や
に
お
前
さ
ん
達
は
何
か

功
徳
を
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
ら
う
と
質
し
た
。
源
蔵
夫

婦
は
別
に
こ
れ
と
い
つ
た
善
行
は
行や

つ
た
覺
え
は
無
い
が
、

た
だ
お
祖
母
さ
ん
の
つ
や
が
毎
日
朝
と
晩
に
は
必
ず
お
念

佛
を
繰
返
し
て
唱
へ
る
こ
と
に
し
て
を
る
、
そ
し
て
お
出

家
さ
ん
や
巡
禮
者
が
戸
口
に
來
れ
ば
二
文も

ん

（
當
時
に
あ
り

て
は
最
も
小
さ
な
貨
幣
で
一
仙
の
十
分
の
一
に
相
當
す
、
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今
日
厘
と
い
ふ
銅
貨
が
あ
つ
て
中
央
に
四
角
な
孔
が
一
つ

明
い
て
ゐ
て
、
表
面
に
支
那
文
字
の
つ
い
て
を
る
の
が
あ

る
が
文も

ん

は
そ
れ
と
略
々
同
じ
も
の
で
あ
る
）
施
す
こ
と
に

し
て
を
つ
た
と
答
へ
た
。
併
し
つ
や
は
是
等
の
小
功
徳
の

外
に
特
に
目
立
つ
た
大
善
事
を
行
つ
た
こ
と
は
無
か
つ
た

の
だ
。
─
─
（
勝
五
郎
轉
生
の
話
は
こ
れ
で
終
つ
た
）

　
　
㈦
　
譯
者
の
註

　
以
上
は
『
椿
説
集
記
』
と
題
し
た
寫
本
か
ら
採
つ
た

物
で
あ
る
。
年
代
は
文
政
六
年
四
月
か
ら
天
保
六
年
十

月
（
一
八
二
三
年
─
─
一
八
三
五
年
）
迄
の
間
の
こ
と
で

あ
る
。
寫
本
の
終
に
─
─
『
文
政
年
間
か
ら
天
保
年
間
に

至
る
─
─
所
有
主
、
南
仙
波
、
江
戸
、
芝
、
車
町
』
と
あ

る
。
又
そ
の
下
に
『
西
の
窪
、
大
和
屋
佐
久
治
郎
よ
り
購

入
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
廿
一
日
（
？
）
』
と
書

い
て
あ
つ
た
。
こ
れ
に
據
つ
て
考
へ
て
見
る
と
こ
の
寫
本

は
南
仙
波
と
呼
ぶ
者
が
一
八
二
三
年
か
ら
一
八
三
五
年
の

末
に
至
る
十
三
年
箇
年
間
親
し
く
耳
に
入
れ
た
話
や
、
或

は
手
に
入
れ
た
寫
本
等
か
ら
こ
れ
を
寫
し
出
し
た
も
の
と

見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
三

　
今
、
誰
れ
で
も
私
の
信
、
不
信
が
こ
の
事
柄
に
何
か
關

係
で
も
あ
る
か
の
如
く
考
へ
て
、
お
前
さ
ん
が
一
體
こ
の

話
を
信
じ
て
を
る
の
か
ね
と
質
問
す
る
者
が
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
理
由
の
た
た
ぬ
無
理
な
質
問
だ

と
思
ふ
。
前
生
を
思
出
す
こ
と
が
出
來
る
か
ど
う
か
と
い

ふ
問
題
は
、
追
憶
す
る
物
は
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
に

擊
依
し
て
を
る
こ
と
と
私
は
考
へ
て
を
る
。
若
し
そ
れ
が

私
達
各
人
に
宿
つ
て
を
る
と
こ
ろ
の
無
限
性
の
全
我
と
い

ふ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
『
佛
本
生
譚
』
の
全
部
を

苦
も
無
く
信
ず
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
れ
に
反
し
て
か
の

感
覺
や
慾
望
の
經

た
て
よ
こ
の
い
と

緯
で
織
り
み
だ
さ
れ
て
を
る
と
こ
ろ
の

妄
我
と
い
ふ
も
の
に
就
い
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
私
が
夢
に

見
た
こ
と
の
あ
る
も
の
を
話
せ
ば
私
の
考
が
最
も
能
く
現

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
夜
の
夢
で
あ
つ
た
か
或
は
白

晝
の
夢
で
あ
つ
た
か
と
い
ふ
問
題
は
何
人
に
も
關
係
の
無

い
こ
と
だ
─
─
そ
れ
は
た
だ
一
場
の
夢
で
あ
つ
た
の
だ
か
ら
。

　
　
『
小
泉
八
雲
全
集
』
第
五
巻

　
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
五
日
　
発
行

　
　
　
　
　
　
　
発
行
所
　
第
一
書
房

　
　
（
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
『
小
泉
八
雲
全
集
』
）

　
　
よ
り
転
載
（
翻
訳
者
　
金
子
健
二
）

　
　
（
論
考
３
参
照
）

16
『
神
判
記
實
』 

祭
主
兼
大
教
正
正
二
位
三
條
西
季
知
　
　
閲

皇
大
神
宮
主
典
兼
権
大
講
義
山
口
起
業
　
撰

五
編
巻
之
上
よ
り

武
蔵
国
多
摩
郡
な
る
藤
蔵
が
再
生
し
て
六
と
せ

幽
冥
に
あ
り
た
る
よ
し
を
語
れ
る
話

武
蔵
国
多
摩
郡
中
野
村
の
百
姓
に
源
蔵
と
い
へ
る
あ
り
。

其
子
の
勝
五
郎
と
い
へ
る
が
八や

歳つ

に
成
れ
る
と
き
。
門か

ど

田た

の
畔く

ろ

に
遊

あ
そ
び
た
は
ふ

戯
れ
居
た
る
が
。
風ふ

と
其
兄
の
乙
次
郎
と
い
へ

る
に
。
兄
ハ
も
と
何い

づ

こ処
の
子
に
て
今
の
家
に
ハ
生
れ
つ
る

ぞ
と
問
ふ
に
。
乙
次
郎
我
ハ
知
ら
ず
と
答
ふ
。
ま
た
姉
の

ふ
さ
に
向
ひ
同
じ
さ
ま
に
問
ふ
に
。
姉
ハ
是こ

の

時
十
五
歳
に

も
な
れ
る
を
以も

て
。
勝
五
郎
が
問
ふ
趣
を
不ふ

測し
ぎ

に
お
も
ひ

な
が
ら
。
笑を

か

し
き
事
を
問
ふ
も
の
か
な
。
生
れ
ぬ
先
の
こ

と
の
知
る
ゝ
も
の
か
は
と
嘲

あ
ざ
け

る
に
。
勝
五
郎
ハ
ひ
と
り
い

ぶ
か
し
き
お
も
ゝ
ち
に
て
。
然さ

て

は
兄
も
姉
も
生
れ
ぬ
先
の

事
ハ
し
り
給
ハ
ぬ
に
や
と
言
ふ
に
。
姉
の
い
ふ
や
ふ
然
ら

バ
汝
ハ
知
れ
り
や
と
い
ふ
に
。
我
ハ
も
と
程
窪
村
の
久
兵

衛
の
子
に
て
藤
蔵
と
い
ひ
た
り
し
と
語
る
に
。
姉
と
兄
と

ハ
あ
や
し
ミ
て
。
然
ら
バ
い
そ
ぎ
其
事
を
父
母
に
告
げ
て

む
と
い
ふ
に
。
勝
五
郎
い
た
く
わ
び
て
。
人
の
皆
し
ら
ぬ

事
を
独
し
れ
り
と
い
ハ
ヾ
人
の
笑
ひ
侍
り
な
む
。
か
な
ら

ず
父
に
も
母
に
も
余よ

所そ

人び
と

に
も
語
り
き
こ
え
た
ま
ふ
な
と

泣
き
か
こ
つ
に
ぞ
。
然
ら
ば
此
後
姉
と
兄
と
の
い
ひ
入
る

ゝ
事
を
あ
ら
が
ひ
な
バ
。
必
ず
告
て
む
と
約
し
て
止
ミ
ぬ
。

斯
て
此
後
も
の
あ
ら
が
ひ
す
る
事
あ
れ
バ
。
何
時
も
か
の

事
を
父
母
に
告
げ
て
む
と
い
へ
ば
頓と

み

に
や
め
た
り
し
か
ば
。

両ふ
た

親お
や

ハ
あ
や
し
み
思
ひ
て
姉
の
ふ
さ
に
問
ふ
に
。
始
ハ
つ

ゝ
み
て
言
ハ
ず
。
さ
れ
ど
両
親
ハ
い
か
ば
か
り
の
悪
し
き

事
や
あ
る
と
気
遣
ひ
て
。
密
に
ふ
さ
に
責
め
問
ひ
け
れ
ば
。

ふ
さ
ハ
止
む
事
を
得
ず
。
あ
り
し
事
が
ら
を
語
る
に
。
両

親
も
祖お

ほ

ば母
も
い
た
く
不い

ぶ
か
し審

く
お
も
ひ
て
。
勝
五
郎
を
さ
ま

〳
〵
す
か
し
拵

こ
し
ら

へ
て
尋

た
ず
ぬ

る
に
し
ぶ
〳
〵
語
り
出
け
る
や
う

は
。
我
は
も
と
程
窪
村
の
久
兵
衛
が
子
に
て
母
の
名
は
お

し
づ
と
い
へ
り
。
父
の
久
兵
衛
は
我
が
幼
き
時
に
死う

せ

て
半

四
郎
と
い
へ
る
が
来
り
て
後
の
父
と
な
り
ぬ
。
さ
て
我
ハ

六
歳
に
な
り
け
る
時
疱
瘡
を
病
ミ
て
。
死
た
る
が
。
後
に

此
家
に
生
れ
た
り
と
い
ふ
。
余
り
に
奇あ

や

し
き
物
語
な
れ
ば
。

容た

や

す易
く
聞
と
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
と
念お

も

ひ
て
打
過
ぎ
け
る

に
。
勝
五
郎
の
妹
の
四
歳
に
な
れ
る
が
母
と
共
に
臥
す
を
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以
て
。
勝
五
郎
ハ
常
に
祖
母
の
被よ

ぎ

に
寝
た
る
に
。
或
夜
勝

五
郎
祖
母
に
い
ふ
や
う
。
程
窪
の
半
四
郎
許が

り

い
て
ゆ
き
給

へ
。
先
の
両
親
に
逢
ま
ほ
し
と
い
ふ
。
祖
母
も
始
ハ
け
し

か
る
事
と
思
ひ
打
ま
ぎ
ら
し
居
た
る
が
。
夜
毎
に
泣
か
こ

ち
て
責
ワ
ぶ
る
に
祖
母
も
今
ハ
こ
し
ら
へ
か
ね
て
。
然

バ
此
処
に
生
れ
つ
る
先
の
こ
と
を
委
し
く
語
る
べ
し
と
い

ふ
に
。
さ
ら
ば
父
母
を
お
き
て
は
余
所
人
に
語
り
た
ま
ふ

な
と
堅
く
口
か
た
め
て
然さ

て

い
へ
る
や
う
。
前さ

き

生の
よ

の
事
四
歳

ば
か
り
ま
で
ハ
能
く
覚
え
て
有
つ
る
が
漸
々
に
忘
れ
た

り
。
疱
瘡
を
病
て
死
ぬ
命
に
て
は
な
か
り
し
か
ど
。
薬
を

食
せ
ざ
り
し
故
に
死
た
る
な
り
。
其
時
己お

の
れ

ハ
疱は

う

瘡さ
う

病や
み

た
り

と
い
ふ
こ
と
ハ
知
ら
ね
ど
。
死
て
後
人
の
い
ふ
を
聞
て
知

り
た
り
。
息
の
絶
る
時
ハ
何
の
苦
し
ミ
も
な
か
り
し
か
暫

し
て
苦
し
か
り
き
。
其
後
ハ
少
し
も
苦
し
き
事
ハ
あ
ら

ず
。
屍

か
ば
ね

を
桶
の
中
に
つ
よ
く
押
入
る
ゝ
時
飛
出
て
傍

か
た
は
ら

に
居

り
山
に
葬

は
う
ふ

り
に
も
て
ゆ
く
時
ハ
。
龕か

ん

の
上
の
白
き
覆

お
ほ
ひ

の
上

に
乗
り
て
行
た
り
。
桶
を
穴
に
落
し
入
れ
た
る
時
。
其
音

の
響
き
た
る
事
心む

ね

に
こ
た
へ
て
今
も
能
く
覚
え
た
り
。
そ

れ
よ
り
人
々
に
つ
き
て
家
に
帰
り
。
机
の
上
に
居
て
。
我

ハ
此
処
に
あ
り
と
い
ひ
て
人
々
に
物
い
ひ
か
け
た
れ
ど
聞

つ
け
ず
。
只
死
し
た
る
事
を
語
り
あ
ひ
て
泣
き
哀
し
ミ
た

り
。
其
時
白し

ら

髪か
み

を
長
く
垂
れ
た
る
翁
の
此
方
へ
来
よ
と
て

誘
ひ
給
ふ
に
従
ひ
て
。
何
処
と
も
知
ら
ず
次
第
に
高
き
奇

麗
な
る
芝
原
に
行
て
遊
ひ
あ
り
き
。
又
花
の
盛
り
な
る
処

に
遊
び
た
る
ほ
ど
に
。
家
に
て
親
等
の
も
の
言
ふ
も
聞
え

食く
ひ

物も
の

を
供
へ
た
る
も
。
温

あ
た
た
か

な
る
は
湯
気
の
香
ひ
て
甘う

ま

く
覚

え
た
り
。
斯
て
遊
び
あ
り
経
る
ほ
ど
に
。
或
時
翁
と
此
家

の
向
ひ
の
路
を
通
る
と
き
。
此
家
を
指さ

し

て
彼か

の

家い
え

に
生
れ
よ

と
曰

の
た
ま

ふ
ま
ゝ
庭
の
柿
の
木
の
本
に
三
日
佇

た
た
ず
み

居い

て
。
そ
れ

よ
り
窗
（
窓
）
の
穴
よ
り
内
に
い
り
。
竈

か
ま
ど

の
側
に
ま
た
三

日
居
て
。
其
後
母
の
腹
の
う
ち
に
入
り
た
り
と
お
も
ハ
る

れ
ど
。
能
く
ハ
覚
え
ず
。
扨
其
時
母
の
何
所
な
る
し
む
遠

き
所
に
行
き
た
ま
ふ
事
を
父
と
語
り
給
ひ
し
を
聞
と
り
た

り
と
言
へ
り
。
此
事
ハ
源
蔵
が
家
ハ
貧
し
き
上
に
子
も
二

人
持
て
老

お
い
た
る
は
は

母
を
養
ふ
に
佗
し
け
れ
ば
。
妻
ハ
し
バ
し
江
戸

に
奉
公
に
出
な
む
と
約
し
つ
る
事
に
て
。
其
後
其
事
を
は

た
し
つ
る
が
。
既
に
懐
胎
し
た
り
し
故
暇
乞
て
家
に
帰
り

て
勝
五
郎
を
生う

め

り
。
此
事
ハ
勝
五
郎
が
今
い
ふ
に
つ
け
て

お
も
ひ
出
る
事
に
て
。
夫
婦
の
外
は
知
ら
ぬ
こ
と
な
り
し

を
聞
と
り
て
覚
え
居
た
る
も
い
と
あ
や
し
。
然
し
て
腹
の

内
に
て
母
の
苦
し
か
ら
む
と
お
も
ふ
事
の
あ
れ
バ
側

か
た
は
ら

に
よ

り
て
居
た
る
も
お
ぼ
え
あ
り
。
生
る
ゝ
時
ハ
何
の
苦
し
き

事
も
な
か
り
し
。
こ
の
外
何
く
れ
の
事
四よ

歳つ

五い

つ

つ歳
ま
で
は

能よ
く

覚
え
て
有
し
か
ど
漸
々
に
忘
れ
た
り
。
死
す
る
事
ハ
お

そ
ろ
し
か
ら
ぬ
も
の
な
り
。
己
を
死
せ
り
と
人
の
い
ひ
し

故
に
死
た
る
ぞ
と
心
付
き
亡な

き

体が
ら

も
見
ゆ
れ
ど
。
自
ら
ハ
其

時
に
死
た
り
と
も
思
ハ
ざ
り
き
。
苦
し
ミ
も
人
の
見
る
目

ほ
ど
ハ
く
る
し
か
ら
ず
。
死
し
て
居
た
る
間
ハ
腹
飽あ

き
て

食も
の
く

ふ
事
も
せ
ず
。
暑
し
と
も
寒
し
と
も
お
も
ハ
ず
。
ま
た

夜
も
さ
ば
か
り
闇く

ら

か
ら
ず
。
歩
ミ
に
あ
ゆ
め
ど
も
疲
る
ゝ

事
な
く
。
翁
の
も
と
に
だ
に
居
れ
ば
何
の
恐
し
き
事
も
な

し
。
六む

と

せ年
過
て
生
れ
た
り
と
聞
け
ど
彼
方
に
て
は
し
バ
し

の
間ほ

ど

と
お
ぼ
え
た
り
。
御み

嶽た
け

さ
ま
も
死
す
る
事
ハ
恐こ

わ

か
ら

ぬ
も
の
と
宣

の
た
ま

ひ
た
り
と
な
む
い
ひ
け
る
。
祖
母
も
此
を
聞

く
よ
り
奇
し
ミ
を
重
ね
け
る
に
。
或
と
き
老お

ほ

ば嫗
ど
ち
集つ

ど

へ

る
所
に
て
程
窪
村
に
久
兵
衛
と
い
ふ
人
の
あ
る
を
知
り
給

へ
る
人
や
お
は
す
と
問
ふ
に
。
一
人
が
い
ふ
や
う
。
己
ハ

知
ら
ね
ど
も
彼
村
人
に
因

ち
な
み

あ
る
あ
れ
バ
問
ひ
合
せ
て
参
ら

せ
な
む
。
さ
る
に
て
も
何
の
事
あ
り
て
尋
ね
給
ふ
ら
む
と

い
ふ
に
。
黙も

だ

し止
か
ね
て
事
の
よ
し
を
あ
ら
ま
し
語
り
き
こ

へ
け
り
。
さ
る
ほ
ど
に
文
政
六
年
の
正
月
七
日
の
こ
と
に

な
む
。
程
窪
村
の
老
人
某
が
源
蔵
の
家い

え

許が
り

来
て
い
ふ
や
う
。

己
は
程
窪
村
の
半
四
郎
に
親
し
き
者
に
て
侍は

べ

り
。
先さ

き
の
ひ日

久

兵
衛
が
事
を
尋
ね
問
ひ
給
へ
る
よ
し
な
る
が
久
兵
衛
と
い

ひ
し
ハ
若
き
ほ
ど
の
名
に
て
。
後
に
藤
五
郎
と
改
め
。
今

よ
り
十
五
年
前
文
化
三
年
に
身み

罷ま
か

り
て
今
ハ
村
の
中
に
其

名
を
知
れ
る
も
の
侍
ら
ず
。
其
妻
の
後
の
夫
は
半
四
郎
と

称い

ひ
侍
り
。
此
頃
其
久
兵
衛
が
子
な
り
し
藤
蔵
の
疱
瘡
を

病
ミ
て
往い

き

し
文
化
七
年
二
月
に
六
歳
に
て
死
し
た
り
し
が
。

此
家
に
再
生
せ
し
よ
し
を
聞
て
。
事
の
本も

と

末す
え

を
問
ひ
き
か

ま
ほ
し
が
り
て
。
己
に
あ
と
ら
へ
て
遣
せ
た
る
な
り
と
い

ふ
に
。
其そ

の

言こ
と

の
勝
五
郎
が
語
る
旨
に
能
く
符か

合な

ふ
に
。
互

か
た
み

に
奇
し
ミ
を
重
ね
つ
ゝ
老
人
ハ
帰
り
に
け
り
。
是
よ
り
此

事
人
多
く
し
り
て
勝
五
郎
を
見
む
と
て
来
る
人
多
き
に
。

勝
五
郎
ハ
恥
て
其
後
ハ
外
に
出
ず
。
か
ゝ
れ
ば
こ
そ
口
か

た
め
つ
る
に
。
人
に
語
り
給
ひ
し
ま
ゝ
斯
く
有
け
れ
と
い

ひ
て
恨
ミ
か
こ
ち
け
り
。
斯
く
し
つ
ゝ
半
四
郎
が
許
に
ゆ

か
ま
く
す
る
事
弥い

や

ま
さ
り
つ
ゝ
。
毎
夜
よ
も
す
が
ら
泣
き

い
ざ
つ
を
。
夜
明
て
其
由
を
問
ヘ
ば
知
ら
ず
と
い
ふ
。
さ

て
は
半
四
郎
許
ゆ
か
ま
ほ
し
と
お
も
ひ
入
り
た
る
よ
り
斯

ハ
あ
る
ら
む
。
あ
ら
ぬ
虚そ

ら

事ご
と

な
り
と
も
男
な
ら
ば
こ
そ
あ

れ
。
老
嫗
の
け
し
う
は
あ
ら
じ
。
わ
れ
一
た
び
連
れ
ゆ
き

な
む
と
祖
母
の
い
ふ
に
ま
か
せ
源
蔵
も
う
べ
な
ひ
て
い
ざ

給
へ
と
て
往
し
め
た
る
に
。
祖
母
ハ
勝
五
郎
を
誘
ひ
。
中

野
村
よ
り
山
一
ツ
隔
て
ゝ
其
間
一
里
半
に
過
る
程
窪
村
に

至
り
ぬ
さ
て
村
に
入
て
何
れ
か
半
四
郎
の
家
な
る
と
い
ふ

に
。
勝
五
郎
先
に
立
て
此
処
よ
り
ハ
己

お
の
れ

塾よ

く
知
り
ぬ
。
な

−148−



ほ
先
な
り
猶
先
な
り
と
い
ひ
て
。
と
く
あ
ゆ
み
つ
ゝ
兼
て

い
へ
る
が
如
く
三
軒
並
び
て
裏
の
方
ハ
山
に
つ
ら
な
り
た

る
が
。
其
中
に
引
き
入
り
た
る
家
の
門
に
い
た
り
。
頓や

が

て

此
家
な
り
と
祖
母
よ
り
先
に
か
け
入
る
に
ぞ
。
祖
母
も
つ

ゞ
き
て
内
に
入
り
。
ま
づ
主あ

る

じ人
の
名
を
問
ふ
に
半
四
郎
と

答
へ
妻
ハ
し
づ
と
い
へ
り
。
半
四
郎
夫
婦
ハ
か
ね
て
聞
居

て
。
相
見
ま
く
思
ひ
し
ほ
ど
な
る
上
に
。
祖
母
と
勝
五
郎

が
今
か
く
尋
ね
き
て
。
祖
母
の
物
語
る
を
聞
て
或
ハ
悲
し

み
或
ハ
奇
し
ミ
共
に
涙
に
く
れ
て
。
し
づ
ハ
勝
五
郎
を
抱

き
上
げ
て
つ
く
〳
〵
と
顔
う
ち
守
り
亡
く
な
り
つ
る
藤
蔵

が
六
歳
の
時
の
面お

も

貌ざ
し

に
よ
く
も
似
て
け
り
と
か
き
く
ど
き

居
た
る
に
。
勝
五
郎
ハ
懐
か
れ
な
が
ら
向
ひ
の
烟た

ば

こ草
売
る

家
の
屋
根
を
指
さ
し
。
先
つ
年
に
ハ
彼か

の

屋
根
は
な
か
り
し
。

彼
木
も
な
か
り
し
な
ど
。
な
に
く
れ
と
過
に
し
事
を
い
ふ

に
。
皆
た
が
ハ
ね
バ
弥い

よ
よ
ふ
し
ぎ

不
測
を
重
ね
け
る
。
斯か

く

て
半
四
郎

が
親う

か

ら族
の
寄
来
る
中
に
。
久
兵
衛
が
妹
の
嫗

お
む
な

あ
り
て
兄
の

久
兵
衛
に
能
く
似
て
け
り
な
ど
泣
く
ど
き
て
し
ほ
れ
し
と

ぞ
。
然
て
其
後
ハ
半
四
郎
源
蔵
も
常
に
行
き
か
ひ
て
。
親

類
の
む
つ
び
を
な
し
て
長
く
交
り
を
結
び
け
る
と
ぞ
。
さ

て
此
勝
五
郎
が
幽
冥
に
あ
り
つ
る
ほ
ど
。
誘
ひ
給
へ
る

老お

き

な翁
の
事
を
お
も
ひ
合
す
に
。
勝
五
郎
が
姉
の
夢
に
時
と

し
て
見
え
た
ま
へ
る
本

う
ぶ
す
な
の
か
み

居
神
の
御
す
が
た
と
同
じ
よ
し
な

れ
バ
。
正
し
く
本
居
神
に
坐ま

せ
る
事
疑
ひ
あ
ら
ず
と
人
皆

い
ひ
け
る
と
な
む
。

注
　
報
告
書
（
初
版
）
で
は
、
「
雑
記
録
」
（
府
中
市
個
人

蔵
）
森
田
亀
吉
書
写
本
よ
り
翻
刻
し
た
が
、
遺
漏
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
明
治
八
年
二
月
刊
神
宮
教
院
蔵

版
『
神
判
記
實
』
五
編
上
（
勝
五
郎
調
査
団
所
蔵
）
を
底

本
と
し
た
。
『
神
判
記
實
』
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
官
山
口

起
業
が
、
神
道
関
係
の
神
罰
や
霊
験
に
つ
い
て
の
説
話
九

十
四
編
を
集
め
、
編
纂
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
読
　
上
野
さ
だ
子
）

17
　「
再
生
勝
五
郎
覚
書
」

程
久
保
村
久
兵
衛
忰
藤
五
郎
（
藤
蔵
）

弐
才
之
時
久
兵
衛
死
去
、

後
添
半
四
郎
、

藤
蔵
六
才
ニ
而
死
去
、

中
里
村
（
中
野
村
）
藤
蔵
（
源
蔵
）
忰

勝
五
郎
事
当
未
九
才
、

御
地
頭
様
よ
り
御
屋
敷
之
方
へ

御
同
道
被
遊
、
衣
類
并
帯

く
わ
し
類
金
子
五
両
余

い
た
ゝ
き
、
親
も
拾
両
も

い
た
ゝ
き
候
由
、
十
六
才
ニ

相
成
候
以
後
ハ
死
去
致
し

候
由
、
夫
ゆ
へ
祭
替
ニ
而
も

致
し
可
申
旨
被
仰
候
、

廿
五
日
逗
留
ニ
而
帰
村

仕
候

（
裏
書
）
（
三
行
は
書
き
損
じ
カ
）

柚
木
村
之
内
程
久
保
村

父
久
兵
衛
藤
五
郎
（
藤
蔵
）
弐
才
ニ
而
死
去
後
添

藤
蔵
（
半
四
郎
）

半
四
郎
方
へ
参
り
候
而
ハ
、

夜
ハ
実
之
親
子
之
様
ニ
だ
か
れ
て

休
ミ
候
由
、
半
四
郎
中
里
へ

参
り
候
得
ハ
、
酒
ヲ
買
ニ
行

地
走
い
た
し
候
由
、
十
六
才
迄
と

申
ゆ
へ
仕
事
ハ
致
さ
ぬ

よ
ふ
ニ
申
候
て
も
、
父
之
渡
せ
い
籠
又
ハ

い
さ
る
作
り
候
よ
し
、

老
分
由
半
四
郎
妻

此
間
私
親
類
参
り

咄
し
申
候
、
余
ハ

先
達
而
御
咄
し

申
上
候
通
り

（
裏
書
）
（
反
故
紙
利
用
カ
）

の
し

御
祝
儀

図３ 『神判記實』五編上挿絵

図4 「再生勝五郎覚書」（表）
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（
日
野
市
栄
町
　
立
川
明
家
文
書
　
№
１
２
３
）

注
　
日
野
市
内
の
旧
家
に
残
る
資
料
。
半
紙
を
横
半
分
に

折
っ
た
用
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
覚
書
。
半
四
郎
の
妻

し
づ
（
藤
蔵
の
母
）
は
、
日
野
本
郷
の
枝
郷
下し

た

河が

原わ
ら

の
鈴
木
家
の
出
身
。
立
川
家
の
あ
る
同
枝
郷
東
光
寺

と
は
、
日
野
宿
を
挟
ん
で
東
西
の
位
置
に
あ
る
。
年

不
詳
の
資
料
で
あ
る
が
、
し
づ
が
里
帰
り
し
た
時
に

話
し
た
内
容
を
記
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
読
　
髙
橋
國
夫
）

18
　
「
小
谷
田
勝
五
郎
紀
念
碑
」
碑
文

（
１
） 

佐
藤
玉
陵
草
稿

故
小
谷
田
勝
五
郎
君
紀
念
碑

君①

姓
小
谷
田
氏
。
通
称
勝
五
郎
。
父
名
源
蔵
。
多
摩
郡
柚

木
中
野
村
人
。
世
業
農
。
母
尾
藩
士
村
田
太
郎
右
衛
門
之

女
勢
子
。
有
故
辞
藩
父
子
為
庶
人
。
而
嫁
源
蔵
。
有
二
男

二
女
。
君
乃
次
子
。
文
化
十
二
乙
亥
年
十
月
十
日
生
焉
。

幼
而
成
器
辞
藻
壮
麗
。
年
甫
八
歳
。
兄
弟
相
携
出
于
牧
野
。

互
問
前
世
。
君
曽
詳
叙
所
諳
記
。
父
母
聞
異
之
。
試
訊
其

同
郡
程
窪
村
藤
蔵
者
。
果②

有
此
事
。
距
今
六
年
。
一
子
藤

蔵
。
甫
六
歳
。
文
化
七
年
二
月
病
没
。
於
是
初
知
其
言
不

虚
。
故
世
人
伝
奇
。
牧
守
徴
見
之
江
都
。
許
多
有
賜
。
実

文
政
六
年
四
月
矣
君
及
長
明
敏
寡
慾
。
而
好
直
言
。
不
避

威
権
。
別
興
一
家
。
自
業
鋤
犁
。
君
之
配
○
子
毎
歎
無
嗣
。

年
○
○
○
先
没
。
後
無
幾
君
得
病
。
明
治
○
年
○
月
年
○

○
○
終
了
天
寿
而
家
跡
廃
絶
云
。
兄③

乙
次
郎
承
父
之
家
姉

房
子
○
村
嫁
某
氏
既
死
。
妹
常
子
帰
同
郡
四
谷
村
市
川
万

吉
老
而
益
健
。
常
子
悼
君
之
廃
跡
建
記
念
碑
於
百
草
公
園

以
祷
冥
福
。
持
当
時
学
士
所
記
之
再
生
録
。
而
以
請
銘
余

摘
行
実
乃
作
銘
曰
。

　
　
人
生
惟
天
。
有
此
因
縁
。
栄
誉
恩
賜
。

　
　
生
々
無
辺
。
悲
吟
顧
况
。
旋
魄
簷
上
。

　
　
古
今
表
揚
。
何
論
奇
状
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
陵
佐
藤
俊
宣
撰
　

＊
佐
藤
玉
陵
草
稿
に
小
島
守
政
が
①
〜
③
の
頭
注
を
記
し

て
い
る
。

①
此
文
ニ
拠
レ
バ
、
藤
蔵
文
化
七
年
ニ
死
ス
、
勝
五
郎
ノ

生
レ
シ
ハ
文
化
十
二
年
ナ
リ
、
ソ
ノ
間
六
年
ト
ス
、
然
ル

ニ
藤
五
郎
ニ
尋
ね
テ
其
事
ヲ
知
リ
シ
ハ
、
勝
五
郎
ガ
八
歳

ノ
時
ナ
リ
、
然
レ
バ
藤
蔵
ノ
死
セ
シ
時
ハ
既
ニ
勝
五
郎
生

レ
テ
二
年
モ
立
ツ
ヤ
フ
ニ
覚
フ
、
如
何
々
々

②
果
有
此
事
ト
云
、
又
知
其
言
不
虚
ト
云
、
意
重
複
ニ
似

タ
リ
、
距
今
六
年
ト
云
又
文
化
七
年
ヲ
述
ブ
、
繁
ヲ
覚
フ

③
碑
文
必
ズ
シ
モ
兄
弟
ヲ
詳
叙
セ
ズ

（
２
） 

小
島
守
政
添
削
後
の
碑
文

故
小
谷
田
勝
五
郎
君
紀
念
碑
　

君
通
称
勝
五
郎
。
小
谷
田
氏
。
父
称
源
蔵
。
多
摩
郡
柚
木

中
野
村
人
。
世
業
農
。
母
村
田
氏
尾
藩
士
太
郎
右
衛
門
之

女
也
。
生
二
男
二
女
。
君
乃
其
次
子
。
幼
而
聡
慧
。
年
甫

八
。
兄
弟
相
携
游
于
野
。
互
問
前
世
。
君
曽
詳
叙
所
諳

記
。
父
母
聞
異
之
。
試
訪
其
同
郡
程
窪
村
藤
五
郎
者
。
而

問
焉
則
曰
。
一
子
藤
蔵
。
甫
六
歳
。
以
文
化
七
年
二
月
病

没
。
於
是
初
知
其
言
不
虚
。
故
世
人
伝
奇
。
牧
守
徴
見
之

江
都
。
賜
物
許
多
。
実
文
政
六
年
四
月
也
。
君
及
長
寡
慾
。

而
好
直
言
。
不
避
威
権
。
別
興
一
家
。
自
業
鋤
犁
。
以
明

治
○
年
○
月
年
○
○
○
病
没
。
距
生
文
化
十
二
年
十
月
十

日
。
享
年
○
○
○
。
配
某
氏
先
没
無
子
。
同
郡
四
谷
村
市

川
万
吉
妻
。
常
子
実
君
之
妹
也
。
悼
君
之
絶
祀
将
建
記
念

碑
於
百
草
園
以
祷
冥
福
。
持
某
生
所
著
之
再
生
録
来
。
而

属
銘
於
余
摘
其
要
乃
作
銘
曰
。

　
　
人
生
惟
天
。
有
此
因
縁
。
栄
誉
恩
賜
。

　
　
生
々
無
辺
。
悲
吟
顧
况
。
旋
魄
簷
上
。

　
　
古
今
表
揚
。
何
論
奇
状
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
陵
佐
藤
俊
宣
撰
　
　

（
３
） 

佐
藤
玉
陵
宛
小
島
守
政
書
簡

拝
啓
、
然
者
尊
嘱
ノ
文
、
別
紙
ノ
通
愚
考
差
上
候
間
、
可

然
御
勘
考
御
取
捨
希
望
候
、
失
敬
ト
ワ
存
候
得
共
原
文
ヲ

改
ム
ル
頗
多
シ
、
請
フ
海
容
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
、
蓋

（
け
だ
し
）、

碑
文

ハ
尋
常
ノ
文
ト
違
ヒ
石
ヱ
刻
シ
後
世
ヱ
残
ス
モ
ノ
ニ
付
、

軽
率
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
此
文
モ
尚
御
勘
考
ノ
上
退
庵
先
生

ト
モ
御
相
談
、
岡
鹿
門
ヘ
デ
モ
一
覧
ヲ
乞
ヒ
、
然
ル
後
御

彫
□
（
斉と

と
の
えカ

）
可
然
ト
奉
存
候
、
尤
鹿
門
ニ
ハ
限
ラ
ズ
何

人
ニ
テ
モ
是
君
ト
退
庵
先
生
ノ
御
相
談
ニ
在
ル
耳

（
の
み
）、

何
レ

ニ
致
セ
此
マ
ヽ
直
ニ
石
ヱ
刻
ス
ル
ワ
後
日
ノ
笑
ヲ
遺

（
の
こ
）ス

、

能
々
御
勘
考
奉
祈
候

○ 

先
日
勝
五
郎
ノ
事
蹟
余
リ
少
ク
、
碑
文
ノ
気
力
ニ
乏

シ
キ
ヲ
以
テ
此
外
ニ
何

（
な
に
か
）

歟
事
蹟
有
之
候
ハ
ヽ
、
御
探
索
有

之
度
旨
葉
書
ヲ
以
テ
申
上
候
得
共
、
若

（
も
）

シ
事
蹟
ノ
宜

（
よ
ろ
）シ

キ

モ
ノ
有
之
候
ハ
ヽ
、
今
一
度
拝
見
、
愚
考
可
仕
候
、
若
シ

其
義
も
無
之
候
ハ
ヽ
、
夫
レ
ニ
テ
差
置
可
申
候

○ 

勝
五
郎
再
生
ノ
事
蹟
ハ
、
遠
山
氏
ノ
百
物
語
ト
云
書

ニ
仮
名
雑
リ
ノ
文
ア
リ
、
夫
レ
ニ
依
テ
碑
文
中
ヱ
入
候
間
、
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若
シ
再
生
録
ト
違
ヒ
候
ハ
ヽ
其
段
被
御
聞
度
候

○ 
再
生
録
モ
其
内
一
覧
致
度
存
候

○ 
顧
况
ノ
故
事
宜
シ
、
然
レ
ド
モ
一
家
中
ニ
テ
再
生
ス
、

他
家
ヨ
リ
入
テ
再
生
ス
ル
ニ
非
ズ
、
勝
五
郎
ノ
事
ニ
於
テ

少
シ
ク
穏
当
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
覚
フ
、
因
テ
換
フ
ル
ニ
蒙
求
巻

上
ニ
ア
ル
鮑
靚
記
井
羊
祜
識
環
ノ
事
ヲ
以
テ
ス
絶
好
ノ
証

左
ト
存
候
、
尊
意
如
何

○ 

紀
念
碑
ト
暮
（
墓
カ
）
碣
ト
ノ
区
別
ハ
先
日
御
答
申

上
候
ニ
付
、
今
贅
セ
ズ

○ 

尊
作
日
野
雑
詩
ト
之
題
ノ
詩
ハ
佳
作
ト
謂
フ
可
シ

右
申
上
候
、
再
拝

　
　
九
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
政
拝

　
　
　
　
佐
藤
様

　
　
　
　
　
　
　
侍
史
中

（
佐
藤
彦
五
郎
新
選
組
資
料
館
所
蔵
）
　

《
解
説
》
「
小
谷
田
勝
五
郎
紀
念
碑
」
建
立
計
画
　

　
平
成
二
十
年
一
月
、
佐
藤
彦
五
郎
新
選
組
資
料
館
よ
り
、

彦
五
郎
の
長
男
俊
宣
が
執
筆
し
た
「
小
谷
田
勝
五
郎
紀
念

碑
」
の
草
稿
が
発
見
さ
れ
た
。
俊
宣
は
、
玉
陵
と
号
し
漢

詩
を
能
く
し
、
他
の
漢
詩
の
草
稿
数
枚
の
中
か
ら
発
見
さ

れ
た
。
草
稿
に
は
、
添
削
を
依
頼
し
た
小
島
守
政
（
慎

斎
）
か
ら
の
手
紙
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　
碑
文
に
よ
る
と
、
四
谷
村
（
府
中
市
）
の
市
川
（
山

岸
）
万
吉
に
嫁
し
た
勝
五
郎
の
妹
常
子
（
つ
ね
）
が
、
勝

五
郎
を
祀
る
人
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悼
ん
で
、
百

草
園
（
日
野
市
）
に
建
立
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
伺
え
、

玉
陵
は
常
子
の
求
め
に
応
じ
て
碑
文
を
作
成
し
た
と
推
察

さ
れ
る
。
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
草
稿
に
明

治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
と
あ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の

前
後
か
と
思
わ
れ
る
。

　
碑
文
の
添
削
と
、
佐
藤
俊
宣
に
手
紙
を
書
い
た
小
野
路

（
町
田
市
）
の
小
島
守
政
（
慎
斎
）
は
、
小
島
為
政
（
鹿

之
助
）
の
長
男
で
、
小
島
家
に
残
る
『
慎
斎
文
稿
』
三
に

は
、
慎
斎
が
手
を
入
れ
た
碑
文
の
草
稿
も
記
さ
れ
て
い
る

（
小
島
資
料
館
館
長
小
島
政
孝
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）
。
小

島
家
と
佐
藤
家
は
親
交
が
あ
り
、
佐
藤
彦
五
郎
と
と
も
に

小
島
為
政
が
新
選
組
の
支
援
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
良
く
知

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
小
島
守
政
は
、
大
沼
枕
山
な
ど
に
教

え
を
受
け
た
漢
学
者
で
、
当
時
は
慎
斎
を
囲
ん
で
多
く
の

漢
詩
人
が
小
島
家
に
集
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
百
草
園
に
勝
五
郎
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
形

跡
は
な
い
の
で
、
建
碑
は
実
現
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
常
子
の
娘
と
め
が
嫁
い
だ
森
澤
國
平
は
、
落
川
村
新
田

（
多
摩
市
）
の
新
倉
順
之
助
の
二
男
で
、
潰
株
と
な
っ
て

い
た
森
澤
家
を
継
い
だ
。
國
平
の
実
姉
た
か
は
、
明
治
二

年
に
百
草
村
の
青
木
亀
吉
に
嫁
い
で
い
た
が
、
亀
吉
の
長

兄
は
、
百
草
園
を
作
っ
た
青
木
角
蔵
で
あ
る
。
こ
う
し
た

縁
で
、
常
子
は
勝
五
郎
の
記
念
碑
を
百
草
園
内
に
建
て
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
碑
文
の
最
後
に
「
持
当
時
学
士
所
記
之
再
生
録
」
と
あ

り
、
勝
五
郎
が
所
持
し
て
い
た
「
再
生
記
聞
」
を
指
す
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
（
調
査
報
告
⑨
参
照
）

　
勝
五
郎
調
査
団
で
は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
五

月
、
有
志
の
寄
付
に
よ
り
、
高
幡
山
金
剛
寺
大
日
堂
の
横

に
、
「
藤
蔵
・
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り

　
ゆ
か
り
の
地
記

念
碑
」
を
建
立
し
た
。

　
　
　
　
　
（
解
説
・
解
読
　
上
野
さ
だ
子
・
鈴
木
淳
世
）
　
　

図6 佐藤玉陵宛小島守政書簡（同） 図5 小谷田勝五郎紀念碑草稿（佐藤彦五郎新選組資料館所蔵）
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藤
蔵
と
勝
五
郎
の
家
系
図
＊
『
勝
五
郎
再
生
前
生
話
』
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
、
宗
門
人
別
帳
・
戸
籍
・
墓
誌
な
ど
を
参
考
に
作
成
し
た
（
解
説
七
を
参
照
）

藤
蔵
の
家
族
（
須
崎
姓
→
小
宮
姓
）

須
崎
五
兵
衛

（
後
妻
）

（
先
妻
）

（
入
婿

　平
村
伝
六
弟
）

半
四
郎

（
後
妻
・
日
野
下
河
原
只
右
衛
門
娘
）

し

　づ

藤
五
郎
（
久
兵
衛
）

藤

　
蔵

（
先
妻
・
八
王
子
新
町
太
兵
衛
養
娘
）

（
婿
・
芋
久
保
新
田
与
八
息
子
）

元
五
郎

女
子

女
子

男
子

彦
次
郎

総
之

　
　　
稔

　　
豊

ハ
マ

※
小
宮
姓
に
改
む

（
程
久
保
村
小
宮
弥
平
二
男
）

小
宮

　鏡
治
郎

〈藤蔵の家族〉
＊藤蔵─文化 2年生、文化 7年 2月 4日没 6歳

＊藤五郎─実父、文化 3年没 48歳　＊半四郎─養父、天保 9年 4月没

＊しづ─母、天保 12年 12月没

勝
五
郎
の
家
族
（
小
谷
田
姓
）

（
中
野
村
十
一
屋
）

小
谷
田
市
郎
兵
衛

ふ
さ

乙
次
郎

（
養
子
）

与
右
衛
門
（
鉄
太
郎
）

つ
ね
（
な
か
）

重
三
郎

貴
助
（
輔
）

亀
三
郎

健
五
郎
（
健
吾
）

と
め

森
澤
國
平

う
た

あ
さ

（
四
谷
村
十
一
屋
）

山
岸
萬
吉

（
後
妻
）

な
み

ま
ん

さ
く

や
す

勘
蔵

つ
や

ふ
み

い
ね源

蔵
せ
い

忠
次
郎

さ
み

重
助

重
蔵

え
い
（
さ
と
）

い
と

（
養
子
・
つ
ね
の
四
男
）

健
五
郎

勝
五
郎

〈勝五郎の家族〉
＊勝五郎─文化 12年 10月 10日生、明治 2年 12月 4日没 55歳

＊勘蔵─祖父、文政 4年没 ＊つや─祖母、天保 5年 9月没

＊源蔵─父、安政 2年 7月没 ＊せい─母、天保 14年 5月没

＊源蔵は、農業の傍ら目籠の仲買を副業としていた。せいの父は武士で浪人し、

　せいは 12歳の時本多大之進家の下女となった。2人は、源蔵が江戸で奉公して

　いるときに所帯を持ち、文化 6年長女ふさが生まれた後、中野村に戻った。

ヤ
ス
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元号 西暦 日付 項　　　　目

明和 4年 1767 10月 3日 池田冠山（定常）誕生 （旗本 池田政勝の二男 鉄之助）

安永 2年 1773 7月 9日 鳥取西館四代藩主池田定得死去

7月28日 池田冠山（鉄之助）西館に養子入り（7歳）

第五代西館藩主となる（天明５年 家督を襲封）

安永 5年 1776 8月24日 平田篤胤 秋田佐竹家藩士 大和田清兵衛の四男として出羽国秋田郡久保田に生まれる

天明 6年 1786 12月18日 池田冠山 従五位下 縫殿頭に叙任される （20歳）

寛政 7年 1795 1月 8日 平田篤胤 江戸に出奔 （20歳）

寛政12年 1800 8月 平田篤胤 備中国（岡山県）松山藩士平田篤穏（あつやす）の養子になる （25歳）

享和元年 1801 8月13日 平田篤胤 石橋織瀬と結婚 （26歳）

11月20日 池田冠山 家督を長子定興に譲る （冠山35歳）

享和 2年 1802 5月20日 平田篤胤の長男常太郎 生まれる

享和 3年 1803 6月20日 平田篤胤の長男常太郎 死去

平田篤胤 本居宣長の没後の門人になる （28歳）

文化元年 1804 平田篤胤 私塾「真菅乃屋（ますげのや）」を開く （29歳）

文化 2年 1805 1月16日 平田篤胤の長女千枝子 誕生（後の銕胤妻）

7月29日 冠山の六男 定保 誕生 （冠山39歳）

藤蔵（須崎姓）誕生

文化 3年 1806 8月27日 藤蔵の実父 久兵衛（藤五郎） 死去

文化 4年 1807 平村の半四郎が藤蔵の継父となる

11月 3日 西館六代藩主池田定興死去 （17歳）

文化 5年 1808 2月 池田定保 西館七代藩主となる （4歳）

平田篤胤の次男 半兵衛（後に、又五郎に改名） 生まれる

文化 6年 1809 勝五郎の姉 ふさ 生まれる

文化 7年 1810 2月 4日 藤蔵死去 （6歳）

勝五郎の兄 乙次郎 生まれる

文化 9年 1812 8月27日 平田篤胤の妻 織瀬 死去 （31歳）

12月 5日 平田篤胤『霊能真柱（たまのみはしら）』を著わす（翌10年に刊行）

文化10年 1813 8月25日 池田定常「冠山」と号す （47歳）

文化12年 1815 3月 勝五郎の母せいが江戸へ奉公に行く、（勝五郎を）身ごもっていることがわかり、暇を貰

って戻ってくる

10月10日 勝五郎（小谷田姓）誕生

文化13年 1816 4月19日 平田篤胤 常陸・下総旅行の途中、小浜村（千葉県銚子市）の八幡宮で「天磐笛」を拾得、屋

号を「気吹舎（いぶきのや）」と改める （41歳）

平田篤胤の二男 又五郎 死去 （9歳）

文化14年 1817 11月 2日 冠山の十六女 露子 誕生 （冠山51歳）

文政元年 1818 11月18日 平田篤胤 りよ（後のお里勢）と再婚 （篤胤43歳）

文政 3年 1820 3月 平田篤胤 湯島天神男坂下へ転居

10月 平田篤胤 初めて天狗小僧寅吉に会う

勝五郎の妹 つねが生まれる

文政 4年 1821 勝五郎の祖父勘蔵死去

文政 5年 1822 藤蔵の十三回忌

関連年譜　（※年齢は数え年、小泉八雲は満年齢）

黒字…勝五郎・藤蔵関係　青字…池田冠山・露姫関係　茶字…平田篤胤関係　緑字…小泉八雲関係　赤字…関係書物
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元号 西暦 日付 項　　　　目

　 平田篤胤 『仙境異聞』を著わす （47歳）

11月27日 露姫逝去 （6歳） （冠山56歳）

11月 勝五郎が前世の記憶を語る （8歳）

文政 6年 1823 1月20日 勝五郎が祖母と程久保村須崎家（現・小宮家）を訪問する （9歳）

2月 池田冠山が中野村を訪問。祖母つやから話を聞き 『勝五郎再生前生話』を著す （冠山57歳）

4月 5日 中野村の領主旗本多門傳八郎が、源蔵・勝五郎親子を江戸に呼び話を聞く（4月26日まで滞在）

4月14日 池田冠山が泉岳寺の貞鈞和尚を訪ねる。貞鈞和尚が冠山から「勝五郎再生前生話」を見

せてもらう （貞鈞の手紙の写しは、「珎説集記」に掲載）

4月19日 多門傳八郎が御書院番頭に調書を届出

4月21日 勝五郎親子が駒込の西教寺を訪問

平田篤胤が多門宅を尋ねるが勝五郎不在で会えず

4月22日 平田篤胤 気吹舎で勝五郎と初めて会う （23・25日も通う）

4月26日 源蔵・勝五郎親子が中野村へ戻る

6月 平田篤胤 『勝五郎再生記聞』を著わす （48歳）

7月 9日 勝五郎の父源蔵が勝五郎と兄・姉を伴って気吹舎を訪れ、三日間滞在した。

篤胤は留守だったため、門人たちが話を聞く

7月22日 平田篤胤 関西旅行に出発 （11月19日まで）

8月 平田篤胤 京に着き、冨小路治部卿の内奏で著書を仁孝天皇と光格上皇に献上、

『勝五郎再生記聞』を上覧に供する

『武蔵名勝図会』「前生覚知の小童」（植田孟縉）

文政 7年 1824 1月15日 碧川篤真(後の銕胤）篤胤の養子になり篤胤の長女千枝(後のお長・織瀬）と結婚 （篤胤49歳）

7月28日 『藤岡屋日記』「小児前世を不忘居る事」（須藤由蔵）

11月27日 露姫の三回忌の法要 （冠山56歳）

『玉露童女行状』…冠山の家臣服部脩蔵が記した露姫の逸話集

『応化菩薩辞世帖』…露姫の遺墨を刷物とし、南勢州飯高郡上川の浄林寺より版行

この他、『睡余操觚』（斎藤月岑）、『甲子夜話』（松浦静山）、『桑都日記』続編（塩野適斎）な

どにも勝五郎の再生が記録されている

『視聴草』（宮崎成身）には、勝五郎の再生と露姫の事跡の両方が記されている

文政 8年 1825 8月26日 源蔵・勝五郎気吹舎へ行く 勝五郎、平田篤胤の門人となる （以後は、気吹舎に寄宿か）

9月 池田冠山が寄せられた露姫追悼の書や詩歌・絵画を巻子にした「玉露童女追悼集」（30巻）

を淺草寺に奉納 （冠山59歳）

『山海里』（信暁） 勝五郎の再生と露姫の事跡あり

文政 9年 1826 3月25日 勝五郎、越谷へ行く（越谷には気吹舎の有力門人山崎篤利がいた）

文政10年 1827 7月21日 勝五郎、気吹舎へ行く

7月22日 勝五郎、気吹舎へ行く（以後の「気吹舎日記」に勝五郎の事見えず）

文政12年 1829 12月 3日 江戸大火 鉄砲州の上屋敷が焼失、多くの著書が灰燼に帰した

小名木川筋の亀高村の下屋敷に移る （冠山63歳）

天保 4年 1833 7月 9日 池田冠山逝去 （67歳） 江戸牛島弘福寺に葬る

天保 5年 1834 9月21日 勝五郎の祖母 つや 死去

天保 9年 1838 4月19日 藤蔵の継父 半四郎 死去 （62歳）

天保12年 1841 1月 1日 平田篤胤 幕府により著述差し止め、国許秋田への帰還を命じられる （66歳）

黒字…勝五郎・藤蔵関係　青字…池田冠山・露姫関係　茶字…平田篤胤関係　緑字…小泉八雲関係　赤字…関係書物
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元号 西暦 日付 項　　　　　目

12月20日 藤蔵の母 しづ 死去 （63歳）

天保14年 1843 5月 勝五郎の母 せい 死去 （59歳）

閏9月11日 平田篤胤逝去 （68歳）

天保14年 1843 勝五郎（29歳）・妻まん（23歳）（天保14年中野村人別帳による）

年月不詳 （この頃か）勝五郎の姉 ふさ、隣家の小谷田市郎兵衛（中野村名主・十一屋）に嫁ぐ

弘化 2年 1845 10月 3日 勝五郎の妹 つねと山岸萬吉の一家が、四ツ谷村十二番屋敷内に店借

弘化 3年 1846 6月 7日 平田篤胤の後妻 お里勢 死去

嘉永元年 1848 12月 勝五郎が、なみ（多摩郡片倉村源太郎方）と再婚 （勝五郎34歳）

嘉永 2年 1849 8月12日 武蔵国多摩郡宇奈根村儀右衛門四男が、小谷田市郎兵衛（中野村名主・十一屋）の養子に

なり重蔵を襲名し、市郎兵衛の長女 さみ と結婚

8月19日 勝五郎姉 ふさの夫 小谷田市郎兵衛 死去 （56歳）（墓誌より推定）

12月28日 徳川家斉七回忌により平田篤胤御赦免となる

嘉永 3年 1850 6月27日 小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）ギリシャにて誕生、英国陸軍軍医補チャールズ・ブッ

シュ・ハーンの二男、母のローザ・アントニオ・カシマチはギリシャ人

8月12日 勝五郎姉 ふさ 死去 （42歳）（墓誌より推定）

嘉永 7年 1854 4月 懐安（府中本宿小野宮・内藤家六代目当主重鎮）、勝五郎より「再生記聞」（平田篤胤より

贈られたもの）を借りて写し、「小谷田異童伝」とした

懐安この時期、勝五郎と勝五郎妹（つね）と行き来あり

8月 勝五郎が、与右衛門（牛込神楽坂吉兵衛二男、当時六歳）を養子にする

安政 2年 1855 7月23日 勝五郎の父 源蔵 死去 （80歳）

ハーン 大叔母ブレナンのもとで生活する （5歳）

安政 4年 1857 ハーンの両親が離婚 （7歳）

慶応元年 1865 ハーンはゲームで飛んできたロープの結び目で左眼を打ち、左眼を失明する （16歳）

11月21日 ハーンの父 チャールズが死去

慶応 4年 1868 3月 4日 平田銕胤 内国事務局判事に任命される

明治元年 1868 11月 与右衛門（勝五郎の養子）、中野村井上仲右衛門の妹 さくと結婚

（与右衛門 20歳 さく 20歳）

明治 2年 1869 ハーン 初夏の頃、移民船でニューヨークへ渡り、汽車でシンシナティに行く （19歳）

7月27日 平田銕胤 大学大博士に任命される

12月 4日 勝五郎 死去 （55歳）

明治 3年 1870 4月15日 中野村の名主であった小谷田重蔵が、隣家で跡継ぎのいない小谷田源蔵家を再興する

※この再興も重蔵一代で終わる

6月 平田銕胤 大学大博士を辞職

年月日不詳 （この頃か）中野村井戸之上の金子種治郎二男 権六が、勝五郎養子の与右衛門夫婦が横浜に移るの

に際して、買い養子となって空屋敷を譲り受け、小谷田姓を名乗る

明治 5年 1872 1月24日 平田延胤（銕胤の長子） 死去

明治 8年 1875 6月 ハーン、当時白人との結婚を禁じられていた黒人の女性 アルシア・フォーリー と結婚 

（25歳）

明治10年 1877 ハーン、アルシア・フォーリー と離婚 （27歳）

ハーン、ニューオリンズへ転居

12月22日 北多摩郡四ツ谷村 山岸万五郎(萬吉）の四男健五郎(健吾）が、小谷田重蔵の養子になる （19歳）

黒字…勝五郎・藤蔵関係　青字…池田冠山・露姫関係　茶字…平田篤胤関係　緑字…小泉八雲関係　赤字…関係書物
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元号 西暦 日付 項　　　　目

明治13年 1880 10月 5日 平田銕胤 死去

明治22年 1889 5月16日 小谷田健五郎が失踪 （31歳）

明治23年 1890 3月 8日 ハーン ニューヨークを出発日本を目指す （40歳）

4月 4日 ハーン 午前6時横浜到着、人力車で神社仏閣をめぐる

7月 ハーン 島根県松江尋常中学校（現・島根県立松江北高等学校）と松江師範学校（現・島根

大学）の英語教師に就任する契約を結ぶ、この契約書に「ラフカヂオ・ヘルン」と記載さ

れたため、以後「ヘルン」と呼ばれるようになる

8月30日 ハーン 松江到着

明治24年 1891 1月 西田千太郎のすすめで松江藩士小泉湊の娘 セツ が住み込みの手伝いとしてハーンの

世話をすることとなり、やがて結婚する

6月22日 ハーンは旧松江藩士 根岸千夫 方が空屋になっていたので借用する

（現・国指定史跡 小泉八雲旧居）

11月19日 ハーン 熊本到着

11月24日 ハーン 第五高等学校（現・熊本大学 当時の校長 嘉納治五郎）英語教師に就任

明治26年 1893 11月17日 ハーンの長男 一雄 誕生 （43歳）

明治27年 1894 9月29日 ハーン著 『知られざる日本の面影』 が出版される （44歳）

10月上旬 ハーン 神戸到着 神戸クロニクル社へ転職

明治28年 1895（この頃か）勝五郎紀念碑の碑文が作成される （撰文：佐藤俊宣、添削：小島守政）

※紀念碑の建立には至らなかったようである

明治29年 1896 2月10日 ハーン 日本に帰化し、小泉八雲と改名 （46歳）

9月 8日 小泉八雲 東京到着、帝国大学文科大学の英文学講師に就任

明治30年 1897 2月15日 八雲の次男 巌 誕生 （47歳）

3月 5日 八雲の友人 西田千太郎 死去

9月 小泉八雲、米国ボストン・ニューヨークと英国ロンドンで『仏の畠の落穂』を出版

 この中に「勝五郎の転生」を執筆、海外にも勝五郎の再生が知られることとなる

明治32年 1899 12月20日 八雲の三男 清 誕生 （49歳）

明治36年 1903 3月31日 八雲 東京帝国大学を退職 （53歳）

9月10日 八雲の長女 寿々子 誕生

明治37年 1904 3月 八雲 早稲田大学文学科の講師に就任 （54歳）

9月26日 午後8時頃、心臓発作により小泉八雲死去 （54歳）

明治43年 1910 1月19日 小谷田健五郎が北海道函館区新川町函館慈恵院で死去 （50歳）

大正 4年 1915 小泉八雲に従四位が贈られる

昭和 9年 1934 1月 5日 小谷田権六 死去

黒字…勝五郎・藤蔵関係　青字…池田冠山・露姫関係　茶字…平田篤胤関係　緑字…小泉八雲関係　赤字…関係書物

※本年譜は、平田篤胤『勝五郎再生記聞』『気吹舎日記』、小谷惠造『池田冠山傳』、田原嗣郎『平田篤胤』（人物叢書）、『平田篤胤』（別

　冊太陽）、「ラフカディオ・ハーン年譜」（『ラフカディオ・ハーン著作集』15）、「宗門人別帳」、「戸籍簿」、墓誌などを参考に作成した。
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関係資料一覧 （勝五郎の生まれ変わりについて記述がある主な資料・論文・書籍など、◎は本書に掲載のもの）

◎池田冠山『武州多摩郡中野村勝五郎再生前生話』

◎平田篤胤『勝五郎再生記聞』

◎松浦静山『甲子夜話』巻27

◎宮崎成身『視聴草』2集7

◎須藤由蔵『藤岡屋日記』第1巻—第6

◎斎藤月岑『睡余操觚』巻15

◎信曉『山海里』初編巻1,2

◎植田孟縉『武蔵名勝図会』多摩郡之部巻6柚木領

◎塩野適斎『桑都日記』続編巻7

◎『珎説集記』（文政六未年生替物語）

・塵哉翁『巷街贅説』巻7

・栗原信充『柳庵雑筆』4

・春登上人『藁裹』

・庭仙『近世百物語』9巻（農児語前生）

◎山口起業『神判記實』5巻上

◎小泉八雲「勝五郎の転生」（『仏の畠の落穂』M30）

・渡邊金造『平田篤胤研究』（S17）

・柳田國男『先祖の話』（『定本柳田國男集』10）

・折口信夫『平田国学の伝統』（『折口信夫全集』20）

・橋本徹馬『霊感と奇蹟の話』（S37）

・猿渡盛厚『武蔵府中物語』下（S38）

・宮本常一『愛情は子供と共に』（『宮本常一著作集』6　S42）

・板谷　樹・宮沢虎雄『霊魂の世界』（S42）

◎下田九一「史料から見た勝五郎とその周辺」（『日野の歴史と文化』2〜4　S44〜45）

◎勝五郎研究グループ「勝五郎再生の実地調査」1〜5（『心霊研究』23・24　S44〜45）

・水木しげる『偶然の神秘』（S46）

・池田弥三郎『日本の幽霊』（S49）

・佐藤有文『霊魂ミステリー』（S50）

◎中嶋繁雄「蘇った勝五郎」（『歴史と旅』S50.6）

・百目鬼恭三郎『奇談の時代』（S53）

・小倉英明『伝説「勝五郎の再生」についての一考察』（由木郷土研究会）

・小倉英明「伝説勝五郎」（『あおぎり』33 S59）

・谷川健一『魔の系譜』（講談社学術文庫661　S59）

・松谷みよ子『あの世へ行った話・死の話・生まれかわり』（『現代民話考』5　S63）

・小谷惠造『池田冠山傳』（H2）

・イアン・スティ−ブンソン『前世を記憶する子どもたち』（H2）

・常光　徹『学校の怪談』2（H3）

・鎌田東二『聖なる場所の記憶—日本という身体—』（講談社学術文庫1217　H7）

・高野　澄『江戸の天狗騒動』(H8）

・染村絢子「勝五郎再生記の原典「ほどくぼ小僧前生話」」（『へるん』33　H8）

・叶内匡子『二度生まれた少年』（H9）

・森久保忠雄『勝五郎再生物語』（私家版）

・浅野三平『近世国学論攷』（H11）

・井上円了「妖怪学講義」（『妖怪学全集』3）

・戸塚ひろみ「記憶の中の「前世」—再生譚再考—」（『世間話研究』10　H12）

・子安宣邦校注『仙境異聞・勝五郎再生記聞』（岩波文庫　H12）
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関係資料一覧 （勝五郎の生まれ変わりについて記述がある主な資料・論文・書籍など、◎は本書に掲載のもの）

・鎌田東二『平田篤胤の神界フィールドワーク』（H14）

・北村澄江「勝五郎再生記聞—日野市に伝わる不思議な話—」（『多摩のあゆみ』108号　H14）

・鈴木淳世「勝五郎再生記聞と老侯池田冠山」（同）

・浅野三平『八雲と鷗外』（H14）

・中川和明「平田篤胤の転生観」（『日本思想史学』35　H15）

・鈴木棠三『江戸巷談藤岡屋話』正・続（『ちくま学芸文庫』H15）

・山崎祐子・松尾あずさ「多摩市落合の社会組織と葬送儀礼」（相模民俗学会『民俗』184　H15）

・『生まれ変わりレストラン』（『怪談レストラン』29　H15）

・北村澄江「小泉八雲「勝五郎の転生」をめぐる研究課題」（『日野市郷土資料館研究紀要』3　H20）

・北村澄江「愛される子どもたち—藤蔵と勝五郎、そして露姫」（『多摩のあゆみ』131号　H20）

・『ほどくぼ小僧　勝五郎生まれ変わり物語』（特別展図録　日野市郷土資料館　H20）

・吉田真樹『平田篤胤—霊魂のゆくえ』（Ｈ21）

・絵本『ほどくぼ小僧　生まれ変わりの勝五郎』（日野市郷土資料館　H21）

・松村　恒「「勝五郎再生」の原典とそれに関わる諸問題」（『八雲』21　H21）

・松村有美「ハーン作品における再話と実録の間」・松村　恒「勝五郎の墓所」（『へるん』47　H22）

・松村　恒「日野市の勝五郎再生グループの活動」（『へるん』48　H22）

・門脇　大「『勝五郎再生記聞』小考」（『鈴屋学会報』28　H23）

・中川和明「平田篤胤『勝五郎再生記聞』とその波紋」（『東洋文化』106号　H23）

・中川和明『平田国学の史的研究』（H24）

・中川和明「羽田八幡宮文庫所蔵本の写本の広がりについて—平田篤胤著『勝五郎再生記聞』を例に—」（『羽田

　八幡宮文庫フォーラム発表資料集』H24）

・今井秀和「前世を辿る少年の旅路—転生勝五郎と八王子〜日野の旧道」（『怪』0039　H25）

・池川　明『前世を記憶する日本の子どもたち』（H26）

・小泉　凡『怪談四代記　八雲のいたずら』（H26）

・加賀　義『江戸の霊界探訪録』（H26）

・梅原勇樹・苅田　章『超常現象　科学者たちの挑戦』（H26）

・笹原昭五「勝五郎再生奇話　史料の内情と意義」①〜③（『中央評論』H26〜27）

・小谷田忠一良「談話　勝五郎奇話についての随想」（『第25回中央大学学術シンポジウム　東京・多摩地域の

　総合研究　報告書Ⅱ』歴史文化編　H27）

・谷口智子「生まれ変わり・輪廻思想の現在−平田篤胤『勝五郎再生記聞』から映画『かみさまとのやくそく』

　まで−」（『共生の文化研究』9　H27）

・大門正幸『なぜ人は生まれ、そして死ぬのか—過去生記憶、臨死体験が示す人生のほんとうの意味』（H27）

・今井秀和「江戸の知識人と〈怪異〉への態度—　幽冥の談　を軸に」（『怪異を媒介するもの』アジア遊学187 H27）

・竹倉史人『輪廻転生—〈私〉をつなぐ生まれ変わりの物語』（講談社現代新書2333　H27）

・松村　恒「生まれ変わりの科学からみた「勝五郎の再生」」（『八雲』27　H27）

・青山英正「ほどくぼ小僧 勝五郎生まれ変わり物語 調査報告書」（『多摩のあゆみ』163号　H28）

・簗瀬　均『魂のゆくえ—篤胤「再生記聞」を読む』（秋田魁新報社　H29）

・染村絢子『ラフカディオ・ハーンと六人の日本人』（H29）

・北村澄江「勝五郎生まれ変わり物語調査報告概要」（『心霊研究』840　H29）

・谷川ゆに『「あの世」と「この世」のあいだ—たましいのふるさとを探して』（『新潮選書』794　H30）

・今井秀和『異世界と転生の江戸—平田篤胤と松浦静山』（R1）

・大門正幸『生まれ変わりを科学する―過去生記憶から紐解く「死」「輪廻転生」そして人生の真の意味』（R3）

（映像資料）

・『丹波哲郎大霊界』Ⅲ（H4）

・DVD『ほどくぼ小僧勝五郎生まれ変わり物語』（日野市郷土資料館　H20）
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程久保村と中野村について
　藤蔵の生まれた程久保村（日野市程久保）と勝五郎の生まれた中野村（八王子市東中野）は、同じ武蔵国多摩郡

に属する隣村で、江戸時代には共に「日野宿寄場組合」に、明治初期には八大区に属していた。

　程久保（程窪）村は、村高50石2斗3升5合。はじめ幕府領で、宝永4年（1707）に旗本曾
そ

雌
し

氏と中根氏の相給知行地

となった。曾雌氏は上
かみ

分
ぶん

（上程久保・村の西側）の25石1斗1升8合を、中根氏は下
しも

分
ぶん

（下程久保・村の東側）の25

石1斗1升7合をそれぞれ知行した。藤蔵の生まれた須崎家は下分にあり、下分の鎮守は神明社である。村の約8割を

山林が占め、薪・炭の生産が盛んだった。昭和30年代に東京都立多摩動物公園ができ、宅地開発も進んだが、かつ

ては「程久保　細道　迷い道」などと歌われるほど山深い村であった。

　中野村は、村高384石5斗6升4合。旗本多門氏と勝田氏の相給知行地である。勝五郎の生家は小名「谷
や

津
つ

入
いり

（八ツ

入）」の「センヤト」にあった。鎮守は熊野神社である。明治22年から由木村東中野となった。

　明治12年頃の程久保村の村誌には、程久保村から中野村への道について、「（村の）西南ノ方日草
（ひぐさかりやと）

刈谷ヨリ東南ニ

曲折シテ登ル、三町弐拾六間ニシテ頂上ニ至ル、此ヨリ東中野村へ通ズ」（『七生村誌』）とある。中野村へ通じる

道の村境は「八ツ入峰」といい、「境松」があったという。昭和52年に中央大学多摩キャンパスが出来て、この旧

道は分断された。

藤蔵生家（A）と勝五郎生家（B）を結ぶ旧道（赤道）　　※緑色の線は現在の市境を表す
（1：25,000「武蔵府中」大正10 年測図昭和４年鉄道補入に加筆）
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「勝五郎生まれ変わり物語探求調査団」の活動について
＊「勝五郎生まれ変わり物語探求調査団」は、平成18年（2006）7月、日野市郷土資料館の委託調査事業として発足した。

17年４月の日野市郷土資料館開設（日野市ふるさと博物館の改称・移転）に伴い、地元に根差したテーマを市民

参加の事業として掘り起こしていくという、新たな方針に拠って企画された事業である。調査は、委託費で賄わ

れる場合もあるが、有志の自主活動もあり、この場合は費用は自己負担となっている。

＊地元に伝えられている「勝五郎生まれ変わり物語」に興味・関心があり、これをテーマにした調査・研究・普及

事業を日野市郷土資料館とともに行なっていく意思がある人という以外に、参加の条件は特に設けていない。日

野市民だけでなく、市外在住の人も、活動に参加可能であれば受け入れている。ただし、勝五郎の生まれ変わり

に関する様々な側面について調査・研究は行なうが、「生まれ変わり」の真偽を問うことは目的としていない。

＊発足当初32名だったメンバーは、令和4年8月現在52名（病気療養等休会中含む）となり、30代～ 90代まで、幅

広い年齢層が参加している。主力となるメンバーは現役を引退した一般の人たちで、「生まれ変わり」そのもの

に興味のある人、郷土史や民俗学に興味のある人、地元の人や子孫の関係者などで構成されているが、研究者も

参加している。

＊活動は、毎月1回第2水曜日の午後に例会を行ない、事業計画・調査報告・学習活動等を行ない、知識の向上と情

報の共有に努めている。総会と公開講演会、高幡不動尊との共催で「子ども講座」（平成20年～）、「藤蔵・勝五

郎生まれ変わり記念日イベント」（平成21年～）などを開催し、「勝五郎生まれ変わり物語」の普及に努めている。

要請があれば随時出張展示・出張授業なども行なっている。調査・研究は、原則としてそれぞれのメンバーの自

主活動として行ない、テーマによって共同調査や調査旅行も実施している。平成20年9月には、それまでの調査

成果を日野市郷土資料館特別展として発表し好評だった。特別展の図録の他、物語を紹介したDVD・絵本・子ど

もリーフレット・ミニリーフレット（藤蔵墓地用）を刊行している。

＊調査事業を企画した平成17年は藤蔵生誕200年、平成22年には藤蔵没後200年（墓地案内板を設置）、平成27年は

勝五郎生誕200年、令和4年は勝五郎が生まれ変わりを語ってから200年・露姫没後200年と、たまたまではあるが

200年という節目の時期に調査事業が行なわれている。平成27年以降は、これまでに収集された資料、調査・研

究の成果をまとめ、次世代に引き継いでいくことが大切であると考え、記念事業として調査報告書・ブックレッ

トの刊行、特別展の開催、ホームページの開設などを行なってきた。令和2年からは、コロナ禍で停滞する活動

を広げるため、動画の配信にも挑戦している。

＊平成30年5月には、はじめての調査団自主事業として、賛同する方々の寄附金により、高幡不動尊境内に記念碑

を建立した。同時に、配布用リーフレットも作成した。

＊調査団は令和4年で発足17年目を迎えたが、いまだに新たな資料の発見もあり、情報も寄せられている。これは、

調査団の普及活動によって、以前に比べ多くの人々に勝五郎の生まれ変わりが知られるようになったこと、それ

により眠っていた資料・情報が少しずつ掘り起こされていることによるものと考えられ、調査団の活動の成果と

も言えるものである。今後も情報を発信していければと考えている。

〈平成18年度〉

　平成18年7月に調査団が発足したが、まだ定期的例会等は行なわず、勝五郎の生まれ変わりについての知識を深

めるための講座を3回開催した。内2回は、地元程久保と池田冠山の菩提寺墨田区向島弘福寺や文人の遺跡をたどる

見学会とした。調査団の発足を知らせる新聞記事がきっかけで、八王子市東中野の小谷田忠一良（勝五郎の祖父勘

蔵の実家の子孫）が活動に参加することになり、藤蔵の生家の子孫である小宮豊との対面を果たした。調査団では

調べることのできなかった永林寺の勝五郎の墓所の位置も教えて貰うことが出来た。藤蔵・勝五郎両者の子孫が参

加してくれることで、調査団の活動は前進するきっかけを得た。

〈平成19年度〉

　4月にはじめての総会を開催（以後5月第3日曜に開催）、7月から月1回（第2水曜日）例会を開催することとなった。

『勝五郎再生記聞』の講読を行ない、露姫・冠山ゆかりの地の見学会など、勝五郎生まれ変わり物語への知識を共

有する活動に重点を置いた。11月6 ～ 8日、鳥取・松江への調査旅行を実施し、有志15名が参加した。『池田冠山伝』

の著者小谷惠造氏や、小泉八雲曾孫の小泉凡氏に面会することが出来、鳥取県立博物館・県立図書館での資料調査

活動成果報告（年報） （調査団メンバーは敬称略）（日付ごとの活動の詳細は、ホームページを参照）
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や鳥取雲龍寺での露姫位牌の発見など、多くの成果を得ることが出来た。さらに、市内百草松連寺の住持魯庵が玉

露童女追悼集に追悼詩を寄せていることや、「勝五郎顕彰碑建立関係資料」の存在など、あらたな事実の発見が相

次ぎ、調査団の活動はようやく軌道に乗り始めた。

〈平成20年度〉

　第1回特別展（会期9月27日～ 12月14日）を開催することとなり、調査団は、展示解説・広報活動・立体紙芝居作画・

ジオラマ作成・資料解読・写真撮影・現地見学会解説、資料提供・情報提供・調査活動などに全面協力、特別展成

功のための大きな力となった。調査団の叶内匡子が立体紙芝居の作画を担当、ジオラマの作成には29日間延べ241

人が携わり、川崎和彦の指導の下すべてを手造りした（特別展観覧者3,141人、事業参加者619人、調査団参加者延

491人）。特別展期間中には、4回の講演会（①遠藤潤氏「平田篤胤の考える幽冥界」②北原進氏「文化文政期の多

摩と江戸―勝五郎再生譚の背景」③小谷惠造氏「池田冠山侯の人と思想」④小泉凡氏「魂の探求者、小泉八雲」）、

3回の見学会、体験学習会（竹籠造り）を開催した。

　以上の他、7月には第1回子ども講座を開催した。無窮会専門図書館・国立歴史民俗博物館資料調査、鳥取県立図

書館などの資料調査、平田神社等平田篤胤ゆかりの地などの見学会、関係資料講読などを行なった。八王子市生涯

学習センター（南大沢）での出張講座、高幡不動尊でのパネル展示なども実施した。特別展の開催にむけての様々

な活動を行なうことで、調査団の結束が高まった。

〈平成21年度〉

　5月の総会の後に公開講演会を開催することになり、調査団の中川和明が「平田篤胤『勝五郎再生記聞』とその

波紋」と題して講演した。6月10・11日に研修旅行（歴史民俗博物館・成田山新勝寺・伊能忠敬記念館他）を実施、

有志が参加した。7月には第2回の子ども講座を実施、小学校の出張授業、日野市の放課後子どもプラン「ひのっち」

などへの出張講座を行ない、子ども向けの普及活動を充実させた。

　20年度の特別展後の活動の目標が定まっていない中で、今後も継続して活動を行なうことが確認され、立体紙芝

居をもとに絵本を製作することが決まり、作画を叶内匡子、文を調査団有志が担当した。

　普及活動の充実のために、毎年決まった日程で行なうイベントの必要性が検討され、勝五郎の生誕日10月10日を

「藤蔵・勝五郎生まれ変わり記念日」（以下記念日と略）とすることが決定。同日、第1回のイベントが行なわれた。

程久保長生会（老人会）の方々を招待し、マイクロバスでの見学会と絵本の発表会・座談会を開催した（郷土資料

館にて）。調査団の小谷田忠一良の尽力で、10月の中央大学ホームカミングデー（以後平成29年まで毎年参加）や

由木東市民センターまつりなどで出張展示を行ない、勝五郎の生誕地八王子市東中野方面での普及活動を充実させ

ることが出来た。12月に港区の泉岳寺・瑞聖寺などの見学会を実施した。

　平成22年2月の藤蔵没後200年を記念して、高幡不動尊内の藤蔵の墓地に説明看板と案内板を設置、6日に関係者

を招いて記念する会を高幡不動尊で実施、絵本をもとにした大型紙芝居の披露を行なった。墓地案内用のミニリー

フレットを作成し、墓地で配布することになった。

〈平成22年度〉

　公開講演会は、小池淳一氏（国立歴史民俗博物館准教授）「再生の民俗史―勝五郎の話を糸口に」、第2回記念日

講演会は、医師で僧侶という経歴を持つ倉松俊弘氏（栃木県鹿沼市薬王寺住職）「いのちのつながり」を実施（高

幡不動尊五重塔地下ホール、以下毎年同じ）。調査研究や普及事業とはまた別の視点からの勝五郎生まれ変わり物

語へのアプローチが示され、勝五郎調査事業の新たな展開の可能性を見出すことが出来た。

　8月24 ～ 26日に平田篤胤生誕祭参加のための秋田研修旅行を実施、平田篤胤墓所を参拝し、秋田市彌高神社の北

島宮司様や氏子の皆さんとの交流を深めた。5月には平田篤胤ゆかりの埼玉県越谷市へ、23年3月には、勝五郎が訪

問したという西教寺（東京都文京区）の見学会を実施、池田冠山と住職潮音上人との交流について知ることが出来た。

　八王子市での出張展示2回・講座1回、中央大学でのゲスト講師など、勝五郎の地元東中野関係での普及活動を行

なった。東光寺の立川家文書や西教寺の池田冠山関係の資料など、新たな関連資料の発見があった。

〈平成23年度〉

　公開講演会は、調査団松村恒（大妻女子大学教授）「勝五郎生まれ変わり物語の側面を探る―小泉八雲のつなぐ

了然尼・黄檗宗・勝五郎」、第3回記念日講演会は、宮地正人氏（東京大学名誉教授・前国立歴史民俗博物館館長）「平

田篤胤と再生譚―勝五郎と天狗小僧寅吉物語」を実施。宮地氏の講演は、時代背景にも言及していただき、示唆に

−161−



富んだ講演だった。

　7月には日本民話の会の見学会を案内、11月16 ～ 18日広島・鳥取方面への研修旅行（広島県三次市稲生物怪録絵

巻ゆかりの地探訪・鳥取県琴浦町小谷惠造氏面談・鳥取市雲龍寺・池田家墓所見学など）を実施した。

　調査事業としては、勝五郎の妹「常」に関する調査が格段に進展し、夫である越後の杜氏山岸萬吉についても、

かなりの情報を得ることが出来た（府中市四ツ谷市川閲子家・国文学研究資料館調査）。

　第4回子ども講座は、高幡不動尊の協力を得て新たに御護摩体験を取り入れてみたが、好評だった。また、子ど

も向けリーフレットを作成した。

〈平成24年度〉

　公開講演会は、吉田麻子氏（相模女子大学講師）「化政期の怪談を読む―『雨月物語』と江戸の思想」、第4回記

念日講演会は、川澄祐勝高幡不動尊貫主「儀海上人と多摩の寺々」を実施した。

　見学会は、4月徳川家霊廟（増上寺）と池田家初代藩主室芳心院墓所（本門寺万両塚）、25年3月中央大学構内勝

五郎の道探索を実施した。11月13 ～ 14日静岡県焼津市（小泉八雲記念館他）への研修旅行を実施した。

　調査事業としては、勝五郎の妹「常」と夫である越後の杜氏山岸萬吉について、引き続き多くの情報を得ること

が出来たが、まだ子孫の存在を確めるところまではいかなかった。

　第5回子ども講座は、この年も御護摩体験を取り入れ好評だった。参加人数も増え、ようやく活動が認知されて

きたと思われる。

　日野宿交流館と高幡不動駅でパネル展を2回開催し、多くの人々に観覧いただいた。潤徳小学校での出張授業を

実施した。

〈平成25年度〉

　公開講演会は、調査団今井秀和（大東文化大学講師）「江戸の人々の死生観」、第5回記念日講演会は、常光徹氏（国

立歴史民俗博物館教授）「妖怪の民俗文化」を実施した。26年3月例会のなかで、ペン・セタリン氏（カンボジア王

立プノンペン大学教授）「カンボジアの生まれ変わりについて」でカンボジアの生まれ変わり伝承についての興味

深い講演をしていただくことが出来た。セタリン氏は、カンボジアの子どもたちに勝五郎の生まれ変わり物語を紹

介してくれており、思いがけず生まれ変わり伝承を媒介としての国際交流を実現させることが出来た。

　調査事業は、勝五郎の妹常とその夫山岸萬吉の追跡調査・八王子市東中野での聞き取り調査などを実施し、多く

の成果があった。また、藤蔵の母の実家の所在がわかり、江戸東京博物館の古文書調査により、勝五郎に２人の妻

がいたことも判明した（天保14年中野村宗門人別帳）。

　第6回夏休み子ども講座など子ども向けの普及事業も引き続き行なった。今年の子ども講座では、初めての試み

としてマイクロバスを利用し、例年参加者が少ない日野本町方面の子どもたちへの参加の便宜を図り、日野第一小

学校・仲田小学校の親子が多数参加してくれ、好評だった。（以後毎年2校ずつへの参加呼びかけを行なった）

　この年は、市民評価の対象となり、思いがけず「廃止・見直し」という評価をうけたが、調査団としては委託調

査の廃止・継続の如何によらず、勝五郎生誕200年をむかえる平成27年度までは活動を続けるということで、会員

の意志確認をすることが出来た。幸い、本部評価で継続が認められたが、市民評価委員に調査団の活動の内容や意

義を十分理解して貰えていない現状を痛感させられる出来事だった。これまでも努力を重ねてきた調査団としては、

心外な出来事であったが、これを機に、勝五郎生誕200年にむけて、活動の総まとめをすることや、活動のアピー

ルをどのようにするかということに対し、具体的に考える機会ともなった。

〈平成26年度〉

　今年度より、勝五郎生誕200年記念事業（平成27年）の準備を開始し、報告書・ブックレットの刊行、特別展の開催、

記念日事業を実施することが決まった。

　公開講演会は、調査団青山英正（明星大学准教授）「江戸のあの世」、第6回記念日講演会は、池川明氏（産科医師・

胎内記憶研究者）「前世の記憶―生まれ変わりはあるのか」を実施した。

　5月21 ～ 22日、常の夫山岸萬吉の出身地である上越市への研修旅行を実施、萬吉が住んでいた家を訪ねることが

出来た。平成27年2月例会のなかで、見学会「字切図で程久保を歩く」を実施、藤蔵が小刀を失くした桑畑の場所・

藤蔵墓地などの正確な場所を地図上に落とすことが出来た。

　6月から、記念事業の準備のため、例会の日の午前中をあてることとなり、編集委員を引き受けてもらった14人

のメンバーと、報告書の編集（掲載資料の選定・翻刻・解説の執筆）や、PRのためのホームページ・ブログの開設
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準備、カウントダウンニュースの発行準備、ジオラマの修理などを行なった。

　第7回夏休み子ども講座では、マイクロバスを利用し、日野第二小学校・平山小学校の生徒にむけて、参加の勧

誘を行なった。また、両校の「ひのっち」で出張講座を開催した。例年以上の人数の参加があり、ようやく子ども

講座の存在を認識してもらえるようになったのではないかとの感がある。参加者の反応も大変好評で、子どもたち

は楽しんでくれた。

　調査事業も積極的に行ない、多くの成果を上げることが出来た。未調査だった宮内庁書陵部所蔵の『勝五郎再生

前生話』の閲覧が出来、『心霊研究』の調査報告の内、未見だった2回分の内容を入手出来た。その中で調査が行き

詰まっていた、山岸萬吉・つね夫妻の消息のうち、つねの娘とめの嫁ぎ先が判明した。嫁ぎ先である多摩市森澤商

店の調査から、まだ確定はできないものの、つねの家族が函館へ渡った可能性が高くなった。また、国文学研究資

料館にある多摩市石坂家文書の調査により、江戸から明治にかけて、山岸萬吉が、府中市四谷で十一屋の屋号で酒

造業を営んでいたことが確認できた。今まで集めた資料の精査のなかから、勝五郎の姉ふさが、隣の十一屋に嫁い

だことがほぼ確実と思われることが判明した。これらはすべて、メンバーの自発的な調査・研究の成果である。27

年3月には、懸案だった國學院大學図書館所蔵佐佐木高行旧蔵書の調査を行ない、小泉八雲が、「勝五郎の転生」執

筆の資料とした『珎説集記』の存在を確認、内容を調査することが出来た。『珎説集記』は、特別展で借用が出来

る見込みとなった。

〈平成27年度〉

　勝五郎生誕200年という、調査団が活動の目標としてきた記念の年を迎え、特別展の開催、調査報告書（1000部）・

ブックレット（1500部）の刊行を行なった。（前年度より編集委員会22回開催）

　特別展は、前回よりも規模は小さかったが、内容は充実し、時系列で現在までの変遷を示すことが出来た。

　公開講演会は、調査団今井秀和「江戸の学者・役人たちと勝五郎の転生騒動」、第7回記念日講演会は、大門正幸

氏（中部大学教授・バージニア大学客員教授）「勝五郎と世界の生まれ変わり事例―実は身近な過去生の記憶」、特

別展関連講演会として、小泉凡氏（島根県立大学短期大学部教授・小泉八雲曾孫）「文化資源としての人と物語－

小泉八雲の世界をめぐって－」を実施した。さらに、東京都埋蔵文化財センターと共催で「勝五郎生誕200年記念

ウォーク－多摩のお墓と勝五郎生まれ変わり物語」を実施した。

　普及活動の一環として、調査団鈴木俊子の尽力でホームページをたち上げることが出来た。　

　夢が丘小学校と日野第六小学校が、朝の会（DVD鑑賞とお話）で取り上げ、全校生徒参加で勝五郎の生まれ変わ

りについて学んだ。

　出張展示は、毎年参加している中央大学ホームカミングデーに加えて、初めて明星大学の学園祭に参加、モノレー

ル高幡不動駅コンコースでの展示も実現した。さらに勝五郎墓所の永林寺近くの八王子市由木事務所での出張展示

も初めて行うことが出来た。記念事業の記念品として、クリアファイルを1,000枚作成し好評だった。

　調査事業としては、4月に府中市郷土の森博物館で閲覧した『小谷田異童傳』が、奥書から勝五郎が所持していた「再

生記聞」の写しであることが判明し、勝五郎が平田篤胤から再生記聞をもらって所持していたことが明らかになっ

た。森澤家資料の調査で市ヶ谷の山岸写真館の存在が明らかになり調査を行なったほか、十一屋の子孫である多摩

市在住の小谷田重助家の調査も実現し、今後の進展が期待された。勝五郎の生家が、由木東小学校の前身である「生

蘭学校」の校舎として利用されたことがわかり、十一屋に借蔵していた大坂屋の関係者、松岡茂雄氏の提供資料に

より、錯綜していた十一屋と松岡酒造の関係が整理された。

　勝五郎生まれ変わり物語の委託調査事業は27年度で一つの区切りを迎えたが、28年度からは、新しく市内文化財

伝承・発信事業委託として、委託調査を継続することとなった。

〈平成28年度〉

　公開講演会は、田村正彦氏（明治大学講師）「子供の魂の行方－生まれ変わりと六道輪廻」、第7回記念日講演会は、

東雅夫氏（文芸評論家）「幽冥文学談義－平田篤胤から水木しげるまで」を実施した。

　今年度は、大学でのゲスト講師依頼が2校３回、ゆかりの地見学依頼が4回あったほか、研究者の来訪、取材依頼、

勝五郎をテーマに作品を執筆したい、ホームページへの転載希望などの依頼が相次いだ。前年度の生誕200年記念

事業・ホームページ・ブログの立ち上げ、報告書・ブックレットの刊行といった活動の効果を実感した。

　調査活動としては、2回の函館調査を実施したほか、勝五郎の地道な身内調査が行なわれ、貴重な成果があった。

勝五郎の妹「つね」の一家が函館に渡ったことの確証が得られ、函館調査は大きな成果を上げた。また、多門傳八

郎の菩提寺（新宿区法正寺）の調査で過去帳の閲覧をさせてもらい、消息のわからなかった多門傳八郎のことが少
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し解明され、子孫の存在や、甲府勤番を務めていて甲府で亡くなったことなどが判明した。金沢の染村絢子氏の著

書『ラフカディオ・ハーンと6人の日本人』により、『珎説集記』の持主「南仙波」が、これまで思ってきた人名で

はなく、芝・高輪（港区）で牛による運送業を営んできた仙波氏の一族、「南の仙波氏」であることが判明、今後

の調査への大きな手掛かりを得ることが出来た。

　5月の総会で、記念碑の建立について検討することが提案され、実現に向けて活動が開始した。29年3月で例会は

100回となり、調査団今井秀和が「勝五郎の－転生語り－に向かう姿勢」と題する記念講演を行なった。

〈平成29年度〉

　「記念碑の建立」という、調査団としては初の自主事業に取り組んだ1年だった。日野市への事業計画打診、高幡

不動尊へのお願いなどに続き、どのくらいの予算でどのような碑を建立するかということを検討し、試行錯誤の末

にようやく方針が決まった。このようななかで、記念碑の建立に理解を示し、自ら場所も選定してくださった川澄

祐勝貫主が、10月10日に亡くなられた。記念碑の完成を見ていただけなかったことが心残りだった。

　公開講演会は、多田仁一氏（中央大学特任教授）「人々とともにある怪異」、第9回記念日講演会は、吉田麻子氏（相

模女子大学講師）「交響する死者・生者・神々―平田篤胤の世界」を実施した。

　調査活動としては、山岸萬吉・常一家の函館移住の背景を探る調査を進めることが出来た。露姫坐像や玉露童女

追悼集関係資料が台東区文化財に指定された。

　11月に夢が丘小学校で学習発表会があり、3年生の生徒が、先生の脚本で、勝五郎生まれ変わり物語を劇にして、

上演してくれた。子ども講座などの普及活動がようやく地元にも浸透してきた結果ではないかと思われ、調査団と

しては、大変うれしい出来事だった。

〈平成30年度〉

　調査団初の自主事業として高幡不動尊境内に記念碑を建立することが出来た。勝五郎没後150年記念事業の一環

であり、高幡不動尊のご協力と、有志の方々の寄付により実現した。あわせて説明板と解説リ―フレットも作成した。

夏休み子ども講座は第11回となり、市内の小学校へのマイクロバス送迎が一巡したこともあって、次年度は、猛暑

対策として春休みの実施を検討することに決まった。

　5月の総会に併せて記念碑の除幕式・祝賀会を行なったので、公開講演会は中止とした。第10回記念日講演会は、

調査団今井秀和（大東文化大学講師）「勝五郎の転生、寅吉の異世界―『再生記聞』と『仙境異聞』」を実施、さら

に、31年3月には、勝五郎没後150年記念講演会として、子安宣邦氏（大阪大学名誉教授、岩波文庫『仙境異聞・勝

五郎再生記聞』校訂者）「平田篤胤と死者と生者の世界」を開催することが出来た。

　調査活動として、11月に甲府方面の調査旅行を実施、甲府市内の教安寺で、勝五郎を取り調べた多門傳八郎の墓

所を見つけることが出来、今後の調査の進展にも期待が持てる状況となった。

　また、没後150年記念事業の一環として、12月に八王子市下柚木の永林寺にて、勝五郎150回忌法要を行ない、永

林寺ご住職に法要を執行していただき、交流を深める場ともなった。

　この年度は、読売新聞WEB版・東京人・東京新聞・週刊ポストなどの取材があり、金光教会や心霊科学協会を初

めとする、様々な団体・個人の方々からの問い合わせも多く、報告書・ブックレットの販売も好調で、勝五郎生ま

れ変わり物語の浸透の広がりを感じた。モノレール程久保駅の駅名板にほどくぼ小僧ゆかりの地と紹介してもらう

ことが出来、八王子市東中野勝五郎生家跡の緑道に案内板を立ててもらうことが出来た（緑道を管理するNPO法人

ひと・まち・みどり由木による）など、普及事業を後押ししてくれる出来事もあった。

〈令和元年度〉

　公開学習会として種市孝氏（IRI理論物理研究所長）「生まれ変わりを科学する」、第11回記念日講演会は、調査

団松村恒（小泉八雲研究家・元大妻女子大学教授）「異なる時間の体系から勝五郎の再生を再考する」を実施した。

　池上本門寺日蓮宗現代宗教研究所（現地見学と例会参加）・淑徳大学（展示のための写真提供）・中央大学（ゲス

ト講師）・明星大学（小泉八雲をテーマとした貴重書コレクション展協力）などの外部団体から様々なアプローチ

をいただいて、資料や情報を提供することが出来、交流を持つことが出来た。

　調査関係では、勝五郎の子孫調査が最終段階を迎え、常の曾孫の墓が群馬県館林市にあることがわかり、子孫の

存在を突き止めることが出来た。これは数年前の函館調査の結果を裏付け、山岸夫妻が函館に移住したことが事実

であるとするもので、大きな成果と言える。

　11月に、山岸萬吉と常が酒蔵を営んでいた府中市四谷の見学会を行ない、多くの収穫があった。
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　新型コロナウイルスの流行により、３月の例会・猛暑対策で時期を変えた春休み子ども講座の中止を余儀なくさ

れた。例会の休会は、調査団始まって以来のことだった。

〈令和2年度〉

　前年度に引き続き、新型コロナウイルスの流行による緊急事態宣言の発令により、4月、5月、3年2月の3回の例

会が中止され、3年1月も書面開催となった。総会・公開講演会・記念日イベントも開催できない事態となり、活動

は停滞を余儀なくされた。そのような中、第12回記念日事業に代えて動画（調査団今井秀和の講演・立体紙芝居・

紙芝居・活動紹介など6つのプログラム）の配信をすることになり、思いがけず新しい挑戦をすることが出来た。

動画配信に詳しいメンバーはいなかったが、日野宿発見隊副代表清水直氏（後に調査団メンバーとなる）の全面協

力により実現させることが出来た。動画の配信が全国に広がったため、より多くの人々に、勝五郎生まれ変わり物

語を知ってもらうことが出来るようになった。報告書・ブックレットの購入依頼が相次ぎ、残部がほとんどなくなっ

てしまった。

　2年続いて子ども講座が開催できなかったが、郷土資料館の学校見学プログラムに、「勝五郎のDVD鑑賞とお話」

を加えてもらえたことで、4つの小学校の3年生全員に勝五郎生まれ変わり物語を知ってもらうことが出来た。

　外に出ての調査事業は出来なかったが、『淺草寺日記』の記載により（文政11月27日）露姫坐像が露姫七回忌に

際して納入されたことが判明した。

〈令和3年度〉

　新型コロナウイルスの流行により、5・8月の例会と5月の総会・公開講演会の中止を余儀なくされ、総会は書面

開催となったが、第13回生まれ変わり記念日講演会はWEB配信することが出来た。（小泉吉永氏（往来物研究家・立

正大学講師）「勝五郎の胎内記憶と江戸の胎教論」。）調査団のみ参加の講演会を録画し、編集して動画配信した。4

月に小泉氏が主宰する「江戸楽舎」の見学会の案内を行なったことが、記念日講演会の講師依頼につながった。「胎

教」という、今まで考えたことがなかった視点からの講演で新たな知見を得た。

　2015年の勝五郎生誕200年記念イベントで講演を依頼した大門正幸氏（中部大学教授、バージニア大学客員教授）

が、「Psi Encyclopedia」に長文の英文で、勝五郎の生まれ変わりと調査団の活動を紹介してくれた。このため海

外の普及活動の一層の進展が期待される。大門氏には、著書『生まれ変わりを科学する』でも、調査団の活動を紹

介していただいた。

　3年ぶりに春休みに日程を変えて実施した子ども講座は、積極的な勧誘活動を行なわなかったので参加者は少な

かったが、新たなプログラムも加えて、充実した内容となった。次年度からの企画を考える上で、参考となるもの

だった。

　郷土資料館の学校見学プログラムで4校の小学3年生約360人への普及活動が実施出来、子どもたちの反応も良好

だった。　　　　　　　　　　

　八王子市郷土資料館での中野村等の宗門人別帳調査で、勝五郎の家族の新たな情報が得られ、大きな成果があっ

た。

　残部がなくなったブックレットを増刷（部分訂正のみ、500部）し、報告書改訂版刊行に向けての様々な検討を

行なった。

〈令和4年度〉（12月まで）

　今年11月は、勝五郎が生まれ変わりを語ってから200年、露姫没後200年の記念の年であるが、新型コロナウイル

スの流行が収まらないため、総会・公開講演会は実施できなかった。5月の例会の中で総会を行ない、勉強会として、

調査団今井秀和（共立女子大学専任講師）が「転生と憑依のあわいで―前世Ａと現生Ｂの「人格」をめぐる問題―」

と題して講演した。

　懸案だった報告書改訂版の刊行に予算措置がなされ、500部の紙版刊行とホームページ上でのPDF公開が決められ

た。新規原稿も含め約30頁分の増頁が見込まれる。

　今年度も記念日事業の実施は困難となり、報告書刊行後にシンポジウムなどをWEB配信することが計画されてい

る。

　11月の例会を「露姫没後200年記念例会」とし、小宮家の露姫位牌・露姫遺墨軸・七回忌の法要で淺草寺に供え

られた美作餅（今坂餅）を用意して、露姫の事蹟を偲んだ。
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刊行物一覧
＊『日野市郷土資料館特別展　ほどくぼ小僧　勝五郎生まれ変わり物語』（平成20年9月　特別展図録）

＊ DVD『ほどくぼ小僧　勝五郎生まれ変わり物語』（平成20年）

＊『ほどくぼ小僧　生まれ変わりの勝五郎』（平成21年10月　絵本）

＊『勝五郎生誕200年記念　ほどくぼ小僧　勝五郎生まれ変わり物語　調査報告書』（平成27年9月）

　　同　改訂版　（令和5年1月）

＊『ほどくぼ小僧　勝五郎生まれ変わり物語』

　（平成28年2月　-2刷-令和4年3月　日野市郷土資料館ブックレット１）

<リーフレット>

　＊平成20年特別展リーフレット

　＊平成27年特別展リーフレット

　＊藤蔵墓所配布用ミニリーフレット

　＊子ども配布用リーフレット

　＊記念碑配布用リーフレット

　＊藤蔵・勝五郎ゆかりの地探訪マップ　　　　　　　　（ホームページ・ブログアドレス）

http://umarekawari.org
http://blog.umarekawari.org

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

朝倉　海玄　　　青山　英正　　　按田　宗忠　　　伊藤　香奈　　　今井　秀和　　　市川　三千代　

伊藤　英一（故人）　上野　さだ子　　大河内　祥行　　大窪　俊彦　　　大溝　次子　　　岡田　忠昭　

岡田　美惠子　　岡野　久美子　　荻田　勝代　　　片山　幸和　　　加地　勝（故人）　　門脇　鮎子　

家弓　昌子　　　川島　純　　　　金子　紀美子　　叶内　匡子　　　川崎　和彦　　　北村　澄江　

車谷　ノブ（故人）　小杉　博司　　　小宮　豊　　　　小宮　壽子　　　小谷田　忠一良　小谷田　久美子　

斎藤　薫　　　　笹原　昭五（故人）　清水　直　　　　清水　守男　　　鈴木　淳世　　　鈴木　俊子　

鈴木　宏彰　　　須永　征一（故人）　平　幸雄　　　　高井　利子　　　高津　美保子　　高橋　克寿　

高橋　清貴　　　髙橋　國夫　　　田倉　利子　　　谷　富二　　　　豊泉　ちか子　　戸塚　ひろみ　　

中川　和明　　　西村　勉（故人）　　秦　哲子　　　　羽田　鎮子　　　福本　秀子　　　藤井　正二　

藤井　陽子（故人）　ペン・セタリン　塀内　功　　　　堀内せつ子　　　松村　恒　　　　松本　智恵　　

松本　美虹　　　宮下　清子　　　矢口　祥有里　　山本　真由美　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

調査団名簿（平成18年～令和4年）

図6 子ども講座で藤蔵墓所を案内
（平成25年7月）

図7 第6回藤蔵・勝五郎生まれ変わり記
念日（平成26年10月）

図8 露姫没後200年記念例会
（令和4年11月）

図1 立体紙芝居（15場面・平成20年の特別
展に際し作成）

図2 平成27年特別展展示風景

図3 調査団手作りのジオラマが完成
（平成20年9月）

図4 見学会風景
（文京区西教寺 平成23年3月）

図5 小学校で大型紙芝居を上演
（平成23年6月）
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の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
集
ま
っ
て
く
れ
た
調
査
団
の
人
々
が
、
調
査
研
究
・
普
及

活
動
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持
て
る
力
を
、
惜
し
み
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
、
大
き

な
力
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
団
を
ま
と
め
導
い
て
下
さ
っ
た
朝
倉
海
玄
代
表
、
子
孫
と
い
う
立
場

で
強
力
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
小
宮
豊
氏
夫
妻
、
小
谷
田
忠
一
良
氏
、
絵
本
の
挿
絵
を
描
い
て

い
た
だ
い
た
叶
内
匡
子
氏
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
団
の
皆
様
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
第
に
そ
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
「
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
」
を
、
次
の
世
代
に

継
承
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
七
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
日
野
市
郷
土
資
料
館
　
北
村
　
澄
江

改
訂
版
あ
と
が
き

　
平
成
二
十
七
年
に
刊
行
し
た
調
査
報
告
書
は
、
大
変
好
評
で
、
多
く
の
方
々
の
手
に
取
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
と
共
に
、
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物

語
の
普
及
活
動
を
推
し
進
め
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
団
に
と
っ
て
も
、
今
ま
で
の

調
査
の
経
緯
を
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
る
上
で
、
大
変
役

に
立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
千
部
を
刊
行
し
た
報
告
書
は
、
令
和
三
年
に
完
売
し
残
部
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
元
年
ご

ろ
か
ら
、
改
訂
版
の
刊
行
を
考
え
て
来
ま
し
た
が
、
予
算
の
問
題
な
ど
様
々
な
困
難
が
あ
り
、
試

行
錯
誤
の
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
今
年
度
に
な
り
、
よ
う
や
く
「
勝
五
郎
が
生
ま
れ
変
わ
り
を

語
っ
て
二
百
年
・
露
姫
没
後
二
百
年
」
記
念
事
業
と
し
て
、
改
訂
版
の
刊
行
が
実
現
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
刊
行
部
数
は
五
百
部
で
す
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
配
信
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ

り
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
後
の
改
訂
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
行
な
え
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
、
最
新
の
調
査
成
果
を
い
ち
早
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
報
告
・
論
考
・
資
料
と
、
細
部
の
見
直
し
や
加
筆
・
訂
正
を
加
え
た
ほ
か
、
多
門
傳
八
郎
に
つ

い
て
の
調
査
報
告
と
小
泉
八
雲
に
関
す
る
新
た
な
論
考
（
３
）
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
、
二
十
頁

余
の
増
頁
と
な
り
ま
し
た
。
謎
の
人
物
だ
っ
た
多
門
傳
八
郎
の
こ
と
が
、
か
な
り
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
論
考
３
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
松
村
恒
氏
は
、
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
小
泉
八
雲
の

研
究
者
で
す
。
調
査
団
で
は
、
活
動
を
は
じ
め
た
当
初
か
ら
、
小
泉
八
雲
「
勝
五
郎
の
転
生
」
の

原
典
と
雨
森
信
成
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
来
ま
し
た
が
、
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と

が
困
難
で
、
な
か
な
か
核
心
に
い
た
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
二
十
七
年
の
生
誕
二

百
年
記
念
展
で
、
よ
う
や
く
國
學
院
大
學
図
書
館
か
ら
『
珎
説
集
記
』
を
借
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
一
端
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
回
の
松
村
氏
の
論
考
は
、
雨
森
信
成
の
翻
訳
原
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
更
に
深
め

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
雨
森
自
筆
原
稿
掲
載
の
経
緯
に
つ
い
て
一
言
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
染
村
絢
子
氏
は
、
金
沢
在
住
の
在
野
の
小
泉
八
雲
研
究
家
で
、

多
く
の
論
考
や
著
書
が
あ
り
ま
す
。
生
誕
二
百
年
展
開
催
中
の
平
成
二
十
七
年
十
月
、
染
村
氏
か

ら
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
染
村
氏
が
雨
森
の
翻
訳
自
筆
原
稿
の
写
し
を
お
持
ち
だ
と
い
う

事
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
松
村
氏
に
相
談
し
た
い
の
で
連
絡
先
を
知
り
た
い
（
当
時
松
村
氏

は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
在
住
し
て
い
た
）
と
い
う
内
容
で
し
た
。
こ
の
時
の
お
話
で
、
染
村
氏

が
、
ず
っ
と
八
雲
の
「
勝
五
郎
の
転
生
」
の
原
典
に
つ
い
て
の
調
査
を
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
、
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
図
ら
ず
も
、
調
査
団
と
染
村
氏
は
、
ま
っ
た
く
別
々
の
と
こ
ろ

で
、
同
じ
問
題
の
探
求
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
染
村
氏
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
に
大
部
の
著
書
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
六
人
の
日
本

人
』
を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
、
『
珎
説
集
記
』
と
雨
森
の
自
筆
原
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
松
村
氏
に
も
、
こ
の
写
し
の
利
用
を
お
許
し
下
さ
っ
た
と
い
う
事
で
す
。
松
村
氏
の
、

自
筆
原
稿
の
掲
載
に
は
、
報
告
書
改
訂
版
が
最
も
適
し
て
い
る
と
い
う
判
断
の
も
と
に
、
掲
載
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
池
田
冠
山
の
著
述
に
由
来
す
る
『
珎
説
集
記
』
が
、
ハ
ー
ン
に
よ
っ
て
海

外
に
紹
介
さ
れ
て
い
く
経
緯
が
、
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
よ
か
っ
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
資
料
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
染
村
氏
の
著
書
か
ら
は
、
多
く
の
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
勝
五
郎
と
家
族
の
調
査
は
、
調
査
団
メ
ン
バ
ー
の
地
道
な
調
査
に
よ
っ
て
さ
ら
に
進
み

ま
し
た
。
確
証
と
な
る
資
料
が
も
う
一
歩
た
り
な
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
妹
つ
ね
夫
妻
が
函

館
に
移
住
し
て
「
山
岸
商
店
」
を
営
ん
で
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
の
な
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
宗
門
人
別
帳
」
の
調
査
に
よ
り
、
勝
五
郎
を
巡
る
地
元
の
登
場
人
物
は
、
す
べ
て
実

在
の
人
々
で
あ
る
と
い
う
確
証
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
勝
五
郎
や
家
族
の
人
々
は
、
起

こ
っ
た
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
語
り
、
池
田
冠
山
・
多
門
傳
八
郎
・
平
田
篤
胤
も
、
語
ら
れ
た
こ

と
を
そ
の
ま
ま
記
録
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
こ
に
至
っ
て
も
、
調
査
団
の
探
求
に
終
わ
り
は
見
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
道
な
調
査
・
研
究

を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
令
和
四
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
市
郷
土
資
料
館

　
北
村

　
澄
江
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ま
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わ
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　調
査
報
告
書

−

改
訂
版

−

発
行
日

　平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
（
改
訂
）

編

　集

　勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ
り
物
語
探
求
調
査
団

発

　行

　日
野
市
郷
土
資
料
館

　
　
　
　〒
一
九
一-

〇
〇
四
二

　東
京
都
日
野
市
程
久
保
五
五
〇
番
地

 

電
話

　〇
四
二-

五
九
二-

〇
九
八
一

　
　
　
　

e
-
m
a
i
l
 
m
u
s
e
u
m
@
c
i
t
y
.
h
i
n
o
.
l
g
.
j
p

印

　刷

　日
野
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す

本
書
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
調
査
団
の
活
動
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
並
び
に
資
料
提
供
者
】

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

秋
田
県
立
博
物
館

　彌
高
神
社
（
秋
田
市
）

　雲
龍
寺
（
鳥
取
市
）

　永
林
寺
（
八
王
子
市
）

　

江
戸
東
京
博
物
館

　教
安
寺
（
甲
府
市
）

　宮
内
庁
書
陵
部

　小
泉
八
雲
記
念
館
（
松
江
市
）

弘
福
寺
（
墨
田
区
）

　國
學
院
大
學
図
書
館

　国
文
学
研
究
資
料
館

　極
楽
寺
（
八
王
子
市
）

国
立
公
文
書
館

　国
立
国
会
図
書
館

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　小
島
資
料
館
（
町
田
市
）

西
教
寺
（
文
京
区
）

　佐
藤
彦
五
郎
新
選
組
資
料
館
（
日
野
市
）

　三
一
書
房

　上
越
市
総
合

博
物
館 

新
宿
歴
史
博
物
館

　淺
草
寺
（
台
東
区
）

　高
幡
山
金
剛
寺
（
日
野
市
）

　丹
波
哲

郎
オ
フ
ィ
ス 

中
央
大
学

　帝
京
大
学
図
書
館

　天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

　鳥
取
県

立
図
書
館

　鳥
取
県
立
博
物
館

　日
本
心
霊
科
学
協
会

　函
館
市
中
央
図
書
館

　市
立
函

館
博
物
館

　八
王
子
市
郷
土
資
料
館

　パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　平
田
神

社
（
新
宿
区
）

　広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館

　法
正
寺
（
新

宿
区
）

　三
次
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　明
星
大
学

　焼
津
小
泉
八
雲
記
念
館

　早
稲
田
大

学
図
書
館

安
藤

　義
三

　
　安
藤
和
次
郎

　
　池
川

　明

　
　
　石
井

　隆

　
　
　石
川

　禎
一

市
川

　閲
子

　
　市
川

　紀
子

　
　市
川

　博
（
故
人
）

　牛
米

　努

　
　
　遠
藤

　潤

大
門

　正
幸

　
　小
川

　八
郎

　
　金
子
み
さ
を

　
　川
澄

　祐
勝
（
故
人
）
北
嶋

　昭

北
原

　進

　
　
　倉
松

　俊
弘

　
　小
池

　淳
一

　
　小
泉

　凡

　
　
　小
泉

　吉
永

小
谷

　惠
造

　
　子
安

　宣
邦

　
　小
谷
田
重
助

　
　小
谷
田

　稔

　
　古
山

　悟
由

　

佐
藤

　福
子

　
　下
田

　九
一
（
故
人
）
杉
田

　純
一

　
　杉
本

　好
伸

　
　鈴
木

　一
彦

染
村

　絢
子

　
　武
田

　清
治

　
　立
川

　明

　
　
　常
光

　徹

　
　
　内
藤

　治

中
嶋

　繁
雄

　
　橋
場
万
里
子

　
　花
木

　知
子

　
　東

　雅
夫

　
　
　松
岡

　茂
雄

宮
川

　榮
一

　
　宮
地

　正
人

　
　森
澤

　國
夫
（
故
人
）
山
岸
研
之
輔

　
　山
岸

　勤

簗
瀬

　均

　
　
　𠮷
田

　麻
子

　
　吉
野

　治
子
（
故
人
）

＊
以
上
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
機
関
・
個
人
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

上
げ
ま
す
。
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